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「ストラップを取り付ける」（0 72）をご覧ください。

はじめに

すぐに撮影したいときは

準備する

25 すぐに撮影したいときは

1

2

3



カメラの電源を ONにして日付と時刻を設定する（0 84）

シャッターボタンを軽く押して（半押しして）、ピントを合わ
せる（0 86）

シャッターボタンを半押ししたまま、さらに深く押し込んで
（全押しして）撮影する

撮影した画像を確認する（0 93）

撮る/見る

26 すぐに撮影したいときは

4

1

2

3



カメラ本体

接眼目当て DK-33（カメラに装着済み）
（0 817）
ボディーキャップ BF-N1

Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d（端子カバ
ー付）
バッテリーチャージャーMH‑33
本体充電 ACアダプター EH-7P（0 75）
HDMI/USBケーブルクリップ（0 821）
ストラップ（0 72）
保証書
使用説明書
USBケーブル UC-E24（0 293）
アクセサリーシューカバー BS‑1（カメラに装着済み）
（0 820）

カメラと付属品を確認する
万一、付属品がそろっていない場合は、ご購入店にご連絡ください。

メモリーカードは別売です。
国または地域によっては、バッテリーチャージャーMH-33および本体充電 ACアダプター EH-7Pは
別売です。
日本国内でご購入いただいたカメラは、画面の表示言語を日本語または英語に設定できます。

D ニコンダウンロードセンターについて
ニコンダウンロードセンターでは、カメラやレンズなどの最新のファームウェアや、NX Studioなどの
ニコンソフトウェア、カメラやニッコールレンズ、スピードライトなどの説明書をダウンロードでき
ます。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/
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本書について

文中のマークについて
本書では、次の記号を使用しています。必要な情報を探すときにご活用ください。

D カメラを使用する前に注意していただきたいことや守っていただきたいことなどを記載
しています。

ヒント カメラを使用する前に知っておいていただきたいことを記載しています。

0 本書で関連情報が記載されているページです。

表記について
このカメラでは CFexpressメモリーカード（Type B）および XQDメモリーカードを使用します。本
書では、総称して「メモリーカード」と表記しています。ただし、それぞれのメモリーカードを区
別して説明する必要がある場合は、「CFexpressカード」、「XQDカード」と表記しています。
バッテリーチャージャーを「チャージャー」と表記しています。
撮影時の画像モニターとファインダーの表示を「撮影画面」と表記しています。イラストは主に画
像モニターの表示を使用しています。
本書では、スマートフォンおよびタブレットを「スマートフォン」と表記しています。
ご購入時に設定されている機能やメニューの設定状態を「初期設定」と表記しています。本書では、
カメラの設定が初期設定であることを前提に操作の説明を行っています。

28 本書について



安全上のご注意
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するため、ご使用の前に「安全上のご注意」
をよくお読みの上、正しくお使いください。

本書をお読みになった後は、いつでも参照できるようにしてください。

危険 「死亡または重傷を負うおそれが大きい内容」です。

警告 「死亡または重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

お守りいただく内容を、以下の図記号で区分しています。

してはいけない内容です。

分解、修理または改造してはいけない内容です。

人体やものに密着させてはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。
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 警告

歩きながらや運転・操縦しながらの操作はしない
事故やけがの原因になります。

分解、修理または改造をしない
落下などによる破損で内部が露出したら、露出部に触らない
感電やけがの原因になります。

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、直ちに電池や電源を取り外す
放置すると、発火、やけどの原因になります。

水でぬらさない
ぬれた手で触らない
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない
感電や発火の原因になります。

電源を入れたまま長時間直接触らない
低温やけどの原因になります。

引火、爆発のおそれのある場所では使わない
プロパンガス、ガソリン、可燃性スプレーなどの引火性ガスや粉塵の発生する場所
で使うと、爆発や火災の原因になります。

レンズで直接太陽や強い光を見ない
失明や視力障碍の原因になります。

フラッシュや AF補助光を運転者にむけて発光しない
事故の誘発につながります。

幼児の手の届くところに置かない
故障やけがの原因になります。
小さな付属品を誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。
飲み込んだら、すぐに医師の診断を受けてください。

ストラップ類を首に巻きつけない
事故の原因になります。
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 警告

指定外の電池、充電器、ACアダプターは使わない
指定の電池、充電器、ACアダプターを使う際は、以下の点に注意する
コードやケーブルを傷つけたり、加工したりしない
重いものを載せたり、加熱したり、引っぱったり、無理に曲げたりしない
海外旅行者用電子式変電圧器（トラベルコンバーター）や DC/ACインバーター
などの電源に接続して使わない

発火、感電の原因になります。

充電時や ACアダプター使用時に雷が鳴り出したら、電源プラグに触らない
感電の原因になります。

電源プラグの金属部やその周辺にほこりが付着していたら、乾いた布で拭き取る
放置すると、発火の原因になります。

高温環境や低温環境では、直接触らない
やけどや低温やけど、凍傷の原因になることがあります。

 注意

レンズを太陽や強い光源に向けたままにしない
集光して、内部部品の破損や発火の原因になることがあります。
逆光撮影では、太陽を画角から十分にずらしてください。
画角から太陽をわずかに外しても、発火の原因になります。

使用が禁止されている場所では、電源を OFFにする
位置情報記録機能は OFFにする
ログの取得は終了する
無線通信が禁止されている場所では、無線通信機能が作動しないようにする
医療機関や航空機内では、本機器が出す電磁波が、周囲の機器に悪影響を与えるお
それがあります。

長時間使わないときは、電池や ACアダプターを取り外す
故障や発火の原因になります。

フラッシュを人体やものに密着させて発光させない
やけどや発火の原因になります。
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高温の注意表示が画像モニターやファインダーに表示された
ら、カメラ本体やメモリーカードに触らない
カメラ本体やメモリーカードが高温になっているため、やけ
どの原因となったり、カードやバッテリーを取り出すときに
落下させて破損させたりするおそれがあります。

 注意

夏場の車内や直射日光の当たる所など高温環境に放置しない
故障や発火の原因になります。

AF補助光を直接見ない
視覚に悪影響を及ぼすことがあります。

三脚などにカメラやレンズを取り付けたまま移動しない
故障やけがの原因になります。

心臓ペースメーカーなどの医療機器からは 5cm以上離す
近づけ過ぎると、製品に内蔵された磁石が医療機器に影響を与えるおそれがありま
す。

 危険（電池について）

電池は誤った使いかたをしない
注意事項を無視してお使いになると、液もれ、発熱、破裂、発火の原因になりま
す。
充電池は、専用の充電池以外を使わない
電池を火の中に入れたり、加熱したりしない
電池を分解しない
電池をネックレスやヘアピンなどの金属類に接触させてショート（短絡）しない
電池、または電池の入った製品に強い衝撃を与えたり、投げたりしない
電池に釘を刺したり、電池をハンマーで叩いたり、踏みつけたりしない

指定の方法で充電する
液もれ、発熱、破裂、発火の原因になります。

電池からもれた液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗い流し、医師の診察
を受ける
放置すると、目に傷害を与える原因になります。
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 危険（電池について）

航空機内に持ち込むときは、航空会社の指示に従う
超高度の気圧が低いところに放置すると、液もれ、発熱、破裂、発火の原因になり
ます。

 警告（電池について）

電池を乳幼児の手の届く所に置かない
飲み込んだら、すぐに医師の診断を受けてください。

電池をペットなどが触れる場所に置かない
噛みつきなどにより、液もれ、発熱、破裂、発火の原因になります。

水につけたり、雨にぬらしたりしない
発火や故障の原因になります。
ぬれてしまったら、乾いたタオルなどで十分にふき取ってください。

変色・変形、そのほか異状に気づいたら使わない
リチャージャブルバッテリー EN-EL18dは、所定の時間を超えても充電が完了しな
ければ、充電を中止する
放置すると、液もれ、発熱、破裂、発火の原因になります。

使用済みの電池は、ビニールテープなどで接点部を絶縁する
他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因になります。

電池からもれた液が皮膚や衣服に付いたら、すぐにきれいな水で洗い流す
放置すると、皮膚のかぶれなどの原因になります。
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ご確認ください
●保証書について
この製品には「保証書」が付いていますのでご確認ください。「保証書」は、お買い上げの際、ご購
入店からお客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご購入年月日」「ご購入店」が記入さ
れた保証書をお受け取りください。「保証書」をお受け取りにならないと、ご購入 1年以内の保証修
理が受けられないことになります。お受け取りにならなかった場合は、直ちに購入店にご請求くだ
さい。

●カスタマーサポート
下記アドレスのホームページで、サポート情報をご案内しています。

https://www.nikon-image.com/support/

●大切な撮影の前には試し撮りを
大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてカメラが正常に機能すること
を事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益
喪失等に関する損害等）についての補償はご容赦願います。

●本製品を安心してお使いいただくために
本製品は、当社製のアクセサリー（レンズ、スピードライト、バッテリー、チャージャー、ACアダ
プターなど）に適合するように作られておりますので、当社製品との組み合わせでお使いください。

Li‑ionリチャージャブルバッテリー EN‑EL18dには、ニコン純正品であることを示すホログラム
シールが貼られています。

模倣品のバッテリーをお使いになると、カメラの充分な性能が発揮できないほか、バッテリーの
異常な発熱や液もれ、破裂、発火などの原因となります。
他社製品や模倣品と組み合わせてお使いになると、事故・故障などが起こる可能性があります。
その場合、当社の保証の対象外となりますのでご注意ください。
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●メモリーカード取り扱い上のご注意
カメラの使用後はメモリーカードが熱くなっていることがあります。取り出しの際はご注意くだ
さい。
メモリーカードの初期化中や画像の記録または削除中、パソコンとの通信時などには、次の操作
をしないでください。記録されているデータの破損やカメラやメモリーカードの故障の原因とな
ります。
メモリーカードの着脱をしないでください
カメラの電源を OFFにしないでください
バッテリーを取り出さないでください
ACアダプターを抜かないでください

端子部に手や金属を触れないでください。
メモリーカードに無理な力を加えないでください。破損のおそれがあります。
曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
熱、水分、直射日光を避けてください。
パソコンで初期化しないでください。

●本書について
本書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいたします。
製品の外観・仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご承知ください。
説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。
「使用説明書」が破損などで判読できなくなったときは、ニコンサービス機関で新しい使用説明
書を購入できます（有料）。

●著作権について
カメラで著作物を撮影または録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権法上、権利者
に無断で使用できません。なお、個人として楽しむなどの目的であっても、実演や興行、展示物な
どは、撮影や録音が制限されている場合がありますのでご注意ください。

●電波障害自主規制について
この装置は、クラス B機器です。この装置は、住宅環境で使用することを目的としていますが、こ
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあり
ます。
本書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCI-B
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レリーズモードダイヤルロックボタン
（0 131）
BKTボタン（0 158）
cボタン（0 379）
動画用マイク（ステレオ）（0 90）
動画撮影ボタン（0 90）
S（Q）ボタン（0 138）
Eボタン（0 129）
ストラップ取り付け部（吊り金具）
（0 72）

1
2
3
4
5
6
7
8

E距離基準マーク（0 118）
表示パネル（0 43、0 789）
測位アンテナ部（0 179）
フラッシュ取り付け部（アクセサリーシュ
ー）（0 374、0 792）
Iボタン（0 119）
cボタン（0 131）

9
10
11
12
13
14

各部の名称とメニューの使い方

各部の名称

カメラ本体
5

9

7

6

8

12

8

1314 11 10

41 2 3
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電源スイッチ（0 84、0 86）
シャッターボタン（0 86）
AF補助光ランプ（0 87、0 546）
赤目軽減ランプ（0 379）
セルフタイマーランプ（0 136）
Mボタン（0 51、0 689）
シンクロターミナルカバー
10ピンターミナルカバー
マイク/ヘッドホン/有線 LAN端子カバー
USB端子/HDMI端子カバー
フォーカスモードボタン（0 103）
バッテリー室着脱ノブ（0 77）

1
2
3

4
5
6
7
8
9

10

バッテリー室カバー（0 77）
レンズ着脱指標（0 82）
シンクロターミナル（0 376）
10ピンターミナル
チャージ LED（0 75）
有線 LAN接続端子（0 311、0 342）
外部マイク入力端子（0 818）
ヘッドホン出力端子（0 519）
HDMI端子（0 276）
USB端子（0 293、0 721）
ボディーキャップ（0 82）

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

21

1 2 3 4

10 912 11

7

5

6

8
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13

14
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20
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音声メモ用マイク（0 273）
Uボタン（0 142）
Tボタン（0 99）
bボタン（0 273）
ネットワークインジケーター（0 321、
0 352）
画像モニター（0 54、0 112）
スピーカー（0 94）

1
2
3
4
5
6
7

接眼目当て取り外しボタン（0 817）
O（Q）ボタン（0 96、0 237）
g（Fn4）ボタン（0 169、0 230）
レリーズモードダイヤル（0 131）
接眼目当て（0 817）
ファインダー（0 47）
アイセンサー（0 51）

8
9

10
11
12
13
14

2345 1
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7
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11
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10

8
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視度調節ノブ（0 53）
DISPボタン（0 45、0 49）
静止画/動画セレクター（0 86、0 90）
AF-ONボタン（0 115）
サブセレクター（0 111、0 114、
0 127）
メインコマンドダイヤル（0 619）
iボタン（0 66、0 222）
Jボタン（0 61）
マルチセレクター（0 61）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

Xボタン（0 116、0 207、0 228）
Gボタン（0 60）
Kボタン（0 93、0 207）
W（Q）ボタン（0 64、0 207、
0 228）
縦位置 AF-ONボタン（0 115）
縦位置メインコマンドダイヤル（0 619）
縦位置マルチセレクター（0 111）
メモリーカードアクセスランプ（0 88、
0 91）
縦位置 iボタン（0 66、0 222）

10
11
12
13
14
15
16
17
18

17 1618

7

6

8

9

12

11

13

14

10

15

321 4 5

39 各部の名称



レンズ取り外しボタン（0 83）
レンズマウント（0 82、0 118）
レンズ信号接点
イメージセンサー（撮像素子） （0 831）
Fn3ボタン
三脚ネジ穴
縦位置サブコマンドダイヤル（0 619）
縦位置シャッターボタンロック（0 89）
縦位置 Fnボタン

1
2
3
4
5
6
7
8
9

セキュリティスロット（盗難防止用セキュ
リティーワイヤー取り付け部）（0 42）
縦位置Sボタン（0 138）
縦位置シャッターボタン
メモリーカードカバーロック（0 80）
メモリーカードカバー（0 81）
Fn2ボタン（0 97）
Fn1ボタン
サブコマンドダイヤル（0 619）

10
11
12
13
14
15
16
17

14

13

12

11

10
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16

15

9

3

2

4

5

7

8

6

1

D イメージセンサー（撮像素子）またはセンサーシールドに触れない
イメージセンサー（撮像素子）やセンサーシールド（0 697）を押さえたり、突いたり、ブロアーな
どで強く吹くなどは、絶対にしないでください。傷や破損などの原因となります。撮像素子のお手入
れについては「撮像素子のお手入れについて」（0 831）をご覧ください。
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このカメラの製品番号は、画像モニターを開いて確認できます。

電源スイッチをDマークの方向に回すと、表示パネルやボ
タンのイルミネーター（照明）が点灯します。電源スイッ
チを放すと、イルミネーターは数秒間点灯し続けます。た
だし、シャッターボタンを半押しするか、もう一度Dマー
クの方向に回すと消灯します。ボタン照明が点灯すると、
暗い場所で操作しやすくなります。

ヒント：画像モニターについて
このカメラの画像モニターは、角度を変えて使用できます。

ヒント：製品番号について

ヒント：測位アンテナについて
位置情報機能を使うときは、できるだけ空のひらけた場所でお使いください。測位アンテナ部を空に
向けると受信しやすくなります。

ヒント：表示パネルのイルミネーター（照明）について

41 各部の名称



市販の盗難防止セキュリティーワイヤーをカメラに取り付けられ
ます。ケンジントン社の規格に準拠したスロットのため、ケンジン
トンロック仕様のセキュリティーワイヤーをお使いください。取り
付け方はセキュリティーワイヤーの説明書をご覧ください。

ヒント：セキュリティースロットについて

42 各部の名称



撮影モード（0 119）
シャッタースピード（0 120、0 121）
絞り値（0 120、0 121）
バッテリー残量表示（0 79）
インジケーター
露出（0 122）
露出補正（0 129）
画像サイズ/フレームレート（0 190）

ISO感度（0 138）
記録可能コマ数（0 80、0 857）
動画記録可能時間（0 90）

1
2
3
4
5

6
7

ISO感度マーク（0 138）
ISO-AUTOマーク（0 140）
レリーズモード（0 131）
メモリーカードマーク（スロット 2）
（0 415）
メモリーカードマーク（スロット 1）
（0 415）
AFエリアモード（0 105）
フォーカスモード（0 103）
撮影メニュー設定表示（0 407）

8
9

10
11
12
13
14

表示パネル
カメラの電源を ONにすると、表示パネルが点灯します。ここでは初期設定で表示される内容のみ記
載しています。詳しくは、「資料」の「画像モニター/ファインダー/表示パネルの表示」>「表示パネ
ル」（0 789）をご覧ください。

21 3

12

13

14

1011 8 7

4

5

6

9

43 各部の名称



撮影モード（0 119）
レリーズモード（0 131）
フォーカスモード（0 111）
AFエリアモード（0 105）
tマーク（0 85）
ホワイトバランス（0 142）

1
2
3
4
5
6

アクティブ D-ライティング（0 426）
ピクチャーコントロール（0 169）
撮像範囲（0 97）
画像サイズ（0 101）
画質モード（0 99）

7
8
9

10
11

画像モニター
初期設定では、画像モニターに次のような情報が表示されます。詳しくは、「資料」の「画像モニタ
ー/ファインダー/表示パネルの表示」>「画像モニター」（0 779）をご覧ください。

静止画モードの場合

1

10

2 3 4 5 6 7 8

9

11

44 各部の名称



インジケーター
露出（0 122）
露出補正（0 129）
iメニュー（0 66、0 222）
バッテリー残量表示（0 79）
記録可能コマ数（0 80、0 857）
ISO感度（0 138）
ISO感度マーク（0 138）
ISO-AUTOマーク（0 140）

1

2
3
4
5
6

絞り値（0 120、0 121）
シャッタースピード（0 120、0 121）
測光モード（0 437）
タッチ撮影機能（0 112）
手ブレ補正（0 444）
フォーカスポイント（0 111）
ビューモード設定（静止画 Lv）（0 570）

7
8
9

10
11
12
13

静止画モードの撮影時にカメラを縦位置に構えると、画像モニター
に表示されるアイコンも縦位置表示用の配置になります。

DISPボタンを押すと、撮影画面の表示を切り換えることができま
す。最大で 5種類の表示画面を切り換えられ、それぞれの画面に表
示するアイコンやインジケーターをカスタマイズできます。撮影画
面のカスタマイズはカスタムメニュー d18［撮影画面カスタマイズ
（画像モニター）］で行えます（0 582）。

4

3

11

57 69 8

13

12

10

1

2

ヒント：画像モニターの縦位置表示について

ヒント：画面の表示を切り換える

45 各部の名称



録画中マーク（0 90）
動画記録禁止マーク（0 91）
録画中赤枠（0 658）
動画記録時間（0 90）
画像サイズ/フレームレート（0 190）
動画記録先（0 490）

1
2
3
4
5

動画記録残り時間（0 90）
撮像範囲（0 197）
動画記録ファイル形式（0 187）
音声レベルインジケーター（0 514）
マイク感度（0 514）

6
7
8
9

10

動画モードの場合

1 32 5 64

9

7

8

10

46 各部の名称



ビューモード設定（静止画 Lv）（0 570）
tマーク（0 85）
レリーズモード（0 131）
フォーカスモード（0 103）
AFエリアモード（0 105）
ホワイトバランス（0 142）

1
2
3
4
5
6

アクティブ D-ライティング（0 426）
ピクチャーコントロール（0 169）
画質モード（0 99）
画像サイズ（0 101）
撮像範囲（0 97）

7
8
9

10
11

ファインダー
初期設定では、ファインダーに次のような情報が表示されます。詳しくは、「資料」の「画像モニタ
ー/ファインダー/表示パネルの表示」>「ファインダー」（0 786）をご覧ください。

静止画モードの場合

2 4 5 7 8 961 3 1110

47 各部の名称



バッテリー残量表示（0 79）
記録可能コマ数（0 80、0 857）
ISO感度（0 138）
ISO感度マーク（0 138）
ISO-AUTOマーク（0 140）
インジケーター
露出（0 122）
露出補正（0 129）

1
2
3
4
5

絞り値（0 120、0 121）
シャッタースピード（0 120、0 121）
撮影モード（0 119）
手ブレ補正（0 444）
測光モード（0 437）
フォーカスポイント（0 111）

6
7
8
9

10
11

3 25 4910 78 6 1

11

48 各部の名称



静止画モードの撮影時にカメラを縦位置に構えると、ファインダー
に表示されるアイコンも縦位置表示用の配置になります。

DISPボタンを押すと、撮影画面の表示を切り換えることができま
す。最大で 4種類の表示画面を切り換えられ、それぞれの画面に表
示するアイコンやインジケーターをカスタマイズできます。撮影画
面のカスタマイズはカスタムメニュー d19［撮影画面カスタマイズ
（ファインダー）］で行えます（0 584）。

ヒント：ファインダーの縦位置表示について

ヒント：画面の表示を切り換える

49 各部の名称



録画中マーク（0 90）
動画記録禁止マーク（0 91）
動画記録時間（0 90）
動画記録先（0 490）
動画記録残り時間（0 90）
画像サイズ/フレームレート（0 190）

1
2
3
4
5

撮像範囲（0 197）
動画記録ファイル形式（0 187）
録画中赤枠（0 658）
音声レベルインジケーター（0 514）
マイク感度（0 514）

6
7
8
9

10

動画モードの場合

21 3 5 64 7

910

8

50 各部の名称



ファインダーに顔を近づけると、アイセンサーが反応して、画像モ
ニターの表示が消えてファインダー表示に切り替わります。指など
を近づけてもアイセンサーが反応します。

M（モニターモード切り換え）ボタンを押すと、ファインダーと
画像モニターの表示設定を切り換えることができます。

アイセンサーとモニターモード切り換えボタン

ファインダー表示時は、メニューや再生画面もファインダーで見ることができます。

51 各部の名称



［自動表示切り換え］：アイセンサーにより、ファインダーの表示と画像
モニターの表示が自動的に切り替わります。

［ファインダーのみ］：画像モニターには何も表示されなくなります。メ
ニューの設定や撮影した画像の確認なども全てファインダーで行って
ください。
静止画モードの場合、カメラの電源を ONにしたときやシャッターボ
タンを半押ししたとき、または AF-ONボタンを押したときは、ファ
インダーに顔を近づけなくても数秒間ファインダーが点灯します。

［モニターのみ］：画像モニターのみを使用して撮影や設定をする場合に
選びます。ファインダーに顔を近づけてもファインダーには何も表示さ
れません。

［ファインダー優先 1］：ファインダーに顔を近づけるとファインダーに
撮影画面が表示されますが、顔を離しても画像モニターには撮影画面は
表示されません。動画モードの場合、［自動表示切り換え］と同じ動作
になります。

Mボタンを押すたびに、次のようにモニターモードが切り替わります。

52 各部の名称



［ファインダー優先 2］：静止画モードの場合、ファインダーに顔を近づ
けたときに加え、カメラの電源を ONにしたときやシャッターボタンを
半押ししたとき、または AF-ONボタンを押したときは、ファインダー
に顔を近づけなくても数秒間ファインダーが点灯します。動画モードの
場合、［自動表示切り換え］と同じ動作になります。
画像モニターに再生画面やメニューを表示しているときにファイン
ダーに顔を近づけると、ファインダーに撮影画面が表示されます。

視度調節ノブを引き出して回すと、ファインダー内がはっきり見
えるように調節できます。
爪や指先で目を傷つけないようにご注意ください。
調節が終わった後は、視度調節ノブを押し込んで戻してくださ
い。

D 視度調節ノブについて

D 画像モニターの角度を変更している場合
次の条件を同時に満たす場合、アイセンサーに顔を近づけてもファインダー表示には切り替わりませ
ん。
［自動表示切り換え］、［ファインダー優先 1］、または［ファインダー優先 2］に設定している
画像モニターに画面が表示されている

ヒント：長時間ファインダー撮影をする場合
カスタムメニュー d9［ビューモード設定（静止画 Lv）］を［見やすさを重視］に設定すると、撮影画
面が見やすい色味や明るさで表示されます。

ヒント：使用するモニターモードを限定する
セットアップメニュー［モニターモードの限定］で表示設定を限定できます。

53 各部の名称



このカメラの画像モニターはタッチパネルになっており、指で画面
に触れて操作できます。ファインダーを見ながら撮影する場合はタ
ッチ操作は無効になり、ピント合わせなどは行えません。

画像モニターをタッチすると、その場所にピントを合わせます
（タッチ AF）。
静止画モードの場合は画像モニターをタッチして指を放すと、シ
ャッターがきれます（タッチシャッター）。

Wをタッチすると、タッチ AFやタッチシャッターの設定を変更
できます（0 112）。

タッチパネル

ピントを合わせる/シャッターをきる

54 各部の名称



枠が表示されたアイコンをタッチすると、設定を変更できます。
アイコンやスライドバーをタッチして項目や数値を選びます。

ZをタッチするかJボタンを押すと設定を決定して前の画面に
戻ります。

設定を変更する

55 各部の名称



1コマ表示時に左右にフリックすると、前後の画像を表示します。

1コマ表示時に広げる操作をするか、画像モニターを素早く 2回
タッチすると、拡大表示します。拡大表示した状態でさらに広げ
る操作をすると拡大率が上がり、つまむ操作をすると拡大率が下
がります。

1コマ表示時につまむ操作をすると、サムネイル表示します。サ
ムネイル表示で広げる/つまむ操作をすると、表示コマ数（4コ
マ/9コマ/72コマ）が切り替わります。

再生画面を切り換える

1コマ表示時に画面下部をタッチすると、フレームアドバンスバーが表示されます。フレームアド
バンスバーに触れたまま指を左右にスライドすると、前後の画像を高速で切り換えられます。

拡大表示時に画像モニターでスライド操作をすると、見たい部分に移動できます。
拡大表示時に画像モニターを素早く 2回タッチすると、拡大表示を解除します。

56 各部の名称



1が表示されている画像で、aアイコンをタッチすると再生し
ます。
再生中に Zをタッチすると、再生を終了して 1コマ表示モード
に戻ります。

撮影時に画像モニターのiをタッチすると iメニュー（0 66）
が表示されます。

設定したい項目をタッチすると、設定項目の内容を変更できま
す。
iメニューに表示される項目はカスタマイズできます（0 71）。

1

2

3

入力エリア
キーボードエリア
文字種変更

1
2
3

動画を再生する

iメニューを設定する

文字を入力する
文字入力画面が表示された場合、キーボードエリアで文字をタッチして入力できます。

入力エリアをタッチするか efをタッチすると、文字の入力位置を移動できます。
文字種変更アイコンをタッチすると、アルファベット大文字/小文字/記号を切り換えられます。

57 各部の名称



上下にスライドすると、メニュー画面がスクロールします。

画面左端のアイコンをタッチすると、選んだアイコンのメニュー
画面が表示されます。

メニュー項目をタッチすると、設定項目の内容を変更できます。
アイコンやスライドバーをタッチして項目や数値を選びます。

Zをタッチすると、設定を変更しないで前の画面に戻ります。

メニューを設定する

D タッチパネルについてのご注意
このカメラのタッチパネルは静電式です。爪でタッチしたり、手袋などをはめたままタッチしたり
すると反応しないことがあります。セットアップメニュー［タッチ操作］>［グローブモード］を
［ON］に設定すると、手袋をしていてもタッチ操作がしやすくなります。
先のとがった硬いもので押さないでください。
タッチパネルを必要以上に強く押したり、こすったりしないでください。
市販の保護フィルムを貼ると反応しないことがあります。
タッチパネルに指が触れたまま、別の指でタッチすると、適切に動作しないことがあります。

58 各部の名称



ヒント：タッチ操作の有効/無効について
セットアップメニュー［タッチ操作］で、タッチ操作の有効/無効を切り換えられます。

59 各部の名称



Gボタンを押すと、画像モニターにメニュー画面を表示します。

9

81

2

3

4

5

6

7

C 静止画撮影メニュー（0 404）
1 動画撮影メニュー（0 484）
A カスタムメニュー（0 524）
D 再生メニュー（0 659）
B セットアップメニュー（0 677）
F ネットワークメニュー（0 731）
O マイメニュー/m 最近設定した項目※

（0 757）
d ヘルプあり表示（0 64）
各項目の現在の設定

1
2
3
4
5
6
7
8
9

メニューの使い方

Gボタンから設定を選ぶ

どちらかに設定できます。初期設定は［マイメニュー］です。 

60 メニューの使い方

※



上に移動
決定する
次の画面に進む（右を選択または決定）
下に移動
前の画面に戻る（左を選択または取り消
し）

1
2
3
4
5

メニュー項目の設定
メニューの操作には、マルチセレクターとJボタンを使います。

メニューのタブを選ぶ

4を押して、タブの選択エリアにカーソルを移動させます。

メニューを切り換える

13を押して、メニューのタブを切り換えます。

61 メニューの使い方

1

2



選んだメニューに入る

2を押して、選んだメニューに入ります。

メニュー項目を選ぶ

13で項目を選びます。

設定内容を表示する

2を押して設定内容を表示します。

62 メニューの使い方

3

4

5



決定する

Jボタンを押して決定します。
メニュー操作をキャンセル（中止）するには、Gボタンを押して
ください。
メニュー画面から撮影に戻るには、シャッターボタンを半押しして
ください。

カメラの状態によって、設定できないメニュー項目があります。
この場合、その項目はグレーで表示されます。

メニューによってはJボタンを押すとグレー表示されている原
因が表示されます。

設定内容を選ぶ

13で設定内容を選びます。

D グレーで表示されるメニューについて

63 メニューの使い方

6

7



設定できる選択肢が［ON］または［OFF］のみの場合、Jボタン
またはマルチセレクターの2を押すか、メニュー項目をタッチして
［ON］と［OFF］を切り換えられます。

ヒント：選択肢が ON/OFFのみの項目の場合

ヒント：d（ヘルプあり表示）
ヘルプがある場合にW（Q）ボタンを押すと、その項目のヘルプ（説明）を表示します。
説明が 2ページ以上ある場合は、マルチセレクターの3を押して、次のページを表示してくださ
い。
もう一度W（Q）ボタンを押すと、メニュー画面に戻ります。

ヒント：タッチパネルでの設定について
メニューはタッチパネルで設定することもできます（0 54）。

64 メニューの使い方



1

2

3

入力エリア
キーボードエリア
文字種変更

1
2
3

ヒント：入力画面の操作方法について
画像のファイル名など、一部のメニューでは文字を入力して設定を変更することがあります。文字を
入力するときに表示される画面での操作方法は次の通りです。

入力エリアに新しい文字を入力する場合は、マルチセレクターを操作して入力するキーボードエリ
アの文字上にカーソルを移動させ、Jボタンを押します。
入力エリアのカーソルを左右に移動するには、コマンドダイヤルを回します。
マルチセレクターで文字種変更アイコンにカーソルを移動させてJボタンを押すと、アルファベッ
ト大文字/小文字/記号を切り換えられます。文字種変更アイコンは、項目によって表示されないこ
ともあります。
入力エリアからあふれた文字は削除されます。
1文字削除するには、削除する文字の上にカーソルを移動させ、O（Q）ボタンを押します。
内容を確定し、文字入力を終了する場合は、Xボタンを押します。
文字の入力をキャンセルするには、Gボタンを押します。

65 メニューの使い方



静止画モードの場合と動画モードの場合で表示される内容が異な
ります。

コマンドダイヤルの操作ガイドが表示される項目の場合、iメニ
ュー上で項目にカーソルを置いてコマンドダイヤルを回しても設
定を変更できます。項目によってはメインコマンドダイヤルとサ
ブコマンドダイヤルで設定する場合があります。

カメラの状態によって、設定できない項目があります。この場合、
設定できない項目のアイコンがグレーで表示されます。

iボタン（iメニュー）から設定を選ぶ
iボタンを押すか画像モニターのiをタッチすると、iメニューが表示されます。

項目を選んでJボタンを押すかタッチすると、設定内容の確認やマルチセレクターによる設定変更
ができます。

D 選択項目について

66 メニューの使い方



静止画モードでの撮影時にカメラを縦位置に構えると、撮影画面に
表示される iメニューも縦位置表示用の配置になります。

ヒント：iメニューの縦位置表示について

67 メニューの使い方



ピクチャーコントロール（0 169）
ホワイトバランス（0 142）
画質モード（0 99）
画像サイズ（0 101）
AFエリアモード/被写体検出（0 105）
フォーカスモード（0 103）

1
2
3
4
5
6

測光モード（0 437）
手ブレ補正（0 444）
撮影メニュー切り換え（0 407）
カスタムボタンの機能（撮影）（0 598）
機内モード（0 733）
メモリーカード情報表示（0 597）

7
8
9

10
11
12

静止画モードの iメニュー
静止画モード時に iボタンを押すと次の項目が表示されます。設定したい項目をマルチセレクターで
選んでJボタンを押すと、選択項目が表示され、設定を変更できます。

1 2 3 4 5 6

87 9 10 11 12

68 メニューの使い方



ピクチャーコントロール（0 169）
ホワイトバランス（0 142）
画像サイズ/フレームレート（0 190）
マイク感度（0 514）
AFエリアモード/被写体検出（0 105）

1
2
3
4
5

フォーカスモード（0 103）
電子手ブレ補正（0 513）
手ブレ補正（0 512）
撮影メニュー切り換え（0 407）
カスタムボタンの機能（0 632）
機内モード（0 733）
動画記録先（0 490）

6
7
8
9

10
11
12

動画モードの iメニュー
動画モード時に iボタンを押すと次の項目が表示されます。設定したい項目をマルチセレクターで選
んでJボタンを押すと、選択項目が表示され、設定を変更できます。

1 2 3 4 5 6

87 9 10 11 12
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静止画選択時

動画選択時 動画再生一時停止時

再生時の iメニュー
再生画面や動画再生時などに iボタンを押すと、状況に応じた iメニューが表示されます。
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カスタムメニュー f1または g1［iメニューのカスタマイズ］
を選んでJボタンを押す

メニューの選び方は「Gボタンから設定を選ぶ」（0 60）を
ご覧ください。

機能を割り当てたい場所を選んでJボタンを押す

割り当てられる機能の一覧が表示されます。

割り当てたい機能を選んでJボタンを押す

新しい機能が割り当てられ、手順 2の画面に戻ります。
他の場所にも機能を割り当てたい場合は手順 2、3を繰り返
します。

iメニュー項目のカスタマイズ
撮影時の iメニューで表示される項目は、カスタムメニュー f1または g1［iメニューのカスタマイ
ズ］で変更できます。

Gボタンを押す

機能の割り当てが決定してメニュー画面に戻ります。

71 メニューの使い方
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準備をする

ストラップを取り付ける
付属または別売ストラップの取り付け手順は次の通りです。
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バッテリーを充電する
付属の Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18dは、お使いになる前にフル充電してください。

D バッテリーとチャージャーの使用上のご注意
お使いになる前に、必ず「安全上のご注意」（0 29）、「カメラとバッテリーの使用上のご注意」
（0 835）をお読みになり、記載事項をお守りください。

チャージャーを使用して充電する
バッテリーチャージャーMH‑33に本体充電 ACアダプター EH-7Pを接続し、家庭用コンセントに
ACアダプターを差し込んでください。チャージャーにバッテリーを装着すると、充電を行います。

6h

4h

2h

100

80

50

CHARGE %

CALIBRATION

CHARGE %

6h

4h

2h

100

80

50

信号接点
表示ランプ（緑色）
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充電中はチャージャーのランプが点滅し、充電が完了すると点灯します。充電の状態によっては、
ランプの点滅が開始するまで約 10秒程度かかる場合があります。
バッテリーの先端（端子部）をチャージャーのガイドラインに合わせて置き、矢印の方向にカチッ
と音がして止まるまでスライドさせて装着します。
充電中はチャージャーを振動のない安定したところに置いてください。
フル充電するには約 4時間かかります（残量のないバッテリーの場合）。
充電した容量に応じて表示ランプが点灯し、3つの表示ランプが全て点灯したら、充電は完了です。
充電の状態は表示ランプで確認できます。

表示ランプ

バッテリーの容量に対する充電状況

50％未満 50％以上、
80％未満

80％以上、
100％未満 100%

100% I 消灯 I 消灯 H 点滅 K 点灯

80% I 消灯 H 点滅 K 点灯 K 点灯

50% H 点滅 K 点灯 K 点灯 K 点灯

D EN-EL18dをご使用時のご注意
Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18dはバッテリーチャージャーMH‑26a/MH-26に対応して
いません。チャージャーを使用して充電する場合は、必ずバッテリーチャージャーMH‑33をお使いく
ださい。

D チャージャーの表示ランプが速く点滅する場合
チャージャーの表示ランプが速く（1秒間に 8回）点滅する場合の原因と対処方法は次の通りです。
バッテリーのセットミス：電源プラグをコンセントから抜いて、バッテリーを取り外し、チャージ
ャーにセットし直してください。
指定温度外での使用：チャージャーを指定温度範囲内（0℃～40℃）でお使いください。

上記の処置をしても不具合が続く場合は、直ちに電源プラグをコンセントから抜いて、充電を中止し
てください。販売店またはニコンサービス機関にチャージャーおよびバッテリーをお持ちください。

ヒント：USB Type-C端子を備え、USB PD規格準拠の市販の ACアダプターを使用して充電する
市販の ACアダプターを使用して充電することもできます。USB Type-C端子を備え、USB PD規格
準拠の ACアダプターをご使用ください。
45W（20V/2.25A）以上の出力に対応した ACアダプターをご使用ください。
MH-33との接続には、両端が Type-Cの USBケーブルをご使用ください。
すべての市販の ACアダプターや USBケーブルで充電できることを保証するものではありません。
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本体充電 ACアダプターを使用して充電する
付属の本体充電 ACアダプター EH-7Pを使用すると、カメラにバッテリーを入れた状態で充電ができ
ます。

本体充電 ACアダプター（q）をカメラに接続し、カメラの電源が OFFの状態で家庭用コンセント
につないでください。カメラの電源が OFFの間、充電を行います。プラグはまっすぐに抜き差しし
てください。

充電中はチャージ LED（w）がオレンジ色で点灯します。充電が終わると、チャージ LEDが消灯し
ます。
フル充電するには約 3時間 40分かかります（残量のないバッテリーの場合）。
半押しタイマーがオフの間も充電を行います。
充電が終わったら本体充電 ACアダプターをコンセントから外し、カメラからケーブルを外してく
ださい。
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D EN-EL18a/EN-EL18をご使用時のご注意
Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18aおよび EN-EL18を使用している場合は、本体充電 ACア
ダプターでの充電はできません。バッテリーチャージャーMH-26aをご使用ください。

D 本体充電 ACアダプターを使用した充電時のご注意
本体充電 ACアダプターでの充電に対応していないバッテリーを使用している場合や、カメラが高
温になった場合など、バッテリーを充電できない場合はチャージ LEDが 30秒間素早く点滅してか
ら消灯します。チャージ LEDが消灯していても、充分に充電されているかどうかを確認してくださ
い。
セットアップメニュー［電池チェック］>［劣化度］で「4」（l）が表示されたバッテリーは充電
できません。

ヒント：本体充電 ACアダプターを使用して給電する
セットアップメニュー［USB給電］が［ON］の場合、カメラの電源を ONにすると給電を行いま
す。
給電中はバッテリーの充電は行われません。
詳しくは「ヒント：「給電」と「充電」について」（0 722）をご覧ください。

ヒント：USB Type-C端子を備え、USB PD規格準拠の市販の ACアダプターを使用して充電する
市販の ACアダプターを使用して充電することもできます。USB Type-C端子を備え、USB PD規格
準拠の ACアダプターをご使用ください。
45W（20V/2.25A）以上の出力に対応した ACアダプターをご使用ください。
カメラとの接続には、両端が Type-Cの USBケーブルをご使用ください。
すべての市販の ACアダプターや USBケーブルで充電できることを保証するものではありません。

ヒント：パソコンと接続して充電または給電する場合
このカメラは、別売の USBケーブル UC-E25を使ってパソコンと接続した場合も充電または給電で
きます（0 817）。付属の USBケーブルでパソコンと接続しても充電および給電できません。
パソコンの機種や仕様によっては、カメラと接続しても充電および給電ができない場合があります。
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バッテリー室カバー BL-7を取り外す
バッテリー着脱ノブを引き起こして A方向に回し（q）、バッ
テリー室カバーを取り外します（w）。

バッテリーを取り付ける前に、バッテリー室カバー取り外し
ノブの矢印（H）が見える位置にある場合は、矢印（H）の
方向に端までスライドさせてから取り付けてください。

図のようにバッテリー端の 2つの突起をバッテリー室カバー
に差し込みます。矢印（H）が完全に見える位置までバッテ
リー室カバー取り外しノブが戻ると、取り付け完了です。

カメラにバッテリーを入れる

バッテリーは図で示されている向きで奥までしっかりと入れ
てください。

バッテリーを入れる
バッテリーをカメラに入れたり、カメラから取り出したりするときは、必ずカメラの電源を OFFにし
てください。

バッテリー室カバーをバッテリーに取り付ける

77 バッテリーを入れる
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電源を OFFにし、バッテリー着脱ノブを引き起こしてから A方向
に回してバッテリーを引き出します。

バッテリー着脱ノブをロックする

バッテリー着脱ノブを図のように回してから（q）、凹みに倒して収納します（w）。

カメラの操作中にバッテリーが外れないように、バッテリー着脱ノブがしっかりとロックさ
れていることをご確認ください。

バッテリーを取り出すには

D バッテリー室カバーをバッテリーから取り外すときは
バッテリー室カバー取り外しノブを、表示されている矢印（H）の示す方向に端までスライドさせて、
バッテリー室カバーからバッテリー本体を引き出します。

D バッテリー室カバーについて
BL-7以外のバッテリー室カバーは、このカメラには使えません。
チャージャーを使用して充電する場合、バッテリーにバッテリー室カバーを取り付けた状態でも充
電できます。
バッテリーの充電中などに、取り外したバッテリー室カバーをカメラ本体に取り付けると、ほこり
の侵入を防げます。

78 バッテリーを入れる
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画像モニター
ファインダー

表示パネル

バッテリー残量について
カメラの電源を ONにすると、撮影画面または表示パネルでバッテリーの残量を確認できます。

バッテリー残量に応じてL、K、J、I、Hのように表示されます。Hになったら残量が残
りわずかのため、予備のバッテリーを準備するか、充電してください。
［撮影できません。バッテリーを交換してください。］と警告メッセージが表示された場合は、バッ
テリーを交換するか、充電してください。

D 半押しタイマーについて
このカメラには、バッテリーの消耗を抑えるための「半押しタイマー」という機能があります。何も
操作が行われないまま約 30秒経過すると半押しタイマーがオフになり、画像モニター、ファインダ
ー、表示パネルの表示が消灯します。消灯する数秒前には画像モニターとファインダーの表示が暗く
なります。シャッターボタンを半押しすると、元の状態に戻ります。半押しタイマーの作動時間は、
カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］で変更できます。
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記録可能コマ数が 1000コマ以上あるときは、1000を意味する
「k」が表示されます。たとえば「8.0k」と表示されている場合、
8000枚以上の撮影が可能です。
メモリーカードが入っていない場合、［–E–］マークが表示されま
す。

再生画面で表示している画像がどちらのスロットのメモリーカー
ドに入っているかは、画像の左下のメモリーカードマークで確認で
きます。

メモリーカードを入れる
このカメラは、スロット 1とスロット 2のメモリーカードスロットを装備しており、2枚のメモリー
カードを同時に使用することができます。

メモリーカードをカメラに入れたり、カメラから取り出したりするときは、必ずカメラの電源を
OFFにしてください。
メモリーカードは正しい向きでカチッと音がするまで、まっすぐ挿入してください。

12
8G

B

ヒント：記録可能コマ数について
メモリーカードの記録可能コマ数（これから撮影できる枚数）は、撮影画面または表示パネルで確
認できます。

ヒント：メモリーカードマークについて
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メモリーカードアクセスランプの消灯を確認し、電源を OFFにして
からメモリーカードカバーを開けて、メモリーカードを奥に押し込
んで放すと（q）カードが押し出されます。手で引き抜いて取り出
してください（w）。

12
8G

B

メモリーカードカバーの内側に示されているように、カメラ内のメ
モリーカードは高温になることがあります。撮影画面にメモリーカ
ード高温の注意表示が表示されたときは、温度が下がって表示が消
えるまでカメラ本体やカードに触らないでください。

メモリーカードを取り出すには

D メモリーカード高温の注意表示が表示されたときは
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レンズを取り付ける
このカメラには Zマウントのレンズが使用できます。レンズの詳しい使い方は、ニコンダウンロー
ドセンターからダウンロードできる各レンズの説明書をご覧ください。
本書では、主に NIKKOR Z 50mm f/1.8 Sのレンズを使用して説明しています。
ほこりなどがカメラ内部に入らないように注意してください。
レンズをカメラに取り付けるときは、必ずカメラの電源が OFFになっていることを確認してくださ
い。

カメラのボディーキャップを取り外し（q、w）、レンズのリアキャップを取り外します（e、
r）。

カメラの指標（t）とレンズの指標（y）を合わせます。撮像素子やレンズ信号接点に指などが
触れないようにご注意ください。
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カメラの電源を OFFにしてから、カメラ前面のレンズ取り外しボ
タンを押しながら（q）、レンズを矢印の方向にいっぱいまで回し
（w）、引き抜いてください。

カチッと音がするまで矢印の方向にレンズを回します（u）。

撮影する前に、レンズキャップを取り外してください。

D Fマウントレンズをご使用の場合
Fマウントのレンズをご使用になる場合は、必ず別売のマウントアダプター FTZ II/FTZをカメラに
装着してから取り付けてください（0 818）。
Fマウントレンズを直接カメラに取り付けようとすると、撮像素子やレンズが破損する恐れがあり
ますので、絶対にしないでください。

レンズを取り外すには

レンズを取り外した後は、カメラのボディーキャップとレンズのリアキャップをそれぞれ取り付け
てください。
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Gボタンを押し、セットアップメニュー［タイムゾーンと日
時］を選んでマルチセレクターの2を押す

メニューの操作方法については、「メニュー項目の設定」
（0 61）をご覧ください。

現在地を設定する

［タイムゾーンと日時］画面で［タイムゾーン］を選びます。
選択中のタイムゾーンに含まれる主な都市名や、UTC（協定
世界時）との時差が表示されます。
［タイムゾーン］画面で現在地のタイムゾーンを選んでJボ
タンを押してください。

夏時間を設定する

［タイムゾーンと日時］画面で［夏時間の設定］を選びます。
現在地で夏時間（サマータイム）制を実施しているときは、
［ON］に、実施していないときは［OFF］にしてください。
［ON］にすると、［OFF］のときよりも時刻が 1時間進みま
す。

日付と時刻を合わせる

［タイムゾーンと日時］画面で［日時の設定］を選びます。
［日時の設定］画面でマルチセレクターを操作して現在地の
日時に合わせてから、Jボタンを押してください。

日付と時刻を設定する
カメラの電源を ONにして、カメラの内蔵時計を合わせます。画像に正しい日時を記録するために、
お使いになる前に次の手順で場所と日時を設定してください。
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日付の表示順を選ぶ

［タイムゾーンと日時］画面で［日付の表示順］を選びます。
再生画面に表示する日付の年、月、日の表示順を選んでJ
ボタンを押します。

メニュー操作を終了する

シャッターボタンを半押しする（軽く押す）と、メニュー操作
を終了して、撮影できる状態になります。

D tマークについて
撮影画面でtが点滅している場合、カメラの内蔵時計が初期化されています。その場合は撮影日時が
正しく記録されないため、セットアップメニュー［タイムゾーンと日時］>［日時の設定］で日時設定
をしてください。カメラの内蔵時計は、バッテリーとは別の時計用電池で作動します。カメラにバッ
テリーを入れると、時計用電池が充電されます。フル充電するには約 2日間かかります。充電すると、
約 1カ月の間時計を動かすことができます。
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沈胴機構を採用しているレンズをご使用の場合、撮影するにはレン
ズを繰り出す必要があります。ズームリングを矢印の方向にカチッ
と音がするまで回すと、レンズが繰り出します。

静止画/動画セレクターをCに合わせて静止画モードにする

横位置 縦位置

撮影と再生の基本操作

静止画を撮影する
静止画を撮影する基本操作は次の通りです。

D 沈胴式のレンズをお使いの場合

カメラを構える

脇を軽く締め、右手でカメラのグリップを包み込むようにしっかりと持ち、左手でレンズを支
えます。
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構図を決める

被写体を撮影画面の中央付近に配置します。

シャッターボタンを軽く押して（半押しして）、ピントを合わ
せる

ピントが合うとフォーカスポイントが緑色で点灯します。ピ
ントが合わないと、フォーカスポイントが赤色で点滅しま
す。
暗い場所などでは、AF補助光が光ることがあります。
AF-ONボタンを押してもピント合わせができます。

シャッターボタンを半押ししたまま、さらに深く押し込んで
（全押しして）撮影する

D AF補助光について
AF補助光が照射される場合、手などで AF補助光を遮らないようにご注意ください。
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メモリーカードアクセスランプが点灯している間は、静止画を記録
しています。メモリーカードやバッテリーを取り出さないでくださ
い。

D メモリーカードアクセスランプについて
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画像モニターをタッチしても撮影できます。タッチした位置でピン
ト合わせを行い、指を放すとシャッターがきれます（0 112）。

このカメラは、縦位置にカメラを構えて撮影するときに便利な縦位
置シャッターボタン、縦位置マルチセレクター、縦位置メインコマ
ンドダイヤル、縦位置サブコマンドダイヤル、縦位置Sボタン、
縦位置 Fnボタン、縦位置 AF‑ONボタン、縦位置 iボタンを装備し
ています。

縦位置撮影用のボタンやダイヤルを誤って使わ
ないようにロック（固定）するには、縦位置シャ
ッターボタンロックを Lの位置に回します。

ヒント：タッチシャッターについて

ヒント：縦位置で撮影するときは

ヒント：静止画モード時の拡大表示
静止画モード時に Xボタンを押すと、拡大表示できます（最大約 16倍）。

Xボタンを押すごとに拡大率が上がり、W（Q）ボタンを押すごとに拡大率が下がります。
拡大表示時は、画面の右下に構図のどの部分を拡大しているかを表すナビゲーションウィンドウが
表示されます。
拡大表示時は、マルチセレクターを操作すると、見たい部分に移動できます。
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静止画/動画セレクターを1に合わせて動画モードにする
動画モード時は別売スピードライトは発光しません。

動画撮影ボタンを押して、動画の撮影を始める

1 2 3

4

録画中マーク
動画記録時間（記録経過時間）
残り時間
録画中赤枠

1
2
3
4

動画を撮影する
動画を撮影する基本操作は次の通りです。

動画記録中は、録画中マークが表示され、撮影画面の周囲に赤枠が表示されます。メモリー
カードに撮影できる残り時間の目安も撮影画面で確認できます。

動画記録中も、AF-ONボタンを押すと被写体にピントを合わせられます。
内蔵の動画用マイクで音声を記録します。動画記録中は、動画用マイクを指でふさがないよ
うにしてください。
画像モニターをタッチすると、タッチした位置の被写体にピントを合わせます。

もう一度動画撮影ボタンを押して、動画の撮影を終了する
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メモリーカードアクセスランプが点灯している間は、動画を記録し
ています。メモリーカードやバッテリーを取り出さないでくださ
い。

動画記録中にカメラの内部やメモリーカードが高温になり、撮影画
面に温度上昇警告やメモリーカード高温の注意表示が表示される
場合があります。その場合は、温度が下がって表示が消えるまでカ
メラ本体やバッテリー、やメモリーカードに触らないでください。

D メモリーカードアクセスランプについて

D0（動画記録禁止）マークについて
0マークが表示されているときは、動画の撮影ができません。

D 動画記録時のご注意
次のような場合は、動画記録は自動的に終了します。
最長記録時間に達したとき
バッテリー残量がなくなったとき
撮影モードを変更したとき
静止画/動画セレクターを切り換えたとき
レンズを取り外したとき
カメラ内部の温度が上昇したとき

次のような場合は、動作音が録音されることがあります。
オートフォーカス作動中
手ブレ補正機能作動中
パワー絞り作動中

D 温度上昇警告やメモリーカード高温の注意表示が表示されたときは
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D カメラで静止画および動画を撮影するときのご注意
撮影画面の表示に、次のような現象が発生する場合があります。これらの現象は撮影した静止画お
よび動画にも記録されます。
蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの照明下で、画面にちらつきや横縞が発生する
動きのある被写体が歪む（電車や自動車など、高速で画面を横切る被写体が歪む／カメラを左右
に動かした場合、画面全体が歪む）
ジャギー、偽色、モアレ、輝点が発生する
周囲でスピードライトやフラッシュなどが発光されたり、イルミネーションなどの点滅する光源
がある場合、画面の一部が明るくなったり、明るい横帯が発生する
動画記録時のパワー絞り作動中、画面にちらつきが発生する

撮影画面を Xボタンで拡大表示した場合、ノイズ（ざらつき、むら、すじ）、色の変化が発生しや
すくなります。
撮影時、太陽など強い光源にカメラを向けないでください。内部の部品が破損するおそれがありま
す。

ヒント：動画モードの拡大表示
動画モード時も Xボタンを押して拡大表示できます（0 89）。
動画記録中は Xボタンを押すと 50%、100%（等倍）、200%に拡大して表示します。W（Q）ボタ
ンを押すと拡大率が下がります。ただし、動画の画像サイズを 1920×1080に設定している場合、
50%の拡大表示はできません。
RAW動画（0 201）撮影時は拡大表示できません。
動画再生中は、動画を一時停止すると拡大表示できます。
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Kボタンを押すと、撮影した静止画と動画を画像モニターまたはフ
ァインダーに再生して確認できます。

マルチセレクターの42を押すか画像モニターを左右にフリッ
クすると画像を切り替えられます。

動画には画面の左上に1マークが表示されています。Jボタンを
押すか、または画面上のaアイコンをタッチすると動画が再生さ
れます。

撮影した画像を確認する

撮影に戻るには、シャッターボタンを半押ししてください。
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1 2

3

4

5 76

1マーク
記録時間
aアイコン

1
2
3

再生時間/記録時間
音量設定
プログレスバー
操作ガイド

4
5
6
7

動画の再生
動画再生時の画面表示と操作方法は、次の通りです。

動画再生時の画面表示
動画の再生画面では次のような情報が表示され、記録時間や再生時間を確認できます。プログレスバ
ーで再生中の位置の目安を確認することもできます。

動画再生中の操作方法
動画の再生中は、次の操作ができます。

操作 内容

一時停止する マルチセレクターの3を押すと一時停止します。

再生を再開する
一時停止中または早戻し/早送り中にJボタンを押すと動画再生を再開し
ます。

早戻しする/
早送りする

動画の再生中に4を押すと早戻し、2を押すと早送りします。同じ方向の
ボタンを押すごとに、早戻し/早送りの速度が 2倍、4倍、8倍、16倍に切
り替わります。

スロー再生する 一時停止中に3を押すとスロー再生します。
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操作 内容

コマ戻しする/
コマ送りする

一時停止中に42を押すと、コマ戻し/コマ送りします。
42を押し続けると連続でコマ戻し/コマ送りします。

10秒進める/
10秒戻す サブコマンドダイヤルを回すと、10秒前または後に移動します。

10フレーム進める/
10フレーム戻す メインコマンドダイヤルを回すと、10フレーム前または後に移動します。

先頭フレームに移動
する/
最終フレームに移動
する

4を押し続けると、先頭フレームに移動し、2を押し続けると、最終フ
レームに移動します。
先頭フレームには hアイコンが、最終フレームには iアイコンが、画
面右上に表示されます。

拡大表示する 一時停止中に Xボタンを押すと拡大表示します。

音量を調節する
Xボタンを押すと音量が大きくなり、W（Q）ボタンを押すと小さくなり
ます。

動画を編集する 一時停止中に iボタンを押すと、動画再生の iメニュー画面を表示します。

再生終了 1ボタンを押すと 1コマ表示モードに戻ります。
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O（Q）ボタンを押すと、表示中の画像を削除できます。削除した
画像は元には戻せないのでご注意ください。

再生画面で削除したい画像を表示して O（Q）ボタンを押すと、
削除確認画面が表示されます。もう一度 O（Q）ボタンを押す
と、表示中の画像を削除して、再生画面に戻ります。
削除確認画面でKボタンを押すと、画像の削除をキャンセルし
ます。

画像の削除

ヒント：再生メニュー［削除］
再生メニューの［削除］では、次の操作ができます。
複数の画像を選んで削除
レーティングで d（削除候補）に設定した全ての画像を削除
同じ日付の画像をまとめて削除
再生フォルダー内の全画像を一括して削除
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静止画撮影メニュー［撮像範囲］で、撮像範囲に関する設定を変
更できます。

撮影機能の設定

撮像範囲/画質モード/画像サイズ

撮像範囲に関する設定を変更する
初期設定では、Fn2ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと撮像範囲を設定できます。
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FX（36×24）
DX（24×16）
1:1（24×24）
16:9（36×20）

1
2
3
4

［ON］に設定すると、撮像範囲が DX（24×16）に設定されている場
合に撮影画面の撮像範囲アイコンが点滅します。

撮像範囲設定
撮像範囲を切り換えられます。設定できる撮像範囲は次の通りです。

項目 内容

c ［FX（36×24）］ 35mm判カメラに準じた画角の FXフォーマットで画像を記録します。

a ［DX（24×16）］
DXフォーマットで画像を記録します。レンズに表記されている焦点距離
の約 1.5倍のレンズに相当する画角になります。

DXレンズを装着すると、撮像範囲が［DX（24×16）］に固定されます。

m ［1:1（24×24）］ アスペクト比（縦横比）が 1：1の画像を記録します。

Z ［16:9（36×20）］ アスペクト比（縦横比）が 16：9の画像を記録します。

DXクロップ警告表示
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静止画撮影メニュー［画質モード］でも、画質モードを変更でき
ます。

画質モードを変更する
画像を記録する際の画質モードを選びます。Tボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回す
と、画質モードを変更できます。

項目 内容

［RAW+FINEm］ RAWと JPEGの 2種類の画像を同時に記録します。
JPEG画像は、画質とサイズのどちらを優先するかを選べます。mがある
項目は画質優先となり、画質の劣化を抑えて圧縮します。mがない項目
はサイズ優先となり、ファイルサイズがほぼ一定になるように圧縮しま
す。
カメラでは JPEG画像のみを再生します。メモリーカードを 1枚使用して
いる場合、JPEG画像と同時記録された RAW画像はパソコンでのみ再生
できます。
メモリーカードを 1枚使用している場合や、メモリーカードを 2枚使用
していても［スロット 2の機能］が［順次記録］または［バックアップ
記録］の場合、RAW画像と同時記録された JPEG画像をカメラ上で削除
すると、RAW画像も削除されます。

［RAW+FINE］

［RAW+NORMALm］

［RAW+NORMAL］

［RAW+BASICm］

［RAW+BASIC］

［RAW］ RAW画像を記録します。
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項目 内容

［FINEm］

JPEG画像を記録します。画質は高い順に FINE、NORMAL、BASICです。
mがある項目は画質優先となり、画質の劣化を抑えて圧縮します。mが
ない項目はサイズ優先となり、ファイルサイズがほぼ一定になるように
圧縮します。

［FINE］

［NORMALm］

［NORMAL］

［BASICm］

［BASIC］

ヒント：RAW画像について
ファイルの拡張子は NEFになります。
RAW画像から JPEG画像などの汎用性の高い画像ファイルフォーマットに変換することを RAW現
像と呼びます。RAW現像の際に、露出補正やホワイトバランス、ピクチャーコントロールなどの設
定を調整できます。
RAW現像では、RAW画像そのものは加工されないため、いろいろな設定で繰り返し RAW現像を行
っても、RAW画像そのものの品質は維持されます。
RAW現像は、再生時の iメニュー［画像編集］>［RAW現像（表示画像）］または［RAW現像（複
数画像）］で行うか、パソコンでニコンソフトウェア NX Studioを使用すると行えます。NX Studio
はニコンダウンロードセンターから無料でダウンロードできます。

ヒント：RAW画像と JPEG画像の同時記録について
［スロット 2の機能］を［RAW+JPEG 分割記録］に設定してメモリーカードを 2 枚使用している場合、
RAW画像がスロット 1に、JPEG画像がスロット 2に記録されます（0 415）。
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静止画撮影メニュー［画像サイズ設定］で、画像サイズに関する
設定を変更できます。

記録する画像の画像サイズを選びます。JPEG画像のサイズは［サイ
ズ L］、［サイズM］、［サイズ S］のいずれかに設定できます。

画像サイズに関する設定を変更する
Tボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、画像サイズを設定できます。

画像サイズ

画像のピクセル数は、撮像範囲（0 97）との組み合わせで変わります。

撮像範囲 画像サイズ プリント時の大きさ
（出力解像度 300dpiの場合）

［FX（36×24）］

L（8256×5504ピクセル） 約 69.9×46.6cm

M（6192×4128ピクセル） 約 52.4×35.0cm

S（4128×2752ピクセル） 約 35.0×23.3cm
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［ON］に設定すると、静止画の撮像範囲を［DX（24×16）］に設定
したときの画像サイズを、その他の撮像範囲設定時の画像サイズと
別に設定できます。

［画像サイズ（DX）の適用］が［ON］の場合に、静止画の撮像範囲
を［DX（24×16）］に切り換えたときの画像サイズを設定できます。

撮像範囲 画像サイズ プリント時の大きさ
（出力解像度 300dpiの場合）

［DX（24×16）］

L（5392×3592ピクセル） 約 45.7×30.4cm

M（4032×2688ピクセル） 約 34.1×22.8cm

S（2688×1792ピクセル） 約 22.8×15.2cm

［1:1（24×24）］

L（5504×5504ピクセル） 約 46.6×46.6cm

M（4128×4128ピクセル） 約 35.0×35.0cm

S（2752×2752ピクセル） 約 23.3×23.3cm

［16:9（36×20）］

L（8256×4640ピクセル） 約 69.9×39.3cm

M（6192×3480ピクセル） 約 52.4×29.5cm

S（4128×2320ピクセル） 約 35.0×19.6cm

ヒント：プリント時の大きさについて
画像をプリントするときの大きさは、ピクセル数÷出力解像度（dpi）×2.54 cmで求められます。

画像サイズ（DX）の適用

画像サイズ（DX）
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フォーカス

フォーカスモードを変更する
ピントの合わせ方を選べます。

フォーカスモードの設定方法
フォーカスモードボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すとフォーカスモードを設定でき
ます。

ヒント：［フォーカスモード］について
フォーカスモードは静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［フォーカスモード］でも設定でき
ます。

項目 内容

AF-S ［シングル AF］

静止している被写体の撮影に適しています。シャッターボタ
ンを半押しするとピント合わせを行い、ピントが合った時点
でフォーカスポイントが赤色から緑色に変わって点灯し、フ
ォーカスがロックされます。ピントが合っていないときはフ
ォーカスポイントが赤色で点滅してシャッターがきれませ
ん。
初期設定は、ピントが合うとシャッターがきれるフォーカス
優先モードです。

AF-C ［コンティニュアス AF］

スポーツなど動きのある被写体の撮影に適しています。シャ
ッターボタンの半押しを続けている間はフォーカスロック
はされず、被写体の動きに合わせてピントを追い続けます。
初期設定は、ピントの状態に関係なくシャッターがきれるレ
リーズ優先モードです。

103 フォーカス



項目 内容

AF-F ［フルタイム AF］

カメラは常に被写体の動きや構図の変化に合わせてピント
を合わせ続けます。
シャッターボタンを半押しするとピント合わせを行って、ピ
ントが合った時点でフォーカスポイントが赤色から緑色に
変わって点灯し、フォーカスがロックされます。
動画モードの場合のみ選べます。

MF ［マニュアルフォーカス］ ピントを自分で合わせたいときに選びます（0 116）。ピントの
状態に関係なく、シャッターがきれます。

D オートフォーカスについてのご注意
次の被写体はオートフォーカスでピントが合わない場合がありますので、ご注意ください。
画面の長辺側と平行な線の被写体
明暗差の少ない被写体
フォーカスポイント内の被写体の輝度が著しく異なる場合
イルミネーション、夜景などの点光源や、ネオンなど明るさが変化する被写体
蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの照明下で、画面にちらつきや横縞が見える場合
クロスフィルターなど、特殊なフィルターを使用した場合
フォーカスポイントに対して被写体が小さい場合
連続した繰り返しパターンの被写体（ビルの窓やブラインドなど）

オートフォーカス作動中は、画面の明るさが変わることがあります。
ピントが合わなくてもフォーカスポイントが緑色で点灯する場合があります。
暗い場所でピント合わせを行うと、ピントが合うまで時間がかかる場合があります。

ヒント：暗い場所でのピント合わせについて
カスタムメニュー d10［スターライトビュー（静止画 Lv）］を［ON］に設定すると、暗い場所でもピ
ントが合いやすくなります。静止画モードの場合に有効になります。
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AFエリアモードを変更する
オートフォーカス使用時に、フォーカスポイントをどのように選択するか設定できます。

AFエリアモードが［オートエリア AF］以外の場合、フォーカスポイントはサブセレクター（0 111）
またはマルチセレクターを使用して移動できます。

AFエリアモードの設定方法
フォーカスモードボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと AFエリアモードを設定できま
す。

ヒント：［AFエリアモード］について
AFエリアモードは静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［AFエリアモード］でも設定できま
す。

項目 内容

3 ［ピンポイント AF］

シングルポイント AFよりも小さいフォーカスポイントを使
って、より狭い範囲にピンポイントでピントを合わせることが
できます。
シングルポイント AFよりもピント合わせに時間がかかるこ
とがあります。
建築物などの静止している被写体の撮影や、スタジオでの商品
撮影や接写に適しています。
静止画モードで、フォーカスモードが［シングル AF］の場合
のみ選べます。

d ［シングルポイント AF］
撮影者が選んだフォーカスポイントでピント合わせを行いま
す。
静止している被写体の撮影に適しています。
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項目 内容

d ［ダイナミック AF（S）］ 撮影者が選んだフォーカスポイントでピント合わせを行いま
す。選んだフォーカスポイントから被写体が一時的に外れて
も、周辺のフォーカスポイントからのピント情報を利用してピ
ントを合わせます。
静止画モードで、フォーカスモードが［コンティニュアス AF］
の場合のみ選べます。
スポーツの撮影など、シングルポイント AFでは被写体をとら
えにくい動きのある被写体の撮影に適しています。
ピントを合わせる範囲を S、M、Lで設定できます。Sが最も
狭く、Lが最も広い範囲で被写体をとらえます。
［ダイナミック AF（S）］：構図を決めて撮影するときや、被写
体の動く方向が予測でき、フォーカスポイントで被写体をとら
えやすい撮影に適しています（例：陸上競技やモータースポー
ツ）。
［ダイナミック AF（M）］：動きがランダムで予測しにくい被写
体の撮影に適しています（例：フィールドスポーツ）。
［ダイナミック AF（L）］：被写体の動きが速く、選んだフォー
カスポイントで被写体をとらえにくい場合の撮影に適してい
ます（例：野鳥撮影）。

e ［ダイナミック AF（M）］

f ［ダイナミック AF（L）］

f ［ワイドエリア AF（S）］ シングルポイント AFよりも広い範囲で被写体をとらえてピ
ント合わせを行います。
スナップ撮影や、動きのある被写体、シングルポイント AFで
はとらえにくい被写体の撮影などに適しています。
動画撮影で、動きのある被写体を撮影する場合やパン・チルト
を行う場合にも、滑らかで安定したピント合わせが行えます。
フォーカスポイント内に複数の被写体がある場合、手前の被写
体を優先してピントを合わせます。
［ワイドエリア AF（L）］は［ワイドエリア AF（S）］よりも広
い範囲で被写体をとらえます。

g ［ワイドエリア AF（L）］
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項目 内容

8 ［ワイドエリア AF（C1）］ ピント合わせを行う AFエリアのサイズを、フォーカスポイント
の縦と横の数で設定できます。
ピントを合わせたい範囲がある程度決まっている被写体の撮
影などに適しています。
［ワイドエリア AF（C1）］または［ワイドエリア AF（C2）］を
選ぶと AFエリアのサイズを設定できます。13で縦方向、42
で横方向のフォーカスポイントの数を変更できます。
設定できる AFエリアのサイズは静止画撮影メニューの場合
は［1×1］から［19×11］の 20パターン、動画撮影メニュー
の場合は［1×1］から［13×7］までの 12パターンです。

9 ［ワイドエリア AF（C2）］

u ［3D-トラッキング］

フォーカスポイントを指定した被写体に追尾させることがで
きます。
追尾させたい被写体にフォーカスポイントを合わせ、AF-ON
ボタンを押すか、シャッターボタンを半押しすると被写体の追
尾を開始し、被写体の動きに合わせてフォーカスポイントが移
動します。AF-ONボタンまたはシャッターボタンを放すと追
尾を終了してフォーカスポイントが追尾を開始する前の位置
に戻ります。
カメラが途中で被写体を見失ってしまった場合は、いったんシ
ャッターボタンを放して、もう一度フォーカスポイントで被写
体にピントを合わせてください。
静止画モードで、フォーカスモードが［コンティニュアス AF］
の場合のみ選べます。

n ［ターゲット追尾 AF］

フォーカスポイントを指定した被写体に追尾させることがで
きます。
追尾させたい被写体にフォーカスポイントを合わせ、Jボタン
または AF-ONボタンを押すか、シャッターボタンを半押しす
ると被写体の追尾を開始し、被写体の動きに合わせてフォーカ
スポイントが移動します。Jボタンを押すと追尾を終了してフ
ォーカスポイントが撮影画面の中央に戻ります。
動画モードの場合のみ選べます。

h ［オートエリア AF］

カメラが自動的に全てのフォーカスポイントから被写体を判
別して AFエリアフレーム内でピントを合わせます。
シャッターチャンスを優先した撮影、人物撮影、スナップ撮影
などに適しています。
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D 3D-トラッキングおよびターゲット追尾 AFについてのご注意
次のような場合は、追尾動作が正常に行われないことがありますので、ご注意ください。
被写体の色、明るさ、柄が背景と似ている場合
被写体の大きさ、色、明るさが著しく変わる場合
被写体が大きすぎる/小さすぎる場合
被写体が明るすぎる/暗すぎる場合
被写体の動きが速すぎる場合
被写体が隠れたり、画面から外れた場合

ヒント：フォーカスポイントがsのように表示されている場合
［オートエリア AF］、［3D-トラッキング］または［ターゲット追尾 AF］に設定している場合を除き、
フォーカスポイント中央に点が表示されているときは、フォーカスポイントが画面の中央にあること
を示しています。

ヒント：［ワイドエリア AF（C1）］、［ワイドエリア AF（C2）］の AFエリアのサイズを変更する
［AFエリアモード］の設定が［ワイドエリア AF（C1）］または［ワイドエリア AF（C2）］の場合、フ
ォーカスモードボタンを押しながらマルチセレクターの1342を押すと AFエリアのサイズを変更
できます。

ヒント：フォーカスポイントを素早く選ぶには
カスタムメニュー a4［AF点数］を［スキップ］に設定すると、サブセレクターやマルチセレクタ
ーで選べるフォーカスポイントの数が約 1/4になります。AFエリアモードが［ピンポイント AF］
の場合は［スキップ］に設定しても選べるフォーカスポイントの数は変化しません。
フォーカスポイントの移動を主にサブセレクターで行っている場合、カスタムメニュー f2［カスタ
ムボタンの機能（撮影）］>［サブセレクター中央］で［フォーカスポイント中央リセット］に設定
しておくと、フォーカスポイントを素早く画面中央に戻すことができます。
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静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［AF時の被写体検出
設定］でオートフォーカス使用時に優先してフォーカスを合わせる
被写体を［オート］、［人物］、［動物］、［乗り物］、［しない］から選
べます。カメラが被写体を検出すると、被写体にフォーカスポイン
トが表示されます。

［人物］に設定した場合、カメラが人物の顔を検出すると顔にフォ
ーカスポイントが表示されます。瞳を検出できるときは、左右ど
ちらかの瞳にフォーカスポイントが表示されます（瞳 AF/顔検出
AF）。カメラが検出した人物が一時的に横や後ろを向いたりして
も、追尾してフォーカスポイントが移動します。

［動物］に設定した場合、カメラが犬、猫および鳥の顔を検出する
と顔にフォーカスポイントが表示されます（動物 AF）。瞳を検出
できるときは、左右どちらかの瞳にフォーカスポイントが表示さ
れます。顔または瞳が検出できなかった場合、動物の全身を検出
してフォーカスポイントが表示されます。

［乗り物］に設定した場合、車、バイク、列車、飛行機および自転
車を検出すると被写体にフォーカスポイントが表示されます。列
車は前面のみ検出します。飛行機は大きさにより機体全体、機首
部分、コクピットの 3種類を検出します。

オートフォーカス時に優先してフォーカスを合わせる
被写体を設定する

動画撮影メニューの場合、［AF時の被写体検出設定］>［被写体検出］で設定します。静止画モー
ドと動画モードでそれぞれ異なる被写体を設定できます。
［AFエリアモード］の設定が［ワイドエリア AF（S）］、［ワイドエリア AF（L）］、［ワイドエリア AF
（C1）］、［ワイドエリア AF（C2）］、［3D-トラッキング］、［ターゲット追尾 AF］、［オートエリア AF］
の場合に被写体の検出が可能です。

［オート］に設定した場合、人物、動物および乗り物を被写体として検出し、ピントを合わせる対象
をカメラが自動的に選択します。
［しない］に設定した場合、被写体の検出を行いません。
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複数の被写体を検出した場合は被写体にグレーの枠が表示されます。［AFエリアモード］の設定が
［オートエリア AF］の場合、カメラが選んでいるフォーカスポイントに eおよびfが表示されま
す。マルチセレクターの42を押してピントを合わせたい被写体を選ぶことができます。
再生画面でJボタンを押すと、ピントを合わせた被写体を中心に画像が拡大されます。

D 瞳 AFと顔検出 AFについてのご注意
次のような場合は、正常に検出できないことがありますので、ご注意ください。
顔が画面に対して大きい/小さい場合
顔が明るすぎる/暗すぎる場合
メガネやサングラスをかけている場合
髪の毛で目や顔が隠れている場合
人物の動きが大きすぎる場合

D 動物 AFについてのご注意
次のような場合は、正常に検出できないことがありますので、ご注意ください。
顔が画面に対して大きい/小さい場合
顔が明るすぎる/暗すぎる場合
体毛などで目や顔が隠れている場合
瞳と周辺部位の色が近い場合
動物の動きが大きすぎる場合

犬、猫、鳥以外でも、類似した動物に枠が表示されることがあります。
AF補助光が動物の瞳に悪影響をおよぼす可能性があるため、カスタムメニュー a12［内蔵 AF補助
光の照射設定］を［OFF］に設定してください。

D 乗り物 AFについてのご注意
次のような場合は、正常に検出できないことがありますので、ご注意ください。
被写体が画面に対して大きい/小さい場合
被写体が明るすぎる/暗すぎる場合
被写体が部分的に隠れている場合
被写体と周辺の色が近い場合
被写体の動きが大きすぎる場合

被写体の色、形状によっては検出できない場合があります。また、乗り物以外に枠が表示されるこ
とがあります。

D 被写体の検出性能について
次のような場合は、被写体の検出性能が低下することがあります。
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［ProRes 422 HQ 10-bit（MOV）］または［H.265
10-bit（MOV）］に設定し、階調モードで［HLG］または［N-Log］を選んでいる場合
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マルチセレクターの代わりにサブセレクターを上下左右に倒し
てフォーカスポイントを選ぶこともできます。
サブセレクターの中央を押している間、AEロックとフォーカス
ロックを同時に行います。
ファインダーを見ながら撮影する場合にサブセレクターを操作
するときは、爪や指先で目を傷つけないようにご注意ください。

サブセレクターと縦位置マルチセレクターは、中央を押す操作に加
え、図のように上下左右に倒して操作することもできます。側面か
ら押すと、正しく動作しないことがあります。

フォーカスポイントを自分で選ぶ
AFエリアモードが［オートエリア AF］以外の場合、フォーカスポイントを自分で選ぶことで、構図
を自由に変えられます。

半押しタイマーがオンのときに、マルチセレクターを押してフォーカスポイントを選べます。
Jボタンを押すと、中央部のフォーカスポイントが選ばれます。

ヒント：サブセレクターについて

ヒント：カメラを縦位置で構えるときは
カメラを縦位置で構えるときは、縦位置マルチセレクターを使ってフォーカスポイントを選ぶと便利
です。

ヒント：サブセレクターと縦位置マルチセレクターの操作について

ヒント：フォーカスポイントのロックについて
カスタムメニュー f4または g3［操作のロック］>［フォーカスポイントのロック］を［ON］に設定
すると、フォーカスポイントをロック（固定）できます。
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タッチした位置にフォーカスポイントを移動してピント合わせを
行います。指を放すとシャッターがきれます。

図のアイコンをタッチすると、画像モニターをタッチしたときの機
能を切り換えられます。

タッチシャッター

項目 内容

W ［タッチシャッター/タッチ AF］

タッチした位置にフォーカスポイントを移動してピン
ト合わせを行い、指を放すとシャッターがきれます。
瞳をタッチしても意図した側の瞳にピントが合わない
ことがあります。その場合はマルチセレクターで選ん
でください。
AFエリアモードを［オートエリア AF］に設定してい
る場合、タッチした位置にある被写体にピント合わせ
を行って撮影し、被写体を追尾します。Jボタンを押
すと追尾を終了します。
静止画モードの場合のみ選べます。

X ［無効］ タッチ操作は無効になります。

f ［フォーカスポイント移動］

タッチした位置にフォーカスポイントを移動します。
ピント合わせを行わず、指を放してもシャッターがき
れません。
AFエリアモードを［ターゲット追尾 AF］または［オ
ートエリア AF］に設定している場合、タッチした位置
にある被写体の追尾を開始します。Jボタンを押すと
追尾を終了します。
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項目 内容

V ［タッチ AF］

タッチした位置にフォーカスポイントを移動して、ピ
ント合わせのみを行います。指を放してもシャッター
はきれません。
AFエリアモードを［ターゲット追尾 AF］または［オ
ートエリア AF］に設定している場合は、タッチした位
置にある被写体にピント合わせを行って追尾を開始し
ます。Jボタンを押すと追尾を終了します。

D タッチ操作で撮影するときのご注意
マニュアルフォーカス撮影時はタッチしてもピント合わせを行いません。
Wが表示されている場合も、シャッターボタンを押して撮影できます。
レリーズモードを連続撮影に設定していても、1コマしか撮影されません。連続撮影するには、シ
ャッターボタンを押して撮影してください。
セルフタイマー設定時は、画面の被写体をタッチするとピントが固定され、指を放してから約 10秒
後にシャッターがきれます。また、セルフタイマーの撮影コマ数を 1コマ以外に設定した場合、連
続で撮影します。
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サブセレクターの中央を押す

シャッターボタンを半押ししたまま（q）、サブセレクター
の中央を押すと（w）、ピントが固定されます。サブセレク
ターの中央を押している間は、シャッターボタンから指を放
しても、ピントが固定されます。
露出の固定（AEロック）も同時に行われます。

画像モニターなどに AE-Lマークが点灯します。

サブセレクターの中央を押したまま、構図を決めて撮影する

被写体との距離は変えないでください。フォーカスロック後に
被写体との距離が変化した場合は、いったんロックを解除し、
ピントを合わせ直してください。

ピントを固定して撮影する（フォーカスロック）
オートフォーカスではピントが合わせづらい被写体を撮影するときには、次の手順でピントを固定（フ
ォーカスロック）して撮影してください。

フォーカスモードが AF-Cの場合にフォーカスを固定したいときに使用します。
フォーカスロックする場合、AFエリアモードを［オートエリア AF］以外に設定してください。

ピントを合わせたい被写体にフォーカスポイントを重ね、シャッターボタンを半押しする
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D フォーカスモードが AF-Sの場合のフォーカスロックについて
シャッターボタンを半押ししている間は、ピントが固定されます。サブセレクターの中央を押してピ
ントを固定することもできます。

D ピントを固定したまま繰り返し撮影したいときは
サブセレクターの中央を押してフォーカスロックを行った場合は、サブセレクターの中央を押した
ままもう一度シャッターボタンを全押ししてください。
シャッターボタンの半押しでフォーカスロックした場合は、シャッターをきった後にシャッターボ
タンを半押しの状態に戻し、そのままもう一度シャッターボタンを全押ししてください。

ヒント：AF‑ONボタンを使ったフォーカスロックについて
シャッターボタンの代わりに AF‑ONボタンを押してピントを合わせることもできます。
カスタムメニュー a6［半押し AFレンズ駆動］が［しない］に設定されている場合は、AF‑ONボタ
ンを押したときだけピント合わせを行い、シャッターボタンを半押ししてもピントを合わせません。
このとき、AF‑ONボタンでピントを合わせた後で AF‑ONボタンから指を放すとフォーカスロック
の状態を維持します。フォーカスロックを解除してピントを合わせ直すには、もう一度 AF‑ONボ
タンを押してください。
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ピントを合わせたい場所にフォーカスポイントを合わせ、レンズ
のフォーカスリングまたはコントロールリングを回します。

ピントの状態を細部まで確認したい場合は、Xボタンを押して被
写体を拡大表示してください。

マニュアルフォーカスで撮影する
フォーカスモードをマニュアルフォーカスに設定すると、ピントを自分で合わせられます。オートフ
ォーカスの苦手な被写体を撮影する場合などに使用します。
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フォーカス距離指標
ピント表示

1
2

マニュアルフォーカスで撮影するときは、ファインダー内および画像モニター内のピント表示（I）
でピントが合っているかどうかを確認できます（フォーカスエイド）。また、ピントが合うとフォー
カスポイントが緑色で点灯します。

ピント表示 意味

（点灯）
被写体にピントが合っています。

（点灯）
目的の被写体よりも手前にピントが合っています。

（点灯）
目的の被写体よりも後方にピントが合っています。

（点滅）
ピント合わせができません。

オートフォーカスの苦手な被写体をマニュアルフォーカスでピント合わせした場合、ピントが合っ
ていなくてもピント表示（I）が点灯することがあります。撮影画面を拡大表示して、被写体にピ
ントが合っていることを確認してください。また、ピント合わせがしづらい場合は、三脚のご使用
をおすすめします。
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距離基準マークE（q）は撮影距離の基準となるマークで、カメラ
内の撮像面の位置を示します。マニュアルフォーカスや接写などで
カメラから被写体までの距離を実測する場合、このマークが基準と
なります。また、レンズ取り付け面（レンズマウント）から撮像面
までの寸法をフランジバック（w）といいます。このカメラのフラ
ンジバックは 16mmです。

マニュアルフォーカス時にカスタムメニュー a13［フォーカスピ
ーキング］>［フォーカスピーキング表示］を［ON］に設定す
ると、ピントが合っている部分（ピーキング）の輪郭に色を付け
て表示できます。
被写体の輪郭を検出できない場合、ピントが合っていてもフォー
カスピーキングができないことがあります。撮影画面でピントが
合っていることを確認してください。

D マニュアルフォーカスの切り換えについて
フォーカスモードが切り換えられるレンズを装着している場合、レンズでオートフォーカスとマニュ
アルフォーカスを切り換えることができます。

D 距離基準マークとフランジバックについて

ヒント：フォーカスピーキング
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撮影モード/露出補正

撮影モードを設定する
Iボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、撮影モードを設定できます。撮影モード
は、撮影画面と表示パネルに表示されます。

モード 内容

P プログラムオート
（0 120）

シャッターチャンスを逃したくないスナップ撮影などに使います。シ
ャッタースピードと絞り値の両方をカメラが自動制御します。

S シャッター優先オー
ト（0 120）

被写体の動きを強調して撮影したいときなどに使います。シャッター
スピードを自分で設定し、絞り値はカメラが自動制御します。

A 絞り優先オート
（0 120）

背景のぼかし方を調節して撮影したいときなどに使います。絞り値を
自分で設定し、シャッタースピードはカメラが自動制御します。

M マニュアル（0 121） シャッタースピードと絞り値の両方を自分で設定します。長時間露出
（バルブ、タイム）撮影も、このモードで行います。
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プログラムシフト中は、プログラムシフトマーク（U）が表示
されます。
プログラムシフトを解除するには、プログラムシフトマークが
消えるまでメインコマンドダイヤルを回してください。電源を
OFFにしたときや、他の撮影モードに切り換えたときも、プロ
グラムシフトは解除されます。

-

-

シャッタースピードを自分で決めると、露出が適正になるように
カメラが自動的に絞り値を決定します。動きの速い被写体の撮影
や、遅いシャッタースピードで被写体の動きを強調する撮影に適
しています。
シャッタースピードはメインコマンドダイヤルを回して設定し
ます。
シャッタースピードは 1/32000～30秒に設定できます。
設定したシャッタースピードはロックできます（0 618、
0 641）。

絞り値を自分で決めると、露出が適正になるようにカメラが自動
的にシャッタースピードを決定します。
絞り値はサブコマンドダイヤルを回して設定します。
設定できる最小絞り値、開放絞り値はレンズの種類によって異な
ります。
設定した絞り値はロックできます（0 618、0 641）。

P（プログラムオート）
被写体の明るさに応じて露出が適正になるように、カメラがシャッタースピードと絞り値を自動的
に決定します。
メインコマンドダイヤルを回すと、適正露出のまま、シャッタースピードと絞り値の組み合わせを
変えられる「プログラムシフト」が行えます。

S（シャッター優先オート）

A（絞り優先オート）
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メインコマンドダイヤルを回すと、シャッタースピード表示が変
化します。シャッタースピードは 1/32000～30秒、Bulb（バル
ブ）、Time（タイム）に設定できます。

サブコマンドダイヤルを回すと絞り値が変化します。
設定できる最小絞り値、開放絞り値はレンズの種類によって異な
ります。
設定したシャッタースピードと絞り値はロックできます
（0 618、0 641）。

M（マニュアル）
シャッタースピードと絞り値の両方を自分で決定します。花火や星空などを長時間露出（バルブ撮
影、タイム撮影、0 124）で撮影する場合にも使用します。
露出インジケーターを確認しながら、コマンドダイヤルを回してシャッタースピードと絞り値を設
定します。
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D 露出インジケーターについて
自分で設定した露出値と、カメラが測光した露出値との差が、画像モニターとファインダー、表示パ
ネルに表示されます。この「露出インジケーター」の見方は次の通りです（表示内容はカスタムメニ
ュー b2［露出設定ステップ幅］の設定によって変化します）。

表示部

［露出設定ステップ幅］が［1/3段］のとき

適正露出の場合 1/3段アンダーの場合
3 1/3段以上オーバーの

場合

画像モニター

ファインダー/表示パ
ネル

インジケーターの＋と－の左右方向は、カスタムメニュー f7［インジケーターの＋/－方向］で変更で
きます。

D 露出の制御ができないときの警告について
光量がカメラの測光範囲を超えて露出の制御ができない場合は、露出インジケーターが点滅して警告
します。
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ヒント：シャッタースピードの延長について
カスタムメニュー d6［Mモード時のシャッタースピード延長］を［ON］に設定すると、シャッター
スピードを最長 900秒（15分）まで設定できます。

ヒント：長秒時のシャッタースピードについて
シャッタースピードを 1秒より低速に 設定した場合、カメラに表示される露光時間と実際の露光時間
が異なる場合があります。たとえばシャッタースピードを 15秒に設定した場合は実際には 16秒、30
秒に設定した場合は実際には 32秒でシャッターがきれます。60秒または 60秒よりも遅く設定した場
合は、設定したシャッタースピードの表示と同じ秒時でシャッターがきれます。

ヒント：撮影モードM時の感度自動制御機能について
感度自動制御機能（0 140）を使用すると、設定したシャッタースピードと絞り値で適正露出になる
ように ISO感度が自動的に制御されます。
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長時間露出で撮影する（撮影モードMのみ）
長時間露出撮影には、バルブ撮影とタイム撮影の 2種類があります。花火や夜景、星空の撮影や、自
動車のライトの流れを表現したいときなどに使います。

シャッタースピードを Bulbに設定し、絞り値を F25にして 35秒間の長時間露出撮影した場合の画像

撮影方法 内容

バルブ撮影 シャッターボタンを押し続けている間シャッターが開いたままになり、シャッターボ
タンを放すとシャッターが閉じます。

タイム撮影 シャッターボタンを全押しするとシャッターが開いたままになり、もう一度押すとシ
ャッターが閉じます。

三脚などを使ってカメラを固定する

Iボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回して撮影モードをMにする
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バルブ撮影 タイム撮影

表示パネルに経過時間が表示されます。

メインコマンドダイヤルを回して、シャッタースピードを Bulb（バルブ）または Time（タイ
ム）にする

シャッタースピードを Bulbまたは Timeに設定すると、露出インジケーターは表示されませ
ん。

ピントを合わせて、長時間露出撮影を開始する

バルブ撮影：シャッターボタンを全押しして、長時間露出撮影を開始します。シャッターボ
タンは押し続けてください。
タイム撮影：シャッターボタンを全押しして、長時間露出撮影を開始します。

長時間露出撮影を終了する

バルブ撮影：シャッターボタンを放すと、長時間露出撮影は終了します。
タイム撮影：もう一度シャッターボタンを全押しします。
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D 長時間露出について
露光時間が長くなると、画像にノイズ（ざらつき、むら、輝点）が発生することがあります。
静止画撮影メニュー［長秒時ノイズ低減］を［ON］に設定すると、画像に発生するむらや輝点が低
減されます。
撮影中のバッテリー切れを防ぐため、電源としてフル充電した Li-ionリチャージャブルバッテリー、
付属の本体充電 ACアダプター、または別売のパワーコネクターと ACアダプターをお使いいただく
ことをおすすめします。
手ブレを抑えるために三脚、別売のリモートコードやワイヤレスリモートコントローラーなどの使
用をおすすめします。
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露出を合わせたい部分にフォーカスポイントを重ねてシャッ
ターボタンを半押ししたまま、サブセレクターの中央を押し
て、露出を固定する

サブセレクターの中央を押している間は、測光モードに応じ
た部分の露出で固定（ロック）され、構図を変えても露出は
変わりません。

撮影画面に AE‑Lマークが点灯します。
オートフォーカス撮影時は、フォーカスロックも同時に行わ
れます。

サブセレクターの中央を押したまま、構図を決めて撮影する

露出を固定して撮影する
AE ロック撮影とは、被写体の特定の部分を測光して露出を決め、そのまま構図を変えて撮影する方法
です。露出を合わせたい部分とその周囲とで、極端に明るさが異なる場合などに効果的です。
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ヒント：シャッターボタンの半押しで露出を固定するには
カスタムメニュー c1［シャッターボタン AEロック］を［する（半押し）］に設定すると、シャッター
ボタンの半押しで露出を固定できます。

ヒント：測光エリアについて
［スポット測光］に設定した場合、選択中のフォーカスポイントの露出が記憶されます。
［中央部重点測光］に設定した場合は、撮影画面中央部（ 12 mmの円内）を重点的に測光した露
出が記憶されます。

ヒント：AEロック中のカメラ操作について
サブセレクターの中央を押している間も以下の操作ができます。

撮影モード 操作

P プログラムシフト（0 120）

S シャッタースピードの変更

A 絞り値の変更

撮影画面と表示パネルには、変更後のシャッタースピード、絞り値が表示されます。
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－1段補正 露出補正なし ＋ 1段補正

Eボタンを押しながら、コマンドダイヤルを回します。

露出補正は、±5段の範囲で設定できます。動画の場合は±3段の
範囲で設定できます。
補正ステップは、初期設定では 1/3段ステップです。ステップ幅
は、カスタムメニュー b2［露出設定ステップ幅］で変更できま
す。
被写体を明るくしたいときは＋側に、暗くしたいときは－側に補
正してください。

画像モニター
ファインダー

表示パネル

露出補正して画像の明るさを調整する
露出補正とは、カメラが制御する適正露出値を意図的に変更することです。画像全体を明るくしたり、
暗くしたいときなどに使います。

露出補正の設定方法

補正量を設定すると、撮影画面と表示パネルに露出補正マーク Eと露出補正インジケーターが表示
されます。撮影モードがM以外の場合、露出補正インジケーターの 0が点滅します。Eボタンを押
すと補正量を数字で確認できます。

露出補正を解除するには、補正量を 0.0にしてください。カメラの電源を OFFにしても、補正量の
設定は解除されません。
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ヒント：撮影モードMでの露出補正について
撮影モードがMのときは、露出のインジケーター表示が変わるだけで、設定したシャッタースピー
ドと絞り値は変わりません。
感度自動制御機能（0 140）を使用している場合、補正量に応じて ISO感度が自動的に制御されま
す。

ヒント：別売スピードライト使用時の露出補正
別売スピードライト使用時に露出補正を行った場合は、背景露出とスピードライトの発光量の両方に
補正が行われ、画像全体の明るさが変わりますが、背景の明るさだけを補正することもできます（カ
スタムメニュー e3［フラッシュ使用時の露出補正］）。
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レリーズモードダイヤルロックボタンを押しながら、レリーズモー
ドダイヤルを回すと、シャッターをきる（レリーズする）ときの動
作を設定できます。

レリーズモードのアイコンをレリーズモードダイヤル指標に合
わせてください。

レリーズモード

1コマ撮影や連続撮影など、レリーズモードを変更す
る

モード 内容

U 1コマ撮影 シャッターボタンを全押しするたびに 1コマずつ撮影します。

V 低速連続撮影

シャッターボタンを全押ししている間、設定した速度で連続撮影
します。
撮影速度は 10コマ/秒～1コマ/秒の間で設定できます。cボ
タンを押しながらコマンドダイヤルを回して設定してくださ
い。

W 高速連続撮影

シャッターボタンを全押ししている間、設定した速度で連続撮影
します。動きのある被写体などに使用すると便利です。
撮影速度は 20コマ/秒～10コマ/秒の間で設定できます。cボ
タンを押しながらコマンドダイヤルを回して設定してくださ
い。

E セルフタイマー 撮影 セルフタイマー撮影ができます（0 136）。

c クイック設定ポジション

cボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回してレリー
ズモードを変更できます（0 133）。

30コマ/秒、60コマ/秒、または 120コマ/秒で撮影できる「ハ
イスピードフレームキャプチャー +」が使用できます
（0 134）。
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D 連続撮影速度について
低速連続撮影または高速連続撮影の連続撮影速度は、カスタムメニュー d1［連続撮影速度］でも設
定できます。
低速連続撮影で連続撮影速度を 8コマ/秒に設定した場合、実際の撮影速度は 7.5コマ/秒になりま
す。
連続撮影速度は、フォーカスモードが AF-C、撮影モードがM、1/250秒以上の高速シャッタースピ
ード、その他が初期設定のときの値です。次の場合などは連続撮影速度が遅くなることがあります。
フラッシュ使用時
サイレントモード時
静止画撮影メニュー［静止画フリッカー低減］を［ON］に設定し、フリッカーが検出されてい
る場合
レンズの絞りを著しく絞り込んだ場合
シャッタースピードが低速の場合

静止画撮影メニュー［静止画フリッカー低減］を［ON］に設定している場合（0 433）、レリーズ
時に撮影画面が一瞬暗くなります。

D 連続撮影についてのご注意
メモリーカードの性能や撮影条件によっては、数十秒から 1分間程度メモリーカードアクセスラン
プが点灯します。メモリーカードアクセスランプの点灯中にカメラからメモリーカードを取り出さ
ないでください。データが消失するだけでなく、カメラとメモリーカードに不具合が生じるおそれ
があります。
シャッタースピードが 1/250秒よりも低速の場合、撮影中に表示される撮影画面はリアルタイムの
表示ではありません。被写体を追従して撮影したい場合、シャッタースピードを 1/250秒よりも高
速側に設定してください。
メモリーカードアクセスランプ点灯中に電源を OFFにすると、撮影された全ての画像がメモリーカ
ードに記録されてから電源が切れます。
連続撮影時にバッテリーの残量がなくなった場合は、撮影は行わず、撮影済みの画像データがメモ
リーカードに記録されて終了します。
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シャッターボタンを半押しすると、連続撮影可能コマ数が記録可
能コマ数表示部に表示されます。
「r000」と表示されている間は連続撮影速度が低下します。
表示される連続撮影可能コマ数は、おおよその目安です。カメラ
の設定や撮影条件によってコマ数が増減することがあります。

レリーズモードダイヤルをcに合わせると、cボ
タンを押しながらメインコマンドダイヤルを回し
て、レリーズモードを変更できます。

cボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、それぞ
れのレリーズモードの設定を変更できます。
レリーズモードダイヤルをcに合わせているときのみ、30コ
マ/秒、60コマ/秒、または 120コマ/秒で撮影できる「ハイスピ
ードフレームキャプチャー +」を選べます（0 134）。

ヒント：連続撮影可能コマ数について

ヒント：連続撮影グループについて
連続撮影および「ハイスピードフレームキャプチャー +」で撮影した場合、1回の連続撮影で記録した
画像を 1つのグループとして扱います（連続撮影グループ）。連続撮影グループは再生メニュー［グル
ープ再生の設定］で再生方法を設定できます。

レリーズモードのクイック設定
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「ハイスピードフレームキャプチャー +」（C30/C60/
C120）で撮影する
レリーズモードダイヤルをcに合わせ、cボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回して
［C30］、［C60］、または［C120］を選ぶと、30コマ/秒、60コマ/秒または 120コマ/秒で連続撮影を行
えます（「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影）。

連続撮影は最長約 4秒間行えます。
カスタムメニュー d4［プリキャプチャ記録設定］では、シャッターボタンを全押しした時点からさ
かのぼって静止画を記録する時間を設定できます（プリキャプチャ機能）。また、全押し後、何秒間
撮影するかを設定できます（0 563）。
撮影する画像の設定は次のようになります。

項目 C30 C60 C120

シャッタースピード 1/32000～1/60秒 1/32000～1/125秒

［撮像範囲］ ［FX（36×24）］または
［DX（24×16）］ ［DX（24×16）］固定 ［FX（36×24）］固定

［画質モード］ ［NORMAL］固定

［画像サイズ設定］ ［サイズ L］固定 ［サイズ S］固定

JPEG画像が記録されます。
ISO感度を高感度（Hi 0.3～Hi 2.0）に設定していても、上限は ISO 25600に制限されます。
静止画撮影メニュー［ISO感度設定］で［感度自動制御］を［ON］にしたときの［低速限界設定］
の設定は無効になります。
露出補正は±5段まで設定できますが、実際の補正は±3段までになります。
［C120］に設定しているときに DXレンズを装着した場合、［C60］に変更されて撮像範囲が［DX
（24×16）］に固定されます。
タッチシャッターで撮影する場合は 1コマしか撮影されません。「ハイスピードフレームキャプチャ
ー +」で撮影するには、シャッターボタンを押して撮影してください。
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D 「ハイスピードフレームキャプチャー +」の制限について
次の場合など、「ハイスピードフレームキャプチャー +」とは同時に使用できない機能や設定がありま
す。
プログラムシフト
静止画フリッカー低減
フラッシュ撮影
オートブラケティング撮影
多重露出撮影
HDR合成
インターバルタイマー撮影
タイムラプス動画撮影
フォーカスシフト撮影

ヒント：「ハイスピードフレームキャプチャー +」で撮影する場合
書き込み速度が速いメモリーカードの使用をおすすめします（0 856）。
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レリーズモードダイヤルを E（セルフタイマー
撮影）に合わせる

レリーズモードダイヤルロックボタンを押し
ながら、Eに合わせます。

構図を決め、ピントを合わせる

フォーカスモードが AF-Sでピントが合っていないときなど、
カメラのシャッターがきれない状態ではセルフタイマーは作
動しません。

シャッターボタンを全押しすると、セルフタイマーランプが
点滅します。撮影 2秒前になると点滅から点灯に変わります。

レリーズモードダイヤルを他のモードに切り換えると、セル
フタイマーは解除されます。

セルフタイマーを使って撮影する（E）
シャッターボタンを全押しした後、設定した時間が過ぎると、自動的にシャッターがきれます。

セルフタイマー撮影を開始する

セルフタイマーの作動時間、撮影コマ数、撮影間隔はカスタムメニュー c2［セルフタイマ
ー］で設定できます。
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cボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、セルフタイマー
の作動時間を設定できます。

ヒント：セルフタイマーの作動時間を設定する
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設定した ISO感度は撮影画面と表示パネルに表示されます。
補正ステップは、初期設定では 1/3段ステップです。ステップ幅
は、カスタムメニュー b1［ISO感度設定ステップ幅］で変更で
きます。

ISO感度

ISO感度を変更する
撮影時の周辺の明るさに応じて、光に対する感度（ISO感度）を変更できます。一般的に、ISO感度を
高くするほど、より高速のシャッタースピードで撮影できます（同じ被写体を同じ絞り値で撮影する
場合）。ISO感度は ISO 64～25600の間で設定できます。また、ISO 64から約 0.3段～約 1段（ISO 32
相当）の範囲での減感と、ISO 25600から約 0.3段～約 2段（ISO 102400相当）の範囲での増感がで
きます。

ISO感度の設定方法
S（Q）ボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回します。

D ISO感度を高く設定した場合
ISO感度を高くするほど暗い場所での撮影や動いている被写体の撮影などに効果的です。ただし、撮影
した画像に多少ノイズ（ざらつき、むら、すじ）が発生する場合があります。
高感度ノイズ低減機能を有効にすると、高感度撮影時のノイズを低減できます。静止画撮影メニュ
ーおよび動画撮影メニューの［高感度ノイズ低減］で設定できます。
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ISO感度は静止画撮影メニューの［ISO感度設定］でも設定できま
す。

ヒント：静止画撮影メニュー［ISO感度設定］について

ヒント：増感域の高感度（Hi 0.3～Hi 2.0）に設定した場合
ISO感度を［Hi 0.3］に設定すると、ISO 25600に対して約 0.3段分増感し（ISO 32000相当）、［Hi 2.0］
では約 2段分の増感になります（ISO 102400相当）。これらの ISO感度に設定したときは、ノイズ（ざ
らつき、むら、すじ）が発生しやすくなります。

ヒント：減感域の低感度（Lo 0.3～Lo 1.0）に設定した場合
ISO感度を［Lo 0.3］に設定すると、ISO 64に対して約 0.3段分減感します（ISO 50相当）。［Lo 1.0］
では約 1段分の減感になります（ISO 32相当）。明るい場所で絞りを開きたい場合や、スローシャッタ
ーを使用したい場合などに使用してください。これらの ISO感度で撮影した画像は、ハイライト側に
階調とびが発生することがあります。通常の撮影では［64］以上をお使いください。
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Sボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと ISO
AUTO（感度自動制御する）と ISO（感度自動制御しない）に切
り換えられます。

画像モニター
表示パネル

感度自動制御機能を使う
感度自動制御機能は、設定した ISO感度で適正露出が得られない場合に、カメラが自動的に ISO感度
を変更する機能です。撮影時に ISO感度が高くなりすぎないように、上限感度（100～Hi 2.0）を設定
することもできます。

感度自動制御の設定方法

感度自動制御する場合、撮影画面には ISO AUTO、表示パネルには ISO‑Aが表示されます。感度が
自動制御されると、制御された ISO感度が表示されます。

制御上限感度は静止画撮影メニュー［ISO感度設定］で設定できます。
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D 感度自動制御についてのご注意
［制御上限感度］で設定した ISO感度よりも［ISO感度］で設定した ISO感度が高い場合、［ISO感
度］で設定した ISO感度を制御上限感度として撮影します。
フラッシュ撮影時のシャッタースピードはカスタムメニュー e1［フラッシュ撮影同調速度］と e2
［フラッシュ時シャッタースピード制限］で設定した範囲内に制限されます。［低速限界設定］のシ
ャッタースピードをこの範囲外に設定した場合は、シャッタースピードの下限は e2［フラッシュ時
シャッタースピード制限］で設定したシャッタースピードに制限されます。
動画モードでは、撮影モードがM以外の場合は常に感度自動制御が動作します。撮影モードMの
場合は、動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［Mモード時の感度自動制御］を［ON］に設定する
とカメラが自動的に ISO感度を変更します。
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ホワイトバランス

ホワイトバランスを合わせる
光源に合わせて、画像を見た目に近い色で撮影するための機能です。初期設定のオート（4）でほと
んどの光源に対応できますが、撮影した画像が思い通りの色にならないときは、天候や光源に合わせ
てホワイトバランスを変更してください。

ホワイトバランスの設定方法
Uボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すとホワイトバランスを設定できます。設定した
ホワイトバランスを表すアイコンが撮影画面に表示されます。

設定した項目にさらに選択肢がある場合、Uボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回して設定
を変更できます。

項目 設定され
る色温度※ 内容

4［オート］

カメラが自動的にホワイトバランスを調節し、ほとんど
の光源に対応できます。別売のスピードライトの使用時
は、フラッシュ発光時の条件に応じて適したホワイトバ
ランスに調整されます。

 

i［白を優先する］ 約 3500～
8000K

電球下の環境で撮影する場合、電球色を残さずに白く補
正します。

j［雰囲気を残す］ 約 3500～
8000K

電球下の環境で撮影する場合、やや電球色を残して暖か
みのある画像に仕上げます。

k［電球色を残す］ 約 3500～
8000K

電球下の環境で撮影する場合、電球色を残して暖かみの
ある画像に仕上げます。
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項目 設定され
る色温度※ 内容

D［自然光オート］ 約 4500～
8000K

自然光下での撮影に適したホワイトバランスに調整さ
れ、自然光下では［オート］より見た目に近い色味で撮
影できます。

H［晴天］ 約 5200K 晴天の屋外での撮影に適しています。

G［曇天］ 約 6000K 曇り空の屋外での撮影に適しています。

M［晴天日陰］ 約 8000K 晴天の日陰での撮影に適しています。

J［電球］ 約 3000K 白熱電球下での撮影に適しています。

I［蛍光灯］

それぞれの光源下での撮影に適しています。
 

m［白色蛍光灯］ 約 4200K

n［昼白色蛍光灯］ 約 5000K

o［昼光色蛍光灯］ 約 6500K

5［フラッシュ］ 約 5400K フラッシュを使って撮影する場合に適しています。

K［色温度設定］ 約 2500～
10000K

色温度を直接指定できます。
Uボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回す
と、色温度を設定できます。

L［プリセットマニュアル］

撮影者が被写体や光源を基準にホワイトバランスを合わ
せたり、メモリーカード内の画像と同じホワイトバラン
スで撮影したりできます。
Uボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回す
と、プリセットマニュアルデータの保存場所を選べま
す。
Uボタンを長押しすると、プリセットマニュアル取
得モードになります（0 153）。

微調整が 0の場合の値です。
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DD［自然光オート］について
人工光下で撮影するときにD［自然光オート］を選択していると、適正なホワイトバランスが得ら
れないことがあります。4［オート］または光源に合わせたホワイトバランスを選択してください。

D スタジオ用大型ストロボを使用する場合
スタジオ用大型ストロボを使用する場合は、4［オート］に設定していても適正なホワイトバランス
が得られないことがあります。その場合は、5 ［フラッシュ］モードにして微調整を行うか、プリ
セットマニュアルをお使いください。
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ホワイトバランスを4［オート］、D［自然光オート］、または
L［プリセットマニュアル］に設定して撮影した場合、カメラが
判断した色温度の値を再生画面の撮影情報にある［撮影基本情報］
ページで確認できます（0 214）。ホワイトバランスのK［色温
度設定］で色温度を調整する場合に参考にできます。

ホワイトバランスは静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー
でも設定できます。

ヒント：オートで撮影するときの色温度について

撮影情報の［撮影基本情報］ページを表示するには、再生メニュー［再生画面設定］で［撮影情報］
および［撮影基本情報］のチェックボックスをオンMにしてください。
「ハイスピードフレームキャプチャー +」で撮影した画像には色温度の値は表示されません。

ヒント：［ホワイトバランス］について

ヒント：色温度について
光の色には、赤みを帯びたものや青みを帯びたものがあり、人間の主観で光の色を表すと、見る人に
よって微妙に異なります。そこで、光の色を絶対温度（K：ケルビン）という客観的な数字で表したの
が色温度です。色温度が低くなるほど赤みを帯びた光色になり（q）、色温度が高くなるほど青みを帯
びた光色になります（w）。

3000 4000 5000 6000 8000 10000 [ K ]

ヒント：色温度の設定について
一般的に、画像に赤みを感じた場合（撮影した画像に青みを帯びさせたい場合）は低い数値を設定し、
画像に青みを感じた場合（撮影した画像に赤みを帯びさせたい場合）は高い数値を選びます。
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マルチセレクターを操作すると、座標上のカーソルが移動し
ます。設定した段数は、座標の右側に表示されます。
A（アンバー）、B（ブルー）方向は、色温度の高さを 0.5段
単位で微調整できます。1段は約 5ミレッドに相当します。
G（グリーン）、M（マゼンタ）方向は、色補正用（CC）フ
ィルターと同じような微調整を 0.25段単位で行えます。1段
は濃度約 0.05に相当します。

ホワイトバランスを微調整すると、ホワイトバランスのアイ
コンにアスタリスク（U）が表示されます。

ホワイトバランスを微調整する
各ホワイトバランスの設定段数を A（アンバー）、B（ブルー）、G（グリーン）、M（マゼンタ）の 4方
向で、各方向 6段階まで微調整できます。

ボタン操作で設定する場合

Uボタンを押しならコマンドダイヤルを回して、設定したいホワイトバランスを選ぶ

Uボタンを押したままマルチセレクターを操作して、微調整値を設定する

微調整値を決定する

Uボタンを放すと、微調整値を決定して撮影画面に戻ります。
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静止画撮影メニュー［ホワイトバランス］で、設定したいホワ
イトバランスを選び、微調整画面が表示されるまで2を押す

［プリセットマニュアル］での微調整画面の表示方法について
は、「プリセットマニュアルデータの微調整について」
（0 157）をご覧ください。

マルチセレクターを操作すると、座標上のカーソルが移動し
ます。A（アンバー）、B（ブルー）、G（グリーン）、M（マ
ゼンタ）の 4方向で、設定段数を各方向 6段階まで微調整で
きます。設定した段数は、座標の右側に表示されます。
A（アンバー）、B（ブルー）方向は、色温度の高さを 0.5段
単位で微調整できます。1段は約 5ミレッドに相当します。
G（グリーン）、M（マゼンタ）方向は、色補正用（CC）フ
ィルターと同じような微調整を 0.25段単位で行えます。1段
は濃度約 0.05に相当します。

ホワイトバランスを微調整すると、ホワイトバランスのアイ
コンにアスタリスク（U）が表示されます。

メニューで設定する場合

微調整値を設定する

微調整値を決定する

Jボタンを押して微調整値を決定すると、メニューに戻ります。
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iメニューで［ホワイトバランス］を選んでJボタンを押すと、ホ
ワイトバランスの選択項目が表示されます。設定したいホワイトバ
ランスを選び（K［色温度設定］以外）、調整画面が出るまで3を
押すと、ホワイトバランスを調整できます。画像モニターを見なが
ら色味を調整できます。

G：グリーンが強くなる
B：ブルーが強くなる
A：アンバーが強くなる
M：マゼンタが強くなる

ホワイトバランスを微調整すると、ホワイトバランスのアイコン
にアスタリスク（U）が表示されます。

インフォ画面表示中にUボタンを押すと、コマンドダイヤルでホ
ワイトバランスを設定できます。Uボタンを押しながらマルチセ
レクターを押すと、選んでいるホワイトバランスの値を変更できま
す。

ヒント：iメニューで設定を変更する

画面上の矢印をタッチするか、マルチセレクターを押すと値を変更できます。
Jボタンを押すと調整値を決定して iメニュー画面に戻ります。

ヒント：インフォ画面で設定を変更する
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ヒント：ホワイトバランスの微調整画面について
ホワイトバランスの微調整画面で表示されている色は、色温度方向の目安の色を表しています。微調
整画面で設定しても、設定したそのままの色の画像にはならない場合があります。たとえば、ホワイ
トバランスをJ［電球］に設定して B（ブルー）方向に微調整しても、青色が強い画像にはなりませ
ん。

ヒント：ミレッド（MIRED）について
色温度の逆数を百万（106）倍したものです。色温度は、同じ色温度差でも、色温度の低い場合では色
の変化が大きく、色温度の高い場合では、色の変化が小さくなります。たとえば同じ 1000ケルビンの
違いでも 6000ケルビン付近での変化は比較的小さく、3000ケルビン付近では 1000ケルビンの違いで
光色が大きく変わります。ミレッドは、その変化幅をほぼ同じに表現する尺度であり、色温度変換フ
ィルターの単位としても利用されます。

例）色温度の差（K：ケルビン）：ミレッドの差（M：ミレッド）
4000K－3000K＝ 1000 K：83 M
7000K－6000K＝ 1000 K：24 M
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マルチセレクターを操作すると、座標上のカーソルが移動し
ます。設定した段数は、座標の右側に表示されます。
A（アンバー）、B（ブルー）方向は、色温度の高さを 0.5段
単位で微調整できます。1段は約 5ミレッドに相当します。
G（グリーン）、M（マゼンタ）方向は、色補正用（CC）フ
ィルターと同じような微調整を 0.25段単位で行えます。1段
は濃度約 0.05に相当します。

色温度を設定する
A（アンバー）および B（ブルー）方向と G（グリーン）およびM（マゼンタ）方向の両方の色温度を
設定できます。

ボタン操作で設定する場合

Uボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回して、K［色温度設定］を選ぶ

Uボタンを押したままサブコマンドダイヤルを回して、色温度を設定する

ミレッド単位で色温度が切り替わります。

Uボタンを押したままマルチセレクターを操作して、微調整値を設定する
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色温度を微調整すると、ホワイトバランスのアイコンにアス
タリスク（U）が表示されます。

42を押して色温度の桁を選び、13を押して数値を決定しま
す。

色温度を選ぶ画面でW（Q）ボタンを押すと、調整画面が表示
されます。マルチセレクターを操作すると、座標上のカーソル
が移動します。

設定段数を各方向 6段階まで微調整できます。設定した段数
は、座標の右側に表示されます。
A（アンバー）、B（ブルー）方向は、色温度の高さを 0.5段
単位で微調整できます。1段は約 5ミレッドに相当します。
G（グリーン）、M（マゼンタ）方向は、色補正用（CC）フ
ィルターと同じような微調整を 0.25段単位で行えます。1段
は濃度約 0.05に相当します。

微調整値を決定する

Uボタンを放すと、微調整値を決定して撮影画面に戻ります。

メニューで設定する場合

静止画撮影メニュー［ホワイトバランス］で、K［色温度設定］を選んでマルチセレクターの
2を押す

色温度を設定する

微調整値を設定する
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色温度を微調整すると、ホワイトバランスのアイコンにアス
タリスク（U）が表示されます。

iメニューで［ホワイトバランス］を選んでJボタンを押すと、ホ
ワイトバランスの選択項目が表示されます。K［色温度設定］を選
んで3を押すと、色温度を設定できます。

42を押して色温度の桁を選び、13を押して数値を設定しま
す。

W（Q）ボタンを押すと、現在選んでいる色温度の微調整を行え
ます。
Jボタンを押すと色温度を決定して iメニュー画面に戻りま
す。
色温度を微調整すると、ホワイトバランスのアイコンにアスタリ
スク（U）が表示されます。

色温度を決定する

Jボタンを押して色温度を決定すると、メニューに戻ります。

D 色温度設定についてのご注意
光源が蛍光灯のときは、色温度設定を使わず、I［蛍光灯］に設定してください。
ホワイトバランスの色温度を指定したときは、試し撮りをして、設定した色温度が撮影状況に適し
ているかどうかを確認することをおすすめします。

ヒント：iメニュー画面で設定を変更する
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プリセットマニュアルで基準となる白を設定する
カクテル照明や特殊照明下で撮影する場合、4［オート］やJ［電球］、K［色温度設定］では望ま
しいホワイトバランスが得られないことがあります。その場合、撮影する照明下で白またはグレーの
被写体を撮影してプリセットマニュアルデータを取得し、それを基準にしてホワイトバランスを設定
します。プリセットマニュアルデータを保存するには、次の方法があります。

保存方法 内容

プリセットマニュアルデータをカメラ
で新規取得して保存する

撮影画面に表示中の被写体の一部分を選んでプリセット
マニュアルデータを取得できます（0 153）。

撮影済みの画像のホワイトバランスデ
ータをコピーして保存する

メモリーカードにある画像のホワイトバランスデータを
コピーして保存します（0 156）。

D すでに設定されているプリセットマニュアルデータの変更について
プリセットマニュアルデータ（d‑1～d‑6）の内容は、撮影メニュー「A」～「D」で共用しています。
このため、たとえば撮影メニュー「A」でプリセットマニュアルデータの内容を変更すると、撮影メニ
ュー「B」～「D」のプリセットマニュアルデータも変更されます。

カメラで新規取得して保存する
プリセットマニュアルデータは最大 6つまでカメラに保存できます。

Uボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回してLを選ぶ
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プリセットマニュアル取得モードにする

いったんUボタンから指を放し、再度Uボタンを押し続
けると、プリセットマニュアル取得モードになり、画像モニ
ターにLが点滅します。
画面中央にrが表示されます。

rを被写体の白またはグレーの部分に重ね、プリセットマニュ
アルデータを取得する

rはマルチセレクターで移動できます。
シャッターボタンを全押しするかJボタンを押すとプリセ
ットマニュアルデータを取得できます。
画像モニターをタッチすると、その場所にrが移動してプ
リセットマニュアルデータを取得できます。
別売のスピードライトを装着している場合は、rを移動でき
ません。カメラを動かして画面の中央部分に被写体の白また
はグレーの部分を重ねてください。
データが取得できなかった場合は、撮影画面にメッセージが
表示されてプリセットマニュアル取得モードの状態に戻り
ます。rの位置を変えるなどして、再度プリセットマニュア
ルデータを取得してください。

新規取得するプリセットマニュアルデータの保存場所を選ぶ

Uボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回して、これから取得するプリセットマニュア
ルデータの保存場所を d‑1～d‑6の中から選びます。

iボタンを押してプリセットマニュアル取得モードを終了する
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静止画撮影メニュー［ホワイトバランス］のL［プリセットマ
ニュアル］を選ぶと、取得したプリセットマニュアルデータが表
示されます。マルチセレクターでプリセットマニュアルデータを
選んでJボタンを押すと、選んだプリセットマニュアルを使って
撮影できます。

D プリセットマニュアルについて
静止画撮影メニュー［ホワイトバランス］でL［プリセットマニュアル］を選ぶと、取得したプリセ
ットマニュアルデータを管理できます。撮影済み画像のホワイトバランスのデータをプリセットマニ
ュアルとして使用することや、コメントの記入およびプロテクト設定ができます。

D ホワイトバランスのプロテクト設定について
プロテクト設定されたプリセットマニュアルデータが選ばれている場合、プリセットマニュアルデー
タは新規取得できません（プリセットマニュアルのアイコンの横にgアイコンが表示されます）。

D プリセットマニュアルデータについて
ご購入時のプリセットマニュアルデータ d-1～d-6は、H［晴天］と同じ色温度 5200Kに設定され
ています。

D プリセットマニュアル取得モードの時間制限について
プリセットマニュアル取得モードの時間制限は、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押し
タイマー］で設定した時間になります。

D プリセットマニュアルデータ取得時の制限について
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時および多重露出撮影時は、プリセットマニュアルデー
タを取得できません。
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静止画撮影メニュー［ホワイトバランス］で［プリセットマニ
ュアル］を選んでマルチセレクターの2を押す

コピー先を選ぶ

マルチセレクターで黄色い枠を移動して d‑1～d‑6の中から
コピー先を選びます。
Xボタンを押すと設定画面が表示されます。

［使用する画像の選択］を選ぶ

［使用する画像の選択］を選んで2を押すと、メモリーカード
内の画像が一覧表示されます。

ホワイトバランスデータをコピーしたい画像を選ぶ

マルチセレクターで黄色い枠を移動して画像を選びます。
画像は、Xボタンを押している間、拡大して確認できます。

撮影済み画像のホワイトバランスデータをコピーする
選んだプリセットマニュアルデータの保存場所に、メモリーカード内の画像で使用されたホワイトバ
ランスを、プリセットマニュアルデータとしてコピーできます。

ホワイトバランスデータをコピーする

Jボタンを押すとメモリーカード内の画像のホワイトバランスデータがコピーされます。
選んだ画像に画像コメントがある場合、画像コメントもコピーされます。
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設定画面で［微調整］を選ぶと、微調整画面が表示され、選択中の
プリセットマニュアルデータを微調整できます。

設定画面で［コメント編集］を選ぶと、選択中のプリセットマニュ
アルデータにコメント（最大 36文字）を入力できます。コメント
の入力方法は、「入力画面の操作方法について」（0 65）をご覧く
ださい。

設定画面で［プロテクト］を［ON］に設定すると、選択中のプリ
セットマニュアルデータにプロテクト（保護）を設定できます。［プ
ロテクト］が［ON］のときは、プリセットマニュアルデータの設
定内容を変更できません。

ヒント：プリセットマニュアルデータの微調整について

ヒント：プリセットマニュアルデータにコメントを入力する

ヒント：プリセットマニュアルデータを保護する（プロテクト）
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オートブラケティングの種類は、静止画撮影メニュー［オートブラ
ケティング］>［オートブラケティングのセット］で設定できます。

オートブラケティング
明るさ（露出値）、フラッシュの発光量、ホワイトバランス、アクティブ D‑ライティング（ADL）の設
定をカメラが自動的に変えながら撮影します。画像の明るさやフラッシュの発光量の調整が難しい場
合や複数の光源が混在していてホワイトバランスを決めにくい場合の撮影に効果的です。

オートブラケティングの設定方法

項目 内容

［AE・フラッシュブラケティング］ 露出値（AE）とフラッシュの発光量を変えながら撮影します。

［AEブラケティング］ 露出値（AE）を変えながら撮影します。

［フラッシュブラケティング］ フラッシュの発光量を変えながら撮影します。

［WBブラケティング］ ホワイトバランスの色温度を変えながら撮影します。

［ADLブラケティング］ アクティブ D‑ライティングの効果の度合いを変えながら撮影
します。
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露出補正なし －1段補正 +1段補正

AEブラケティング、フラッシュブラケティングの撮影
方法
露出の設定を変えながら撮影します。AEブラケティング、フラッシュブラケティングの撮影方法は次
の通りです。

撮影コマ数を設定する

BKTボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、撮影コマ数を設定できます。

［0F］以外に設定すると、撮影画面と表示パネルにアイコンとインジケーターが表示されま
す。
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補正ステップを設定する

BKTボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、補正ステップを設定できます。

補正ステップは、カスタムメニュー b2［露出設定ステップ幅］が［1/3段］の場合、0.3（1/3
段）、0.7（2/3段）、1.0（1段）、2.0（2段）、3.0（3段）から選ぶことができます。補正ステ
ップを 2.0または 3.0に設定した場合、撮影コマ数は最大 5枚です。手順 1で撮影コマ数を
7枚または 9枚に設定していても、自動的に 5枚に変更されます。
補正ステップが 0.3のときの撮影コマ数と撮影順序は次の表の通りです。

表示パネル AE・フラッシュブラケティング
インジケーター 撮影コマ数 撮影順序

0F 0.3 0 0

3F 0.3 3 0/－0.3/＋ 0.3

5F 0.3 5 0/－0.7/－0.3/＋ 0.3/＋ 0.7

7F 0.3 7 0/－1.0/－0.7/－0.3/
＋ 0.3/＋ 0.7/＋ 1.0

9F 0.3 9 0/－1.3/－1.0/－0.7/－0.3/
＋ 0.3/＋ 0.7/＋ 1.0/＋ 1.3
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撮影する

設定した撮影コマ数を撮影してください。
シャッタースピードと絞り値は補正された値が表示されま
す。

撮影コマ数：3
補正ステップ：0.7

1コマ撮影した状態

撮影コマ数：3
補正ステップ：0.7

1コマ撮影した状態

撮影画面に、AE・フラッシュブラケティングのアイコンと残りの撮影コマ数、AE・フラッシ
ュブラケティングインジケーターが表示されます。撮影するたびに残りのコマ数表示が減少
し、コマ数を示す表示が AE・フラッシュブラケティングインジケーター上から消えます。

表示パネルには、Mアイコンと AE・フラッシュブラケティングインジケーターが表示され
ます。撮影するたびに、コマ数を示す表示が AE・フラッシュブラケティングインジケーター
上から消えます。

AEブラケティングと露出補正を同時に設定すると、両方の補正値が加算された AEブラケテ
ィング撮影が行えます。
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ヒント：AEブラケティング、フラッシュブラケティングについて
［AE・フラッシュブラケティング］では、AEブラケティングとフラッシュブラケティングを同時に行
います。AEブラケティングだけを行いたいときは［AEブラケティング］を、フラッシュブラケティ
ングだけを行いたいときは［フラッシュブラケティング］を選びます。フラッシュブラケティングは
i‑TTL調光時および絞り連動外部自動調光（qA）時（別売の絞り連動外部自動調光対応スピードライ
ト使用時のみ）に使用できます（0 375、0 792）。

ヒント：AE・フラッシュブラケティング、AEブラケティング、フラッシュブラケティング撮影につい
て
［コマ数］と［補正ステップ］は、静止画撮影メニュー［オートブラケティング］でも設定できま
す。
レリーズモードを連続撮影に設定した場合、シャッターボタンを全押しし続けると、セットしたコ
マ数の撮影が終了した時点でいったん停止します。シャッターボタンを押し直すと、次の連続撮影
が可能になります。
撮影中に電源を OFFにしてもう一度 ONにすると、1コマ目から撮影を行います。

ヒント：AEブラケティング
AEブラケティングでは、撮影モードによって補正される内容（シャッタースピード、絞り値）が異な
ります。

撮影モード 補正される内容

P シャッタースピードと絞り値 1

S 絞り値 1

A シャッタースピード 1

M シャッタースピード 2、3

静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感度自動制御］が［ON］のときは、シャッタースピー
ドや絞り値が制御範囲を超えると自動的に ISO感度が変化します。
静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感度自動制御］が［ON］のときは、ISO感度を変化させ
ます。
静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感度自動制御］が［OFF］のときは、カスタムメニュー
e6［BKT変化要素（Mモード）］により変化する内容をシャッタースピードと絞り値の両方、絞り
値のみ、ISO感度のみ、あるいはシャッタースピードのみに変更できます。
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AE、フラッシュブラケティング撮影をやめるには
BKTボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回して撮影コマ数を［0F］にしてください。た
だし、設定した補正ステップは記憶されます。また、ツーボタンリセット（0 182）でもブラケティ
ングを解除できますが、この場合は設定した補正ステップもリセットされます。

WBブラケティングの撮影方法
ホワイトバランスの色温度を変えながら撮影します。WBブラケティングの撮影方法は次の通りです。

撮影コマ数を設定する

BKTボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、撮影コマ数を設定できます。

［0F］以外に設定すると、撮影画面と表示パネルにアイコンとインジケーターが表示されま
す。
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撮影する

シャッターボタンを 1回全押しすると、設定した全てのコマ
数の画像が記録されます。
ホワイトバランスを微調整している場合は、微調整値にWB
ブラケティングの補正ステップが加算されます。
WBブラケティングの撮影コマ数が記録可能コマ数より多
い場合、シャッターがきれません。新しいメモリーカードに
交換すると撮影できます。

補正ステップを設定する

BKTボタンを押しながら、サブコマンドダイヤルを回すと補正ステップを設定できます。

補正ステップは、1（1段）、2（2段）、3（3段）から選ぶことができます。
ホワイトバランス補正ステップの 1段は、約 5ミレッドに相当します。A方向に数が大きく
なるごとにアンバーが強くなります。B方向に数が大きくなるごとにブルーが強くなります。
補正ステップが 1のときの撮影コマ数と撮影順序は次の表の通りです。

表示パネル WBブラケティングイン
ジケーター 撮影コマ数 補正ステップ 撮影順序

0F 1 0 1段 0

3F 1 3 各方向 1段 0/A1/B1

5F 1 5 各方向 1段 0/A2/A1/B1/B2

7F 1 7 各方向 1段 0/A3/A2/A1/
B1/B2/B3

9F 1 9 各方向 1段 0/A4/A3/A2/A1/
B1/B2/B3/B4
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D WBブラケティングの制限について
WBブラケティングは、RAWを含む画質モードでは使用できません。

ヒント：WBブラケティング撮影について
［コマ数］と［補正ステップ］は、静止画撮影メニュー［オートブラケティング］でも設定できま
す。
WBブラケティングでは、色温度（A（アンバー）から B（ブルー）への横方向）の補正のみを行い
ます。G（グリーン）からM（マゼンタ）への縦方向の補正は行いません。
撮影中に電源を OFFにした場合、全てのコマの記録が終了してから電源が切れます。
セルフタイマー撮影時には、シャッターボタンを全押しすると、カスタムメニュー c2［セルフタイ
マー］>［撮影コマ数］で設定した撮影コマ数にかかわらず、WBブラケティングで設定した撮影コ
マ数が全て記録されます。

WBブラケティング撮影をやめるには
BKTボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回して撮影コマ数を［0F］にしてください。た
だし、設定した補正ステップは記憶されます。また、ツーボタンリセット（0 182）でもブラケティ
ングを解除できますが、この場合は設定した補正ステップもリセットされます。

ADLブラケティングの撮影方法
アクティブ D-ライティングの効果の度合いを変えながら撮影します。ADLブラケティングの撮影方法
は次の通りです。
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撮影コマ数を設定する

BKTボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回すと撮影コマ数を設定できます。

［0F］以外に設定すると、撮影画面と表示パネルにアイコンとインジケーターが表示されま
す。

設定した撮影コマ数により、ブラケティングの内容が次のように異なります。

撮影コマ数 ブラケティングの内容

2コマ しない→（手順 2で設定するアクティブ D-ライティングの度合い）

3コマ しない→弱め→標準

4コマ しない→弱め→標準→強め

5コマ
［H1］ しない→弱め→標準→強め→より強め 1

［H2］ 弱め→標準→強め→より強め 1→より強め 2

5コマに設定した場合、BKTボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回してブラケティ
ングの内容を［H1］または［H2］に切り換えられます。
撮影コマ数を 3コマ以上に設定した場合は、手順 3に進んでください。
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アクティブ D‑ライティングの度合いを設定する
BKTボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回すと、撮影コマ数が 2コマのときの 2コ
マ目のアクティブ D‑ライティングの度合いを設定できます。

アクティブ D-ライティングの度合いは、次の通りです。

効果の度合い ブラケティングの内容

［L］ しない→弱め

［N］ しない→標準

［H］ しない→強め

［H1］ しない→より強め 1

［H2］ しない→より強め 2

［AUTO］ しない→オート
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撮影する

設定した撮影コマ数を撮影してください。
撮影画面に、ADLブラケティングのアイコンと残りの撮影コ
マ数が表示されます。撮影するたびに残りのコマ数表示が減
少します。

撮影コマ数：3 1コマ撮影した状態

表示パネルには、Mアイコンと ADLブラケティングインジケーターが表示されます。撮影
するたびに、コマ数を示す表示が ADLブラケティングインジケーター上から消えます。

D ADLブラケティング撮影について
［コマ数］と［効果の度合い］は、静止画撮影メニュー［オートブラケティング］でも設定できま
す。
レリーズモードを連続撮影に設定した場合、シャッターボタンを全押しし続けると、セットしたコ
マ数の撮影が終了した時点でいったん停止します。シャッターボタンを押し直すと、次の連続撮影
が可能になります。
撮影中に電源を OFFにしてもう一度 ONにすると、1コマ目から撮影を行います。

ADLブラケティング撮影をやめるには
BKTボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回して撮影コマ数を［0F］にしてください。た
だし、設定したアクティブ D‑ライティングの度合いは記憶されます。また、ツーボタンリセット
（0 182）でもブラケティングを解除できますが、この場合は設定したアクティブ D‑ライティングの
度合いもリセットされます。
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ピクチャーコントロール

ピクチャーコントロールを選ぶ
記録する画像の仕上がり（ピクチャーコントロール）を、撮影シーンや好みに合わせて選べます。

ピクチャーコントロールの設定方法
初期設定では、g（Fn4）ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すとピクチャーコントロ
ールを設定できます。設定したピクチャーコントロールを表すアイコンが撮影画面に表示されます。

Creative Picture Controlの項目を選んでいる場合、g（Fn4）ボタンを押しながらサブコマンドダ
イヤルを回して適用度を変更できます。
動画モード時にg（Fn4）ボタンを押すと、動画のピクチャーコントロールを設定できます。

項目 内容

n ［オート］ 静止画モードの場合は［スタンダード］、動画モードの場合は［ニュ
ートラル］をもとに、色合いや階調をカメラが自動的に調整します。

Q ［スタンダード］ 鮮やかでバランスの取れた標準的な画像になります。ほとんどの撮
影状況に適しています。

R ［ニュートラル］ 素材性を重視した自然な画像になります。撮影した画像を調整、加
工する場合に適しています。

S ［ビビッド］ メリハリのある生き生きとした色鮮やかな画像になります。青、赤、
緑など、原色を強調したいときに適しています。

T ［モノクローム］ 白黒やセピアなど、単色の濃淡で表現した画像になります。

o ［ポートレート］ 人物の肌がなめらかで自然な画像になります。

p ［風景］ 自然の風景や街並みが色鮮やかな画像になります。
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項目 内容

q ［フラット］ シャドー部からハイライト部まで幅広く情報を保持した画像になり
ます。撮影した画像を積極的に調整、加工する場合に適しています。

k01～
k20

Creative Picture
Control
（クリエイティブ
ピクチャーコント
ロール）

色合いや階調、彩度などを細やかに作りこんだ多彩な効果により、
さまざまな雰囲気を表現して撮影できます。［ドリーム］や［モーニ
ング］など、全部で 20種類があります。

D ［ピクチャーコントロール］について
ピクチャーコントロールは静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［ピクチャーコントロール］
でも設定できます。
動画撮影メニューの［ピクチャーコントロール］を［静止画の設定と同じ］に設定すると、静止画
撮影メニューで設定したピクチャーコントロールで動画を撮影します。
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調整したいピクチャーコントロールを選ぶ

静止画撮影メニューまたは動画撮影メニューの［ピクチャーコ
ントロール］で、調整したいピクチャーコントロールを選んで
マルチセレクターの2を押します。

ピクチャーコントロールを調整する

13で調整する項目を選びます。42を押すと 1ステップ刻
みで、サブコマンドダイヤルを回すと 0.25ステップ刻みで
値を設定します。
設定できる項目は、選んだピクチャーコントロールによって
異なります。
［クイックシャープ］を選んで42を押すと、［輪郭強調］、
［ミドルレンジシャープ］、［明瞭度］のレベルをバランスよ
く調整します。
O（Q）ボタンを押すと初期設定の内容に戻ります。

設定する

Jボタンを押して設定します。ピクチャーコントロールを調整
すると、アイコンの横にアスタリスク（U）が表示されます。

ピクチャーコントロールを調整する
ピクチャーコントロールやカスタムピクチャーコントロールの設定は、撮影目的や好みに合わせて調
整できます。
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ピクチャーコントロールの調整項目
項目 内容

［適用度］ Creative Picture Controlの効果をどれだけ適用するかを調整しま
す。

［クイックシャープ］
［クイックシャープ］を調整すると、画像のシャープさを調整する
［輪郭強調］、［ミドルレンジシャープ］、［明瞭度］の各項目をバラン
スよく調整します。各項目を個別に調整することも可能です。

 

［輪郭強調］ 画像の精緻な部分や、被写体の輪郭部分のシャープさを調整します。

［ミドルレンジシャープ］ ［輪郭強調］と［明瞭度］の中間の細かさの模様や線に対してシャー
プさを調整します。

［明瞭度］ 画像の階調や明るさを維持しながら、画像全体や太めの線のシャー
プさを調整します。

［コントラスト］ 画像のコントラストを調整できます。

［明るさ］ 白とびや黒つぶれを抑えながら画像の明るさを調整します。

［色の濃さ（彩度）］ 画像の彩度（色の鮮やかさ）を調整できます。

［色合い（色相）］ 画像の色合いを調整できます。

［フィルター効果］ 白黒写真用カラーフィルターを使って撮影したときのような効果が
得られます。

［調色］
印画紙を調色したときのように、画像全体の色調を調整できます。
調色の項目（［B&W］以外）を選んで3を押すと、さらに色の濃淡
を選べます。

［色の濃淡］ 適用する Creative Picture Controlの色の濃さを調整できます。
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ピクチャーコントロール調整中に各項目に表示されるjマークは、
前回調整した値を示しています。

各項目の調整レベルを［A－2］～［A＋ 2］から選べます。

D ピクチャーコントロール調整時のjマークについて

D 調整項目の［A］（オート）について
［A］（オート）がある項目では、［A］を選ぶと自動で調整されます。
同じような状況で撮影しても、被写体の位置や大きさ、露出によって、仕上がり具合は変化します。

D ［フィルター効果］について
［フィルター効果］には、次のような効果があります。

項目 内容

［Y］（黄※）

コントラストを強調する効果があり、風景撮影で空の明るさを抑えたい場合な
どに使います。［Y］→［O］→［R］の順にコントラストが強くなります。［O］（オレンジ※）

［R］（赤※）

［G］（緑※） 肌の色や唇などを落ち着いた感じに仕上げます。ポートレート撮影などに使い
ます。

市販の白黒写真用カラーフィルターの色です。

D ピクチャーコントロールで［オート］を選んでいる場合
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iメニューで［ピクチャーコントロール］を選んでJボタンを押す
と、ピクチャーコントロールの選択項目が表示されます。調整した
いピクチャーコントロールを選んで3を押すと撮影画面を見なが
ら調整できます。

13で調整する項目を選びます。42を押すと 1ステップ刻み
で、サブコマンドダイヤルを回すと 0.25ステップ刻みで値を調
整します。
調整できる項目は、選んだピクチャーコントロールによって異な
ります。
O（Q）ボタンを押すと初期設定の内容に戻ります。
Jボタンを押すと調整値を決定します。

ピクチャーコントロールを微調整すると、ピクチャーコントロー
ルのアイコンにアスタリスク（U）が表示されます。

ヒント：iメニュー画面で設定を変更する

174 ピクチャーコントロール



静止画撮影メニューまたは動画撮影メニューの［カスタムピク
チャーコントロール］を選んでマルチセレクターの2を押す

［編集と登録］を選ぶ

［編集と登録］を選んで2を押すと、［編集・登録対象を選択］
画面が表示されます。

カスタムピクチャーコントロールを登録する
「ピクチャーコントロール」を好みに合わせて調整して、「カスタムピクチャーコントロール」として
登録できます。

項目 内容

［編集と登録］ カスタムピクチャーコントロールを登録または編集します。

［登録名変更］ 登録したカスタムピクチャーコントロールの名前を変更します。

［削除］ 登録したカスタムピクチャーコントロールを削除します。

［メモリーカードを使用］
登録したカスタムピクチャーコントロールをメモリーカードに保存し
たり、メモリーカードに保存したカスタムピクチャーコントロールをカ
メラに登録できます。

カスタムピクチャーコントロールの登録方法
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元にするピクチャーコントロールを選ぶ

ピクチャーコントロールを選んで2を押すと、編集画面が
表示されます。
編集を行わない場合はJボタンを押します。［登録先の選
択］画面が表示されます（手順 5へ）。

項目の内容や調整方法は［ピクチャーコントロール］と同じ
です。
Jボタンを押すと［登録先の選択］画面が表示されます。
O（Q）ボタンを押すと初期設定の内容に戻ります。

登録先を選ぶ

C‑1～9（カスタム 1～9）の中から登録先を選びます。

登録先を選んで2を押すと、［登録名変更］画面が表示され
ます。
初期状態では、「（元になったピクチャーコントロール
名）‑XX」が入力エリアに入力されています。XXには自動的
に数値が設定されます。
登録名は 19文字まで入力できます。
文字の入力方法については、「入力画面の操作方法について」
（0 65）をご覧ください。

ピクチャーコントロールを調整する

登録名を編集する
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Xボタンを押す

登録名の編集が終了します。

登録したピクチャーコントロールは、ピクチャーコントロー
ルの一覧画面に表示されます。
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カスタムピクチャーコントロールの調整画面では、元になったピク
チャーコントロールがアイコンで表示されます。

［カスタムピクチャーコントロール］の［メモリーカードを使用］
を使うと、カメラで登録したカスタムピクチャーコントロールをメ
モリーカードにコピーできます。また、メモリーカード内のカスタ
ムピクチャーコントロールをカメラに登録したり、削除したりでき
ます（スロット 2に入っているメモリーカードは認識されないた
め、メモリーカードはスロット 1に入れてください）。

D 元になったピクチャーコントロールの表示について

D カスタム 1～9で調整できる項目について
カスタム 1～9を選んだ場合は、元になったピクチャーコントロールと同じ項目が調整できます。

D カメラで登録したカスタムピクチャーコントロールについて

［カメラに登録］：メモリーカードに保存されているカスタムピクチャーコントロールをカメラに登
録（インポート）できます。カメラに登録したいカスタムピクチャーコントロールと登録先（C‑1～
9（カスタム 1～9））を選んで名前を付けると、選んだカスタムピクチャーコントロールがカメラに
登録されます。
［メモリーカードから削除］：メモリーカードに保存されているカスタムピクチャーコントロールを
選んで削除できます。
［メモリーカードにコピー］：カメラで登録したカスタムピクチャーコントロールをメモリーカード
にコピー（エクスポート）できます。メモリーカードにコピーしたいカスタムピクチャーコントロ
ールとコピー先（1～99）を選んでJボタンを押すと、選んだカスタムピクチャーコントロールが
メモリーカードにコピーされます。
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位置情報
カメラに内蔵された位置情報機能を使用すると、画像データに撮影時の緯度、経度、標高、UTC（協定
世界時）を記録できます。位置情報を取得して撮影した画像には、再生時の画像情報に位置情報のペ
ージ（0 217）が追加されます。

位置情報機能使用時のカメラの設定について
セットアップメニューの［位置情報（内蔵）］を選んでマルチセレクターの2を押すと、内蔵の位置
情報機能の使用/不使用、および使用時の設定を行えます。

項目 内容

［位置情報記録］ ［ON］に設定すると、位置情報の取得を開始します。

［半押しタイマー］

［位置情報記録］を［ON］に設定している場合に［ON］を選ぶと、カ
メラを操作していないとき、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>
［半押しタイマー］で設定された時間で半押しタイマーがオフになりま
す。カメラのバッテリーの消耗を少なくすることができます。

［衛星による日時合わせ］ ［ON］に設定すると、内蔵の位置情報機能で取得した日時の情報でカメ
ラの内蔵時計を合わせます。

［ログ取得］

移動情報のログを記録します。
［ログ取得実行］：［取得間隔］と［取得時間］で設定した間隔と時間
でログを取得します。ログ取得中に［ログ取得］を選んでマルチセレ
クターの2を押すと、ログ取得の終了や一時停止/再開ができます。
［取得間隔］：ログを記録する間隔を設定できます。
［取得時間］：ログを記録する時間を設定できます。

［ログリスト］

ログを取得した日付の一覧が表示されます。
複数のログを取得した日付の後ろには、取得したログの識別番号が表
示されます。
ログは 100件まで保存できます。
O（Q）ボタンを押すと、選んだログを削除できます。

［情報表示］

内蔵の位置情報機能で取得した緯度、経度、標高、UTC（協定世界時）
を表示します。UTC（Coordinated Universal Time＝協定世界時）は、内
蔵の位置情報機能が取得した世界標準時で、カメラで設定されている時
刻とは別に記録されます。
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カメラと測位衛星の通信状態は、撮影画面の衛星受信状態マークo
で確認できます。

o（点灯）：衛星から測位した緯度、経度、標高の情報が画像に
記録されます。
o（点滅）：カメラが取得している情報が確定していないため、
位置情報は記録されません。oが点灯するまでお待ちください。

内蔵の位置情報機能使用時の表示について

D 位置情報機能についてのご注意
カメラの電源を OFFにしても、位置情報機能は無効になりません。位置情報機能を無効にするに
は、セットアップメニュー［位置情報（内蔵）］>［位置情報記録］を［OFF］に設定してください。
動画の場合は、動画撮影開始時に取得した情報を記録します。
初めて測位したときや、測位できない状態が長時間経過したとき、バッテリーの交換をしたときな
ど、位置情報を取得するまで時間がかかることがあります。
測位衛星の位置は常に変化しています。お使いになる場所や時間などによっては、測位に時間がか
かったり、測位できないこともあります。
次のような電波を遮断、反射してしまう場所では、測位できなかったり、測位した位置が実際にい
た場所と異なることがあります。
建物の中や地下
高層ビルの間
高架の下
トンネルの中
高圧電線などの近く
密集した樹木の間
入れ物の中（金属製のカバンなど）

携帯電話など、近くに同じ周波数帯の電波を発生するものや、磁気を発生するものがある場合は、
測位できないことがあります。
測位衛星からの電波の誤差が大きい場合、最大で数百メートルの誤差を生じることがあります。
画像ファイルに記録されている位置情報は、取得した位置情報の精度および測地系の違いなどによ
って、実際の撮影地点と異なる場合があります。
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D ログ取得についてのご注意
日時が設定されていない場合やメモリーカードがカメラに入っていない場合は、ログ取得はできま
せん。
操作中のバッテリー切れを防ぐため、充分に残量のあるバッテリーをお使いください。
ログ取得時間内でも、次の場合にログ取得が終了します。
バッテリー残量がなくなったとき
バッテリーを取り外したとき
セットアップメニュー［位置情報（内蔵）］>［位置情報記録］を［OFF］にしたとき

位置情報の測位ができずに、ログの取得が途絶えている間は、ログは記録されません。

D ログについて
ログ取得中は、［位置情報（内蔵）］画面に残り時間が表示されます。
カメラの電源を OFFにしたり、半押しタイマーがオフになっても、ログを取得し続けます。電池残
量に注意してください。
ログはメモリーカードの「NIKON」フォルダー内にある「GNSS」フォルダーに保存され、
Nyymmddx.logという名前が付けられます。yy にはログを取得した年の西暦下 2桁が入り、mmに
は月が、ddには日が、xには 0～9、A～Zの識別番号が入り、拡張子は「.log」になります（たとえ
ば、2021年 10月 15日に最初に取得したログのファイル名は「N2110150.log」になります）。
NMEAフォーマットに準拠しています。ただし、全てのソフトウェアやカメラでの表示を保証する
ものではありません。

ヒント：スマートフォンからの位置情報取得について
カメラとスマートフォンを接続して SnapBridgeアプリの位置情報機能を有効にすると、カメラが位
置情報を取得できなかった場合でもスマートフォンで取得した位置情報を使用して画像に位置情報
を記録することもできます。詳しい使い方は SnapBridgeアプリのヘルプをご確認ください。
セットアップメニュー［位置情報（内蔵）］>［位置情報記録］を［OFF］に設定している場合でも、
スマートフォンから位置情報を取得した場合は画像データに位置情報が記録されます。画像に位置
情報を記録したくない場合は、SnapBridgeアプリの位置情報機能を無効にしてください。
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ツーボタンリセット
BKTボタンと Eボタン（それぞれのボタンに緑色のIが付いています）を 2秒以上同時に押すと、一
瞬撮影画面と表示パネルの表示が消え、カメラの機能が次のように初期設定に戻ります。

静止画撮影メニュー項目
現在選択中の撮影メニュー（「A」～「D」のいずれか）の項目のみが解除されます（多重露出、インタ
ーバルタイマー撮影、タイムラプス動画、フォーカスシフト撮影は、全ての撮影メニューで共通です）。

項目 初期設定

ISO感度設定

 

ISO感度 100

感度自動制御 ON

制御上限感度 25600

c使用時の制御上限感度 フラッシュなしの設定と同じ

低速限界設定 AUTO

ホワイトバランス オート：白を優先する

  微調整 A‑B: 0、G‑M: 0

ピクチャーコントロール オート

アクティブ D‑ライティング しない

静止画フリッカー低減 OFF
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項目 初期設定

高周波フリッカー低減 しない

測光モード マルチパターン測光

フォーカスモード シングル AF

AFエリアモード シングルポイント AF

オートブラケティング 解除 1

多重露出 解除 2

HDR合成 解除 3

撮影コマ数が 0に設定されます。AE、フラッシュ、WBブラケティングの補正ステップは 1にな
ります。ADLブラケティングで撮影コマ数が 2コマのときの 2コマ目のアクティブ D‑ライティン
グの度合いは、［オート］になります。
多重露出撮影が中断され、その時点までの露光結果だけを重ね合わせた画像が記録されます。ま
た、多重露出モードが［する（連続）］または［する（1回）］の場合は［しない］に設定されま
す。［コマ数］、［合成モード］、［合成前の画像を保存（RAW）］および［確認撮影］は初期設定に
は戻りません。
HDRモードが［する（連続）］または［する（1回）］の場合は［しない］に設定されます。［HDR
強度］および［合成前の画像を保存（RAW）］は初期設定には戻りません。
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動画撮影メニュー項目
項目 初期設定

ISO感度設定

 

制御上限感度 25600

Mモード時の感度自動制御 ON

Mモード時の ISO感度 100

ホワイトバランス 静止画の設定と同じ

ピクチャーコントロール 静止画の設定と同じ

HLG画質調整

 

クイックシャープ 0

コントラスト 0

色の濃さ（彩度） 0

色合い（色相） 0

アクティブ D‑ライティング しない

高周波フリッカー低減 しない

測光モード マルチパターン測光

フォーカスモード フルタイム AF

AFエリアモード シングルポイント AF

電子手ブレ補正 しない

ハイレゾズーム OFF
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カスタムメニュー項目
項目 初期設定

a9［フォーカスモードの制限］ 制限しない

d9［ビューモード設定（静止画 Lv）］ 撮影設定を優先

d10［スターライトビュー（静止画 Lv）］ OFF

d11［赤色画面表示］ OFF

e2［フラッシュ時シャッタースピード制限］ 1/60秒

f4［操作のロック］

 

［シャッタースピードのロック］ OFF

［絞り値のロック］ OFF

［フォーカスポイントのロック］ OFF

g3［操作のロック］

 

［シャッタースピードのロック］ OFF

［絞り値のロック］ OFF

［フォーカスポイントのロック］ OFF

g5［フォーカスモードの制限］ 制限しない

g8［ハイレゾズーム速度］ 中速
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その他の撮影関連の機能
機能 初期設定

フォーカスポイント 中央

プリセットフォーカスポイント 中央

撮影モード P

プログラムシフト 解除

露出補正 解除（0.0）

AE‑L（ホールド） 解除

フラッシュモード 通常発光

調光補正 解除（0.0）

FVロック 解除
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動画撮影の機能

動画の記録ファイル形式について
動画の記録ファイル形式は動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で設定できます。

動画ファイル形式は NEV、MOVまたはMP4です。

項目 内容 YCbCr/
Bayer

［N-RAW 12-bit（NEV）］

業務用の動画編集で使用する高性能なパソコンで
RAW現像および編集を行うことを前提とした記
録形式です（0 201）。
画像サイズ 1920×1080の H.264 8-bit動画をカ
メラでの再生用動画（プロキシー動画）として
同時にMP4形式で記録します。
動画の階調モードを［SDR］または［N‑Log］
から選べます。
動画の画質を動画撮影メニュー［動画の画質
（N-RAW）］で設定できます。
音声の記録方式はリニア PCMです。

Bayer

［ProRes RAW HQ 12-bit（MOV）］

業務用の動画編集で使用する高性能なパソコンで
RAW現像および編集を行うことを前提とした記
録形式です（0 201）。
画像サイズ 1920×1080の H.264 8-bit動画をカ
メラでの再生用動画（プロキシー動画）として
同時にMP4形式で記録します。
動画の階調モードを［SDR］または［N‑Log］
から選べます。
音声の記録方式はリニア PCMです。

Bayer

［ProRes 422 HQ 10-bit（MOV）］

映像編集に適した記録形式です。
動画の階調モードを［SDR］または［N‑Log］
から選べます。
フレーム間圧縮方式は ALL-Iです。
音声の記録方式はリニア PCMです。

YCbCr
（4:2:2）
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項目 内容 YCbCr/
Bayer

［H.265 10-bit（MOV）］

業務用の動画編集で使用する高性能なパソコンで
編集を行うことを前提とした記録形式です。
動画の階調モードを［SDR］、［HLG］または
［N-Log］から選べます。
フレーム間圧縮方式は Long GOPです。
音声の記録方式はリニア PCMです。

YCbCr
（4:2:0）

［H.265 8-bit（MOV）］
圧縮効率に優れた記録形式です。
フレーム間圧縮方式は Long GOPです。
音声の記録方式はリニア PCMです。

［H.264 8-bit（MP4）］
再生の互換性が高い記録形式です。
フレーム間圧縮方式は Long GOPです。
音声の記録方式は AACです。
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階調モードについて
［N-RAW 12-bit（NEV）］、［ProRes RAW HQ 12-bit（MOV）］、［ProRes 422 HQ 10-bit （MOV）］ま
たは［H.265 10-bit（MOV）］を選んで2を押すと、階調モードを選べます。

［H.265 8-bit（MOV）］および［H.264 8-bit（MP4）］の場合は［SDR］に固定され、階調モードは
選べません。

項目 内容

［SDR］ 標準の明るさの幅（ダイナミックレンジ）に対応した階調モードです。

［HLG］
HDR（High Dynamic Range）に対応した階調モードです（0 202）。SDRに比べて広い
ダイナミックレンジを表現できます。
［動画記録ファイル形式］が［H.265 10-bit（MOV）］の場合のみ選べます。

［N-Log］

ニコン独自の Log曲線を使用した階調モードです。広いダイナミックレンジでの撮影に
適しています。ポストプロダクション工程で N-Log用 3D LUTを適用することで、Rec.
709の表示に対応したモニターで美しく見ることができる映像に仕上がります
（0 204）。

色空間について
［動画記録ファイル形式］が［H.265 10-bit（MOV）］、［H.265 8-bit（MOV）］、［H.264 8-bit（MP4）］
の場合の動画の色空間は次のとおりです。
［SDR］：BT.709
［HLG］：BT.2100
［N-Log］：BT.2020
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動画の画像サイズ/フレームレートについて
動画を記録するときの画像サイズ（ピクセル）とフレームレートは、動画撮影メニュー［画像サイズ/
フレームレート］で設定できます。選べる画像サイズは、動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］
で選んだ動画の記録形式によって異なります。

RAW動画の画像サイズ/フレームレートについて

項目
動画記録形式

N-RAW 12-bit ProRes RAW HQ 12-bit

［[FX] 8256×4644 60p］ 4 —

［[FX] 8256×4644 50p］ 4 —

［[FX] 8256×4644 30p］ 4 —

［[FX] 8256×4644 25p］ 4 —

［[FX] 8256×4644 24p］ 4 —

［[FX] 4128×2322 120p］ 4 —

［[FX] 4128×2322 100p］ 4 —

［[FX] 4128×2322 60p］ 4 4

［[FX] 4128×2322 50p］ 4 4

［[FX] 4128×2322 30p］ 4 4

［[FX] 4128×2322 25p］ 4 4

［[FX] 4128×2322 24p］ 4 4

［[DX] 5392×3032 60p］ 4 —

［[DX] 5392×3032 50p］ 4 —

［[DX] 5392×3032 30p］ 4 4

190 動画の画像サイズ/フレームレートについて



項目
動画記録形式

N-RAW 12-bit ProRes RAW HQ 12-bit

［[DX] 5392×3032 25p］ 4 4

［[DX] 5392×3032 24p］ 4 4

［[2.3×] 3840×2160 120p］ 4 —

［[2.3×] 3840×2160 100p］ 4 —

［[2.3×] 3840×2160 60p］ — 4

［[2.3×] 3840×2160 50p］ — 4

動画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］の設定にかかわらず、「FX」がついた項目を選ぶ
と撮像範囲は［FX］に、「DX」がついた項目を選ぶと撮像範囲は［DX］に固定されます。「2.3×」
がついた項目を選ぶと、FXフォーマットの焦点距離の約 2.3倍に相当する画角になります。
DXレンズを装着した場合は、自動的に DXベースの（動画）フォーマットになります。「FX」がつ
いた項目は選べません。

RAW動画以外の画像サイズ/フレームレートについて

項目 1
動画記録形式

ProRes 422 HQ 10‑bit H.265 10-bit/8‑bit H.264 8‑bit

［7680×4320 30p］2、3 — 4 —

［7680×4320 25p］2、3 — 4 —

［7680×4320 24p］2、3 — 4 —

［3840×2160 120p］2、4 — 4 —

［3840×2160 100p］2、4 — 4 —

［3840×2160 60p］4 4 4 —

［3840×2160 50p］4 4 4 —

191 動画の画像サイズ/フレームレートについて



項目 1
動画記録形式

ProRes 422 HQ 10‑bit H.265 10-bit/8‑bit H.264 8‑bit

［3840×2160 30p］4 4 4 —

［3840×2160 25p］4 4 4 —

［3840×2160 24p］4 4 4 —

［1920×1080 120p］2 4 4 —

［1920×1080 100p］2 4 4 —

［1920×1080 60p］ 4 4 4

［1920×1080 50p］ 4 4 4

［1920×1080 30p］ — 4 4

［1920×1080 25p］ — 4 4

［1920×1080 24p］ — 4 4

120p：119.88コマ/秒、100p：100コマ/秒、60p：59.94コマ/秒、50p：50コマ/秒、30p：29.97
コマ/秒、25p：25コマ/秒、24p：23.976コマ/秒
動画撮影メニュー［電子手ブレ補正］は［OFF］に固定されます。
8K UHD動画として記録されます。DXレンズ装着時は選べません。
4K UHD動画として記録されます。
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ビットレートについて
ビットレートは動画記録形式によって異なります。
［N-RAW 12-bit（NEV）］に設定している場合、動画撮影メニュー［動画の画質（N-RAW）］の設
定によってもビットレートが異なります。
ProRes RAW HQ 12-bitおよび ProRes 422 HQ 10-bitのデータ仕様については Appleのホームペー
ジをご覧ください。

N-RAW 12-bit、高画質
［動画の画質（N-RAW）］を［高画質］に設定した場合の NEV形式動画のビットレートと、再生用MP4
動画の平均ビットレートは次の通りです。

項目 NEV MP4

［[FX] 8256×4644 60p］ 約 5780Mbps

約 56Mbps

［[FX] 8256×4644 50p］ 約 4810Mbps

［[FX] 8256×4644 30p］ 約 3470Mbps

［[FX] 8256×4644 25p］ 約 2890Mbps

［[FX] 8256×4644 24p］ 約 2780Mbps

［[FX] 4128×2322 120p］ 約 3480Mbps
約 120Mbps

［[FX] 4128×2322 100p］ 約 2900Mbps

［[FX] 4128×2322 60p］ 約 1740Mbps
約 56Mbps

［[FX] 4128×2322 50p］ 約 1450Mbps

［[FX] 4128×2322 30p］ 約 870Mbps

約 28Mbps［[FX] 4128×2322 25p］ 約 730Mbps

［[FX] 4128×2322 24p］ 約 700Mbps

［[DX] 5392×3032 60p］ 約 2960Mbps
約 56Mbps

［[DX] 5392×3032 50p］ 約 2470Mbps
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項目 NEV MP4

［[DX] 5392×3032 30p］ 約 1480Mbps

約 28Mbps［[DX] 5392×3032 25p］ 約 1240Mbps

［[DX] 5392×3032 24p］ 約 1190Mbps

［[2.3×] 3840×2160 120p］ 約 3020Mbps
約 120Mbps

［[2.3×] 3840×2160 100p］ 約 2510Mbps

N-RAW 12-bit、標準
［動画の画質（N-RAW）］を［標準］に設定した場合の NEV形式動画のビットレートと、再生用MP4
動画の平均ビットレートは次の通りです。

項目 NEV MP4

［[FX] 8256×4644 60p］ 約 3470Mbps

約 56Mbps

［[FX] 8256×4644 50p］ 約 2890Mbps

［[FX] 8256×4644 30p］ 約 1740Mbps

［[FX] 8256×4644 25p］ 約 1450Mbps

［[FX] 8256×4644 24p］ 約 1390Mbps

［[FX] 4128×2322 120p］ 約 1750Mbps
約 120Mbps

［[FX] 4128×2322 100p］ 約 1460Mbps

［[FX] 4128×2322 60p］ 約 880Mbps
約 56Mbps

［[FX] 4128×2322 50p］ 約 730Mbps

［[FX] 4128×2322 30p］ 約 440Mbps

約 28Mbps［[FX] 4128×2322 25p］ 約 370Mbps

［[FX] 4128×2322 24p］ 約 350Mbps
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項目 NEV MP4

［[DX] 5392×3032 60p］ 約 1490Mbps
約 56Mbps

［[DX] 5392×3032 50p］ 約 1240Mbps

［[DX] 5392×3032 30p］ 約 750Mbps

約 28Mbps［[DX] 5392×3032 25p］ 約 620Mbps

［[DX] 5392×3032 24p］ 約 600Mbps

［[2.3×] 3840×2160 120p］ 約 1510Mbps
約 120Mbps

［[2.3×] 3840×2160 100p］ 約 1260Mbps

H.265 10-bit、H.265 8-bit、H.264 8-bit
それぞれの平均ビットレートは次の通りです。

項目
動画記録形式

H.265 10‑bit H.265 8‑bit H.264 8‑bit

［7680×4320 30p］

約 400Mbps 約 370Mbps

—

［7680×4320 25p］ —

［7680×4320 24p］ —

［3840×2160 120p］ —

［3840×2160 100p］ —

［3840×2160 60p］
約 340Mbps 約 300Mbps

—

［3840×2160 50p］ —
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項目
動画記録形式

H.265 10‑bit H.265 8‑bit H.264 8‑bit

［3840×2160 30p］

約 190Mbps 約 150Mbps

—

［3840×2160 25p］ —

［3840×2160 24p］ —

［1920×1080 120p］ —

［1920×1080 100p］ —

［1920×1080 60p］
約 100Mbps 約 80Mbps 約 50Mbps

［1920×1080 50p］

［1920×1080 30p］

約 50Mbps 約 40Mbps 約 30Mbps［1920×1080 25p］

［1920×1080 24p］
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設定した撮像範囲は撮影画面に表示されます。動画撮影メニュー
［撮像範囲］>［DXクロップ警告表示］を［ON］に設定すると、
撮像範囲が DXおよび 2.3倍の場合に撮影画面で撮像範囲のアイ
コンが点滅します。

動画撮影時の撮像範囲について
動画撮影時の撮像範囲は、動画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］で設定できます。撮像範
囲によって、撮影できる画角が異なります。動画のアスペクト比（縦横比）は撮像範囲にかかわらず
16：9です。

［FX］に設定した場合は FXベースの（動画）フォーマットに、［DX］に設定した場合は DXベース
の（動画）フォーマットになります。
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［N-RAW 12-bit（NEV）］および［ProRes RAW HQ
12-bit（MOV）］を選んでいる場合は、［画像サイズ/フレームレート］の設定によって撮像範囲が
変更されます。動画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］での設定は行なえません。
［画像サイズ/フレームレート］を［3840×2160 120p］、［3840×2160 100p］、［1920×1080 120p］、
［1920×1080 100p］に設定している場合に、［撮像範囲設定］を［DX］に設定するか DXレンズを
装着すると、FXフォーマットの焦点距離の約 2.3倍に相当する画角になります。
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それぞれの撮像範囲のサイズは次の通りです。

フォーマット サイズ

FXベースの（動画）フォーマット 約 35.9×20.2 mm

DXベースの（動画）フォーマット 約 23.5×13.2 mm

2.3倍時 約 16.7×9.4 mm

DXレンズを装着した場合は、自動的に DXベースの（動画）フォーマットになります。
動画の画像サイズを 7680×4320に設定した場合は、撮像範囲は［FX］に固定されます。DXレンズ
を装着した場合、画像サイズは 3840×2160に変更されます。
動画撮影メニュー［電子手ブレ補正］を［ON］に設定しているときは、画角が狭くなります。
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動画撮影時のご注意とヒント
動画撮影時には次のことにご注意ください。

1回の動画撮影の最長記録時間は 125分です。
32GB以下のカードを使用する場合、動画は最大 8個のファイルに分割されて記録されることがあ
ります。分割された各ファイルのファイルサイズは最大で 4GBです。1回の撮影で作成されるファ
イルの数と 1ファイルあたりの記録時間は［画像サイズ/フレームレート］の設定によって異なりま
す。
32GB以下のカードを使用している場合に、動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［ProRes
422 HQ 10-bit （MOV）］を選んでいるときは、動画のファイルサイズが 4GBに達すると記録が自
動的に終了します。ファイルの分割は行われません。
使用しているメモリーカードの書き込み速度によっては、最長記録時間に満たないで記録が自動的
に終了する場合があります。
32GB以下の XQDカードを使用している場合、動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［N-
RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ 12-bit（MOV）］を選んでいると、動画記録できま
せん。
0（動画記録禁止）マーク（0 91）が表示されているときは、動画記録できません。
動画撮影時は測光モードを［スポット測光］に設定できません。
動画撮影時は、別売のスピードライト（0 374）は発光しません。

ヒント：動画撮影時の撮影モードについて
動画撮影時に絞り値、シャッタースピード、ISO感度を設定できるかどうかは、撮影モードによって異
なります。

撮影モード 絞り値 シャッタースピード ISO感度 2

P、 S1 — — —3

A 4 — —3

M 4 4 44

撮影モードが Sの場合は、Pに設定したときと同じ露出制御になります。
動画撮影メニュー［電子手ブレ補正］を［ON］に設定すると、動画の ISO感度の上限は 25600に
制限されます。
動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［制御上限感度］で ISO感度の上限を設定できます。
動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［Mモード時の感度自動制御］を［ON］に設定した場合、
［制御上限感度］で ISO感度の上限を設定できます。
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ヒント：動画記録中のホワイトバランスの変更について
動画記録中にUボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、ホワイトバランスの設定を変更で
きます。

ヒント：シャッタースピードを固定して撮影するには
撮影モードMで動画撮影する場合、シャッタースピードを 1/25～1/32000秒の範囲で設定できます
（動画のフレームレートによって、低速側の制限が異なります）。

ヒント：ワイヤレスリモートコントローラーとリモートコードについて
カスタムメニュー g2［カスタムボタンの機能］>［シャッターボタン］を［動画撮影］に設定すると、
別売のワイヤレスリモートコントローラーやリモートコードのシャッターボタンを半押ししてピント
合わせを行ったり、全押しして動画記録の開始と終了を行えます。

ヒント：外部マイクについて
市販の 3.5mmミニプラグマイクを外部マイク入力端子に接続すると、外部マイクを使用して動画撮影
することができます。
使用する外部マイクに電源を供給するかどうかを動画撮影メニュー［マイク端子のプラグインパワ
ー］で設定できます（0 518）。
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RAW動画について
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［N-RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ12-
bit（MOV）］に設定して撮影した動画を RAW動画といいます。

D RAW動画撮影時のご注意
［N-RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ 12-bit（MOV）］に設定している場合、次の制限
があります。
高感度（Hi 0.3～Hi 2.0）は設定できません。
動画撮影メニュー［アクティブ D-ライティング］、［高感度ノイズ低減］、［回折補正］、［電子手ブレ
補正］は設定できません。
カメラでの動画編集は行えません。
HDMI対応機器と接続時の出力解像度は、セットアップメニュー［HDMI］>［出力解像度］の設定
にかかわらず最大 1920×1080 になります。
階調モードで［N-Log］を選んでいる場合のご注意については、「N-Log動画の撮影について」
（0 204）をご覧ください。

D RAW動画の再生/編集について
RAW動画を再生/編集するには、RAW動画に対応したパソコン用ソフトウェアが必要です。ニコンの
ソフトウェア NX Studioでは、RAW動画と同時に記録されるMP4形式の再生用動画（プロキシー動
画）の再生のみ可能です。
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HLG動画の撮影について
HLG動画は HLG（Hybrid Log Gamma）方式で撮影された動画のことで、HDR放送などに使用されま
す。動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［H.265 10-bit（MOV）］に設定し、階調モードで
［HLG］を選ぶと、HLG方式の動画を撮影できます。

撮影画面にoが表示されます。
撮影した HLG動画を適切な色表現で再生するには、HDRに対応したパソコンや OS、アプリケーシ
ョン、モニターなどの環境が必要です。

D HLG動画撮影時のご注意
階調モードを［HLG］に設定すると、［SDR］または［N-Log］と比べて撮影画面にノイズ（ざらつ
き、むら、すじ）が目立ちやすくなります。
動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［制御上限感度］で設定できる下限は ISO 800になります。
動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［Mモード時の ISO感度］で設定できる下限は ISO 400にな
ります。
高感度（Hi 0.3 ～ Hi 2.0）は設定できません。
動画撮影メニュー［ピクチャーコントロール］は設定できません。動画撮影メニュー［HLG画質調
整］で画像の仕上がりを調整できます。
動画撮影メニュー［アクティブ D-ライティング］は［しない］に固定されます。
画像モニターにチラつきやざらつきが見えることがあります。
オートフォーカス時にピントが合いにくくなりますが故障ではありません。

D HDR（HLG）出力について
HDMIを使用して外部機器に HDR（HLG）出力を行う場合、適切な色再現を行うには、記録機器やモ
ニターなど、HDR（HLG）に対応した環境が必要です。 接続機器から HDR（HLG）に対応していると
いう信号を受信したときは、ガンマ：HLGという識別信号を送ります。

D 階調モード HLG設定時のカメラの画像モニター/ファインダーの表示について
階調モードを［HLG］に設定すると、カメラの撮影画面または再生画面にノイズ（ざらつき、むら、
すじ）が発生したり、高彩度やハイライトの再現性が低下したりする場合があります。適切な階調を
確認するには、HLGに対応したモニター、パソコン、OS、アプリケーションなどをご使用ください。

D HLG動画の再生/編集について
HLG動画を再生/編集するには、HLG動画に対応したパソコン用ソフトウェアが必要です。ニコンのソ
フトウェア NX Studioではサムネイル表示されますが、再生/編集はできませんのでご注意ください。
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ビューアシストについて
HLG動画撮影時は撮影画面が低コントラストで表示されます。カスタムメニュー g11［ビューアシス
ト］を［ON］に設定すると、簡易的な階調補正を適用してカメラの撮影画面に表示します。

撮影画面にpが表示されます。
実際に記録している動画には影響ありません。
カメラで HLG動画を再生する場合にも階調補正が適用されます。

203 HLG動画の撮影について



N-Log動画の撮影について
光量を対数関数でデジタル化した「Log」を使用して動画撮影することを「Log撮影」と呼びます。動
画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［N-RAW 12-bit（NEV）］、［ProRes RAW HQ 12-bit
（MOV）］、［ProRes 422 HQ 10-bit（MOV）］または［H.265 10-bit（MOV）］に設定して階調モード
で［N-Log］を選ぶと、ニコン独自の Logである N‑Logを使用した Log撮影を行えます。N-Logを使
用すると、ハイライト側およびシャドー側の階調とびを抑えた色飽和の少ない動画を撮影できます。

撮影画面にnが表示されます。
［動画記録ファイル形式］が［H.265 10-bit（MOV）］の場合、最低感度（ISO 800）時のダイナミ
ックレンジは 12 stops（1300%）です。
N-Logはポストプロダクション工程でカラーグレーディングを行うことを前提としています。カラ
ーグレーディングを行うと、ひとつの素材をさまざまな雰囲気に変更できます。
カラーグレーディングを行うには、対応する他社製の動画編集用ソフトウェアが必要です。
カラーグレーディング時に「N-Log用 3D LUT」を適用することで、Rec.709の表示に対応したモニ
ターで美しく見ることができる映像に仕上がります。

N-Log用 3D LUTは、ニコンダウンロードセンターで公開されています。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/

D N-Log撮影時のご注意
動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［制御上限感度］で設定できる下限は ISO 1600になります。
動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［Mモード時の ISO感度］で設定できる下限は ISO 800にな
ります。
高感度（Hi 0.3 ～ Hi 2.0）は設定できません。
動画撮影メニュー［ピクチャーコントロール］および［高感度ノイズ低減］は設定できません。
動画撮影メニュー［アクティブ D-ライティング］は［しない］に固定されます。
画像モニターにチラつきやざらつきが見えることがあります。
オートフォーカス時にピントが合いにくくなりますが故障ではありません。

ビューアシストについて
N-Log撮影時は撮影画面が低コントラストで表示されます。カスタムメニュー g11［ビューアシスト］
を［ON］に設定すると、簡易的な階調補正を適用してカメラの撮影画面に表示します。

撮影画面にpが表示されます。
実際に記録している動画には影響ありません。
カメラで N-Log動画を再生する場合にも階調補正が適用されます。
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ハイレゾズームが有効な場合、画面にHアイコンが表示されま
す。
ズーム操作中は拡大率を示すバーが表示され、現在の倍率を確認
できます。ズーミングは 2.0倍まで行えます。

ハイレゾズームについて
動画撮影メニュー［ハイレゾズーム］を［ON］に設定すると、ズームレンズを使用しなくても画質の
劣化なくズーミングを行えます。
ハイレゾズームは次の条件を全て満たす動画で行えます。
動画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］が［FX］
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］が［ProRes 422 HQ 10-bit（MOV）］、［H.265 10-
bit（MOV）］、［H.265 8-bit（MOV）］、［H.264 8-bit（MP4）］
動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレート］が［3840×2160 30p］～［3840×2160 24p］
および［1920×1080 120p］～［1920×1080 24p］

ハイレゾズームでズーミングを行う
動画撮影メニュー［ハイレゾズーム］を［ON］にし、マルチセレクターの42を押すとハイレゾズ
ームでズーミングを行えます。

D ハイレゾズームについてのご注意
AFエリアモードは［ワイドエリア AF（L）］に固定されます。フォーカスポイントは表示されませ
ん。
動画撮影メニュー［電子手ブレ補正］は［OFF］に固定されます。
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ヒント：ボタン操作でハイレゾズームを行う
カスタムメニュー g2［カスタムボタンの機能］で［ハイレゾズーム（望遠側）］および［ハイレゾズ
ーム（広角側）］を割り当てたボタンを操作してズーミングを行うこともできます。
カスタムメニュー g2［カスタムボタンの機能］でハイレゾズームのズーミング機能を割り当てられ
るボタンは［Fn1ボタン］、［Fn2ボタン］、［レンズの Fnリング（右回し）］、［レンズの Fnリング
（左回し）］、［レンズのコントロールリング］です。
［Fn1ボタン］、［Fn2ボタン］、［レンズの Fnリング（右回し）］、［レンズの Fnリング（左回し）］
に割り当てている場合、カスタムメニュー g8［ハイレゾズーム速度］でハイレゾズームの速度
を［低速］、［中速］、［高速］から選べます。
［レンズのコントロールリング］に割り当てている場合、カスタムメニュー f10［コントロールリ
ングの感度］で感度を設定できます。
カスタムメニュー f11［フォーカス/コントロールリング入れ換え］に対応したレンズを装着して
［ON］に設定した場合、コントロールリングの代わりにフォーカスリングでハイレゾズームを行
えます。
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1コマ表示モードのときにW（Q）ボタンを押すと、複数の縮小画
像（サムネイル画像）を表示する「サムネイル表示モード」に切り
替わります。

画像の再生と編集

画像を再生する

1コマ表示モード
Kボタンを押すと、最後に撮影した画像が画像モニターまたはファインダーに表示されます。

マルチセレクターの4を押すと前の画像が、2を押すと次の画像が表示されます。
13または DISPボタンを押すと、表示中の画像についての詳しい情報が表示されます（0 209）。

サムネイル表示モード

表示される画像の数は、W（Q）ボタンを押すたびに 4コマ、9コマ、72コマの順に増え、Xボタ
ンを押すたびに減ります。
マルチセレクターの1342を押して画像を選びます。

207 画像を再生する



再生メニュー［画像の自動回転］を［ON］に設定すると、縦位置
で撮影した画像を横位置で再生する場合、または横位置で撮影した
画像を縦位置で再生する場合に、画像が自動的に回転します。

D タッチパネルでの操作について
画像モニターで再生している場合、タッチ操作で再生画面を切り換えることができます（0 56）。

D ［画像の自動回転］について

D 撮影直後の画像確認について
再生メニュー［撮影直後の画像確認］を［する］に設定している場合、Kボタンを押さなくても、撮
影した画像を自動的に画像モニターまたはファインダーに表示します。

［する（画像モニター表示のみ）］に設定している場合、ファインダーには撮影画像は表示されませ
ん。
連続撮影時は、撮影終了後に最初のコマから順次画像を表示します。
再生メニュー［画像の自動回転］を［ON］に設定していても、撮影直後の画像確認時は自動回転し
ません。
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標準表示
露出情報※

ハイライト表示※

RGBヒストグラム※

1
2
3
4

撮影情報※

統合表示※

画像のみ表示※

ファイル情報※

5
6
7
8

画像情報を表示する
1コマ表示モードでは、画像についての詳しい情報を見ることができます。マルチセレクターの13
または DISPボタンを押すと、次のように撮影情報の表示が切り替わります。

再生メニュー［再生画面設定］で設定している場合のみ表示します。
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音声メモの有無（0 273）
プロテクト設定の有無（0 230）
画像編集の有無（0 242）
送信指定の有無（0 233）
IPTCプリセット添付の有無（0 704）
フォーカスポイント 1（0 111）
連続撮影グループ先頭/グループの総枚数
2（0 668）
コマ番号/フォルダー内全画像数
画質モード（0 99）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

画像サイズ（0 101）
撮像範囲（0 97）
撮影時刻（0 683）
撮影日付（0 683）
スロット
レーティング（0 232）
フォルダー名（0 410）
ファイル名（0 414）

10
11
12
13
14
15
16
17

標準表示
1 3 6 8

9

1213 11 10

2 54

16

14

15

17

7

再生メニュー［再生画面設定］で［フォーカスポイント］を設定した場合のみ表示します。
再生メニュー［再生画面設定］で［グループの先頭表示］を設定し、連続撮影グループ先頭の画
像を再生したときのみ表示します。
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スロット
フォルダー番号-ファイル名を表す 4桁の
数字（0 410）
撮影モード（0 119）
シャッタースピード（0 120、0 121）

1
2
3
4

絞り値（0 120、0 121）
露出補正値（0 129）
ISO感度※（0 138）

5
6
7

露出情報

543 6 7

21

感度自動制御した画像の場合、ISO感度を赤く表示します。
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ホワイトバランス（0 142）
ホワイトバランス色温度（0 150）
プリセットマニュアル（0 153）
ホワイトバランス微調整（0 146）
RGBのヒストグラム
赤色（R）のヒストグラム

1

2
3

緑色（G）のヒストグラム
青色（B）のヒストグラム

4
5

ハイライト表示
1

画像のハイライト部分（画像の中の非常に明るい部分）を点滅表示します。

RGBヒストグラム
2

3

4

5
1
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RGBヒストグラム表示で Xボタンを押すと、ヒストグラム表示のま
ま拡大画面になります。拡大ヒストグラム表示では、拡大領域のヒ
ストグラムを表示することができます。また、拡大表示中にマルチ
セレクターを操作すると画面をスクロールして見たい部分に移動
できます。W（Q）ボタンを押すと画像を縮小表示します。

いろいろな明るさの被写体が写っている画像で
は、グラフの山が全体的に分布したヒストグラム
になります。

暗い画像はヒストグラムの分布が左側に寄った
形になります。

明るい画像はヒストグラムの分布が右側に寄っ
た形になります。

D 拡大ヒストグラム表示について

D ヒストグラムについて
ヒストグラムとは、画像の明るさ（輝度）の分布を表すグラフのことです。横軸は明るさ、縦軸は明
るさごとのピクセル数を示しています。

露出補正を＋側にすれば山が右側に寄り、－側にすれば山が左側に寄ります。屋外などで周りが明る
すぎて画像モニターでは画像の明るさが確認しにくいときでも、ヒストグラムから画像全体の露出傾
向を確認することができます。

D ヒストグラム表示について
RGBヒストグラムは明るさ（輝度）を表示しています。
ヒストグラム表示は、画像加工アプリケーションで表示されるヒストグラムと異なることがありま
す。目安としてお使いください。
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測光モード（0 437）
シャッタースピード（0 120、0 121）
絞り値（0 120、0 121）
撮影モード（0 119）
ISO感度 1（0 138）
露出補正値（0 129）
基準露出レベルの調節値 2（0 555）
焦点距離
レンズ情報
フォーカスモード（0 103）
AFエリアモード（0 105）

1

2
3
4
5
6

手ブレ補正機能（0 444）
ホワイトバランス 3（0 142）
ホワイトバランス微調整（0 146）
色空間（0 425）
カメラ名

7
8
9

10
11

撮影情報
撮影時の設定の詳細を表示します。撮影情報では複数の詳細情報のページがあり、マルチセレクター
の13で表示を切り換えます。表示する詳細情報のページは、再生メニュー［再生画面設定］>［撮
影情報の詳細］で設定できます。

撮影基本情報

6

5

4

3

2

1

7

8

9

10 11

感度自動制御した画像の場合、ISO感度を赤く表示します。
カスタムメニュー b6［基準露出レベルの調節］を 0以外に設定している場合のみ表示します。
4［オート］、D［自然光オート］、またはL［プリセットマニュアル］で撮影した場合は、
撮影時の色温度が表示されます。
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フラッシュの種類
リモートフラッシュの制御方法

1
2

フラッシュモード（0 379）
フラッシュ発光モード（0 377）
調光補正値（0 381）

3
4

フラッシュ情報
別売のスピードライト使用時にのみ表示します（0 373、0 384）。

3

2

1

4

ピクチャーコントロール/HLG情報
表示される項目は、撮影時に設定したピクチャーコントロールによって異なります。HLG動画の場合、
動画撮影メニュー［HLG画質調整］の設定が表示されます。

1

ピクチャーコントロール（0 169）
HLG画質調整（0 500）
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高感度ノイズ低減（0 429）
長秒時ノイズ低減（0 428）
アクティブ D-ライティング（0 426）
HDR強度（0 453）

1
2
3

ヴィネットコントロール（0 430）
再生時の iメニュー［画像編集］
（0 242）で行われた画像編集の内容が一
覧表示されます。複数の画像編集が行われ
た場合は、順番に表示されます。
画像コメント（0 702）

4
5

6

撮影者名（0 703）1 著作権者名（0 703）2

撮影情報その他

4

3

2

1

5

6

著作権情報
セットアップメニュー［著作権情報］を設定して撮影した画像の場合のみ表示します。

1

2
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緯度
経度

1
2

標高
UTC（協定世界時）

3
4

位置情報
位置情報を取得して撮影した画像の場合のみ表示します。

3

2

1

4
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Caption
Event ID
Headline
Object Name
City
State
Country

1
2
3
4
5
6
7

Category
Supp. Cat.（Supplemental Categories）
Byline
Byline Title
Writer/Editor
Credit
Source

8
9

10
11
12
13
14

IPTC情報

12

11

10

9

8

13

14

5

4

3

2

1

6

7
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コマ番号/フォルダー内全画像数
カメラ名
画像のヒストグラム（0 213）
画質モード（0 99）
画像サイズ（0 101）
撮像範囲（0 97）

1
2
3
4
5
6

ファイル名（0 414）
撮影時刻（0 683）
撮影日付（0 683）
スロット
フォルダー名（0 410）
レーティング（0 232）

7
8
9

10
11
12

統合表示
2

3

4

9 8 7 6

12

1

5

11

10
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音声メモの有無（0 273）
プロテクト設定の有無（0 230）
画像編集の有無（0 242）
送信指定の有無（0 233）
IPTCプリセット添付の有無（0 704）
位置情報の有無（0 179）
画像コメントの有無（0 702）
測光モード（0 437）
撮影モード（0 119）
シャッタースピード（0 120、0 121）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

絞り値（0 120、0 121）
ISO感度 1（0 138）
焦点距離
アクティブ D-ライティング（0 426）
ピクチャーコントロール（0 169）
色空間（0 425）
フラッシュモード 2（0 379）
ホワイトバランス（0 142）
ホワイトバランス色温度（0 150）
プリセットマニュアル（0 153）
ホワイトバランス微調整（0 146）
調光補正値 2（0 381）
コマンダーモードの有無 2

露出補正値（0 129）

11
12
13
14
15
16
17
18

19
20

14
19

20

8 9 10 11 12 13

1 2 3 4 5 6 7

17 16 1518

感度自動制御された画像の場合、ISO感度を赤く表示します。
別売のスピードライト使用時にのみ表示します（0 373、0 384）。
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音声メモの有無（0 275）
プロテクト設定の有無（0 230）
画像編集の有無（0 242）
送信指定の有無（0 233）

1
2
3
4

IPTCプリセット添付の有無（0 704）
フォーカスポイント 1（0 111）
コマ番号/フォルダー内全画像数
連続撮影グループ先頭/グループの総枚数
2（0 668）
レーティング（0 232）

5
6
7
8
9

ファイル情報
1 3 6 7

9 8

2 54

再生メニュー［再生画面設定］で［フォーカスポイント］を設定した場合のみ表示します。
再生メニュー［再生画面設定］で［グループの先頭表示］を設定し、連続撮影グループ先頭の画
像を再生したときのみ表示します。
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iボタン（再生時） 
1コマ表示モード、サムネイル表示モードまたは拡大表示時に iボタンを押すと、iメニューが表示さ
れます。項目を選んでJボタンまたはマルチセレクターの2を押すと、選んだ項目の設定画面が表示
されます。

再生画面に戻るには、もう一度 iボタンを押してください。

静止画選択時
項目 内容

［簡易トリミング］1 画像の拡大表示された部分だけを切り抜きます。RGBヒストグラ
ム表示（0 212）の場合は選べません。

［グループの一括操作］

再生メニュー［グループ再生の設定］>［サムネイルのグループ表
示］を［ON］に設定している場合、1回の連続撮影で記録した画
像全てに対して送信指定、プロテクト（保護）、または削除ができ
ます。
画像の送信指定はパソコンまたは FTPサーバーにのみ行えま
す。

［レーティング］ 選んだ画像にレーティングを設定します（0 232）。

［送信指定（スマートフォン）］

画像の送信指定を行えます（0 233）。表示される項目は、現在カ
メラと接続している接続先により異なります。［送信指定（PC）］

［送信指定（FTP）］
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項目 内容

［一括送信指定（PC）］ フィルター再生（0 234）を行ったときに、フィルター再生の条
件に当てはまった全ての画像に送信指定を行えます。
カメラをパソコンまたは FTPサーバーと接続している場合に
のみ表示されます。
ファイルサイズ 4GBを超える動画は送信指定できません。

［一括送信指定（FTP）］

［フィルター再生］ 設定された条件に当てはまる画像のみを再生します（0 234）。

［フィルター再生の条件設定］ フィルター再生する場合に、どの条件の画像を再生するかを設定
できます。

［音声メモの録音］ 選んだ静止画に音声メモを録音します（0 273）。

［音声メモの再生］ 音声メモを再生します（0 275）。

［画像編集］ 選んだ静止画を編集できます（0 242）。

［同時記録画像へジャンプ］

静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］を［バックアップ記録］、
［RAW+JPEG分割記録］または［JPEG+JPEG分割記録］に設定し
て同時記録または分割記録した画像を再生している場合、もう一
方のスロットに記録した画像を再生できます。

［スロット/フォルダー指定］

スロットとフォルダーを切り換えられます。スロットを選んで2
を押すと、選んだスロット内のフォルダーの一覧が表示されます。
フォルダーを選んでJボタンを押すと、フォルダー内の画像が表
示されます。

［プロテクト］ 現在選ばれている画像を、削除しないようにプロテクト（保護）
します（0 230）。

［プロテクト一括解除］2 再生メニュー［再生フォルダー設定］で設定されているフォルダ
ー内の全ての画像のプロテクトを一括で解除できます。

［IPTC］ 選んだ静止画に設定した IPTC情報を添付します（0 704）。

［編集前後の画像表示］3 画像編集を行った画像を、元画像と並べて表示して、画像編集の
効果を確認できます。

［スライドショー］ 現在表示している画像と、それ以降に撮影した画像を記録された
順番に 1コマずつ連続再生します（0 235）。

拡大表示している場合のみ表示されます。

223 iボタン（再生時） 
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拡大表示している場合は表示されません。
編集後の画像（pが表示されている画像）または編集元の画像を選択しているときのみ表示され
ます。

224 iボタン（再生時） 
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画像編集の内容
編集前の画像

1
2

編集後の画像3

ヒント：［編集前後の画像表示］について
［編集前後の画像表示］を選ぶと、画像編集で作成した画像と画像編集の元画像を比較しながら、画像
編集の効果を確認できます。

1

2 3

編集前の画像が左側、編集後の画像が右側に表示されます。
画像編集の内容は、2つの画像の上に表示されます。
マルチセレクターの42で、編集前/編集後の画像を切り換えられます。
画像合成の元画像の場合、13で 2枚の元画像を切り換えられます。
1枚の元画像から複数の画像編集を行った場合、13で編集後の画像を切り換えられます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
Jボタンを押すと、黄色の枠で選択中の画像を 1コマ表示します。
Kボタンを押すと、再生画面に戻ります。
プロテクトされている画像を編集した場合は、編集前の画像は表示されません。
編集元の画像を削除した場合、編集前の画像は表示されません。
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動画選択時
項目 内容

［レーティング］ 選んだ動画にレーティングを設定します（0 232）。

［送信指定（PC）］ 動画の送信指定を行えます（0 233）。カメラをパソコンまたは FTP
サーバーと接続している場合にのみ表示されます。［送信指定（FTP）］

［一括送信指定（PC）］ フィルター再生（0 234）を行ったときに、フィルター再生の条件
に当てはまった全ての画像に送信指定を行えます。
カメラをパソコンまたは FTPサーバーと接続している場合にの
み表示されます。
ファイルサイズが 4GBを超える動画は送信指定できません。

［一括送信指定（FTP）］

［フィルター再生］ 設定された条件に当てはまる画像のみを再生します（0 234）。

［フィルター再生の条件設定］ フィルター再生する場合に、どの条件の画像を再生するかを設定で
きます。

［音量調節］ 動画再生時の音量を調節できます。

［動画編集（始点/終点設定）］ 選んだ動画の前半、後半、または前後両端を切り取って、選択した
範囲だけを残すことができます（0 266）。

［スロット/フォルダー指定］

スロットとフォルダーを切り換えられます。スロットを選んで2
を押すと、選んだスロット内のフォルダーの一覧が表示されます。
フォルダーを選んでJボタンを押すと、フォルダー内の画像が表
示されます。

［プロテクト］ 現在選ばれている画像を、削除しないようにプロテクト（保護）し
ます（0 230）。

［プロテクト一括解除］ 再生メニュー［再生フォルダー設定］で設定されているフォルダー
内の全ての画像のプロテクトを一括で解除できます。

［スライドショー］ 現在表示している画像と、それ以降に撮影した画像を記録された順
番に 1コマずつ連続再生します（0 235）。
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動画再生一時停止時
項目 内容

9 ［動画編集（始点/終点設定）］ 動画の必要な部分だけを残します（0 266）。

4 ［表示中のフレームを保存］ 選択した 1フレームを切り出して、JPEG画像として保存しま
す（0 270）。

8 ［フレームを連続保存］ 指定した秒数分のフレームを JPEG画像として保存します
（0 271）。

［音量調節］ 動画再生時の音量を調節できます。
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1コマ表示モードのときに XボタンまたはJボタンを押すか、画面
を素早く 2回タッチすると、拡大表示されます。拡大できる最大の
大きさ（長さ比）は、画像サイズが Lの場合は約 32倍、Mでは約
24倍、Sでは約 16倍です（撮像範囲が［FX（36×24）］の場合）。
拡大表示時に人物の顔を認識した場合、顔を白枠で囲み、サブコマ
ンドダイヤルを回して順次移動することができます。

画像を拡大表示する

拡大表示中の操作方法
操作 内容

拡大率を上げる/ 拡大率を下げる

Xボタンを押すか、画面
で広げる操作をするご
とに拡大率が上がりま
す。
W（Q）ボタンを押す
か、画面でつまむ操作を
するごとに拡大率が下
がります。

拡大表示中に拡大率を操作する
と、画面の右下にナビゲーショ
ンウィンドウが表示され、拡大
表示中の部分が黄色い枠で囲ん
で示されます。ナビゲーション
ウィンドウの下には拡大率を示
すバーが表示され、拡大率が等
倍（100%）の場合、バーの色が
緑で表示されます。ナビゲーシ
ョンウィンドウは数秒すると消
えます。

画面をスクロール（移動）させる
マルチセレクターを押すか、画像モニターでスライド操作する
と見たい部分に移動できます。マルチセレクターを押し続ける
と、高速で移動します。

拡大表示部分を切り抜く
iボタンを押して表示されるメニューから［簡易トリミング］
を選ぶと、画像の拡大表示された部分だけを切り抜きます。
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操作 内容

人物の顔へ移動させる

拡大表示中に人物の顔を検出すると、画面右下のナビゲーショ
ンウィンドウに白枠が表示されます。サブコマンドダイヤルを
回すか、操作ガイドをタッチすると、検出した顔に順次移動し
ます。

前後の画像を見る

メインコマンドダイヤルを回すと、そのままの拡大率と表示範
囲で、前後の静止画を表示します（動画を選ぶと、拡大表示を
終了します）。画面下部に表示される efをタッチしても画像
を切り換えられます。

画像を保護する g（Fn4）ボタンを押すと、表示中の画像にプロテクト（保
護）を設定します（0 230）。

撮影に戻る
シャッターボタンを半押しするか、Kボタンを押すと、再生
を終了します。

メニューに移る Gボタンを押すと、メニューが表示されます。
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g（Fn4）ボタンを押す

Pアイコン が表示されます。
画像のプロテクトを解除するには、解除する画像を表示（選
択）して、g（Fn4）ボタンを押します。

プロテクトで画像を削除できないように保護
をする
大切な画像を誤って削除しないために、画像にプロテクト（保護）を設定できます。ただし、メモリ
ーカードを初期化（フォーマット：0 680）すると、プロテクトを設定した画像も削除されますので
ご注意ください。

プロテクトする画像を選ぶ

1コマ表示モード/拡大表示の場合は、プロテクトする画像を表示します。
サムネイル表示モードの場合は、プロテクトする画像をマルチセレクターで選びます。

230 プロテクトで画像を削除できないように保護を
する

1

2



D 音声メモ付き画像のプロテクトについて
音声メモが録音された画像にプロテクトを設定すると、画像と音声メモの両方がプロテクトされます。
個別に設定することはできません。

D プロテクトした画像を FTPサーバーに送信する場合のご注意
プロテクトした画像を FTPサーバーに送信した場合、FTPサーバーに保存された画像のプロテクトは
解除されています。画像に目印を付けたい場合、レーティングを設定することをおすすめします。

ヒント：プロテクトの一括解除について
画像の再生中に、g（Fn4）ボタンと O（Q）ボタンを同時に 2秒以上押し続けると、再生メニュー
の［再生フォルダー設定］で設定されているフォルダー内の全ての画像のプロテクトを一括で解除で
きます。

231 プロテクトで画像を削除できないように保護を
する



マルチセレクターでレーティングを設定する画像を選んで i
ボタンを押す

［レーティング］を選んでマルチセレクターの2を押す

レーティングを設定する

メインコマンドダイヤルを回してレーティングを選び、Jボタ
ンを押します。レーティングは、ccccc～c、星なし、d
（削除候補）から選びます。

画像にレーティングを設定する
選んだ画像にレーティングを設定します。

ヒント：レーティングについて
画像に設定したレーティングは、NX Studioにも反映されます。

ヒント：ボタンとメインコマンドダイヤルでレーティングを設定する
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］で［レーティング］を割り当てたボタンを押し
ながらメインコマンドダイヤルを回すと画像にレーティングを設定できます。
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［送信指定（スマートフォン）］/［送信指定（PC）］/［送信指
定（FTP）］を選んでJボタンを押す

スマートフォンと接続している場合はWアイコンが、パソコ
ンまたは FTPサーバーに接続している場合はsアイコンが
表示されます。

画像を選んで送信指定する
スマートフォンやパソコン、FTPサーバーに取り込みたい画像をカメラで選んで送信指定することがで
きます。

iメニューに表示される項目は、現在カメラと接続している機器によって異なります。
ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］でスマートフォンと接続（0 735）している場
合：［送信指定（スマートフォン）］
ネットワークメニュー［PCと接続］でパソコンと接続（0 738）している場合：［送信指定
（PC）］
ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］で FTPサーバーに接続（0 743）している場合：
［送信指定（FTP）］

SnapBridgeアプリを使用してスマートフォンと接続している場合、動画は送信指定できません。
ファイルサイズが 4GBを超える動画は送信指定できません。

送信指定する画像を選んで iボタンを押す

D 送信指定を解除するには
解除したい画像を選んで、手順 1と 2を行います。
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項目を選び、Jボタンを押すとオンMとオフ Uを切り換えられま
す。フィルター再生時は、オンMにした項目に全て当てはまる画像
が表示されます。

フィルター再生時は、画像モニターの周りに白枠が表示されま
す。
もう一度［フィルター再生］を選ぶとフィルター再生を解除しま
す。

フィルター再生する
iメニューで［フィルター再生］を選ぶと、再生メニューまたは再生時の iメニュー［フィルター再
生の条件設定］で設定された条件に当てはまる画像のみを再生します。

［フィルター再生の条件設定］の設定項目

項目 内容

［プロテクト］ オンMにすると、プロテクトされた画像を再生対象にします。

［画像の種類］ オンMにした画像の種類を再生対象にします。

［レーティング］ オンMにしたレーティングの画像を再生対象にします。

［送信指定（PC）］ ［送信済みの画像］をオンMにすると、接続しているパソコンまたは FTP
サーバーに送信済みの画像を再生対象にします。
［未送信の画像］をオンMにすると未送信の画像を再生対象にします。
両方をオンMにすると、送信指定した全ての画像が再生対象になります。

［送信指定（FTP）］

［音声メモ］ オンMにすると、音声メモが録音された画像を再生対象にします。

［画像編集済み］ オンMにすると、画像編集を行った画像を再生対象にします。
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マルチセレクターでスライドショーを開始したい画像を選ん
で iボタンを押す

選んだ画像と、それ以降に撮影した画像が連続再生されます。

［スライドショー］を選んでマルチセレクターの2を押す

［インターバル設定］を選んで2を押すと、1コマの静止画を
表示する時間を設定できます。

スライドショーを再生する
iメニューで［スライドショー］を選ぶと、撮影した画像を記録された順番に 1コマずつ連続再生し
ます。1コマの静止画を表示する時間も設定できます。

［開始］を選んでJボタンを押す

スライドショーが開始されます。
動画は［インターバル設定］にかかわらず、動画のサムネイルを一定時間表示した後に再生
を開始します。
再生が終わるとメッセージが表示され、再生画面に戻ります。

235 スライドショーを再生する

1

2

3



スライドショー再生中の操作について
スライドショーの再生中は、次の操作が可能です。

操作 内容

1コマ進む/戻る マルチセレクターの4を押すと前の画像が、2を押すと次の画像
が表示されます。

画像情報を切り換える
13または DISPボタンを押すと、静止画再生時に画像情報の切り
換えができます。画像情報を［画像のみ］に切り換えると、画像だ
けをスライドショーで再生できます。

動画再生中に音量を調節する
Xボタンを押すと音量が大きくなり、W（Q）ボタンを押すと小さ
くなります。

通常再生に戻る
Kボタンを押すと、スライドショーを中止して、再生画面に戻り
ます。
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マルチセレクターで削除する画像を選んで O（Q）ボタンを押
す

削除確認の画面が表示されます。
Kボタンを押すと、画像の削除はキャンセルされます。

もう一度 O（Q）ボタンを押す

表示中の画像が削除されます。

画像を削除する
メモリーカードに記録された画像を削除します。削除した画像は元には戻せないのでご注意ください。
ただし、プロテクトされている画像は削除できません。

ボタン操作で画像を削除する
O（Q）ボタンを押すと、表示中の画像を 1コマ削除できます。
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再生画面で O（Q）ボタンを押したときに、選択した画像が静止画
撮影メニュー［スロット 2の機能］で［順次記録］以外に設定して
同時記録された画像の場合は、再生しているスロットの画像だけを
削除するか、もう一方のスロットの画像も削除するかを選択できま
す（0 415）。

ヒント：同時記録された画像の削除について
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複数の画像をまとめて削除する
再生メニューの［削除］では、複数の画像を一括して削除できます。たくさんの画像を削除するとき
は、時間がかかることがあります。

項目 内容

Q ［画像を選択して削除］ 選んだ画像を削除します。

d ［削除候補画像を一括削除］
レーティングで d（削除候補）に設定した全ての画像を削除し
ます。

i ［日付を選択して削除］ 選んだ日付に撮影した画像を一括で削除します（0 240）。

R ［全画像を削除］

再生メニュー［再生フォルダー設定］で設定したフォルダー内
の全ての画像を削除します。
メモリーカードを 2枚使用している場合は、画像を削除する
スロットを選択できます。

画像を選択して削除

削除する画像を選ぶ

マルチセレクターで画像を選び、W（Q）ボタンを押すと、チェックがオン になります。
もう一度W（Q）ボタンを押すとオフ になります。

削除する画像全てに設定してください。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
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画像を削除する

Jボタンを押すと、確認画面が表示されます。
確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、選んだ画
像が全て削除されます。

日付を選ぶ

マルチセレクターで日付を選んで2を押すと、日付の横に
チェックMが入ります。もう一度2を押すと解除されま
す。
削除する日付全てにチェックを入れてください。

画像を削除する

Jボタンを押すと、確認画面が表示されます。
確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、選んだ日
付の画像が全て削除されます。

削除候補画像を一括削除

削除する画像を選ぶ

レーティングで d（削除候補）に設定した画像が一覧表示されます。マルチセレクターで画
像を選び、W（Q）ボタンを押すと、削除設定が解除されます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。

画像を削除する

Jボタンを押すと、確認画面が表示されます。
確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、画像が全て削除されます。

日付を選択して削除
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メモリーカードスロットを選ぶ

マルチセレクターの13で、画像を削除するメモリーカードス
ロットを選んでJを押します。

画像を削除する

表示される確認画面に対象のフォルダー名が表示されます。
［はい］を選んでJボタンを押すと、フォルダー内の画像が
全て削除されます。対象のフォルダーは再生メニュー［再生
フォルダー設定］で設定できます。
たくさんの画像を削除するときは、時間がかかることがあり
ます。

全画像を削除
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メモリーカード内の撮影済み画像を編集することができます。編集
された画像は、元の画像とは別に、新しい画像としてメモリーカー
ドに記録されます。

画像を編集する

項目 内容

［RAW現像（表示画像）］ 表示中の RAW画像を JPEG画像など他のファイル形式に変換します
（0 245）。

［RAW現像（複数画像）］ メモリーカード内にある複数の RAW画像を選んで、JPEG画像など他の
ファイル形式に変換します（0 247）。

［トリミング］ 画像の必要な部分だけを切り抜きます（0 250）。

［リサイズ（表示画像）］ 表示中の画像からサイズの小さい画像を作成します（0 251）。

［リサイズ（複数画像）］ メモリーカード内にある複数画像を選んでサイズの小さい画像を作成
します（0 252）。

［D-ライティング］ 画像の暗い部分を明るく補正できます（0 255）。

［傾き補正］ 画像の傾きを補正できます（0 255）。

［ゆがみ補正］ 広角レンズ使用時のたる型のゆがみや、望遠レンズ使用時の糸巻き型の
ゆがみを補正できます（0 256）。

［アオリ効果］ 遠近感による被写体のゆがみを補正します（0 257）。

［モノトーン］ モノトーンの画像を作成します（0 258）。

［加算合成］ 2コマの画像を重ね合わせて 1コマの JPEG画像に合成できます
（0 259）。

［比較明合成］ 複数の画像の最も明るい部分を重ね合わせて 1コマの JPEG画像に合成
できます（0 261）。
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マルチセレクターで画像編集を行う画像を選んで iボタンを
押す

［RAW現像（複数画像）］または［リサイズ（複数画像）］の場
合、後から画像編集を行う画像を選べます。

項目 内容

［比較暗合成］ 複数の画像の最も暗い部分を重ね合わせて 1コマの JPEG画像に合成で
きます（0 261）。

［比較動合成］
連続撮影した複数の画像の中から被写体が動いている部分をカメラが
自動で判別して重ね合わせ、1コマの JPEG画像に合成できます
（0 264）。

［画像編集］を選んでマルチセレクターの2を押す

編集する項目を選んで2を押す

画像を編集する

画像の編集方法については、各項目の説明をご覧ください。
画像編集を途中でやめるには、Kボタンを押してください。再生画面に戻ります。

編集した画像を記録する

画像の記録方法については、各項目の説明をご覧ください。
画像編集した画像にはpが付きます。
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D 画像編集についてのご注意
このカメラ以外で撮影または編集した画像やパソコンで編集した画像は、このカメラでは再生また
は編集できないことがあります。
画像編集中に何も操作しないまましばらくすると、画像モニターが消灯し、編集中の画像は保存さ
れません。カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［メニュー表示］の時間を長く設定すること
をおすすめします。

D 繰り返し画像編集する場合のご注意
画像編集によって作成した画像に、さらに画像編集を行うこともできますが、画像が粗くなること
や、色が不自然になることがあります。
複数の画像編集を行う場合、実行する順番によって編集の効果が異なることがあります。
画像編集の組み合わせによっては繰り返し編集できないものもあります。
選択中の画像に使用できない画像編集項目は、再生時の iメニュー［画像編集］でグレーで表示さ
れて選べません。

D 画質モードについて
元画像が RAWを含む画質モードで撮影された画像の場合、［画質モード］が［FINEm］の JPEG画
像になります。
元画像が JPEGの場合は、元画像と同じ画質モードになります。
RAW画像と JPEG画像を 1枚のメモリーカードに同時に記録した場合は、RAW画像が画像編集の対
象になります。

D 画像サイズについて
画像編集した画像は、元画像と同じ画像サイズで記録されます（［RAW現像（表示画像）］、［RAW現
像（複数画像）］、［トリミング］、［リサイズ（表示画像）］および［リサイズ（複数画像）］を除く）。
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iメニューの［画像編集］で［RAW現像（表示画像）］を選ん
で2を押す

保存先のスロットを選ぶ

13でスロットを選び、Jボタンを押します。
メモリーカードが 1枚しか入っていない場合はスロットを
選べません。

RAW現像
RAW画像を JPEG画像など他のファイル形式に変換することを「RAW現像」と呼びます。RAW現像に
は、表示している RAW画像のみを変換する［RAW現像（表示画像）］と、複数の RAW画像を一括で
変換する［RAW現像（複数画像）］があります。

D RAW現像についてのご注意
RAW現像できる画像は、このカメラで撮影した RAW画像だけです。機種の異なるカメラで撮影した
RAW画像や Camera Control Pro 2または NX Tetherを使用して撮影した RAW画像、RAW以外の画質
モードで撮影した画像は選べません。

RAW現像（表示画像）
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画質モード（0 99）
画像サイズ（0 101）
ホワイトバランス（0 142）
露出補正（0 129）
ピクチャーコントロール（0 169）

1
2
3
4
5

高感度ノイズ低減（0 429）
色空間（0 425）
ヴィネットコントロール（0 430）
アクティブ D-ライティング（0 426）
回折補正（0 431）

6
7
8
9

10

RAW現像する

［現像］を選んでJボタンを押すと、JPEG画像を保存します。

表示されている項目をそれぞれ設定する

項目によってはプレビュー画像の下に撮影時の設定が表示されます。
［撮影時設定］を選ぶと（項目によっては選べないことがあります）、それぞれの RAW画像
の撮影時の設定で RAW現像します。

4

3

2

1

5
9

8

7

6

10

各項目を設定すると、編集画面に適用後のプレビュー画像を表示します。DISPボタンを押し
ている間、元画像の状態を表示します。
［露出補正］で設定できる明るさ（－2～＋ 2）は、通常の露出補正の段数とは異なります。
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iメニューの［画像編集］で［RAW現像（複数画像）］を選ん
で2を押す

画像の選択方法を選ぶ

スロットを選択する

RAW現像したい画像が記録されているスロットを選んで2
を押します。
メモリーカードが 1枚しか入っていない場合はスロットを
選べません。

RAW現像（複数画像）

項目 内容

［画像選択］ 選んだ RAW画像を RAW現像します。複数の RAW画像を選んで
一括で RAW現像することもできます。

［日付選択］ 選択した日付に撮影した RAW画像を一括で RAW現像します。

［フォルダー選択］ 選んだフォルダー内の RAW画像を一括で RAW現像します。

［保存先スロットの選択］ 現像した画像を保存するスロットを選べます。メモリーカードが
1枚しか入っていない場合はスロットを選べません。

［画像選択］を選んだ場合は手順 4にお進みください。
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［画像選択］を選んだ場合：
マルチセレクターで RAW現像する画像を選びます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
W（Q）ボタンを押して設定します。設定するとチェックが
オン になります。もう一度W（Q）ボタンを押すと、オ
フ になります。選んだ全ての RAW画像を同じ設定で
RAW現像します。
Jボタンを押して決定します。

［日付選択］を選んだ場合：
日付を選んで2を押すと、チェックボックスのオンMとオ
フ Uを切り換えられます。
チェックボックスがオンMになった日付の全ての RAW画
像を同じ設定で RAW現像します。
Jボタンを押して決定します。

RAW現像する画像を選ぶ

［フォルダー選択］を選んだ場合：
フォルダーを選んでJボタンを押すと、選んだフォルダー内の全ての RAW画像を同じ設定で
RAW現像します。
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画質モード（0 99）
画像サイズ（0 101）
ホワイトバランス（0 142）
露出補正（0 129）
ピクチャーコントロール（0 169）

1
2
3
4
5

高感度ノイズ低減（0 429）
色空間（0 425）
ヴィネットコントロール（0 430）
アクティブ D-ライティング（0 426）
回折補正（0 431）

6
7
8
9

10

RAW現像する

［現像］を選んでJボタンを押し、確認画面で［はい］を選
んでJボタンを押すと、JPEG画像を保存します。
RAW現像の処理中にGボタンを押し、確認画面で［は
い］を選んでJボタンを押すと、処理を中止します。

表示されている項目をそれぞれ設定する

［撮影時設定］を選ぶと（項目によっては選べないことがあります）、それぞれの RAW画像
の撮影時の設定で RAW現像します。
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各項目を設定すると、編集画面に適用後のプレビュー画像を表示します。DISPボタンを押し
ている間、元画像の状態を表示します。
［露出補正］で設定できる明るさ（－2～＋ 2）は、通常の露出補正の段数とは異なります。
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トリミング画像の画像サイズは編集画面の左上に表示されます。
画像サイズは、トリミングする範囲とアスペクト比（横：縦）に
より変わります。

トリミング
画像の必要な部分だけを切り抜きます。編集画面では、トリミング範囲の黄色い枠が表示され、次の
操作ができます。

操作 内容

切り抜く範囲を変更する
XボタンまたはW（Q）ボタンを押して切り抜く範囲を変更で
きます。

画像のアスペクト比（縦横比）
を変更する

メインコマンドダイヤルを回すと、切り抜く範囲のアスペクト
比を変更できます。

切り抜く範囲を移動する マルチセレクターを押してトリミングで切り抜く範囲を移動し
ます。

トリミングを実行して画像を保
存する

Jボタンを押すと、トリミングした画像が記録されます。

D トリミング画像についてのご注意
トリミング後の画像サイズによっては、拡大表示できなくなります。
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iメニューの［画像編集］で［リサイズ（表示画像）］を選んで
2を押す

保存先のスロットを選ぶ

13でスロットを選び、Jボタンを押します。
メモリーカードが 1枚しか入っていない場合はスロットを
選べません。

リサイズする画像サイズを選んでJボタンを押す

リサイズ画像が保存されます。

リサイズ
サイズの小さい画像を作成します。表示している画像のみをリサイズする［リサイズ（表示画像）］
と、複数の画像を一括でリサイズする［リサイズ（複数画像）］があります。

D リサイズ画像についてのご注意
リサイズ後の画像サイズによっては、拡大表示できなくなります。

D トリミングした画像のリサイズについて
アスペクト比を 4：3または 3：4に設定してトリミングした画像はリサイズできません。

リサイズ（表示画像）
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iメニューの［画像編集］で［リサイズ（複数画像）］を選んで
2を押す

画像サイズを設定する

［画像サイズの設定］を選んで2を押します。

13で画像サイズ（長辺のピクセル数）を選び、Jボタンを
押します。

リサイズ（複数画像）
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画像の選択方法を選ぶ

スロットを選択する

リサイズしたい画像が記録されているスロットを選んで2
を押します。
メモリーカードが 1枚しか入っていない場合はスロットを
選べません。

項目 内容

［画像選択］ 選んだ画像のリサイズ画像を作成します。複数の画像を選んで一括でリ
サイズすることもできます。

［日付選択］ 選択した日付に撮影した画像を一括でリサイズします。

［フォルダー選択］ 選んだフォルダー内の全ての画像を一括でリサイズします。

［画像選択］を選んだ場合は手順 5にお進みください。
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［画像選択］を選んだ場合：
マルチセレクターでリサイズする画像を選びます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
W（Q）ボタンを押して設定します。設定するとチェックが
オン になります。もう一度W（Q）ボタンを押すと、オ
フ になります。選んだ全ての画像を、手順 2で設定した
画像サイズにリサイズします。
画像を選択後、Jボタンを押します。

［日付選択］を選んだ場合：
日付を選んで2を押すと、チェックボックスのオンMとオ
フ Uを切り換えられます。
チェックボックスがオンMになった日付の全ての画像を手
順 2で設定した画像サイズにリサイズします。
日付を選択後、Jボタンを押します。

リサイズ画像を作成する

確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、リサイズ
画像が保存されます。
リサイズの処理中にGボタンを押し、確認画面で［はい］
を選んでJボタンを押すと、処理を中止します。

リサイズする画像を選ぶ

［フォルダー選択］を選んだ場合：
フォルダーを選んでJボタンを押すと、選んだフォルダー内の全ての画像を手順 2で設定した
画像サイズにリサイズします。
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D-ライティング前 D-ライティング後

マルチセレクターの13を押すと、効果の度合いを選べます。
効果の度合いは、設定画面のプレビュー画像で確認できます。
Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

画像の傾きを±5°の範囲（約 0.25°ステップ）で補正できます。

編集画面では、傾き補正適用後のプレビュー画像を表示します。
DISPボタンを押している間、元画像の状態を表示します。
補正する傾きが大きくなるほど、画像周辺部は切り取られます。
マルチセレクターの13を押すと、傾きを補正できます。
Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

D-ライティング
画像の暗い部分を明るく補正できます。逆光で撮影したために顔の部分だけが暗くなった画像や、フ
ラッシュの光量不足で暗くなった画像などに効果的です。

編集画面では、D-ライティング効果の適用後のプレビュー画像を表示します。DISPボタンを押してい
る間、元画像の状態を表示します。

傾き補正
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広角レンズ使用時のたる型のゆがみや、望遠レンズ使用時の糸巻き
型のゆがみを補正できます。

カメラが画像のゆがみを自動的に判別できる画像の場合、［オー
ト］と［マニュアル］が表示されます。［オート］を選ぶと画像
のゆがみを自動的に補正します。
カメラが画像のゆがみを自動的に判別できない画像の場合、［マ
ニュアル］のみ表示されます。［マニュアル］では自分でゆがみ
を補正できます。
［オート］で補正を行った画像または静止画撮影メニュー［自動
ゆがみ補正］で補正を行った画像の場合、［マニュアル］のみ選
べます。
［マニュアル］の編集画面では、ゆがみ補正プレビュー画像を表
示します。DISPボタンを押している間、元画像の状態を表示し
ます。
マルチセレクターの1を押すと糸巻き型のゆがみを、3を押す
とたる型のゆがみを補正できます。Jボタンを押すと決定してゆ
がみ補正方法の選択画面に戻ります。
Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

ゆがみ補正

D ゆがみ補正についてのご注意
補正するゆがみが大きくなるほど、画像周辺部は切り取られます。
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高層ビルを見上げて撮影したときなどに生じる、遠近感による被写
体のゆがみを水平方向および垂直方向に補正します。

編集画面では、アオリ効果適用後のプレビュー画像を表示しま
す。DISPボタンを押している間、元画像の状態を表示します。
アオリ効果が大きくなるほど、画像周辺部は切り取られます。
水平方向に調節する場合、Jを選んで2を押します。1を押す
と画像の左辺が、3を押すと画像の右辺が拡大します。Jボタ
ンを押すと決定してアオリ方向の選択画面に戻ります。
垂直方向に調節する場合、Kを選んで2を押します。1を押す
と画像の上辺が、3を押すと画像の下辺が拡大します。Jボタ
ンを押すと決定してアオリ方向の選択画面に戻ります。
Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

アオリ効果処理前 アオリ効果処理後

アオリ効果
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編集画面では、モノトーン適用後のプレビュー画像を表示しま
す。DISPボタンを押している間、元画像の状態を表示します。
［セピア］または［クール］を選んだ場合、2を押すと色の濃さ
を［強め］［標準］［弱め］から選べます。Jボタンを押すと決定
して色調選択画面に戻ります。
Jボタンを押すと、編集した画像が記録されます。

モノトーン
色調を選んでモノトーンの画像（1種類の色の明暗のみで構成される画像）を作成します。

項目 内容

［白黒］ モノクロになります。

［セピア］ セピア色（褐色）のモノトーンになります。

［クール］ ブルー系のモノトーンになります。
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iメニューの［画像編集］で［加算合成］を選んで2を押す

合成する画像を選ぶ

マルチセレクターで合成する画像を選びます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
W（Q）ボタンを押して設定します。設定するとチェックが
オン になります。もう一度W（Q）ボタンを押すと、オ
フ になります。
1コマ目と 2コマ目の撮像範囲が異なる場合、画像は選択で
きません。
画像を 2コマ選択後、Jボタンを押します。

合成の比率を調節する

プレビュー欄に合成した画像が表示されます。13を押して合
成の比率を調節できます。1を押すと 1コマ目に選んだ画像の
割合が、3を押すと 2コマ目に選んだ画像の比率が強くなりま
す。

加算合成
メモリーカードに記録されている画像 2コマを重ね合わせて 1コマの画像に合成できます。
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合成画像を保存する

Jボタンを押すと、合成画像が保存されます。

D ［加算合成］についてのご注意
プレビュー画像と実際の合成画像では、色や明るさなどの見え方が異なることがあります。
合成できる画像は、このカメラで撮影した画像だけです。機種の異なるカメラで撮影した画像は選
べません。
画像サイズの異なる画像を合成する場合、合成後の画像サイズは小さい方のサイズと同じになりま
す。
合成画像のホワイトバランス、ピクチャーコントロール、撮影データ（撮影日時、測光モード、シ
ャッタースピード、絞り値、撮影モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、1コマ
目に選んだ画像の内容を引き継ぎます。ただし、著作権情報は引き継ぎません。また、合成された
画像には、画像合成時にカメラに設定されている画像コメントが添付されます。
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比較明合成、比較暗合成
複数の画像の最も明るい部分または暗い部分を重ね合わせて 1コマの JPEG画像に合成できます。

iメニューの［画像編集］で［比較明合成］または［比較暗合成］を選んで 2を押す
［比較明合成］：撮影した各画像を比較し、最も明るい部分を選択して合成します。

［比較暗合成］：撮影した各画像を比較し、最も暗い部分を選択して合成します。

画像の選択方法を選ぶ

項目 内容

［画像選択（個別指定）］ 個別に選んだ画像を合成します。

［画像選択（範囲指定）］ 2枚の画像を選択し、その間にある全ての画像を撮影時間順に合
成します。

［フォルダー選択］ 選んだフォルダー内の全ての画像を合成します。

スロットを選択する

合成したい画像が記録されているスロットを選んで2を押します。
メモリーカードが 1枚しか入っていない場合はスロットを選べません。
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合成する画像を選ぶ

［画像選択（個別指定）］を選んだ場合：
マルチセレクターで合成する画像を選びます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
W（Q）ボタンを押して設定します。設定するとチェックがオン になります。もう一度W
（Q）ボタンを押すと、オフ になります。選んだ全ての画像を手順 1の内容で合成します。
画像を選択後、Jボタンを押します。

［画像選択（範囲指定）］を選んだ場合：
マルチセレクターで合成する画像の範囲を設定すると、範囲内の全ての画像が手順 1の内容
で合成されます。
範囲の始点および終点は、W（Q）ボタンを押して設定します。
始点および終点の画像には が表示され、その間の画像には が表示されます。
範囲を変更する場合は、マルチセレクターを操作して始点および終点を設定し直します。
サブセレクターの中央を押すと、範囲の始点と終点を移動できます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
合成する画像の範囲を設定後、Jボタンを押します。

［フォルダー選択］を選んだ場合：
フォルダーを選んでJボタンを押すと、選んだフォルダー内の全ての画像を手順 1の内容で合
成します。

合成画像を保存する

確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、合成画像が保存され、合成画像が表示され
ます。
画像合成の処理中にGボタンを押し、確認画面で［保存して終了］を選んでJボタンを
押すと、処理中の画像までの処理を実行して以降の処理を中止します。確認画面で［保存せ
ずに終了］を選んでJボタンを押すと、処理を中止します。
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D ［比較明合成］および［比較暗合成］についてのご注意
合成できる画像は、このカメラで撮影した画像だけです。機種の異なるカメラで撮影した画像は選
べません。
静止画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］の設定が同じ画像のみ合成できます。
異なる画質モードで撮影した画像を合成した場合、合成画像の画質モードは一番高い画質で撮影さ
れた画像と同じになります。
合成する画像に RAW画像が含まれる場合、合成画像の画質モードは［FINEm］になります。
JPEG画像と JPEG画像を合成する場合、画像サイズが同じ場合のみ合成できます。
合成する枚数が増えるほど、合成後の画像でノイズ（ざらつき、むら、すじ）が発生しやすくなり
ます。
合成前の元画像は、ピクチャーコントロールの［輪郭強調］の設定を 0 またはマイナス側に設定
して撮影すると、合成後の画像で比較的ノイズが目立ちにくくなります。
ノイズが目立ちやすくなる画像枚数の目安は 50枚以上です。
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iメニューの［画像編集］で［比較動合成］を選んで2を押す

合成する画像を選ぶ

マルチセレクターで合成する画像を選びます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
W（Q）ボタンを押して設定します。設定するとチェックが
オン になります。もう一度W（Q）ボタンを押すと、オ
フ になります。
合成できる画像のコマ数は、5コマ～20コマです。
画像を選択後、Jボタンを押します。

合成位置を確認する

プレビュー欄に合成した画像が表示され、合成結果を確認でき
ます。
Zをタッチするか、マルチセレクターの4を押すと手順 3
に戻って画像を選び直せます。
Jボタンを押すと確認画面が表示されます。

比較動合成
連続撮影した複数の画像の中から被写体が動いている部分をカメラが自動で判別して重ね合わせ、1コ
マの JPEG画像に合成できます。

スロットを選択する

合成したい画像が記録されているスロットを選んで2を押します。
メモリーカードが 1枚しか入っていない場合はスロットを選べません。
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合成画像を保存する

確認画面で［はい］を選んでJボタンを押すと、合成画像が保
存されます。

D ［比較動合成］についてのご注意
プレビュー画像と実際の合成画像では、色や明るさなどの見え方や合成結果が異なることがありま
す。
合成できる画像は、このカメラで撮影した画像だけです。機種の異なるカメラで撮影した画像は選
べません。
［比較動合成］は、三脚を使用して連続撮影した画像（背景が固定で、被写体だけが動いている画
像）を想定しています。このため、三脚を使用せずに連続撮影した画像で合成した場合、想定した
結果にならないことがあります。
静止画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］の設定が同じ画像のみ合成できます。
異なる画質モードで撮影した画像を合成した場合、合成画像の画質モードは一番高い画質で撮影さ
れた画像と同じになります。
合成する画像に RAW画像が含まれる場合、合成画像の画質モードは［FINEm］になります。
JPEG画像と JPEG画像を合成する場合、画像サイズが同じ場合のみ合成できます。
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残したい範囲の冒頭部分（始点）で動画を一時停止する

Jボタンを押すと、動画が再生されます。再生中にマルチセ
レクターの3を押すと、一時停止します。
プログレスバーで再生中の位置の目安を確認できます。
42やコマンドダイヤルで再生中の位置を調整できます。

動画を編集する
次の機能を使って撮影した動画を編集できます。

項目 内容

9 ［動画編集（始点/終点設定）］ 動画の必要な部分だけを残します。

4 ［表示中のフレームを保存］ 選択した 1フレームを切り出して、JPEG画像として保存しま
す。

8 ［フレームを連続保存］ 指定した秒数分のフレームを JPEG画像として保存します。

動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［H.265 8-bit（MOV）］または［H.264 8-bit
（MP4）］に設定して撮影した動画のみ編集できます。

動画の必要な部分を残す

1コマ表示モードで編集したい動画を表示する
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iボタンを押して［動画編集（始点/終点設定）］を選んで2を
押す

始点を選ぶ

［始点］を選んでJボタンを押すと、そこから後ろの部分が残
ります。

手順 4で選んだ位置を調整する
42を押すと、残したい部分の最初の位置を 1フレーム単位
で調整します。
メインコマンドダイヤルを回すと、10フレーム前または後
に移動します。
サブコマンドダイヤルを回すと、10秒前または後に移動し
ます。
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残したい範囲の末尾の部分（終点）を選ぶ

サブセレクターの中央を押して x（終点）に切り換え、手順 5
と同じ手順で x（終点）の位置を調整します。

保存する動画を確認する

［プレビュー］を選んでJボタンを押すと、編集後の動画の
プレビューが再生されます（プレビューを終了するには1
を押します）。
［キャンセル］を選んでJボタンを押すと、手順 5の画面に
戻ります。

動画ファイルの保存方法を選ぶ

［新規保存］を選ぶと、編集前の動画とは別に、新しい動画と
して保存します。［上書き保存］を選ぶと、編集前の画像が上
書きされます。

1を押して決定する

動画ファイルを保存する

Jボタンを押します。
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D 動画編集時のご注意
メモリーカードに充分な空き容量がない場合、動画編集できません。
［動画編集（始点/終点設定）］では、2秒未満の動画は編集できません。
動画編集で作成した動画の日時情報は、撮影時の日時になります。

ヒント：動画の前半または後半だけを残すには
動画の前半だけを残したい場合は、手順 4で［終点］を選んでJボタンを押してから、手順 6では
サブセレクターの中央を押さずに手順 7に進みます。
動画の後半だけを残したい場合は、手順 6でサブセレクターの中央を押さずに手順 7に進みます。

ヒント：再生時の iメニュー［動画編集（始点/終点設定）］について
動画の切り出しおよび保存は、再生時の iメニュー［動画編集（始点/終点設定）］でも行えます。
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保存したい位置で動画を一時停止する

動画の再生中にマルチセレクターの3を押すと、一時停止
します。
プログレスバーで再生中の位置の目安を確認できます。
42やコマンドダイヤルで再生中の位置を調整できます。

iボタンを押して［表示中のフレームを保存］を選ぶ

Jボタンを押すと JPEGの画像として保存します。

動画の 1フレームを JPEG画像として保存する
撮影した動画のフレームを静止画として保存できます。1フレームずつ保存する方法と、設定した起点
から指定した秒数分のフレームを一度に保存する方法があります。

1フレームずつ保存する

D ［表示中のフレームを保存］で作成した画像について
動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレート］で設定した画像サイズで記録されます。
画像編集はできません。
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保存したい位置で動画を一時停止する

動画の再生中にマルチセレクターの3を押すと、一時停止
します。
プログレスバーで再生中の位置の目安を確認できます。
42やコマンドダイヤルで再生中の位置を調整できます。

iボタンを押して［フレームを連続保存］を選んで2を押す

保存先のスロットを選ぶ

静止画を保存するスロットを選びます。
13でスロットを選び、Jボタンを押します。
メモリーカードが 1枚しか入っていない場合はスロットを
選べません。

保存する時間を選ぶ

現在のコマから何秒間分のフレームを切り出すかを設定でき
ます。

指定した秒数分のフレームを保存する

Jボタンを押す

JPEGの画像が保存されます。保存される静止画の枚数は動画のフレームレートにより異なりま
す。
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D ［フレームを連続保存］で作成した画像について
動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレート］で設定した画像サイズで記録されます。
画像編集はできません。
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音声メモを録音する画像を選ぶ

画像の再生時は、すでに音声メモが録音されている画像（hア
イコンが表示されている画像）に対して音声メモを録音するこ
とができません。音声メモを削除してから録音してください
（0 275）。

bボタンを押し続ける

ボタンを押し続けている間、音声メモを録音します。
音声メモ録音中は、画像上に bアイコンと録音可能な残り時
間のカウントダウンが秒単位で表示されます。

音声メモが録音された画像にはhアイコンが表示されます。

音声メモ

音声メモを録音する
撮影した画像に、最長で約 60秒の音声メモを録音できます。

bボタンを放す

録音を終了します。
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D 音声メモが録音できない画像について
動画およびイメージダストオフデータには音声メモを録音できません。

D 音声メモ録音の制限について
次の場合は、音声メモは録音できません。
静止画/動画セレクターを1に合わせている場合
多重露出撮影中

D 録音時のご注意
音声メモの録音中は、表示する画像の切り換えやタッチ操作が無効になります。

D 音声メモの録音終了について
音声メモの録音中にカメラのシャッターボタンやその他のボタンを操作すると、録音が自動的に終了
することがあります。また、電源を OFFにしたときや、インターバルタイマー撮影中に撮影時刻の約
2秒前になったときも音声メモの録音を終了します。

D 音声メモの録音先について
メモリーカードを 2枚使用しており、静止画撮影メニューの［スロット 2の機能］が［バックアップ
記録］、［RAW＋ JPEG分割記録］または［JPEG+JPEG分割記録］の場合、音声メモは両方のスロッ
トの画像に記録されます。

D 音声メモのファイル名について
音声メモを録音すると、DSC_nnnn.WAVという名称の音声ファイルが作成されます。nnnnには対応す
る画像ファイルの名称と同じ数字が入ります。たとえば、DSC_0002.JPGという画像ファイルに音声メ
モを録音した場合、DSC_0002.WAVという名称の音声ファイルが作成されます。音声ファイル名はパ
ソコンで確認することができます。
静止画撮影メニューの［色空間］で［Adobe RGB］に設定して撮影した画像の場合、音声ファイル
名は_DSCnnnn.WAVになります。
静止画撮影メニューの［ファイル名設定］でファイル名の「DSC」の 3文字を変更して撮影した画
像の場合、音声ファイルの「DSC」の 3文字も同様に変更されます。

ヒント：iメニューを使う
再生時の iメニューで［音声メモの録音］を選んでJボタンを押しても録音できます。再度Jボタン
を押すと録音を終了します。
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画像の再生時にhアイコンの付いた画像を選んで bボタンを押す
と音声メモを再生できます。

音声メモを削除する場合は、再生画面で O（Q）ボタンを押すと図
のような音声メモ付き画像の削除確認画面が表示されます。

［画像と音声］を選んで O（Q）ボタンを押すと、表示中の画像
と音声メモを削除します。
［音声のみ］を選んで O（Q）ボタンを押すと、音声メモのみを
削除します。
削除確認画面の表示中にDボタンを押すと、画像の削除をキャ
ンセルして、再生画面に戻ります。
同時記録された画像の場合、削除画面で［選択中の画像］を選ん
でから［音声のみ］を選ぶと、一方のスロットの画像から音声メ
モのみ削除できます。

音声メモを再生する

D 音声メモの再生終了について
音声メモの再生中にカメラのシャッターボタンやその他のボタンを操作すると、再生が自動的に終了
することがあります。また、電源を OFFにしたときや、他の画像を選んだときも音声メモの再生を終
了します。

ヒント：iメニューを使う
再生時の iメニューで［音声メモの再生］を選んでJボタンを押しても再生できます。

音声メモを削除する
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HDMI機器（テレビや外部レコーダー）
との接続

HDMI対応機器との接続方法
カメラを HDMI端子のあるテレビや外部レコーダーなどと接続することができます。接続には、市販
の HDMI端子用ケーブル（Type A）が必要です。別途お買い求めください。HDMIケーブルを抜き差
しするときは、必ずカメラの電源を OFFにしてください。

1

2

HDMI端子（カメラ側）
HDMI端子※（外部機器側）

使用する外部機器の端子に合ったケーブルをお使いください。
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テレビと接続する
テレビの入力を HDMI入力に切り換え、カメラの電源を ONにしてKボタンを押すと、撮影した
画像がテレビの画面に表示されます。
テレビで動画を再生するときは、音量をテレビ側で調節してください。カメラ側では音量調節でき
ません。
カメラと SnapBridgeアプリをインストールしたスマートフォンをペアリングしておくと、テレビの
画面に表示した画像の再生操作をスマートフォンで行うことができます。詳しくは、SnapBridgeア
プリのヘルプをご覧ください。
8K映像入力に対応したテレビに接続する場合、HDMI 2.1に対応した HDMI入力端子にカメラを接
続してください。
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外部レコーダーと接続する
動画モード時に HDMIに対応した外部レコーダーに接続すると、直接 HDMI機器で録画することもで
きます。
外部レコーダー接続時にカメラにメモリーカードを挿入している場合、動画は外部レコーダーとメ
モリーカード両方に記録されます。メモリーカードを挿入していない場合、外部レコーダーのみに
記録されます。

HDMI外部機器接続時の設定を変更する
セットアップメニュー［HDMI］で、HDMI対応機器との接続時の設定を変更できます。

項目 内容

［出力解像度］

HDMI対応機器への出力解像度を［オート］、［4320p（プログレッシ
ブ）］、［2160p（プログレッシブ）］、［1080p（プログレッシブ）］、［1080i
（インターレース）］、［720p（プログレッシブ）］から選べます。
［出力解像度］を［オート］に設定している場合、外部レコーダーが
対応していても 1080iでは出力されません。インターレース方式で出
力したい場合は［1080i（インターレース）］に設定してください。

［出力レンジ］

ビデオ信号の色階調の入力範囲（RGBレンジ）は、HDMI対応機器によ
って異なります。通常は、HDMI対応機器に合わせて自動で出力レンジ
を切り換える［オート］をお使いください。HDMI対応機器の RGBレン
ジを識別できない場合は、次のいずれかを選んでください。
［リミテッドレンジ］：RGBレンジが 16～235の機器に適しています。
画面で黒色がつぶれて表示される場合に選びます。
［フルレンジ］：RGBレンジが 0～255の機器に適しています。黒色が
明るく表示されたり、薄く表示されたりする場合に選びます。

［出力映像への情報表示］
HDMI対応機器に撮影情報を表示するかどうかを設定します。［ON］に
設定して外部レコーダーで動画を記録した場合、アイコンなどの撮影情
報も一緒に記録されます。

［出力中のカメラ側表示］

HDMI対応機器との接続時に、カメラの画像モニターを表示させるかど
うかを設定します。
［OFF］に設定すると画像モニターが表示されないため、カメラのバ
ッテリーの消耗を抑えられます。
［出力映像への情報表示］が［OFF］の場合、［出力中のカメラ側表
示］の設定は［ON］固定になります。
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［出力解像度］について
セットアップメニュー［HDMI］>［出力解像度］を［オート］に設定すると、カメラが設定してい
る画像サイズおよびフレームレートに外部レコーダーが対応しているかどうかを自動的に検出しま
す。対応していない場合、カメラは次の表の順に外部レコーダーが対応している解像度/フレームレ
ートを探して出力します。いずれの解像度/フレームレートにも外部レコーダーが対応していない場
合、何も出力されません。

カメラにメモリーカードが入っていない場合：

画像サイズ/フレームレート 外部レコーダーに出力される解像度/フレームレートの順番

［7680×4320 30p］ 4320/30p V 2160/30p V 1080/30p

［7680×4320 25p］ 4320/25p V 2160/25p V 1080/25p

［7680×4320 24p］ 4320/24p V 2160/24p V 1080/24p

［3840×2160 120p］ 2160/120p V 1080/120p V 2160/60p V 1080/60p V
2160/30p V 1080/30p

［3840×2160 100p］ 2160/100p V 1080/100p V 2160/50p V 1080/50p V
2160/25p V 1080/25p

［3840×2160 60p］ 2160/60p V 1080/60p V 2160/30p V 1080/30p

［3840×2160 50p］ 2160/50p V 1080/50p V 2160/25p V 1080/25p

［3840×2160 30p］ 2160/30p V 1080/30p

［3840×2160 25p］ 2160/25p V 1080/25p

［3840×2160 24p］ 2160/24p V 1080/24p

［1920×1080 120p］ 1080/120p V 1080/60p V 1080/30p

［1920×1080 100p］ 1080/100p V 1080/50p V 1080/25p

［1920×1080 60p］ 1080/60p V 1080/30p

［1920×1080 50p］ 1080/50p V 1080/25p

［1920×1080 30p］ 1080/30p
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画像サイズ/フレームレート 外部レコーダーに出力される解像度/フレームレートの順番

［1920×1080 25p］ 1080/25p

［1920×1080 24p］ 1080/24p

カメラにメモリーカードが入っている場合：

画像サイズ/フレームレート 外部レコーダーに出力される解像度/フレームレ
ートの順番

［7680×4320 30p］ 1080/30p

［7680×4320 25p］ 1080/25p

［7680×4320 24p］ 1080/24p

［3840×2160 120p］ 1080/60p V 1080/30p

［3840×2160 100p］ 1080/50p V 1080/25p

［3840×2160 60p］～［1920×1080 24p］ カメラにメモリーカードが入っていない場合と
同様

［出力解像度］を［オート］以外に設定すると、設定した出力解像度で外部レコーダーに出力されま
す。次の場合は HDMI出力されません。
撮影する動画の画像サイズよりも高い出力解像度を選んでいる場合
設定した出力解像度に外部レコーダーが対応していない場合

動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［N-RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ
12-bit（MOV）］を選んでいる場合、出力解像度はセットアップメニュー［HDMI］>［出力解像
度］の設定にかかわらず最大 1920×1080 になります。
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D ［出力解像度］を［オート］以外に設定した場合のフレームレートについて
撮影する動画のフレームレートを 120p、100p、60p、50pに設定している場合に、外部レコーダーが
設定しているフレームレートに対応していないときは次の通りに変更して出力します。

120pの場合はまず 60pに変更します。60pにも対応していない場合は 30pに変更します。
100pの場合はまず 50pに変更します。50pにも対応していない場合には 25pに変更します。
60pの場合は 30pに変更します。
50pの場合は 25pに変更します。

D ［出力解像度］で［720p（プログレッシブ）］を設定した場合のフレームレートについて
撮影する動画のフレームレートを 120p、60p、30p、24pに設定している場合、常に 60pで出力され
ます。100p、50pおよび 25pに設定している場合、常に 50pで出力されます。

D ［出力解像度］で［1080i（インターレース）］を設定した場合のフレームレートについて
撮影する動画のフレームレートを 120p、60p、30p、24p に設定している場合、常に 60i で出力されま
す。100p、50p および 25p に設定している場合、常に 50i で出力されます。

D カメラにメモリーカードが入っている場合のご注意
セットアップメニュー［HDMI］>［出力解像度］を［4320p（プログレッシブ）］または［2160p（プ
ログレッシブ）］に設定している場合、撮影する動画の画像サイズを 7680×4320または画像サイズ/フ
レームレートを 3840×2160 120p、3840×2160 100pにすると HDMI出力されません。メモリーカード
を取り出し、外部レコーダーで記録してください。

D 拡大表示について
動画記録中に Xボタンを押すと、カメラの撮影画面は拡大表示されますが、外部レコーダーに HDMI
出力した映像は拡大表示されません。
動画記録待機中に Xボタンを押すと、カメラの撮影画面および外部レコーダーに HDMI出力した映
像ともに拡大表示されます。ただし外部レコーダーの映像は、セットアップメニュー［HDMI］>
［出力解像度］を［4320p（プログレッシブ）］または［2160p（プログレッシブ）］に設定していて
も、［1080p（プログレッシブ）］に切り替わって出力されます。
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HDMI外部機器接続時の YCbCrおよび出力ビット数
について
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］や［画像サイズ/フレームレート］の設定によって外部機
器に出力される YCbCrおよびビット数が次のようになります。

動画記録ファイル形式 画像サイズ/フレームレート YCbCr および出力ビット数

N-RAW 12-bit（NEV）

8256×4644

動画記録中または動画記録
待機中：4:2:2 10-bit
動画再生中：4:2:2 8-bit

4128×2322

5392×3032

3840×2160

ProRes RAW HQ 12-bit（MOV）

4128×2322
動画記録中または動画記録
待機中：4:2:2 10-bit
動画再生中：4:2:2 8-bit

5392×3032

3840×2160

ProRes 422 HQ 10‑bit（MOV）
3840×2160

4:2:2 10-bit
1920×1080

H.265 10-bit（MOV）

7680×4320
4:2:0 10-bit

3840×2160 120p/100p

3840×2160
60p/50p/30p/25p/24p 4:2:2 10-bit

1920×1080

H.265 8-bit（MOV）

7680×4320
4:2:0 8-bit

3840×2160 120p/100p

3840×2160
60p/50p/30p/25p/24p 4:2:2 8-bit

1920×1080
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動画記録ファイル形式 画像サイズ/フレームレート YCbCr および出力ビット数

H.264 8-bit（MP4） 1920×1080 4:2:2 8-bit

D 10ビットの外部レコーダーへの伝送について
接続している外部レコーダーが 10ビットに対応している場合のみ、10ビットでの伝送が可能です。

HDMI外部機器接続時の階調モードについて
階調モードは動画撮影メニュー［動画ファイル形式］で設定したモードで出力されます。［HLG］に設
定している場合、HDR（HLG）に対応した環境が必要です。

外部レコーダーをカメラから操作する
動画撮影メニュー［外部記録制御（HDMI）］を［ON］に設定すると、カメラ側の操作に連動して外部
レコーダーの録画の開始および終了を行えます。
お使いの外部レコーダーが対応しているかどうかは、外部レコーダーのメーカーにお問い合わせく
ださい。
カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］で設定した時間が経過すると、画像
モニターが自動的に消灯して外部レコーダーにも映像が送られなくなります。［半押しタイマー］の
設定は、動画を撮影する時間よりも長い時間を設定するか、［制限なし］にすることをおすすめしま
す。
［ON］に設定すると、カメラの画像モニターにアイコン（動画記録待機中：A、動画記録中：
B）が表示されます。動画を記録するときは、外部レコーダーの表示や、外部レコーダーで動画
が記録されていることをご確認ください。
［ON］に設定すると、テレビなどに外部出力している場合に画像が乱れることがあります。
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SnapBridgeアプリを使用すると、カメラとスマートフォンを無線で
接続できます。

スマートフォンとの接続

SnapBridgeアプリについて

SnapBridgeアプリは Apple App Store®または Google PlayTMでダウンロードできます。
SnapBridgeアプリの最新情報については当社ホームページでご確認ください。

SnapBridgeアプリを起動した後に使用許諾などの同意を求める画面が表示された場合は、内容をよ
くお読みになり、ご同意の上、次にお進みください。

SnapBridgeアプリを使ってできること
SnapBridgeアプリを使用すると、次のようなことが行えます。詳しい使い方などは、アプリのヘルプ
をご覧ください。

https://nikonimglib.com/snbr/onlinehelp/ja/index.html

スマートフォンに画像を転送する
カメラで撮影した画像を、スマートフォンに転送できます。カメラで撮影するたびに自動で送信する
こともできます。

スマートフォンからカメラを操作する（リモート撮影）
スマートフォンからカメラをリモート操作して撮影できます。

D スマートフォンと接続できない場合
次のことをお試しください。
カメラとスマートフォンの電源を入れ直す
スマートフォンの無線機能の設定を確認する

284 SnapBridgeアプリについて
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カメラとスマートフォンのそれぞれで操作を行います。
SnapBridgeアプリのヘルプもあわせてご覧ください。

スマートフォンと無線接続するには
カメラとスマートフォンを無線接続するには、SnapBridgeアプリを使用します。接続方法には、
Bluetoothで接続する方法（0 285）と、Wi-Fiで接続する方法（0 288）があります。Bluetoothで無
線接続した場合、撮影した画像を自動で転送することもできます。

Bluetooth接続（ペアリング）
カメラとスマートフォンを初めて Bluetoothで接続する場合、ペアリングを行う必要があります。

D ペアリングの前に
あらかじめスマートフォンの Bluetooth機能を ONにしてください。詳しくはスマートフォンの使
用説明書を参照してください。
途中で電源が切れないよう、スマートフォンとカメラのどちらも充分にバッテリー残量がある状態
でご使用ください。
カメラに残量のあるメモリーカードを入れてください。

ペアリング方法
SnapBridgeアプリを使ってカメラとスマートフォンをペアリングするには、次の手順で行います。

285 スマートフォンと無線接続するには



カメラ：ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>［ペ
アリング（Bluetooth）］で［ペアリング開始］を選んでJボ
タンを押す

画像モニターにカメラ名が表示されます。

ペアリングに成功すると、ペアリング完了のメッセージがカ
メラとスマートフォンにそれぞれ表示されます。カメラ側は
自動でメッセージが消えて、メニュー画面に戻ります。

スマートフォン：SnapBridgeアプリを起動し、 タブの［カメラと接続する］をタップする

SnapBridgeアプリをダウンロード後に初めて起動する場合は、アプリの紹介画面にある［カメ
ラと接続する］をタップします。

スマートフォン：アプリ画面の指示に従って操作する

カメラのカテゴリー選択画面が表示されたら、接続するカメラのカテゴリーをタップし、次
に表示される接続方法の選択画面でペアリングをタップしてください。
カメラ名が表示されたら、接続したいカメラのカメラ名をタップしてください。

カメラ/スマートフォン：カメラとスマートフォンに同じ番号が表示されたら、それぞれの画面
の指示に従ってカメラとスマートフォンを操作し、ペアリングする

スマートフォンはペアリングを行うためのボタンをタップし、カメラはJボタンを押してく
ださい。

カメラとスマートフォンのペアリングは完了しました。

ペアリング後の操作方法などは SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。

286 スマートフォンと無線接続するには
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D ペアリング中にエラーが表示されたときは
手順 4でカメラまたはスマートフォンのボタンを押してから、もう片方のボタンを押すまでに時間が
開きすぎると、ペアリングできずにスマートフォンにエラーが表示されます。

Androidの場合、表示されたダイアログで［OK］をタップして、手順 1からやり直してください。
iOSの場合、SnapBridgeを完全に終了（バックグラウンドからも終了）して iOS上でデバイスの登
録を解除し、手順 1からやり直してください。デバイスの登録解除は、iOSの設定アプリで行いま
す。

D Bluetooth機能をオフにするには
カメラのネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>［ペアリング（Bluetooth）］>［Bluetooth
通信機能］で［OFF］を選ぶと、Bluetooth機能をオフにできます。

ペアリング済みのスマートフォンと接続する場合
一度カメラとスマートフォンをペアリングしておくと、次回以降はカメラとスマートフォンの
Bluetooth機能をそれぞれ有効にした状態で SnapBridgeアプリを起動するだけで、通信が可能になり
ます。

287 スマートフォンと無線接続するには



カメラとスマートフォンのそれぞれで操作を行います。
SnapBridgeアプリのヘルプもあわせてご覧ください。

Wi-Fiモード（Wi-Fiで接続）
Bluetoothによるペアリングを行わずにカメラとスマートフォンを直接Wi-Fi接続できるモードです。

D Wi-Fiモードで接続する前に
あらかじめスマートフォンのWi-Fi機能を ONにしてください。詳しくはスマートフォンの使用説
明書を参照してください。
途中で電源が切れないよう、スマートフォンとカメラのどちらも充分にバッテリー残量がある状態
でご使用ください。
カメラに残量のあるメモリーカードを入れてください。

接続方法
SnapBridgeアプリを使ってカメラとスマートフォンをWi-Fiモードで接続するには、次の手順で行い
ます。

スマートフォン：SnapBridgeアプリを起動し、 タブの ボタンをタップして［Wi-Fi
mode］を選ぶ
SnapBridgeアプリをダウンロード後に初めて起動する場合は、アプリの紹介画面にある［カメ
ラと接続する］をタップします。カメラのカテゴリー選択画面が表示されたら、接続するカメ
ラのカテゴリーをタップし、次に表示される接続方法の選択画面でWi-Fi接続をタップしてくだ
さい。

カメラ/スマートフォン：カメラ操作の説明画面が表示されたら、カメラの電源を ONにする
この時点ではまだアプリの操作を行わないでください。

288 スマートフォンと無線接続するには
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カメラ：ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>
［Wi‑Fi接続］で［Wi-Fi接続を開始］を選んでJボタンを押す

SSIDとパスワードが表示されます。

カメラの画像モニターには接続完了のメッセージが表示され
ます。

スマートフォン：アプリ画面の指示に従ってスマートフォンを操作し、Wi-Fi接続する
iOSの場合、設定アプリが表示されます。［< 設定］をタップして［設定］画面へ移動し、画
面上部の［Wi-Fi］をタップして、Wi‑Fi接続の操作を行ってください。

Wi-Fi接続画面では、手順 3でカメラに表示されている SSIDを選び、パスワードを入力して
ください。

スマートフォン：手順 4で OSの設定を完了したら、手動で SnapBridgeアプリに戻る
スマートフォンとカメラのWi-Fi接続が完了すると、スマートフォンにWi-Fiモード画面が
表示されます。

289 スマートフォンと無線接続するには
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カメラとスマートフォンのWi-Fi接続は完了しました。

接続後の操作方法などは SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。

D Wi-Fiモードの解除方法
SnapBridgeアプリの タブで ボタンをタップして、Wi-Fi接続を解除してください。表示が に切
り替わったら、 ボタンをタップして［Wi-Fi modeの解除］をタップします。

290 スマートフォンと無線接続するには



パソコンや FTPサーバーとの接続
カメラをパソコンや FTPサーバーに接続す
るには
カメラをパソコンや FTPサーバーに接続するには次の方法があります。

USBケーブルでパソコンに接続する
カメラとパソコンを USBケーブルで接続し、パソコン用のソフトウェア NX Studioを使用してパソコ
ンに画像を転送できます（0 293）。

Type-C

別売ソフトウェアの Camera Control Pro 2または無料の NX Tetherを使用して、パソコンからカメ
ラをリモート操作することもできます。

無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続する
カメラ内蔵の無線 LAN機能または有線 LAN機能を使用して、カメラとパソコンを接続できます。画像
を転送することや、別売ソフトウェアの Camera Control Pro 2または無料の NX Tetherを使用してパソ
コンからカメラをネットワーク経由でリモート操作することができます（0 297）。

291 カメラをパソコンや FTPサーバーに接続するに
は



無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接続す
る
カメラ内蔵の無線 LAN機能または有線 LAN機能を使用し、FTPサーバーに接続して画像を送信できま
す（0 325）。

FTP

D パソコンや FTPサーバーと無線接続できない場合
次のことをお試しください。
カメラの電源を入れ直す
パソコンや FTPサーバーの無線機能の設定を確認する
パソコンや FTPサーバーを再起動する

ヒント：無線 LANまたは有線 LAN使用時にエラーが発生した場合
「無線 LANまたは有線 LAN使用時のトラブルシューティング」（0 354）をご覧ください。

292 カメラをパソコンや FTPサーバーに接続するに
は



USBケーブルでパソコンに接続する
付属の USBケーブルでカメラとパソコンを接続できます。ニコンのソフトウェア NX Studioをインス
トールすると、画像の転送、閲覧、および調整ができます。

NX Studioをインストールする
NX Studioのインストールにはインターネットに接続できる環境が必要です。ソフトウェアの最新情
報、動作環境は、当社ホームページのサポート情報でご確認ください。

下記のホームページから NX Studioの最新のインストーラーをダウンロードし、画面の指示に従っ
てインストールしてください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/
最新のバージョンではない場合、カメラの画像が転送できないことがあります。

293 USBケーブルでパソコンに接続する
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NX Studioを使ってパソコンに画像を取り込む
NX Studioの詳しい使い方はヘルプをご覧ください。

パソコンに接続する

メモリーカードを入れたカメラの電源を OFFにしてから、付属の USBケーブルでカメラとパソ
コンを接続します。

ヒント：カードリーダーを使用する場合
市販のカードリーダーを使用して画像を転送することもできます。その場合、カードリーダー
がお使いのメモリーカードに対応しているかご確認ください。

カメラの電源を ONにする
NX Studioの Nikon Transfer 2が起動します。Nikon Transfer 2は、NX Studioをインストール
すると一緒にインストールされる画像転送ソフトウェアです。
起動するプログラム（ソフトウェア）を選ぶ画面がパソコンに表示されたときは、Nikon
Transfer 2を選んでください。
自動で起動しない場合、NX Studioを起動して「取り込む」アイコンをクリックしてくださ
い。

294 USBケーブルでパソコンに接続する
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［転送開始］をクリックする

記録されている画像がパソコンに取り込まれます。

カメラの電源を OFFにする
USBケーブルを抜いて接続を解除してください。

295 USBケーブルでパソコンに接続する
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パソコンの設定によっては、図のようなダイアログが表示されま
す。

この場合は、表示されたダイアログをクリックしてから、［画像フ
ァイルを取り込む-Nikon Transfer 2］をクリックして Nikon
Transfer 2を選びます。

D Windowsをお使いの場合

D macOSをお使いの場合
Nikon Transfer 2が自動起動しないときは、カメラとパソコンを接続した状態で、macOS付属アプリケ
ーションのイメージキャプチャを起動し、カメラを接続時に開くアプリケーションとして Nikon
Transfer 2を設定してください。

D 動画を転送する場合のご注意
このカメラで使用したメモリーカードを他機種のカメラに入れて、そのカメラから動画を転送しない
でください。動画が転送されないままファイルが削除されるおそれがあります。

D パソコンとの接続時のご注意
カメラとパソコンが通信している間は、カメラの電源を OFFにしたり、USBケーブルを抜いたりし
ないでください。
ケーブルを接続するときは、無理な力を加えずにまっすぐに差し込んでください。端子を引き抜く
ときも、まっすぐに引き抜いてください。
ケーブルを抜き差しするときは、必ずカメラの電源を OFFにしてください。
カメラとパソコンを接続するときは、充分に充電されたバッテリーをお使いになることをおすすめ
します。

D USBハブについて
USBハブを使ってカメラをパソコンに接続すると、正しく動作しないことがあります。カメラはパソ
コンに標準装備された USBポートへ接続してください。

296 USBケーブルでパソコンに接続する



無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続
する
カメラに内蔵されている無線 LAN（Wi-Fi）機能を使用するか、有線 LAN接続端子に市販のイーサネッ
トケーブルを接続すると、カメラをパソコンに直接接続することや、既存のネットワークに接続する
ことができます。

パソコンと無線 LAN/有線 LAN接続してできること
無線 LANまたは有線 LAN接続すると、次のことが行えます。

パソコンに画像を送信する
選んだ画像をパソコンに転送できます。カメラで撮影するたびに自動で送信することもできます。

パソコンからカメラを操作する
ネットワーク接続しているパソコンに、別売ソフトウェアの Camera Control Pro 2または無料の
NX Tetherをインストールしていると、露出などの細かい設定をしながらカメラのリモート操作ができ
ます（0 322）。

297 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る



ネットワークメニュー［PCと接続］で［接続設定］を選び、
マルチセレクターの2を押す

Wireless Transmitter Utilityについて
カメラとパソコンを無線 LANまたは有線 LAN接続するには、パソコン用のニコンソフトウェア
Wireless Transmitter Utility（ワイヤレストランスミッターユーティリティー）を使用してペアリングす
る必要があります。

ペアリングを行うと、パソコンがカメラの接続先として設定されます。
Wireless Transmitter Utilityはニコンダウンロードセンターからダウンロードできます。ソフトウェ
アの最新情報や動作環境を確認し、必ず最新版をインストールしてください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/

カメラとパソコンを無線 LANで接続する
カメラとパソコンを無線接続するには、カメラとパソコンを直接無線接続するアクセスポイントモー
ドと、ご自宅などにすでに構築されているネットワークに無線 LANアクセスポイントを経由してパソ
コンと接続するインフラストラクチャーモードの 2通りの方法があります。

パソコンと直接接続する（アクセスポイントモード）
カメラとパソコンを直接無線接続します。カメラをアクセスポイントとして使用するため、野外など
無線 LAN環境がない場合でも無線接続ができ、複雑な設定も不要です。カメラと無線接続中は、パソ
コンはインターネットを使用できません。

接続設定を行う前に、パソコンにWireless Transmitter Utility（0 298）がインストールされている
ことを確認してください。
ネットワークメニュー［有線 LAN］が［OFF］になっていることを確認してください。

298 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る
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［新規追加］を選び、Jボタンを押す

接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［PCと接続］
>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

［PCと直接接続］を選び、Jボタンを押す

カメラの SSIDと暗号キーが表示されます。

299 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る
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パソコンをカメラに接続する

Windowsの場合：

画面の右下にある無線 LANのアイコンをクリックしてください。
手順 4でカメラに表示された SSIDを選んでクリックしてください。
ネットワークキーを入力する画面が表示されたら、手順 4で表示された暗号キーを入力して
ください。カメラとパソコンの接続が開始されます。

macOSの場合：

画面の右上にある無線 LANのアイコンをクリックしてください。
手順 4でカメラに表示された SSIDを選んでクリックしてください。
ネットワークキーを入力する画面が表示されたら、手順 4で表示された暗号キーを入力して
ください。カメラとパソコンの接続が開始されます。

300 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る
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カメラに図のような画面が表示されたら、パソコンでWireless
Transmitter Utilityを起動してください。

手順 6でカメラに表示されているカメラ名を選択し、
［次へ］をクリックします。

カメラに認証コードが表示されます。

Wireless Transmitter Utilityに認証コードを入力し、
［次へ］をクリックします。

パソコンとのペアリングを開始する

Wireless Transmitter Utilityでカメラ名を選ぶ

カメラに表示される認証コードをWireless Transmitter Utilityに入力する

301 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る
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カメラに図のような画面が表示されたらJボタンを押して
ください。

Wireless Transmitter Utilityは［次へ］をクリックする
と画像を転送するフォルダーを設定する画面になり
ます。詳しくはWireless Transmitter Utilityのヘルプ
をご覧ください。

カメラとパソコンが接続されると、［PCと接続］画面に接続設
定名が緑色で点灯します。

接続設定名が緑色で点灯していない場合は、パソコンの無線
接続設定でカメラと接続し直してください。

ペアリングを完了する

ペアリング完了後に、カメラとパソコンの接続が開始されます。

カメラとパソコンの接続を確認する

カメラとパソコンの無線接続が完了しました。

カメラで撮影した画像をパソコンに転送するには、「パソコンに画像を送信する」（0 316）をご覧く
ださい。

パソコンにインストールした Camera Control Pro 2または NX Tetherでカメラを操作するには、「カ
メラコントロールモードを使用する」（0 322）をご覧ください。

302 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る
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ネットワークメニュー［PCと接続］で［接続設定］を選び、
マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

既存のネットワークに接続する（インフラストラクチャーモー
ド）

ご自宅などにすでに構築されているネットワークに、無線 LANアクセスポイントを経由してパソコン
と接続します。カメラと無線接続中でも、パソコンはインターネットを使用できます。

接続設定を行う前に、パソコンにWireless Transmitter Utility（0 298）がインストールされている
ことを確認してください。
ネットワークメニュー［有線 LAN］が［OFF］になっていることを確認してください。

D インフラストラクチャーモードで接続する場合
ルーターを越えて別のネットワークに接続することはできません。同じネットワーク内のパソコンと
のみ接続できます。

303 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る
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接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［PCと接続］
>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

304 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

3



［Wi-Fi接続先を検索］を選び、Jボタンを押す
カメラの周辺にある無線 LANアクセスポイントを検索して、検
出した接続先の SSIDを表示します。

手順 4で Xボタンを押すと、SSIDや暗号キーを入力せずに無
線 LANアクセスポイントに接続できます。Jボタンを押して
接続方法を選んでください。

D ［簡単接続］で接続する

接続方法 内容

［WPSプッシュボタン方式］

無線 LANアクセスポイントにWPSプッシュボタンがある
場合に使用できます。WPSプッシュボタンを押した後にカ
メラの Jボタンを押すと、無線 LANアクセスポイントに接
続できます。

［WPS PINコード方式］

カメラに PINコードが表示されます。パソコンを使用して
無線 LANアクセスポイントに PINコードを入力します。無
線 LANアクセスポイントに PINコードを入力する方法に
ついては、お使いの無線 LANアクセスポイントの使用説明
書をご覧ください。

接続が完了したら、手順 7に進んでください。

305 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

4



接続先の SSIDを選ぶ
接続先の SSIDを選んでJボタンを押します。
検出された SSIDの周波数帯をアイコンで確認できます。
暗号ありの SSIDには hが表示されます。暗号あり hの
SSIDを選んだ場合は、暗号キーの設定画面が表示されます。
暗号なしの接続先を選んだ場合は手順 7へお進みください。
Xボタンを押すと無線接続先を再検索します。

無線 LANアクセスポイントが SSIDを非公開に設定している場
合、検出された SSID一覧に SSID名が表示されません。

非公開の SSIDに接続したい場合、空欄になっている項目を
選択してJボタンを押してください。続いてJボタンを押
すと、SSID入力画面になります。
接続したい SSID名を入力し、Xボタンを押してください。
もう一度 Xボタンを押すと、暗号キーの設定画面が表示さ
れます。

D SSIDが非公開に設定されている場合

306 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

5



暗号キーを入力する

Jボタンを押して、無線 LANアクセスポイントで使用して
いる暗号キーを入力します。

無線 LANアクセスポイントの暗号キーについては、無線
LANアクセスポイントの使用説明書などをご覧ください。
Xボタンを押して、暗号キーの入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、接続を開始します。接続に成功
すると、図のような画面が数秒間表示されます。

307 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

6



IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

カメラに図のような画面が表示されたら、パソコンでWireless
Transmitter Utilityを起動してください。

設定方法 内容

［自動取得］ カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。

パソコンとのペアリングを開始する

308 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

7

8



手順 8でカメラに表示されているカメラ名を選択し、
［次へ］をクリックします。

カメラに認証コードが表示されます。

Wireless Transmitter Utilityに認証コードを入力し、
［次へ］をクリックします。

Wireless Transmitter Utilityでカメラ名を選ぶ

カメラに表示される認証コードをWireless Transmitter Utilityに入力する

309 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

9

10



カメラに図のような画面が表示されたらJボタンを押して
ください。

Wireless Transmitter Utilityは［次へ］をクリックする
と画像を転送するフォルダーを設定する画面になり
ます。詳しくはWireless Transmitter Utilityのヘルプ
をご覧ください。

カメラとパソコンが接続されると、［PCと接続］画面に接続設
定名が緑色で点灯します。

ペアリングを完了する

ペアリング完了後に、カメラとパソコンの接続が開始されます。

カメラとパソコンの接続を確認する

カメラとパソコンの無線接続が完了しました。

カメラで撮影した画像をパソコンに転送するには、「パソコンに画像を送信する」（0 316）をご覧く
ださい。

パソコンにインストールした Camera Control Pro 2または NX Tetherでカメラを操作するには、「カ
メラコントロールモードを使用する」（0 322）をご覧ください。

310 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

11

12



ネットワークメニュー［有線 LAN］を［ON］に設定する

カメラとパソコンを有線 LANで接続する
有線 LAN接続端子に市販のイーサネットケーブルを接続すると、カメラとパソコンを直接有線 LANで
接続することや、既存のネットワークを使用して接続することができます。

イーサネットケーブルを接続する
カメラの有線 LAN接続端子にイーサネットケーブルを差し込んでください。ケーブルは無理な力を加
えず、端子に真っ直ぐに差し込んでください。イーサネットケーブルの反対側の端子は、パソコンま
たはルーターに接続してください。

有線 LAN接続時の接続設定
接続設定を行う前に、カメラにイーサネットケーブルが差し込まれていることと、パソコンにWireless
Transmitter Utility（0 298）がインストールされていることを確認してください。

311 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

1



ネットワークメニュー［PCと接続］で［接続設定］を選び、
マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［PCと接続］
>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

312 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

2

3

4



IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

カメラに図のような画面が表示されたら、パソコンでWireless
Transmitter Utilityを起動してください。

設定方法 内容

［自動取得］ カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。

パソコンとのペアリングを開始する

313 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

5

6



手順 6でカメラに表示されているカメラ名を選択し、
［次へ］をクリックします。

カメラに認証コードが表示されます。

Wireless Transmitter Utilityに認証コードを入力し、
［次へ］をクリックします。

Wireless Transmitter Utilityでカメラ名を選ぶ

カメラに表示される認証コードをWireless Transmitter Utilityに入力する

314 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

7

8



カメラに図のような画面が表示されたらJボタンを押して
ください。

Wireless Transmitter Utilityは［次へ］をクリックする
と画像を転送するフォルダーを設定する画面になり
ます。詳しくはWireless Transmitter Utilityのヘルプ
をご覧ください。

カメラとパソコンが接続されると、［PCと接続］画面に接続設
定名が緑色で点灯します。

ペアリングを完了する

ペアリング完了後に、カメラとパソコンの接続が開始されます。

カメラとパソコンの接続を確認する

カメラとパソコンの有線接続が完了しました。

カメラで撮影した画像をパソコンに転送するには、「パソコンに画像を送信する」（0 316）をご覧く
ださい。

パソコンにインストールした Camera Control Pro 2または NX Tetherでカメラを操作するには、「カ
メラコントロールモードを使用する」（0 322）をご覧ください。

315 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

9

10



画像を送信する前に、カメラをパソコンに無線または有線接続し
てください。ネットワークメニュー［PCと接続］>［接続設定］
で接続設定を選んで接続を行います。

カメラとパソコンが接続されると、［PCと接続］画面に接続設定
名が緑色で点灯します。

パソコンに画像を送信する
再生画面で選んだ画像をパソコンに送信できます。カメラで撮影するたびに自動で送信することもで
きます。

D 保存先のフォルダーについて
送信された画像は、次のフォルダーに転送されます。

Windows：\Users\"ユーザー名"\Pictures\Wireless Transmitter Utility
macOS：/Users/"ユーザー名"/Pictures/Wireless Transmitter Utility

Wireless Transmitter Utilityを使うと、転送先のフォルダーを変更できます。詳しくはWireless
Transmitter Utilityのヘルプをご覧ください。

D アクセスポイントモードで送信する場合のご注意
カメラで接続設定を選んでカメラのWi-Fi通信機能が開始された後に、パソコンを無線接続してくださ
い。

D ポート番号について
パソコンに接続する場合のポートは、TCPポート 15740、UDPポート 5353を使用します。ファイアー
ウォールを設定しているパソコンでは、ファイアーウォールにポート番号の例外設定を行わないと、
カメラとパソコン間で転送ができない場合があります。

316 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る



ネットワークメニュー［PCと接続］>［動作モードの選択］で
［PC画像送信モード］を選ぶ

送信したい画像を選んで iボタンを押す

［送信指定（PC）］を選んでJボタンを押す
優先送信設定マーク（白色）が付加されます。ネットワーク
に接続済みの場合、すぐに送信が始まります（送信マークが
緑色に変わります）。
送信指定した画像がある状態でネットワークに接続すると、
自動的に送信が開始されます。
複数の画像を送信する場合は、手順 3～4を繰り返してくだ
さい。

画像を選んで送信する

カメラのKボタンを押して 1コマ表示モードまたはサムネイル表示モードにする

D 送信指定を解除するには
解除したい画像を選んで、手順 3と 4を行います。
ネットワークメニュー［PCと接続］>［オプション］>［全送信マーク解除］で一括解除できます。

317 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

1

2

3

4



ネットワークメニュー［PCと接続］>［オプション］>［撮影後自
動送信］を［ON］に設定すると、静止画を撮影するたびにパソコ
ンに転送します。

ヒント：条件に当てはまる画像だけを送信するには
再生時の iメニューで［フィルター再生］を行うと、設定された条件に当てはまる画像のみ再生され
ます（0 234）。iメニューで［一括送信指定（PC）］を選んでJボタンを押すと、再生対象の画像全
てに送信設定マークが付加されます。

撮影した画像を自動で送信する

画像はメモリーカードに記録されてから自動的に送信設定が行われます。撮影する場合は必ずカメ
ラにメモリーカードを挿入してください。
動画は自動送信されません。再生画面で送信設定してください。

318 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る



送信する画像には次のようなマークが表示されます。

マーク表示について

s（白）：送信予定の画像（優先送信設定マーク）

手動で送信設定した画像に表示されます。Wの画像がある場合でも、優先して画像が送信されま
す。

W（白）：送信予定の画像（送信設定マーク）

一括送信設定または自動送信で送信設定され、これから送信される画像の送信設定マークは白色で
表示されます。

X（緑）：送信中の画像（送信中マーク）

画像の送信中は送信設定マークが緑色で表示されます。

Y（青）：送信済みの画像（送信済みマーク）

画像が正常に送信された場合、送信設定マークが青色に変わります。

319 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る



画像送信時の［PCと接続］画面
［PCと接続］画面では、次の状態が確認できます。

4 3 2

1

接続状態：接続状態を表します。接続されたときは接続設定名が緑色で表示されます。
データを送信中の場合、接続設定名の下に「（送信中のファイル名）」＋「送信中」と表示され
ます。エラーが発生した場合には、エラーの内容が表示されます。
電波状態：有線 LAN接続時には、有線 LANアイコンdが表示されます。無線 LAN接続時に
は、電波の状態がアイコンで表示されます。
周波数帯：インフラストラクチャーモードで無線接続している場合、接続している SSIDの周
波数帯が表示されます。
残り：送信予定のコマ数と、残りの送信予定時間を表示します。表示される時間は目安です。

D 電波状態による送信の中断について
無線 LAN接続時、電波状態によっては送信が一時中断されることがあります。この場合、電波状態が
回復した後、カメラの電源をいったん OFFにして再度 ONにすると、送信設定マークが表示された画
像の送信を再開します。

D 送信中のご注意
送信中はメモリーカードやイーサネットケーブルの抜き差しを絶対に行わないでください。

D 音声メモを録音した画像の送信
録音した音声メモも同時に送信されます。ただし、音声メモのみを送信することはできません。

D 画像転送中にカメラの電源を OFFにした場合
送信設定は保持されるため、再度電源を ONにすると、送信設定マークが表示された画像は送信が再
開されます。

320 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

1

2
3
4



カメラとパソコンの通信状態は、カメラのネットワークインジケー
ターで確認できます。

ヒント：通信状態について

ネットワークインジケーター 状態

I（消灯） 通信が行われていません。

K（緑点灯） パソコンとの接続を待っています。

H（緑点滅） パソコンと接続しています。

H（橙点滅） パソコンとの通信エラーです。

321 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る



Camera Control Pro 2または NX Tetherを使用する前に、カメラを
パソコンに無線または有線接続してください。ネットワークメニ
ュー［PCと接続］>［接続設定］で接続設定を選んで接続を行い
ます。

カメラとパソコンが接続されると、［PCと接続］画面に接続設定
名が緑色で点灯します。

ネットワークメニュー［PCと接続］>［動作モードの選択］で
［カメラコントロールモード］を選ぶ

カメラコントロールモードを使用する
別売の Camera Control Pro 2または無料の NX Tetherを使って、パソコンからカメラをコントロールで
きます。Camera Control Pro 2または NX Tetherのカメラコントロールで撮影した静止画はパソコンに
直接取り込めるため、カメラにメモリーカードを挿入しない状態でも使用できます。
動画を撮影する場合は、メモリーカードをカメラに挿入してください。
カメラコントロールモードのときは、半押しタイマーはオフになりません。

パソコンにインストールされている Camera Control Pro 2または NX Tetherを起動する

Camera Control Pro 2または NX Tetherを使用して、カメラを操作する
Camera Control Pro 2または NX Tetherを使用して撮影する方法については、各ソフトウェアの
説明書またはオンラインヘルプをご覧ください。

322 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る
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カメラコントロールモード時の［PCと接続］画面
［PCと接続］画面では、次の状態が確認できます。

1

3 2

接続状態：接続状態を表します。接続されたときは接続設定名が緑色で表示されます。エラー
が発生した場合には、エラーの内容が表示されます（0 354）。
電波状態：有線 LAN接続時には、有線 LANアイコンdが表示されます。無線 LAN接続時に
は、電波の状態がアイコンで表示されます。
周波数帯：インフラストラクチャーモードで無線接続している場合、接続している SSIDの周
波数帯が表示されます。

D 電波状態による送信の中断について
無線 LAN接続時、電波状態によっては、送信が中断され、パソコンとの接続が切断される場合があり
ます。カメラのネットワークインジケーターが橙色に点滅している場合は、ネットワークメニュー［PC
と接続］>［接続設定］で一度［接続設定解除］を選んでから再度接続設定を選んでネットワークに接
続してください。電波状態が回復すれば、パソコンとの接続が回復し、未送信画像が再送信されます。
再送信する前にカメラの電源を OFFにすると、未送信画像が消去され、再送信できませんのでご注意
ください。

D 有線 LAN接続中のご注意
パソコンとの通信中やカメラの電源が ONのときには、イーサネットケーブルの抜き差しは行わない
でください。

D 無線 LAN接続時のご注意
無線 LAN接続時には、有線 LANで接続した場合に比べて、操作に時間的なずれが生じる場合がありま
す。

D ポート番号について
パソコンに接続する場合のポートは、TCPポート 15740、UDPポート 5353を使用します。ファイアー
ウォールを設定しているパソコンでは、ファイアーウォールにポート番号の例外設定を行わないと、
カメラとパソコン間で転送ができない場合があります。

323 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る

1
2
3



カメラとパソコンの通信状態は、カメラのネットワークインジケー
ターで確認できます。

ヒント：通信状態について

ネットワークインジケーター 状態

I（消灯） 通信が行われていません。

K（緑点灯） パソコンとの接続を待っています。

H（緑点滅） パソコンと接続しています。

H（橙点滅） パソコンとの通信エラーです。

パソコンとのネットワーク接続を解除する
パソコンとのネットワーク接続を解除するには、次の方法があります。

カメラの電源を OFFにする
ネットワークメニュー［PCと接続］>［接続設定］で［接続設定解除］を選ぶ
スマートフォンとWi-Fi接続または Bluetooth接続を開始する

D アクセスポイントモードで接続している場合
パソコンの無線接続を先に解除すると通信エラーになります。カメラのネットワーク接続を先に解除
してください。

324 無線 LANまたは有線 LANでパソコンと接続す
る



無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバー
と接続する
カメラに内蔵されている無線 LAN（Wi-Fi）機能を使用するか、有線 LAN接続端子に市販のイーサネッ
トケーブルを接続すると、既存のネットワークを使用して FTPサーバーに接続して画像を送信できま
す。カメラと FTPサーバーを直接接続することも可能です。

FTP

D FTPサーバーについて
Windows 11またはWindows 10の場合は、OSに標準装備されている FTPサーバー機能（IIS
（Internet Information Services）や FTPサービスなど）を利用して FTPサーバーを構築できます。
インターネットを経由した FTPサーバーへの通信、およびサードパーティー製 FTPソフトによって
構築した FTPサーバーでの動作はサポートしておりません。

D FTPSサーバーについて
FTPSサーバーに接続する場合、接続前にカメラにルート証明書を読み込む必要があります。ルート
証明書を読み込むには、ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］>［オプション］>［ルート
証明書の管理］の［ルート証明書の読み込み］を行ってください。
ルート証明書の取得方法については、接続する FTPSサーバーのネットワーク管理者にご確認くだ
さい。

325 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する



ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］で［接続設定］
を選び、マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

カメラと FTPサーバーを無線 LANで接続する
カメラと FTPサーバーを無線接続するには、カメラと FTPサーバーを直接無線接続するアクセスポイ
ントモードと、ご自宅などにすでに構築されているネットワークに無線 LANアクセスポイントを経由
して FTPサーバーと接続するインフラストラクチャーモードの 2通りの方法があります。

FTPサーバーと直接接続する（アクセスポイントモード）
カメラと FTPサーバーを直接無線接続します。カメラをアクセスポイントとして使用するため、野外
など無線 LAN環境がない場合でも無線接続ができ、複雑な設定も不要です。

FTP

カメラの接続ウィザードに従って、接続設定を登録します。
ネットワークメニュー［有線 LAN］が［OFF］になっていることを確認してください。

326 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

1

2



［接続ウィザード］を選んで2を押す

接続ウィザード画面が表示されます。

［手動設定］を選ぶと、接続設定の内容を全て手動で設定でき
ます。

接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［FTPサーバ
ーと接続］>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

D 手動設定を行う

327 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

3

4



［PCと直接接続］を選び、Jボタンを押す

カメラの SSIDと暗号キーが表示されます。

328 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

5



パソコンをカメラに接続する

Windowsの場合：

画面の右下にある無線 LANのアイコンをクリックしてください。
手順 5でカメラに表示された SSIDを選んでクリックしてください。
ネットワークキーを入力する画面が表示されたら、手順 5で表示された暗号キーを入力して
ください。カメラとパソコンの接続が開始されます。

macOSの場合：

画面の右上にある無線 LANのアイコンをクリックしてください。
手順 5でカメラに表示された SSIDを選んでクリックしてください。
ネットワークキーを入力する画面が表示されたら、手順 5で表示された暗号キーを入力して
ください。カメラとパソコンの接続が開始されます。

329 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

6



［FTP］、［SFTP］または［FTPS］を選んでJボタンを押すと、
ログイン方法の選択画面が表示されます。

ログイン方法を選ぶ

FTPサーバーへのログイン方法を選んでJボタンを押します。

FTPサーバーの種類を選ぶ

項目 内容

［匿名でログイン］
匿名で FTPサーバーにログインします。FTPサーバーが匿名でのログ
インを許可している場合のみログインできます。ログインに成功した
場合は、送信先フォルダーの設定画面が表示されます。

［ログイン名を入力］
ログイン名とパスワードを手動で入力します。入力を完了してJボ
タンを押すと、FTPサーバーにログインします。ログインに成功した
場合は、送信先フォルダーの設定画面が表示されます。

D ポート番号について
FTP サーバーに接続する場合、FTP サーバーの種類によって使用するポート番号が異なりま
す。次のポート番号をお使いください。
［FTP］：TCP ポート 21、32768～61000
［SFTP］：TCP ポート 22、32768～61000
［FTPS］：TCP ポート 21、32768～61000
ファイアーウォールを設定している FTP サーバーでは、ファイアーウォールにポート番号の
例外設定を行わないと、カメラと FTP サーバー間で転送ができない場合があります。

330 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

7
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送信先フォルダーを設定する

送信先のフォルダーを選んでJボタンを押します。

カメラと FTPサーバーが接続されると、［FTPサーバーと接続］
画面に接続設定名が緑色で点灯します。

接続設定名が緑色で点灯していない場合は、FTP サーバーの
無線接続設定でカメラと接続し直してください。

項目 内容

［ホームフォルダー］ 送信先を FTPサーバーのホームフォルダーに設定します。設定に成功
した場合は、接続設定完了画面が表示されます。

［フォルダーを指定］

送信先のフォルダー名を手動で入力します。送信先のフォルダーは、
あらかじめ FTPサーバー側で作成しておく必要があります。入力を完
了してJボタンを押すと、送信先のフォルダーを設定して接続設定
完了画面が表示されます。

カメラと FTPサーバーの接続を確認する

331 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

9

10



カメラと FTPサーバーの接続が完了すると、撮影画面に「FTP」
が表示されます。FTPサーバーとの接続にエラーが発生した場合、
文字が赤くなりCが表示されます。

カメラと FTPサーバーの無線接続が完了しました。

カメラで撮影した画像を FTPサーバーに転送するには、「FTPサーバーに画像を送信する」（0 348）
をご覧ください。

332 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する



ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］で［接続設定］
を選び、マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

既存のネットワークに接続する（インフラストラクチャーモー
ド）

ご自宅などにすでに構築されているネットワークに、無線 LANアクセスポイントを経由して FTPサー
バーと接続します。

FTP

カメラの接続ウィザードに従って、接続設定を登録します。
無線接続を行う場合、ネットワークメニュー［有線 LAN］が［OFF］になっていることを確認して
ください。

ヒント：インフラストラクチャーモードで接続する場合
接続先が FTPサーバーの場合、ルーターを経由して別のネットワークに接続することが可能です。

333 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

1

2



接続ウィザード画面が表示されます。

［手動設定］を選ぶと、接続設定の内容を全て手動で設定でき
ます。

接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［FTPサーバ
ーと接続］>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

［接続ウィザード］を選んで2を押す

D 手動設定を行う

334 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

3

4



［Wi-Fi接続先を検索］を選び、Jボタンを押す
カメラの周辺にある無線 LANアクセスポイントを検索して、検
出した接続先の SSIDを表示します。

手順 5で Xボタンを押すと、SSIDや暗号キーを入力せずに無
線 LANアクセスポイントに接続できます。Jボタンを押して
接続方法を選んでください。

D ［簡単接続］で接続する

接続方法 内容

［WPSプッシュボタン方式］

無線 LANアクセスポイントにWPSプッシュボタンがある
場合に使用できます。WPSプッシュボタンを押した後にカ
メラの Jボタンを押すと、無線 LANアクセスポイントに接
続できます。

［WPS PINコード方式］

カメラに PINコードが表示されます。パソコンを使用して
無線 LANアクセスポイントに PINコードを入力します。無
線 LANアクセスポイントに PINコードを入力する方法に
ついては、お使いの無線 LANアクセスポイントの使用説明
書をご覧ください。

接続が完了したら、手順 8に進んでください。

335 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

5



接続先の SSIDを選ぶ
接続先の SSIDを選んでJボタンを押します。
検出された SSIDの周波数帯をアイコンで確認できます。
暗号ありの SSIDには hが表示されます。暗号あり hの
SSIDを選んだ場合は、暗号キーの設定画面が表示されます。
暗号なしの接続先を選んだ場合は手順 8へお進みください。
Xボタンを押すと無線接続先を再検索します。

無線 LANアクセスポイントが SSIDを非公開に設定している場
合、検出された SSID一覧に SSID名が表示されません。

非公開の SSIDに接続したい場合、空欄になっている項目を
選択してJボタンを押してください。続いてJボタンを押
すと、SSID入力画面になります。
接続したい SSID名を入力し、Xボタンを押してください。
もう一度 Xボタンを押すと、暗号キーの設定画面が表示さ
れます。

D SSIDが非公開に設定されている場合

336 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

6



暗号キーを入力する

Jボタンを押して、無線 LANアクセスポイントで使用して
いる暗号キーを入力します。

無線 LANアクセスポイントの暗号キーについては、無線
LANアクセスポイントの使用説明書などをご覧ください。
Xボタンを押して、暗号キーの入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、接続を開始します。接続に成
功すると、図のような画面が数秒間表示されます。

337 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

7



IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

［FTP］、［SFTP］または［FTPS］を選んでJボタンを押すと、
アドレス入力画面が表示されます。

設定方法 内容

［自動取得］ カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。

FTPサーバーの種類を選ぶ

338 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

8
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Jボタンを押して、FTPサーバーの IPアドレスまたは URLを
入力します。

Xボタンを押して、入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、カメラが FTPサーバーに接続し
ます。接続に成功した場合は、ログイン方法の選択画面が表
示されます。

FTPサーバーのアドレスを入力する

339 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する

10



ログイン方法を選ぶ

FTPサーバーへのログイン方法を選んでJボタンを押します。

項目 内容

［匿名でログイン］
匿名で FTPサーバーにログインします。FTPサーバーが匿名でのログ
インを許可している場合のみログインできます。ログインに成功した
場合は、送信先フォルダーの設定画面が表示されます。

［ログイン名を入力］
ログイン名とパスワードを手動で入力します。入力を完了してJボ
タンを押すと、FTPサーバーにログインします。ログインに成功した
場合は、送信先フォルダーの設定画面が表示されます。

D ポート番号について
FTP サーバーに接続する場合、FTP サーバーの種類によって使用するポート番号が異なりま
す。次のポート番号をお使いください。
［FTP］：TCP ポート 21、32768～61000
［SFTP］：TCP ポート 22、32768～61000
［FTPS］：TCP ポート 21、32768～61000
ファイアーウォールを設定している FTP サーバーでは、ファイアーウォールにポート番号の
例外設定を行わないと、カメラと FTP サーバー間で転送ができない場合があります。

340 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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送信先フォルダーを設定する

送信先のフォルダーを選んでJボタンを押します。

カメラと FTPサーバーが接続されると、［FTPサーバーと接続］
画面に接続設定名が緑色で点灯します。

カメラと FTPサーバーの接続が完了すると、撮影画面に「FTP」
が表示されます。FTPサーバーとの接続にエラーが発生した場合、
文字が赤くなりCが表示されます。

項目 内容

［ホームフォルダー］ 送信先を FTPサーバーのホームフォルダーに設定します。設定に成功
した場合は、接続設定完了画面が表示されます。

［フォルダーを指定］

送信先のフォルダー名を手動で入力します。送信先のフォルダーは、
あらかじめ FTPサーバー側で作成しておく必要があります。入力を完
了してJボタンを押すと、送信先のフォルダーを設定して接続設定
完了画面が表示されます。

カメラと FTPサーバーの接続を確認する

カメラと FTPサーバーの無線接続が完了しました。

カメラで撮影した画像を FTPサーバーに転送するには、「FTPサーバーに画像を送信する」（0 348）
をご覧ください。

341 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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ネットワークメニュー［有線 LAN］を［ON］に設定する

ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］で［接続設定］
を選び、マルチセレクターの2を押す

カメラと FTPサーバーを有線 LANで接続する
有線 LAN接続端子に市販のイーサネットケーブルを接続すると、カメラと FTPサーバーを直接有線
LANで接続することや、既存のネットワークを使用して接続することができます。

イーサネットケーブルを接続する
カメラの有線 LAN接続端子にイーサネットケーブルを差し込んでください。ケーブルは無理な力を加
えず、端子に真っ直ぐに差し込んでください。イーサネットケーブルの反対側の端子は、FTPサーバー
またはルーターに接続してください。

FTP

342 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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［新規追加］を選び、Jボタンを押す

［接続ウィザード］を選んで2を押す

［手動設定］を選ぶと、接続設定の内容を全て手動で設定でき
ます。

接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［FTPサーバ
ーと接続］>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

接続ウィザード画面が表示されます。

D 手動設定を行う

343 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

［FTP］、［SFTP］または［FTPS］を選んでJボタンを押すと、
アドレス入力画面が表示されます。

設定方法 内容

［自動取得］ カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。

FTPサーバーの種類を選ぶ

344 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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Jボタンを押して、FTPサーバーの IPアドレスまたは URLを
入力します。

Xボタンを押して、入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、カメラが FTPサーバーに接続し
ます。接続に成功した場合は、ログイン方法の選択画面が表
示されます。

FTPサーバーのアドレスを入力する

345 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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ログイン方法を選ぶ

FTPサーバーへのログイン方法を選んでJボタンを押します。

項目 内容

［匿名でログイン］
匿名で FTPサーバーにログインします。FTPサーバーが匿名でのログ
インを許可している場合のみログインできます。ログインに成功した
場合は、送信先フォルダーの設定画面が表示されます。

［ログイン名を入力］
ログイン名とパスワードを手動で入力します。入力を完了してJボ
タンを押すと、FTPサーバーにログインします。ログインに成功した
場合は、送信先フォルダーの設定画面が表示されます。

D ポート番号について
FTP サーバーに接続する場合、FTP サーバーの種類によって使用するポート番号が異なりま
す。次のポート番号をお使いください。
［FTP］：TCP ポート 21、32768～61000
［SFTP］：TCP ポート 22、32768～61000
［FTPS］：TCP ポート 21、32768～61000
ファイアーウォールを設定している FTP サーバーでは、ファイアーウォールにポート番号の
例外設定を行わないと、カメラと FTP サーバー間で転送ができない場合があります。

346 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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送信先フォルダーを設定する

送信先のフォルダーを選んでJボタンを押します。

カメラと FTPサーバーが接続されると、［FTPサーバーと接続］
画面に接続設定名が緑色で点灯します。

カメラと FTPサーバーの接続が完了すると、撮影画面に「FTP」
が表示されます。FTPサーバーとの接続にエラーが発生した場合、
文字が赤くなりCが表示されます。

項目 内容

［ホームフォルダー］ 送信先を FTPサーバーのホームフォルダーに設定します。設定に成功
した場合は、接続設定完了画面が表示されます。

［フォルダーを指定］

送信先のフォルダー名を手動で入力します。送信先のフォルダーは、
あらかじめ FTPサーバー側で作成しておく必要があります。入力を完
了してJボタンを押すと、送信先のフォルダーを設定して接続設定
完了画面が表示されます。

カメラと FTPサーバーの接続を確認する

カメラと FTPサーバーの接続設定が完了しました。

カメラで撮影した画像を FTPサーバーに転送するには、「FTPサーバーに画像を送信する」（0 348）
をご覧ください。

347 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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画像を送信する前に、カメラを FTPサーバーに無線または有線接
続してください。ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］
>［接続設定］で接続設定を選んで接続を行います。

カメラと FTPサーバーが接続されると、［FTPサーバーと接続］画
面に接続設定名が緑色で点灯します。

送信したい画像を選んで iボタンを押す

FTPサーバーに画像を送信する
再生画面で選んだ画像を FTPサーバーに送信できます。カメラで撮影するたびに自動で送信すること
もできます。

D アクセスポイントモードで送信する場合のご注意
カメラで接続設定を選んでカメラのWi-Fi通信機能が開始された後に、FTPサーバーを無線接続してく
ださい。

画像を選んで送信する

カメラのKボタンを押して 1コマ表示モードまたはサムネイル表示モードにする

348 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する
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［送信指定（FTP）］を選んでJボタンを押す
優先送信設定マーク（白色）が付加されます。ネットワーク
に接続済みの場合、すぐに送信が始まります（送信マークが
緑色に変わります）。
送信指定した画像がある状態でネットワークに接続すると、
自動的に送信が開始されます。
複数の画像を送信する場合は、手順 2～3を繰り返してくだ
さい。

ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］>［オプション］>
［撮影後自動送信］を［ON］に設定すると、静止画を撮影するたび
に FTPサーバーに転送します。

画像はメモリーカードに記録されてから自動的に送信設定が行
われます。撮影する場合は必ずカメラにメモリーカードを挿入し
てください。
動画は自動送信されません。再生画面で送信設定してください。

D 送信指定を解除するには
解除したい画像を選んで、手順 2と 3を行います。
ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］>［オプション］>［全送信マーク解除］で一括解除
できます。

ヒント：条件に当てはまる画像だけを送信するには
再生時の iメニューで［フィルター再生］を行うと、設定された条件に当てはまる画像のみ再生され
ます（0 234）。iメニューで［一括送信指定（FTP）］を選んでJボタンを押すと、再生対象の画像
全てに送信設定マークが付加されます。

撮影した画像を自動で送信する

349 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
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送信する画像には次のようなマークが表示されます。

マーク表示について

s（白）：送信予定の画像（優先送信設定マーク）

手動で送信設定した画像に表示されます。Wの画像がある場合でも、優先して画像が送信されま
す。

W（白）：送信予定の画像（送信設定マーク）

一括送信設定または自動送信で送信設定され、これから送信される画像の送信設定マークは白色で
表示されます。

X（緑）：送信中の画像（送信中マーク）

画像の送信中は送信設定マークが緑色で表示されます。

Y（青）：送信済みの画像（送信済みマーク）

画像が正常に送信された場合、送信設定マークが青色に変わります。

350 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する



画像送信時の［FTPサーバーと接続］画面
［FTPサーバーと接続］画面では、次の状態が確認できます。

4 3 2

1

接続状態：
接続状態を表します。接続されたときは接続設定名が緑色で表示されます。
データを送信中の場合、接続設定名の下に「（送信中のファイル名）」＋「送信中」と表示され
ます。エラーが発生した場合には、エラーの内容およびエラーコードが表示されます
（0 355）。
電波状態：有線 LAN接続時には、有線 LANアイコンdが表示されます。無線 LAN接続時に
は、電波の状態がアイコンで表示されます。
周波数帯：インフラストラクチャーモードで無線接続している場合、接続している SSIDの周
波数帯が表示されます。
残り：送信予定のコマ数と、残りの送信予定時間を表示します。表示される時間は目安です。

D 電波状態による送信の中断について
無線 LAN接続時、電波状態によっては送信が一時中断されることがあります。この場合、電波状態が
回復した後、カメラの電源をいったん OFFにして再度 ONにすると、送信設定マークが表示された画
像の送信を再開します。

D 送信中のご注意
送信中はメモリーカードやイーサネットケーブルの抜き差しを絶対に行わないでください。

D プロテクトした画像の送信
FTPサーバーに送信して保存された画像のプロテクトは解除されています。画像に目印を付けたい場
合、レーティングを設定することをおすすめします（0 232）。

D 音声メモを録音した画像の送信
録音した音声メモも同時に送信されます。ただし、音声メモのみを送信することはできません。

D 画像転送中にカメラの電源を OFFにした場合
送信設定は保持されるため、再度電源を ONにすると、送信設定マークが表示された画像は送信が再
開されます。

351 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
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カメラと FTPサーバーの通信状態は、カメラのネットワークインジ
ケーターで確認できます。

ヒント：通信状態について

ネットワークインジケーター 状態

I（消灯） 通信が行われていません。

K（緑点灯） FTPサーバーとの接続を待っています。

H（緑点滅） FTPサーバーと接続しています。

H（橙点滅） FTPサーバーとの通信エラーです。

352 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する



FTPサーバーとのネットワーク接続を解除する
FTPサーバーとのネットワーク接続を解除するには、次の方法があります。
カメラの電源を OFFにする
ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］>［接続設定］で［接続設定解除］を選ぶ
スマートフォンとWi-Fi接続または Bluetooth接続を開始する

D アクセスポイントモードで接続している場合
FTPサーバーの無線接続を先に解除すると通信エラーになります。カメラのネットワーク接続を先に解
除してください。

353 無線 LANまたは有線 LANで FTPサーバーと接
続する



無線 LANまたは有線 LAN使用時のトラブル
シューティング
無線 LANまたは有線 LAN使用時にエラーが発生した場合はこちらをご覧ください。

Wireless Transmitter UtilityについてはWireless Transmitter Utilityのヘルプをご覧ください。

問題と対処方法について
次のような症状が発生した場合の対処法については、こちらをご覧ください。

こんなときは 対処方法

「無線エラーが発生しました。」と
表示される。
「TCP/IPエラーが発生しました」と
表示される。
「FTPエラーが発生しました」と表
示される。

接続設定が正しくありません。無線 LANアクセスポイント
や FTPサーバー（またはパソコン）の設定を確認し、設定
をやり直してください（0 298、0 326）。

エラーコードが表示されている場合、表示されているエラ
ーコードによって対処方法が異なります。「エラーコードに
ついて」をご覧ください（0 355）。

「PCに接続中です」と表示されたまま
画面が変化しない。

ファイアーウォールの設定を確認してください（0 316、
0 330）。

「イーサネットケーブルが接続されて
いません」と表示される。

イーサネットケーブルを接続するか、［有線 LAN］の設定
を［OFF］に変更してください（0 311、0 342、0 734）。

「カードが入っていません」と表示さ
れる。

メモリーカードが入っていないか、正しくセットされてい
ません。メモリーカードを正しくセットしてください
（0 80）。

途中で送信が中断して画像を送信で
きなかった。

カメラの電源をいったん OFFにして再度 ONにすると送
信設定マークが表示された画像の送信を再開します
（0 320）。

通信が不安定になる。

インフラストラクチャーモードでパソコンまたは FTPサー
バーに接続している場合、アクセスポイントのチャンネル
の設定を、1～8chの間で設定してください（0 738、
0 743）。

354 無線 LANまたは有線 LAN使用時のトラブルシ
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エラーコードについて
無線 LANまたは有線 LANを使用して FTPサーバーに接続しているときにエラーが発生した場合、次
のメッセージとエラーコードが表示されます。

●［無線エラーが発生しました。］

エラーコード 対処方法

Err.11
接続先機器の電源がオンになっているかどうかをご確認ください。

SSIDの確認をしてください（0 743）。

Err.12
選んだ SSIDに対してパスワードが正しいかご確認ください。

認証方式が正しいかご確認ください（0 743）。

Err.13
接続先機器の電源がオンになっているかどうかをご確認ください。

カメラの電源スイッチを入れ直してください。

Err.1F カメラの電源スイッチを入れ直してください。

●［TCP/IPエラーが発生しました。］

エラーコード 対処方法

Err.21 TCP/IPのアドレス、マスクが正しいかご確認ください（0 743）。

Err.22 TCP/IPのアドレスが重複しています。アドレスを変更してください
（0 743）。

●［PTP/IPエラーが発生しました。］

エラーコード 対処方法

Err.41 カメラの電源スイッチを入れ直してください。

355 無線 LANまたは有線 LAN使用時のトラブルシ
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●［FTPエラーが発生しました。］

エラーコード 対処方法

Err.31 FTPサーバーのアドレスが正しいかご確認ください（0 743）。

Err.32 ログイン名、パスワードが正しいかご確認ください（0 743）。

Err.34 指定したフォルダーの名前が正しいかご確認ください（0 743）。

Err.35 FTP サーバーのフォルダーの書き込みが許可に設定されているか確認
してください。

Err.36 DNSの設定が正しいかご確認ください（0 743）。

Err.37
ファイアーウォールの設定を確認してください（0 330）。

パッシブモードの有効/無効を変更してください（0 743）。

Err.3F カメラの電源スイッチを入れ直してください。

●［FTPサーバーとの認証時にエラーが発生しました。］

エラーコード 対処方法

Err.61 FTPサーバーが TLS1.2以上に対応しているかご確認ください。

Err.62
ルート証明書が正しいかご確認ください（0 325、0 748）。

Err.63

Err.64 FTPサーバーからクライアント証明書を要求されているため接続でき
ません。FTPサーバーの設定をご確認ください。

Err.65 カメラの電源スイッチを入れ直してください。

356 無線 LANまたは有線 LAN使用時のトラブルシ
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他のカメラとの接続

他のカメラと接続してできること

他のカメラと連動してレリーズする（連動レリーズ）
1台のマスターカメラと 10台までのリモートカメラをグループにしてマスターカメラのレリーズに
連動して、複数のリモートカメラをレリーズさせて撮影できます（0 358）。

カメラの時計を同期する（日時を同期）
複数台のカメラの日時を、ネットワークを使用して同期できます（0 372）。

357 他のカメラと接続してできること



ネットワークメニュー［カメラと接続］で［接続設定］を選
び、マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［カメラと接
続］>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

連動レリーズモードを使用する

連動レリーズ用の接続設定を作成して撮影する
連動レリーズを行うための接続設定を新規に作成します。撮影した画像はそれぞれのカメラのメモリ
ーカードに記録されます。連動レリーズモードで撮影する全てのカメラで、同様の設定を行ってくだ
さい。

無線 LANで接続する
無線 LAN接続用の接続設定を作成します。

358 連動レリーズモードを使用する
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［Wi-Fi接続先を検索］を選び、Jボタンを押す
カメラの周辺にある無線 LANアクセスポイントを検索して、検
出した接続先の SSIDを表示します。

手順 4で Xボタンを押すと、SSIDや暗号キーを入力せずに無
線 LANアクセスポイントに接続できます。Jボタンを押して
接続方法を選んでください。

D ［簡単接続］で接続する

接続方法 内容

［WPSプッシュボタン方式］

無線 LANアクセスポイントにWPSプッシュボタンがある
場合に使用できます。WPSプッシュボタンを押した後にカ
メラのJボタンを押すと、無線 LANアクセスポイントに
接続できます。

［WPS PINコード方式］

カメラに PINコードが表示されます。パソコンを使用して
無線 LANアクセスポイントに PINコードを入力します。無
線 LANアクセスポイントに PINコードを入力する方法に
ついては、お使いの無線 LANアクセスポイントの使用説明
書をご覧ください。

接続が完了したら、手順 7に進んでください。

359 連動レリーズモードを使用する
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接続先の SSIDを選ぶ
接続先の SSIDを選んでJボタンを押します。
検出された SSIDの周波数帯をアイコンで確認できます。
暗号ありの SSIDには hが表示されます。暗号あり hの
SSIDを選んだ場合は、暗号キーの設定画面が表示されます。
暗号なしの接続先を選んだ場合は手順 7へお進みください。
Xボタンを押すと無線接続先を再検索します。

無線 LANアクセスポイントが SSIDを非公開に設定している場
合、検出された SSID一覧に SSID名が表示されません。

非公開の SSIDに接続したい場合、空欄になっている項目を
選択してJボタンを押してください。続いてJボタンを押
すと、SSID入力画面になります。
接続したい SSID名を入力し、Xボタンを押してください。
もう一度 Xボタンを押すと、暗号キーの設定画面が表示さ
れます。

D SSIDが非公開に設定されている場合

360 連動レリーズモードを使用する

5



暗号キーを入力する

Jボタンを押して、無線 LANアクセスポイントで使用して
いる暗号キーを入力します。

無線 LANアクセスポイントの暗号キーについては、無線
LANアクセスポイントの使用説明書などをご覧ください。
Xボタンを押して、暗号キーの入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、接続を開始します。接続に成
功すると、図のような画面が数秒間表示されます。

361 連動レリーズモードを使用する
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IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

［グループ名］を選んで2を押し、グループ名を設定する

連動レリーズモードを行うカメラのグループ名を設定できま
す。グループ名は 8文字まで入力できます。

ネットワーク上にある連動レリーズを行う全てのカメラに
同じグループ名を設定してください。

設定方法 内容

［自動取得］

カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。
この後の手順でリモートカメラの IPアドレスを入力する必要があるため、
リモートカメラに設定するカメラでは IPアドレスを控えておくことをおす
すめします。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。
無線接続が開始され、カメラがアクセスポイントに接続されると、接続設定名が表示されま
す。

362 連動レリーズモードを使用する
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［マスター/リモート選択］を選んで2を押す
カメラをマスターカメラにするか、リモートカメラにするかを
設定できます。

［マスターカメラ］：マスターカメラに設定したカメラのレリ
ーズボタンを押すと、連動してリモートカメラのシャッター
がきれます。マスターカメラは 1台のみ設定してください。
複数のカメラをマスターカメラに設定した場合、最初にネッ
トワークに接続したカメラがマスターカメラとして使用で
きます。
［リモートカメラ］：マスターカメラのレリーズに連動してシ
ャッターがきれます。

マスターカメラで［リモートカメラリスト］を選んで2を押す

手順 9でマスターカメラに設定したカメラにリモートカメラ
を登録します。リモートカメラは［01］～［10］まで最大 10
台登録できます。

リモートカメラの登録先を選んで2を押す

リモートカメラの設定画面が表示されます。

［アドレス］を選んで2を押す

IP アドレス入力画面が表示されます。

連動レリーズを行う全てのカメラで手順 1から 9を繰り返す
リモートカメラに設定するカメラは手順 9で［リモートカメラ］を選んでください。

363 連動レリーズモードを使用する
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リモートカメラの IPアドレスを入力する
手順 7で取得または設定したリモートカメラの IPアドレスを
入力します。

メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びま
す。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、リモートカメラがマスターカメラに登録
されてカメラ同士が接続されます。

リモートカメラの IPアドレスは、それぞれのカメラのネットワ
ークメニュー［カメラと接続］>［接続設定］で連動レリーズ
用の接続設定を選んで2を押し、［TCP/IP］を選ぶと確認でき
ます。

ヒント：リモートカメラの IPアドレスを確認する

364 連動レリーズモードを使用する
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マスターカメラに接続済みのリモートカメラの台数と、接続
していないリモートカメラの台数が表示されます。

マスターカメラの撮影画面にkアイコンと接続済みのリ
モートカメラの台数が表示されます。

すべてのリモートカメラの登録を行う

無線接続している場合、接続している SSIDの周波数帯が表示されます。

D 接続エラーが発生している場合
接続エラーが発生しているリモートカメラがある場合、台数表示が赤く変化し、接続できてい
ないリモートカメラの台数が表示されます。

撮影する

マスターカメラのレリーズボタンを押すと、連動してリモートカメラが動作します。

連動レリーズモードのときは、半押しタイマーはオフになりません。

365 連動レリーズモードを使用する
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ネットワークメニュー［有線 LAN］を［ON］に設定する

ネットワークメニュー［カメラと接続］で［接続設定］を選
び、マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、IPアドレ
スの設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［カメラと接
続］>［接続設定］に一覧で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。入力画面
での文字の入力方法については、「入力画面の操作方法につ
いて」（0 65）をご覧ください。任意の接続設定名を入力し
て Xボタンを押すと、接続設定名を決定します。

有線 LANで接続する
有線 LAN接続用の接続設定を作成します。カメラの有線 LAN接続端子にイーサネットケーブルを差し
込んでください。ケーブルは無理な力を加えず、端子に真っ直ぐに差し込んでください。イーサネッ
トケーブルの反対側の端子は、ルーターに接続してください。

366 連動レリーズモードを使用する
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IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

［グループ名］を選んで2を押し、グループ名を設定する

連動レリーズモードを行うカメラのグループ名を設定できま
す。グループ名は 8文字まで入力できます。

ネットワーク上にある連動レリーズを行う全てのカメラに
同じグループ名を設定してください。

設定方法 内容

［自動取得］

カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。
この後の手順でリモートカメラの IPアドレスを入力する必要があるため、
リモートカメラに設定するカメラでは IPアドレスを控えておくことをおす
すめします。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。
接続が開始されます。カメラがネットワークに接続されると、接続設定名が表示されます。

367 連動レリーズモードを使用する

5

6



［マスター/リモート選択］を選んで2を押す
カメラをマスターカメラにするか、リモートカメラにするかを
設定できます。

［マスターカメラ］：マスターカメラに設定したカメラのレリ
ーズボタンを押すと、連動してリモートカメラのシャッター
がきれます。マスターカメラは 1台のみ設定してください。
複数のカメラをマスターカメラに設定した場合、最初にネッ
トワークに接続したカメラがマスターカメラとして使用で
きます。
［リモートカメラ］：マスターカメラのレリーズに連動してシ
ャッターがきれます。

マスターカメラで［リモートカメラリスト］を選んで2を押す

手順 7でマスターカメラに設定したカメラにリモートカメラ
を登録します。リモートカメラは［01］～［10］まで最大 10
台登録できます。

リモートカメラの登録先を選んで2を押す

リモートカメラの設定画面が表示されます。

［アドレス］を選んで2を押す

IP アドレス入力画面が表示されます。

連動レリーズを行う全てのカメラで手順 1から 7を繰り返す
リモートカメラに設定するカメラは手順 7で［リモートカメラ］を選んでください。

368 連動レリーズモードを使用する
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リモートカメラの IPアドレスを入力する
手順 5で取得または設定したリモートカメラの IPアドレスを
入力します。

メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びま
す。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、リモートカメラがマスターカメラに登録
されてカメラ同士が接続されます。

リモートカメラの IPアドレスは、それぞれのカメラのネットワ
ークメニュー［カメラと接続］>［接続設定］で連動レリーズ
用の接続設定を選んで2を押し、［TCP/IP］を選ぶと確認でき
ます。

マスターカメラに接続済みのリモートカメラの台数と、接続
していないリモートカメラの台数が表示されます。

マスターカメラの撮影画面にkアイコンと接続済みのリ
モートカメラの台数が表示されます。

ヒント：リモートカメラの IPアドレスを確認する

すべてのリモートカメラの登録を行う

D 接続エラーが発生している場合
接続エラーが発生しているリモートカメラがある場合、台数表示が赤く変化し、接続できてい
ないリモートカメラの台数が表示されます。

369 連動レリーズモードを使用する
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撮影する

マスターカメラのレリーズボタンを押すと、連動してリモートカメラが動作します。

連動レリーズモードのときは、半押しタイマーはオフになりません。

370 連動レリーズモードを使用する
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マスターカメラで［リモートカメラリスト］を選んで2を押すと、
リモートカメラの状態を確認できます。

リモートカメラの個体は IPアドレスで判別できます。
リモートカメラの接続状況が表示されています。
［Connected］：正しく接続されています。
［Busy］：他のマスターカメラがリモートカメラを制御してい
ます。
［Error］：次のいずれかの状態になっています。

リモートカメラの半押しタイマーがオフ
リモートカメラの電源が OFF
マスターカメラとリモートカメラのグループ名が異なる
IPアドレスが間違っている

［OFF］：次のいずれかの状態になっています。
リモートカメラが未登録
［リモートカメラと接続］が[OFF]

-
-

-
-
-
-
-

-
-
-

リモートカメラを選んで2を押すと、選んだリモートカメラの設
定をマスターカメラから変更できます。
［リモートカメラと接続］を［OFF］に設定すると、リモートカ
メラとの接続を一時的に解除できます。
［連動レリーズ］を［OFF］に設定すると、マスターカメラから
リモートカメラの連動レリーズを一時的にオフにできます。
［アドレス］を選んで2を押すと、リモートカメラの IPアドレ
スを指定できます。IPアドレス設定後、［リモートカメラと接
続］を［ON］にするとリモートカメラに接続できます。指定
した IPアドレスのリモートカメラが存在しない場合、接続でき
ません。

-

-

-

ヒント：一時的に連動レリーズをオフにするには
ネットワークメニュー［カメラと接続］>［連動レリーズ］を［OFF］に設定すると、カメラの接続を
維持したまま連動レリーズ機能をオフにできます。

ヒント：リモートカメラの状態を確認する

［Connected］と表示されているリモートカメラを選んで2を押すと、FTP送信残数、FTP接続状
態、バッテリー残量、撮影可能枚数を確認できます。
一度連動レリーズを行うと、各リモートカメラの最後の撮影時刻が表示されます。

371 連動レリーズモードを使用する



マスターカメラでネットワークメニュー［カメラと接続］>［日
時を同期］を選んで2を押す

マスターカメラに設定されている日時が表示されます。
リモートカメラでは［日時を同期］を選べません。
ネットワーク接続しているカメラが 1台もない場合は［日時
を同期］を選べません。

カメラの時計を同期する
ネットワークメニュー［カメラと接続］でネットワークに接続している同一グループ内全てのカメラ
の日時を、マスターカメラに合わせて同期できます。日時情報にはセットアップメニュー［タイムゾ
ーンと日時］の全ての内容が含まれます。

日時を同期するカメラをネットワークメニュー［カメラと接続］>［接続設定］でネットワーク
に接続する

接続設定の作成方法は「連動レリーズモードを使用する」をご覧ください（0 358）。

Jボタンを押す

リモートカメラの日時設定が同期されます。
日時の同期が成功すると、メッセージが表示されます。
もう一度Jボタンを押すと、［カメラと接続］に戻ります。

372 カメラの時計を同期する
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カメラに装着した別売スピードライトを発光させて撮影します。次ページ以
降で詳しく説明します（0 374）。

カメラから離れた位置にあるスピードライト（リモートフラッシュ）をワイ
ヤレスで制御して、増灯撮影ができます（アドバンストワイヤレスライティ
ング（AWL））。詳しくは「増灯撮影とは」（0 384）をご覧ください。

フラッシュ撮影

フラッシュ撮影の方法
このカメラで別売スピードライトを使用するには、次の方法があります。

フラッシュ撮影時はセットアップメニュー［サイレントモード］を［OFF］に設定してください。

一灯撮影

増灯撮影

373 フラッシュ撮影の方法



カメラのアクセサリーシューにスピードライトを装着する

スピードライトの装着方法については、お使いになる各スピー
ドライトの説明書をご覧ください。

別売スピードライトをカメラに装着して撮影
する（一灯撮影）

カメラとスピードライトの電源を ONにする
スピードライトの充電が開始され、撮影ができる状態になると撮影画面に c（レディーライト）
が点灯します。

発光モード（0 377）とフラッシュモード（0 379）を設定する

シャッタースピード、絞り値を設定する

撮影する

374 別売スピードライトをカメラに装着して撮影す
る（一灯撮影）
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D 別売スピードライト使用時のシャッタースピード
別売のスピードライト使用時にカメラで設定できるシャッタースピードは次の通りです。

撮影モード 設定可能なシャッタースピード

P、A カメラが自動的に 1/200～1/60秒にセット*

S 1/200～30秒

M 1/200～30秒、Bulb（バルブ）、Time（タイム）

フラッシュモードをスローシンクロモード、後幕発光、赤目軽減スローシンクロモードに設定して
いる場合は、シャッタースピードが最長 30秒まで延長されます。

D 他社製フラッシュについてのご注意
カメラの X接点に 250V以上の電圧がかかるフラッシュや、アクセサリーシュー部の接点をショートさ
せてしまうフラッシュを使用することはできません。カメラの正常な機能が発揮できないだけでなく、
カメラおよびフラッシュのシンクロ回路を破損することがあります。

D スピードライトの調光方式について
別売のニコンクリエイティブライティングシステム対応スピードライトをカメラに装着し、スピード
ライトの発光モードを TTLにセットすると、モニター発光を行う専用 TTLモード（i-TTLモード）にな
り、i-TTL-BL調光などによるフラッシュ撮影ができます。ニコンクリエイティブライティングシステ
ム非対応のスピードライトでは、i-TTLモードでの撮影はできません。i-TTLモード時は、次のような
調光方式が利用できます。

調光方式 内容

i-TTL-BL調光

主要被写体と背景光のバランスを考慮した BL（バランス）調光を行いま
す。シャッターボタンを押すと、シャッターの開く直前にスピードライ
トがモニター発光を行い、被写体と背景光のバランスを考慮した最適な
発光量を決定します。

スタンダード i‑TTL調光
背景の明るさは考慮されず、撮影画面が基準露光量となるように調光し
ます。主要被写体のみを強調する場合や、フラッシュ撮影で露出補正す
る場合に適しています。

カメラの測光モードが［スポット測光］に設定されている場合、自動的にスタンダード i-TTL調光
になります。

375 別売スピードライトをカメラに装着して撮影す
る（一灯撮影）
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シンクロコードを必要とするスピードライト撮影時に、シンクロコ
ードをシンクロターミナル（JIS‑B型外れ防止ネジ付き）に接続して
ください。ただし、後幕シンクロ撮影ができるスピードライトをア
クセサリーシューに装着して後幕シンクロを行う場合には、シンク
ロターミナルに他のスピードライトを接続して増灯撮影などを行
わないでください。

ヒント：シンクロターミナル

376 別売スピードライトをカメラに装着して撮影す
る（一灯撮影）



ユニファイドフラッシュコントロール（0 378）に対応した別売ス
ピードライト SB-5000、SB‑500、SB‑400、または SB-300をカメラ
に装着した場合、スピードライトの発光モードや補正量などは、静
止画撮影メニュー［フラッシュ発光］>［発光モード］で設定でき
ます。選べる発光モードは装着したスピードライトによって異なり
ます。選んだ項目によって［発光モード］の下に表示されるメニュ
ー項目が変更されます。

カメラに装着したスピードライトの発光モー
ドを設定する

SB-5000、SB-500、SB-400、SB-300以外のスピードライトを装着した場合、発光モードなどの設定
はスピードライト本体で行ってください。
SB-5000はスピードライト本体でも設定できます。

項目 内容

［TTL調光］
スピードライトの発光量は、撮影状況に応じて自動的に調節されま
す。
［TTL調光補正］でスピードライトの調光補正値を設定します。

［外部自動調光］

スピードライトの発光による被写体からの反射光を外部自動調光
用センサー窓で測光し、スピードライトが発光量を制御します。
［外部自動調光補正］でスピードライトの調光補正値を設定します。
「絞り連動外部自動調光」（qA）と「外部自動調光」（A）がありま
す。詳しくはご使用のスピードライトの説明書をご覧ください。

［距離優先マニュアル発光］

スピードライトから被写体までの距離を設定すると、カメラの設定
に合わせて適正な発光量をスピードライトが自動的に設定します。
［距離優先マニュアル発光設定］>［距離］で被写体までの距離を、
［調光補正］でスピードライトの調光補正値を設定します。

［マニュアル発光］ 指定した発光量でスピードライトが発光します。
［マニュアル発光量］でスピードライトの発光量を設定します。

377 カメラに装着したスピードライトの発光モード
を設定する



項目 内容

［リピーティング発光］

1回の露光中に、スピードライトを連続発光させて、被写体の連続
的な動きを多重露出のように写し込みます。
［リピーティング発光設定］>［発光量］でスピードライトの発光
量を、［回数］で連続発光する回数を設定できます。［周波数］で発
光周波数（1秒あたりの発光回数）を Hz（ヘルツ）単位で設定で
きます。
最大連続発光回数は［発光量］と［周波数］の組み合わせにより異
なります。詳しくはご使用のスピードライトの説明書をご覧くださ
い。

D ユニファイドフラッシュコントロールについて
ユニファイドフラッシュコントロールは、フラッシュ発光に関する各種設定をスピードライトとカメ
ラで共有できる機能です。カメラや別売の Camera Control Pro 2からスピードライトの設定を変更し
たり、スピードライトで変更した設定をカメラや Camera Control Pro 2に反映したりできます。カメ
ラに装着するスピードライトは、ユニファイドフラッシュコントロールに対応している必要がありま
す。

378 カメラに装着したスピードライトの発光モード
を設定する



フラッシュモードを設定する
cボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回すとフラッシュモードを設定できます。

設定できるフラッシュモードは、撮影モードにより異なります。

項目 内容 撮影モード

I
［通常発光］
（先幕シンクロ）

通常のフラッシュ撮影の場合はこのモ
ードに設定します。撮影モードを Pま
たは Aにセットしてフラッシュ撮影す
ると、カメラが適正露出となるように
シャッタースピードを 1/200～1/60秒
（オート FPハイスピードシンクロ時は
1/8000 ～ 1/60秒）に自動的にセット
します。

P、S、A、M

J
［赤目軽減発光］
（赤目軽減）

人物撮影に適しています。フラッシュ
が発光する前に、スピードライトの赤
目軽減発光やカメラの赤目軽減ランプ
点灯により、人物の目が赤く写る「赤
目現象」を軽減します。
シャッターがきれるまで、カメラや
被写体の人物が動かないように注
意してください（シャッターチャン
スを優先するような撮影にはおす
すめできません）。

P、S、A、M

379 フラッシュモードを設定する



項目 内容 撮影モード

L
［通常発光+スローシャッター］
（スローシンクロ）

通常発光に加え、背景をきれいに写す
ために、自動的にシャッタースピード
を遅くする「スローシャッター」が行
われます。
シャッタースピードが遅くなるた
め、手ブレにご注意ください。
三脚の使用をおすすめします。

P、A

K
［赤目軽減+スローシャッター］
（赤目軽減スローシンクロ）

夜景や夕景をバックにした人物撮影な
どに適しています。赤目軽減発光に加
え、背景をきれいに写すために、自動
的にシャッタースピードを遅くする
「スローシャッター」が行われます。

シャッタースピードが遅くなるた
め、手ブレにご注意ください。
三脚の使用をおすすめします。

P、A

M
［後幕発光］
（後幕シンクロ）

通常発光時はシャッターが開くと同時
にフラッシュが発光しますが、後幕発
光ではシャッターが閉じる直前にフラ
ッシュが発光します。
撮影モードを Pまたは Aに設定し
た場合、スローシンクロモードも自
動的にセットされます。
シャッタースピードが遅くなるた
め、手ブレにご注意ください。
三脚の使用をおすすめします。

P、S、A、M

s ［発光禁止］ 発光しません。 P、S、A、M

D スタジオ用大型ストロボ使用時について
後幕発光を使用する場合、スタジオ用大型ストロボによっては正しく同調できないことがあります。
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画像モニター
表示パネル

調光補正してフラッシュの発光量を変更する
調光補正とはフラッシュの発光量を意図的に変えることで、背景に対する被写体の明るさを調整した
いときなどに使います。発光量を多くして被写体をより明るく照らしたり、発光量を少なくして被写
体に光が強く当たりすぎないようにするなど、発光量の微妙な調整ができます。

調光補正の設定方法
cボタンを押しながら、サブコマンドダイヤルを回すと調光補正値を設定できます。

調光補正は、－3段～＋ 1段の範囲で設定できます。
補正ステップは、初期設定では 1/3段ステップです。調光補正のステップ幅は、カスタムメニュー
b2［露出設定ステップ幅］で変更できます。
被写体をより明るく照らしたいときは＋側に、被写体に光が強く当たりすぎないようにしたいとき
は－側に補正してください。
調光補正が設定されていると、撮影画面と表示パネルにYマークが表示されます。
cボタンを押すと、撮影画面と表示パネルで設定した補正量を確認できます。

調光補正を解除するには、補正量を 0.0にしてください。カメラの電源を OFF にしても、補正量の
設定は解除されません。

381 調光補正してフラッシュの発光量を変更する



カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で任意
のボタンに［FV‑L］を割り当てる

FVロックして調光量を固定する
別売のニコンクリエイティブライティングシステム対応スピードライト使用時は、調光量を固定（FV
ロック）することにより、被写体に調光量を合わせたまま構図を変えたり、同じ調光量を維持したま
ま撮影できます。被写体が画面の中央にない場合など、自由な構図で適切な調光量のフラッシュ撮影
が可能です。

FVロック中にカメラの ISO感度や絞り値を変更しても、フラッシュの発光量が補正されることによ
り FVロックは維持されます。

FVロック対応スピードライトをカメラのアクセサリーシューに装着する

スピードライトの電源を ONにし、発光モードを TTLまたは「モニター発光あり」のqAまた
は Aのいずれかにセットする

SB-5000、SB-500、SB-400、または SB-300をカメラに装着した場合、静止画撮影メニュー
［フラッシュ発光］>［発光モード］を［TTL調光］または［外部自動調光］に設定します。
SB-5000、SB-500、SB-400、または SB-300以外のスピードライトをカメラに装着した場合の
発光モードについては、スピードライトの説明書をご覧ください。

被写体にピントを合わせる

発光量を合わせたい被写体を画面の中央でとらえ、シャッターボタンを半押しして被写体にピ
ントを合わせます。

382 FVロックして調光量を固定する
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FVロックが行われ、撮影画面に FVロックマーク（r）が表
示されます。

構図を変更する

モニター発光を行う

撮影画面に cが点灯していることを確認し、［FV-L］を割り当てたボタンを押すと、フラッ
シュがモニター発光を行い、調光量を計算します。

シャッターボタンを全押しして撮影する

FVロック中は、被写体の露出を一定にしたまま複数のコマを撮影できます。必要に応じて手順
6～7を繰り返してください。

FVロックを解除する
もう一度［FV-L］を割り当てたボタンを押すと、FVロックが解除され、撮影画面の FVロック
マーク（r）が消灯します。

383 FVロックして調光量を固定する
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電波でリモートフラッシュを制御する *（0 385）

カメラに装着したスピードライトの光でリモートフラッシュを制御する
（0 396）

電波制御したリモートフラッシュとカメラに装着したスピードライトを
同時に発光させる *（0 395）

フラッシュ増灯撮影

増灯撮影とは
カメラから離れた位置にあるスピードライト（リモートフラッシュ）をワイヤレスで制御して、増灯
撮影ができます（アドバンストワイヤレスライティング（AWL））。カメラにスピードライトを装着し
て撮影する方法については、「フラッシュ撮影の方法」（0 373）をご覧ください。

この章では、カメラおよびカメラに装着している機器での操作をC、リモートフラッシュとして使
用するスピードライトでの操作を fで表しています。fの手順での詳しい設定方法などは、スピー
ドライトの説明書をご覧ください。

増灯撮影の方法について
増灯撮影には次の方法があります。

電波でリモートフラッシュを制御するには、カメラにWR-R11aまたはWR-R10を装着する必要が
あります。

384 増灯撮影とは

※



カメラに装着したWR-R11aまたはWR-R10からの電波によって電
波制御に対応したリモートフラッシュを制御することを電波制御
アドバンストワイヤレスライティングと呼びます。電波制御に対応
するスピードライトは SB‑5000です。

C：静止画撮影メニュー［フラッシュ発光］>［ワイヤレス設
定］で［電波制御 AWL］を選ぶ

電波でリモートフラッシュを制御する

電波制御の準備をする
電波制御するには、カメラに装着したWR-R11aまたはWR-R10とリモートフラッシュを無線接続する
必要があります。

D ワイヤレスリモートコントローラーWR-R10について
カメラに装着するには、WR用変換アダプターWR-A10が必要です。
別売のワイヤレスリモートコントローラーWR-R10を使って電波制御アドバンストワイヤレスラ
イティングを行うためには、WR-R10のファームウェアを Ver.3.0以降の最新版にバージョンアップ
してお使いください。ファームウェアのバージョンアップ方法については、当社のホームページで
ご確認ください。

C：WR-R11a/WR-R10をカメラに装着する
装着方法については、WR-R11a/WR-R10の説明書をご覧ください。

385 電波でリモートフラッシュを制御する
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C：WR-R11a/WR-R10のチャンネルを設定する
WR-R11a/WR-R10のチャンネル切り換えスイッチを任意のチ
ャンネルに設定します。

C：WR-R11a/WR-R10のリンクモードを設定する
カメラのセットアップメニュー［リモコン（WR）設定］>［リ
ンクモード］で次のどちらかを設定します。

項目 内容

［ペアリング］

ペアリングを実行した機器のみと通信を行うモードです。
ペアリングを行っていない機材とは通信しないため、近くで他の機材を使
用した撮影が行われていても混信しません。
ペアリングの実行は 1台ずつ行うため、使用する機材が多い場合は PIN
コードの使用をおすすめします。

［PINコード］

同一の 4桁の数字（PINコード）が設定された機器同士で通信を行うモード
です。
使用する機材が多い場合などにおすすめします。
同じ PINコードに設定したカメラが複数台ある場合、最初にスピードラ
イトと接続したカメラだけがそのスピードライトを制御できます（その他
のカメラは未接続状態となり、WR-R11a/WR-R10の LEDランプが点滅し
ます）。

386 電波でリモートフラッシュを制御する
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f：リモートフラッシュとWR-R11a/WR-R10を接続する
スピードライトを電波制御リモートモードにします。
リモートフラッシュのチャンネルは必ず手順 3で設定したWR-R11a/WR‑R10のチャンネル
と同じものを設定してください。
リモートフラッシュのリンクモードは手順 4で設定したWR-R11a/WR‑R10のリンクモード
と同じものを設定してください。

［ペアリング］を選んだ場合、リモートフラッシュでペアリングを開始すると同時にWR-
R11a/WR-R10のペアリングボタンを押します。ペアリングが完了すると、WR-R11a/WR-
R10とリモートフラッシュの LINKライトが緑とオレンジの点滅を行います。接続が完了
すると、リモートフラッシュの LINKライトが緑色に点灯します。
［PINコード］を選んだ場合、カメラで入力したものと同じ PINコードをリモートフラッ
シュで入力します。PINコードの入力が完了すると、自動で接続を開始します。接続が完
了すると、リモートフラッシュの LINKライトが緑色に点灯します。

f：使用する全てのリモートフラッシュで手順 5を繰り返す

f：使用する全てのスピードライトのレディーライトが点灯していることを確認する

電波制御の場合は、全てのスピードライトがフラッシュ撮影可能な状態になると、撮影画面に
レディーライトが点灯します。

387 電波でリモートフラッシュを制御する
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32

1 接続しているスピードライト
グループ
レディーライト

1
2
3

D 電波制御で接続しているスピードライトをカメラで一覧表示する
カメラの静止画撮影メニュー［フラッシュ発光］>［電波リモートフラッシュ情報］では、接続中のス
ピードライトを一覧表示できます。
一覧表示するときの識別用の名前は、スピードライト側で設定できます（リモートフラッシュネー
ム設定）。

D 一度接続したスピードライトと再度接続する場合
チャンネルやリンクモードの設定を変更していない場合、手順 3～6を行わずにスピードライトをリモ
ートモードにするだけでWR-R11a/WR-R10と接続できます。接続が完了すると、スピードライトの
LINKライトが緑色に点灯します。

388 電波でリモートフラッシュを制御する



静止画撮影メニュー［フラッシュ発光］>［増灯発光モード］を設
定します。各増灯発光モードの設定および撮影方法は次の通りで
す。

C：［フラッシュ発光］画面の［増灯発光モード］で［グルー
プ発光］を選ぶ

C：［フラッシュ発光］画面で［グループ発光設定］を選んで
マルチセレクターの2を押す

増灯発光モードを設定して撮影する

グループ発光モードで撮影する
リモートフラッシュのグループごとに発光モードを設定できます。

389 電波でリモートフラッシュを制御する
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C：発光モードと調光補正量（または発光量）を設定する

リモートフラッシュグループの発光モードと補正量（または
発光量）を設定します。

設定できる発光モードは次の通りです。

項目 内容

TTL i-TTL調光を行います。

qA 絞り連動外部自動調光を行います。ただし、絞り連動外部自動調光に対応
していないスピードライトは発光しません。

M マニュアル発光を行います。

– –（非発光） リモートフラッシュは発光しません。［補正量］は設定できません。

f：リモートフラッシュにグループの設定をする

A～Fのグループを設定できます。
リモートフラッシュの各グループに設定できる台数に制限はありませんが、制御できるのは
全グループ合計で 18台までです。

C/f：構図を決め、カメラとリモートフラッシュを配置する
リモートフラッシュの配置などについては、スピードライトの説明書をご覧ください。
テスト発光を行って、使用する全てのスピードライトが正常に発光するか確認してください。
テスト発光をするには、カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［テスト発
光］を割り当て、iメニューで実行してください。

C：撮影する

390 電波でリモートフラッシュを制御する
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カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［フラッシュ
インフォ］を割り当てると、設定したグループ発光モードの内容を
iメニューで確認できます。

C：［フラッシュ発光］画面の［増灯発光モード］で［クイッ
クワイヤレス］を選ぶ

C：［フラッシュ発光］画面で［クイックワイヤレス発光設定］
を選んでマルチセレクターの2を押す

ヒント：設定したグループ発光モードの設定を確認する

クイックワイヤレスモードで撮影する
リモートフラッシュの Aグループと Bグループの光量比、および Cグループの発光量を設定します。
Cグループはマニュアル発光のみ使用できます。

391 電波でリモートフラッシュを制御する
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Aグループと Bグループの光量比を設定する

Aグループと Bグループの調光補正量を設定する

Cグループの設定をする

［M］に設定すると発光し、［– –］に設定すると発光しませ
ん。
［M］にした場合は設定した発光量で Cグループが発光し
ます。

-

-

C：クイックワイヤレスモードの設定をする

f：リモートフラッシュにグループの設定をする

A～Cのグループを設定できます。
リモートフラッシュの各グループに設定できる台数に制限はありませんが、制御できるのは
全グループ合計で 18台までです。

C/f：構図を決め、カメラとリモートフラッシュを配置する
リモートフラッシュの配置などについては、スピードライトの説明書をご覧ください。
テスト発光を行って、使用する全てのスピードライトが正常に発光するか確認してください。
テスト発光をするには、カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［テスト発
光］を割り当て、iメニューで実行してください。

C：撮影する

392 電波でリモートフラッシュを制御する
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カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［フラッシュ
インフォ］を割り当てると、設定したクイックワイヤレスモードの
内容を iメニューで確認できます。

C：［フラッシュ発光］画面の［増灯発光モード］で［増灯リ
ピーティング発光］を選ぶ

C：［フラッシュ発光］画面で［増灯リピーティング発光設定］
を選んでマルチセレクターの2を押す

ヒント：設定したクイックワイヤレスモードの設定を確認する

増灯リピーティング発光モードで撮影する
1回の露光中に、増灯したリモートフラッシュを連続発光させて、被写体の連続的な動きを多重露出の
ように写し込みます。

393 電波でリモートフラッシュを制御する
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発光量、発光回数、周波数を設定する

発光するかどうかをグループごとに設定する

［ON］に設定すると発光し、［– –］に設定すると発光しま
せん。

-

カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［フラッシュ
インフォ］を割り当てると、設定した増灯リピーティング発光の内
容を iメニューで確認できます。

C：増灯リピーティング発光モードの設定をする

f：リモートフラッシュにグループの設定をする

A～Fのグループを設定できます。
リモートフラッシュの各グループに設定できる台数に制限はありませんが、制御できるのは
全グループ合計で 18台までです。

C/f：構図を決め、カメラとリモートフラッシュを配置する
リモートフラッシュの配置などについては、スピードライトの説明書をご覧ください。
テスト発光を行って、使用する全てのスピードライトが正常に発光するか確認してください。
テスト発光をするには、カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［テスト発
光］を割り当て、iメニューで実行してください。

C：撮影する

ヒント：設定した増灯リピーティング発光の設定を確認する

394 電波でリモートフラッシュを制御する
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電波制御でワイヤレス増灯をした場合（0 385）に、電波制御で接
続したリモートフラッシュに加えてアクセサリーシューに装着し
たスピードライトも発光させることができます。

電波制御したリモートフラッシュとカメラに装着した
スピードライトを同時に発光させる

SB-5000の場合、スピードライトで電波制御マスターモード（画面左上にdが表示されている状
態）に設定し、グループ発光または増灯リピーティング発光を選んで装着してください。装着した
SB-5000の設定は、スピードライト本体またはカメラで行えます。カメラで行う場合、グループ発
光は［グループ発光設定］>［マスターフラッシュ］、増灯リピーティング発光は［増灯リピーティ
ング発光設定］>［M］（マスターフラッシュ）で設定してください。
SB-910、SB-900、SB-800、SB-700、SB-600の場合、1灯で使用する設定にして装着してください。
発光モードや補正量はスピードライト側で設定してください。
SB-500、SB-400、SB-300の場合、そのまま装着してください。発光モードや補正量はカメラの［グ
ループ発光設定］>［マスターフラッシュ］で設定してください。

395 電波でリモートフラッシュを制御する



カメラに装着したスピードライトをマスターフラッシュとして使
用し、リモートフラッシュを光で制御することを光制御アドバンス
トワイヤレスライティングと呼びます。光制御に対応するスピード
ライトについては「ニコンクリエイティブライティングシステム対
応スピードライトとの組み合わせで使用できる機能」（ 0 792）を
ご覧ください。

光でリモートフラッシュを制御する

SB-5000または SB-500をマスターフラッシュとして使用する場合は、スピードライトの設定をカメ
ラ側で行います。詳しくは「SB-5000または SB-500を使用して撮影する」（0 397）をご覧くださ
い。リモートフラッシュの配置などについては、スピードライトの説明書をご覧ください。
SB-5000または SB-500以外のスピードライトを使用する場合は、スピードライト側で設定を行う必
要があります。詳しくは、スピードライトの説明書をご覧ください。

396 光でリモートフラッシュを制御する



SB-5000または SB-500をカメラのアクセサリーシューに装着しま
す。静止画撮影メニュー［フラッシュ発光］>［ワイヤレス設定］
で［光制御 AWL］を選び、増灯発光モード（SB-500は［グループ
発光］のみ）を設定します。各増灯発光モードの設定および撮影方
法は次の通りです。

C：［フラッシュ発光］画面の［増灯発光モード］で［グルー
プ発光］を選ぶ

C：［フラッシュ発光］画面で［グループ発光設定］を選んで
マルチセレクターの2を押す

SB-5000または SB-500を使用して撮影する

D SB-5000装着時の設定について
SB-5000を装着している場合は、［フラッシュ発光］の設定をスピードライト側でも変更できます。

グループ発光モードで撮影する
リモートフラッシュのグループごとに発光モードを設定できます。

397 光でリモートフラッシュを制御する
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C：発光モードと調光補正量（または発光量）、チャンネルを
設定する

マスターフラッシュおよびリモートフラッシュグループそ
れぞれの発光モードと補正量（または発光量）を設定しま
す。

［チャンネル］で光制御のリモートフラッシュと通信を行う
ためのマスターフラッシュのチャンネル（1～4）を選びま
す。
SB-500をリモートフラッシュとして使用する場合は、チャ
ンネルを［3］に設定してください。

設定できる発光モードは次の通りです。

項目 内容

TTL i-TTL調光を行います。

qA 絞り連動外部自動調光を行います。ただし、絞り連動外部自動調光に対応
していないスピードライトは発光しません。

M マニュアル発光を行います。

– –（非発光） リモートフラッシュは発光しません。［補正量］は設定できません。

f：リモートフラッシュのチャンネルを設定する

手順 3の［チャンネル］で設定したチャンネルと同じものに設定してください。

f：リモートフラッシュにグループの設定をする

A～Cのグループを設定できます。
SB-500をマスターフラッシュにしている場合、設定できるグループは Aと Bのみになりま
す。
同時に使用できるリモートフラッシュの台数に制限はありません。ただし、センサーに他の
リモートフラッシュの強い光が入ると正常に動作しない場合があるため、実用上は各グルー
プ 3台程度が目安です。

398 光でリモートフラッシュを制御する
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カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［フラッシュ
インフォ］を割り当てると、設定したグループ発光モードの内容を
iメニューで確認できます。

C：［フラッシュ発光］画面の［増灯発光モード］で［クイッ
クワイヤレス］を選ぶ

C：［フラッシュ発光］画面で［クイックワイヤレス発光設定］
を選んでマルチセレクターの2を押す

C/f：構図を決め、カメラとリモートフラッシュを配置する
リモートフラッシュの配置などについては、スピードライトの説明書をご覧ください。
テスト発光を行って、使用する全てのスピードライトが正常に発光するか確認してください。
テスト発光をするには、カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［テスト発
光］を割り当て、iメニューで実行してください。

C/f：使用する全てのスピードライトのレディーライトが点灯していることを確認してから撮
影する

ヒント：設定したグループ発光モードの設定を確認する

クイックワイヤレスモードで撮影する（SB-5000のみ）
リモートフラッシュの Aグループと Bグループの光量比、および Cグループの発光量を設定して撮影
します。Cグループはマニュアル発光のみ使用できます。

399 光でリモートフラッシュを制御する
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Aグループと Bグループの光量比を設定する

Aグループと Bグループの調光補正量を設定する

Cグループの設定をする

［M］に設定すると発光し、［– –］に設定すると発光しませ
ん。
［M］にした場合は設定した発光量で Cグループが発光し
ます。

-

-

チャンネルを設定する

［チャンネル］で光制御のリモートフラッシュと通信を行
うためのマスターフラッシュのチャンネル（1～4）を選び
ます。
SB-500をリモートフラッシュとして使用する場合は、チ
ャンネルを［3］に設定してください。

-

-

C：クイックワイヤレスモードの設定をする

f：リモートフラッシュのチャンネルを設定する

手順 3の［チャンネル］で設定したチャンネルと同じものに設定してください。

f：リモートフラッシュにグループの設定をする

A～Cのグループを設定できます。
同時に使用できるリモートフラッシュの台数に制限はありません。ただし、センサーに他の
リモートフラッシュの強い光が入ると正常に動作しない場合があるため、実用上は各グルー
プ 3台程度が目安です。

400 光でリモートフラッシュを制御する
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カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［フラッシュ
インフォ］を割り当てると、設定したクイックワイヤレスモードの
内容を iメニューで確認できます。

C：［フラッシュ発光］画面の［増灯発光モード］で［増灯リ
ピーティング発光］を選ぶ

C：［フラッシュ発光］画面で［増灯リピーティング発光設定］
を選んでマルチセレクターの2を押す

C/f：構図を決め、カメラとリモートフラッシュを配置する
リモートフラッシュの配置などについては、スピードライトの説明書をご覧ください。
テスト発光を行って、使用する全てのスピードライトが正常に発光するか確認してください。
テスト発光をするには、カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［テスト発
光］を割り当て、iメニューで実行してください。

C/f：使用する全てのスピードライトのレディーライトが点灯していることを確認してから撮
影する

ヒント：設定したクイックワイヤレスモードの設定を確認する

増灯リピーティング発光モードで撮影する（SB‑5000のみ）
1回の露光中に、増灯したリモートフラッシュを連続発光させて、被写体の連続的な動きを多重露出の
ように写し込みます。

401 光でリモートフラッシュを制御する
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発光量、発光回数、周波数を設定する

発光するかどうかをグループごとに設定する

［ON］に設定すると発光し、［– –］に設定すると発光しま
せん。

-

チャンネルを設定する

［チャンネル］で光制御のリモートフラッシュと通信を行
うためのマスターフラッシュのチャンネル（1～4）を選び
ます。
SB-500をリモートフラッシュとして使用する場合は、チ
ャンネルを［3］に設定してください。

-

-

C：増灯リピーティング発光モードの設定をする

f：リモートフラッシュのチャンネルを設定する

手順 3の［チャンネル］で設定したチャンネルと同じものに設定してください。

f：リモートフラッシュにグループの設定をする

A～Cのグループを設定できます。
同時に使用できるリモートフラッシュの台数に制限はありません。ただし、センサーに他の
リモートフラッシュの強い光が入ると正常に動作しない場合があるため、実用上は各グルー
プ 3台程度が目安です。

C/f：構図を決め、カメラとリモートフラッシュを配置する
リモートフラッシュの配置などについては、スピードライトの説明書をご覧ください。
テスト発光を行って、使用する全てのスピードライトが正常に発光するか確認してください。
テスト発光をするには、カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［テスト発
光］を割り当て、iメニューで実行してください。

402 光でリモートフラッシュを制御する

3

4

5

6



カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［フラッシュ
インフォ］を割り当てると、設定した増灯リピーティング発光モー
ドの内容を iメニューで確認できます。

C/f：使用する全てのスピードライトのレディーライトが点灯していることを確認してから撮
影する

D 光制御で増灯撮影する場合のご注意
リモートフラッシュは、マスターフラッシュの光がセンサー窓に入る位置に置きます。特に、手持
ちで撮影するときは、マスターフラッシュの光が確実にセンサー窓に入るようにしてください。
リモートフラッシュの直接光または強い反射光が、カメラの撮影レンズ（［TTL］設定時）や他のリ
モートフラッシュの外部自動調光用受光窓（［qA］設定時）に入らないようにしてください。光が
入ると、適正露出が得られません。
［マスターフラッシュ］>［発光モード］を［– –］にした場合でも、リモートフラッシュの発光タイ
ミングを合わせるため、撮影中にマスターフラッシュが微小発光を行います。近距離撮影を行う場
合、この少量発光が画像に写り込む場合があります。画像への影響を防ぐには、低い ISO感度、ま
たは小さい絞り（大きい絞り値）で撮影してください。
撮影準備と配置が終わったら、必ずテスト撮影を行って、画像を確認してください。

ヒント：設定した増灯リピーティング発光モードの設定を確認する

403 光でリモートフラッシュを制御する
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静止画撮影メニュー：静止画撮影で使え
る便利な機能

静止画撮影メニューについて
メニュー画面でCタブを選ぶと、静止画撮影メニューが表示されます。

静止画撮影メニューの項目と初期設定は次の通りです。

［撮影メニューの管理］：A
［撮影メニューの拡張］：OFF
［記録フォルダー設定］
［フォルダーグループ名変更］：NCZ_9
［フォルダー番号指定］：100
［既存フォルダーから選択］：—

［ファイル名設定］：DSC
［スロット 2の機能］：順次記録
［撮像範囲］
［撮像範囲設定］：FX（36×24）
［DXクロップ警告表示］：OFF

［画質モード］：NORMAL
［画像サイズ設定］
［画像サイズ］：サイズ L
［画像サイズ（DX）の適用］：OFF
［画像サイズ（DX）］：サイズ L

［RAW記録］：高効率 m
［ISO感度設定］
［ISO感度］：100
［感度自動制御］：ON
［制御上限感度］：25600
［c使用時の制御上限感度］：フラッシュなしの設定と同じ

404 静止画撮影メニューについて
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［低速限界設定］：オート
［ホワイトバランス］：オート：白を優先する
［ピクチャーコントロール］：オート
［カスタムピクチャーコントロール］：—
［色空間］：sRGB
［アクティブ D-ライティング］：しない
［長秒時ノイズ低減］：OFF
［高感度ノイズ低減］：標準
［ヴィネットコントロール］：標準
［回折補正］：ON
［自動ゆがみ補正］：ON
［静止画フリッカー低減］：OFF
［高周波フリッカー低減］：しない
［測光モード］：マルチパターン測光
［フラッシュ発光］
［発光モード］：TTL調光
［ワイヤレス設定］：しない
［増灯発光モード］：グループ発光

［フォーカスモード］：シングル AF
［AFエリアモード］：シングルポイント AF
［AF時の被写体検出設定］：オート
［手ブレ補正］：スポーツ
［オートブラケティング］
［オートブラケティングのセット］：AE・フラッシュブラケティング
［コマ数］：0
［補正ステップ］：1.0

［多重露出］
［多重露出モード］：しない
［コマ数］：2
［合成モード］：加算平均
［合成前の画像を保存（RAW）］：ON
［確認撮影］：ON
［1コマ目の画像（RAW）の指定］：—

［HDR合成］
［HDRモード］：しない
［HDR強度］：オート
［合成前の画像を保存（RAW）］：OFF

［インターバルタイマー撮影］
［開始日時の設定］：即時
［撮影間隔］：1分
［撮影回数×1回のコマ数］：0001×1
［露出平滑化］：ON
［撮影間隔優先］：OFF

405 静止画撮影メニューについて
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［撮影間隔毎の AF駆動］：OFF
［オプション］：しない
［撮影開始時の記録フォルダー］
［新規フォルダー作成］：U
［ファイル番号リセット］：U

［タイムラプス動画］
［撮影間隔］：5秒
［撮影時間］：25分
［露出平滑化］：ON
［撮像範囲設定］：FX
［動画記録ファイル形式］：H.265 8-bit（MOV）
［画像サイズ/フレームレート］：3840×2160 30p
［撮影間隔優先］：OFF
［撮影間隔毎の AF駆動］：OFF
［動画記録先］：スロット 1

［フォーカスシフト撮影］
［撮影回数］：100
［フォーカスステップ幅］：5
［待機時間］：0
［露出固定］：ON
［フォーカス位置の自動リセット］：OFF
［撮影開始時の記録フォルダー］
［新規フォルダー作成］：U
［ファイル番号リセット］：U

406 静止画撮影メニューについて
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表示パネルに選ばれている編集メニュー（「A」～「D」）が表示され
ます。

撮影メニューの管理
Gボタン U C静止画撮影メニュー

このカメラは静止画撮影メニューおよび動画撮影メニューの設定内容を撮影メニュー「A」「B」「C」「D」
の 4通り記憶でき、［撮影メニューの管理］で切り換えられます。撮影メニュー「A」が選ばれている
ときに設定した内容は、「B」～「D」には反映されません。

次の静止画撮影メニューの設定は、撮影メニュー「A」～「D」で共通です。
［撮影メニューの拡張］
［ホワイトバランス］のプリセットマニュアルのデータ
［多重露出］
［インターバルタイマー撮影］
［タイムラプス動画］
［フォーカスシフト撮影］
次の動画撮影メニューの設定は、撮影メニュー「A」～「D」で共通です。
［撮影メニューの拡張］
動画撮影メニュー［撮影メニューの管理］と設定を共有しています。静止画撮影メニューまたは動
画撮影メニューで設定を変更すると、もう一方のメニューでも設定が変更されます。

ヒント：撮影メニュー設定表示について

名前編集
撮影メニュー「A」～「D」の名前を編集するには、名前を変更したい撮影メニューを選んでマルチセ
レクターの2を押して［名前編集］を選びます。名前は 20文字まで入力できます。

407 撮影メニューの管理
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撮影メニューのコピー
撮影メニュー「A」～「D」を選んで2を押し、［コピー］を選ぶとコピー先を選択できます。

撮影メニューのリセット
撮影メニュー「A」～「D」を個別にリセットできます。リセットしたい撮影メニューを選んで O（Q）
ボタンを押すと、確認画面が表示されます。［はい］を選んでJボタンを押すと、選んだ撮影メニュ
ーの設定をリセットして初期設定に戻します。

多重露出撮影中は、1コマ目を撮影してから設定したコマ数分撮影し終えるまではリセットできま
せん。
［記録フォルダー設定］および［カスタムピクチャーコントロール］の設定はリセットされません。

408 撮影メニューの管理



撮影メニューの拡張
Gボタン U C静止画撮影メニュー

［ON］に設定すると、撮影メニュー（「A」～「D」）ごとに露出の設定を記憶できます。

［撮影メニューの管理］で「A」～「D」のいずれかを選んでから露出の設定を変更すると、カメラ
が設定内容を記憶します。記憶した設定内容は、設定時の撮影メニューを選び直すことで呼び出せ
ます。
静止画モードでは次の設定を記憶できます。
撮影モード
シャッタースピード（撮影モード S、Mのみ）
絞り値（撮影モード A、Mのみ）
フラッシュモード

動画モードでは次の設定を記憶できます。
撮影モード
シャッタースピード（撮影モードMのみ）
絞り値（撮影モード A、Mのみ）

［OFF］に設定すると、［ON］に設定する前に設定した撮影モード、シャッタースピード、絞り値、
フラッシュモードに戻ります。
動画撮影メニュー［撮影メニューの拡張］と設定を共有しています。静止画撮影メニューまたは動
画撮影メニューで設定を変更すると、もう一方のメニューでも設定が変更されます。

409 撮影メニューの拡張
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フォルダー名
フォルダー番号
フォルダーグループ名

1
2
3

記録フォルダー設定
Gボタン U C静止画撮影メニュー

撮影した画像を保存するフォルダーについての設定を行います。

D 記録フォルダー設定について
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［記録フォルダー設定］は、一方の設定を変更するともう
一方も連動して変更されます。

フォルダーグループ名変更
このカメラのフォルダーには、末尾に「NCZ_9」というフォルダーグループ名が付きます。［フォルダ
ーグループ名変更］では、新規フォルダーを作成する場合の「NCZ_9」の 5文字を任意に変更できま
す。
既存のフォルダー名は変更できません。
文字入力画面で O（Q）ボタンを長押しすると、フォルダーグループ名を初期設定に戻せます。

410 記録フォルダー設定



［フォルダー番号指定］を選ぶ

［フォルダー番号指定］を選んでマルチセレクターの2を押
すと、［フォルダー番号指定］画面が表示されます。
［フォルダー番号指定］画面の右上には、フォルダーを作成
するスロットが下線で強調されて表示されます。フォルダー
を作成するスロットは、静止画撮影メニュー［スロット 2の
機能］の設定によって異なります。

フォルダー番号指定
画像を保存するフォルダーを、フォルダー番号を指定して変更します。指定したフォルダーが存在し
ない場合、新規フォルダーを作成します。

フォルダー番号の桁を選び、番号を変更する

42を押して、フォルダー番号の変更したい桁を選びます。
13を押して、フォルダー番号の数値を変更します。

フォルダー番号を設定する

既存のフォルダー番号を指定すると、フォルダー番号の左にフォルダーマーク（W、X、Y）
が表示されます。WまたはXが表示されたフォルダーを選んでJボタンを押すと、指定し
たフォルダーを記録フォルダーに設定してメニューに戻ります。
既存のフォルダー番号以外の数値を入力してJボタンを押すと、入力したフォルダー番号で
新規フォルダーを作成します。
次に撮影する画像は、指定したフォルダーまたは作成した新規フォルダーに保存されます。
キャンセルしたい場合は、Gボタンを押してください。

D フォルダーマークについて
［フォルダー番号指定］画面では、画像の入っていないフォルダーのときはW、フォルダー内のファイ
ル数が 5000個またはファイル番号が 9999に達しているフォルダーのときはY、その他のフォルダー
のときはXのフォルダーマークが表示されます。Yが表示されているフォルダーには、画像は記録で
きません。

411 記録フォルダー設定
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［既存フォルダーから選択］を選ぶ

［既存フォルダーから選択］を選んでマルチセレクターの2を
押すと、［既存フォルダーから選択］画面が表示されます。

既存フォルダーから選択
既存のフォルダーの一覧から選びます。

フォルダーを選ぶ

13を押して、画像を記録するフォルダーを選びます。

画像を記録するフォルダーを設定する

Jボタンを押すと、設定が有効になりメニュー画面に戻ります。
次に撮影する画像は、選んだフォルダーに保存されます。

412 記録フォルダー設定
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D フォルダー番号およびファイル番号についてのご注意
フォルダー番号が 999になるとカメラが自動的にフォルダーを作成できないため、次のときに撮影
ができなくなります。
フォルダー内のファイル数が 5000個に達したとき（動画モード時、最長記録時間を記録するの
に必要なファイルによってフォルダー内のファイル数が 5000個を超えるとカメラが判断した場
合、動画の撮影はできなくなります）
ファイル番号が 9999に達したとき（動画モード時、最長記録時間を記録するのに必要なファイ
ルによってフォルダー内のファイル番号が 9999を超えるとカメラが判断した場合、動画の撮影
はできなくなります）

ただし次の場合、メモリーカードにまだ空き容量があれば、さらに撮影を続けられます。
フォルダー番号が 999未満のフォルダーを新規に作成し、それを記録フォルダーとして選んだ場
合
動画モード時、動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレート］または［動画記録ファイル形
式］の設定を変更した場合

D 多数のフォルダーや画像が記録されたメモリーカードを使用する場合
メモリーカードを挿入したときや、カメラの電源を ONにしたときなどに行われるファイル検索に時
間がかかるため、撮影や再生ができるまでに時間がかかることがあります。

413 記録フォルダー設定
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ファイル名設定
Gボタン U C静止画撮影メニュー

このカメラで撮影した画像には、自動的に DSC_nnnn.xxxというファイル名が付きます。［ファイル名
設定］では、「DSC」の 3文字を任意に変更できます。入力画面での文字の入力方法については、「入
力画面の操作方法について」（0 65）をご覧ください。

D ファイル名について
このカメラで撮影された画像には DSC_nnnn.xxxという名称が付きます。nnnnには 0001～9999ま
での数字が入ります。xxxには選んだ画質モードによって、次の拡張子が入ります。

NEF：RAWの場合
JPG：FINE/NORMAL/BASICの場合
MOV：MOV形式の動画の場合
NEV：NEV形式の動画の場合
MP4：MP4形式の動画の場合
NDF：イメージダストオフデータの場合

静止画撮影メニュー［色空間］で［Adobe RGB］を選んだ場合は_DSCnnnn.xxxという名称が付き
ます。
同時記録された RAW画像と JPEG画像のファイル名は同じですが、拡張子がそれぞれ NEF、JPGに
なります。
同時記録された RAW動画とプロキシー動画のファイル名は同じですが、RAW動画の場合は拡張子
が NEVまたはMOV、プロキシー動画の場合は拡張子がMP4になります。

414 ファイル名設定
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スロット 2の機能
Gボタン U C静止画撮影メニュー

2つあるメモリーカードスロットの両方を使って画像を記録するときのスロット 2の機能を設定でき
ます。

項目 内容

P ［順次記録］ スロット 1から優先的に記録し、空き容量がなくなったら、記録
先をスロット 2に変更します。

Q ［バックアップ記録］ バックアップ用として同じ画像をスロット 1、スロット 2に記録
します。

R ［RAW+JPEG分割記録］

RAWと JPEGを同時に記録する画質モードの場合、スロット 1
に RAW画像、スロット 2に JPEG画像を記録します。
その他の画質モードの場合は、同じ画質の画像をスロット 1と
スロット 2の両方に記録します。

O ［JPEG+JPEG分割記録］

スロット 1とスロット 2の両方に JPEG画像を記録します。
スロット 1にはTボタンや静止画撮影メニューで設定し
た画像サイズおよび画質モードの画像が記録されます。スロッ
ト 2には画質モードが［BASIC］、画像サイズが［サイズM］
または［サイズ S］の JPEG画像が記録されます。画像サイズ
は［JPEG+JPEG分割記録］を選んで2を押すと設定できま
す。
RAW画像を含む画質モードを選んでいる場合、［バックアップ
記録］と同じ動作になります。

D ［RAW+JPEG分割記録］設定時のご注意
多重露出撮影時に静止画撮影メニュー［多重露出］>［合成前の画像を保存（RAW）］を［ON］にし
た場合、および HDR撮影時に静止画撮影メニュー［HDR合成］>［合成前の画像を保存（RAW）］を
［ON］にした場合は、画質モードの設定にかかわらず、画像合成前の RAW画像と画像合成後の JPEG
画像がスロット 1とスロット 2の両方に記録されます。

415 スロット 2の機能



再生画面で同時記録または分割記録した画像を選び O（Q）ボタ
ンを押すと、削除確認の画面が表示されます。
［選択中の画像］を選んで O（Q）ボタンを押すと、現在選ばれ
ている画像のみ削除されます。
［1と2の同一画像］を選んで O（Q）ボタンを押すと、両方
のスロットから画像が削除されます。
音声メモが録音された画像の場合、音声メモ付き画像の削除確認
画面が表示されます。［音声のみ］を選んで O（Q）ボタンを押
すと、音声メモのみを削除します。

ヒント：［バックアップ記録］、［RAW+JPEG分割記録］、［JPEG+JPEG分割記録］について
撮影画面と表示パネルの記録可能コマ数には、記録可能コマ数が少ないスロットのコマ数を表示し
ます。
どちらか一方のスロットの空き容量がなくなると、シャッターがきれなくなります。

ヒント：分割記録した画像の再生について
分割記録した画像を再生する場合に、どちらのスロットに記録した画像を再生するかを再生メニュ
ー［分割記録時の再生スロット］で設定できます。
分割記録した画像を再生している場合に、iメニューで［同時記録画像へジャンプ］を選ぶと、も
う一方のスロットに記録した画像を再生できます。

ヒント：動画を記録するスロットについて
動画撮影メニューの［動画記録先］で、記録するスロットを設定できます。

同時記録した画像の削除
［バックアップ記録］で同時記録した画像および［RAW+JPEG分割記録］、［JPEG+JPEG分割記録］で
分割記録した画像は、個別に削除するか両方のスロットから一度に削除するかを選べます。

ヒント：削除確認画面の内容を設定する
再生メニュー［Wスロット同時削除の設定］で削除確認画面の設定を変更できます。

416 スロット 2の機能



撮像範囲
Gボタン U C静止画撮影メニュー

撮像範囲についての設定ができます。詳しくは「撮影機能の設定」>「撮像範囲/画質モード/画像サイ
ズ」>「撮像範囲に関する設定を変更する」（0 97）をご覧ください。

417 撮像範囲



画質モード
Gボタン U C静止画撮影メニュー

画像を記録するときの画質モードを設定できます。詳しくは「撮影機能の設定」>「撮像範囲/画質モ
ード/画像サイズ」>「画質モードを変更する」（0 99）をご覧ください。

418 画質モード



画像サイズ設定
Gボタン U C静止画撮影メニュー

画像を記録するときの画像サイズ（大きさ）を設定できます。詳しくは「撮影機能の設定」>「撮像範
囲/画質モード/画像サイズ」>「画像サイズに関する設定を変更する」（0 101）をご覧ください。

419 画像サイズ設定



RAW記録
Gボタン U C静止画撮影メニュー

RAW画像を記録するときの圧縮方式を設定できます。ファイルサイズは大きい順に［ロスレス圧縮］、
［高効率 m］、［高効率］です。
［高効率 m］の画質は、［ロスレス圧縮］と比べても遜色なく、［高効率］よりも高画質です。

420 RAW記録



ISO感度設定
Gボタン U C静止画撮影メニュー

静止画撮影時の ISO感度に関する設定ができます。

項目 内容

［ISO感度］
ISO 64～25600で設定可能、ISO 64に対し約 0.3、0.7、1段（ISO 32
相当）の減感、ISO 25600に対し約 0.3、0.7、 1段、2段（ISO 102400
相当）の増感が可能です。

［感度自動制御］

［ON］に設定すると、カメラが自動的に ISO感度を変更するようにな
ります。［OFF］に設定すると、［ISO感度］で設定した ISO感度に固
定されます。［ON］に設定した場合、［制御上限感度］、［c使用時の
制御上限感度］、［低速限界設定］をそれぞれ設定できます。

［制御上限感度］ ISO感度が高くなりすぎないように制御上限感度を設定します。

［c使用時の制御上限感度］ 別売スピードライトを使用した場合の上限感度を設定します。

［低速限界設定］

撮影モード Pまたは Aのときの感度自動制御が働き始めるシャッタ
ースピード（1/16000～30秒）を設定できます。また、［オート］に
設定すると、レンズの焦点距離に応じてシャッタースピードの低速限
界をカメラが自動で設定します。例えば、望遠レンズ使用時は手ブレ
が発生しやすくなるため、低速限界が自動的に高速側に設定され、ブ
レを軽減できます。
［オート］を選んで2を押すと、補正値の設定画面が表示されま
す。低速限界をカメラが自動で設定するときに、より高速側または
低速側になるように調整できます。高速で移動する被写体を撮影す
る場合は、補正値を高速側に設定するとブレを軽減できます。
ISO感度を［制御上限感度］まで上げても露出不足になる場合は、
適正露出を得るために、低速限界設定よりもさらにシャッタースピ
ードが低速になります。

421 ISO感度設定



ホワイトバランス
Gボタン U C静止画撮影メニュー

光源の種類に合わせてホワイトバランスを設定します。詳しくは「撮影機能の設定」>「ホワイトバラ
ンス」（0 142）をご覧ください。

422 ホワイトバランス



ピクチャーコントロール
Gボタン U C静止画撮影メニュー

記録する画像の仕上がり（ピクチャーコントロール）を、撮影シーンや好みに合わせて選べます。詳
しくは「撮影機能の設定」>「ピクチャーコントロール」（0 169）をご覧ください。

423 ピクチャーコントロール



カスタムピクチャーコントロール
Gボタン U C静止画撮影メニュー

「ピクチャーコントロール」を好みに合わせて調整して、「カスタムピクチャーコントロール」として
登録できます。詳しくは「撮影機能の設定」>「ピクチャーコントロール」>「カスタムピクチャーコ
ントロールを登録する」（0 175）をご覧ください。

424 カスタムピクチャーコントロール



色空間
Gボタン U C静止画撮影メニュー

記録する画像の色空間を指定します（色空間とは、モニターやプリンターで表現できる色の範囲のこ
とです）。［sRGB］色空間は、再生やプリントなど、一般的な用途で画像を楽しむのに適しています。
［Adobe RGB］色空間は［sRGB］色空間に比べて色域が広いため、商業印刷などの業務用途に適して
います。

D 色空間についてのご注意
他社製の画像閲覧用または画像編集用ソフトウェアを使うと、このカメラで設定した色空間と異なる
設定の色空間に置き換えられることがあります。NX Studioをお使いになると、このカメラで設定した
色空間で画像を開くことができます。

D Adobe RGB色空間について
適切な色再現には、カラーマネージメント機能に対応したアプリケーション、モニター、プリンター
などの環境が必要です。

425 色空間



［しない］ ［Yオート］

アクティブ D-ライティング
Gボタン U C静止画撮影メニュー

白とびや黒つぶれを軽減した、見た目のコントラストに近い画像を撮影できます。暗い室内から外の
風景を撮ったり、直射日光の強い海辺など明暗差の激しい景色を撮影するのに効果的です。アクティ
ブ D-ライティングを設定したときは、測光モードをマルチパターン測光に設定して撮影することをお
すすめします。

項目 内容

Y ［オート］ 撮影シーンに応じて自動的にアクティブ D-ライティングの効果の度合いを
設定します。

t ［より強め 2］

効果の度合いは、強い順に［より強め 2］、［より強め 1］、［強め］、［標準］、
［弱め］になります。

s ［より強め 1］

P ［強め］

Q ［標準］

R ［弱め］

c ［しない］ アクティブ D-ライティングを設定しません。

426 アクティブ D-ライティング



設定したアクティブ D-ライティングを表すアイコンが撮影画面に
表示されます。

D アクティブ D-ライティングについてのご注意
アクティブ D-ライティングを設定して撮影をするとき、撮影シーンによっては、ノイズ（ざらつ
き、むら、すじ）が強調される場合があります。
撮影モードがMのときは、［Yオート］に設定していても［Q標準］相当の度合いに固定されま
す。
被写体によっては画像に階調とびが発生する場合があります。
ISO感度が高感度（Hi 0.3～Hi 2.0）および感度自動制御で ISO感度が高感度に制御された場合は機
能しません。

427 アクティブ D-ライティング



表示パネル 画像モニター

バルブ撮影、タイム撮影および 30秒を超えるシャッタースピード
で撮影する場合、撮影が終了すると表示パネルにノイズ低減処理
終了までの残り時間が表示されます。

長秒時ノイズ低減
Gボタン U C静止画撮影メニュー

［ON］に設定すると、シャッタースピードが 1秒より低速になった場合に発生する長秒時ノイズ（む
ら、輝点）を低減します。
長秒時ノイズ低減処理は、撮影後に行われます。処理中は、表示パネルに Job NRが点滅し、撮影
画面に［ノイズ低減処理中］と表示されます。この表示が消えるまで、撮影はできません。長秒時
ノイズの低減処理を行う場合、画像を記録するまでの時間は、長秒時ノイズ低減を行わない場合の
約 2倍になります。

D 長秒時ノイズ低減についてのご注意
処理中に電源を OFFにすると、処理は行われず、長秒時ノイズの低減処理を行う前の画像が保存され
ます。
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高感度ノイズ低減
Gボタン U C静止画撮影メニュー

静止画撮影時に、感度が高くなるほど発生しやすいノイズ（ざらつき）を低減します。

項目 内容

［強め］

全ての ISO感度で高感度ノイズの低減処理を行います。ISO感度が高くなるほど効果的
です。ノイズ低減の効果は、強い順に［強め］、［標準］、［弱め］になります。［標準］

［弱め］

［しない］ ノイズが発生しやすい条件で撮影する場合のみ、ノイズ低減処理を行います。この場合
のノイズ低減効果は［弱め］に設定したときよりもさらに弱くなります。
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ヴィネットコントロール
Gボタン U C静止画撮影メニュー

ヴィネットコントロールは、レンズの特性による周辺光量の低下をレンズに応じて軽減します。特に
開放絞り側で撮影した場合に効果的です。

項目 内容

e ［強め］

効果が強い順に、［強め］、［標準］、［弱め］になります。g ［標準］

f ［弱め］

［しない］ 周辺光量の低下を補正しません。

D ヴィネットコントロールについてのご注意
JPEG画像の場合、使用するレンズ、撮影条件や撮影シーンの組み合わせによっては、周辺光量が過剰
に補正されて画像周辺部が明るくなることや補正が不足して暗くなること、画像にノイズ（むら）が
発生することがあります。また、調整したピクチャーコントロールやカスタムピクチャーコントロー
ルを設定している場合も、適切な補正ができない場合があります。試し撮りをして、撮影状況に適し
た設定を選ぶことをおすすめします。

D ヴィネットコントロールについて
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［ヴィネットコントロール］は、一方の設定を変更すると
もう一方も連動して変更されます。
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回折補正
Gボタン U C静止画撮影メニュー

［ON］に設定すると、レンズの絞りを絞り込んだときに画像の解像感が低下する、回折現象を補正し
ます。

D 回折補正について
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［回折補正］は、一方の設定を変更するともう一方も連動
して変更されます。
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自動ゆがみ補正
Gボタン U C静止画撮影メニュー

［ON］に設定すると、カメラが必要だと判断した場合に、広角レンズ使用時のたる型のゆがみや望遠
レンズ使用時の糸巻き型のゆがみを補正して撮影します。装着しているレンズによっては設定が［ON］
に固定され、メニューはグレーで表示されて選べません。

D 自動ゆがみ補正について
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［自動ゆがみ補正］は、一方の設定を変更するともう一方
も連動して変更されます。
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静止画フリッカー低減
Gボタン U C静止画撮影メニュー

［ON］に設定すると、蛍光灯や水銀灯などの光源下で発生する、照明の明滅による明るさのちらつき
（フリッカー現象）の影響を低減できます。

フリッカー現象が発生している場合、撮影した画像の一部に露出ムラが生じたり、連続撮影時に露
出や色味にばらつきが生じることがあります。
フリッカー低減の効果が充分に得られない場合は、一度カメラの電源を OFFにし、被写体または光
源に向けた状態で再度電源を ONにしてください。
［ON］に設定した場合、シャッターをきるときにフリッカーが検出されていると、撮影画面の
FLICKERアイコンに緑色のIが表示されます。
［ON］に設定した場合、シャッターをきるときに撮影画面が一瞬暗くなります。高速連続撮影時と
低速連続撮影時は次のような動作になります。
高速連続撮影時：設定したコマ速を優先した制御となります。1コマ目のレリーズ時に撮影画面
が一瞬暗くなり、2コマ目以降は暗くなりません。
低速連続撮影時：フリッカー低減効果を優先した制御となります。レリーズするたびに撮影画面
が一瞬暗くなり、撮影速度が遅くなることや撮影間隔が一定ではなくなることがあります。
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D ［静止画フリッカー低減］について
フリッカー低減機能を使うと、シャッターのきれるタイミングが少し遅れます。
電源周波数が 50Hzの場合は 100Hzの点滅周期を、また電源周波数が 60Hzの場合は 120Hzの点滅
周期を検出します。連続撮影中に光源の点滅周期が変化した場合、フリッカーの影響は低減できま
せん。
背景が暗い場合や輝度が高い光源が含まれる場合など光源や撮影条件によっては、フリッカーが検
出できなかったり、フリッカー低減の効果が得られないことがあります。
イルミネーションなどの特殊な光源下では、フリッカー低減機能の効果が得られないことがありま
す。
撮影画面で確認できるフリッカー低減と、実際に撮影される静止画像のフリッカー低減の効果は異
なります。

D 高速連続撮影時のご注意
カスタムメニュー a1［AF-Cモード時の優先］を［フォーカス］に設定している場合、低速連続撮
影と同じ動作になります。
次の場合、フリッカー低減効果が得られないことがあります。
撮影モード Aまたは Pに設定し、連続撮影中にシャッタースピードが変化した場合
連続撮影速度が遅くなった場合
長時間連続撮影した場合

D ［静止画フリッカー低減］の制限について
次の場合など、［静止画フリッカー低減］が無効になります。

HDR合成撮影時
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時
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シャッタースピードは詳細な値が表示されます。たとえば 1/500
のときは、詳細な値である 1/512の「512.0」がシャッタースピー
ドとして表示されます。

高周波フリッカー低減
Gボタン U C静止画撮影メニュー

［する（高分解能シャッター設定）］に設定すると、撮影モード SまたはMでシャッタースピードを
1/8000～1/30に設定している場合にシャッタースピードを通常より細かいステップ幅で調整でき、フ
リッカー現象の影響が少ないシャッタースピードを撮影画面で確認しながら設定できます。
光源が高周波 LED照明の場合や、被写体に高周波 LEDディスプレイが含まれる場合に縞状の明暗が
画像に記録されることがあります（フリッカー現象）。ステップ幅を細かくすることで、フリッカー
現象の影響が少ないシャッタースピードを探しながら設定できます。

被写体に対して適切なシャッタースピードに設定してから高周波フリッカー低減機能をオンにし
て、撮影画面を見ながらちらつきや LEDの縞が最も低減されるシャッタースピードに設定してくだ
さい。撮影画面を拡大表示すると、フリッカー低減効果が確認しやすくなります。
高周波フリッカー低減機能をオンにすると、シャッタースピードは分母の値のみが少数点を含む形
式で表示されます。

高周波フリッカー低減機能をオフにすると、通常のシャッタースピード表示のうち最も近い値に切
り替わります。
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D 高周波フリッカー低減のご注意
撮影画面の表示と、撮影画像ではフリッカー現象の表れ方が異なることがあります。試し撮りをし
て、ちらつきや LEDの縞が最も低減されるシャッタースピードに設定することをおすすめします。
カスタムメニュー b7［絞り値変化時の露出維持］で［シャッタースピード］を選んで露出を維持す
る設定にしていても、高周波フリッカー低減機能をオンにしている間は露出の維持を行いません。

ヒント：［撮影機能の呼び出し］に高周波フリッカー低減の設定を登録する
高周波フリッカー低減機能をオンにしてカスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］>［撮
影機能の呼び出し］または［撮影機能の呼び出し（ホールド）］の［現在の設定を登録］を選ぶと、細
かいステップ幅で設定したシャッタースピードが登録されます。たとえば高周波 LEDディスプレイ付
近で撮影する場合に LEDの縞が最も低減される設定を登録しておくと、構図に LEDが含まれた場合の
み割り当てたボタンを押して最適な設定を素早く呼び出せます。
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測光モード
Gボタン U C静止画撮影メニュー

カメラが被写体の明るさを測るための測光モードを選べます。

項目 内容

L ［マルチパターン測光］
画面の広い領域を測光して、被写体の輝度（明るさ）分布、色、距
離や構図などさまざまな情報を瞬時に分析するため、見た目に近い
画像が得られます。

M ［中央部重点測光］

画面の中央部分を重点的に測光します。画面中央にメインの被写
体を大きく配置して撮影する場合などに適しています。
露出倍数のかかるフィルターをお使いになるときは、中央部重点
測光をおすすめします。
測光範囲はカスタムメニュー b5［中央部重点測光範囲］で変更で
きます。
測光範囲を表示するかどうかをカスタムメニュー d18［撮影画面
カスタマイズ（画像モニター）］および d19［撮影画面カスタマイ
ズ（ファインダー）］で設定できます。

N ［スポット測光］

フォーカスポイントに重なる 4 mm相当（全画面の約 1.5％）の
部分だけを測光します。逆光時や被写体の明暗差が激しいときな
ど、狭い範囲での露出を基準にして撮影したい場合に適していま
す。
測光エリアは、フォーカスポイントに連動します。ただし、AFエ
リアモード（0 105）が［オートエリア AF］のときは中央のフ
ォーカスポイントに相当する部分を測光します。

t ［ハイライト重点測光］ 画面のハイライト部分を重点的に測光します。舞台撮影など、ハイ
ライト部分の白とびを軽減して撮影したい場合に適しています。
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別売のスピードライトを取り付けた場合の発光モードおよびワイ
ヤレス増灯撮影時の設定を行います。

別売スピードライトをカメラに取り付けた場合の撮影について
は「フラッシュ撮影の方法」（0 373）をあわせてご覧ください。
別売スピードライトをワイヤレスで制御した場合の撮影につい
ては「増灯撮影とは」（0 384）をあわせてご覧ください。

SB-5000、SB-500、SB-400、または SB-300をカメラに装着した場
合のスピードライトの発光モードや補正量などを設定できます。

選んだ項目によって［発光モード］の下に表示されるメニュー項
目が変更されます。
SB-5000、SB-500、SB-400、SB-300以外のスピードライトを装
着した場合、発光モードなどの設定はスピードライト本体で行っ
てください。
SB-5000はスピードライト本体でも設定できます。

フラッシュ発光
Gボタン U C静止画撮影メニュー

発光モード

項目 内容

［TTL調光］ スピードライトの発光量は、撮影状況に応じて自動的に調節されま
す。

［外部自動調光］ スピードライトの発光による被写体からの反射光をスピードライト
の外部自動調光用センサー窓で測光し、発光量を制御します。

［距離優先マニュアル発光］ スピードライトから被写体までの距離を設定すると、カメラの設定に
合わせて適正な発光量をスピードライトが自動的に設定します。

［マニュアル発光］ 指定した発光量でスピードライトが発光します。

［リピーティング発光］ 1回の露光中に、スピードライトを連続発光させて、被写体の連続的
な動きを多重露出のように写し込みます。
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複数のスピードライトを同時に発光させて撮影（ワイヤレス増灯撮
影）する場合に、制御方法を選びます。カメラに SB-5000、
SB‑500、WR‑R11aまたはWR-R10を装着したときのみ表示されま
す。

ワイヤレス設定

項目 内容

Y ［光制御 AWL］ マスターフラッシュの微小発光で、リモートフラッシュを制御します
（0 396）。

Z ［電波制御 AWL］ カメラに装着したWR-R11aまたはWR-R10を使用して、電波によってリ
モートフラッシュを制御します（0 385）。

［しない］ リモートフラッシュの制御を行いません。
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電波制御で接続されているスピードライトの情報を表示します。

増灯発光モード
フラッシュの増灯発光モードを設定できます。選んだ項目によって［増灯発光モード］の下に表示さ
れるメニュー項目が変更され、それぞれの増灯発光モードでの設定が変更できます。

項目 内容

［グループ発光］ グループごとに発光モードを設定できます（0 389、0 397）。

［クイックワイヤレス］ リモートフラッシュの Aグループと Bグループの光量比、および C
グループの発光量を設定します（0 391、0 399）。

［増灯リピーティング発光］ 1回の露光中に、増灯したスピードライトを連続発光させて、被写体
の連続的な動きを多重露出のように写し込みます（0 393、0 401）。

電波リモートフラッシュ情報
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フォーカスモード
Gボタン U C静止画撮影メニュー

ピントの合わせ方を選べます。詳しくは「撮影機能の設定」>「フォーカス」>「フォーカスモードを
変更する」（0 103）をご覧ください。
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AFエリアモード
Gボタン U C静止画撮影メニュー

オートフォーカス使用時に、フォーカスポイントをどのように選択するか設定できます。詳しくは「撮
影機能の設定」>「フォーカス」>「AFエリアモードを変更する」（0 105）をご覧ください。
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AF時の被写体検出設定
Gボタン U C静止画撮影メニュー

オートフォーカス使用時に優先して検出する被写体を選べます。詳しくは「撮影機能の設定」>「フォ
ーカス」>「オートフォーカス時に優先してフォーカスを合わせる被写体を設定する」（0 109）をご
覧ください。
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手ブレ補正
Gボタン U C静止画撮影メニュー

手ブレ補正を行うかどうかを設定できます。表示される項目は、カメラに装着しているレンズによっ
て異なります。

項目 内容

C ［ノーマル］ 手ブレ補正効果が高く、静止している被写体を撮影する場合に適しています。

D ［スポーツ］ スポーツなどの動きの変化が激しい被写体を撮影する場合に適しています。

［しない］ 手ブレ補正を行いません。

D 手ブレ補正使用時のご注意
装着しているレンズによっては［手ブレ補正］の設定を変更できない場合があります。
撮影画面の表示が安定してから撮影することをおすすめします。
手ブレ補正機能を備えたレンズをお使いの場合に［ノーマル］に設定すると、手ブレ補正の原理上、
シャッターレリーズ前に撮影画面の表示が動くことがありますが、異常ではありません。撮影画面
の動きが気になる場合は［スポーツ］または［しない］に設定することをおすすめします。
流し撮りする場合は［ノーマル］または［スポーツ］に設定することをおすすめします。［ノーマ
ル］または［スポーツ］に設定して流し撮りなどでカメラの向きを大きく変えた場合、流した方向
の手ブレ補正は機能しません。例えば、横方向に流し撮りすると、縦方向の手ブレだけが補正され
ます。
三脚または一脚を使用するときは、［ノーマル］または［スポーツ］に設定することをおすすめしま
す。ただし三脚を使用する場合、三脚の種類や撮影条件によっては［しない］が適していることが
あります。手ブレ補正機能を備えたレンズでは設定が異なる場合がありますので、レンズの説明書
をご覧の上お使いください。
別売のマウントアダプター FTZ II/FTZを使用して手ブレ補正切り換えスイッチのある Fマウントレ
ンズを装着している場合、［手ブレ補正］はグレーで表示されて選べません。レンズで手ブレ補正の
設定を行ってください。
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オートブラケティング
Gボタン U C静止画撮影メニュー

明るさ（露出値）、フラッシュの発光量、ホワイトバランス、アクティブ D-ライティング（ADL）の設
定をカメラが自動的に変えながら撮影します。詳しくは「撮影機能の設定」>「オートブラケティン
グ」（0 158）をご覧ください。
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多重露出
Gボタン U C静止画撮影メニュー

2～10コマの RAWデータを重ねて写し込み、1つの画像として記録します。

項目 内容

［多重露出モード］

［する（連続）］：解除するまで連続して多重露出撮影しま
す。多重露出撮影を解除するには、もう一度［多重露出モ
ード］を選んで［しない］に設定してください。
［する（1回）］：多重露出撮影を終了すると、多重露出が解
除されます。
［しない］：多重露出撮影を解除します。

［コマ数］ コマ数（露光回数）を設定します。

［合成モード］

［加算］：全ての露光結果をそのまま重ね合わせます。
［加算平均］：重ね合わせた画像の露出が適正になるように、
露光回数に合わせて自動的にゲイン（出力）を補正します。
各コマのゲインは、「1÷露光回数」となります。たとえば、
露光回数が「2コマ」の場合は 1/2、「3コマ」の場合は 1/3
になります。
［比較明合成］：撮影した各画像を比較し、最も明るい部分
を選択して合成します。

［比較暗合成］：撮影した各画像を比較し、最も暗い部分を
選択して合成します。

［合成前の画像を保存（RAW）］
［ON］：合成した画像のほかに、多重露出で撮影した全ての
コマを RAW画像として保存します。
［OFF］：合成した画像のみ保存します。
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静止画撮影メニュー［多重露出］を選んでマルチセレクターの
2を押す

［多重露出モード］を設定する

［多重露出モード］を選んで、2を押します。
13を押して多重露出モードを設定し、Jボタンを押しま
す。

［する（連続）］または［する（1回）］を選ぶと、撮影画面に
アイコンが表示されます。

項目 内容

［確認撮影］
［ON］に設定すると、多重露出撮影中に撮影したコマを合成し
て撮影画面に半透過で表示します。次のコマを撮影するときに
構図が決めやすくなります。

［1コマ目の画像（RAW）の指定］ メモリーカード内の RAW画像から 1コマ目に使用する画像
を選ぶことができます。

多重露出の撮影方法
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［コマ数］（露光回数）を設定する

［コマ数］を選んで、2を押します。
13を押して露光回数を設定し、Jボタンを押します。

［合成モード］を設定する

［合成モード］を選んで、2を押します。
13を押して項目を選び、Jボタンを押します。

［合成前の画像を保存（RAW）］を設定する
［ON］に設定すると、合成した画像のほかに多重露出で撮影し
た全てのコマを RAW画像として保存します。［OFF］に設定す
ると、合成後の画像のみを保存します。

［確認撮影］を設定する

［ON］に設定すると、これまでに撮影したコマを合成して撮影
画面に半透明で表示します。前のコマと構図を合わせやすくな
ります。

［1コマ目の画像（RAW）の指定］を設定する
撮影済みの画像に重ねて写し込みたい場合は、［1コマ目の
画像（RAW）の指定］を選んで2を押し、メモリーカード
内の RAW画像から 1コマ目に使用する画像を選びます。
マルチセレクターで黄色い枠を移動して画像を選びます。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
画像を選択したら、Jボタンを押します。
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撮影を開始する

設定したコマ数を撮影してください。手順 7の［1コマ目の
画像（RAW）の指定］でメモリーカード内の RAW画像から
1コマ目に使用する画像を選んだ場合は、2コマ目以降を撮
影します。
設定したコマ数を撮影すると、合成画像を作成して保存しま
す。元の画質モードにかかわらず、合成画像は JPEGになり
ます。
［する（連続）］の場合、［多重露出モード］で［しない］を
選んで多重露出モードを解除するまで、多重露出撮影できま
す。
多重露出モードが［する（1回）］の場合、手順 3で設定した
コマ数分の撮影をすると、多重露出撮影が解除されます。
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iメニューを使う
多重露出撮影中にKボタンを押すと、撮影した画像を確認できます。多重露出撮影で最後に撮影した
コマには$が表示され、このときに iボタンを押すと多重露出撮影時の iメニューが表示されます。

項目を選んでJボタンを押すと、選んだ項目が実行されます。
iボタンを押したときの設定は、タッチ操作でも行えます。

項目 内容

［合成画像の確認］ それまでに撮影したコマで合成画像を作成してプレビューします。

［撮影画像の撮り直し］ 最後に撮影したコマを撮影し直せます。

［保存して終了］ それまでに撮影したコマで合成画像を作成し、保存して多重露出撮影を終
了します。

［保存せずに終了］
合成画像を保存しないで多重露出撮影を終了します。
［合成前の画像を保存（RAW）］が［ON］の場合は、撮影した画像を合
成せずに 1コマずつ保存します。
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D 多重露出撮影時のご注意
多重露出の撮影途中に画像を再生したりメニューを表示して、操作をしないまま 40秒程度（メニュ
ー表示時は 90秒程度）経過すると、画像が記録されて多重露出が解除されます。撮影間隔が長くな
る場合は、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［画像の再生］または［メニュー表示］を長
めに設定すると、多重露出が解除されるまでの時間が延長されます。
多重露出で撮影する場合、ノイズ（ざらつき、むら、すじ）が発生しやすくなります。
連続撮影に設定しているときにシャッターボタンを全押しし続けると、多重露出で設定された撮影
コマ数まで撮影し、合成画像を保存します。多重露出モードが［する（1回）］のときは、撮影が終
了して合成画像が保存されると多重露出撮影を解除します。［する（連続）］のときは、撮影後に再
度全押しすると、繰り返し多重露出撮影を行えます。
セルフタイマー撮影時には、シャッターボタンを全押しすると、カスタムメニュー c2［セルフタイ
マー］>［連続撮影間隔］で設定した撮影間隔で撮影します。ただし、c2の［撮影コマ数］で設定
した撮影コマ数にかかわらず、多重露出で設定した撮影コマ数の撮影が終了した時点で画像が記録
されます。
多重露出撮影中にカメラの設定を変更すると、多重露出撮影が終了する場合があります。
多重露出の撮影設定および撮影データは 1コマ目の内容になります。
多重露出による撮影中は、メモリーカードを交換しないでください。
多重露出撮影中はメモリーカードの初期化はできません。また、一部のメニュー項目がグレーで表
示されて選べません。

D 多重露出の制限について
次の場合など、多重露出とは同時に使用できない機能や設定があります。
動画撮影
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
オートブラケティング撮影
HDR合成
インターバルタイマー撮影
タイムラプス動画撮影
フォーカスシフト撮影
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設定したコマ数分を撮影する前に多重露出撮影を終了するには、多
重露出モードを［しない］に設定します。多重露出撮影を中断する
と、その時点までの露光結果だけを重ね合わせた画像が記録されま
す（［合成モード］を［加算平均］に設定していた場合は、露光回
数に合わせてゲイン補正が行われます）。

多重露出撮影を終了するには

このほか、次の場合も、多重露出は終了されます。
1コマ目撮影後に半押しタイマーがオフになったとき
多重露出撮影中にKボタンを押してから iボタンを押し、［保存して終了］または［保存せずに終
了］を選んだとき
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HDR合成
Gボタン U C静止画撮影メニュー

1回の撮影で露出が異なる画像を 2コマ撮影して合成することにより、輝度範囲の広いシーンでも白と
びや黒つぶれの少ない画像を記録します。明暗差が著しい撮影シーンなどで、シャドー部からハイラ
イト部まで幅広く再現された画像になります。

項目 内容

［HDRモード］

［する（連続）］：解除するまで連続して HDR撮影します。HDR
モードを解除するには、もう一度［HDRモード］を選んで［し
ない］に設定してください。
［する（1回）］：1回撮影を終了すると、HDRモードが解除さ
れます。
［しない］：HDRモードを解除します。

［HDR強度］ HDRの強度を設定します。［オート］に設定すると、撮影シーン
に応じて自動的に HDRの強度を設定します。

［合成前の画像を保存（RAW）］ ［ON］に設定すると、合成する 2コマの画像をそれぞれ RAW形
式で保存します。
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静止画撮影メニュー［HDR合成］を選んでマルチセレクターの
2を押す

HDRの撮影方法
HDRモードを設定したときは、測光モードをマルチパターン測光に設定して撮影することをおすすめ
します。
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［HDRモード］を設定する
［HDRモード］を選んで2を押します。

13を押して HDRモードを設定し、Jボタンを押します。

［する（連続）］または［する（1回）］を選ぶと、撮影画面に
アイコンが表示されます。

項目 内容

0 ［する（連続）］
解除するまで連続して HDR撮影します。HDRモードを解除する
には、もう一度［HDRモード］を選んで［しない］を選んでくだ
さい。

［する（1回）］ 撮影を終了すると、HDRモードが解除されます。

［しない］ HDRモードを解除します。
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［HDR強度］を設定する
［HDR強度］を選んで2を押します。

13を押して HDR強度を設定し、Jボタンを押します。
［オート］に設定すると、撮影シーンに応じて自動的に HDR
の強度を設定します。

［合成前の画像を保存（RAW）］を設定する
［ON］に設定すると、合成する 2コマの画像をそれぞれ RAW
形式で保存します。

合成処理中は、表示パネルに Busyが点滅します。この表示
が消えるまで撮影できません。
［する（連続）］の場合、［HDRモード］で［しない］を選ん
で HDRモードを解除するまで、HDRモードで撮影できま
す。
HDRモードが［する（1回）］の場合、1回撮影すると、HDR
モードが解除されます。
元の画質モードにかかわらず、合成画像は JPEGになります。

構図を決め、ピントを合わせて撮影する

シャッターボタンを全押しすると、2回連続してシャッターがきれます。
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D HDR撮影時のご注意
撮影した画像の画像周辺部は切り取られます。
動いている被写体を撮影する場合や撮影時の手ブレの量が大きい場合は、正しく合成されない場合
があります。撮影時は、三脚をお使いいただくことをおすすめします。
撮影シーンによっては、明るい被写体の周辺に暗い影がでたり、暗い被写体の周辺が明るくなった
りします。また、HDRの効果が出にくい場合があります。
被写体によっては画像に階調とびが発生する場合があります。
測光モードが中央部重点測光またはスポット測光のときに［HDR強度］を［オート］に設定する
と、HDRの強度は［標準］相当の度合いに固定されます。
別売のスピードライトは発光しません。
レリーズモードを連続撮影に設定した場合にシャッターボタンを全押しし続けても連続撮影しませ
ん。
シャッタースピードは、Bulb（バルブ）または Time（タイム）に設定できません。

D HDRモードの制限について
次の場合など、HDRモードとは同時に使用できない機能や設定があります。
静止画フリッカー低減
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
オートブラケティング撮影
多重露出撮影
インターバルタイマー撮影
タイムラプス動画撮影
フォーカスシフト撮影
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インターバルタイマー撮影
Gボタン U C静止画撮影メニュー

設定した撮影間隔（インターバル）と撮影回数で自動的に撮影するインターバルタイマー撮影を行え
ます。インターバルタイマー撮影をするときは、レリーズモードをセルフタイマーまたは「ハイスピ
ードフレームキャプチャー +」撮影以外に設定してください。

項目 内容

［撮影開始］

インターバルタイマー撮影を開始します。［開始日時の設定］で
［即時］を選んでいる場合は約 3秒後に撮影を開始し、［日時指
定］を選んでいる場合は設定した日時に撮影を開始します。撮影
は、設定した撮影間隔とコマ数で繰り返されます。

［開始日時の設定］
インターバルタイマー撮影の開始方法を設定します。インターバ
ルタイマー撮影をすぐに開始する場合は［即時］を、開始日時を
設定する場合は［日時指定］を選びます。

［撮影間隔］ 撮影間隔（時、分、秒）を設定します。

［撮影回数×1回のコマ数］ 撮影回数と 1回で撮影するコマ数を設定します。

［露出平滑化］

［ON］に設定すると、1コマ前に撮影した静止画と大きく明るさ
が変化しないようにカメラが自動で露出を調整します。
輝度の変化が大きい被写体を撮影するときは、露出が安定しな
いように見えることがあります。その場合は撮影間隔を短くす
ることをおすすめします。
撮影モードMで静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感
度自動制御］が［OFF］の場合、露出の平滑化は行いません。
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項目 内容

［撮影間隔優先］

［ON］：撮影モードが Pまたは Aのときに、露光時間よりも撮
影間隔を優先して撮影します。
フラッシュ撮影はできません。
カスタムメニュー a1［AF-Cモード時の優先］および a2
［AF-Sモード時の優先］の設定にかかわらず、レリーズ優
先になります。
静止画撮影メニュー［ISO感度設定］で［感度自動制御］
を［ON］にしたときの［低速限界設定］の設定値が、設定
した撮影間隔より長い場合は、撮影間隔を優先して感度が
自動制御されます。

［OFF］：撮影間隔よりも露光時間を優先して撮影します。

［撮影間隔毎の AF駆動］
［ON］に設定すると、撮影してから次の撮影までの間に、カメラ
が自動でピント合わせを行います。ピントを固定して撮影したい
場合は［OFF］に設定してください。

［オプション］

インターバルタイマー撮影に、別の機能をオプションとして組み
合わせることができます。
［AEブラケティング］：インターバルタイマー撮影と AEブラ
ケティングを同時に行えます。
［タイムラプス動画］：インターバルタイマー撮影した画像をつ
ないで、アスペクト比（縦横比）が 16：9のタイムラプス動
画として記録できます。
インターバルタイマー撮影した画像とタイムラプス動画が
保存されます。
静止画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］が［1:1
（24×24）］のときは撮影できません。
［タイムラプス動画］を選んだときは、静止画撮影メニュー
［色空間］の設定にかかわらず［sRGB］の色空間で撮影さ
れます。

［しない］：オプションなしでインターバルタイマー撮影を行い
ます。

［撮影開始時の記録フォルダー］

項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を押す
と、オンMとオフ Uを切り換えられます。
［新規フォルダー作成］：インターバルタイマー撮影を開始する
たびに新しいフォルダーを自動的に作成して画像を保存しま
す。
［ファイル番号リセット］：新規フォルダーが作成されるたびに
ファイル番号が「0001」に戻ります。
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静止画撮影メニューの［インターバルタイマー撮影］を選んで
マルチセレクターの2を押す

［開始日時の設定］を選んで2
を押す

開始方法を選んでJボタンを
押す

インターバルタイマー撮影の撮影方法
D インターバルタイマー撮影を開始する前に
試し撮りをすることをおすすめします。
あらかじめセットアップメニュー［タイムゾーンと日時］で日時が正確に設定されていることを確
認してください。
撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、付属の本体充電 ACアダプタ
ー、または別売のパワーコネクターと ACアダプターをお使いください。

インターバルタイマー撮影の設定をする

開始方法を選ぶ

インターバルタイマー撮影をすぐに開始する場合は、［即時］を選びます。
インターバルタイマー撮影の開始日時を設定する場合は、［日時指定］を選びます。表示
される画面で開始日時を設定してJボタンを押します。
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［撮影間隔］を選んで2を押
す

撮影間隔（時、分、秒）を設
定してJボタンを押す

［撮影回数×1回のコマ数］を
選んで2を押す

撮影回数と 1回で撮影するコ
マ数を設定して、Jボタンを

押す

撮影間隔（インターバル）を設定する

撮影回数と 1回のコマ数を設定する

レリーズモードが 1コマ撮影の場合、撮影コマ数を 2コマ以上に設定すると、レリーズモ
ードを高速連続撮影に設定した場合の速度で撮影します。

露出平滑化をするかどうかを選ぶ

［露出平滑化］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える

［ON］に設定すると、1コマ前に撮影した静止画と大きく明るさが変化しないようにカメ
ラが自動で露出を調整します。
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［オプション］を選んで2を
押す

［AEブラケティング］または
［タイムラプス動画］を選んで

Jボタンを押す

露光時間よりも撮影間隔を優先して撮影するかどうかを選ぶ

［撮影間隔優先］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える

撮影間隔ごとにピント合わせを行うかどうかを選ぶ

［撮影間隔毎の AF駆動］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える

［撮影間隔毎の AF駆動］を［ON］に設定すると、選んだフォーカスモードに従って、毎
回の撮影の直前にピント合わせを行います。

オプションを設定する

［AEブラケティング］の場合は［コマ数］と［補正ステップ］を、［タイムラプス動画］
の場合は［動画記録ファイル形式］、［画像サイズ/フレームレート］、［動画記録先］を設
定します。

462 インターバルタイマー撮影

-

-



［撮影開始時の記録フォルダ
ー］を選んで2を押す

Jボタンを押して各項目のオ
ンMとオフ Uを切り換えて

4を押す

［撮影開始］を選んでJボタンを押す

手順 2の［開始日時の設定］で［即時］を選んでいる場合
は、約 3秒後に撮影を開始します。
手順 2の［開始日時の設定］で［日時指定］を選んでいる場
合は、設定した日時に撮影を開始します。
撮影中は撮影画面は消灯します。
設定した撮影間隔とコマ数で撮影を繰り返します。

インターバルタイマー撮影の待機状態では、表示パネルに7が
表示されます。［オプション］で［タイムラプス動画］を選んでい
る場合は8も表示されます。

待機状態でシャッターボタンを半押しすると、撮影画面に［イン
ターバル撮影中］と表示され、7アイコンが点滅します。［オプ
ション］で［タイムラプス動画］を選んでいる場合は8も表示
されます。

撮影開始時の記録フォルダーの設定をする

D インターバルタイマー撮影の待機状態について
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インターバルタイマー撮影を一時停止するには
インターバルタイマー撮影を一時停止するには、撮影待機中にJボタンを押すか、静止画撮影メニュ
ー［インターバルタイマー撮影］で［一時停止］を選んでJボタンを押します。ただし［撮影間隔］
で設定した間隔が短いときは、Gボタンを押してもメニュー画面が表示されない場合があります。
［オプション］で［タイムラプス動画］を選んだ場合、撮影待機中にJボタンを押すとインターバ
ルタイマー撮影を途中で終了します。

インターバルタイマー撮影を再開するには
インターバルタイマー撮影を再開する手順は次の通りです。

すぐに再開する場合

［再開］を選んでJボタンを押す
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［再開方法の設定］を選んで2
を押し、表示された画面で［日
時指定］を選び2を押す

開始日時を設定してJボタンを
押す

［再開］を選んでJボタンを押す

再開する日時を設定する場合

インターバルタイマー撮影を途中で終了するには
インターバルタイマー撮影を途中で終了するには、撮影待機中に静止画撮影メニュー［インターバル
タイマー撮影］で［終了］を選び、Jボタンを押します。ただし［撮影間隔］の設定が短い場合、G
ボタンを押してもメニュー画面が表示されない場合があります。その場合はJボタンを押して一時停
止してから、静止画撮影メニュー［インターバルタイマー撮影］で［終了］を選んでJボタンを押し
てください。
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D インターバルタイマー撮影についてのご注意
撮影間隔は、想定されるシャッタースピードに 1回の撮影コマ数を掛けた値よりも長い時間を設定
してください。実際のインターバルタイマー撮影には、インターバル時間の他、シャッタースピー
ドやカメラが処理を行う時間などが含まれます。撮影間隔が充分な長さに設定されていない場合は、
設定した撮影間隔で撮影できず、その回の撮影がキャンセルされることがあります。
撮影間隔が充分な長さに設定されていない場合は、設定した［撮影回数×1回のコマ数］で撮影でき
ないことがあります。
スピードライトを使用する場合は、適正な発光を行うために必要な充電時間よりも長い時間を設定
してください。撮影間隔が充分な長さに設定されていない場合は、発光量が不足することがありま
す。
設定した開始日時が現在時刻後 1分以内の場合や［撮影間隔］が［00:00'00"］の場合、シャッター
スピードが Bulb（バルブ）または Time（タイム）の場合など、インターバルタイマー撮影を開始
できないときには警告メッセージを表示します。
［オプション］で［タイムラプス動画］を選んだ場合は、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>
［半押しタイマー］の設定にかかわらず、インターバルタイマー撮影中に半押しタイマーはオフにな
りません。
［オプション］で［タイムラプス動画］を選び、画像サイズを 7680×4320に設定しているとき、次
の場合はインターバルタイマー撮影を開始できません。
静止画撮影メニュー［撮像範囲］>［撮像範囲設定］が［DX（24×16）］または［1：1（24×24）］
に設定されている場合
DXレンズを装着している場合

メモリーカードのメモリー残量がない場合、撮影時刻ごとにカウントは進みますが、実際の撮影は
行われません。メモリー残量のあるメモリーカードに交換し、インターバルタイマー撮影を再開し
てください（0 464）。
メモリーカードの性能や撮影条件によっては、設定した撮影回数やコマ数に達する前に撮影が終了
する場合があります。
次の場合はインターバルタイマー撮影が一時停止状態になります。
電源を OFFにして、再度 ONにしたとき（電源が OFFの間にバッテリーやメモリーカードを交
換しても、一時停止状態が持続します）
レリーズモードをセルフタイマーまたは「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影に切り換
えたとき

インターバルタイマー撮影中にカメラの設定を変更すると、インターバルタイマー撮影が終了する
場合があります。

D 撮影コマ数について
レリーズモードに関係なく、1回の撮影ごとに設定された撮影コマ数が撮影されます。

D インターバルタイマー撮影待機中の各種設定について
インターバルタイマー撮影の待機中は、各種設定やメニュー画面の操作や、画像の再生を行うことが
できます。ただし、撮影時刻の数秒前に画面の表示を消灯して、撮影に入ります。
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D インターバルタイマー撮影の制限について
次の場合など、インターバルタイマー撮影とは同時に使用できない機能や設定があります。
動画撮影
長時間露出（バルブまたはタイム）撮影
セルフタイマー撮影
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
オートブラケティング撮影
多重露出撮影
HDR合成
フォーカスシフト撮影

D インターバルタイマー撮影の設定について
電源を OFFにしたり、レリーズモードを切り換えたりした場合も、設定した内容は記憶されています。

D 撮影メニューの切り換えとリセットについて
インターバルタイマー撮影中は撮影メニューの切り換えおよびリセットはできません。
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タイムラプス動画
Gボタン U C静止画撮影メニュー

設定した撮影間隔で自動的に撮影を行い、撮影した静止画をつないで動画として記録できます。

項目 内容

［撮影開始］
タイムラプス動画撮影を開始します。約 3秒後に撮影を開始し、
設定した［撮影時間］内に設定した［撮影間隔］で撮影を繰り返
します。

［撮影間隔］ 撮影間隔（分、秒）を設定します。

［撮影時間］ 撮影時間（時、分）を設定します。

［露出平滑化］

［ON］に設定すると、明るさの変化がなめらかになり、より自然
な動画を記録します。
輝度の変化が大きい被写体を撮影するときは、露出が安定しな
いように見えることがあります。その場合は撮影間隔を短くす
ることをおすすめします。
撮影モードMで静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感度
自動制御］が［OFF］の場合、露出の平滑化は行いません。

［撮像範囲設定］ タイムラプス動画撮影時の撮像範囲を［FX］または［DX］に設定
できます。

［動画記録ファイル形式］ 記録するタイムラプス動画のファイル形式を設定できます。

［画像サイズ/フレームレート］
記録されるタイムラプス動画の画像サイズ（ピクセル）とフレー
ムレートを設定できます。選べる画像サイズは、［動画記録ファイ
ル形式］の設定により異なります。
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項目 内容

［撮影間隔優先］

［ON］：撮影モードが Pまたは Aのときに、露光時間よりも撮
影間隔を優先して撮影します。
カスタムメニュー a1［AF-Cモード時の優先］および a2［AF-
Sモード時の優先］の設定にかかわらず、レリーズ優先にな
ります。
静止画撮影メニュー［ISO感度設定］で［感度自動制御］を
［ON］にしたときの［低速限界設定］の設定値が、設定した
撮影間隔より長い場合は、撮影間隔を優先して感度が自動制
御されます。

［OFF］：撮影間隔よりも露光時間を優先して撮影します。

［撮影間隔毎の AF駆動］ ［ON］に設定すると、撮影してから次の撮影までの間に、カメラ
が自動でピント合わせを行います。

［動画記録先］ メモリーカードを 2枚使用している場合にタイムラプス動画を記
録するスロットを設定します。
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静止画撮影メニュー［タイムラプス動画］を選んでマルチセレ
クターの2を押す

［撮影間隔］を選んで2を押
す

撮影間隔（分、秒）を設定し
てJボタンを押す

タイムラプス動画の撮影方法
D タイムラプス動画撮影を開始する前に
タイムラプス動画撮影で撮影される静止画の画角は、動画撮影時と同じになります。
試し撮りをして、画像を再生して確認することをおすすめします。
あらかじめセットアップメニュー［タイムゾーンと日時］で日時が正確に設定されていることを確
認してください。
撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、付属の本体充電 ACアダプタ
ー、または別売のパワーコネクターと ACアダプターをお使いください。

タイムラプス動画の設定をする

撮影間隔（インターバル）を設定する

撮影間隔は、想定されるシャッタースピードよりも長い時間を設定してください。
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［撮影時間］を選んで2を押
す

撮影時間（時、分）を設定し
てJボタンを押す

［撮像範囲設定］を選んで2
を押す

撮像範囲を選んでJボタンを
押す

撮影時間を設定する

撮影時間は、最長で 23時間 59分まで設定できます。

露出平滑化をするかどうかを選ぶ

［露出平滑化］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える

［ON］に設定すると、明るさの変化がなめらかになり、より自然な動画を記録します。

撮像範囲を設定する
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［動画記録ファイル形式］を選
んで2を押す

ファイル形式を選んでJボタ
ンを押す

［画像サイズ/フレームレー
ト］を選んで2を押す

動画の画像サイズ/フレーム
レートを選んでJボタンを押

す

動画記録ファイル形式を設定する

画像サイズ/フレームレートを設定する

露光時間よりも撮影間隔を優先して撮影するかどうか選ぶ

［撮影間隔優先］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える
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［動画記録先］を選んで2を
押す

メモリーカードを 2枚使用し
ている場合にタイムラプス動
画を記録するスロットを選ん

でJボタンを押す

［撮影開始］を選んでJボタンを押す

約 3秒後に撮影を開始します。
撮影中は撮影画面は消灯します。
手順 2で設定した［撮影時間］内に、設定した［撮影間隔］
で撮影を繰り返します。

撮影間隔ごとにピント合わせを行うかどうか選ぶ

［撮影間隔毎の AF駆動］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える

［撮影間隔毎の AF駆動］を［ON］に設定している場合は、選んだフォーカスモードに従
って、毎回の撮影の直前にピント合わせを行います。

タイムラプス動画を記録するスロットを選ぶ
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表示パネルに8が表示されます。

待機状態でシャッターボタンを半押しすると、撮影画面に［イン
ターバル撮影中］と表示され、8アイコンが点滅します。

D タイムラプス動画撮影の待機状態について
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1

2

3

動画の画像サイズ/フレームレート
記録時間/最長記録時間
メモリーカード使用状況

1
2
3

タイムラプス動画撮影を途中で終了するには
タイムラプス動画撮影を途中で終了するには、撮影待機中にJボタンを押すか、静止画撮影メニュー
［タイムラプス動画］で［終了］を選んでJボタンを押します。ただし［撮影間隔］で設定した間隔
が短いときは、Gボタンを押してもメニュー画面が表示されない場合があります。
タイムラプス動画撮影を終了すると、終了時点までの動画がメモリーカードに記録され、通常の撮
影待機状態に戻ります。

D タイムラプス動画の記録コマ数（撮影回数）と動画の長さについて
手順 2で設定する撮影時間を撮影間隔で割った数（小数点以下切り上げ）に 1を足した数が、記録
コマ数（撮影回数）になります。
タイムラプス動画で記録される動画の長さは、上記の記録コマ数÷［画像サイズ/フレームレート］
で選んだフレームレートで計算できます（例えば、［画像サイズ/フレームレート］が［1920×1080
24p］のときに記録コマ数が 48コマの場合、記録される動画の長さは約 2秒になります）。

D 撮影直後の画像確認について
タイムラプス動画撮影中は、Kボタンで画像を表示することはできません。ただし、再生メニュー［撮
影直後の画像確認］を［する］または［する（画像モニター表示のみ）］にすると、撮影のたびに自動
的に画像が数秒間表示されます。表示だけを行い、通常の再生時の操作は無効になります。また、撮
影間隔が短い場合は表示されないことがあります。
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D タイムラプス動画撮影についてのご注意
タイムラプス動画には音声は記録されません。
実際のタイムラプス動画撮影には、インターバル時間のほか、シャッタースピードやカメラが処理
を行う時間が含まれます。そのため、設定した撮影間隔で撮影できないことがあります。
次のような場合には、タイムラプス動画撮影を開始または設定できません。
設定した［撮影時間］が［撮影間隔］より短い場合
［撮影時間］または［撮影間隔］が［00:00'00"］の場合
メモリーカードのメモリー残量がない場合

［タイムラプス動画］画面の記録時間が赤色で表示されている場合、タイムラプス動画撮影を開始で
きません。［撮影間隔］または［撮影時間］の設定を変更してください。
［画像サイズ/フレームレート］で画像サイズを 7680×4320に設定している場合に、［撮像範囲設定］
を［DX］に設定するか、DXレンズを装着しているとタイムラプス撮影を開始できません。
タイムラプス動画撮影中は、Kボタンを押しても画像の再生はできません。
タイムラプス動画を撮影する場合、ホワイトバランスを4［オート］またはD［自然光オート］
以外に設定すると色味を固定することができます。
タイムラプス動画撮影中は、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］の設定
にかかわらず、半押しタイマーはオフになりません。
タイムラプス動画撮影中にカメラの設定を変更したり、カメラの操作を行ったり、HDMIケーブル
を接続すると、撮影が終了することがあります。その場合はその時点までの動画を記録してタイム
ラプス動画撮影を終了します。
次の場合は動画を記録せずに、タイムラプス動画撮影が終了します（タイムラプス動画撮影終了時
の電子音は鳴りません）。
バッテリーや ACアダプターを取り外したとき
メモリーカードを取り出したとき

D タイムラプス動画撮影待機中の各種設定について
タイムラプス動画撮影の待機中は、各種設定やメニュー画面の操作を行うことができます。ただし、
撮影時刻の約 2秒前に画像モニターを消灯して、撮影に入ります。

D タイムラプス動画の制限について
次の場合など、タイムラプス動画とは同時に使用できない機能や設定があります。
動画撮影
長時間露出（バルブまたはタイム）撮影
セルフタイマー撮影
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
オートブラケティング撮影
多重露出撮影
HDR合成
インターバルタイマー撮影
フォーカスシフト撮影

476 タイムラプス動画

-
-
-

-
-



フォーカスシフト撮影
Gボタン U C静止画撮影メニュー

ピント位置を変えながら自動的に連続撮影を行います。ピント面の異なる複数の画像を合成して被写
界深度の深い画像を作成する、深度合成の素材を撮影できます。フォーカスシフト撮影をするときは、
フォーカスモードを AF‑Sまたは AF-Cに設定し、レリーズモードをセルフタイマーまたは「ハイスピ
ードフレームキャプチャー +」撮影以外に設定してください。

項目 内容

［撮影開始］ 撮影を開始します。撮影は、設定したフォーカスステップ幅で
繰り返されます。

［撮影回数］ 撮影回数を最大 300回まで設定できます。

［フォーカスステップ幅］ フォーカスシフト撮影は、ピント位置を変更しながらステップ
撮影を行います。ピント位置の変更幅を設定します。

［待機時間］

シャッターをきってから次にシャッターをきるまでの時間を
秒単位で設定できます。
［00］に設定すると、最速約 5コマ/秒でシャッターがきれ
ます。
フラッシュを使用して撮影する場合は光量不足にならない
ように充電時間を考慮して設定してください。

［露出固定］ ［ON］：露出を 1コマ目撮影時の設定に固定します。
［OFF］：1コマごとに露出を合わせます。

［フォーカス位置の自動リセット］

［ON］：1回のフォーカスシフト撮影が終了したときにレン
ズのピント位置が撮影開始時の位置に戻ります。同じ距離範
囲で複数回フォーカスシフト撮影を行う場合に、再度ピント
合わせを行う手間を省けます。
［OFF］：ピント位置はフォーカスシフト撮影終了時の位置で
止まります。ひとつの被写体を複数回に分けてフォーカスシ
フト撮影を行う場合に、前回の続きのピント位置から撮影で
きます。
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静止画撮影メニューの［フォーカスシフト撮影］を選んでマル
チセレクターの2を押す

項目 内容

［撮影開始時の記録フォルダー］

項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を押
すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。
［新規フォルダー作成］：フォーカスシフト撮影を開始するた
びに新しいフォルダーを自動的に作成して画像を保存しま
す。
［ファイル番号リセット］：新規フォルダーが作成されるたび
にファイル番号が「0001」に戻ります。

フォーカスシフト撮影の撮影方法
D フォーカスシフト撮影を開始する前に
試し撮りをすることをおすすめします。
撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、付属の本体充電 ACアダプタ
ー、または別売のパワーコネクターと ACアダプターをお使いください。

被写体にピントを合わせる

撮影開始のピント位置から無限遠方向に向かって自動撮影されます。ピント位置が無限遠に
達すると撮影を終了するため、撮影開始時は、被写体より少し手前（カメラ側）にピントを
合わせておくことをおすすめします。
ピント合わせ後はカメラを動かさないでください。
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［撮影回数］を選んで2を押
す

撮影回数を設定して、Jボタ
ンを押す

［フォーカスステップ幅］を選
んで2を押す

フォーカスステップ幅を設定
して、Jボタンを押す

フォーカスシフト撮影の設定をする

撮影回数を設定する

撮影回数は最大 300回まで設定できます。
撮影回数は多めに設定しておくことをおすすめします。合成時には必要な画像を選んで使
用してください。
昆虫などの小さい被写体をクローズアップ撮影する場合、100枚以上の画像が必要になる
ことがあります。また、手前から遠くまでをカバーする風景を広角レンズで撮影する場合
は、数枚で充分なこともあります。

フォーカスステップ幅（ピント位置の間隔）を設定する

フォーカスステップ幅は、2を押すほど広くなり、4を押すほど狭くなります。
フォーカスステップ幅を大きな数値に設定すると、深度合成したときにピントの合ってい
ない領域ができてしまうことがあります。通常は 5以下に設定することをおすすめしま
す。
フォーカスステップ幅は何度か試して決めてください。
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［待機時間］を選んで2を押
す

待機時間を設定して、Jボタ
ンを押す

待機時間を設定する

シャッターをきってから次にシャッターをきるまでの時間を秒単位で設定できます。
［00］に設定すると最速約 5コマ/秒でシャッターがきれます。
フラッシュを使用して撮影する場合は光量不足にならないように充電時間を考慮して設
定してください。フラッシュを使用しない場合は、［00］に設定することをおすすめしま
す。

露出を固定するかどうかを選ぶ

［露出固定］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える

光源などの撮影環境が安定している場合は［OFF］、風景などの光線条件が変化するような
場合は［ON］をおすすめします。
［ON］に設定すると、全てのコマが同じ露出になるように、露出を 1コマ目撮影時の設定
に固定します。ただし、輝度の変化が大きい被写体を撮影するときは、露出が安定しない
ように見えることがあります。その場合は、［OFF］に設定することをおすすめします。
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［撮影開始時の記録フォルダ
ー］を選んで2を押す

Jボタンを押して各項目のオ
ンMとオフ Uを切り換えて

4を押す

［撮影開始］を選んでJボタンを押す

約 3秒後に撮影を開始します。
撮影中は撮影画面は消灯します。
撮影開始時のピント位置から無限遠に向かって連続撮影を
行います。
設定した撮影回数に達するか、ピント位置が無限遠に達する
と撮影を終了します。

フォーカス位置を自動でリセットするかどうかを選ぶ

［フォーカス位置の自動リセット］を選んで2を押して［ON］/［OFF］を切り換える

同じ距離範囲で複数回フォーカスシフト撮影を行う場合は、［ON］に設定することをおす
すめします。
［OFF］に設定すると、ピント位置はフォーカスシフト撮影終了時の位置で止まります。

撮影開始時の記録フォルダーの設定をする
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フォーカスシフト撮影を途中で終了するには
フォーカスシフト撮影を途中で終了するには、次の操作を行います。
撮影待機中に静止画撮影メニュー［フォーカスシフト撮影］で［終了］を選び、Jボタンを押す
次の撮影までの間にシャッターボタンを半押しするか、Jボタンを押す

D フォーカスシフト撮影の待機状態について
フォーカスシフト撮影の待機状態では、表示パネルに9が表示されます。

D フォーカスシフト撮影についてのご注意
実際のフォーカスシフト撮影には、待機時間の他、シャッタースピードやカメラが処理を行う時間
が含まれます。そのため、設定した待機時間で撮影できないことがあります。
ピント位置が無限遠に達すると撮影を終了するため、撮影開始時のピント位置によっては、設定し
た撮影回数の撮影を行わない場合があります。
フォーカスシフト撮影中は、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］の設定
にかかわらず、半押しタイマーはオフになりません。
スピードライトを使用する場合は、適正な発光を行うために必要な充電時間よりも長い時間を設定
してください。待機時間が充分な長さに設定されていない場合は、発光量が不足することがありま
す。
シャッタースピードが Bulb（バルブ）または Time（タイム）の場合など、フォーカスシフト撮影
を開始できないときには警告メッセージを表示します。
フォーカスシフト撮影中にカメラの設定を変更すると、フォーカスシフト撮影が終了する場合があ
ります。

D フォーカスシフト撮影の制限について
次の場合など、フォーカスシフト撮影とは同時に使用できない機能や設定があります。
動画撮影
長時間露出（バルブまたはタイム）撮影
セルフタイマー撮影
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
オートブラケティング撮影
多重露出撮影
HDR合成
インターバルタイマー撮影
タイムラプス動画撮影
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ヒント：フォーカスシフト撮影時の絞り値について
レンズの絞りを絞り込み過ぎることによる解像感の低下を防ぐため、絞り値を f/8～f/11よりも開いて
（より小さい数値にして）撮影することをおすすめします。

ヒント：近接撮影を行う場合
近接撮影では焦点深度が浅くなるため、近接被写体のフォーカスシフト撮影を行う場合は、フォーカ
スステップ幅を狭めにし、撮影回数を多めにして撮影することをおすすめします。
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動画撮影メニュー：動画撮影で使える便
利な機能

動画撮影メニューについて
メニュー画面で1タブを選ぶと、動画撮影メニューが表示されます。

動画撮影メニューの項目と初期設定は次の通りです。

［撮影メニューの管理］：A
［撮影メニューの拡張］：OFF
［記録フォルダー設定］
［フォルダーグループ名変更］：NCZ_9
［フォルダー番号指定］：100
［既存フォルダーから選択］：—

［ファイル名設定］：DSC
［動画記録先］：スロット 1
［動画記録ファイル形式］：H.265 8-bit（MOV）
［画像サイズ/フレームレート］：3840×2160 30p
［動画の画質（N-RAW）］：高画質
［撮像範囲］
［撮像範囲設定］：FX
［DXクロップ警告表示］：OFF

［オーバーサンプリングの拡張］：OFF
［ISO感度設定］
［制御上限感度］：25600
［Mモード時の感度自動制御］：ON
［Mモード時の ISO感度］：100

［ホワイトバランス］：静止画の設定と同じ
［ピクチャーコントロール］：静止画の設定と同じ
［カスタムピクチャーコントロール］：—
［HLG画質調整］
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［クイックシャープ］：0
［コントラスト］：0
［色の濃さ（彩度）］：0
［色合い（色相）］：0

［アクティブ D-ライティング］：しない
［高感度ノイズ低減］：標準
［ヴィネットコントロール］：標準
［回折補正］：ON
［自動ゆがみ補正］：ON
［動画フリッカー低減］：オート
［高周波フリッカー低減］：しない
［測光モード］：マルチパターン測光
［フォーカスモード］：フルタイム AF
［AFエリアモード］：シングルポイント AF
［AF時の被写体検出設定］
［被写体検出］：オート
［被写体未検出時の AF駆動］：ON

［手ブレ補正］：静止画の設定と同じ
［電子手ブレ補正］：OFF
［マイク感度］：オート
［アッテネーター］：OFF
［録音帯域］：広帯域
［風切り音低減］：OFF
［マイク端子のプラグインパワー］：ON
［ヘッドホン音量］：15
［タイムコード］
［タイムコード記録］：しない
［カウントアップ方式］：レックラン
［タイムコードの起点］：—
［ドロップフレーム］：ON

［外部記録制御（HDMI）］：OFF
［ハイレゾズーム］：OFF

485 動画撮影メニューについて

-
-
-
-

-
-

-
-
-
-



撮影メニューの管理
Gボタン U 1動画撮影メニュー

撮影メニュー「A」～「D」を切り換えます。詳しくは静止画撮影メニュー［撮影メニューの管理］を
ご覧ください（0 407）。
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撮影メニューの拡張
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［ON］に設定すると、撮影メニュー（「A」～「D」）ごとに露出の設定を記憶できます。詳しくは静止
画撮影メニュー［撮影メニューの拡張］をご覧ください（0 409）。

487 撮影メニューの拡張



記録フォルダー設定
Gボタン U 1動画撮影メニュー

撮影した画像を保存するフォルダーについての設定を行います。詳しくは静止画撮影メニュー［記録
フォルダー設定］をご覧ください（0 410）。

D 記録フォルダー設定について
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［記録フォルダー設定］は、一方の設定を変更するともう
一方も連動して変更されます。
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ファイル名設定
Gボタン U 1動画撮影メニュー

このカメラで撮影した動画のファイル名 DSC_nnnn.xxxの「DSC」の 3文字を任意に変更できます
（0 414）。
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動画記録先
Gボタン U 1動画撮影メニュー

メモリーカードを 2枚使用している場合に動画を記録するスロットを設定します。
それぞれのカードで動画を記録できる残り時間が表示されます。
選んだファイル記録先のメモリーカードの残量がなくなると、撮影は自動的に終了します。
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動画記録ファイル形式
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画のファイル形式を選べます。詳しくは「動画撮影の機能」>「動画の記録ファイル形式について」
（0 187）をご覧ください。
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画像サイズ/フレームレート
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画を撮影するときの画像サイズ（ピクセル）とフレームレートを設定します。詳しくは「動画撮影
の機能」>「動画の画像サイズ/フレームレートについて」（0 190）をご覧ください。
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動画の画質（N-RAW）
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［N-RAW 12-bit（NEV）］を選んた場合の動画の画質
を［高画質］と［標準］から選べます。
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撮像範囲
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画撮影時の撮像範囲を選べます。詳しくは「動画撮影の機能」>「動画撮影時の撮像範囲について」
（0 197）をご覧ください。
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オーバーサンプリングの拡張
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［ON］に設定すると、画像の読み出し形式を変更して高い画質で撮影を行います。
動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレート］を［3840×2160 60p］または［3840×2160
50p］に設定し、［撮像範囲］>［撮像範囲設定］を［FX］に設定している場合に有効です。
［ON］に設定すると、バッテリーの消耗は早くなります。
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動画モード時の ISO感度に関する設定ができます。

ISO感度設定
Gボタン U 1動画撮影メニュー

項目 内容

［制御上限感度］

感度自動制御するときに ISO感度が高くなりすぎないように、
上限感度（200～Hi 2.0）を設定できます。
撮影モードが P、S、または Aの場合と、撮影モードMで［M
モード時の感度自動制御］が［ON］の場合は、ここで設定した
感度が自動制御の上限になります。

［Mモード時の感度自動制御］

［ON］：撮影モードがMのときもカメラが自動的に動画モード
時の ISO感度を変更します。
［OFF］：撮影モードがMのときに、［Mモード時の ISO感度］
で設定した ISO感度に固定されます。
撮影モードがM以外の場合は常に感度自動制御が動作します。

［Mモード時の ISO感度］ 撮影モードMでの動画モード時の ISO感度（ISO 64～Hi 2.0）を設
定できます。

D 感度自動制御についてのご注意
ISO感度が上がると、被写体によっては、ノイズ（ざらつき、むら、すじ）が発生することがあり
ます。
ISO感度が上がると、ピントが合いにくくなることがあります。
上記の現象が発生する場合は、［ISO感度設定］>［制御上限感度］を下げて撮影してください。
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ホワイトバランス
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時のホワイトバランスを設定できます。［静止画の設定と同じ］を選ぶと、静止画モード時
と同じ設定になります（0 142）。
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ピクチャーコントロール
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時のピクチャーコントロールを設定できます。［静止画の設定と同じ］を選ぶと、静止画モ
ード時と同じ設定になります（0 169）。

498 ピクチャーコントロール



カスタムピクチャーコントロール
Gボタン U 1動画撮影メニュー

「ピクチャーコントロール」を好みに合わせて調整して、「カスタムピクチャーコントロール」として
登録できます（0 175）。
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HLG画質調整
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［H.265 10-bit（MOV）］を選び、階調モードとして
［HLG］を設定した場合の画像の仕上がりを調整できます。

項目 内容

［クイックシャープ］
［クイックシャープ］を調整すると、画像のシャープさを調整する
［輪郭強調］、［ミドルレンジシャープ］、［明瞭度］の各項目をバラン
スよく調整します。各項目を個別に調整することも可能です。

 

［輪郭強調］ 画像の精緻な部分や、被写体の輪郭部分のシャープさを調整します。

［ミドルレンジシャープ］ ［輪郭強調］と［明瞭度］の中間の細かさの模様や線に対してシャー
プさを調整します。

［明瞭度］ 画像の階調や明るさを維持しながら、画像全体や太めの線のシャー
プさを調整します。

［コントラスト］ 画像のコントラストを調整できます。

［色の濃さ（彩度）］ 画像の彩度（色の鮮やかさ）を調整できます。

［色合い（色相）］ 画像の色合いを調整できます。
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アクティブ D-ライティング
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時のアクティブ D-ライティングを設定できます。

項目 内容

Z ［より強め］

効果の度合いは、強い順に［より強め］、［強め］、［標準］、［弱め］になりま
す。

P ［強め］

Q ［標準］

R ［弱め］

［しない］ アクティブ D-ライティングを設定しません。

501 アクティブ D-ライティング



高感度ノイズ低減
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画撮影時に、ISO感度が高くなるほど発生しやすいノイズ（ざらつき）を低減します（0 429）。
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ヴィネットコントロール
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時のヴィネットコントロールを設定できます（0 430）。

D ヴィネットコントロールについて
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［ヴィネットコントロール］は、一方の設定を変更すると
もう一方も連動して変更されます。

503 ヴィネットコントロール



回折補正
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時に回折補正を行うかどうかを設定できます（0 431）。

D 回折補正について
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［回折補正］は、一方の設定を変更するともう一方も連動
して変更されます。

504 回折補正



自動ゆがみ補正
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時に自動ゆがみ補正を行うかどうかを設定できます（0 432）。

D 自動ゆがみ補正について
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［自動ゆがみ補正］は、一方の設定を変更するともう一方
も連動して変更されます。

505 自動ゆがみ補正



動画フリッカー低減
Gボタン U 1動画撮影メニュー

蛍光灯や水銀灯などの光源下で撮影画面や記録する動画に生じるちらつきや横縞（フリッカー現象）
を低減できます。
通常はカメラが自動的に電源周波数を選ぶ［オート］をお使いください。
［オート］にしていてもフリッカー低減効果が得られない場合は、お使いの地域の電源周波数に応じ
て、［50 Hz］と［60 Hz］から選びます。東日本など電源周波数が 50 Hzの地域では［50 Hz］を選
び、西日本など電源周波数が 60 Hzの地域では［60 Hz］を選んでください。
［動画フリッカー低減］の設定は、静止画モードの撮影画面の表示にも反映されます。

D ［動画フリッカー低減］についてのご注意
［オート］に設定してもフリッカー低減効果が得られない場合や電源周波数がわからない場合は、設
定を切り換えて試し撮りをすることをおすすめします。
被写体が非常に明るい場合、フリッカー低減効果が得られない場合があります。絞りを絞り込んで
（より大きい数値にして）ください。
撮影モードがM以外の場合、フリッカー低減効果が得られないことがあります。そのような場合
は、撮影モードをMに設定し、シャッタースピードを次の値にすることで、フリッカー現象を低減
できます。
電源周波数が 50Hzの場合：1/100秒、1/50秒、1/25秒
電源周波数が 60Hzの場合：1/125秒、1/60秒、1/30秒

506 動画フリッカー低減
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高周波フリッカー低減
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［する（高分解能シャッター設定）］に設定すると、撮影モードMでシャッタースピードを 1/8000～
1/30 に設定している場合にシャッタースピードを通常より細かいステップ幅で調整でき、フリッカー
現象の影響が少ないシャッタースピードを撮影画面で確認しながら設定できます。詳しくは静止画撮
影メニュー［高周波フリッカー低減］をご覧ください（0 435）。

507 高周波フリッカー低減



測光モード
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時の測光モードを設定できます。動画撮影メニューでは［スポット測光］は選べません
（0 437）。

508 測光モード



フォーカスモード
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時のフォーカスモードを設定できます（0 103）。

509 フォーカスモード



AFエリアモード
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時の AFエリアモードを設定できます（0 105）。

510 AFエリアモード



AF時の被写体検出設定
Gボタン U 1動画撮影メニュー

被写体検出
動画モード時に優先して検出する被写体を選べます（0 109）。

被写体未検出時の AF駆動
フォーカスモードが［フルタイム AF］のときに、［被写体検出］で設定した被写体が検出できていな
い場合にピント合わせを行うかどうかを設定できます。
［ON］に設定すると、被写体が検出できていない場合もピント合わせを行います。
［OFF］に設定すると、被写体が検出できていない場合はピント合わせを行いません。

511 AF時の被写体検出設定



手ブレ補正
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画モード時の手ブレ補正を設定できます。［静止画の設定と同じ］を選ぶと、静止画モード時と同じ
設定になります（0 444）。

512 手ブレ補正



電子手ブレ補正
Gボタン U 1動画撮影メニュー

動画撮影時に電子手ブレ補正を行うかどうかを設定できます。

D 電子手ブレ補正についてのご注意
次の場合、［電子手ブレ補正］は［OFF］に固定されます。
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［N-RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ
12-bit（MOV）］に設定している場合
画像サイズを 7680×4320に設定している場合
フレームレートを 120pまたは 100pに設定している場合
動画撮影メニュー［ハイレゾズーム］を［ON］に設定している場合

513 電子手ブレ補正



音声レベルインジケーターの色が赤で表示される場合、音量が大
きすぎることを示しています。マイク感度を調節してください。

［マイク感度］を［録音しない］にして撮影した動画の場合、2（音
声なしマーク）が表示されます。

マイク感度を手動調整します。［1］～
［20］の調整ができます。数字が大きい
ほど感度が高く、小さいほど低くなりま
す。

マイク感度
Gボタン U 1動画撮影メニュー

内蔵マイクまたは外部マイクの感度の程度を設定します。

項目 内容

［オート］ カメラが自動的にマイク感度を調整します。

［マニュアル］

［録音しない］ 音声は記録しません。

D 音声が記録されていない動画の表示について

514 マイク感度



アッテネーター
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［ON］に設定すると、大音量の環境下で動画撮影をするときに、マイク感度を減衰させて音割れを抑
えます。

515 アッテネーター



録音帯域
Gボタン U 1動画撮影メニュー

内蔵マイクまたは外部マイクの周波数特性を設定します。

項目 内容

S ［広帯域］ 低音域から高音域まで録音します。楽器演奏や街のざわめきの録音など、幅
広いシーンに適しています。

T ［音声帯域］ 主に人の声を録音したいときに適しています。

516 録音帯域



風切り音低減
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［ON］に設定すると、ローカットフィルター機能により、内蔵マイクに吹き付ける風の音を抑えて記
録できます。ただし、風切り音以外の音も聞こえにくくなることがあります。

別売のステレオマイクロホンをお使いの場合は、カメラ側で［風切り音低減］を［ON］に設定しても
風切り音は低減されません。風切り音低減機能のあるステレオマイクロホンをお使いの場合は、ステ
レオマイクロホン側で設定してください。

517 風切り音低減



マイク端子のプラグインパワー
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［OFF］に設定すると、カメラから外部マイクに電源を供給しません。
ご使用の外部マイクがプラグインパワー不要で、電力を供給することでノイズが録音される場合の
み［OFF］に設定することをおすすめします。
お使いのマイクにプラグインパワーが不要かどうかは、外部マイクのメーカーにお問い合わせくだ
さい。

518 マイク端子のプラグインパワー



ヘッドホン音量
Gボタン U 1動画撮影メニュー

ヘッドホン音量を、13を押して調整できます。

519 ヘッドホン音量



タイムコード
Gボタン U 1動画撮影メニュー

フレームごとに「時・分・秒・フレーム」の情報（タイムコード）を記録した動画を撮影できます。
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［H.264 8-bit（MP4）］に設定している場合、タイム
コードは記録できません。

項目 内容

［タイムコード記録］

［する］：動画にタイムコードを記録します。撮影画面にタイムコードが
表示されます。
［する（HDMI外部出力あり）］：カメラと外部レコーダーを HDMIケー
ブルで接続している場合、外部レコーダーに記録される動画にタイムコ
ードを記録します。外部レコーダーは Atomos社製Monitor Recorder
（SHOGUN、NINJA、SUMOシリーズ）に対応しています。
［しない］：タイムコードを記録しません。

［カウントアップ方式］
［レックラン］：動画記録中のみタイムコードをカウントアップします。
［フリーラン］：常にタイムコードをカウントアップします。カメラの電
源が OFFになっている場合もカウントアップしています。

［タイムコードの起点］

［リセット］：現在表示されているタイムコードをリセットして
「00:00:00.00」に戻します。
［リモコンからのリセット］：別売のワイヤレスリモートコントローラー
WR-T10のシャッターボタンを押してタイムコードをリセットできま
す（0 521）。
［手動入力］：時、分、秒、フレームをそれぞれ手動で設定できます。
［現時刻］：カメラに設定されている現在の時刻をそのままタイムコード
として使用します。あらかじめセットアップメニュー［タイムゾーンと
日時］で日時が正確に設定されていることを確認してください。

［ドロップフレーム］ ［ON］に設定すると、動画のフレームレートが 30fpsまたは 60fpsの場合
に生じる実時間とタイムコードのずれを補正します。

D HDMI接続時のご注意
HDMI接続でテレビなどに外部出力している場合に、［タイムコード記録］が［する（HDMI外部出力
あり）］に設定されていると、画像が乱れることがあります。

520 タイムコード



［リモコンからのリセット］を選ぶと、タイムコードリセット画面
が表示されます。WR-T10のシャッターボタンを押すと、タイム
コードがリセットされます。

リモコンからのリセットについて
別売のワイヤレスリモートコントローラーWR-R11aまたはWR-R10を装着している場合に、ペアリン
グしたワイヤレスリモートコントローラーWR-T10のシャッターボタンを押すとタイムコードをリセ
ットできます。

1つのWR-T10を複数のWR-R11a/WR-R10とペアリングすると、WR-T10のシャッターボタンを一
度押すだけで複数のカメラのタイムコードを同時にリセットできます。複数台のカメラのタイムコ
ードを一致させることができ、動画編集が容易になります。

D タイムコードリセット画面について
タイムコードリセット画面が表示されている状態でカメラのシャッターボタンを全押しした場合もタ
イムコードがリセットされます。静止画の撮影は行いません。

521 タイムコード



外部記録制御（HDMI）
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［ON］に設定すると、カメラ側の操作に連動して HDMIに対応した外部レコーダーの録画の開始およ
び終了を行えます。詳しくは「HDMI機器（テレビや外部レコーダー）との接続」>「外部レコーダー
と接続する」（0 278）をご覧ください。

522 外部記録制御（HDMI）



ハイレゾズーム
Gボタン U 1動画撮影メニュー

［ON］に設定すると、ズームレンズを使用しなくても画質の劣化なくズーミングを行えます。詳しく
は「動画撮影の機能」>「ハイレゾズームについて」（0 205）をご覧ください。

523 ハイレゾズーム



メニュー画面でAタブを選ぶと、カスタムメニューが表示されま
す。

カスタムメニュー： 撮影に関するさらに
詳細な設定

カスタムメニューについて

カメラの各種設定を撮影者の好みに合わせて変更できます。カスタムメニュー画面は、2つの階層で構
成されています。

524 カスタムメニューについて



カスタムメニューの項目と初期設定は次の通りです。1

［カスタムメニューの管理］：A
a［フォーカス］

a1［AF-Cモード時の優先］：レリーズ
a2［AF-Sモード時の優先］：フォーカス
a3［AFロックオン］
［横切りへの反応］：3
［被写体の動き］：スムーズ

a4［AF点数］：全点
a5［縦/横位置フォーカスポイント切換］：しない
a6［半押し AFレンズ駆動］：する
a7［フォーカスポイントの引き継ぎ］：オート
a8［AFエリアモードの限定］
［ピンポイント AF］：M
［シングルポイント AF］：L（固定）
［ダイナミック AF（S）］：M
［ダイナミック AF（M）］：M
［ダイナミック AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（S）］：M
［ワイドエリア AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（C1）］：M
［ワイドエリア AF（C2）］：M
［3D-トラッキング］：M
［オートエリア AF］：M

a9［フォーカスモードの制限］：制限しない
a10［フォーカスポイント循環選択］：OFF
a11［フォーカスポイント表示］
［マニュアルフォーカス時の表示］：ON
［ダイナミック AF時のアシスト表示］：ON
［AF-Cモード時の合焦表示］：OFF
［3D-トラッキング時の表示色］：白

a12［内蔵 AF補助光の照射設定］：ON
a13［フォーカスピーキング］
［フォーカスピーキング表示］：OFF
［フォーカスピーキングの感度］：2（標準）
［フォーカスピーキングの表示色］：赤

a14［フォーカスポイントの移動速度］：標準
a15［AF設定時のフォーカスリング操作］2：ON

b［露出・測光］
b1［ISO感度設定ステップ幅］：1/3段
b2［露出設定ステップ幅］：設定 1/3 段 （補正 1/3 段）

525 カスタムメニューについて
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b3［露出補正簡易設定］：しない
b4［マルチパターン測光の顔検出］：ON
b5［中央部重点測光範囲］：標準
b6［基準露出レベルの調節］
［マルチパターン測光］：0
［中央部重点測光］：0
［スポット測光］：0
［ハイライト重点測光］：0

b7［絞り値変化時の露出維持］：しない
c［AEロック・タイマー］

c1［シャッターボタン AEロック］：しない
c2［セルフタイマー］
［時間］：10秒
［撮影コマ数］：1
［連続撮影間隔］：0.5秒

c3［パワーオフ時間］
［画像の再生］：10秒
［メニュー表示］：1分
［撮影直後の画像確認］：4秒
［半押しタイマー］：30秒

d［撮影・記録・表示］
d1［連続撮影速度］
［高速連続撮影］：20コマ/秒
［低速連続撮影］：5コマ/秒

d2［連続撮影コマ数］：∞
d3［レリーズモードの限定］
［1コマ撮影］：L（固定）
［低速連続撮影］：M
［高速連続撮影］：M
［C30］：M
［C60］：M
［C120］：M
［セルフタイマー］：M

d4［プリキャプチャ記録設定］
［プリ記録時間］：なし
［レリーズ後記録時間］：最大

d5［連動レリーズモード設定］：連動する
d6［Mモード時のシャッタースピード延長］：OFF
d7［撮像範囲設定の限定］
［FX（36×24）］：L（固定）
［DX（24×16）］：M
［1:1（24×24）］：M

526 カスタムメニューについて
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［16:9（36×20）］：M
d8［連番モード］：する
d9 ［ビューモード設定（静止画 Lv）］：撮影設定を優先
［撮影設定を優先］：フラッシュ使用時を含まない
［見やすさを重視］：オート

d10［スターライトビュー（静止画 Lv）］：OFF
d11［赤色画面表示］
［表示モードの選択］：しない
［赤色画面表示の明るさ］：0

d12［イルミネーター点灯］：OFF
d13［連続撮影中の表示］：ON
d14 ［撮影タイミング表示］
［表示 Typeの設定］：Type B
［TypeA自動切り換え秒時］：1/6秒

d15［画面枠表示］：ON
d16［ガイドラインの種類］：3×3
d17［水準器の種類］：Type A
d18［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M
［画面 5］：M

d19［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M

d20［ファインダーの高フレームレート表示］：OFF
e［フラッシュ・BKT撮影］

e1［フラッシュ撮影同調速度］：1/200秒
e2［フラッシュ時シャッタースピード制限］：1/60秒
e3［フラッシュ使用時の露出補正］：全体を補正
e4［c使用時の感度自動制御］：被写体と背景
e5［モデリング発光］：ON
e6［BKT変化要素（Mモード）］：フラッシュ・ シャッタースピード
e7［BKTの順序］：［0］→［－］→［+］
e8［フラッシュ連続撮影時の優先］：調光精度優先

f［操作］
f1［iメニューのカスタマイズ］：ピクチャーコントロール、ホワイトバランス、画質モード、
画像サイズ、AFエリアモード/被写体検出、フォーカスモード、測光モード、手ブレ補正、撮影
メニュー切り換え、カスタムボタンの機能（撮影）、機内モード、メモリーカード情報表示
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f2［カスタムボタンの機能（撮影）］
［Fn1ボタン］：撮影メニュー切り換え
［Fn2ボタン］：撮像範囲選択
［Fn3ボタン］：ライブビュー情報表示の消灯
［縦位置 Fnボタン］：露出補正
［縦位置 ISO感度ボタン］：ISO感度
［AF-ONボタン］：AF-ON
［プロテクト/Fn4ボタン］：ピクチャーコントロール
［DISPボタン］：ライブビュー情報表示の切り換え
［サブセレクター中央］：AE-L/AF-L
［OKボタン］：フォーカスポイント中央リセット
［音声ボタン］：設定しない
［QUALボタン］：画質モード/画像サイズ
［縦位置マルチセレクター中央］：AE-L/AF-L
［縦位置 AF-ONボタン］：AF-ONボタンと同じ
［動画撮影ボタン］：設定しない
［露出補正ボタン］：露出補正
［ISO感度ボタン］：ISO感度
［コマンドダイヤル］
［露出設定］：P：3--/yP*、S：3--/yTv、A：3Av/y--、M：3Av/yTv
［フォーカスモード/AFエリアモード設定］：3t/ys
［拡大表示中のサブコマンドダイヤル］：露出設定

［レンズの Fnボタン］：AE-L/AF-L
［レンズの Fn2ボタン］：AF-ON
［レンズの Fnリング（左回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズの Fnリング（右回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズのメモリーセットボタン］：フォーカス位置の登録
［レンズのコントロールリング］：（装着するレンズにより異なります）

f3［カスタムボタンの機能（再生）］
［Fn1ボタン］：設定しない
［Fn2ボタン］：設定しない
［Fn3ボタン］：設定しない
［縦位置 Fnボタン］：設定しない
［プロテクト/Fn4ボタン］：プロテクト
［DISPボタン］：情報表示の切り換え
［音声ボタン］：音声メモ
［OKボタン］：拡大画面との切り換え
［WBボタン］：送信指定（PC）
［QUALボタン］：レーティング
［メインコマンドダイヤル］
［画像送り］：1コマ
［動画再生］：10フレーム

［縦位置マルチセレクター］：入れ換えしない
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［動画撮影ボタン］：設定しない
［サブコマンドダイヤル］
［画像送り］：1コマ
［動画再生］：10秒

f4［操作のロック］
［シャッタースピードのロック］：OFF
［絞り値のロック］：OFF
［フォーカスポイントのロック］：OFF

f5［コマンドダイヤル回転方向の変更］
［露出補正の設定時］：U
［シャッタースピード/絞り値 設定時］：U

f6［ボタンのホールド設定］：OFF
f7［インジケーターの＋/－方向］：
f8［フォーカス回転方向の変更］：OFF
f9［フォーカスリングの角度設定］：ノンリニア
f10［コントロールリングの感度］：敏感
f11［フォーカス/コントロールリング入れ換え］：OFF
f12［1コマ再生時のフリック操作］
［上にフリック］：設定しない
［下にフリック］：設定しない
［1コマ送りの操作方向］：左V右

f13［サブセレクター中央を優先］：ON
g［動画］

g1［iメニューのカスタマイズ］：ピクチャーコントロール、ホワイトバランス、画像サイズ/フ
レームレート、マイク感度、AFエリアモード/被写体検出、フォーカスモード、電子手ブレ補正、
手ブレ補正、撮影メニュー切り換え、カスタムボタンの機能、機内モード、動画記録先
g2［カスタムボタンの機能］
［Fn1ボタン］：撮影メニュー切り換え
［Fn2ボタン］：撮像範囲選択
［Fn3ボタン］：ライブビュー情報表示の消灯
［縦位置 Fnボタン］：露出補正
［縦位置 ISO感度ボタン］：ISO感度
［フォーカスモードボタン］：フォーカスモード/AFエリアモード
［プロテクト/Fn4ボタン］：ピクチャーコントロール
［AF-ONボタン］：AF-ON
［サブセレクター中央］：AE-L/AF-L
［DISPボタン］：ライブビュー情報表示の切り換え
［音声ボタン］：マイク感度
［OKボタン］：フォーカスポイント中央リセット
［縦位置マルチセレクター中央］：AE-L/AF-L
［QUALボタン］：設定しない
［動画撮影ボタン］：動画撮影
［縦位置 AF-ONボタン］：AF-ONボタンと同じ
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［ISO感度ボタン］：ISO感度
［露出補正ボタン］：露出補正
［シャッターボタン］：設定しない
［コマンドダイヤル］
［露出設定］：A：3Av/y--、M：3Av/yTv
［フォーカスモード/AFエリアモード設定］：3t/ys
［拡大表示中のサブコマンドダイヤル］：露出設定

［レンズの Fnボタン］：AE-L/AF-L
［レンズの Fn2ボタン］：AF-ON
［レンズの Fnリング（左回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズの Fnリング（右回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズのメモリーセットボタン］：フォーカス位置の登録
［レンズのコントロールリング］：（装着するレンズにより異なります）

g3［操作のロック］
［シャッタースピードのロック］：OFF
［絞り値のロック］：OFF
［フォーカスポイントのロック］：OFF

g4［AFエリアモードの限定］
［シングルポイント AF］：L（固定）
［ワイドエリア AF（S）］：M
［ワイドエリア AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（C1）］：M
［ワイドエリア AF（C2）］：M
［ターゲット追尾 AF］：M
［オートエリア AF］：M

g5［フォーカスモードの制限］：制限しない
g6［AF速度］：0
［作動条件］：常時有効

g7［AF追従感度］：4
g8 ［ハイレゾズーム速度］：中速
g9［ISO感度ステップ幅拡張（Mモード）］：しない
g10［シャッタースピード延長（Mモード）］：OFF
g11［ビューアシスト］：OFF
g12［ゼブラ表示］
［ゼブラ表示の検出モード］：しない
［ゼブラ表示のパターン］：パターン 1
［高輝度検出の範囲］：250
［中間輝度検出の範囲］：基準値：160、範囲：±10

g13［ゼブラ表示の検出モード制限］：制限しない
g14［ガイドラインの種類］：3×3
g15［輝度情報の種類］：ヒストグラム
g16［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］
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［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M

g17［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M

g18［動画撮影中の赤枠表示］：ON

設定内容が初期設定と異なる場合、変更されたメニュー項目の左上にアスタリスク（U）を表示し
ます。
このメニューに対応したレンズを装着したときのみ表示されます。
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カスタムメニューの管理
Gボタン U Aカスタムメニュー

このカメラはカスタムメニューの設定内容をカスタムメニュー「A」「B」「C」「D」の 4通り記憶でき、
［カスタムメニューの管理］で切り換えられます。カスタムメニュー「A」が選ばれているときに設定
した内容は、「B」～「D」には反映されません。

名前編集
カスタムメニュー「A」～「D」の名前を編集するには、名前を変更したいカスタムメニューを選んで
マルチセレクターの2を押して［名前編集］を選びます。名前は 20文字まで入力できます。

カスタムメニューのコピー
カスタムメニュー「A」～「D」を選んで2を押し、［コピー］を選ぶとコピー先を選択できます。

カスタムメニューのリセット
カスタムメニュー「A」～「D」を個別にリセットできます。リセットしたいカスタムメニューを選ん
で O（Q）ボタンを押すと、確認画面が表示されます。［はい］を選んでJボタンを押すと、選んだ
カスタムメニューの設定をリセットして初期設定に戻します。

532 カスタムメニューの管理



a1：AF-Cモード時の優先
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスモードが AF-Cのときにシャッターボタンを押した場合の動作を設定できます。

項目 内容

G ［レリーズ］ ピント状態に関係なく撮影優先でシャッターをきることができま
す。

B ［フォーカス/レリーズ］

撮影優先でシャッターをきることができますが、低コントラスト・
低輝度の被写体を連続撮影するとき、1コマ目は撮影タイミング
よりピント合わせを優先します。2コマ目以降はピント状態に関
係なく撮影優先でシャッターをきることができます。連続撮影時
に 1コマ目のピント状態を優先したいときにお使いください。

F ［フォーカス］ ピントが合うまで、シャッターボタンを全押ししてもシャッター
をきることができません。

533 a1：AF-Cモード時の優先



a2：AF-Sモード時の優先
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスモードが AF-Sのときにシャッターボタンを押した場合の動作を設定できます。

項目 内容

G ［レリーズ］ ピント状態に関係なく撮影優先でシャッターをきることができます。

F ［フォーカス］ ピントが合うまで、シャッターボタンを全押ししてもシャッターをきること
ができません。

534 a2：AF-Sモード時の優先



フォーカスモードが AF-Cのときに、カメラと被写体の間を障害物
や別の被写体が横切った場合のピント動作を設定できます。

a3：AFロックオン
Gボタン U Aカスタムメニュー

横切りへの反応
［5（鈍感）］に設定すると、元の被写体からピントが外れにくくなります。
［1（敏感）］に設定すると、横切った被写体にピントが合いやすくなります。
AFエリアモードが［3D-トラッキング］の場合は、常に［3］を選んだときと同じ動作になります。
AFエリアモードが［オートエリア AF］の場合は、［2］、［1（敏感）］に設定していても、［3］を選
んだときと同じ動作になります。

被写体の動き
項目 内容

［スムーズ］ 一定のスピードの被写体を撮影する場合にピントが不安定になることを防ぎます。

［ランダム］ 動作の速度が急激に変わるような被写体を撮影する場合にピント合わせの追従性が
向上します。

535 a3：AFロックオン



a4：AF点数
Gボタン U Aカスタムメニュー

AFエリアモードを［オートエリア AF］以外にしているときの、手動で選べるフォーカスポイントの
数を設定できます。

項目 内容

4 ［全点］ 全てのフォーカスポイントを選べます。選べるフォーカスポイントの数は AFエ
リアモードにより異なります。

5 ［スキップ］
［全点］に比べて約 1/4のフォーカスポイントから選べます。フォーカスポイン
トの位置を素早く動かせます。AFエリアモードが［ピンポイント AF］の場合
は、選べるフォーカスポイントの数は変化しません。

536 a4：AF点数



反時計回りに 90°回転 横位置 時計回りに 90°回転

a5：縦/横位置フォーカスポイント切換
Gボタン U Aカスタムメニュー

カメラを正位置（横位置）にしたときと、時計回りの縦位置と反時計回りの縦位置にしたときで個別
にフォーカスポイントを設定できます。

［しない］に設定した場合、横位置と縦位置で同じフォーカスポイントを使います。

537 a5：縦/横位置フォーカスポイント切換



反時計回りに 90°回転 横位置 時計回りに 90°回転

［フォーカスポイント］に設定すると、横位置と縦位置で個別にフォーカスポイントを設定できま
す。［フォーカスポイントと AFエリアモード］に設定した場合、フォーカスポイントに加えて AF
エリアモードも個別に設定できます。

538 a5：縦/横位置フォーカスポイント切換



a6：半押し AFレンズ駆動
Gボタン U Aカスタムメニュー

シャッターボタンを半押ししたときに、ピント合わせをするかどうかを設定できます。

項目 内容

［する］ シャッターボタンを半押しするとピント合わせを行います。

［しない］ シャッターボタンを半押ししてもピント合わせを行いません。

［しない］を選んでマルチセレクターの2を押すと、［非合焦時のレリーズ］を設定できます。

項目 内容

［許可］ ピント状態に関係なく撮影優先でシャッターをきることができます。

［禁止］

ピントが合うまで、シャッターボタンを全押ししてもシャッターをきることができ
ません。
AF‑ONボタンなどを使用してピントを合わせてからシャッターボタンを全押しし
てください。

D AFエリアモードを［ピンポイント AF］に設定している場合のご注意
AFエリアモードを［ピンポイント AF］に設定している場合、カスタムメニュー a6［半押し AFレン
ズ駆動］で［しない］を選んで［非合焦時のレリーズ］を［禁止］に設定していても、ピント状態に
関係なくシャッターがきれます。

539 a6：半押し AFレンズ駆動



a7：フォーカスポイントの引き継ぎ
Gボタン U Aカスタムメニュー

カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で任意のボタンに［AFエリアモード］、［AFエ
リアモード+AF-ON］、［撮影機能の呼び出し］、［撮影機能の呼び出し（ホールド）］のいずれかを割り
当て、ボタンを押して AFエリアモードを変更した場合に、フォーカスポイントの位置を変更後の AF
エリアモードでも引き継ぐかを設定できます。フォーカスポイントの引き継ぎは、シャッターボタン
を半押ししてピント合わせを行っている間に AFエリアモードを変更した場合に行われます。

項目 内容

［オート］ AFエリアモードを変更する前にカメラが自動で選んだフォーカスポイントを使用しま
す。

［しない］ 前回のピント合わせ時に自分で選んだフォーカスポイントを使用します。

元の AFエリアモードが［オートエリア AF］などのカメラが自動でフォーカスポイントを選ぶ設定
で、ボタンを押している間の AFエリアモードが自分でフォーカスポイントを選ぶ設定の場合に有
効です。

540 a7：フォーカスポイントの引き継ぎ



項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を押す
と、オンMとオフ Uを切り換えられます。チェックボックスを
オンMにした項目のみ、サブコマンドダイヤルで選べるように
なります。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

a8：AFエリアモードの限定
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスモードボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回した場合に選べる AFエリアモード
を設定できます。

541 a8：AFエリアモードの限定



a9：フォーカスモードの制限
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスモードを固定できます。［制限しない］以外を選ぶと、フォーカスモードボタンを押しなが
らメインコマンドダイヤルを回してもフォーカスモードは変わりません。

542 a9：フォーカスモードの制限



a10：フォーカスポイント循環選択
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスポイントをサブセレクターやマルチセレクターで選ぶときに、上下左右端で循環するよう
に設定できます。［ON］に設定すると、たとえば画面の右端のフォーカスポイントを選んでいるとき
にマルチセレクターの2を押すと、フォーカスポイントが左端に移動します。

543 a10：フォーカスポイント循環選択



［ON］（［ダイナミック AF（M）］
の例）

［OFF］

a11：フォーカスポイント表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスポイントの表示に関する設定ができます。

マニュアルフォーカス時の表示
項目 内容

［ON］ マニュアルフォーカスでの撮影時にフォーカスポイントが常に点灯します。

［OFF］ フォーカスポイントを移動したときのみ一瞬点灯します。

ダイナミック AFモード時のアシスト表示
ダイナミック AFモード時に、自分で選んだフォーカスポイントの周辺のフォーカスポイントを表示す
るかどうかを設定できます。

項目 内容

［ON］ 周辺のフォーカスポイントも同時に表示します。

［OFF］ 自分で選んだフォーカスポイントのみ表示します。

544 a11：フォーカスポイント表示



AF-Cモード時の合焦表示
フォーカスモードが AF-Cの場合に、ピントが合ったときのフォーカスポイントの表示を設定できま
す。

項目 内容

［ON］ ピントが合っているとカメラが判断した場合に、フォーカスポイントが緑色で表示されま
す。

［OFF］ ピントの状態にかかわらず、フォーカスポイントは常に赤色または黄色で表示されます。

3D-トラッキング時の表示色
AFエリアモードが［3D-トラッキング］のときのフォーカスポイントの色を［白］または［赤］から
選べます。

545 a11：フォーカスポイント表示



a12：内蔵 AF補助光の照射設定
Gボタン U Aカスタムメニュー

シャッターボタンを半押ししたときに被写体が暗い場合、ピント合わせのために AF補助光を自動的に
照射するかどうかを設定できます。

項目 内容

［ON］ 静止画モードでフォーカスモードが AF-Sの場合に、被写体が暗いと AF補助光を自動的に
照射します。

［OFF］ AF補助光を照射しません。被写体が暗いときなどは、オートフォーカスでのピント合わせ
はできなくなる場合があります。

D AF補助光について
AF補助光が届く距離範囲の目安は約 1～3mです。
AF補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。
AF補助光が照射される場合、手などで AF補助光を遮らないようにご注意ください。

使用するレンズや撮影距離によっては、AF補助光がレンズでさえぎられることがあります。AF補
助光撮影に制限のあるレンズについては、ニコンダウンロードセンターでご確認ください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/

546 a12：内蔵 AF補助光の照射設定

https://downloadcenter.nikonimglib.com/


a13：フォーカスピーキング
Gボタン U Aカスタムメニュー

マニュアルフォーカスで撮影するときに、ピントが合っている部分の輪郭を色付きで表示するかどう
かを設定できます。色の変更も可能です。

フォーカスピーキング表示
［ON］に設定すると、フォーカスピーキングを有効にします。

フォーカスピーキングの感度
フォーカスピーキングの感度を［3（高感度）］、［2（標準）］、［1（低感度）］から選びます。感度を高
くするとピントが合っていると判断される範囲が広くなり、感度を低くすると範囲が狭くなります。

フォーカスピーキングの表示色
フォーカスピーキングで強調する部分の色を変更できます。

547 a13：フォーカスピーキング



a14：フォーカスポイントの移動速度
Gボタン U Aカスタムメニュー

マルチセレクターやサブセレクターを使用してフォーカスポイントを選ぶ場合のフォーカスポイント
移動速度を［遅い］、［標準］、［速い］から選べます。

548 a14：フォーカスポイントの移動速度



a15：AF設定時のフォーカスリング操作
Gボタン U Aカスタムメニュー

レンズのフォーカスリングの操作を有効にするかどうかを設定できます。このメニューに対応したレ
ンズを装着したときのみ表示されます。

項目 内容

［ON］

オートフォーカス時にレンズのフォーカスリングを回すとマニュアルフォーカスに切り
替わります（M/A（マニュアル優先オートフォーカスモード））。オートフォーカス時にシ
ャッターボタンを半押ししたままフォーカスリングを手で回転させると、マニュアルフォ
ーカスでピントを調整できます。いったんシャッターボタンから指を放し、再度半押しす
ると、オートフォーカスでピントを合わせます。

［OFF］ フォーカスリングを回しても、オートフォーカスからマニュアルフォーカスに切り替わり
ません。

549 a15：AF設定時のフォーカスリング操作



b1：ISO感度設定ステップ幅
Gボタン U Aカスタムメニュー

ISO感度のステップ幅を 1/3段または 1段に設定できます。ISO感度のステップ幅を変更したとき、設
定されている ISO感度が変更後のステップ幅に存在しない場合は、最も近い値に変更されます。

550 b1：ISO感度設定ステップ幅



b2：露出設定ステップ幅
Gボタン U Aカスタムメニュー

シャッタースピード、絞り値、オートブラケティング補正値、露出補正値、およびフラッシュ調光補
正量のステップ幅を設定できます。

［設定 1段（補正 1/3段）］に設定した場合、シャッタースピード、絞り値、オートブラケティング
補正値のステップ幅は 1段、露出補正値とフラッシュ調光補正値のステップ幅は 1/3段になります。

551 b2：露出設定ステップ幅



b3：露出補正簡易設定
Gボタン U Aカスタムメニュー

Eボタンを使用せずに、コマンドダイヤルだけで露出補正できるように設定を変更できます。

項目 内容

［する（自動リセット）］
コマンドダイヤルだけで露出補正値を設定できます。コマンドダイヤル
だけを使って設定した露出補正値は、電源を OFFにするか、半押しタイ
マーがオフになると、リセットされます。

［する］
コマンドダイヤルだけで露出補正値を設定できます。電源を OFFにして
も、半押しタイマーがオフになっても、設定した露出補正値はリセット
されません。

［しない］
Eボタンを押しながら、コマンドダイヤルを回して露出補正を設定しま
す。

撮影モード P、S、Aの場合に有効です。撮影モードMの場合、露出補正簡易設定は機能しません。
露出補正値を設定できるコマンドダイヤルは、撮影モードによって異なります。

552 b3：露出補正簡易設定



b4：マルチパターン測光の顔検出
Gボタン U Aカスタムメニュー

測光モードが［マルチパターン測光］の場合、カメラが人物の顔を認識したときに顔の明るさに合わ
せて露出を決定するかどうかを選べます。

項目 内容

［ON］ カメラが認識した顔を優先して測光を行います。

［OFF］ カメラが顔を認識した場合も顔を優先した測光を行いません。

553 b4：マルチパターン測光の顔検出



b5：中央部重点測光範囲
Gボタン U Aカスタムメニュー

測光モードを［中央部重点測光］にすると、撮影画面の中央部を重点的に測光して露出値を決定しま
す。

項目 内容

R ［小さめ］ 8mm相当を測光します。

S ［標準］ 12mm相当を測光します。

T ［画面全体の平均］ 画面全体を平均して測光します。

554 b5：中央部重点測光範囲



適正露出の基準を撮影者の好みに合わせ、測光モードごとに明るめ
（＋側）または暗め（－側）に調節できます。1/6段ステップ幅で
±1段の範囲で設定できます。初期設定は 0です。

b6：基準露出レベルの調節
Gボタン U Aカスタムメニュー

D 基準露出レベルの調節について
カスタムメニュー b6［基準露出レベルの調節］は、カスタムメニュー「A」～「D」ごとに設定し
ます。カスタムメニューを切り換えるときは、カスタムメニュー b6の設定の違いにご注意くださ
い。
カスタムメニュー b6［基準露出レベルの調節］を 0以外に設定しても、Eマークは表示されません
のでご注意ください。設定した基準露出レベルは、カスタムメニュー b6の画面でのみ確認できま
す。
基準露出レベルの調節の設定は、ツーボタンリセットでは解除できません。

555 b6：基準露出レベルの調節



b7：絞り値変化時の露出維持
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影モードMで、静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感度自動制御］を［OFF］に設定している
ときに、設定できる絞りの範囲が異なるレンズに交換した場合など、意図せずに絞り値が変更されて
露出が変化してしまうことがあります。このとき、［絞り値変化時の露出維持］を［しない］以外に設
定すると、シャッタースピードまたは ISO感度の設定を自動で変更して露出を維持できます。

次のような場合にも自動で露出を維持できるようになります。
広角側と望遠側で開放絞り値が異なるレンズを装着してズーミングした場合
マイクロレンズを装着して撮影距離が変わった場合

絞り値が変化した場合に、［シャッタースピード］または［ISO感度］のどちらの値を自動で変更す
るかを選べます。［しない］の場合は露出の維持を行いません。
装着するレンズやカメラの設定によっては、露出が維持できないことがあります。
動画撮影時は露出の維持を行いません。

556 b7：絞り値変化時の露出維持

-
-



c1：シャッターボタン AEロック
Gボタン U Aカスタムメニュー

シャッターボタンを押して AEロックを行うかどうかを設定できます。

項目 内容

O ［する（半押し）］ シャッターボタンを半押ししたときに AEロックを行います。

P ［する（連続撮影時）］ シャッターボタンを半押ししたときには AEロックを行わず、全押し
したときに AEロックを行います。

［しない］ シャッターボタンを押しても AEロックを行いません。

557 c1：シャッターボタン AEロック



c2：セルフタイマー
Gボタン U Aカスタムメニュー

セルフタイマー撮影時にシャッターボタンを全押ししてからシャッターがきれるまでの時間と、撮影
するコマ数、連続撮影するときの撮影間隔を設定できます。

項目 内容

［時間］ シャッターがきれるまでの時間を選べます。

［撮影コマ数］ マルチセレクターの13を押して、1コマ～9コマの間で設定できます。

［連続撮影間隔］ ［撮影コマ数］を 2コマ以上に設定した場合に連続撮影するときの撮影間隔を選
べます。

558 c2：セルフタイマー



c3：パワーオフ時間
Gボタン U Aカスタムメニュー

画像モニターやファインダーが自動的に消灯するまでの時間を変更できます。

［画像の再生］、［メニュー表示］、［撮影直後の画像確認］、［半押しタイマー］で個別に設定できま
す。
［半押しタイマー］では、シャッターボタンを半押ししてからどれくらいの間カメラを操作しないと
画像モニター、ファインダー、表示パネルが消灯するかを設定できます。画像モニターとファイン
ダーが消灯する数秒前は、表示が暗くなります。［10秒］に設定した場合でも iメニュー表示中は
20秒に延長されます。
表示時間を延長すると、バッテリーの消耗が早くなります。

559 c3：パワーオフ時間



d1：連続撮影速度
Gボタン U Aカスタムメニュー

高速連続撮影および低速連続撮影時の連続撮影速度を設定できます。

項目 内容

［高速連続撮影］ 高速連続撮影時の連続撮影速度を［20コマ/秒］～［10コマ/秒］の間で設定で
きます。

［低速連続撮影］
低速連続撮影時の連続撮影速度を、［10コマ/秒］～［1コマ/秒］の間で設定で
きます。
［8コマ/秒］に設定した場合、実際の撮影速度は 7.5コマ/秒になります。

560 d1：連続撮影速度



d2：連続撮影コマ数
Gボタン U Aカスタムメニュー

連続撮影を最大何コマまで継続できるか 1コマ～200コマの間および無制限（∞）で設定します。

撮影モードが SまたはMのときにシャッタースピードが 1秒または 1秒よりも遅い場合は、連続撮
影のコマ数は制限されません。

D 連続撮影コマ数について
カスタムメニュー d2［連続撮影コマ数］で設定するコマ数は、連続撮影を継続できる最大のコマ数で
す。ただし、連続撮影速度を維持したまま連続撮影できるコマ数には、画質モードなどによって上限
があります。このコマ数を超えると「r000」と表示され、連続撮影速度は低下します。

561 d2：連続撮影コマ数



項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を押す
と、オンMとオフ Uを切り換えられます。チェックボックスを
オンMにした項目のみ、メインコマンドダイヤルで選べるよう
になります。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

d3：レリーズモードの限定
Gボタン U Aカスタムメニュー

レリーズモードダイヤルをcに合わせたときに、cボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを
回して選べるレリーズモードを設定できます。

562 d3：レリーズモードの限定



d4：プリキャプチャ記録設定
Gボタン U Aカスタムメニュー

「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時の、シャッターボタンを全押し後にさかのぼって記録
する時間や全押し後に撮影する時間を設定できます。

1 2

3

全押し後にさかのぼる時間（［プリ記録時間］）
全押し後の撮影時間（［レリーズ後記録時間］）
1回の「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影

項目 内容

［プリ記録時間］

［なし］以外に設定し、シャッターボタンを半押しし続けた後に全押しす
ると、全押しからさかのぼって［プリ記録時間］で設定した時間分の静止
画を記録します（プリキャプチャ機能）。
設定した時間よりもシャッターボタンを半押ししてから全押しするま
での時間が短い場合、半押し開始時までさかのぼります。

［レリーズ後記録時間］ シャッターボタンの全押し後に撮影する時間を［1秒］、［2秒］、［3秒］、
［最大］から選びます。［最大］に設定すると、最長約 4 秒間記録します。

563 d4：プリキャプチャ記録設定

1
2
3



［プリ記録時間］を［なし］以外に設定すると、撮影画面にYアイ
コンが表示されます。シャッターボタンを半押ししている間はアイ
コンに緑色のIが表示されます。

シャッターボタンを半押ししてから約 30秒経過しても全押しし
なかった場合、アイコンにCが表示されてプリキャプチャ機能
がキャンセルされます。一度シャッターボタンを放し、再度半押
ししてください。

564 d4：プリキャプチャ記録設定



d5：連動レリーズモード設定
Gボタン U Aカスタムメニュー

ネットワークメニュー［カメラと接続］で連動レリーズ機能を使用する場合、または別売のワイヤレ
スリモートコントローラーを接続した場合に、マスターカメラのレリーズに連動してリモートカメラ
をレリーズさせるかどうかを設定できます。

ネットワークメニュー［カメラと接続］を使用した連動レリーズについては「他のカメラとの接続」
>「連動レリーズモードを使用する」（0 358）をご覧ください。

565 d5：連動レリーズモード設定



［ON］に設定して 30秒を超える長時間のシャッタースピードで
撮影している場合、表示パネルに残りの露光時間が表示されま
す。
シャッタースピードを 1秒より低速に設定した場合、カメラに表
示される露光時間と実際の露光時間が異なる場合があります。た
とえばシャッタースピードを 15秒に設定した場合は実際には
16秒、30秒に設定した場合は実際には 32秒でシャッターがき
れます。60秒または 60秒よりも遅く設定した場合は、設定した
シャッタースピードの表示と同じ秒時でシャッターがきれます。

d6：Mモード時のシャッタースピード延長
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］を選ぶと、撮影モードMで撮影するときのシャッタースピードを、最長 900秒（15分）まで
延長できます。天体撮影時など、長時間シャッターを開いて撮影したい場合に便利です。

566 d6：Mモード時のシャッタースピード延長



項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を押す
と、オンMとオフ Uを切り換えられます。チェックボックスを
オンMにした項目のみ、コマンドダイヤルで選べるようになり
ます。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

d7：撮像範囲設定の限定
Gボタン U Aカスタムメニュー

iメニューやカスタムボタンに撮像範囲を割り当ててコマンドダイヤルを回して撮像範囲を設定する
場合に、選べる撮像範囲を限定します。

567 d7：撮像範囲設定の限定



d8：連番モード
Gボタン U Aカスタムメニュー

ファイル名に使われるファイル番号の連番について設定できます。

項目 内容

［する］
メモリーカードを交換したり、画像を記録するフォルダーを変更しても、連番でファ
イル番号を付けます。複数のカードを使って撮影してもファイル番号が重複しないた
め、撮影後の画像ファイルを管理しやすくなります。

［しない］

メモリーカードや画像を記録するフォルダーを変更するたびに、ファイル番号が
「0001」に戻ります。画像を記録するフォルダー内にすでに画像ファイルがある場合
は、次の番号からファイル番号が付きます。
連番モードを［する］から［しない］に変更しても、カメラはファイル番号を記憶し
ています。次に［する］に切り換えたときは、以前記憶した番号からの連番でファイ
ル名が付きます。

［リセット］

［する］に設定したときのファイル番号をリセットします。リセットした後に撮影を
行うと、現在選択中のフォルダーに画像ファイルがない場合は 0001から連番で画像
が記録されます。すでにファイルがある場合には、そのファイル番号の次の番号から
ファイル番号が付きます。

568 d8：連番モード



D ファイル番号について
ファイル番号が 9999に達したときに撮影を行うと、自動的に新規フォルダーが作成され、ファイ
ル番号が 0001番に戻ります。
フォルダー番号が 999になるとカメラが自動的にフォルダーを作成できないため、次のときに撮影
ができなくなります。
フォルダー内のファイル数が 5000個に達したとき（動画モード時、最長記録時間を記録するの
に必要なファイルによってフォルダー内のファイル数が 5000個を超えるとカメラが判断した場
合、動画の撮影はできなくなります）
ファイル番号が 9999に達したとき（動画モード時、最長記録時間を記録するのに必要なファイ
ルによってフォルダー内のファイル番号が 9999を超えるとカメラが判断した場合、動画の撮影
はできなくなります）

この場合は、カスタムメニュー d8［連番モード］を［リセット］した後、メモリーカードを初期化
するか、交換してください。

D フォルダーの自動作成について
記録フォルダー内に 5000個のファイルが記録された後またはファイル番号が 9999となった後に
撮影すると、フォルダーを自動的に作成して、記録フォルダーとしてそのフォルダーを選びます。
自動で作成されるフォルダーの番号は、使用中のフォルダー番号+1になります。ただし、既存フォ
ルダーの番号と重複する場合、重複しない数字の中で最も若い数字になります。

569 d8：連番モード

-

-



d9：ビューモード設定（静止画 Lv）
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影の設定（色味や明るさ）を、ファインダーや画像モニターの撮影画面（ライブビュー）に反映さ
せるかどうかを設定できます。動画モードの場合、設定にかかわらず常に撮影の設定を反映します。

項目 内容

V ［撮影設定を優先］

ホワイトバランス、ピクチャーコントロール、露出補正などの色味や
明るさの設定を変更すると、撮影画面の表示に反映されます。［撮影設
定を優先］を選んで2を押すと、［フラッシュ使用時を含む］または
［フラッシュ使用時を含まない］が選べます。
［フラッシュ使用時を含む］：カメラにスピードライトを接続して発
光が可能な状態でも色味や明るさの設定を撮影画面の表示に反映し
ます。
主要被写体の背景部分の明るさを調整する場合に適しています。
主要被写体が撮影画面に暗く表示されることがあります。
静止画撮影メニュー［ISO感度設定］>［感度自動制御］が［ON］
で、スピードライトの発光モードが TTLの場合、撮影画面の明る
さと撮影した画像の明るさが異なることがあります。

［フラッシュ使用時を含まない］：カメラにスピードライトを接続し
て発光が可能な状態になると、撮影画面の明るさは［見やすさを重
視］選択時と同様になります。色味は設定を反映します。
撮影画面にVが表示されます。

570 d9：ビューモード設定（静止画 Lv）

-
-
-



項目 内容

W ［見やすさを重視］

ホワイトバランスやピクチャーコントロール、露出補正などの設定を
変更しても、撮影画面の表示には反映されません。［見やすさを重視］
を選んで2を押すと、［オート］または［カスタム］が選べます。
［オート］：撮影画面が見やすい色味や明るさで表示され、長時間の
撮影に適しています。
［カスタム］：2を押すと、［ホワイトバランス］、［ピクチャーコン
トロール］、［暗部補正］の各項目を設定できます。
［ホワイトバランス］：［撮影設定を反映］、［オート］、［色温度設
定］を選べます。［色温度設定］を選ぶと、撮影画面用の色温度
を設定できます。
［ピクチャーコントロール］：［撮影設定を反映］または［見やす
さを重視］を選べます。
［暗部補正］：被写体の暗い部分を明るく補正する度合いを［しな
い］、［+1］、［+2］、［+3］から選べます。値が大きいほど効果が
強くなります。

撮影画面にWが表示されます。

571 d9：ビューモード設定（静止画 Lv）

-

-

-



d10：スターライトビュー（静止画 Lv）
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、暗い場所で撮影する場合でも撮影画面が明るく見やすくなります（スターライ
トビュー）。スターライトビューにした場合、撮影画面がコマ落ちしたような表示になることがありま
す。

572 d10：スターライトビュー（静止画 Lv）



d11：赤色画面表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

メニュー画面や撮影画面、再生画面を明るさを抑えた赤色で表示します。星景撮影など暗所撮影時に、
暗さに慣れた目でもメニューや被写体が見やすくなります。

項目 内容

［表示モードの選択］

表示モードを選べます。
［表示モード 1］：メニュー画面や撮影画面、再生画面に表示されるも
の全てを赤色表示します。
［表示モード 2］：メニュー画面を赤色表示します。撮影画面や再生画
面では、被写体や撮影した画像を除いたアイコンや撮影情報が赤色表
示されます。
［しない］：赤色表示しません。

［赤色画面表示の明るさ］
マルチセレクターの13を押して調整できます。+にすると明るく、－
にすると暗くなります。

573 d11：赤色画面表示



cボタン
BKTボタン
cボタン
Iボタン
g（Fn4）ボタン
O（Q）ボタン
Xボタン
iボタン

1
2
3
4
5
6
7
8

Gボタン
Kボタン
W（Q）ボタン
縦位置 iボタン
Uボタン
Tボタン
bボタン

9
10
11
12
13
14
15

d12：イルミネーター点灯
Gボタン U Aカスタムメニュー

表示パネルやボタンのイルミネーター（照明）点灯の設定を変更できます。

［OFF］に設定すると、電源スイッチをDに合わせたときだけイルミネーターを点灯します。イル
ミネーター点灯中にシャッターボタンを半押しまたは全押しすると、イルミネーターは消灯します。
［ON］に設定すると、半押しタイマーの作動中にイルミネーターが点灯します。ただし、バッテリ
ーの消耗は早くなります。イルミネーター点灯中にシャッターボタンを半押しまたは全押しすると、
イルミネーターは消灯しますが、シャッターボタンを放すと再度点灯します。

ヒント：ボタンの照明について
次のボタンが点灯します：

2 5 6 7 98

4 151413 12 11 10

31

574 d12：イルミネーター点灯



d13：連続撮影中の表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

［OFF］に設定すると、連続撮影中は撮影画面に何も表示されなくなります。

575 d13：連続撮影中の表示



d14：撮影タイミング表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

シャッターがきれたときの撮影画面に関する設定ができます。

項目 内容

［表示 Typeの設定］

シャッターがきれたときの撮影画面の表示方法を選べます。
［Type A］：シャッターがきれたときに画面を暗くします。流し
撮りをする場合に被写体が追いやすい表示方法です。
［Type B］：シャッターがきれたときに画面内の上下左右に線を
表示します。
［Type C］：シャッターがきれたときに画面内の左右に線を表示
します。
［しない］：シャッターがきれたときに撮影タイミング表示を行
いません。

低速シャッタースピードで撮影した場合、設定にかかわらず撮影
タイミング表示を行いません。

［TypeA自動切り換え秒時］

［表示 Typeの設定］を［Type A］以外に設定している場合に、撮影
タイミングの表示方法を自動的に［Type A］に切り換えるシャッタ
ースピードを選べます。
撮影モードが SまたはMの場合に有効になります。
［TypeA自動切り換え秒時］で選んだ値または選んだ値よりも遅い
シャッタースピードに設定した場合、シャッターがきれたときに
画面を暗くしてシャッターがきれたことを通知します。
表示方法が［Type A］になると、流し撮りをする場合に被写体が
追いやすくなります。

576 d14：撮影タイミング表示

-

-

-

-



d15：画面枠表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

［OFF］に設定すると、ファインダーおよび画像モニターの撮影画面の周囲に表示されている白い枠が
非表示になります。

577 d15：画面枠表示



d16：ガイドラインの種類
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影時に表示する構図用ガイドラインの種類を選べます。選んだガイドラインは、カスタムメニュー
d18［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］（0 582）および d19［撮影画面カスタマイズ（ファイ
ンダー）］（0 584）でbをオンMにした場合の画面表示に表示されます。

578 d16：ガイドラインの種類



［Type A］：撮影画像全体にローリング方向とピッチング方向の水
準器を表示します。

［Type B］：画面下部にローリング方向の水準器を、画面右部にピ
ッチング方向の水準器を表示します。

d17：水準器の種類
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影時に表示する水準器の種類を選べます。選んだ水準器は、カスタムメニュー d18［撮影画面カス
タマイズ（画像モニター）］（0 582）および d19［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］（0 584）
でDをオンMにした場合の画面表示に表示されます。

カメラを正位置（傾きのない状態）にすると、基準線が緑色に変わります。

579 d17：水準器の種類

※



ローリング方向

項目

カメラが時計回りに傾いている場合 カメラが反時計回りに傾いている場合

［Type A］

［Type B］

580 d17：水準器の種類



ピッチング方向

項目

カメラが前に傾いている場合 カメラが後ろに傾いている場合

［Type A］

［Type B］

D 水準器の精度について
カメラを前または後ろに大きく傾けると、水準器の誤差が大きくなりますのでご注意ください。測定
できない状態までカメラを傾けると、水準器の基準線および目盛が消灯します。

581 d17：水準器の種類



［画面 2］～［画面 5］を選んでJボタンを押すと、オンMとオ
フ Uを切り換えられます。撮影時に DISPボタンを押すと撮影画
面が切り換わり、チェックボックスをオンMにした画面のみ表示
されます。［画面 1］はオフ Uにすることはできません。

［画面 1］～［画面 4］を選んでマルチセレクターの2を押すと、
その画面に表示する項目を設定できます。表示したい項目を選ん
でJボタンを押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。

d18：撮影画面カスタマイズ（画像モニター）
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影時に DISPボタンを押して画像モニターに表示する画面を設定できます。

項目 内容

A ［基本撮影情報］ 撮影モードやシャッタースピード、絞り値などの設定を表示
します。

B ［詳細撮影情報］ フォーカスモードや AFエリアモード、ホワイトバランスなど
の設定を表示します。

C ［タッチ］
タッチ AFや iメニューなど、画像モニターをタッチして設
定を変更できる項目を表示します。

D ［水準器］ 水準器を表示します。水準器の種類はカスタムメニュー d17
［水準器の種類］で設定できます。

E ［ヒストグラム］ RGBヒストグラムを表示します。

b ［ガイドライン］ 構図用ガイドラインを表示します。ガイドラインの種類はカ
スタムメニュー d16［ガイドラインの種類］で設定できます。

F ［センターマーカー］ 撮影画面の中央を示す十字線を表示します。

582 d18：撮影画面カスタマイズ（画像モニター）



項目 内容

G ［中央部重点測光範囲］

静止画撮影メニュー［測光モード］を［中央部重点測光］に
設定した場合に、撮影画面の中央に 8mmまたは 12mm相
当の円（測光範囲）を表示します。
円の大きさはカスタムメニュー b5［中央部重点測光範囲］
の設定により異なります。b5［中央部重点測光範囲］を
［画面全体の平均］に設定した場合、円は表示されません。

［画面 5］はインフォ画面固定で、表示項目の設定は行えません。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

583 d18：撮影画面カスタマイズ（画像モニター）



d19：撮影画面カスタマイズ（ファインダー）
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影時に DISPボタンを押してファインダーに表示する画面を設定できます。

［画面 2］～［画面 4］を選んでJボタンを押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。撮影時
に DISPボタンを押すと撮影画面が切り換わり、チェックボックスをオンMにした画面のみ表示さ
れます。［画面 1］はオフ Uにすることはできません。
［画面 1］～［画面 4］を選んでマルチセレクターの2を押すと、その画面に表示する項目を設定で
きます。表示したい項目を選んでJボタンを押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。項目
は［タッチ］を除きカスタムメニュー d18［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］（0 582）と
共通です。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

584 d19：撮影画面カスタマイズ（ファインダー）



d20：ファインダーの高フレームレート表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、撮影状況に応じてファインダーの表示をなめらかにします。高速な被写体を撮
影するときに、被写体の動きを確認しやすくなります。

585 d20：ファインダーの高フレームレート表示



e1：フラッシュ撮影同調速度
Gボタン U Aカスタムメニュー

フラッシュ撮影時の同調速度を設定できます。

項目 内容

［1/250秒（オート FP）］ フラッシュ撮影時の同調する最高速度を 1/250秒または 1/200秒に設
定します。別売のオート FPハイスピードシンクロ対応スピードライト
使用時は 1/250秒または 1/200秒より速いシャッタースピードになる
と自動的に FP発光に切り替わります。
撮影モードが Pまたは Aの場合、実際に制御されるシャッタースピ
ードが 1/250秒または 1/200秒よりわずかでも高速側であれば、FP
発光に切り替わります。オート FPハイスピードシンクロ対応スピー
ドライトを装着した場合は、高速側のシャッタースピードが 1/8000
秒まで制御されます。
撮影モードが SまたはMでオート FPハイスピードシンクロ対応ス
ピードライトを装着した場合は、高速側のシャッタースピードを
1/8000秒まで設定できます。

［1/200秒（オート FP）］

［1/200秒］

フラッシュ撮影時の同調する最高速度を、1/200～1/60秒の範囲で設定
できます。

［1/160秒］

［1/125秒］

［1/100秒］

［1/80秒］

［1/60秒］

586 e1：フラッシュ撮影同調速度



D FP発光についてのご注意
［1/250秒（オート FP）］または［1/200秒（オート FP）］に設定して FP発光した場合、シャッタース
ピードによっては撮影した画像に横縞が発生することがあります。その場合、次の設定を行うことで
横縞の発生が低減することがあります。
シャッタースピードを遅くする
スピードライトの発光量を変更する

ヒント：FP発光について
フラッシュ撮影時のシャッタースピードを 1/8000まで設定できます。［1/250秒（オート FP）］また
は［1/200秒（オート FP）］に設定すると、シャッタースピードがフラッシュ撮影同調速度よりも高
速側になった場合、自動的に FP発光に切り替わります。日中でも、レンズの絞りを開いて背景をぼか
した撮影ができます。

587 e1：フラッシュ撮影同調速度



e2：フラッシュ時シャッタースピード制限
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影モードが Pまたは Aの場合のフラッシュ撮影時のシャッタースピードの低速側の制限を設定でき
ます。

スローシンクロモード、後幕シンクロモード、赤目軽減スローシンクロモード時や撮影モードが S、M
の場合には、カスタムメニュー e2［フラッシュ時シャッタースピード制限］の設定にかかわらず、シ
ャッタースピードの低速側の制限は 30秒になります。

588 e2：フラッシュ時シャッタースピード制限



e3：フラッシュ使用時の露出補正
Gボタン U Aカスタムメニュー

フラッシュ撮影時に露出補正を設定した場合のフラッシュの調光を設定できます。

項目 内容

YE ［全体を補正］ 露出と調光量を同時に補正します。全体の露出が変化します。

E ［背景のみ補正］ 背景の露出だけを補正します。

589 e3：フラッシュ使用時の露出補正



e4：c使用時の感度自動制御
Gボタン U Aカスタムメニュー

フラッシュ撮影時に感度自動制御を行う場合の、露出を合わせる対象を設定できます。

項目 内容

e ［被写体と背景］ 主な被写体以外の背景も適切な露出となるように、感度自動制御を行いま
す。

f ［被写体のみ］ 主な被写体が適切な露出となるように、感度自動制御を行います。

590 e4：c使用時の感度自動制御



e5：モデリング発光
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、別売のニコンクリエイティブライティングシステム対応スピードライト使用時
にカスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で［プレビュー］を割り当てたボタンを押し
て、モデリング発光ができます。

591 e5：モデリング発光



e6：BKT変化要素（Mモード）
Gボタン U Aカスタムメニュー

撮影モードMで静止画撮影メニュー［ISO感度］>［感度自動制御］が［OFF］の場合にオートブラケ
ティングを行うときに変化する内容は、静止画撮影メニュー［オートブラケティング］>［オートブラ
ケティングのセット］と、e6［BKT変化要素（Mモード）］との組み合わせによって次のようになり
ます。

カスタムメニュー e6［BKT変化
要素（Mモード）］

静止画撮影メニュー［オートブラケティング］>［オートブラ
ケティングのセット］

AE・フラッシュブラケティング AEブラケティング

F
［フラッシュ・シャッター
スピード］

シャッタースピードとフラッシュの
調光レベル シャッタースピード

G
［フラッシュ・シャッター
スピード・絞り値］

シャッタースピード、絞り値、フラッ
シュの調光レベル

シャッタースピード
と絞り値

H ［フラッシュ・絞り値］ 絞り値とフラッシュの調光レベル 絞り値

9 ［フラッシュ・ISO感度］ ISO感度とフラッシュの調光レベル ISO感度

I ［フラッシュ］ フラッシュの調光レベル —

静止画撮影メニュー［ISO感度］>［感度自動制御］が［ON］の場合、e6［BKT変化要素（Mモー
ド）］の設定にかかわらず［フラッシュ・ISO感度］と同様の変化をします。

D フラッシュ調光レベルについて
フラッシュブラケティング中は、フラッシュ調光レベルは、i-TTL調光時または絞り連動外部自動調光
時（qA）のみ変化します。

592 e6：BKT変化要素（Mモード）



e7：BKTの順序
Gボタン U Aカスタムメニュー

オートブラケティングの補正順序を変更できます。

項目 内容

H ［［0］→［－］→［＋］］ 「補正なし」→「－側に補正」→「＋側に補正」の順になります。

I ［［－］→［0］→［＋］］ 「－側に補正」→「補正なし」→「＋側に補正」の順になります。

静止画撮影メニュー［オートブラケティング］>［オートブラケティングのセット］が［ADLブラ
ケティング］の場合、e7［BKTの順序］の設定を変更しても補正順序は変わりません。
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e8：フラッシュ連続撮影時の優先
Gボタン U Aカスタムメニュー

別売スピードライトをカメラに装着し、高速連続撮影または低速連続撮影で連続撮影をする場合の動
作を設定できます。

項目 内容

c ［速度優先］

1コマ目撮影時にモニター発光を行い、2コマ目以降は調光量を固定しま
す。［調光精度優先］に設定したときよりも、連続撮影速度の低下を抑えま
す。
連続撮影中は撮影画面に FVロックマーク（r）が表示されます。

q ［調光精度優先］ 2コマ目以降も毎回モニター発光を行い、全てのコマで調光量を計算しま
す。撮影状況によっては連続撮影速度が低下することがあります。
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f1：iメニューのカスタマイズ
Gボタン U Aカスタムメニュー

静止画モードで iボタンを押して表示される iメニューの項目を設定できます。

機能を設定したい iメニューの場所を選んでJボタンを押し、割り当てたい機能を選んでくださ
い。
iメニューに割り当てられる機能は次の通りです。

項目 0

n ［撮影メニュー切り換え］ 0 407

j ［カスタムメニュー切り換え］ 0 532

J ［撮像範囲設定］ 0 97

8 ［画質モード］ 0 99

o ［画像サイズ］ 0 101

N ［メモリーカード情報表示］ 0 597

E ［露出補正］ 0 129

9 ［ISO感度設定］ 0 138

m ［ホワイトバランス］ 0 142

h ［ピクチャーコントロール］ 0 169

p ［色空間］ 0 425

y ［アクティブ D-ライティング］ 0 426

q ［長秒時ノイズ低減］ 0 428

r ［高感度ノイズ低減］ 0 429

w ［測光モード］ 0 437
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項目 0

c ［フラッシュモード］ 0 379

Y ［フラッシュ調光補正］ 0 381

q ［ワイヤレス設定と発光モード］ 0 384

m ［グループ発光設定］ 0 389、0 397

r ［テスト発光］ 0 385、0 396

s ［フラッシュインフォ］ 0 389

t ［電波リモートフラッシュ情報］ 0 385

s ［フォーカスモード］ 0 103

7 ［AFエリアモード/被写体検出］ 0 105

u ［手ブレ補正］ 0 444

t ［オートブラケティング］ 0 445

$ ［多重露出］ 0 446

2 ［HDR合成］ 0 453

7 ［インターバルタイマー撮影］ 0 458

8 ［タイムラプス動画］ 0 468

9 ［フォーカスシフト撮影］ 0 477

F ［AFロックオン］ 0 535

L ［サイレントモード］ 0 711

j ［プリキャプチャ記録設定］ 0 563

w ［カスタムボタンの機能（撮影）］ 0 598

m ［ビューモード設定（静止画 Lv）］ 0 570

596 f1：iメニューのカスタマイズ



iメニューに［2点拡大］を割り当て、［2点拡大］を実行すると、
左右に並んだ拡大表示画面が表示されます（2点拡大表示）。それぞ
れの画面には、右下のナビゲーションウィンドウの 2カ所のr部
分が拡大されて表示されます。

同じ水平面上の異なる 2カ所を同時に拡大表示するため、建築物
などの水平合わせの確認がしやすくなります。
Xボタンを押すごとに拡大率が上がり、W（Q）ボタンを押すご
とに拡大率が下がります。
マルチセレクターの42を押すと、左右それぞれの拡大表示画
面を横方向にスクロールできます。左右の画面を切り換える場合
はJボタンを押します。
マルチセレクターの13を押すと、左右の拡大表示画面が縦方
向に同時にスクロールします。
シャッターボタンを半押しすると、選択されている画面の中心点
にピントが合います。
iボタンを押すと、2点拡大表示を終了します。

項目 0

z ［2点拡大］ 0 597

W ［フォーカスピーキング］ 0 547

3 ［モニター/ファインダーの明るさ］ 0 684、0 686

u ［機内モード］ 0 733

v ［赤色画面表示］ 0 573

メモリーカード情報表示
画像を記録するときに使用するメモリーカードスロットや、メモリーカードを 2枚使用しているとき
の記録方法を確認できます。この項目は表示のみで、設定を変更することはできません。

メモリーカードを 2枚使用しているときの記録方法は、静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］
で設定できます。

2点拡大
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機能を割り当てられるボタンは次の通りです。割り当てを設定し
たいボタンの項目を選んで、Jボタンを押してください。

f2：カスタムボタンの機能（撮影）
Gボタン U Aカスタムメニュー

静止画モードでカメラのボタンやサブセレクター、レンズのコントロールリングなどを操作したとき
の機能を設定できます。

項目

w ［Fn1ボタン］

y ［Fn2ボタン］

1 ［Fn3ボタン］

n ［縦位置 Fnボタン］

S ［縦位置 ISO感度ボタン］

V ［AF-ONボタン］

b ［プロテクト/Fn4ボタン］

D ［DISPボタン］

8 ［サブセレクター中央］

p ［OKボタン］

W ［音声ボタン］

B ［QUALボタン］

F ［縦位置マルチセレクター中央］
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項目

j ［縦位置 AF-ONボタン］

z ［動画撮影ボタン］

Q ［露出補正ボタン］

R ［ISO感度ボタン］

y ［コマンドダイヤル］

S ［レンズの Fnボタン］

3 ［レンズの Fn2ボタン］

S ［レンズの Fnリング（左回し）］

R ［レンズの Fnリング（右回し）］

T ［レンズのメモリーセットボタン］

l ［レンズのコントロールリング］
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割り当てられる機能は次の通りです。ボタンによって割り当てられる機能は異なります。

割り当てられる機能 内容

A

［プリセットフ
ォーカスポイ
ント］

ボタンを押すと、あらかじめ設定した位置のフォーカスポイント（プ
リセットフォーカスポイント）が選ばれます。
プリセットフォーカスポイントを設定するには、設定したい位置
にフォーカスポイントを移動して、フォーカスポイントが点滅す
るまでフォーカスモードボタンを押しながら割り当てたボタンを
長押しします。
a5［縦/横位置フォーカスポイント切換］を［しない］以外に設定
した場合、カメラの横位置と時計回りの方向の縦位置、反時計回
りの方向の縦位置で個別にプリセットフォーカスポイントを設定
できます。
［プリセットフォーカスポイント］を選んでマルチセレクターの
2を押すと、割り当てたボタンを押したときの動作を設定できま
す。
［AFポイントを移動］：ボタンを押すと、プリセットフォーカ
スポイントに移動します。
［押している間のみ移動］：ボタンを押している間のみプリセッ
トフォーカスポイントが選ばれます。ボタンを放すと、元のフ
ォーカスポイントの位置に戻ります。

K

［フォーカスポ
イント中央リ
セット］

ボタンを押すと、フォーカスポイントが中央に戻ります。

F
［フォーカス位
置の登録］

ボタンを長押しすると、ピント位置（フォーカス位置）を登録でき
ます。
［フォーカス位置の呼び出し］と組み合わせて使用することで、メ
モリーリコールの機能が使用できます。
［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てた全てのボタンに同じピ
ント位置を登録する［一括登録］と、それぞれのボタンに異なる
ピント位置を登録する［個別登録］があります。
詳しい使い方は「フォーカス位置の登録/フォーカス位置の呼び出
しについて」（0 610）をご覧ください。

H
［フォーカス位
置の呼び出し］

ボタンを押すと［フォーカス位置の登録］で登録したピント位置（フ
ォーカス位置）にセットされます。
詳しい使い方は「フォーカス位置の登録/フォーカス位置の呼び出
しについて」（0 610）をご覧ください。
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割り当てられる機能 内容

d
［AFエリアモ
ード］

ボタンを押している間、設定した AFエリアモードに変更します。ボ
タンを放すと、元の AFエリアモードに戻ります。
［AFエリアモード］を選んで2を押すと、AFエリアモードを選
べます。

5
［AFエリアモ
ード+AF‑ON］

ボタンを押している間、設定した AFエリアモードに変更され、ピン
ト合わせも行います。ボタンを放すと、元の AFエリアモードに戻り
ます。
［AFエリアモード+AF‑ON］を選んで2を押すと、AFエリアモ
ードを選べます。

A ［AF-ON］ ボタンを押すと、AF-ONボタンを押したときと同様にカメラが自動
的に被写体にピントを合わせます。

F ［AF-L］ ボタンを押している間、フォーカスロックを行います。

E
［AE-L（ホール
ド）］

ボタンを 1回押すと AEロックを行い、AEロック状態が維持されま
す。シャッターをきっても AEロックは解除されません。ただし、も
う一度ボタンを押すか、半押しタイマーがオフになると、AEロック
を解除します。

N
［AWB‑L（ホー
ルド）］

ホワイトバランスの設定が［オート］または［自然光オート］の場
合、ボタンを 1回押すとホワイトバランスが固定されます（オート
ホワイトバランスロック）。シャッターをきってもオートホワイトバ
ランスロックは解除されません。ただし、もう一度ボタンを押すか、
半押しタイマーがオフになるとオートホワイトバランスロックを解
除します。

O
［AE‑L/AWB‑L
（ホールド）］

ボタンを 1回押すと AEロックを行い、AEロック状態が維持されま
す。また、ホワイトバランスの設定が［オート］または［自然光オ
ート］の場合は、オートホワイトバランスロックされます。シャッ
ターをきっても AEロックおよびオートホワイトバランスロックは
解除されません。ただし、もう一度ボタンを押すか、半押しタイマ
ーがオフになるとどちらも解除されます。

D

［AE-L（レリー
ズでリセッ
ト）］

ボタンを 1回押すと AEロックを行い、AEロック状態が維持されま
す。もう一度ボタンを押すか、シャッターをきるか、半押しタイマ
ーがオフになると、AEロックを解除します。

C ［AE-L］ ボタンを押している間、AEロックを行います。
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割り当てられる機能 内容

B ［AE-L/AF-L］ ボタンを押している間、AEロックとフォーカスロックを同時に行い
ます。

r ［FV-L］ 別売のスピードライト使用時は、FVロックを行い、もう一度ボタン
を押すと解除します。

h
［c発光禁止/
許可切換］

フラッシュモードが発光禁止以外の場合、ボタンを押している間、
フラッシュは発光禁止になります。フラッシュモードが発光禁止の
場合は、ボタンを押している間、先幕シンクロモードで撮影できま
す。

K
［FX/DX切り
換え］

撮像範囲が［FX（36×24）］の場合にボタンを 1回押すと、撮像範囲
が［DX（24×16）］に切り替わります。撮像範囲が［FX（36×24）］
以外の場合にボタンを 1回押すと、撮像範囲が［FX（36×24）］に切
り替わります。

a
［静止画フリッ
カー低減］

ボタンを 1回押すと、静止画撮影メニュー［静止画フリッカー低減］
が［ON］になります。もう一度ボタンを押すと、［OFF］になりま
す。

q ［プレビュー］ ボタンを押している間、現在設定している静止画の色味や露出、被
写界深度を撮影画面の表示に反映します。

o
［撮影機能の呼
び出し］

ボタンを押している間、撮影モードや測光モードなどの設定が、あ
らかじめ登録した内容に変更されます。
［撮影機能の呼び出し］を選んで2を押すと、割り当てたボタン
を押したときの設定の登録を行えます。
13で項目を選び、Jボタンを押すとオンMとオフ Uを切り
換えられます。チェックボックスをオンMにした項目のみ、
ボタンを押したときに呼び出されます。
13で設定したい項目を選び、2を押すと設定内容が表示され
ます。Jボタンを押して決定します。
［現在の設定を登録］を選ぶと、現在カメラに設定している撮
影モードなどを設定内容として登録できます。

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、絞り値やシャッ
タースピードが変更できます。
撮影モードが Pの場合はプログラムシフトを行えます。
カスタムメニュー b3［露出補正簡易設定］が［しない］以外
の場合、コマンドダイヤルを回して露出補正を行えます。
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割り当てられる機能 内容

L

［撮影機能の呼
び出し（ホール
ド）］

ボタンを 1回押すと撮影モードや測光モードなどの設定があらかじ
め登録した内容に変更されます。もう一度ボタンを押すとボタンを
押す前の設定に戻ります。
［撮影機能の呼び出し（ホールド）］を選んで2を押すと、割り当
てたボタンを押したときの設定の登録を行えます。設定できる内
容および値は［撮影機能の呼び出し］と共通です。ただし、［AF-
ON］の設定は［撮影機能の呼び出し（ホールド）］では登録でき
ません。
設定が呼び出されている間は、撮影画面にoアイコンが表示さ
れます。
設定が呼び出されている間にコマンドダイヤルを回すと、絞り値
とシャッタースピードを変更できます。
撮影モードが Pの場合はプログラムシフトを行えます。
カスタムメニュー b3［露出補正簡易設定］が［しない］以外
の場合、コマンドダイヤルを回して露出補正を行えます。

E
［高周波フリッ
カー低減］

ボタンを 1回押すとシャッタースピードを細かいステップ幅で設定
できます。もう一度ボタンを押すと、元のステップ幅でシャッター
スピードを設定します。

1
［BKT自動連
写］

静止画撮影メニュー［オートブラケティング］>［オートブラケ
ティングのセット］が［WBブラケティング］以外の場合でレリ
ーズモードが連続撮影のときは、ボタンを押しながらシャッター
ボタンを全押ししている間、1回分のブラケティング設定コマ数
を撮影し終えた後も、引き続きオートブラケティング撮影をしま
す。また、レリーズモードが 1コマ撮影のときは、ボタンを押し
ながらシャッターボタンを全押しし続けると、1回分のブラケテ
ィング設定コマ数を連続撮影します。
［オートブラケティングのセット］が［WBブラケティング］の場
合は、ボタンを押しながらシャッターボタンを全押ししている間
連続撮影して、各コマに対してWBブラケティングを行います。
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割り当てられる機能 内容

c
［連動レリーズ
切り換え］

ネットワークメニュー［カメラと接続］>［連動レリーズ］や、ワイ
ヤレスリモートコントローラーを接続して連動レリーズモードで撮
影する場合の、連動レリーズの機能を切り換えます。カスタムメニ
ュー d5［連動レリーズモード設定］の設定により、選択できる内容
が異なります。
［連動レリーズモード設定］が［連動する］の場合
［マスターカメラのみレリーズ］（c）：ボタンを押している
間、マスターカメラのみ撮影を行い、リモートカメラでは撮影
を行いません。
［リモートカメラのみレリーズ］（d）：ボタンを押している
間、リモートカメラでのみ撮影を行います。

［連動レリーズモード設定］が［連動しない］の場合
［マスターとリモートが連動］（6）：ボタンを押している間、
マスターカメラとリモートカメラが連動して撮影を行います。
［リモートカメラのみレリーズ］（d）：ボタンを押している
間、リモートカメラでのみ撮影を行います。

L
［リモートカメ
ラの優先接続］

連動レリーズ機能使用時に、他のカメラがマスターカメラとしてリ
モートカメラの制御を行っている場合にボタンを押すと、離れた場
所からマスターカメラの制御を引き継げます。
ネットワークメニュー［カメラと接続］で、同一グループ内に複
数のカメラをマスターカメラとして登録している場合に有効で
す。
リモートカメラとして登録されているカメラをマスターカメラに
切り換えることはできません。

4
［プラス RAW
記録］

画質モードが JPEG形式に設定されている場合、ボタンを押すと撮
影画面の画質モードに「RAW」が表示され、押してから 1回の撮
影のみ RAW画像が JPEG画像と同時に記録されます。撮影後シャ
ッターボタンから指を放すか、もう一度ボタンを押すと［プラス
RAW記録］を解除します。
RAW画像は、静止画撮影メニュー［RAW記録］の設定で記録さ
れます。

L
［サイレントモ
ード］

ボタンを 1回押すとサイレントモードになります。もう一度ボタン
を押すと、サイレントモードを解除します。
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割り当てられる機能 内容

M

［ライブビュー
情報表示の切
り換え］

ボタンを押すたびに、撮影画面の表示が切り替わります。表示する
画面はカスタムメニュー d18［撮影画面カスタマイズ（画像モニタ
ー）］および d19［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］で設定
できます。

b

［ライブビュー
情報表示の消
灯］

ボタンを 1回押すと撮影画面のアイコンや撮影情報を非表示にしま
す。もう一度ボタンを押すと、アイコンや撮影情報が表示されます。

b
［ガイドライン
表示］

ボタンを 1回押すと、撮影画面に構図用ガイドラインを表示します。
もう一度ボタンを押すと、ガイドラインの表示を終了します。表示
するガイドラインの種類はカスタムメニュー d16［ガイドラインの
種類］で選べます。

p
［拡大画面との
切り換え］

ボタンを 1回押すと、フォーカスポイントを中心にして、設定した
拡大率で拡大表示します。もう一度ボタンを押すと、元の表示に戻
ります。

D ［水準器表示］
ボタンを 1回押すと、撮影画面に水準器を表示します。もう一度ボ
タンを押すと、水準器の表示を終了します。表示する水準器の種類
はカスタムメニュー d17［水準器の種類］で選べます。

k

［スターライト
ビュー（静止画
Lv）］

ボタンを 1回押すと撮影画面をスターライトビューで表示します。
もう一度ボタンを押すと、元の表示に戻ります。

m

［ビューモード
設定（静止画
Lv）］

ボタンを押すたびにカスタムメニュー d9［ビューモード設定（静止
画 Lv）］の［撮影設定を優先］と［見やすさを重視］が切り替わりま
す。

W
［フォーカスピ
ーキング表示］

フォーカスモードがMFの場合、ボタンを 1回押すとフォーカスピ
ーキングを表示します。もう一度ボタンを押すと、元の表示に戻り
ます。

O
［マイメニュ
ー］ ボタンを押すと、マイメニューを表示します。

3

［マイメニュー
のトップ項目
へジャンプ］

マイメニューの最上位に登録してある項目へジャンプします。よく
使うメニュー項目をマイメニューの最上位に登録して、この機能を
使うと便利です。
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割り当てられる機能 内容

K ［再生］ ボタンを押すと再生画面を表示します。

l
［フィルター再
生］

ボタンを押すと再生メニュー［フィルター再生の条件設定］で設定
した条件に合った画像を再生します。

N
［フィルター再
生（条件設定）］

ボタンを押すと、再生メニュー［フィルター再生の条件設定］と同
様の設定画面を表示します。

e
［AF‑ON ボタ
ンと同じ］ AF‑ONボタンの設定と同じ動作をします。

T
［露出補正ボタ
ンと同じ］

Eボタンの設定と同じ動作をします。

U
［ISO感度ボタ
ンと同じ］

S（Q）ボタンの設定と同じ動作をします。

n
［撮影メニュー
切り換え］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、撮影メニューを切
り換えられます。

v ［撮影モード］ ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、撮影モード
を変更できます。

J
［撮像範囲選
択］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、撮像範囲の設定を
変更できます。

8
［画質モード/
画像サイズ］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと画質モード、
サブコマンドダイヤルを回すと画像サイズの設定を変更できます。

m
［ホワイトバラ
ンス］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、ホワイトバ
ランスを設定できます。ホワイトバランスの設定によっては、サブ
コマンドダイヤルを回して種類を変更できます。

h
［ピクチャーコ
ントロール］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、ピクチャーコント
ロールの設定を変更できます。

y

［アクティブ
D-ライティン
グ設定］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、アクティブ D-ライ
ティングの設定を変更できます。

w ［測光モード］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、測光モードの設定
を変更できます。
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割り当てられる機能 内容

I

［フラッシュモ
ード/調光補
正］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すとフラッシュモ
ード、サブコマンドダイヤルを回すとフラッシュ調光補正値の設定
を変更できます。

v
［レリーズモー
ド］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すとレリーズモー
ドを設定できます。レリーズモードの設定によっては、サブコマン
ドダイヤルを回して種類を変更できます。

z

［フォーカスモ
ード/AFエリ
アモード］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すとフォーカスモ
ード、サブコマンドダイヤルを回すと AFエリアモードの設定を変更
できます。

t
［オートブラケ
ティング］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと撮影コマ数、
サブコマンドダイヤルを回すと補正ステップまたはアクティブ D-ラ
イティングの度合いを変更できます。

$ ［多重露出］
ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと多重露出モー
ド、サブコマンドダイヤルを回すと、多重露出のコマ数の設定を変
更できます。

2 ［HDR合成］ ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと HDRモード、
サブコマンドダイヤルを回すと HDR強度の設定を変更できます。

a
［操作のロッ
ク］

撮影モードが SまたはMのとき、ボタンを押しながらメインコマ
ンドダイヤルを回すと、シャッタースピードを固定します。撮影
モードが AまたはMのとき、ボタンを押しながらサブコマンド
ダイヤルを回すと、絞り値を固定します。
ボタンを押しながらマルチセレクターの1342を押すと、フォ
ーカスポイントの位置を固定します。

v

［シャッター・
絞り値 1段選
択］

カスタムメニュー b2［露出設定ステップ幅］の設定にかかわらず、
シャッタースピードまたは絞り値を 1段ステップで設定できます。
撮影モードが SまたはMのとき、ボタンを押しながらメインコマ
ンドダイヤルを回すと、シャッタースピードを 1段ステップで設
定します。
撮影モードが AまたはMのとき、ボタンを押しながらサブコマ
ンドダイヤルを回すと、絞り値を 1段ステップで設定します。

w
［手動設定済み
レンズの選択］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、現在使用中のレン
ズの情報を、セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］で設定
したレンズ No.のものに切り換えます。
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割り当てられる機能 内容

X
［フォーカス
（M/A）］

オートフォーカス時にレンズのコントロールリングを回すとマニュ
アルフォーカスに切り替わります（M/A（マニュアル優先オートフ
ォーカスモード））。オートフォーカス時にシャッターボタンを半押
ししたままコントロールリングを手で回転させると、マニュアルフ
ォーカスでピントを調整できます。いったんシャッターボタンから
指を放し、再度半押しすると、オートフォーカスでピントを合わせ
ます。

q ［絞り］ レンズのコントロールリングを回すと、絞り値の設定を変更します。

t
［絞り（開放絞
り側）］

レンズの Fnリングを左に回すと、開放絞り側に絞りが動きます。［レ
ンズの Fnリング（右回し）］が［絞り（最小絞り側）］のときは、自
動的にこの項目が選ばれます。

q
［絞り（最小絞
り側）］

レンズの Fnリングを右に回すと、最小絞り側に絞りが動きます。［レ
ンズの Fnリング（左回し）］が［絞り（開放絞り側）］のときは、自
動的にこの項目が選ばれます。

E ［露出補正］

縦位置 Fnボタンに割り当てる場合、ボタンを押しながらコマン
ドダイヤルを回すと露出補正の設定を変更します。
レンズのコントロールリングに割り当てた場合、リングを回すと
露出補正の設定を変更します。

i
［露出補正（＋
側）］

レンズの Fnリングを右に回すと、+側に露出補正を行います。［レン
ズの Fnリング（左回し）］が［露出補正（－側）］のときは、自動的
にこの項目が選ばれます。

h
［露出補正（－
側）］

レンズの Fnリングを左に回すと、－側に露出補正を行います。［レ
ンズの Fnリング（右回し）］が［露出補正（＋側）］のときは、自動
的にこの項目が選ばれます。

9 ［ISO感度］ レンズのコントロールリングを回すと、ISO感度の設定を変更しま
す。

B
［ISO感度（高
感度側）］

レンズの Fnリングを右に回すと、高感度側に ISO感度が動きます。
［レンズの Fnリング（左回し）］が［ISO感度（低感度側）］のとき
は、自動的にこの項目が選ばれます。

C
［ISO感度（低
感度側）］

レンズの Fnリングを左に回すと、低感度側に ISO感度が動きます。
［レンズの Fnリング（右回し）］が［ISO感度（高感度側）］のとき
は、自動的にこの項目が選ばれます。
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割り当てられる機能 内容

［設定しない］ ボタンは機能しません。

コマンドダイヤルの設定について
コマンドダイヤルに設定できる項目は次の通りです。項目を選んで2を押すと、設定が変更できま
す。

割り当てられる機
能 内容

［露出設定］
各撮影モードでのメインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルの機能を
入れ換えられます。42を押して撮影モードを選び、13を押すと機能が入
れ換わります。

［フォーカスモー
ド/AFエリアモー
ド設定］

フォーカスモードボタンを押しながらコマンドダイヤルを回したときに変更
される項目を入れ換えられます。

［拡大表示中のサ
ブコマンドダイヤ
ル］

拡大表示中にサブコマンドダイヤルを回したときの機能を設定できます。
［露出設定］を選ぶと、それぞれの撮影モードに設定したサブコマンドダイ
ヤルの機能を変更します。
［拡大/縮小］を選ぶと、拡大表示の倍率を変更できます。
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任意のボタンに［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てる

呼び出しを行いたい全てのボタンに割り当てを行います。

任意のボタンに割り当てる機能として［フォーカス位置の登
録］を選び、2を押す

ピント位置登録の方法を選べます。

フォーカス位置の登録/フォーカス位置の呼び出しに
ついて
［フォーカス位置の登録］を割り当てたカスタムボタンを長押しすると、ピント位置（フォーカス位
置）を登録できます。［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てたカスタムボタンを押すと、登録した
ピント位置を素早く呼び出すメモリーリコールの機能が使用できます。決まったピント位置で頻繁に
撮影する場合に便利です。
［フォーカス位置の呼び出し］は複数のボタンに割り当てられます。［フォーカス位置の登録］で［一
括登録］を選んでいる場合、割り当てたどのボタンを押しても同じピント位置にセットされます。
［フォーカス位置の登録］で［個別登録］を選んでいる場合、割り当てたボタンごとに異なるピント
位置をセットできます。
ピント位置の登録は、フォーカスモードの設定にかかわらず可能です。
カメラからレンズを取り外したり、レンズを交換した場合は登録したピント位置がリセットされま
す。

D メモリーリコール機能についてのご注意
インフォ画面の表示中は、ピント位置を登録することはできません。
環境温度の変化によっては、登録時と呼び出し時のピント位置が変わることがあります。
ピント位置を登録した後で、ズーム操作で焦点距離を変えると、呼び出し時にピント位置が変わり
やすくなります。

ピント位置を一括登録する
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［一括登録］を選んでJボタンを押す

撮影画面で被写体にピントを合わせ、［フォーカス位置の登録］
を割り当てたボタンを長押しする

ピント位置が正しく登録されると、撮影画面にFアイコン
が表示されます。

手順 1で［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てたボタンを
押す

登録したピント位置にセットされます。
複数のボタンに［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てた
場合、どのボタンを押しても同じピント位置にセットされま
す。
［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てたボタンを押して
いる間は、フォーカスモードがMFに変更され、シャッター
ボタンを半押ししてもピント位置は移動しません。

複数のボタンに［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てる

ボタン別にピント位置を登録する
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任意のボタンに割り当てる機能として［フォーカス位置の登
録］を選び、2を押す

ピント位置登録の方法を選べます。

［個別登録］を選んでJボタンを押す

撮影画面で被写体にピントを合わせ、［フォーカス位置の登録］
を割り当てたボタンを長押しする

撮影画面でFアイコンが点滅します。

手順 4のピント位置を呼び出すボタンを押す
手順 1で［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てたボタン
のうち、手順 4のピント位置を呼び出すボタンを押します。
ピント位置が正しく登録されると、撮影画面にメッセージが
表示されます。
手順 4～5を繰り返し、［フォーカス位置の呼び出し］を割り
当てたボタン全てにピント位置を登録します。

セットしたいピント位置に応じて割り当てたボタンを押す

押したボタンに登録したピント位置にセットされます。
［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てたボタンを押して
いる間は、フォーカスモードがMFに変更され、シャッター
ボタンを半押ししてもピント位置は移動しません。
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機能を割り当てられるボタンは次の通りです。割り当てを設定し
たいボタンの項目を選んで、Jボタンを押してください。

f3：カスタムボタンの機能（再生）
Gボタン U Aカスタムメニュー

再生時のカメラのボタンやコマンドダイヤルなどを操作したときの機能を設定できます。

項目

v ［Fn1ボタン］

x ［Fn2ボタン］

1 ［Fn3ボタン］

k ［縦位置 Fnボタン］

a ［プロテクト/Fn4ボタン］

D ［DISPボタン］

W ［音声ボタン］

p ［OKボタン］

m ［WBボタン］

B ［QUALボタン］

y ［メインコマンドダイヤル］

R ［縦位置マルチセレクター］

z ［動画撮影ボタン］

3 ［サブコマンドダイヤル］
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各ボタンに割り当てられる機能は次の通りです。ボタンによって割り当てられる機能は異なります。

割り当てられる機能 内容

g ［プロテクト］ ボタンを押すと、表示されている画像をプロテクトします。

p
［拡大画面と
の切り換え］

ボタンを 1回押すと、撮影時のフォーカスポイントを中心にして、設定
した拡大率で拡大表示します。もう一度ボタンを押すと、元の表示に戻
ります。
［拡大画面との切り換え］を選んでマルチセレクターの2を押すと、
拡大率を選べます。
サムネイル表示時も拡大表示できます。

l
［フィルター
再生］

ボタンを押すと再生メニュー［フィルター再生の条件設定］で設定した
条件に合った画像を再生します。

N

［フィルター
再生（条件設
定）］

ボタンを押すと、再生メニュー［フィルター再生の条件設定］と同様の
設定画面を表示します。

O
［グループ内
の画像送り］

連続撮影グループ画像を 1コマ表示している場合にボタンを押すと、連
続撮影グループ内の画像のみを画像送りします（0 668）。ボタンを押
し続けると、マルチセレクターで画像送りする場合よりも素早く画像を
切り換えます。ボタンを放すか、連続グループ最後の画像が表示される
と、画像送りを停止します。

b ［音声メモ］ ボタンを押すと、音声メモ機能を使用できます。

K
［送信指定
（PC）］

カメラがパソコンまたは FTPサーバーに接続しているときにボタンを
押すと、表示している画像をパソコンまたは FTPサーバーに送信指定し
ます。
［送信指定（PC）］または［送信指定（FTP）］を選んで2を押すと、
送信指定時のオプションを選べます。それぞれの項目は、Jボタン
を押すとオンMとオフ Uを切り換えられます。
［優先送信］：オンMにすると、優先送信画像として送信指定しま
す。
［プロテクト］：オンMにすると、画像送信時に画像をプロテクト
します。
［レーティング］：オンMにすると、画像送信時に画像にレーティ
ングを付加します。マルチセレクターの2を押すと、付加するレ
ーティングを設定できます。

N
［送信指定
（FTP）］
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割り当てられる機能 内容

c
［レーティン
グ］

画像再生時にボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回して、レ
ーティング（重要度）を画像に設定できます。
［レーティング］を選んで2を押すと、レーティングの設定画面が表
示されます。［設定しない］以外を選ぶと、画像再生時にボタンを押
すだけで選んだレーティングを画像に設定できます。もう一度ボタン
を押すと、レーティングを星なしに変更します。

n

［1コマとサ
ムネイルの切
り換え］

ボタンを押すごとに、1コマ表示、サムネイル表示（4コマ、9コマ、
72コマ）を切り換えます。

o
［ヒストグラ
ム表示］

ボタンを押している間、ヒストグラムを表示します。サムネイル表示時
もヒストグラム表示できます。

u

［スロット/フ
ォルダー指
定］

ボタンを押すと、［スロット/フォルダー指定］画面が表示され、画像を
再生するスロットとフォルダーを指定できます。

M
［情報表示の
切り換え］

ボタンを押すたびに、1コマ表示モードの再生画面の表示が切り替わり
ます。表示する画面は再生メニュー［再生画面設定］で設定できます。

P ［撮影に戻る］ ボタンを押すと、再生を終了して撮影画面に戻ります。

［上下左右操作入れ換
えする］

縦位置マルチセレクターを上下に倒すと表示画像を、左右に倒すと画像
情報のページを切り換えられるようになります。

［上下左右操作入れ換
えしない］

縦位置マルチセレクターを上下に倒すと画像情報のページを、左右に倒
すと表示画像を切り換えられるようになります。

［設定しない］ ボタンは機能しません。
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メインコマンドダイヤル/サブコマンドダイヤルの設
定について
コマンドダイヤルに設定できる項目は次の通りです。項目を選んで2を押すと、設定が変更できま
す。

画像送り
1コマ表示時にコマンドダイヤルを回したときのコマ送りの方法を設定できます。

項目 内容

［1コマ］ 1コマずつコマ送りします。

［10コマ］ 10コマずつコマ送りします。

［50コマ］ 50コマずつコマ送りします。

c ［レーティング］ レーティングが設定された画像だけをコマ送りして表示します。

P ［プロテクト］ プロテクト（保護）した撮影画像だけをコマ送りして表示します。

C ［静止画のみ］ 静止画だけをコマ送りして表示します。

1 ［動画のみ］ 動画だけをコマ送りして表示します。

c
［グループの先
頭］

連続撮影した画像がある場合、連続撮影の最初のコマだけを表示します。
連続撮影ではない画像の場合、1コマずつコマ送りされます。

u ［フォルダー］ 再生フォルダーを切り換えます。

7 ［ページ］ サムネイル表示している場合、次のページに切り換えます。
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動画再生
動画再生中にコマンドダイヤルを回したときの操作方法を設定できます。

項目 内容

［1フレーム］ 1フレームずつコマ戻し/コマ送りします。

［5フレーム］ 5フレームずつコマ戻し/コマ送りします。

［10フレーム］ 10フレームずつコマ戻し/コマ送りします。

［2秒］ 2秒前または後に移動します。

［5秒］ 5秒前または後に移動します。

［10秒］ 10秒前または後に移動します。

［先頭/最終フレーム］ 先頭フレームまたは最終フレームに移動します。
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f4：操作のロック
Gボタン U Aカスタムメニュー

露出の設定またはフォーカスポイントをロックできます。

項目 内容

［シャッタースピードのロック］

［ON］に設定すると、撮影モード SまたはMではシャッタース
ピードを現在の設定でロックします。
シャッタースピードをロックすると撮影画面と表示パネルに
Oアイコンが表示されます。

［絞り値のロック］

［ON］に設定すると、撮影モード AまたはMでは絞り値を現在
の設定でロックします。
絞り値をロックすると撮影画面と表示パネルに Oアイコンが
表示されます。

［フォーカスポイントのロック］

［ON］に設定すると、現在の位置でフォーカスポイントがロック
します。

AFエリアモードが［オートエリア AF］の場合はロックできま
せん。
AFエリアモードが［3D-トラッキング］の場合、シャッター
ボタンを半押ししている間は被写体の動きに合わせてフォー
カスポイントが移動します。
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f5：コマンドダイヤル回転方向の変更
Gボタン U Aカスタムメニュー

露出補正の設定時またはシャッタースピード/絞り値の設定時に、メインコマンドダイヤルとサブコマ
ンドダイヤルを操作するときの回転方向を逆方向に変更できます。

［露出補正の設定時］または［シャッタースピード/絞り値 設定時］を選んでマルチセレクターの2
を押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。
Gボタンを押すと、設定が完了します。
縦位置コマンドダイヤルの回転方向も変更されます。

619 f5：コマンドダイヤル回転方向の変更



f6：ボタンのホールド設定
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、ボタンを押しながらコマンドダイヤルを操作するときに、指を放してもコマン
ドダイヤル単独で設定できる状態が維持できます。もう一度ボタンを押すか、シャッターボタンを半
押しするか、半押しタイマーがオフになると、解除されます。

［ボタンのホールド設定］の対象ボタンは、Eボタン、S（Q）ボタン、BKTボタン、cボタン、
Iボタン、cボタン、g（Fn4）ボタン、Tボタン、Uボタン、フォーカスモードボタンで
す。
f2［カスタムボタンの機能（撮影）］または g2［カスタムボタンの機能］で一部の機能を割り当て
たボタンも、［ボタンのホールド設定］の対象になります。
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f7：インジケーターの＋/－方向
Gボタン U Aカスタムメニュー

インジケーターの＋と－の左右方向を入れ換えることができます。

項目 内容

V インジケーターの＋側を左に、－側を右に表示します。

W インジケーターの－側を左に、＋側を右に表示します。
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f8：フォーカス回転方向の変更
Gボタン U Aカスタムメニュー

Zマウントレンズを装着している場合、［ON］に設定すると、マニュアルフォーカス時にフォーカス
リングまたはコントロールリングでピントを合わせるときの回転方向を逆方向に変更できます。

次の場合は対応していません。
一部のマニュアルフォーカス専用 Zマウントレンズをお使いの場合
マウントアダプター FTZ II/FTZを装着して Fマウントレンズをお使いの場合

622 f8：フォーカス回転方向の変更

-
-



f9：フォーカスリングの角度設定
Gボタン U Aカスタムメニュー

Zマウントレンズを装着してマニュアルフォーカスでピント合わせをする場合に、至近側から無限遠側
までピント位置を移動するために必要な、フォーカスリングまたはコントロールリングを回す角度を
設定できます。

項目 内容

［ノンリニア］ ピント位置の移動量は、フォーカスリングまたはコントロールリングを回す角度に
かかわらず、リングを速く回すと大きく、ゆっくり回すと小さくなります。

［角度 90度］

至近側から無限遠側までピント位置を移動するために必要な、レンズのフォーカス
リングまたはコントロールリングを回す角度を設定できます。例えば［角度 90
度］に設定している場合、リングを 90度回転させるとピント位置が至近側から無
限遠側まで移動します。設定する値が大きいほど細かくピント位置を調整できま
す。

［角度 120度］

［角度 150度］

［角度 180度］

［角度 210度］

［角度 240度］

［角度 270度］

［角度 300度］

［角度 330度］

［角度 360度］

［角度 540度］

［角度 720度］

［最大］ 至近側から無限遠側までピント位置を移動するためにはレンズに設定されている
最大量の角度を回す必要があります。

［フォーカスリングの角度設定］に対応していないレンズを装着している場合、［ノンリニア］に固
定されます。
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カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］または g2
［カスタムボタンの機能］でレンズのコントロールリングに次の機
能を割り当てた場合のコントロールリングの感度を設定できます。

カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］または g2
［カスタムボタンの機能］で［絞り］、［パワー絞り］、［露出補正］、
［ISO感度］を割り当てた場合
カスタムメニュー g2［カスタムボタンの機能］で［ハイレゾズ
ーム］を割り当てた場合

f10：コントロールリングの感度
Gボタン U Aカスタムメニュー
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f11：フォーカス/コントロールリング入れ換
え

Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］または g2［カスタムボ
タンの機能］でレンズのコントロールリングに割り当てた機能をフォーカスリングで使用できます。

［ON］に設定した場合、コントロールリングの機能は［フォーカス（M/A）］に固定されます。
このメニューに対応したレンズを装着したときのみ設定できます。

625 f11：フォーカス/コントロールリング入れ換え



f12：1コマ再生時のフリック操作
Gボタン U Aカスタムメニュー

1コマ表示時に画像モニターを上下または左右にフリックした場合の動作を割り当てられます。

上にフリック/下にフリック
画像モニターを上下にフリックした場合の動作を割り当てられます。

項目 内容

c ［レーティング］
フリックすると画像にレーティングを設定できます。cの数はあらか
じめマルチセレクターの2を押して設定します。

K ［送信指定（PC）］ パソコンへ送信する画像に優先送信設定マークを付加します。

N ［送信指定（FTP）］ FTPサーバーへ送信する画像に優先送信設定マークを付加します。

g ［プロテクト］ 画像をプロテクト（保護）します。

W ［音声メモ］
フリックすると音声メモの録音を開始します。すでに音声メモが録音
されている画像の場合、再生が開始されます。音声メモの録音または
再生を終了するには、Jボタンを押します。

［設定しない］ 画像モニターを上下にフリックしても機能しません。

［レーティング］、［送信指定（PC）］、［送信指定（FTP）］、［プロテクト］を割り当てた場合、上また
は下にフリックすると画像にアイコンが表示されます（0 210）。もう一度同じ方向にフリックする
と設定した内容をキャンセルして元に戻します。
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1コマ送りの操作方向
次の画像を表示するフリック操作を割り当てられます。

項目 内容

S ［左←右］ 画像モニターの右側から左側にフリックすると、次の画像が表示されます。

T ［左→右］ 画像モニターの左側から右側にフリックすると、次の画像が表示されます。

627 f12：1コマ再生時のフリック操作



f13：サブセレクター中央を優先
Gボタン U Aカスタムメニュー

サブセレクター中央を押しながら上下左右に倒した場合の動作を設定できます。

項目 内容

［ON］ サブセレクター中央を押しながら上下左右に倒してもフォーカスポイントは移動しませ
ん。

［OFF］ サブセレクター中央を押しながら上下左右に倒すとフォーカスポイントが移動します。

カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］および g2［カスタムボタンの機能］で［サブ
セレクター中央］に割り当てた機能を実行しながら、フォーカスポイントが移動できます。特にカス
タムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で［AFエリアモード］を割り当てている場合、AF
エリアモードを一時的に切り換えながらのフォーカスポイント移動が可能です。
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g1：iメニューのカスタマイズ
Gボタン U Aカスタムメニュー

動画モードで iボタンを押して表示される iメニューの項目を設定できます。

機能を設定したい iメニューの場所を選んでJボタンを押し、割り当てたい機能を選んでくださ
い。
iメニューに割り当てられる機能は次の通りです。

項目 0

n ［撮影メニュー切り換え］ 0 407

j ［カスタムメニュー切り換え］ 0 532

J ［撮像範囲設定］ 0 197

G ［画像サイズ/フレームレート］ 0 190

N ［動画記録先］ 0 490

E ［露出補正］ 0 129

9 ［ISO感度設定］ 0 138

m ［ホワイトバランス］ 0 142

h ［ピクチャーコントロール］ 0 169

6 ［HLG画質調整］ 0 500

y ［アクティブ D-ライティング］ 0 426

w ［測光モード］ 0 437

s ［フォーカスモード］ 0 103

7 ［AFエリアモード/被写体検出］ 0 105

u ［手ブレ補正］ 0 512
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項目 0

4 ［電子手ブレ補正］ 0 513

H ［マイク感度］ 0 514

5 ［アッテネーター］ 0 515

6 ［録音帯域］ 0 516

7 ［風切り音低減］ 0 517

8 ［ヘッドホン音量］ 0 519

H ［ハイレゾズーム］ 0 205

L ［サイレントモード］ 0 711

w ［カスタムボタンの機能］ 0 632

W ［フォーカスピーキング］ 0 547

9 ［ゼブラ表示］ 0 650

3 ［モニター/ファインダーの明るさ］ 0 684、0 686

u ［機内モード］ 0 733

8 ［マルチセレクターによるパワー絞り］ 0 631

9 ［マルチセレクターによる露出補正］ 0 631

v ［赤色画面表示］ 0 573

9 ［動画情報表示］ 0 631
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動画撮影時の各種設定を確認できます。この項目は表示のみで、設
定を変更することはできません。

マルチセレクターによるパワー絞り
マルチセレクターによるパワー絞りを有効にするかどうかを設定できます。［有効］に設定すると、1
を押している間、開放絞り側に絞りが動きます。また、3を押している間、最小絞り側に絞りが動き
ます。

マルチセレクターによる露出補正
マルチセレクターによる露出補正を有効にするかどうかを設定できます。［有効］に設定すると、13
を押して露出補正を設定できます。

動画情報表示

631 g1：iメニューのカスタマイズ



機能を割り当てられるボタンは次の通りです。割り当てを設定し
たいボタンの項目を選んで、Jボタンを押してください。

g2：カスタムボタンの機能
Gボタン U Aカスタムメニュー

動画モードでカメラのボタンやサブセレクター、レンズのコントロールリングなどを操作したときの
機能を設定できます。

項目

w ［Fn1ボタン］

y ［Fn2ボタン］

1 ［Fn3ボタン］

n ［縦位置 Fnボタン］

S ［縦位置 ISO感度ボタン］

u ［フォーカスモードボタン］

b ［プロテクト/Fn4ボタン］

V ［AF-ONボタン］

8 ［サブセレクター中央］

D ［DISPボタン］

X ［音声ボタン］

p ［OKボタン］

F ［縦位置マルチセレクター中央］
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項目

A ［QUALボタン］

z ［動画撮影ボタン］

j ［縦位置 AF-ONボタン］

R ［ISO感度ボタン］

Q ［露出補正ボタン］

G ［シャッターボタン］

y ［コマンドダイヤル］

S ［レンズの Fnボタン］

3 ［レンズの Fn2ボタン］

S ［レンズの Fnリング（左回し）］

R ［レンズの Fnリング（右回し）］

T ［レンズのメモリーセットボタン］

l ［レンズのコントロールリング］
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割り当てられる機能は次の通りです。ボタンによって割り当てられる機能は異なります。

割り当てられる機能 内容

A

［プリセットフ
ォーカスポイ
ント］

ボタンを押すと、あらかじめ設定した位置のフォーカスポイント（プ
リセットフォーカスポイント）が選ばれます。
プリセットフォーカスポイントを設定するには、設定したい位置
にフォーカスポイントを移動して、フォーカスポイントが点滅す
るまでフォーカスモードボタンを押しながら割り当てたボタンを
長押しします。
［プリセットフォーカスポイント］を選んでマルチセレクターの2
を押すと、割り当てたボタンを押したときの動作を設定できます。
［AFポイントを移動］：ボタンを押すと、プリセットフォーカス
ポイントに移動します。
［押している間のみ移動］：ボタンを押している間のみプリセッ
トフォーカスポイントが選ばれます。ボタンを放すと、元のフ
ォーカスポイントの位置に戻ります。

K

［フォーカスポ
イント中央リ
セット］

ボタンを押すと、フォーカスポイントが中央に戻ります。

F
［フォーカス位
置の登録］

ボタンを長押しすると、ピント位置（フォーカス位置）を登録できま
す。
［フォーカス位置の呼び出し］と組み合わせて使用することで、メ
モリーリコールの機能が使用できます。
［フォーカス位置の呼び出し］を割り当てた全てのボタンに同じピ
ント位置を登録する［一括登録］と、それぞれのボタンに異なる
ピント位置を登録する［個別登録］があります。
詳しい使い方は「フォーカス位置の登録/フォーカス位置の呼び出
しについて」（0 610）をご覧ください。

H
［フォーカス位
置の呼び出し］

ボタンを押すと［フォーカス位置の登録］で登録したピント位置（フ
ォーカス位置）にセットされます。
詳しい使い方は「フォーカス位置の登録/フォーカス位置の呼び出
しについて」（0 610）をご覧ください。

A ［AF-ON］

ボタンを押すと、AF-ONボタンを押したときと同様にカメラが自動
的に被写体にピントを合わせます。
フォーカスモードが AF-Cのときにボタンを押した場合、カスタム
メニュー g6［AF速度］で設定した速度でピント合わせを行いま
す。

634 g2：カスタムボタンの機能
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割り当てられる機能 内容

G
［AF-ON（高
速）］

ボタンを押すと、AF-ONボタンを押したときと同様にカメラが自動
的に被写体にピントを合わせます。
フォーカスモードが AF-Cのときにボタンを押した場合、カスタム
メニュー g6［AF速度］で設定した速度にかかわらず高速でピン
ト合わせを行います。

F ［AF-L］ ボタンを押している間、フォーカスロックを行います。

E
［AE-L（ホール
ド）］

ボタンを 1回押すと AEロックを行い、AEロック状態が維持されま
す。動画撮影をしても AEロックは解除されません。ただし、もう一
度ボタンを押すか、半押しタイマーがオフになると、AEロックを解
除します。

N
［AWB‑L（ホー
ルド）］

ホワイトバランスの設定が［オート］または［自然光オート］の場
合、ボタンを 1回押すとホワイトバランスが固定されます（オート
ホワイトバランスロック）。動画撮影をしてもオートホワイトバラン
スロックは解除されません。ただし、もう一度ボタンを押すか、半押
しタイマーがオフになるとオートホワイトバランスロックを解除し
ます。

O
［AE‑L/AWB‑L
（ホールド）］

ボタンを 1回押すと AEロックを行い、AEロック状態が維持されま
す。また、ホワイトバランスの設定が［オート］または［自然光オー
ト］の場合は、オートホワイトバランスロックされます。動画撮影を
しても AEロックおよびオートホワイトバランスロックは解除され
ません。ただし、もう一度ボタンを押すか、半押しタイマーがオフに
なるとどちらも解除されます。

C ［AE-L］ ボタンを押している間、AEロックを行います。

B ［AE-L/AF-L］ ボタンを押している間、AEロックとフォーカスロックを同時に行い
ます。

K
［FX/DX切り
換え］

ボタンを押すたびに、撮像範囲の［FX］と［DX］が切り替わりま
す。

p
［ビューアシス
ト］

ボタンを 1回押すと、カスタムメニュー g11［ビューアシスト］が
［ON］になります。もう一度ボタンを押すと、［OFF］になります。

E
［高周波フリッ
カー低減］

ボタンを 1回押すとシャッタースピードを細かいステップ幅で設定
できます。もう一度ボタンを押すと、元のステップ幅でシャッタース
ピードを設定します。
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割り当てられる機能 内容

L
［サイレントモ
ード］

ボタンを 1回押すとサイレントモードになります。もう一度ボタン
を押すと、サイレントモードを解除します。

M

［ライブビュー
情報表示の切
り換え］

ボタンを押すたびに、撮影画面の表示が切り替わります。表示する画
面はカスタムメニュー g16［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］
および g17［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］で設定できま
す。

b

［ライブビュー
情報表示の消
灯］

ボタンを 1回押すと撮影画面のアイコンや撮影情報を非表示にしま
す。もう一度ボタンを押すと、アイコンや撮影情報が表示されます。

b
［ガイドライン
表示］

ボタンを 1回押すと、撮影画面に構図用ガイドラインを表示します。
もう一度ボタンを押すと、ガイドラインの表示を終了します。表示す
るガイドラインの種類はカスタムメニュー g14［ガイドラインの種
類］で選べます。

p
［拡大画面との
切り換え］

ボタンを 1回押すと、フォーカスポイントを中心にして、設定した
拡大率で拡大表示します。もう一度ボタンを押すと、元の表示に戻り
ます。

D ［水準器表示］
ボタンを 1回押すと、撮影画面に水準器を表示します。もう一度ボ
タンを押すと、水準器の表示を終了します。表示する水準器の種類は
カスタムメニュー d17［水準器の種類］で選べます。

W
［フォーカスピ
ーキング表示］

フォーカスモードがMFの場合、ボタンを 1回押すとフォーカスピー
キングを表示します。もう一度ボタンを押すと、元の表示に戻りま
す。

O
［マイメニュ
ー］ ボタンを押すと、マイメニューを表示します。

3

［マイメニュー
のトップ項目
へジャンプ］

マイメニューの最上位に登録してある項目へジャンプします。よく使
うメニュー項目をマイメニューの最上位に登録して、この機能を使う
と便利です。

K ［再生］ ボタンを押すと再生画面を表示します。

l
［フィルター再
生］

ボタンを押すと再生メニュー［フィルター再生の条件設定］で設定し
た条件に合った画像を再生します。
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割り当てられる機能 内容

N
［フィルター再
生（条件設定）］

ボタンを押すと、再生メニュー［フィルター再生の条件設定］と同様
の設定画面を表示します。

t
［パワー絞り
（開放絞り側）］

ボタンを押している間は開放絞り側に絞りが動きます。［Fn2ボタ
ン］が［パワー絞り（最小絞り側）］のときは、自動的にこの項目
が選ばれます。
レンズの Fnリングを左に回すと開放絞り側に絞りが動きます。
［レンズの Fnリング（右回し）］が［パワー絞り（最小絞り側）］
のときは、自動的にこの項目が選ばれます。

q
［パワー絞り
（最小絞り側）］

ボタンを押している間は最小絞り側に絞りが動きます。［Fn1ボタ
ン］が［パワー絞り（開放絞り側）］のときは、自動的にこの項目
が選ばれます。
レンズの Fnリングを右に回すと最小絞り側に絞りが動きます。
［レンズの Fnリング（左回し）］が［パワー絞り（開放絞り側）］
のときは、自動的にこの項目が選ばれます。

i
［露出補正（＋
側）］

ボタンを押している間は+側に露出補正を行います。［Fn2ボタン］
が［露出補正（－側）］のときは、自動的にこの項目が選ばれま
す。
レンズの Fnリングを右に回すと+側に露出補正を行います。［レン
ズの Fnリング（左回し）］が［露出補正（－側）］のときは、自動
的にこの項目が選ばれます。

h
［露出補正（－
側）］

ボタンを押している間は－側に露出補正を行います。［Fn1ボタ
ン］が［露出補正（＋側）］のときは、自動的にこの項目が選ばれ
ます。
レンズの Fnリングを左に回すと－側に露出補正を行います。［レ
ンズの Fnリング（右回し）］が［露出補正（+側）］のときは、自
動的にこの項目が選ばれます。

I
［ハイレゾズー
ム（望遠側）］

ボタンを押している間はハイレゾズームで望遠側にズームインし
ます。［Fn2ボタン］が［ハイレゾズーム（広角側）］のときは、
自動的にこの項目が選ばれます。
レンズの Fnリングを右に回すと望遠側にズームインします。［レ
ンズの Fnリング（左回し）］が［ハイレゾズーム（広角側）］のと
きは、自動的にこの項目が選ばれます。
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割り当てられる機能 内容

J
［ハイレゾズー
ム（広角側）］

ボタンを押している間はハイレゾズームで広角側にズームアウト
します。［Fn1ボタン］が［ハイレゾズーム（望遠側）］のときは、
自動的にこの項目が選ばれます。
レンズの Fnリングを左に回すと広角側にズームアウトします。
［レンズの Fnリング（右回し）］が［ハイレゾズーム（望遠側）］
のときは、自動的にこの項目が選ばれます。

B
［ISO感度（高
感度側）］

レンズの Fnリングを右に回すと、高感度側に ISO感度が動きます。
［レンズの Fnリング（左回し）］が［ISO感度（低感度側）］のとき
は、自動的にこの項目が選ばれます。

C
［ISO感度（低
感度側）］

レンズの Fnリングを左に回すと、低感度側に ISO感度が動きます。
［レンズの Fnリング（右回し）］が［ISO感度（高感度側）］のとき
は、自動的にこの項目が選ばれます。

9
［ゼブラ表示の
検出モード］ ボタンを押すごとにゼブラ表示の検出モード設定を切り換えます。

1 ［動画撮影］ ボタンを押すと、動画撮影を開始します。もう一度ボタンを押すと、
動画撮影を終了します。

e
［AF‑ON ボタ
ンと同じ］ AF‑ONボタンの設定と同じ動作をします。

n
［撮影メニュー
切り換え］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、撮影メニューを切り
換えられます。

v ［撮影モード］ ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、撮影モードを
変更できます。

J
［撮像範囲選
択］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、動画モード時の撮像
範囲の設定を切り換えられます。動画記録中は、撮像範囲の切り換え
はできません。

E ［露出補正］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すか、レンズのコントロー
ルリングを回すと露出補正の設定を変更します。

9 ［ISO感度］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すか、レンズのコントロー
ルリングを回すと ISO感度の設定を変更します。
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割り当てられる機能 内容

m
［ホワイトバラ
ンス］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すと、動画のホワイ
トバランスを設定できます。ホワイトバランスの設定によっては、サ
ブコマンドダイヤルを回して種類を変更できます。

h
［ピクチャーコ
ントロール］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、ピクチャーコントロ
ールの設定を変更できます。

y

［アクティブ
D-ライティン
グ設定］

ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、動画のアクティブ
D-ライティングの設定を変更できます。

w ［測光モード］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、動画の測光モードの
設定を変更できます。

z

［フォーカスモ
ード/AFエリ
アモード］

ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回すとフォーカスモ
ード、サブコマンドダイヤルを回すと AFエリアモードの設定を変更
できます。

a
［操作のロッ
ク］

撮影モードがMのとき、ボタンを押しながらメインコマンドダイ
ヤルを回すと、シャッタースピードを固定します。撮影モードが
AまたはMのとき、ボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを
回すと、絞り値を固定します。
ボタンを押しながらマルチセレクターの1342を押すと、フォ
ーカスポイントの位置を固定します。

H ［マイク感度］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、マイク感度の設定を
変更できます。

X
［フォーカス
（M/A）］

レンズのコントロールリングを回すと、フォーカスモードの設定にか
かわらずマニュアルフォーカス撮影が行えます。カメラのシャッター
ボタンの半押しや AF-ON機能を割り当てたボタンを再度操作すると
オートフォーカスで撮影が可能となります。

q ［パワー絞り］ レンズのコントロールリングを回すと、絞り値の設定を変更します。

H
［ハイレゾズー
ム］

レンズのコントロールリングを回すと、ハイレゾズームでズームイ
ン/ズームアウトします。

［設定しない］ ボタンは機能しません。
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D パワー絞りについて
撮影モード AまたはMのときのみ動作します。
パワー絞りの動作中は画面にちらつきが発生することがあります。

コマンドダイヤルの設定について
コマンドダイヤルに設定できる項目は次の通りです。項目を選んで2を押すと、設定が変更できま
す。

割り当てられる機
能 内容

［露出設定］
各撮影モードでのメインコマンドダイヤルとサブコマンドダイヤルの機能を
入れ換えられます。42を押して撮影モードを選び、13を押すと機能が入
れ換わります。

［フォーカスモー
ド/AFエリアモー
ド設定］

フォーカスモードボタンを押しながらコマンドダイヤルを回したときに変更
される項目を入れ換えられます。

［拡大表示中のサ
ブコマンドダイヤ
ル］

拡大表示中にサブコマンドダイヤルを回したときの機能を設定できます。
［露出設定］を選ぶと、それぞれの撮影モードに設定したサブコマンドダイ
ヤルの機能を変更します。
［拡大/縮小］を選ぶと、拡大表示の倍率を変更できます。
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g3：操作のロック
Gボタン U Aカスタムメニュー

露出の設定またはフォーカスポイントをロックできます。

項目 内容

［シャッタースピードのロック］

［ON］に設定すると、撮影モードMではシャッタースピードを
現在の設定でロックします。
シャッタースピードをロックすると撮影画面と表示パネルに
Oアイコンが表示されます。

［絞り値のロック］

［ON］に設定すると、撮影モード AまたはMでは絞り値を現在
の設定でロックします。
絞り値をロックすると撮影画面と表示パネルに Oアイコンが
表示されます。

［フォーカスポイントのロック］

［ON］に設定すると、現在の位置でフォーカスポイントをロック
します。

AFエリアモードが［オートエリア AF］の場合はロックできま
せん。
AFエリアモードが［ターゲット追尾］の場合、被写体を追尾
している間は被写体の動きに合わせてフォーカスポイントが
移動します。
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項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を押す
と、オンMとオフ Uを切り換えられます。チェックボックスを
オンMにした項目のみ、サブコマンドダイヤルで選べるように
なります。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

g4：AFエリアモードの限定
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスモードボタンを押しながらサブコマンドダイヤルを回した場合に選べる AFエリアモード
を設定できます。
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g5：フォーカスモードの制限
Gボタン U Aカスタムメニュー

フォーカスモードを固定できます。［制限しない］以外を選ぶと、フォーカスモードボタンを押しなが
らメインコマンドダイヤルを回してもフォーカスモードは変わりません。
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動画モード時のピント合わせの速度を設定できます。

g6：AF速度
Gボタン U Aカスタムメニュー

設定した AF速度が有効な条件を［作動条件］で設定します。

項目 内容

D ［常時有効］ 動画モードの間は常に設定した AF速度で動作します。

E ［撮影中のみ有効］ 動画記録中のみ設定した AF速度で動作します。それ以外は最高速でピ
ントを合わせます。

D レンズの動作音について
AF速度を高速側に設定するほど、ピント合わせをするときのレンズの動作音が大きくなります。特に
［+5］に設定した場合は大きな動作音がすることがあるため、音が気になるときは低速側に設定してく
ださい。
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動画モード時の被写体にピントを合わせる感度を 1～7の範囲で設
定できます。

［7（鈍感）］に設定すると、元の被写体からピントが外れにくく
なります。
［1（敏感）］に設定すると、被写体がフォーカスポイントから外
れた場合、フォーカスポイントの範囲内にある他の被写体にすぐ
にピントを合わせます。

g7：AF追従感度
Gボタン U Aカスタムメニュー
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g8：ハイレゾズーム速度
Gボタン U Aカスタムメニュー

ハイレゾズームの速度を［低速］、［中速］、［高速］から選べます。カスタムメニュー g2［カスタムボ
タンの機能］の［Fn1ボタン］、［Fn2ボタン］、［レンズの Fnリング（右回し）］、［レンズの Fnリング
（左回し）］のいずれかにハイレゾズームの機能を割り当てている場合のみ有効です。
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g9：ISO感度ステップ幅拡張（Mモード）
Gボタン U Aカスタムメニュー

［する（1/6段）］に設定すると、撮影モードMでの動画モード時に、ISO感度のステップ幅を 1/6段
に変更できます。

ISO 64～25600の間を 1/6段で設定できます。
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g10：シャッタースピード延長（Mモード）
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、撮影モードM時のシャッタースピードをより低速に設定できます。
［OFF］に設定した場合、シャッタースピードの低速側の制限はフレームレートにより次のように異
なります。

120p：1/125
100p：1/100
60p：1/60
50p：1/50
30p：1/30
25p：1/25
24p：1/25

［ON］に設定すると、フレームレートを 60p～24pに設定している場合はシャッタースピードの低
速側の制限が 1/4に変更されます。120pおよび 100pに設定している場合は変更されません。
［ON］に設定してシャッタースピードを低速にすると、星景撮影など暗所撮影時に、ISO感度の上
昇を抑えることができます。
［ON］に設定して低速のシャッタースピードで撮影した場合、動画の複数のフレームに同じ映像が
記録されます。
［ON］に設定して低速のシャッタースピードで撮影する場合は、手ブレを抑えるために三脚を使用
することをおすすめします。
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g11：ビューアシスト
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、動画の階調モードを［HLG］または［N-Log］にしている場合にカメラの撮影
画面を簡易的に階調補正して表示します。

実際に記録している動画には影響ありません。
カメラで HLG動画または N-Log動画を再生する場合にも階調補正が適用されます。
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パターン 1 パターン 2

g12：ゼブラ表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

動画モード時に、指定した明るさの部分を斜線で表示できます。

ゼブラ表示の検出モード
斜線で表示する明るさの部分を［高輝度］、［中間輝度］または［しない］から選べます。どの部分を
高輝度として扱うかは［高輝度検出の範囲］、どの部分を中間輝度として扱うかは［中間輝度検出の範
囲］で設定できます。

ゼブラ表示の表示パターン
［パターン 1］または［パターン 2］を選ぶと、動画モード時にハイライト部分（非常に明るい部分）
を斜線で表示できます。

高輝度検出の範囲
［ゼブラ表示の検出モード］で［高輝度］を選んだ場合に、どの程度の明るさから高輝度として扱うか
を設定できます。

輝度は 120から 255の間で設定できます。値が小さいほど暗い部分も斜線で表示されます。
255を選ぶと、白とびする部分だけが斜線表示されます。

650 g12：ゼブラ表示



［ゼブラ表示の検出モード］で［中間輝度］を選んだ場合に、どの
程度の明るさの範囲を中間輝度として扱うかを設定できます。

［基準値］と［範囲］で検出したい輝度の部分を設定できます。
42を押して項目を選び、13で値を変更できます。

中間輝度検出の範囲

D ゼブラ表示について
フォーカスモードがマニュアルフォーカスの場合、ゼブラ表示およびフォーカスピーキングの両方を
有効にしているとフォーカスピーキングのみ表示されます。マニュアルフォーカス時にゼブラ表示し
たい場合は、カスタムメニュー a13［フォーカスピーキング］>［フォーカスピーキング表示］を［OFF］
に設定してください。

651 g12：ゼブラ表示



g13：ゼブラ表示の検出モード制限
Gボタン U Aカスタムメニュー

カスタムボタンに［ゼブラ表示の検出モード］を割り当てた場合に、ボタンを押したときに斜線表示
する輝度の範囲を設定できます。［高輝度］または［中間輝度］に設定してボタンを一度押すと設定し
た輝度の範囲が斜線表示され、もう一度ボタンを押すと斜線表示が消えます。

652 g13：ゼブラ表示の検出モード制限



g14：ガイドラインの種類
Gボタン U Aカスタムメニュー

動画モード時に表示する構図用ガイドラインの種類を選べます。選んだガイドラインは、カスタムメ
ニュー g16［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］（0 655）および g17［撮影画面カスタマイズ
（ファインダー）］（0 657）でbをオンMにした場合の画面表示に表示されます。

653 g14：ガイドラインの種類



RGBヒストグラムを表示しま
す。

ウェーブフォームモニターを
表示します。表示するサイズを
選べます。

g15：輝度情報の種類
Gボタン U Aカスタムメニュー

動画モード時に表示する輝度情報の種類を選べます。

項目 内容

［ヒストグラム］

［ウェーブフォームモニター］

［ウェーブフォームモニター 大］

654 g15：輝度情報の種類



［画面 2］～［画面 4］を選んでJボタンを押すと、オンMとオ
フ Uを切り換えられます。撮影時に DISPボタンを押すと撮影画
面が切り換わり、チェックボックスをオンMにした画面のみ表示
されます。［画面 1］はオフ Uにすることはできません。

［画面 1］～［画面 4］を選んでマルチセレクターの2を押すと、
その画面に表示する項目を設定できます。表示したい項目を選ん
でJボタンを押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。

g16：撮影画面カスタマイズ（画像モニター）
Gボタン U Aカスタムメニュー

動画モード時に DISPボタンを押して画像モニターに表示する画面を設定できます。

項目 内容

A ［基本撮影情報］ 撮影モードやシャッタースピード、絞り値などの設定を表示し
ます。

B ［詳細撮影情報］ フォーカスモードや AFエリアモード、ホワイトバランスなどの
設定を表示します。

C ［タッチ］
タッチ AFや iメニューなど、画像モニターをタッチして設定
を変更できる項目を表示します。

D ［水準器］ 水準器を表示します。水準器の種類はカスタムメニュー d17［水
準器の種類］で設定できます。

E ［輝度情報］ RGBヒストグラムまたはウェーブフォームモニターを表示しま
す。輝度情報の種類は g15［輝度情報の種類］で設定できます。

b ［ガイドライン］ 構図用ガイドラインを表示します。ガイドラインの種類はカス
タムメニュー g14［ガイドラインの種類］で設定できます。

F ［センターマーカー］ 撮影画面の中央を示す十字線を表示します。

655 g16：撮影画面カスタマイズ（画像モニター）



Gボタンを押すと、設定を完了します。

656 g16：撮影画面カスタマイズ（画像モニター）



g17：撮影画面カスタマイズ（ファインダー）
Gボタン U Aカスタムメニュー

動画モード時に DISPボタンを押してファインダーに表示する画面を設定できます。

［画面 2］または［画面 3］を選んでJボタンを押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。撮
影時に DISPボタンを押すと撮影画面が切り換わり、チェックボックスをオンMにした画面のみ表
示されます。［画面 1］はオフ Uにすることはできません。
［画面 1］～［画面 3］を選んでマルチセレクターの2を押すと、その画面に表示する項目を設定で
きます。表示したい項目を選んでJボタンを押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。項目
は［タッチ］を除きカスタムメニュー g16［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］（0 655）と
共通です。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

657 g17：撮影画面カスタマイズ（ファインダー）



g18：動画撮影中の赤枠表示
Gボタン U Aカスタムメニュー

［ON］に設定すると、動画記録時に撮影画面の周囲に赤枠が表示されます。動画記録中であることが
判別しやすく、記録ミスを防げます。

658 g18：動画撮影中の赤枠表示



メニュー画面でDタブを選ぶと、再生メニューが表示されます。

再生メニュー：再生で使える便利な機能

再生メニューについて

再生メニューの項目と初期設定は次の通りです。

［削除］：—
［再生フォルダー設定］：全てのフォルダー
［再生画面設定］
［フォーカスポイント］：U
［グループの先頭表示］：U
［露出情報］：U
［ハイライト］：U
［RGBヒストグラム］：U
［撮影情報］：U
［統合表示］：U
［画像のみ］：M
［ファイル情報］：U
［撮影基本情報］：M
［フラッシュ情報］：M
［ピクチャーコントロール/HLG情報］：M
［撮影情報その他］：M
［著作権情報］：M
［位置情報］：M
［IPTC情報］：M

［Wスロット同時削除の設定］：する（選択肢あり）
［分割記録時の再生スロット］：スロット 1
［フィルター再生の条件設定］
［プロテクト］：U
［画像の種類］：U
［レーティング］：U

659 再生メニューについて
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［送信指定（PC）］：U
［送信指定（FTP）］：U
［音声メモ］：U
［画像編集済み］：U

［グループ再生の設定］
［サブセレクターで先頭画像表示］：ON
［自動連続再生］：OFF
［サムネイルのグループ表示］：OFF

［撮影直後の画像確認］：しない
［削除後の次再生画像］：後ろのコマ
［連続撮影後の再生画像］：最後の画像
［画像の自動回転］：ON
［画像コピー］：—

660 再生メニューについて
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削除
Gボタン U D再生メニュー

複数の画像を一括して削除できます。詳しくは、「複数の画像をまとめて削除する」（0 239）をご覧
ください。

項目 内容

Q ［画像を選択して削除］ 選んだ画像を削除します。

d ［削除候補画像を一括削除］
レーティングで d（削除候補）に設定した全ての画像を削除し
ます。

i ［日付を選択して削除］ 選んだ日付に撮影した画像を一括で削除します。

R ［全画像を削除］

再生メニュー［再生フォルダー設定］で設定したフォルダー内
の全ての画像を削除します。
メモリーカードを 2枚使用している場合は、画像を削除する
スロットを選択できます。

661 削除



再生フォルダー設定
Gボタン U D再生メニュー

画像の再生時に表示するフォルダーを設定します。

項目 内容

（フォルダーグループ名）
表示されているフォルダーグループ名のフォルダー内の画像を再生し
ます。フォルダーグループ名は静止画撮影メニュー［記録フォルダー設
定］>［フォルダーグループ名変更］で変更できます。

［全てのフォルダー］ メモリーカード内の全てのフォルダーの画像を再生します。

［記録中のフォルダー］ 画像の記録に実際に使われているフォルダーの画像を再生します。

662 再生フォルダー設定



再生画面設定
Gボタン U D再生メニュー

1コマ表示モード時の再生画面の表示に関する設定ができます。

追加したい項目を選び、マルチセレクターの2を押すとオンMとオフ Uを切り換えられます。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

項目 内容

［フォーカスポイント］
オンMにすると、撮影時に使用したフォーカスポイントを
表示します。

［グループの先頭表示］

オンMにすると、連続撮影グループ先頭の画像にcアイ
コンとグループの総枚数を表示します。

［露出情報］

オンMにすると、マルチセレクターの13または DISPボ
タンを押したときに情報画面を表示します。

［ハイライト］

［RGBヒストグラム］

［撮影情報］

［統合表示］

［画像のみ］

［ファイル情報］

663 再生画面設定



項目 内容

［撮影基本情報］

オンMにすると、1 コマ表示モードが［撮影情報］の場合
に詳細情報ページに項目を表示します。

［フラッシュ情報］

［ピクチャーコントロール/HLG情報］

［撮影情報その他］

［著作権情報］

［位置情報］

［IPTC情報］

664 再生画面設定



静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］を［バックアップ記録］、
［RAW+JPEG分割記録］または［JPEG+JPEG分割記録］に設定し
て同時記録または分割記録した画像の一方を削除する場合に、もう
一方も同時に削除するかどうかを設定できます。

Wスロット同時削除の設定
Gボタン U D再生メニュー

項目 内容

［する（選択肢あり）］
一方の画像を削除しようとしたときに、削除確認の画面を表示して、同時
削除するかどうかを選べます。マルチセレクターの2を押すと、削除確認
画面でどちらの選択肢にカーソルが当たっているかを設定できます。

［する］
削除確認の画面で［1と2の同一画像］が固定で表示され、［はい］を選
ぶと同時削除を行います。

［しない］ 同時記録していない画像と同じ削除確認の画面が表示されます。画像の同
時削除は行いません。

665 Wスロット同時削除の設定



分割記録時の再生スロット
Gボタン U D再生メニュー

静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］を［RAW+JPEG分割記録］または［JPEG+JPEG分割記録］
に設定して分割記録したときに再生するスロットを選びます。

666 分割記録時の再生スロット



フィルター再生の条件設定
Gボタン U D再生メニュー

フィルター再生（0 234）する場合に、どの条件の画像を再生するかを設定できます。

667 フィルター再生の条件設定



1回の連続撮影で記録した画像（連続撮影グループ）の再生方法を
設定できます。

グループ再生の設定
Gボタン U D再生メニュー

サブセレクターで先頭画像表示
項目 内容

［ON］
1コマ表示時にサブセレクターを左右に倒すと連続撮影の最初のコマだけを表示します。
連続撮影ではない画像の場合、1コマずつ画像送りされます。サブセレクターを上下に倒
すと、連続撮影グループ内の画像も 1コマずつ表示します。

［OFF］ サブセレクターを上下左右に倒したときの動作はマルチセレクターを操作したときと同
じになります。

自動連続再生
［ON］に設定すると、1コマ表示時に連続撮影グループ先頭の画像を表示したまま数秒間経過した場合
に、連続撮影グループ内の画像を自動で画像送りします。連続撮影グループの最後の画像まで表示す
ると、画像送りは停止します。

サムネイルのグループ表示
［ON］に設定すると、サムネイル表示時に連続撮影グループ先頭の画像のみを表示します。連続撮影
グループ先頭の画像にはcアイコンとグループの総枚数が表示されます。

1コマ表示時は連続撮影グループ内の全ての画像が表示されます。
［サムネイルのグループ表示］を［ON］に設定すると、再生時の iメニュー［グループの一括操
作］が有効になります（0 222）。

668 グループ再生の設定



撮影直後の画像確認
Gボタン U D再生メニュー

撮影直後に画像を自動的に表示するかどうかを設定します。

項目 内容

［する］

画像モニターを見ながら撮影している場合は画像モニターに、
ファインダーを見ながら撮影している場合はファインダーに撮
影画像を表示します。
モニターモードが［ファインダー優先 2］の場合、ファイン
ダーから顔を離すことで撮影画像が画像モニターに表示され
ます。

［する（画像モニター表示のみ）］
画像モニターを見ながら撮影している場合にのみ画像モニター
に撮影画像を表示します。モニターモードが［ファインダーの
み］の場合、ファインダーには撮影画像を表示しません。

［しない］ 撮影画像を表示確認するには、Kボタンを押してください。

669 撮影直後の画像確認



削除後の次再生画像
Gボタン U D再生メニュー

画像を削除した後に表示する画像を設定できます。

項目 内容

S ［後ろのコマ］ 削除した画像の次に撮影した画像を表示します。
最後の画像を削除した場合は、1つ前の画像を表示します。

T ［前のコマ］
削除した画像の前に撮影した画像を表示します。
最初の画像を削除した場合は、次に撮影した画像を表示し
ます。

U ［直前コマ送り方向に従う］

直前のコマ送りが前の画像から後の画像の順番のときは、
［後ろのコマ］と同じ動作になります。
直前のコマ送りが後の画像から前の画像の順番のときは、
［前のコマ］と同じ動作になります。

670 削除後の次再生画像



連続撮影後の再生画像
Gボタン U D再生メニュー

最後に撮影した画像が連続撮影の場合、画像を再生したときに連続撮影した最初のコマまたは最後の
コマのどちらを表示するかを設定できます。

再生メニュー［撮影直後の画像確認］が［しない］に設定されている場合のみ有効です。

DSC_0001.jpg DSC_0002.jpg DSC_0003.jpg DSC_0004.jpg DSC_0014.jpg DSC_0015.jpg

1

2 3

最後に撮影した画像（連続撮影）
［先頭の画像］設定時に表示
［最後の画像］設定時に表示

671 連続撮影後の再生画像
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画像の自動回転
Gボタン U D再生メニュー

［ON］に設定すると、縦位置で撮影した画像を横位置で再生する場合、または横位置で撮影した画像
を縦位置で再生する場合に、画像が自動的に回転します。

D 画像の自動回転についてのご注意
［画像の自動回転］を［ON］に設定しても、撮影直後の画像確認時は自動回転しません。

672 画像の自動回転



［コピー元の選択］を選ぶ

［コピー元の選択］を選んでマルチセレクターの2を押すと、
［コピー元の選択］画面が表示されます。

コピー元画像があるスロットを選ぶ

コピーしたい画像が入っているカードのスロットを選んでJ
ボタンを押すと、［画像コピー］画面に戻ります。

画像コピー
Gボタン U D再生メニュー

メモリーカードを 2枚使用しているときに、メモリーカード内の画像をもう一方のメモリーカードに
コピーできます。

項目 内容

［コピー元の選択］ コピーしたい画像があるスロットを選びます。

［コピー元画像の選択］ コピーしたい画像を選びます。

［コピー先フォルダーの選択］ ［コピー元の選択］で選ばなかったスロットにあるフォルダーを画
像のコピー先として選びます。

［コピー実行］ コピーを実行します。

画像のコピー方法

673 画像コピー
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［コピー元画像の選択］を選ぶ

［コピー元画像の選択］を選んで2を押すと、［コピー元画像の
選択］画面が表示されます。

コピー元画像があるフォルダーを選ぶ

コピー元画像のあるフォルダーを選んで2を押すと、［画像
選択の初期状態］画面が表示されます。
スロットにある全ての画像をコピーする場合は、［スロット
内の全画像］を選んでJボタンを押し、手順 10に進んでく
ださい。

画像の選択方式を選ぶ

コピー画像の選び方は、次の 3通りがあります。

項目 内容

［全画像非選択］
フォルダー内の全ての画像が選ばれていない状態で表示されます。
コピーする画像を 1枚ずつ自分で選びたい場合に適していま
す。

［全画像選択］ フォルダー内の全ての画像が選ばれた状態で表示されます。
フォルダー内の全画像をコピーしたい場合に適しています。

［プロテクト画像選択］ フォルダー内のプロテクトされている画像だけが選ばれた状態で
表示されます。

674 画像コピー
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コピーする画像を選ぶ

マルチセレクターで画像を選んでW（Q）ボタンを押すと、
チェックがオン になります。もう一度W（Q）ボタンを
押すと、オフ になります。
Xボタンを押している間、選択中の画像を拡大表示します。
コピーしたい全ての画像に を入れてからJボタンを押す
と、［画像コピー］画面に戻ります。

［コピー先フォルダーの選択］を選ぶ

［コピー先フォルダーの選択］を選んで2を押すと、［コピー先
フォルダーの選択］画面が表示されます。

コピー先フォルダーの選択方法を選ぶ

コピー先フォルダーの選択方法を選んで2を押します。

コピー先のフォルダー番号を
入力して指定します
（0 411）。指定したフォルダ
ー番号のフォルダーがない場
合は、フォルダーを新規作成し
ます。

既存フォルダーの一覧表示か
ら、コピー先フォルダーを選び
ます。

項目 内容

［フォルダー番号指定］

［既存フォルダーから選択］

675 画像コピー
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［コピー実行］を選ぶ

［コピー実行］を選んでJボタンを押すと、コピーの確認画面
が表示されます。

［はい］を選ぶ

［コピーしますか？］というメッセージと、コピーする枚数
が表示されます。
［はい］を選んでJボタンを押すと、コピーを実行します。
コピーが終了したら、もう一度Jボタンを押してコピーを
完了します。

コピー先フォルダーに同じファイル番号が存在する場合、図のよ
うな画面が表示されます。このとき、［上書き］または［全て上書
き］を選ぶと、コピー元の画像に上書きされますのでご注意くだ
さい。ただし、コピー先の画像にプロテクトが設定されている場
合は、上書きできません。［スキップ］を選ぶと、上書きせずに残
りの画像のコピーを続けます。［キャンセル］を選ぶと、コピーを
中止します。

コピー先フォルダーを選ぶ

それぞれの画面で、フォルダー番号を指定または選んでJボタンを押すと、コピー先フォルダ
ーを設定して［画像コピー］画面に戻ります。

D 画像コピーについてのご注意
コピー先メモリーカードの残量がない場合、コピーできません。

プロテクトおよびレーティングの設定はコピー先の画像に引き継がれます。
動画をコピーするときは、バッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、付属の本体
充電 ACアダプター、または別売のパワーコネクターと ACアダプターをお使いください。

676 画像コピー
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メニュー画面で Bタブを選ぶと、セットアップメニューが表示され
ます。

セットアップメニュー：カメラを使いや
すくする基本設定

セットアップメニューについて

セットアップメニューの項目と初期設定は次の通りです。

［カードの初期化（フォーマット）］：—
［言語（Language）］：（国や地域により異なります）
［タイムゾーンと日時］
［タイムゾーン］：（国や地域により異なります）
［日時の設定］：—
［日付の表示順］：（国や地域により異なります）
［夏時間の設定］：OFF

［モニターの明るさ］：0
［モニターのカラーカスタマイズ］：A-B: 0、G-M: 0
［ファインダーの明るさ］：オート
［ファインダーのカラーカスタマイズ］：A-B: 0、G-M: 0
［ファインダー表示サイズ（静止画 Lv）］：標準
［モニターモードの限定］
［自動表示切り換え］：M
［ファインダーのみ］：M
［モニターのみ］：M
［ファインダー優先 1］：M
［ファインダー優先 2］：M

［画面情報の自動回転］：ON
［AF微調節の設定］
［AF微調節の適用］：OFF
［レンズの調節と登録］：—
［未登録レンズの調節］：—
［登録済みレンズリスト］：—

677 セットアップメニューについて
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［装着レンズの調節値を選択］：—
［レンズ情報手動設定］
［レンズ No.］：1
［焦点距離（mm）］：– –
［開放絞り値］：– –

［フォーカス位置の記憶］：OFF
［自動電源 OFF温度］：標準
［電源 OFF時のセンサーシールド］：閉じない
［イメージセンサークリーニング］
［電源スイッチに連動］：電源 OFFで実行

［イメージダストオフデータ取得］：—
［ピクセルマッピング］：—
［画像コメント］
［コメント添付］：OFF

［著作権情報］
［著作権情報添付］：OFF

［IPTC］
［編集と登録］：—
［削除］：—
［撮影時自動付加］：しない
［メモリーカードを使用］：—

［音声メモの設定］
［録音の操作］：押し続けている間録音
［音声の出力（再生）］：スピーカー/ヘッドホン

［電子音］
［電子シャッター音設定］：ON
［電子音設定］：無効
［音量］：2
［音の高さ］：低音

［サイレントモード］：OFF
［タッチ操作］
［タッチ操作の設定］：有効
［グローブモード］：OFF

［HDMI］
［出力解像度］：オート
［出力レンジ］：オート
［出力映像への情報表示］：ON
［出力中のカメラ側表示］：ON

［USB接続時の優先］：画像転送優先
［位置情報（内蔵）］
［位置情報記録］：OFF
［半押しタイマー］：ON
［衛星による日時合わせ］：OFF
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［ログ取得］：—
［ログリスト］：—
［情報表示］：—

［リモコン（WR）設定］
［LEDランプの点灯］：ON
［リンクモード］：ペアリング

［リモコン（WR）の Fnボタンの機能］：設定しない
［認証情報］：—
［電池チェック］：—
［USB給電］：ON
［パワーセーブ（静止画モード）］：OFF
［カードなし時レリーズ］：レリーズ許可
［メニュー設定の保存と読み込み］：—
［カメラの初期化］：—
［ファームウェアバージョン］：—

679 セットアップメニューについて
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メモリーカードを初期化（フォーマット）します。新しいメモリー
カードを使用する場合や、他のカメラやパソコンで初期化したメモ
リーカードを使用する場合は、このカメラで初期化してから使用し
てください。初期化したいスロットを選んで［はい］を選ぶと、選
んだスロットのメモリーカードを初期化します。初期化すると、カ
ード内のデータは全て削除されます。カード内に必要なデータが残
っている場合は、初期化の前にパソコンなどに保存してください。

カードの初期化（フォーマット）
Gボタン U Bセットアップメニュー

D カードの初期化についてのご注意
［カードの初期化（フォーマット）中です。］のメッセージが画像モニターに表示されている間は、電
源を OFFにしたり、メモリーカードを取り出したりしないでください。

ヒント：ボタン操作による初期化 
O（Q）ボタンとS（Q）ボタンを同時に 2秒以上押すと、初期化するスロットの選択画面が表示
されます。

［はい（物理フォーマット）］が表示された場合
物理フォーマットに対応した CFexpressカードをお使いの場合、初期化したいスロットを選んだ後に
［はい］の代わりに［はい（物理フォーマット）］と［はい（クイックフォーマット）］の選択肢が表示
されます。
［はい（物理フォーマット）］を選んだ場合、CFexpressカード内の全ての記憶領域を初期化（物理
フォーマット）します。データを完全に削除する場合や、CFexpressカードへの書き込みや読み出
しの速度が遅くなったと感じた場合に行ってください。
［はい（クイックフォーマット）］を選んだ場合、従来と同じ方法で CFexpressカードを初期化しま
す。

D 物理フォーマットについてのご注意
物理フォーマットはクイックフォーマットに比べて処理に時間がかかります。

680 カードの初期化（フォーマット）



ヒント：クイックフォーマットと物理フォーマットについて
クイックフォーマットの場合、ファイルの管理情報が変更されるだけで、データは完全には削除され
ません。物理フォーマットは CFexpressカード内の全てのデータが完全に消去されます。CFexpressカ
ードを譲渡/廃棄する際は、物理フォーマットすることをおすすめします。

681 カードの初期化（フォーマット）



言語（Language）
Gボタン U Bセットアップメニュー

メニュー画面やメッセージの表示言語を設定できます。お買い上げの国や地域によって、表示される
言語は異なります。

682 言語（Language）



タイムゾーンと日時
Gボタン U Bセットアップメニュー

現在地と日時、年月日の表示順を設定します。定期的に日時設定を行うことをおすすめします。

項目 内容

［タイムゾーン］ 現在地のタイムゾーンを選びます。現在地のタイムゾーンを変更すると、［日時
の設定］で設定された日時が、時差に合わせて自動的に更新されます。

［日時の設定］ ［タイムゾーン］で選ばれているタイムゾーンの時刻を設定します。

［日付の表示順］ 日付の年、月、日の表示順を選びます。

［夏時間の設定］
現在地で夏時間が実施されている場合は［ON］に、そうでない場合は［OFF］
に設定します。［ON］にすると、時刻が 1時間進みます。初期設定は［OFF］で
す。

カメラの内蔵時計の設定が初期化されている場合、撮影画面にtマークが表示されて警告します。

683 タイムゾーンと日時



モニターの明るさ
Gボタン U Bセットアップメニュー

画像モニターの明るさをマルチセレクターの13を押して調整できます。+にすると明るく、－にす
ると暗くなります。

［モニターの明るさ］は、画像モニターが表示されている状態で調整してください。ファインダーを
見ている状態や、モニターモードが［ファインダーのみ］の場合は調整できません。
画像モニターを明るくすると、バッテリーの消耗が早くなります。

684 モニターの明るさ



マルチセレクターで画像モニターの色味を調整できます。
1342を押すたびに、画像モニターの色味が次のように変わり
ます。Jボタンを押すと決定します。

グリーンが強くなる
アンバーが強くなる
マゼンタが強くなる
ブルーが強くなる

1
2
3
4

W（Q）ボタンを押すと、画像の選択画面が表示されます。画像
を選んでJボタンを押すと、選んだ画像がサンプルとして表示
されます。
画像の選択画面で Xボタンを押すと、ボタンを押している間、
選んだ画像を拡大表示します。

モニターのカラーカスタマイズ
Gボタン U Bセットアップメニュー

画像モニターの色調を好みに合わせて変更できます。

［モニターのカラーカスタマイズ］は、画像モニターが表示されている状態で調整してください。フ
ァインダーを見ている状態や、モニターモードが［ファインダーのみ］の場合は調整できません。

画像モニターの色味を調整すると、撮影画面やメニュー表示、画像再生時の表示全てに反映されま
すが、撮影した画像または動画には反映されません。
最後に撮影した画像または最後に再生した画像がサンプルとして表示されます。撮影した画像がメ
モリーカード内にない場合、グレーで表示されます。

685 モニターのカラーカスタマイズ



ファインダーの明るさ
Gボタン U Bセットアップメニュー

ファインダーの明るさを調整できます。［ファインダーの明るさ］は、ファインダーを見ている状態
で調整してください。画像モニターが表示されている状態や、モニターモードが［モニターのみ］
の場合は調整できません。
ファインダーを明るくすると、バッテリーの消耗が早くなります。

項目 内容

［オート］ 周囲の明るさによってファインダーの明るさを自動で調整します。

［マニュアル］
マルチセレクターの13を押して調整できます。+にすると明るく、－にすると暗
くなります。

686 ファインダーの明るさ



ファインダーのカラーカスタマイズ
Gボタン U Bセットアップメニュー

ファインダーの色調を好みに合わせて変更できます。［ファインダーのカラーカスタマイズ］は、ファ
インダーを見ている状態で調整してください。画像モニターが表示されている状態や、モニターモー
ドが［モニターのみ］の場合は調整できません。調整方法は［モニターのカラーカスタマイズ］
（0 685）と同様です。

687 ファインダーのカラーカスタマイズ



ファインダー表示サイズ（静止画 Lv）
Gボタン U Bセットアップメニュー

静止画モードでファインダーを見ながら撮影する場合に、ファインダーの表示倍率を［標準］または
［小さめ］から選べます。［小さめ］に設定すると、全体が確認しやすくなります。

688 ファインダー表示サイズ（静止画 Lv）



モニターモードの限定
Gボタン U Bセットアップメニュー

Mボタンを押して切り換えられるモニターモードを設定できます。

項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を押すと、オンMとオフ Uを切り換えられ
ます。チェックボックスをオンMにした項目のみ選べるようになります。
Gボタンを押すと、設定を完了します。

689 モニターモードの限定



画面情報の自動回転
Gボタン U Bセットアップメニュー

［ON］に設定すると、カメラを縦位置に構えて撮影する場合に、撮影画面に表示されるアイコンも縦
位置表示用の配置になります。

690 画面情報の自動回転



［レンズの調節と登録］で登録し
たレンズを一覧表示します。登録
リストからレンズを選んで2を
押すと、［識別番号］画面が表示
されます。

AF微調節の設定
Gボタン U Bセットアップメニュー

装着したレンズのピント位置を、好みなどに合わせて微調節できます。

必要な場合のみ AF微調節を行ってください。
AF微調節は、普段の撮影でよく使用する撮影距離で行うことをおすすめします。たとえば、近い距
離で AF微調節を行った場合、遠い被写体に対しては AF微調節の効果が低下することがあります。

項目 内容

［AF微調節の適用］ ［ON］に設定すると、AF微調節の設定が有効になります。

［レンズの調節と登録］

装着しているレンズの微調節値を登録できます。マルチセレクター
の13を押して項目を選び、42を押して＋ 20～－20の範囲で調
節できます。
ピントの合う位置は、微調節値が大きいほどカメラから遠ざか
り、微調節値が小さいほどカメラに近づきます。
画面には今回の微調節値と、前回設定した微調節値が表示されま
す。
最大 40種類のレンズを登録できます。
すでに登録してあるレンズを装着している場合、微調節値を上書
きするか、新規登録するかを選べます。

［未登録レンズの調節］
［レンズの調節と登録］で登録していないレンズを装着したときに、
一律で微調節する値を設定します。42を押して、＋ 20～－20の
範囲で調節できます。

［登録済みレンズリスト］

［識別番号］画面では、レンズの識別番号を入力できます。
Zマウントレンズと一部の Fマウントレンズは、シリアル番号が
自動的に入力されます。

691 AF微調節の設定



項目 内容

［装着レンズの調節値を選択］ 同じ種類のレンズを複数登録してある場合に、カメラに装着してい
るレンズにどの調整値を設定するかを選べます。

D 登録したレンズを削除するには
［レンズの調節と登録］で登録したレンズを削除するには、［登録済みレンズリスト］画面の一覧表示
から削除したいレンズを選んで、O（Q）ボタンを押します。

AF微調節の設定と微調節値の登録方法
AF微調節の設定を行うレンズをカメラに装着する

セットアップメニュー［AF微調節の設定］で［レンズの調節と登録］を選んで2を押す
AF微調節の設定画面が表示されます。

42を押して微調節値を変更する

＋ 20～－20の範囲で調節できます。
今回の微調節値は gで、前回設定した微調節値は oで表示されます。
ズームレンズを装着している場合は、広角側（WIDE）と望遠側（TELE）で個別に調節できま
す。広角側と望遠側を切り換えるには13を押します。
ピントの合う位置は、微調節値が大きいほどカメラから遠ざかり、微調節値が小さいほどカ
メラに近づきます。

Jボタンを押して設定を登録する

692 AF微調節の設定
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未登録レンズ装着時の微調整値の設定方法

セットアップメニュー［AF微調節の設定］で［未登録レンズの調節］を選んで2を押す

42を押して微調節値を変更する

＋ 20～－20の範囲で調節できます。
今回の微調節値は gで、前回設定した微調節値は oで表示されます。
ピントの合う位置は、微調節値が大きいほどカメラから遠ざかり、微調節値が小さいほどカ
メラに近づきます。

Jボタンを押して設定を登録する

693 AF微調節の設定
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レンズ情報手動設定
Gボタン U Bセットアップメニュー

別売のマウントアダプターを使用して装着する非 CPUレンズの情報を登録します。非 CPUレンズの焦
点距離と開放絞り値をカメラに登録することにより、手ブレ補正機能（ボディー内手ブレ補正）など
カメラの一部の機能が使えるようになります。

項目 内容

［レンズ No.］ レンズ情報を登録するレンズ No.を選びます。

［焦点距離（mm）］ レンズの焦点距離を選びます。

［開放絞り値］ レンズの開放絞り値を選びます。

694 レンズ情報手動設定



フォーカス位置の記憶
Gボタン U Bセットアップメニュー

［ON］に設定すると、ピント合わせを行った後にカメラの電源を OFFにして再度 ONにした場合も、
ピント位置を保持します。ただし、カメラの電源を ONにしてから操作ができるようになるまで時間
がかかることがあります。

［ON］に設定していても、ズーム操作や環境温度の変化によっては、カメラの電源を OFFにする前
と再度 ONにした後でピント位置が変わる場合があります。
［OFF] に設定していても、カメラやレンズの状態によってはピント位置が保持されることがありま
す。
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［標準］に設定した場合、カメラ内部の温度が上昇するに従って
J、Kアイコンが表示され、さらに温度が上昇するとカウントダ
ウンが表示されます。
［高］に設定した場合、カメラ内部の温度が上昇するに従って J、
K、Mアイコンが表示され、さらに温度が上昇するとカウント
ダウンが表示されます。
カウントダウンが 0になると、カメラの電源が自動的にオフにな
り、撮影ができなくなります。

自動電源 OFF温度
Gボタン U Bセットアップメニュー

カメラ内部の温度上昇時に、カメラの電源が自動的にオフなるまでの温度を［標準］または［高］で
設定できます。

D ［自動電源 OFF温度］を［高］に設定した場合のご注意
［高］に設定すると撮影ができなくなるまでの時間を長くすることができますが、カメラ本体が高温に
なります。このため、三脚などのご使用をおすすめします。

D カメラが高温になった場合のご注意
［高］に設定しても、撮影条件によってはすぐにカウントダウンが始まることがあります。
カメラが高温になると、画質が低下する場合があります。
カメラが高温になった場合、カメラ内のメモリーカードも高温になることがあります。その場合は
温度が下がるまでカメラ本体やカードに触らないでください。
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［閉じる］に設定すると、カメラの電源 OFF時に撮像素子の前にあ
るセンサーシールドが閉じます。レンズ交換時にゴミやほこりが付
着するのを防ぎやすくなります。ただし、カメラの電源を ONにし
てから操作ができるようになるまで時間がかかることがあります。

電源 OFF時のセンサーシールド
Gボタン U Bセットアップメニュー

D センサーシールド使用時のご注意
閉じているセンサーシールドに触れると、故障の原因になります。
センサーシールドが閉じているときにレンズ交換をする場合、カメラとレンズのマウントが真っ直
ぐになるように取り付けてください。レンズを傾けて装着しようとすると、センサーシールドに接
触してセンサーシールドやイメージセンサーが破損するおそれがあります。
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イメージセンサークリーニング
Gボタン U Bセットアップメニュー

レンズを取り付けるときなどに、撮像素子前面にゴミやほこりが付くと、画像に影が写り込むことが
あります。イメージセンサークリーニングを作動させると、撮像素子前面のゴミをふるい落とすこと
ができます。

項目 内容

［実行］ イメージセンサークリーニングを実行します。

［電源スイッチに連動］

［電源 OFFで実行］：電源 OFFと同時にイメージセンサークリーニング
が作動します。
［実行しない］：電源 ON、OFFしてもイメージセンサークリーニングは
作動しません。
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［開始］を選んでJボタンを押すと、［イメージダストオフ
データ取得］画面が表示されます。

［イメージセンサークリーニング後 開始］を選んでJボタン
を押すと、すぐにイメージセンサークリーニングを実行しま
す。イメージセンサークリーニングの実行後に、［イメージ
ダストオフデータ取得］画面が表示されます。
データ取得を取り消したいときは、Gボタンを押してくだ
さい。

イメージダストオフデータ取得
Gボタン U Bセットアップメニュー

NX Studioの「イメージダストオフ機能」を使うためのデータを取得します。イメージダストオフと
は、カメラの撮像素子の前面に付いたゴミの写り込みを RAW画像から取り除く機能です。イメージダ
ストオフ機能については、NX Studioのヘルプをご覧ください。

イメージダストオフデータ取得の手順

イメージダストオフデータの取得方法を選ぶ

レンズ先端から 10cm程度離れた、明るく白い無地の被写体を画面いっぱいにとらえ、シャッ
ターボタンを半押しする

オートフォーカスのときは、カメラが自動的に無限遠にピントを合わせます。
マニュアルフォーカスのときは、手動で無限遠に合わせてください。
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被写体が明るすぎ、または暗すぎたために、データが取得で
きなかった場合は、画像モニターにメッセージが表示されて
手順 1の状態に戻ります。被写体の明るさを変えて、もう一
度撮影してください。

イメージダストオフデータをカメラで再生すると、図のように表
示されます。

シャッターボタンを全押ししてイメージダストオフデータを取得する

シャッターボタンを押すと、画像モニターが消灯します。

D イメージセンサークリーニングについてのご注意
イメージセンサークリーニングを実行する前に取得したイメージダストオフデータは、クリーニング
実行後に撮影した画像とゴミの位置が一致しなくなるため、NX Studioのイメージダストオフ機能を使
用できません。イメージセンサークリーニング機能とイメージダストオフ機能を併用する場合は、［イ
メージセンサークリーニング後 開始］を選択後に撮影することをおすすめします。

D イメージダストオフデータ取得についてのご注意
お使いになるレンズは、FXフォーマットで焦点距離が 50mm以上のレンズをおすすめします。
ズームレンズは望遠側にしてください。
DXレンズを装着している場合、イメージダストオフデータは取得できません。
取得したイメージダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞り値を変更して撮影した画像に
も適用できます。
イメージダストオフデータは画像処理ソフトウェアなどで開けません。
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ピクセルマッピング
Gボタン U Bセットアップメニュー

撮像素子のチェックと最適化を行います。撮影した画像に予期しない輝点が記録されて気になる場合
は、次の手順でピクセルマッピングを行ってください。

Zマウントレンズ、または別売のマウントアダプター FTZ II/FTZを装着しているときのみピクセル
マッピングを実行できます。
作業中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、付属の本体充電 ACアダプタ
ー、または別売のパワーコネクターと ACアダプターをお使いください。
［実行］を選ぶとピクセルマッピングを開始します。実行中は、画像モニターに実行中のメッセージ
が表示されます。

D ピクセルマッピングについてのご注意
ピクセルマッピング中は、カメラの操作はできません。カメラの電源を OFFにしたり、バッテリー
や ACアダプターを取り外さないでください。
カメラ内部の温度が高くなっているときは、ピクセルマッピングを実行できない場合があります。
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［コメント添付］を［ON］に設定すると、登録したコメントを画像
に添付できます。

画像コメント
Gボタン U Bセットアップメニュー

あらかじめコメントを登録しておき、撮影する画像に添付できます。添付されたコメントは、NX Studio
の［情報］タブで確認できます。

コメント入力
36文字までのコメントを登録できます。［コメント入力］を選んでマルチセレクターの2を押すと、
画像コメントの入力画面が表示されます。入力画面での文字の入力方法については、「入力画面の操作
方法について」（0 65）をご覧ください。

コメント添付

D 画像情報に表示される画像コメントについて
入力・添付された画像コメントは、再生画面の撮影情報にある［撮影情報その他］ページに表示さ
れます。
撮影情報の［撮影情報その他］ページを表示するには、再生メニュー［再生画面設定］で［撮影情
報］および［撮影情報その他］のチェックボックスをオンMにしてください。
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［著作権情報添付］を［ON］に設定すると、登録した著作権情報を
画像に添付できます。

著作権情報
Gボタン U Bセットアップメニュー

撮影した画像に著作権情報を添付することができます。添付された著作権情報は、NX Studioの［情
報］タブで確認できます。

撮影者名入力、著作権者名入力
36文字までの撮影者名と、54文字までの著作権者名を登録できます。［撮影者名入力］または［著作
権者名入力］を選んでマルチセレクターの2を押すと名前の入力画面が表示されます。入力画面での
文字の入力方法については、「入力画面の操作方法について」（0 65）をご覧ください。

著作権情報添付

D 著作権情報に関するご注意
カメラを貸したり譲渡したりする場合は、撮影者名や著作権者名の違法な使用を防ぐため、［著作権
情報添付］を必ず［OFF］にしてください。また、撮影者名と著作権者名は空欄にしてください。
［著作権情報］の使用によって生じたトラブルや損害など、当社は一切責任を負いません。

D 画像情報に表示される著作権情報について
入力・添付された著作権情報は、再生画面の撮影情報にある［著作権情報］ページに表示されます。
撮影情報の［著作権情報］ページを表示するには、再生メニュー［再生画面設定］で［撮影情報］
および［著作権情報］のチェックボックスをオンMにしてください。
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IPTC情報をカメラで新規作成または編集して、撮影した静止画に添
付することができます。

パソコンで作成した IPTCプリセット（IPTC情報）をカメラに読
み込んで登録することもできます。
パソコンで IPTCプリセットを作成したり、メモリーカードに保
存したりするには、IPTCプリセット登録用ソフトウェア
（0 708）をご使用ください。

IPTC
Gボタン U Bセットアップメニュー

IPTCプリセットの新規作成/編集
［編集と登録］を選んでマルチセレクターの2を押すと、［編集/登録対象を選択］画面が表示され、
IPTCプリセットの新規作成または編集が行えます。

IPTCプリセットを選んで2を押すと、IPTCプリセット名の変更や、内容の編集ができます。IPTC
プリセットを新規作成したい場合は、「Unused」の項目を選んで2を押します。
［登録名の変更］：IPTCプリセット名を変更できます。
［登録内容の編集］：IPTCプリセット項目が一覧表示されます（0 707）。項目を選ぶと、登録内
容変更画面が表示されます。

IPTCプリセットを選んで Xボタンを押すと、IPTCプリセットの内容を複製できます。登録先を選ん
でJボタンを押し、登録名を入力してください。

登録内容の削除
［削除］を選んで2を押すと、登録した IPTCプリセットを削除できます。
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［撮影時自動付加］を選んで2を押すと、図のような IPTCプリセッ
トの選択画面が表示されます。IPTCプリセットを選んでJボタン
を押すと、その後撮影した静止画には選んだ IPTCプリセットが添
付されます。［しない］を選ぶと、IPTCプリセットは添付されませ
ん。

登録内容の添付

D 画像情報に表示される IPTCプリセットについて
入力・添付された IPTCプリセットは、再生画面の撮影情報にある［IPTC情報］ページに表示され
ます。
撮影情報の［IPTC情報］ページを表示するには、再生メニュー［再生画面設定］で［撮影情報］お
よび［IPTC情報］のチェックボックスをオンMにしてください。

カメラに登録した IPTCプリセットをメモリーカード
に保存
［メモリーカードを使用］>［スロット 1］または［スロット 2］>［メモリーカードにコピー］を選ん
で2を押すと、カメラに登録されている IPTCプリセットをメモリーカードにコピーできます。IPTC
プリセットとコピー先（1 ～ 99）を選んでJボタンを押すと、選んだ IPTCプリセットがメモリーカ
ードにコピーされます。
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［メモリーカードを使用］>［スロット 1］または［スロット 2］>
［カメラに登録］を選んでマルチセレクターの2を押すと、あらか
じめメモリーカードに保存した IPTCプリセットを最大 10個カメ
ラに登録できます。

カメラに登録したい IPTC プリセットを選び、Jボタンを押すと、
［登録先を選択］画面が表示されます。選んだ IPTCプリセットの
内容を確認したい場合は、Jボタンの代わりにW（Q）ボタン
を押します。確認を終了して［登録先を選択］画面に進むにはJ
ボタンを押します。
登録先を選んでJボタンを押すと、名前の入力画面が表示され
ます。Xボタンを押すと、選んだ IPTCプリセットがカメラに登
録されます。
パソコンで作成した XMP形式の XMP/IPTCプリセットがメモリ
ーカードに保存されている場合、上記の 10個に加えて最大 3個
XMP/IPTCプリセットをカメラに登録できます。XMP/IPTCプリ
セットを画像に添付した場合、再生画面の撮影情報には IPTC情
報は表示されません。また、カメラに登録した XMP形式の XMP/
IPTCプリセットをメモリーカードに保存することもできませ
ん。

メモリーカードに保存した IPTCプリセットをカメラ
に登録
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D IPTCプリセット登録時のご注意
カメラでは半角英数字のみ表示できます。その他の文字は、カメラでは伏せ文字で表示されますが、
IPTCプリセットを添付した画像をパソコンで表示すると、正しく表示されます。
登録名（0 704）は半角英数字 18文字まで登録できます。IPTC プリセット登録用ソフトウェアを
使ってカメラに登録する場合、IPTCプリセットの登録名が 18文字以上のときは、18文字を超える
文字は削除されます。
各 IPTCプリセットには、登録可能な文字数の制限があります。下記の文字数を超える文字は削除さ
れます。

IPTCプリセット 登録可能文字数（半角英数字）

Caption 2000

Event ID 64

Headline 256

Object Name 256

City 256

State 256

Country 256

Category 3

Supp. Cat.（Supplemental Categories） 256

Byline 256

Byline Title 256

Writer/Editor 256

Credit 256

Source 256
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D IPTCプリセット（IPTC情報）
IPTC情報とは、国際新聞電気通信評議会（IPTC）が作成した基準で、写真をさまざまな出版物で共有
する場合に必要な情報を簡易化し、明確化するために考案されています。

D IPTCプリセットをパソコンで作成するには
IPTC プリセット登録用ソフトウェア IPTC Preset Managerを使うと、パソコンで IPTCプリセットを作
成して、メモリーカードに保存できます。IPTC Preset Managerは、下記ホームページからダウンロー
ドしてインストールできます。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/
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カメラ本体に内蔵のスピーカ
ーやカメラに接続中のヘッド
ホンで音声メモを再生します。

音声メモの設定
Gボタン U Bセットアップメニュー

音声メモ（0 273、0 275）に関する設定を行います。

録音の操作
音声メモ録音時の bボタンの操作方法について設定します。

項目 内容

3 ［押し続けている間録音］ bボタンを押し続けている間のみ録音します（最長約 60秒）。

4 ［押して開始/終了］ bボタンを押して録音を開始し、もう一度押すか、約 60秒経過
すると録音を終了します。

音声の出力（再生）
再生時の音声の出力方法を設定できます。

項目 内容

5 ［スピーカー/ヘッドホン］

マルチセレクターの13を押して、音量を［1］～［15］か
ら選びます。
Jボタンを押すと設定を終了します。

7 ［HDMI出力］ HDMI機器から音声メモを一定音量で出力します。

6 ［出力しない］
bボタンを押しても音声を出力しません。音声メモが録音されて
いる画像には、2アイコンが表示されます。
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電子音
Gボタン U Bセットアップメニュー

電子シャッター音設定
シャッターをきったときに電子シャッター音を鳴らすかどうかを設定できます。［OFF］に設定すると、
シャッターをきっても電子シャッター音は鳴りません。

電子音設定
電子音を鳴るようにしたり、鳴らないようにしたりできます。

［電子音設定］を［有効］に設定すると、次の場合に電子音が鳴ります。
セルフタイマー作動中
インターバルタイマー撮影、タイムラプス動画撮影、およびフォーカスシフト撮影終了時
静止画モードでオートフォーカスのピントが合ったとき（ただし、フォーカスモードが AF-Cの
とき、およびカスタムメニュー a2［AF-Sモード時の優先］が［レリーズ］の場合は、電子音は
鳴りません）
タッチパネル操作時

［タッチ音無効］を選ぶと、タッチパネル操作時の電子音のみ鳴らないようにできます。

音量
電子シャッター音と電子音の音量を設定できます。

音の高さ
電子音の音の高さを［高音］と［低音］から選べます。電子シャッター音の高さは変更されません。

D サイレントモード時の電子音について
セットアップメニュー［サイレントモード］を［ON］に設定している場合、電子シャッター音および
全ての電子音が鳴らなくなります。

D 電子音についてのご注意
電子シャッター音または電子音が鳴るタイミングが重なった場合、または電子音同士で鳴るタイミン
グが重なった場合、どちらか一方の音が鳴らないことがあります。
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サイレントモード
Gボタン U Bセットアップメニュー

［ON］に設定すると、セットアップメニュー［電子音］の設定にかかわらず全ての電子音と電子シャ
ッター音を出さずに撮影できます。

［ON］に設定すると、カメラの動作音も抑えられます。ただし、完全に無音にはなりません。撮影
時に絞りやオートフォーカスなどカメラの動作音がすることがあります（特に絞りを f/5.6よりも絞
った（大きい数値にした）場合は、絞りによる動作音がします）。
撮影条件によっては、連続撮影速度が低下することがあります。
長秒時ノイズ低減は無効になります。
別売スピードライトは発光しません。
サイレントモード中は電子シャッター音や電子音、カメラの動作音を消して撮影できますが、被写
体の肖像権やプライバシーなどに充分ご配慮の上、お客様の責任においてお使いください。

ヒント：半押しタイマー時の動作音について
［サイレントモード］を［ON］にしていても、半押しタイマーのオンとオフが切り換わるときに動作
音が出ます。半押しタイマーでの動作音を出したくない場合、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］
>［半押しタイマー］の設定を［制限なし］にすることをおすすめします。
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タッチ操作
Gボタン U Bセットアップメニュー

画像モニターのタッチ操作の機能を設定できます。

タッチ操作の設定
タッチ操作の有効または無効を切り換えられます。［再生時のみ有効］を選ぶと、再生画面でのみタッ
チ操作ができます。

グローブモード
［ON］に設定すると画像モニターのタッチ感度が高くなり、手袋をしたままでもタッチ操作がしやす
くなります。
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HDMI
Gボタン U Bセットアップメニュー

HDMI対応機器との接続時の設定を変更できます（0 278）。

713 HDMI



USB接続時の優先
Gボタン U Bセットアップメニュー

カメラをパソコンと USB接続している場合の優先項目を設定できます。

項目 内容

［画像転送優先］
カメラがパソコンと通信している間は画像モニターに何も表示しません。シャッ
ターボタンを半押しすると画像モニターが点灯しますが、画像転送の速度が低下
する場合があります。

［撮影優先］ カメラがパソコンと通信している間も画像モニターを点灯しています。画像転送
の速度が低下する場合があります。
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位置情報（内蔵）
Gボタン U Bセットアップメニュー

カメラに内蔵された位置情報機能を使用して位置情報を取得したときの設定を変更できます。詳しく
は「位置情報」（0 179）をご覧ください。
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リモコン（WR）設定
Gボタン U Bセットアップメニュー

別売のワイヤレスリモートコントローラーWR-R11aまたはWR-R10を装着している場合に、LEDラン
プの点灯とリンクモードを設定できます。また、電波制御アドバンストワイヤレスライティングに対
応した別売スピードライトとワイヤレス接続する場合にも使用できます。

D ワイヤレスリモートコントローラーWR-R10を使用するには
カメラに装着するには、WR用変換アダプターWR-A10が必要です。
WR-R10のファームウェアを Ver3.0以降の最新版にバージョンアップしてお使いください。ファー
ムウェアのバージョンアップ方法については、当社のホームページでご確認ください。

LEDランプの点灯
カメラに装着したワイヤレスリモートコントローラーWR-R11aまたはWR‑R10の動作状態を表す
LEDランプを点灯させるかどうかを設定できます。LEDランプが表す動作状態については、ワイヤレ
スリモートコントローラーの説明書をご覧ください。

716 リモコン（WR）設定



同一の 4桁の数字（PINコード）が設定
された機器同士で通信を行うモードで
す。任意の数字 4桁の PINコードを入力
できます。マルチセレクターの42で桁
を選んで、13で数値を変更します。J
ボタンを押すと設定が変更され、画面に
設定した PINコードが表示されます。

リンクモード
他のカメラに装着したワイヤレスリモートコントローラーWR-R11a/WR‑R10、または電波制御アドバ
ンストワイヤレスライティングに対応したスピードライトと接続する方法を選べます。接続する機器
も、必ず同じ設定を選んでください。

項目 内容

［ペアリング］

ペアリングを実行した機器のみと通信を行うモードです。カメラに装着したワイヤ
レスリモートコントローラーのペアリングボタンを押して、接続する機器とペアリ
ングを行います。
ペアリングを行っていない機材とは通信しないため、近くで他の機材を使用した
撮影が行われていても混信しません。
ペアリングの実行は 1台ずつ行うため、使用する機材が多い場合は PINコード
の使用をおすすめします。

［PINコード］

使用する機材が多い場合などにおすすめします。
同じ PINコードに設定したカメラが複数台ある場合、最初にスピードライトと
接続したカメラだけがそのスピードライトを制御できます（その他のカメラは未
接続状態となり、ワイヤレスリモートコントローラーの LEDランプが点滅しま
す）。

ペアリング済みのワイヤレスリモートコントローラーからの電波は、［リンクモード］の設定にかか
わらずWR-R11aまたはWR-R10で受信できます。ワイヤレスリモートコントローラーWR-1をご
使用の場合、WR‑1のリンクモードをペアリングモードに設定してください。
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リモコン（WR）の Fnボタンの機能
Gボタン U Bセットアップメニュー

Fnボタンのある別売のワイヤレスリモートコントローラーで、Fnボタンを押したときの機能を以下の
項目から設定できます。各項目についての詳しい説明は、カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機
能（撮影）］をご覧ください。

項目

A ［AF-ON］

F ［AF-L］

D ［AE-L（レリーズでリセット）］

C ［AE-L］

B ［AE-L/AF-L］

r ［FV-L］

h ［c発光禁止/許可切換］

K ［FX/DX切り換え］

a ［静止画フリッカー低減］

q ［プレビュー］

o ［撮影機能の呼び出し］

E ［高周波フリッカー低減］

4 ［プラス RAW記録］

m ［ビューモード設定(静止画 Lv)］

［設定しない］
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認証情報
Gボタン U Bセットアップメニュー

このカメラが取得している認証マークの一部を表示します。
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カメラに装着中のバッテリーの情報を表示します。

電池チェック
Gボタン U Bセットアップメニュー

項目 内容

［残容量］ バッテリーの残量を 1％単位で表示します。

［撮影回数］ 充電後に撮影した回数を表示します。

［キャリブレーション］

キャリブレーションの必要性の有無を表示します。キャリブレーションは
バッテリー容量をより正確に測定するための機能で、充放電をある程度繰
り返すと［j］が表示されます。
［j］が表示されているときは、キャリブレーションすることをおす
すめします（0 824）。
［--］が表示されているときは、キャリブレーションの必要はありませ
ん。

［劣化度］

バッテリーの劣化度合いが 5段階のバーグラフで表示されます。
バーグラフが「0」（k）のときは、バッテリーは劣化していません。
バーグラフが「4」（l）のときは、バッテリーの寿命です。新しいバ
ッテリーと交換してください。

D 撮影回数について
［撮影回数］に表示される回数は、シャッターをきった回数です。ホワイトバランスのプリセットマニ
ュアルデータ取得など、実際に画像がメモリーカードに記録されない場合でも、シャッターをきるご
とに 1ずつ加算されます。

D 低温で充電した場合の劣化度表示について
一般的な電池特性として、周囲の温度が下がるにつれ、バッテリーに充電できる容量は少なくなりま
す。新品のバッテリーでも、約 5℃以下の低温で充電した場合、［電池チェック］で劣化度が「1」と表
示されることがありますが、約 20℃以上で再充電すると劣化度の表示は「0」に戻ります。
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給電中は、給電アイコンが撮影画面と表示パネルに表示されます。

USB給電
Gボタン U Bセットアップメニュー

付属の本体充電 ACアダプターやパソコンと USBケーブルで接続中に、接続した機器からカメラに電
力の供給（給電）を行うかどうかを設定できます。給電を行うと、バッテリーの消耗を抑えながらカ
メラを使用できます。

項目 内容

［ON］
カメラの電源が ONのとき、接続した機器からカメラに給電されます。電源スイッチを
OFFの位置にしても、Bluetooth通信中やメモリーカードアクセスランプ点灯中は給電さ
れます。

［OFF］ カメラの状態にかかわらず、カメラに給電されません。

給電を行うには、カメラにバッテリーが挿入されている必要があります。

D パソコンからの給電について
パソコンからカメラに給電を行う場合、パソコン側の USB端子が Type‑Cであることをご確認くだ
さい。カメラとの接続には別売の USBケーブル UC-E25をお使いください。
パソコンの機種や仕様によっては、カメラと接続しても給電できない場合があります。
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ヒント：「給電」と「充電」について
「給電」とは、カメラに電力を供給して動作できる状態にすること、「充電」とは、バッテリー内に電
力を蓄えることを意味します。接続した機器から給電または充電される条件は、次の通りです。

［USB給電］の設定 電源スイッチの位置 実施する電力供給

［ON］

ON（半押しタイマーオン）1 給電

ON（半押しタイマーオフ） 充電 2

OFF 充電 2

［OFF］

ON（半押しタイマーオン）1 ー

ON（半押しタイマーオフ） 充電 2

OFF 充電 2

電源スイッチが OFFの位置で、Bluetooth通信中やメモリーカードアクセスランプ点灯中の場合も
含みます。
EN-EL18d/EN-EL18c/EN-EL18bを挿入したカメラと付属の本体充電 ACアダプターやパソコンを
USBケーブルで接続した場合。ただし、セットアップメニュー［電池チェック］>［劣化度］で
「4」（l）が表示されたバッテリーは充電できません。
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パワーセーブ（静止画モード）
Gボタン U Bセットアップメニュー

静止画モードの場合に、半押しタイマーがオフになる約 15秒前から撮影画面の表示を暗くしてバッテ
リーの消耗を抑えます。

項目 内容

［ON］ パワーセーブ機能を使用します。パワーセーブ時は撮影画面がコマ落ちしたような表示に
なります。

［OFF］ パワーセーブ機能を使用しません。［OFF］に設定していても、半押しタイマーがオフにな
る数秒前は撮影画面が暗くなります。

D ［パワーセーブ（静止画モード）］について
［ON］に設定していても、次の場合はパワーセーブ機能が無効になります。

カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］の設定が 30秒未満または［制限な
し］
拡大表示中
HDMI接続時
パソコンと USB接続して通信しているとき
ACアダプター使用時
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カードなし時レリーズ
Gボタン U Bセットアップメニュー

カメラにメモリーカードを入れていないときのレリーズ操作を設定できます。

項目 内容

a ［レリーズ禁止］ メモリーカードを入れていないときは、シャッターはきれません。

b ［レリーズ許可］ メモリーカードを入れていないときでも、シャッターがきれます。再生時
には［デモモード］と表示され、画像は記録できません。
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メニュー設定の保存と読み込み
Gボタン U Bセットアップメニュー

メニューの各機能の設定データをメモリーカードに保存できます。また、メモリーカードに保存され
ている設定データをカメラで読み込むこともできるので、複数の同一機種を同じ設定で使う場合など
に便利です。
メモリーカードを 2枚使用している場合、スロット 1に保存されます。

設定を保存、読み込みできる機能は次の通りです。

静止画撮影メニュー
［撮影メニューの管理］
［撮影メニューの拡張］
［ファイル名設定］
［スロット 2の機能］
［撮像範囲］
［画質モード］
［画像サイズ設定］
［RAW記録］
［ISO感度設定］
［ホワイトバランス］
［ピクチャーコントロール］（登録されたカスタムピクチャーコントロールは［オート］で保存し
ます）
［色空間］
［アクティブ D-ライティング］
［長秒時ノイズ低減］
［高感度ノイズ低減］
［ヴィネットコントロール］
［回折補正］
［自動ゆがみ補正］
［静止画フリッカー低減］
［高周波フリッカー低減］
［測光モード］
［フラッシュ発光］
［フォーカスモード］
［AFエリアモード］
［AF時の被写体検出設定］
［手ブレ補正］（設定は装着したレンズにより異なります）
［オートブラケティング］
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動画撮影メニュー
［撮影メニューの管理］
［撮影メニューの拡張］
［ファイル名設定］
［動画記録先］
［動画記録ファイル形式］
［画像サイズ/フレームレート］
［動画の画質（N-RAW）］
［撮像範囲］
［オーバーサンプリングの拡張］
［ISO感度設定］
［ホワイトバランス］
［ピクチャーコントロール］（登録されたカスタムピクチャーコントロールは［オート］で保存し
ます）
［HLG画質調整］
［アクティブ D-ライティング］
［高感度ノイズ低減］
［ヴィネットコントロール］
［回折補正］
［自動ゆがみ補正］
［動画フリッカー低減］
［高周波フリッカー低減］
［測光モード］
［フォーカスモード］
［AFエリアモード］
［AF時の被写体検出設定］
［手ブレ補正］（設定は装着したレンズにより異なります）
［電子手ブレ補正］
［マイク感度］
［アッテネーター］
［録音帯域］
［風切り音低減］
［マイク端子のプラグインパワー］
［ヘッドホン音量］
［タイムコード］（［タイムコードの起点］を除く）
［外部記録制御（HDMI）］
［ハイレゾズーム］
カスタムメニュー：全メニュー
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再生メニュー
［再生画面設定］
［Wスロット同時削除の設定］
［分割記録時の再生スロット］
［フィルター再生の条件設定］
［グループ再生の設定］
［撮影直後の画像確認］
［削除後の次再生画像］
［連続撮影後の再生画像］
［画像の自動回転］
セットアップメニュー
［言語（Language）］
［タイムゾーンと日時］（［日時の設定］を除く）
［ファインダー表示サイズ（静止画 Lv）］
［モニターモードの限定］
［画面情報の自動回転］
［レンズ情報手動設定］
［フォーカス位置の記憶］
［自動電源 OFF温度］
［電源 OFF時のセンサーシールド］
［イメージセンサークリーニング］
［画像コメント］
［著作権情報］
［IPTC］
［音声メモの設定］
［電子音］
［サイレントモード］
［タッチ操作］
［HDMI］
［USB接続時の優先］
［位置情報（内蔵）］（［情報表示］、［位置情報記録］、［ログ取得］を除く）
［リモコン（WR）設定］
［リモコン（WR）の Fnボタンの機能］
［USB給電］
［パワーセーブ（静止画モード）］
［カードなし時レリーズ］
マイメニュー
登録した全メニュー
［このタブの機能変更］
最近設定した項目
最近設定したメニュー（最大 20項目）
［このタブの機能変更］
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保存
カメラの設定データをメモリーカードに保存します。メモリーカードに空き容量がない場合は、エラ
ーメッセージが表示され、設定データは保存されません。保存された設定データは他機種のカメラと
の互換性はありません。

読み込み
メモリーカードからカメラの設定データを読み込みます。メモリーカードが装着されていないときや、
メモリーカードに設定データが記録されていないときは、［読み込み］は選べません。

D 設定データについてのご注意
メモリーカードに保存したカメラの設定データのファイル名は「NCSET***」です。「***」に入る文字
はカメラの機種によって異なります。ファイル名を変更すると、設定データを読み込めなくなるため
ご注意ください。
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カメラの初期化
Gボタン U Bセットアップメニュー

セットアップメニュー［言語（Language）］と［タイムゾーンと日時］を除く、全ての設定をリセッ
トして初期設定に戻します。著作権情報などの撮影者が入力したデータも初期化されます。初期化し
た設定は元には戻せないのでご注意ください。

あらかじめセットアップメニュー［メニュー設定の保存と読み込み］で設定データを保存しておくこ
とをおすすめします。

729 カメラの初期化



ファームウェアバージョン
Gボタン U Bセットアップメニュー

カメラを制御する「ファームウェア」のバージョンを表示します。カメラの新しいファームウェアが
メモリーカードにある場合、ファームウェアのバージョンアップが行えます。

ヒント：ファームウェアのバージョンアップについて
カメラのファームウェアをバージョンアップするには、パソコンをお使いになる方法とスマートフォ
ンをお使いになる方法があります。

パソコンをお使いの場合：ニコンダウンロードセンターで新しいバージョンのファームウェアがあ
るか確認できます。バージョンアップの手順については、ファームウェアのダウンロードページを
ご覧ください。
スマートフォンをお使いの場合：SnapBridgeアプリでカメラとスマートフォンをペアリング済みの
場合、カメラの新しいファームウェアがあるとアプリにお知らせが表示され、スマートフォン経由
でファームウェアをカメラ内のメモリーカードに転送できます。バージョンアップの手順について
は、SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。お知らせが表示されるタイミングは、ニコンダウ
ンロードセンターで公開されるタイミングと異なる場合があります。

730 ファームウェアバージョン



メニュー画面でFタブを選ぶと、ネットワークメニューが表示さ
れます。

ネットワークメニュー：カメラをネット
ワークに接続する機能

ネットワークメニューについて

ネットワークメニューの項目と初期設定は次の通りです。

［機内モード］：OFF
［有線 LAN］：OFF
［スマートフォンと接続］
［ペアリング（Bluetooth）］
［Bluetooth通信機能］：OFF

［送信指定］
［撮影後自動送信指定］：ON

［Wi-Fi接続］：—
［電源 OFF中の通信］：ON
［位置情報（スマートフォン）］：—

［PCと接続］
［接続設定］：—
［動作モードの選択］：PC画像送信モード
［オプション］
［撮影後自動送信］：OFF
［送信後ファイル削除］：OFF
［RAW+JPEG送信設定］：RAW+JPEG
［JPEG+JPEG送信設定］：スロット 1
［RAW動画送信設定］：RAW動画+MP4
［フォルダー送信］：—
［全送信マーク解除］：—

［FTPサーバーと接続］
［接続設定］：—
［オプション］
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［撮影後自動送信］：OFF
［送信後ファイル削除］：OFF
［RAW+JPEG送信設定］：RAW+JPEG
［JPEG+JPEG送信設定］：スロット 1
［RAW動画送信設定］：RAW動画+MP4
［同名ファイルの上書き］：OFF
［未送信画像プロテクト］：OFF
［送信記録の保存］：OFF
［フォルダー送信］：—
［全送信マーク解除］：—
［ルート証明書の管理］：—

［カメラと接続］
［連動レリーズ］：ON
［接続設定］：—
［グループ名］：—
［マスター/リモート選択］：マスターカメラ
［リモートカメラリスト］：—
［日時を同期］：—

［ATOMOS AirGlu BT設定］
［ATOMOS AirGlu BTと接続］：OFF
［ATOMOS AirGlu BTの登録］：—
［ATOMOS AirGlu BTの解除］：—
［カメラ名］：NCZ9

［USB］：MTP/PTP
［LANからの起動］：OFF
［接続先の周波数帯選択］：（国や地域により異なります）
［MACアドレス］：—
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機内モード
Gボタン U Fネットワークメニュー

［ON］に設定すると、BluetoothおよびWi-Fiを使った無線通信を OFFにすることができます。

733 機内モード



有線 LAN
Gボタン U Fネットワークメニュー

［ON］に設定すると、有線 LANを使用してネットワークに接続します。カメラにイーサネットケーブ
ルを接続してください。

734 有線 LAN



スマートフォンと Bluetooth接続またはWi-Fi接続する場合に使用
します。

スマートフォンと接続
Gボタン U Fネットワークメニュー

ペアリング（Bluetooth）
スマートフォンと Bluetooth接続します。

項目 内容

［ペアリング開始］ スマートフォンとのペアリングを開始します（0 285）。

［ペアリング済み機器］
カメラとペアリングしたことのあるスマートフォンを表示しています。接
続するスマートフォンを切り換えたい場合、ここでスマートフォンを選び
ます。

［Bluetooth通信機能］ ［ON］に設定すると、Bluetooth接続を開始します。

735 スマートフォンと接続



送信指定
スマートフォンに送信する静止画を指定できます。カメラで撮影後すぐにスマートフォンに送信する
こともできます。

項目 内容

［撮影後自動送信指定］
［ON］に設定すると、カメラで撮影した画像をスマートフォンに自動で送
信します。カメラでの設定にかかわらず、ファイルは常に 2Mサイズの
JPEG画像として送信されます。

［選択送信指定］ 画像を選んでスマートフォンに送信できます。選んだ画像には送信指定の
マークがつきます。

［送信指定の一括解除］ 送信指定されている全ての画像から送信指定を解除します。

Wi-Fi接続
スマートフォンとWi-Fi接続します。

Wi-Fi接続を開始
Wi-Fi接続を開始します。

カメラの SSIDとパスワードが表示されます。スマートフォンで SSIDを選び、パスワードを入力し
て接続してください（0 288）。
Wi-Fi接続中は［Wi-Fi接続を停止］に変更されます。
［Wi-Fi接続を停止］を選ぶとカメラとのWi-Fi接続を停止します。

736 スマートフォンと接続



Wi-Fi接続の設定
Wi-Fi関連の情報を設定できます。

項目 内容

［SSID］ カメラの SSIDを変更できます。

［認証/暗号］ Wi-Fiの認証方式を［OPEN］、［WPA2-PSK］、［WPA3-SAE］または［WPA2-
PSK/WPA3-SAE］から選びます。

［パスワード］ カメラのパスワードを変更できます。

［チャンネル］
通信で使用するチャンネルを設定します。
［オート］を選ぶとカメラが自動でチャンネルを選びます。
［マニュアル］を選ぶとチャンネルを手動で設定できます。

［現在の設定］ 現在のWi-Fi関連の設定を確認できます。

［接続設定の初期化］ ［はい］を選ぶとWi-Fiの接続設定を初期化します。

電源 OFF中の通信
［ON］に設定すると、カメラとスマートフォンを Bluetooth接続している場合、カメラの電源を OFF
にしてもスマートフォンとの通信を継続して画像を送信できます。

位置情報（スマートフォン）
スマートフォンから取得した緯度、経度、標高、UTC（協定世界時）を表示します。お使いのスマート
フォンの OSおよび SnapBridgeアプリのバージョンによっては、位置情報の取得や表示ができない場
合があります。

737 スマートフォンと接続



カメラとパソコンを有線 LANまたは無線 LANで接続する場合に使
用します。

PCと接続
Gボタン U Fネットワークメニュー

接続設定
ネットワークの接続設定をカメラに登録できます。複数接続設定を登録した場合、接続設定の切り換
えも行えます。

新規追加
接続設定を作成できます（0 298、0 311）。

作成済みの接続設定が複数ある場合、Jボタンを押して使用する接続設定を変更してネットワーク
に接続開始します。
接続設定を選んでマルチセレクターの2を押すと、接続設定の内容を変更できます。

項目 内容

［全般］

［接続設定名］：接続設定名を変更できます。
［パスワードによる保護］：［有効］に設定すると、接続設定の内容を変更する場合に
パスワード入力が必要になります。［有効］を選んで2を押すと、パスワードが設
定できます。

738 PCと接続



項目 内容

［無線］

無線 LANで接続する接続設定に表示されます。
インフラストラクチャーモードの接続設定の場合：接続するネットワークに合わせ
て、無線接続の設定を行います。
［SSID］：接続するネットワークの SSIDを設定します。
［チャンネル］：自動的に設定されます。
［認証/暗号］：無線の暗号化方式を選びます。
［パスワード］：接続するネットワークのパスワードを入力します。
アクセスポイントモードの接続設定の場合：カメラの設定を変更できます。
［SSID］：カメラの SSIDを変更できます。
［チャンネル］：無線チャンネルを［オート］または［マニュアル］で設定できま
す。
［認証/暗号］：無線の暗号化方式を選びます。
［パスワード］：［認証/暗号］を［OPEN］以外に設定した場合、カメラのパスワ
ードを変更できます。

［TCP/IP］

インフラストラクチャーモードの接続設定の場合、TCP/IPの情報を設定できます。IP
アドレスは必ず入力してください。
［自動取得］を［ON］に設定すると、IPアドレスとサブネットマスクを DHCPサー
バーまたは自動プライベート IPアドレッシングによって取得します。
［OFF］に設定した場合は［アドレス］（IPアドレス）と［マスク］（サブネットマス
ク）を手動で入力してください。
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メモリーカードを使用
作成した接続設定を共有できます。

カメラにメモリーカードが 2枚挿入されている場合は、スロット 1に挿入されたメモリーカードが
対象になります。

項目 内容

［カメラに登録］ メモリーカードのルートディレクトリにある接続設定をカメラに登
録できます。

［メモリーカードにコピー］

カメラにある接続設定をメモリーカードにコピーできます。コピーし
たい接続設定を選んでJボタンを押すと、メモリーカードにコピー
されます。
パスワードで保護されている接続設定はコピーできません。

接続設定解除
現在接続しているネットワークから接続を解除します。

動作モードの選択
カメラをネットワークに接続したときの動作モードを選べます。

項目 内容

［PC画像送信モード］ メモリーカードに記録した画像や、撮影直後の静止画をパソコンに
保存できます。

［カメラコントロールモード］
別売のソフトウェア Camera Control Pro 2または無料の NX Tether
を使用してカメラをコントロールしたり、撮影した画像をパソコン
に保存できます。

740 PCと接続



オプション
カメラの通信機能を設定できます。

撮影後自動送信
［ON］に設定すると、撮影と同時に画像を自動送信します。

撮影された画像はいったんメモリーカードに記録され、自動的に送信設定が行われます。撮影する
場合は必ずカメラにメモリーカードを挿入してください。
動画は自動送信されません。これらのファイルを送信するには、再生画面で送信設定してください
（0 233）。

送信後ファイル削除
［ON］に設定すると、送信終了後にメモリーカード内のファイルが自動的に削除されます。

［ON］に設定するよりも前に送信設定されたファイルは、送信が終了しても削除されません。
カメラの状態によっては、ファイルの削除を一時停止する場合があります。

RAW＋ JPEG送信設定
RAWと JPEGを同時に記録する画質モードで撮影された画像を送信する場合に、RAW画像と JPEG画
像の両方を送信するか、JPEG画像のみを送信するかを選べます。

静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］で［RAW+JPEG分割記録］を選んでいる場合、［RAW
＋ JPEG送信設定］の設定は［撮影後自動送信］を［ON］に設定して自動送信しているときのみ有
効になります。

JPEG+JPEG送信設定
静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］を［JPEG+JPEG分割記録］に設定して分割記録した画像
を、撮影後に自動送信する場合に、どちらのスロットに記録した画像を送信するかを選べます。

RAW動画送信設定
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［N-RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ
12-bit（MOV）］に設定して撮影した動画を送信する場合に、RAW動画とMP4動画の両方を送信する
か、MP4動画のみを送信するかを選べます。

フォルダー送信
選んだフォルダー内の全ての画像に送信設定をします。送信済みの画像も再送信します。
動画には送信設定をしません。動画ファイルを送信するには、再生画面で送信設定してください。

741 PCと接続



全送信マーク解除
メモリーカード内の全ての画像送信マークを解除します。画像送信中の場合は、送信を中断します。

742 PCと接続



FTPサーバーと接続
Gボタン U Fネットワークメニュー

カメラと FTPサーバーを有線 LANまたは無線 LANで接続する場合に使用します。

接続設定
ネットワークの接続設定をカメラに登録できます。複数接続設定を登録した場合、接続設定の切り換
えも行えます。

新規追加
接続設定を作成できます（0 326、0 342）。

作成済みの接続設定が複数ある場合、Jボタンを押して使用する接続設定を変更してネットワーク
に接続開始します。
接続設定を選んでマルチセレクター2を押すと、接続設定の内容を変更できます。

項目 内容

［全般］

［接続設定名］：接続設定名を変更できます。
［パスワードによる保護］：［有効］に設定すると、接続設定の内容を変更する場合に
パスワード入力が必要になります。［有効］を選んで2を押すと、パスワードが設
定できます。

［無線］

無線 LANで接続する接続設定に表示されます。
インフラストラクチャーモードの接続設定の場合：接続するネットワークに合わせ
て、無線接続の設定を行います。
［SSID］：接続するネットワークの SSIDを設定します。
［チャンネル］：自動的に設定されます。
［認証/暗号］：無線の暗号化方式を選びます。
［パスワード］：接続するネットワークのパスワードを入力します。
アクセスポイントモードの接続設定の場合：カメラの設定を変更できます。
［SSID］：カメラの SSIDを変更できます。
［チャンネル］：無線チャンネルを［オート］または［マニュアル］で設定できま
す。
［認証/暗号］：無線の暗号化方式を選びます。
［パスワード］：［認証/暗号］を［OPEN］以外に設定した場合、カメラのパスワ
ードを変更できます。

743 FTPサーバーと接続
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項目 内容

［TCP/IP］

インフラストラクチャーモードの接続設定の場合、TCP/IPの情報を設定できます。IP
アドレスは必ず入力してください。
［自動取得］：［ON］に設定すると、IPアドレスとサブネットマスクを DHCPサーバ
ーまたは自動プライベート IPアドレッシングによって取得します。［OFF］に設定し
た場合は［アドレス］（IPアドレス）と［マスク］（サブネットマスク）を手動で入
力してください。
［ゲートウェイ］：送信先のネットワークにデフォルトゲートウェイのアドレスが必
要な場合に入力します。
［DNSサーバー］： FTPサーバーが属するネットワークに DNSサーバーが存在する
場合に入力します。

［FTP］

［サーバーの種類］：データ送信先の FTPサーバーの種類、アドレス（IPアドレスま
たは URL）、フォルダー名、ポート番号を設定します。IPアドレスは必ず入力してく
ださい。
［パッシブモード］：［ON］を選ぶとパッシブモードで接続します。
［匿名でログイン］：［ON］を選ぶと匿名で FTPサーバーにログインします。FTPサ
ーバーが匿名でのログインを許可している場合のみログインできます。［OFF］を選
んだ場合は、ログイン名とパスワードを手動で入力してください。
［プロキシ］ ：必要に応じて設定します。

744 FTPサーバーと接続



メモリーカードを使用
作成した接続設定を共有できます。

カメラにメモリーカードが 2枚挿入されている場合は、スロット 1に挿入されたメモリーカードが
対象になります。

項目 内容

［カメラに登録］ メモリーカードのルートディレクトリにある接続設定をカメラに登
録できます。

［メモリーカードにコピー］

カメラにある接続設定をメモリーカードにコピーできます。コピーし
たい接続設定を選んでJボタンを押すと、メモリーカードにコピー
されます。
パスワードで保護されている接続設定はコピーできません。

接続設定解除
現在接続しているネットワークから接続を解除します。

745 FTPサーバーと接続



オプション
カメラの通信機能を設定できます。

撮影後自動送信
［ON］に設定すると、撮影と同時に画像を自動送信します。

撮影された画像はいったんメモリーカードに記録され、自動的に送信設定が行われます。撮影する
場合は必ずカメラにメモリーカードを挿入してください。
動画は自動送信されません。これらのファイルを送信するには、再生画面で送信設定してください
（0 233）。

送信後ファイル削除
［ON］に設定すると、送信終了後にメモリーカード内のファイルが自動的に削除されます。

［ON］に設定するよりも前に送信設定されたファイルは、送信が終了しても削除されません。
カメラの状態によっては、ファイルの削除を一時停止する場合があります。

RAW＋ JPEG送信設定
RAWと JPEGを同時に記録する画質モードで撮影された画像を送信する場合に、RAW画像と JPEG画
像の両方を送信するか、JPEG画像のみを送信するかを選べます。

静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］で［RAW+JPEG分割記録］を選んでいる場合、［RAW
＋ JPEG送信設定］の設定は［撮影後自動送信］を［ON］に設定して自動送信しているときのみ有
効になります。

JPEG+JPEG送信設定
静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］を［JPEG+JPEG分割記録］に設定して分割記録した画像
を、撮影後に自動送信する場合に、どちらのスロットに記録した画像を送信するかを選べます。

RAW動画送信設定
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［N-RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ
12-bit（MOV）］に設定して撮影した動画を送信する場合に、RAW動画とMP4動画の両方を送信する
か、MP4動画のみを送信するかを選べます。

同名ファイルの上書き
［ON］に設定すると、送信するファイルと同じ名前のファイルが送信先フォルダー内にすでに存在す
る場合にファイルを上書きします。［OFF］に設定すると、上書きしないようにファイル名に番号を追
加して送信します。

746 FTPサーバーと接続



未送信画像プロテクト
［ON］に設定すると、画像に送信設定マークを付加したときに自動的にプロテクトを設定します。送
信を終了すると、プロテクトを解除します。

送信記録の保存
［ON］に設定すると、画像が送信された日時をメモリーカード内の画像に記録します。
画像が送信された日時は、NX Studioで確認できます。詳しくは、NX Studioのヘルプをご覧くださ
い。

フォルダー送信
選んだフォルダー内の全ての画像に送信設定をします。送信済みの画像も再送信します。
動画には送信設定をしません。動画ファイルを送信するには、再生画面で送信設定してください。

全送信マーク解除
メモリーカード内の全ての画像送信マークを解除します。画像送信中の場合は、送信を中断します。
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ルート証明書の管理
FTPSサーバーと接続するためのルート証明書の読み込みや、読み込んだルート証明書の管理を行えま
す。

ルート証明書の取得方法については、接続する FTPSサーバーのネットワーク管理者にご確認くだ
さい。

項目 内容

［ルート証明書の読み込み］

メモリーカードに保存したルート証明書をカメラに読み込みます。
ルート証明書は、必ずメモリーカードのルートディレクトリ（一番
上の階層）にコピーしてください。
カメラには、ファイル名が｢ROOT.CER｣、｢ROOT.CRT｣、｢ROOT.PEM｣
のルート証明書のみ読み込めます。
カメラに登録できるルート証明書は 1つのみです。ルート証明書
を読み込み直すと、現在のルート証明書に上書きされます。
自己署名証明書を使用して接続する場合、接続先のサーバーを信頼
できないおそれがあります。

［ルート証明書の削除］ カメラに登録したルート証明を削除します。

［ルート証明書の情報確認］ カメラに登録したルート証明の内容を表示します。

［認証エラー時の接続］ ［ON］に設定すると、一部の認証エラーが許容されます。
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カメラと接続
Gボタン U Fネットワークメニュー

カメラ同士を接続して連動レリーズする場合や日時を同期する場合に使用します。

連動レリーズ
［ON］に設定すると、ネットワーク上に接続しているカメラと連動してシャッターをきれます。

接続設定
ネットワークの接続設定をカメラに登録できます。複数接続設定を登録した場合、接続設定の切り換
えも行えます。

新規追加
接続設定を作成できます（0 358）。

作成済みの接続設定が複数ある場合、Jボタンを押して使用する接続設定を変更してネットワーク
に接続開始します。
接続設定を選んでマルチセレクターの2を押すと、接続設定の内容を変更できます。

項目 内容

［全般］

［接続設定名］：接続設定名を変更できます。初期設定では接続するネットワークの
SSIDが設定されています。
［パスワードによる保護］：［有効］に設定すると、接続設定の内容を変更する場合に
パスワード入力が必要になります。［有効］を選んで2を押すと、パスワードが設
定できます。

［TCP/IP］

インフラストラクチャーモードの接続設定の場合、TCP/IPの情報を設定できます。IP
アドレスは必ず入力してください。
［自動取得］を［ON］に設定すると、IPアドレスとサブネットマスクを DHCPサー
バーまたは自動プライベート IPアドレッシングによって取得します。
［OFF］に設定した場合は［アドレス］（IPアドレス）と［マスク］（サブネットマス
ク）を手動で入力してください。
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メモリーカードを使用
作成した接続設定を共有できます。

カメラにメモリーカードが 2枚挿入されている場合は、スロット 1に挿入されたメモリーカードが
対象になります。

項目 内容

［カメラに登録］ メモリーカードのルートディレクトリにある接続設定をカメラに登
録できます。

［メモリーカードにコピー］

カメラにある接続設定をメモリーカードにコピーできます。コピーし
たい接続設定を選んでJボタンを押すと、メモリーカードにコピー
されます。
パスワードで保護されている接続設定はコピーできません。

接続設定解除
現在接続しているネットワークから接続を解除します。

グループ名
連動レリーズを行うカメラのグループを設定します。同一ネットワーク上に接続したカメラの中で、
同じグループ名を設定したカメラを連動レリーズします。

マスター/リモート選択
カメラをマスターカメラにするか、リモートカメラにするかを設定できます。マスターカメラに設定
したカメラのシャッターをきると、同一ネットワーク上で同じグループ名に設定したリモートカメラ
のシャッターも連動してきれます。

リモートカメラリスト
接続しているリモートカメラの情報をマスターカメラで確認できます。

日時を同期
マスターカメラに設定されている日時に合わせてリモートカメラの内蔵時計を合わせます（0 372）。
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ATOMOS AirGlu BT設定
Gボタン U Fネットワークメニュー

Atomos社の AirGluアクセサリー UltraSync BLUEに Bluetoothでカメラを無線接続できます。
UltraSync BLUEには対応するカメラや録音機器を複数台同時に無線接続できます。無線接続してい
るすべての撮影機器が UltraSync BLUEからタイムコードを取得することで、複数メーカーの撮影機
材が混在している環境でもタイムコードを同期できます。UltraSync BLUEに接続できる機器の台数
については、Atomos社のホームページでご確認ください。

項目 内容

［ATOMOS AirGlu BTと接続］ ペアリング済みの UltraSync BLUEと Bluetoothで無線接続します。

［ATOMOS AirGlu BTの登録］

UltraSync BLUEとペアリングを開始します。
画像モニターにカメラ名が表示されます。
UltraSync BLUEを操作して、カメラとペアリングを行ってくだ
さい。詳しくは UltraSync BLUEの説明書を参照してください。

［ATOMOS AirGlu BTの解除］ UltraSync BLUEとカメラの無線接続を解除します。

［カメラ名］ UltraSync BLUEに表示するカメラ名を設定できます。

UltraSync BLUEと無線接続後、動画撮影メニュー［タイムコード］>［タイムコード記録］を［す
る］または［する（HDMI外部出力あり）］に設定するとタイムコードの取得を開始します。タイム
コードが取得されると、撮影画面に表示されます。
撮影画面に「--:--:--:--」（HDMI外部機器出力時は「00:00:00.00」）と表示されている場合、タイム
コードが取得できていません。タイムコード未取得の状態で動画の記録を開始すると、タイムコー
ドは記録されません。
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D UltraSync BLUEを使用したタイムコード取得時のご注意
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［H.264 8-bit（MP4）］に設定している場合、タイ
ムコードは記録できません。
UltraSync BLUEにもフレームレートを設定する機能があります。カメラで設定した動画のフレーム
レートと UltraSync BLUEで設定したフレームレートが合っていない場合、タイムコードの記録およ
びタイムコードの HDMI外部出力がされません。撮影する動画のフレームレートによって、
UltraSync BLUEのフレームレートを次のように設定してください。

撮影する動画のフレームレート UltraSync BLUEのフレームレート

120p、60p、30p 29.97fps、29.97fpsDF

100p、50p、25p 25fps

24p 23.98fps

ドロップフレーム方式で撮影する場合、29.97fpsDFに設定してください。
設定方法は UltraSync BLUEの説明書を参照してください。

UltraSync BLUEと無線接続中は動画撮影メニュー［タイムコード］の［カウントアップ方式］、［タ
イムコードの起点］および［ドロップフレーム］の設定は変更できません。
UltraSync BLUEとの無線接続が解除された場合、約 60秒後に撮影画面のタイムコードの表示が
「--:--:--:--」に変更されますが、記録中の動画には継続した値のタイムコードが記録されます。再度
UltraSync BLUEと無線接続されると、タイムコードが撮影画面に表示されます。
UltraSync BLUEと無線接続中にカメラの電源を OFFにするか、半押しタイマーがオフになると無線
接続が解除されます。カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］の設定は［制
限なし］にすることをおすすめします。
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USB
Gボタン U Fネットワークメニュー

カメラを USB接続する場合の接続先を選べます。
パソコンや Android端末と接続する場合は［MTP/PTP］に設定してください。
市販の iPhone用 USB-C to Lightningケーブルで iPhoneと接続し、NX MobileAirアプリを使用する
場合のみ［iPhone］に設定してください（使用できる USB-C to Lightningケーブルについての詳細
は、NX MobileAirアプリのヘルプをご覧ください）。

D ［iPhone］に設定している場合のご注意
iPhoneとの接続の有無にかかわらず、［iPhone］に設定している場合、次の機能が無効になります。
これらの機能を使うには、［MTP/PTP］に設定してください。
カメラに内蔵されている通信機能
本体充電 ACアダプターや USBケーブルを使用した給電とバッテリーの充電
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LANからの起動
Gボタン U Fネットワークメニュー

［ON］に設定すると、有線 LANを使用してパソコンに接続している場合のみ、パソコンからの信号を
受信してカメラの半押しタイマーをオンにできます。
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インフラストラクチャーモードでネットワークに無線接続する場
合に、接続する SSIDの周波数帯を選べます。［2.4GHz/5GHz］に設
定すると、両方の周波数帯の SSIDに接続できます。

カメラ周辺の無線 LANアクセスポイントを検索する場合に、設
定した周波数帯の SSIDだけを検索します。
周波数帯は SSIDの左側に表示されるアイコンで確認できます。
2.4GHzと 5GHz両方の電波を同一の SSIDで出力している無線
LANアクセスポイントの場合、［2.4GHz/5GHz］に設定している
ときはカメラが認識した周波数帯の SSIDが表示されます。

接続先の周波数帯選択
Gボタン U Fネットワークメニュー
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MACアドレス
Gボタン U Fネットワークメニュー

MACアドレスが表示されます。
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メニュー画面でOタブを選ぶと、［マイメニュー］画面が表示され
ます。

マイメニュー/最近設定した項目
マイメニュー/最近設定した項目について

マイメニューの項目と初期設定は次の通りです。

［マイメニュー登録］：—
［登録項目の削除］：—
［登録項目の順序変更］：—
［このタブの機能変更］：マイメニュー
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［Oマイメニュー］画面で［マイメニュー登録］を選ぶ

［マイメニュー登録］を選んで、マルチセレクターの2を押し
ます。

登録したいメニューを選ぶ

登録したいメニューを選んで2を押すと、選んだメニューが一
覧表示されます。

マイメニューに登録する項目を選ぶ

マイメニューに登録する項目を選んでJボタンを押します。

マイメニュー：よく使うメニューを登録する 
Gボタン U Oマイメニュー

静止画撮影、動画撮影、カスタム、再生、セットアップ、ネットワークの各メニューから、よく使う
項目だけを選んで、20項目までマイメニューに登録できます。登録した項目は、削除したり、表示順
序を変えたりできます。

マイメニューを登録する

758 マイメニュー：よく使うメニューを登録する 
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登録する項目の表示位置を選ぶ

13で登録する項目の表示位置を選んで、Jボタンを押しま
す。

マイメニューに表示したい全ての項目を登録する

Lが表示されている項目は、すでにマイメニューに登録済み
です。
左横に Vが表示されている項目は、マイメニューに登録で
きません。
手順 1～4を繰り返して、マイメニューに表示したい項目を
登録します。

759 マイメニュー：よく使うメニューを登録する 
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削除したいメニュー項目を選ぶ

Jボタンを押すか2を押すと、項目のチェックボックスが
Mになります。
削除したい全ての項目に Lを入れます。

選んだ項目を削除する

O（Q）ボタンを押すと、確認画面が表示されます。Jボタン
を押すと、選んだ項目が削除されます。

登録した項目を削除する

［Oマイメニュー］画面で［登録項目の削除］を選ぶ

［登録項目の削除］を選び、マルチセレクターの2を押します。

D 登録した項目をボタン操作で削除するには
［Oマイメニュー］画面で削除したい項目を選んで O（Q）ボタンを押すと、確認画面が表示されま
す。もう一度 O（Q）ボタンを押すと、選んだ項目を削除します。
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順番を変えたい項目を選ぶ

順番を変えたい項目を選んで、Jボタンを押します。

選んだ項目を移動したい位置を選ぶ

13で移動したい位置を選んで、Jボタンを押すと、マイメ
ニューの中で位置が変わります。
必要に応じて手順 2～3を繰り返します。

Gボタンを押すと、［Oマイメニュー］画面に戻ります。

登録した項目の表示順序を変える

［Oマイメニュー］画面で［登録項目の順序変更］を選ぶ

［登録項目の順序変更］を選び、マルチセレクターの2を押します。

［Oマイメニュー］画面に戻る
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［Oマイメニュー］画面で［このタブの機能変更］を選ぶ

［このタブの機能変更］を選び、マルチセレクターの2を押し
ます。

［m最近設定した項目］を選ぶ

［このタブの機能変更］画面で［m最近設定した項目］を選
んで、Jボタンを押します。
［マイメニュー］が［最近設定した項目］に切り替わります。

マイメニューの機能を［最近設定した項目］に変更す
る

762 マイメニュー：よく使うメニューを登録する 
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メニューを設定するたびに［最近設定した項目］に追加されます。
最大 20項目まで登録されます。

最近設定した項目：最近設定したメニューを
たどる

Gボタン U m最近設定した項目

［最近設定した項目］の設定方法

D 最近設定した項目を削除するには
［最近設定した項目］画面で削除したい項目を選んで O（Q）ボタンを押すと、確認画面が表示されま
す。もう一度 O（Q）ボタンを押すと、選んだ項目を削除します。

D ［最近設定した項目］からマイメニューに戻すには
［最近設定した項目］>［このタブの機能変更］を選ぶと、「マイメニューの機能を［最近設定した項
目］に変更する」（0 762）の手順 2と同じ画面が表示されます。［Oマイメニュー］を選んでJボタ
ンを押すと、マイメニューに切り替わります。

763 最近設定した項目：最近設定したメニューをたど
る



1 カメラの動作がおかしいときの対処方法を確認して、カメラを点検する。
次のページで対処方法が確認できます。
故障かな？と思ったら（0 765）
警告表示と警告メッセージ（0 773）

2 電源を OFFにしてバッテリーを取り出し、約 1分後に再度バッテリーを入れてカメラの電
源を ONにする。
D 撮影直後はメモリーカードに画像の記録を行っている場合があります。バッテリーを

取り出すまで、撮影後は 1分以上お待ちください。

3 ニコンのホームページを確認する。
サポートサイトの Q&A などで解決方法を探すことができます。
https://www.nikon-image.com/support/
ニコンダウンロードセンターで、カメラの最新のファームウェアを確認してください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/

4 ニコンサービス機関に問い合わせる。

困ったときは

お問い合わせになる前に
カメラの動作がおかしいときは、次の手順を行うことで問題が解決する場合があります。ご購入店や
ニコンサービス機関にお問い合わせになる前にお試しください。

D カメラの初期化について
機能の組み合わせによって、使用したい機能（メニュー項目）が設定できない場合があります。使
用したいメニュー項目がグレーアウトしているときなどにセットアップメニュー［カメラの初期化］
を実行すると、メニューが選べるようになることがあります。
カメラを初期化すると、無線接続設定や著作権情報などの撮影者が入力したデータも初期化されま
す。初期化した設定は元に戻せないのでご注意ください。

764 お問い合わせになる前に

https://www.nikon-image.com/support/
https://downloadcenter.nikonimglib.com/


故障かな？と思ったら
次のような症状が発生した場合の対処法については、こちらをご覧ください。

電源・表示関連
●電源 ONの状態で、カメラの操作ができない

画像の記録などの処理が終わるまでお待ちください。
操作できない状態が続くときは、電源を OFFにする操作をしてください。
電源が OFFにならない場合は、バッテリーを入れ直してください。
ACアダプター使用時は付け直してください。
記録中であったデータは保存されません。
保存済みのデータはバッテリーや AC アダプターの取り外しでは失われません。

●ファインダーまたは画像モニターが表示されない
モニターモードを変更していませんか？　Mボタンを押して、表示設定を切り換えてください。
セットアップメニュー［モニターモードの限定］で表示設定を限定していませんか？　適切な表
示設定に変更してください。
アイセンサーにゴミやほこりなどが付着していると、アイセンサーが正しく反応しない場合があ
ります。ブロアーで軽く吹き払ってください。

●ファインダー内がはっきり見えない
ファインダー内の見え方は、視度調節ノブを回して調節できます。
視度調節しても被写体がはっきり見えない場合は、フォーカスモードを AF‑S、AFエリアモード
をシングルポイント AFに設定します。次に、中央のフォーカスポイントを選んで、コントラス
トの高い被写体にオートフォーカスでピントを合わせます。その状態で被写体が最もはっきり見
えるように調節してください。

●ファインダー内や表示パネル、画像モニターの表示が、すぐに消えてしまう
カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］で、表示が消えるまでの時間を設定できます。

●表示パネルの表示が薄い、表示が遅い
低温や高温のときは表示の濃度が変わったり、応答速度が遅くなることがあります。

●ファインダー内の表示が遅い
半押しタイマーがオフになる約 20秒前からコマ落ちしたような表示になります。半押しタイマーの
作動時間は、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］で変更できます。

765 故障かな？と思ったら
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撮影関連
●電源を ONにしてから、撮影できる状態になるまでに時間がかかる
メモリーカード内にフォルダーや画像が大量にあるときは、ファイル検索のため時間がかかる場合
があります。

●シャッターがきれない
残量のあるメモリーカードが入っていますか？
撮影モードMでシャッタースピードを Bulb（バルブ）または Time（タイム）に設定し、その
まま撮影モードを Sに変更した場合は、シャッタースピードを再設定してから撮影してくださ
い。
セットアップメニュー［カードなし時レリーズ］が［レリーズ禁止］になっていませんか？

●連続撮影できない
HDR撮影時は、連続撮影できません。

●ピントが合わない
マニュアルフォーカスになっていませんか？　オートフォーカスで撮影するには、フォーカスモ
ードを AF-S、AF-Cまたは AF-Fに設定してください。
次のような被写体では、オートフォーカスではピントが合わせづらい場合があります。
画面の長辺側と平行な線の被写体
明暗差の少ない被写体
フォーカスポイント内の被写体の輝度が著しく異なる場合
イルミネーション、夜景などの点光源や、ネオンなど明るさが変化する被写体
蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの照明下で、画面にちらつきや横縞が見える場合
クロスフィルターなど、特殊なフィルターを使用した場合
フォーカスポイントに対して被写体が小さい場合
連続した繰り返しパターンの被写体（ビルの窓やブラインドなど）

フォーカスモードが AF-Cの場合、シャッターボタンの半押しを続けている間または AF-ONボ
タンを押し続けている間にフォーカスポイントが点滅し、ピント合わせができなくなることがあ
ります。一度ボタンを放してから押し直すと、再度ピント合わせができるようになります。

●電子音が鳴らない
セットアップメニュー［サイレントモード］が［ON］になっていませんか？
フォーカスモードが AF-Cの場合、ピントが合ったときの電子音は鳴りません。
セットアップメニュー［電子音］>［電子音設定］を［無効］以外に設定すると電子音が鳴りま
す。
動画モード時は電子音は鳴りません。
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●設定できるシャッタースピードの範囲が狭い
フラッシュ撮影時は、シャッタースピードが制限されます。フラッシュ撮影時の同調シャッタース
ピードは、カスタムメニュー e1［フラッシュ撮影同調速度］で、1/200～ 1/60秒の範囲で設定でき
ます。［1/250秒（オート FP）］または［1/200秒（オート FP） ］に設定して、別売のオート FP
ハイスピードシンクロ対応スピードライトを使用すると、1/8000までのシャッタースピードに同調
可能なオート FP ハイスピードシンクロが可能です。

●シャッターボタンを半押ししても、フォーカスロックされない
フォーカスモードを AF-Cに設定している場合、サブセレクターの中央を押してフォーカスをロッ
クしてください。

●フォーカスポイントを選べない
AFエリアモードが［オートエリア AF］のときは、選べません。

●フォーカスモードを変更できない
カスタムメニュー a9および g5［フォーカスモードの制限］を［制限しない］に設定してください。

●画像の記録に時間がかかる
静止画撮影メニュー［長秒時ノイズ低減］が［ON］になっていませんか？

●撮影画面に表示された明るさと、撮影した画像の明るさ（露出）が違う
カスタムメニュー d9［ビューモード設定（静止画 Lv）］を［見やすさを重視］に設定すると、露
出や色味の設定を変えても画像モニターの表示には反映されません。撮影モードMでスピード
ライトを装着している場合、d9を［撮影設定を優先］に設定していても撮影画面の明るさは［見
やすさを重視］で表示されます。
セットアップメニュー［モニターの明るさ］または［ファインダーの明るさ］で撮影画面の明る
さを調整しても、撮影した画像には反映されません。

●動画モード時に画面にちらつきや横縞が生じる
動画撮影メニュー［動画フリッカー低減］の設定を、カメラをお使いになる地域の電源周波数に合
わせてください。

●横帯状の明るい部分が生じる
撮影している周囲でスピードライトやフラッシュなどが発光されたり、イルミネーションなどの点
滅する光源がある場合には、画面の一部が明るくなったり、明るい横帯が発生することがあります。
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●画像にゴミが写り込む
レンズの前面または背面（マウント側）が汚れていませんか？
撮像素子の前面にゴミが付着していませんか？　イメージセンサークリーニングを行ってくだ
さい。

●ゴースト、フレアが目立つ
太陽や高輝度の照明などの明るい光源が含まれるなどのシーンを撮影したときに、画像上にゴース
トやフレアが目立つ場合があります。レンズにフードを付ける、あるいは光源を画角から大きく外
すことで目立ちにくくなります。また、レンズからフィルターを外す、シャッタースピードを変更
するなどを試していただくと目立ちにくくなることがあります。

●ボケ像が欠けて写る
高速のシャッタースピードや大口径レンズを使用した撮影では、ボケ像が欠けて写ることがありま
す。ボケ像の欠けが気になるときは、シャッタースピードを遅くしたり、絞り値を大きくしたりす
ると目立たなくなります。

●撮影が開始されなかったり、自動的に終了する
次のような場合は、高温によるカメラへの損傷を抑えるために、自動的に終了することがありま
す。
撮影時の気温が高い場合
動画撮影を長時間行った場合
連続撮影を行った直後など

カメラが熱くなって撮影できない場合は、カメラ内部の温度が下がるまで電源を OFFにしてくだ
さい。このとき、カメラボディー表面が熱くなることがありますが故障ではありません。

●撮影画面にノイズ（ざらつき、むら、すじ、輝点）が発生する
ISO感度やシャッタースピード、アクティブ D-ライティングなどのカメラの設定を変更してくだ
さい。
長時間露出撮影や、カメラが高温になるような環境で撮影をする場合、ISO感度を高く設定して
いるとノイズが強調されることがあります。
長時間カメラを使用すると、カメラ内部の温度が上昇することがあるため、ざらつき、むら、輝
点が発生する場合があります。撮影時以外は、電源を OFFにしてください。
撮影時、Xボタンで表示を拡大すると、ざらつき、むら、すじや色の変化が発生しやすくなりま
す。
撮影した画像に発生するノイズは、撮影画面で表示されたノイズと見え方が異なることがありま
す。
撮像素子のチェックと最適化を行うと改善されることがあります。セットアップメニュー［ピク
セルマッピング］を実行してください。
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●ホワイトバランスのプリセットマニュアルのデータが取得できない
被写体が明るすぎるか、暗すぎます。

●ホワイトバランスのプリセットマニュアルのデータとして設定できない画像がある
この機種以外のカメラで撮影した画像は、プリセットマニュアルデータとして設定することはでき
ません。

●ホワイトバランス（WB）ブラケティング撮影ができない
RAWを含む画質モードの場合、ホワイトバランスブラケティング撮影はできません。
ホワイトバランスブラケティングと多重露出または HDR合成による撮影を同時に行うことはで
きません。

●［ピクチャーコントロール］の効果が安定しない
［ピクチャーコントロール］、［カスタムピクチャーコントロール］が［オート］に設定されている
か、それぞれの調整画面で［クイックシャープ］、［コントラスト］、［色の濃さ（彩度）］のいずれか
が［A］（オート）に設定されています。ピクチャーコントロールの効果を一定にするには、これら
の項目を［A］（オート）以外に設定してください。

●測光モードが変更できない
AEロック中は、測光モードを変更できません。

●露出補正ができない
撮影モードがMの場合、露出補正を行っても、露出インジケーターの表示が変わるだけで、シャッ
タースピードと絞り値は変化しません。

●長時間露出撮影時に色むらが発生する
シャッタースピードを Bulb（バルブ）または Time（タイム）にした場合など、長時間露出で撮影
すると、画像に色むらが発生することがあります。この現象は、静止画撮影メニュー［長秒時ノイ
ズ低減］を［ON］に設定することで低減できます。

● AF補助光ランプが光らない
カスタムメニュー a12［内蔵 AF補助光の照射設定］が［OFF］になっていませんか？
動画モード時は AF補助光は照射しません。
フォーカスモードが AF-CおよびMFの場合、AF補助光は照射しません。

●動画に音声が録音されない
動画撮影メニュー［マイク感度］が［録音しない］になっていませんか？
動画撮影メニュー［マイク感度］>［マニュアル］で、低い感度に設定されていませんか？
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再生関連
● RAW画像が表示されない
［画質モード］を［RAW＋ FINEm］、［RAW＋ FINE］、［RAW＋ NORMALm］、［RAW＋
NORMAL］、［RAW＋ BASICm］、［RAW＋ BASIC］にして撮影した画像は、JPEG画像しか再生さ
れません。

●他のカメラで撮影した画像が表示されない
この機種以外のカメラで撮影した画像は、正常に表示されないことがあります。

●全ての画像が表示されない
再生メニュー［再生フォルダー設定］を［全てのフォルダー］にしてください。

●画像の縦位置・横位置が正しく表示されない
再生メニュー［画像の自動回転］が［OFF］になっていませんか？
撮影直後の画像確認では自動回転はしません。
カメラを上向き・下向きにして撮影すると、縦横位置情報が正しく得られない場合があります。

●画像が削除できない
画像にプロテクトが設定されていませんか？

●画像が編集できない
このカメラでは編集できない画像です。
メモリーカードの残量は充分にありますか？

●画像を記録したのに［撮影画像がありません］と表示される
再生メニュー［再生フォルダー設定］を［全てのフォルダー］にしてください。

● RAW画像をプリントできない
再生時の iメニュー［画像編集］>［RAW現像（表示画像）］または［RAW現像（複数画像）］
などで RAW画像から JPEG画像を作成してからプリントしてください。
RAW 画像はパソコンに転送してから、NX Studioなどのソフトウェアを使ってプリントしてくだ
さい。

●画像が HDMI対応機器で再生できない
HDMIケーブルが正しく接続されているか確認してください。

770 故障かな？と思ったら



●画像が HDMI対応機器で正しく表示されない
HDMIケーブルが正しく接続されているか確認してください。
動画撮影メニュー［外部記録制御（HDMI）］が［ON］になっていませんか？
セットアップメニュー［カメラの初期化］を実行すると正しく表示されることがあります。

● NX Studioでイメージダストオフ機能が動作しない
次の場合は、イメージセンサークリーニングにより、撮像素子前面のゴミの位置が変わってしまう
ため、イメージダストオフ機能を使用できません。
イメージセンサークリーニングを実行する前に撮影した画像に対して、クリーニング後に取得し
たイメージダストオフデータを使ってゴミの写り込みを取り除こうとしたとき
イメージセンサークリーニングを実行する前に取得したイメージダストオフデータを使って、ク
リーニング後に撮影した画像に対してゴミの写り込みを取り除こうとしたとき

●［ピクチャーコントロール］、［アクティブ D-ライティング］、［ヴィネットコントロール］などの効
果がパソコンで確認できない
RAW画像で記録した場合、当社製ソフトウェア以外では機能しません。RAW画像の現像は NX
Studioをお使いください。

●画像をパソコンに転送できない
お使いのパソコンの OSによっては、カメラをパソコンに接続して画像を転送できないことがあり
ます。カードリーダーなどの機器を使って、メモリーカードの画像をパソコンに保存してください。

771 故障かな？と思ったら



Wi-Fi（無線 LAN）および Bluetooth関連
●スマートフォンにカメラの SSID（ネットワーク名）が表示されない

ネットワークメニューの［機内モード］が［OFF］になっていること、および［スマートフォン
と接続］>［ペアリング（Bluetooth）］>［Bluetooth通信機能］が［ON］になっていることを
確認してください。
ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>［Wi-Fi接続］が有効になっていることを確
認してください。
スマートフォンの無線機能を OFFにしてから ONにし直してください。

●プリンターなどの無線通信機器と接続できない
このカメラは、スマートフォンやパソコン以外の機器とは無線接続できません。

●画像がスマートフォンに自動送信できない
SnapBridgeアプリの タブで［自動連携］>［連携モード］を［フォアグラウンド］に設定して
いる場合、SnapBridgeアプリを起動していても他の画面が表示されている状態（バックグラウン
ドで起動中）は自動転送されません。SnapBridgeアプリの画面がスマートフォンに表示されてい
る状態（SnapBridgeアプリがフォアグラウンドで起動中）で使用してください。
カメラとスマートフォンがペアリングされていることを確認してください。
カメラとスマートフォンが Bluetooth通信可能な状態か確認してください。

●位置情報がスマートフォンから取得できない
お使いのスマートフォンの OSおよび SnapBridgeアプリのバージョンによっては、位置情報の取
得や表示ができない場合があります。
SnapBridgeアプリの タブで［自動連携］>［連携モード］を［フォアグラウンド］に設定して
いる場合、位置情報はカメラに送られません。位置情報は、カメラから静止画が転送された後
に、スマートフォン側で静止画に記録されます。

その他
●撮影日時が正しく表示されない
カメラの内蔵時計は合っていますか？　カメラの内蔵時計は腕時計などの一般的な時計ほど精度は
高くないため、定期的に日時設定を行うことをおすすめします。

●表示されているメニュー項目が選べない
一部のメニュー項目は、カメラの設定状況によって選べない場合があります。
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警告表示と警告メッセージ
表示パネル、撮影画面に表示される警告表示と警告メッセージの意味は次の通りです。

警告表示
撮影画面と表示パネルに次の警告が表示されます。

表示
原因と対処方法

撮影画面 表示パネル

H
バッテリー残量は残りわずかです。
バッテリー交換の準備をしてください。

l

レンズが正しく装着されていません。
レンズを正しく装着してください。
沈胴式のレンズをご使用の場合、レンズを繰り出してくださ
い。
マウントアダプターを使用して非 CPUレンズを装着すると
表示されますが、異常ではありません。

Bulb
（点滅）

撮影モードが Sのときにシャッタースピードが Bulb（バルブ）
にセットされています。
シャッタースピードを変えてください。
撮影モードをMにして撮影してください。

Time
（点滅）

撮影モードが Sのときにシャッタースピードが Time（タイム）
にセットされています。
シャッタースピードを変えてください。
撮影モードをMにして撮影してください。

Busy
（点滅）

カメラが処理を行っています。
カメラが処理を終えるまでお待ちください。
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表示
原因と対処方法

撮影画面 表示パネル

（シャッタースピード表示、絞り
値表示のいずれかと、露出インジ

ケーターが点滅）

被写体が明るすぎてカメラの制御範囲を超えています。
ISO感度を低くしてください。
撮影モードが Pのときは市販の NDフィルター（光量調節
用）を使用してください（S、Aのときに下記の操作を行っ
ても警告表示が消えない場合も同様に対応してください）。
撮影モードが Sのときはシャッタースピードをより高速側
にセットしてください。
撮影モードが Aのときは絞りを絞り込んでください（より大
きい数値）。

被写体が暗すぎて、カメラの制御範囲を超えています。
ISO感度を高くしてください。
撮影モードが Pのときは別売スピードライトを使用してく
ださい（S、Aのときに下記の操作を行っても警告表示が消
えない場合も同様に対応してください）。
撮影モードが Sのときはシャッタースピードをより低速側
にセットしてください。
撮影モードが Aのときは絞りを開いてください（より小さい
数値）。

c

（点滅）
—

スピードライトがフル発光しました。
撮影に必要な光量が不足している可能性があります。撮影距
離、絞り値、調光範囲、ISO 感度などをご確認ください。

Full
（点滅）

画像を記録する空き容量がありません。
メモリーカードに記録されている画像を削除して、カードに
画像ファイルが保存可能な状態にしてください。必要な画像
はパソコンなどに転送してバックアップしてください。
新しいメモリーカードに交換してください。

カメラが扱えるファイル数をオーバーしています。
メモリーカードに記録されている画像を削除して、カードに
画像ファイルが保存可能な状態にしてください。必要な画像
はパソコンなどに転送してバックアップしてください。
新しいメモリーカードに交換してください。
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表示
原因と対処方法

撮影画面 表示パネル

Err
（点滅）

撮影中に何らかの異常を検出しました。
もう一度シャッターボタンを押してください。警告表示が解除
されない場合や、頻繁に警告が表示される場合は、ニコンサー
ビス機関にご相談ください。

警告メッセージ
撮影画面に次のメッセージが表示されます。

メッセージ
原因と対処方法

撮影画面 表示パネル

撮影できません。バッテリー
を交換してください。 —

バッテリーが消耗しています。
バッテリーを交換してください。
バッテリーを充電してください。

お使いのバッテリーと正しく
通信ができないためカメラの
動作を停止します。安全にお
使いいただくために専用バッ
テリーと交換してください。

—

バッテリーとの情報通信ができません。
このバッテリーは使用できません。ニコンサービ
ス機関にご相談ください。
極端に消耗したバッテリーを使用している場合
は、充電してください。

—

カメラと通信できないバッテリーを使用していま
す。
カメラと通信できないバッテリーを使用している場
合は、ニコン純正品のバッテリーと交換してくださ
い。

メモリーカードが入っていま
せん。 ［–E–］

メモリーカードが入っていないか、正しくセットさ
れていません。
メモリーカードを正しくセットしてください。
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メッセージ
原因と対処方法

撮影画面 表示パネル

このメモリーカードにアクセ
スできません。カードを交換
してください。

Card、Err
（点滅）

メモリーカードへのアクセス異常です。
このカメラ用のメモリーカードであるかどうかを
確認してください。
新しいメモリーカードに交換してください。
繰り返し抜き差ししてもエラーが解消しない場合
は、メモリーカードが壊れている可能性がありま
す。ニコンサービス機関までご連絡願います。

新規フォルダーが作成できません。
新しいメモリーカードに交換してください。

このメモリーカードは初期化
（フォーマット）されていませ
ん。フォーマットしてくださ
い。

For
（点滅）

メモリーカードが正しく初期化されていません。
メモリーカードを初期化してください。
正しく初期化されたメモリーカードに交換してく
ださい。

マウントアダプター FTZの
ファームウェアをバージョン
アップしてください。

—

マウントアダプターのファームウェアバージョンが
最新ではありません。
マウントアダプターのファームウェアを最新版にバ
ージョンアップしてください。ファームウェアのバ
ージョンアップ方法については、当社のホームペー
ジでご確認ください。

動画撮影を中断します。しば
らくお待ちください。 —

動画の書き込み速度に対応していないメモリーカー
ドが使用されています。
書き込み速度に対応したメモリーカードに交換する
か、動画撮影メニュー［画像サイズ/フレームレー
ト］の設定を変更してください。

カメラが高温になっていま
す。温度がさがるまで使用で
きません。しばらくおまちく
ださい。電源を OFFにしま
す。

—

カメラ内部の温度が高くなっています。
カメラ内部の温度が下がるまで、撮影を一時休止し
てください。

バッテリーの温度が高くなっています。
バッテリーをカメラから取り出して、バッテリーの
温度が下がるまでお待ちください。
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メッセージ
原因と対処方法

撮影画面 表示パネル

撮影画像がありません。 —

撮影画像がありません。
画像が記録されているメモリーカードを入れてくだ
さい。

再生するフォルダーの指定に問題があります。
再生メニューの［再生フォルダー設定］で、表示可
能な画像があるフォルダーを選んでください。

このファイルは表示できませ
ん。 —

アプリケーションソフトで編集された画像や DCF
規格外の画像ファイルのため再生できません。
アプリケーションソフトで編集された画像を上書き
保存しないでください。

画像ファイルに異常があるため再生できません。
アプリケーションソフトで編集された画像を上書き
保存しないでください。

このファイルは選択できませ
ん。 —

編集できない画像です。
このカメラで撮影または編集した画像しか画像編集
できません。

この動画は編集できません。 —
編集できない動画です。
このカメラで撮影した動画しか編集できません。
2秒未満の動画は編集できません。

このファイルは保存先のメモ
リーカードには保存できませ
ん。詳しくは使用説明書をご
覧ください。

—

ファイルサイズが 4GB以上の場合、exFATでフォー
マットされたメモリーカードにのみ保存できます。
FAT32など、exFAT以外でフォーマットされたカー
ドには保存できません。
このカメラで初期化した 64GBを超えるカードを使
用するか、保存する画像のファイルサイズが 4GB未
満になるようにしてください。
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資料

使用できるレンズ
このカメラでは全ての Zマウントレンズをお使いいただけます。

レンズ名に NIKKOR Zが含まれていることをご確認ください。

カメラおよびレンズのファームウェアを最新版にバージョンアップしてお使いください。ファーム
ウェアが最新になっていない場合、レンズを正しく認識しなかったり、機能の一部が使用できない
ことがあります。最新のファームウェアは、ニコンダウンロードセンターからダウンロードできま
す。

ヒント：使用できる Fマウントレンズについて
マウントアダプター FTZ II/FTZを使用すると、Zマウント用カメラに Fマウントレンズを装着すること
ができます。

装着するレンズによっては、一部の機能に制限があります。

Zマウント用カメラで使用できる Fマウントレンズおよび制限などの詳しい情報については、「使用で
きる Fマウントレンズについて」をご覧ください。「使用できる Fマウントレンズについて」はニコン
ダウンロードセンターからダウンロードできます。

https://downloadcenter.nikonimglib.com/
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画像モニター/ファインダー/表示パネルの表
示
設定に応じたアイコンや項目が表示されます。この他にも設定を変更したときなどに一時的に表示さ
れるアイコンや警告表示があります。

画像モニター
静止画モードの場合

43

42

44

45

48

49
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47

46 22
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撮影モード（0 119）
プログラムシフトマーク（0 120）
AFエリアフレーム（0 105）
温度上昇警告（0 696）
レリーズモード（0 131）
インターバルタイマー設定マーク
（0 458）
tマーク（0 85）
カードなしマーク（0 80、0 781）
メモリーカード高温注意表示（0 81）
フォーカスモード（0 103)
タイムラプス動画撮影設定マーク
（0 468）
AFエリアモード（0 105）
被写体検出（0 109）
フラッシュモード（0 379）
FTP接続状態（0 326、0 342）
リモートカメラ接続状態（0 358）
ホワイトバランス（0 142）
画質モード（0 99）
アクティブ D-ライティング（0 426）
画像サイズ（0 101）
ピクチャーコントロール（0 169）
撮像範囲（0 97）
AE・フラッシュブラケティングマーク
（0 159）
WBブラケティングマーク（0 163）
ADLブラケティングマーク（0 165）
HDRマーク（0 454）
多重露出マーク（0 447）
プリキャプチャ（0 563）
AE・フラッシュブラケティング撮影コマ
数表示（0 159）
WBブラケティング撮影コマ数表示
（0 163）
ADLブラケティング撮影コマ数表示
（0 165）
HDR強度（0 454）
多重露出撮影コマ数（0 447）

1
2
3
4
5
6

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21

インジケーター
露出（0 122）
露出補正（0 129）
オートブラケティング（0 158）
iメニュー（0 66）
バッテリー残量表示（0 79）
USB給電中表示（0 721）
レディーライト（0 374）
記録可能コマ数（0 80、0 857）
カメラコントロールモード表示（0 828）
Wi-Fi通信マーク（0 288、0 298、
0 326）
Bluetooth通信マーク（0 735）
機内モード（0 733）
衛星受信状態マーク（0 180）
ISO感度（0 138）
ISO感度マーク（0 138）
ISO-AUTOマーク（0 140）
露出補正マーク（0 129）
調光補正マーク（0 381）
ログ取得表示（0 179）
絞り値（0 120）、0 121）
絞り値ロックマーク（0 618）
シャッタースピード（0 120、0 121）
シャッタースピードロックマーク
（0 618）
ピント表示（0 116）
測光モード（0 437）
AE-Lマーク（0 127）
AWB-Lマーク（0 598）
タッチ撮影機能（0 54、0 112）
手ブレ補正（0 444）
サイレントモード（0 711）
FVロックマーク（0 382）
フォーカスポイント（0 111）
FLICKERアイコン（0 433）
レンズ内蔵テレコンバーター使用マーク
ビューモード設定（0 570）

22

23
24
25
26
27
28

29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
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D 温度上昇警告について
カメラ内部の温度が上昇すると、温度上昇警告が表示され、カウントダウンが表示されます。カウ
ントダウンが 0になると、撮影画面の表示が消灯します。
セットアップメニュー［自動電源 OFF温度］でカウントダウンを行う温度を［標準］または［高］
で設定できます。
消灯する 30秒前から赤字で表示されます。撮影条件によっては、電源を ONにした後すぐにカウン
トダウンが始まることがあります。

D 温度上昇警告やメモリーカード高温の注意表示が表示されたときは
カメラの内部やメモリーカードが高温になり、撮影画面に温度上昇警告やメモリーカード高温の注意
表示が表示される場合があります。その場合は、温度が下がって表示が消えるまでカメラ本体やバッ
テリー、メモリーカードに触らないでください。

D メモリーカードが入っていないときの表示について
撮影画面または表示パネルの記録可能コマ数表示部に［–E–］マークが、撮影画面にカードなし警告が
表示されます。
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撮影モード（0 119）
プログラムシフトマーク（0 120）
シャッタースピードロックマーク
（0 618）
シャッタースピード（0 120、0 121）

1
2
3
4

絞り値ロックマーク（0 618）
絞り値（0 120、0 121）
インジケーター
露出（0 122）
露出補正（0 129）
オートブラケティング（0 158）

5
6
7

インフォ画面

4 61 2 3 5

7
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Wi-Fi通信マーク（0 288、0 298、
0 326）
Bluetooth通信マーク（0 735）
衛星受信状態マーク（0 180）
ログ取得表示（0 179）
AE・フラッシュブラケティングマーク
（0 159）
WBブラケティングマーク（0 163）
ADLブラケティングマーク（0 165）
HDRマーク（0 454）
多重露出マーク（0 447）
記録可能コマ数（0 80、0 857）
カメラコントロールモード表示（0 828）
iメニュー（0 66）

1

2
3
4

5
6

ISO感度（0 138）
ISO感度マーク（0 138）
ISO-AUTOマーク（0 140）
FVロックマーク（0 382）
AE-Lマーク（0 127）
調光補正マーク（0 381）
露出補正マーク（0 129）
露出補正値（0 129）

7
8
9

10
11
12
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4

5

6
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9

7

10
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12
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tマーク（0 85）
インターバルタイマー設定マーク
（0 458）
タイムラプス動画撮影設定マーク
（0 468）
発光モード（0 377）
長秒時ノイズ低減マーク（0 428）
電子音マーク（0 710）
バッテリー残量表示（0 79）
USB給電中表示（0 721）
画像サイズ（0 101）
AFエリアモード/被写体検出（0 105）
フォーカスモード（0 103）

1
2

3
4
5
6
7
8
9

10

メモリーカード情報表示（0 597）
機内モード（0 733）
カスタムボタンの機能（撮影）（0 598）
撮影メニュー切り換え（0 407）
手ブレ補正（0 444）
測光モード（0 437）
ピクチャーコントロール（0 169）
ホワイトバランス（0 142）
画質モード（0 99）
温度上昇警告
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録画中マーク（0 90）
動画記録禁止マーク（0 91）
外部記録制御（0 278）
動画記録時間（0 90）
タイムコード（0 520）
ハイレゾズームマーク（0 205）
ハイレゾズーム倍率（0 205）
動画記録先（0 490）
動画記録残り時間（0 90）
ピクチャーコントロール（0 169）
階調モード（0 189）

1
2
3
4
5
6
7

撮像範囲（0 197）
動画記録ファイル形式（0 187）
画像サイズ/フレームレート（0 190）
ハイレゾズーム倍率表示バー（0 205）
音声レベルインジケーター（0 514）
マイク感度（0 514）
電子手ブレ補正マーク（0 513）
ヘッドホン音量（0 519）
ゼブラ表示（0 650）
録画中赤枠（0 658）

8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

動画モードの場合
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ファインダー
静止画モードの場合
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レンズ内蔵テレコンバーター使用マーク
ビューモード設定（0 570）
レリーズモード（0 131）
フォーカスモード（0 103）
AFエリアモード（0 105）
被写体検出（0 109）
フラッシュモード（0 379）
ホワイトバランス（0 142）
アクティブ D-ライティング（0 426）
ピクチャーコントロール（0 169）
画質モード（0 99）
画像サイズ（0 101）
撮像範囲（0 97）
AFエリアフレーム（0 105）
フォーカスポイント（0 111）
AE・フラッシュブラケティングマーク
（0 159）
WBブラケティングマーク（0 163）
ADLブラケティングマーク（0 165）
HDRマーク（0 454）
多重露出マーク（0 447）
AE・フラッシュブラケティング撮影コマ
数表示（0 159）
WBブラケティング撮影コマ数表示
（0 163）
ADLブラケティング撮影コマ数表示
（0 165）
HDR強度（0 454）
多重露出撮影コマ数（0 447）
調光補正マーク（0 381）
FTP接続状態（0 326、0 342）
リモートカメラ接続状態（0 358）
ログ取得表示（0 179）
衛星受信状態マーク（0 180）
Wi-Fi通信マーク（0 288、0 298、
0 326）
Bluetooth通信マーク（0 735）
機内モード（0 733）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

17

18
19
20
21
22
23

USB給電中表示（0 721）
バッテリー残量表示（0 79）
レディーライト（0 374）
記録可能コマ数（0 80、0 857）
カメラコントロールモード表示（0 828）
ISO感度（0 138）
ISO感度マーク（0 138）
ISO-AUTOマーク（0 140）
露出補正マーク（0 129）
インジケーター
露出（0 122）
露出補正（0 129）
オートブラケティング（0 158）

絞り値（0 120、0 121）
絞り値ロックマーク（0 618）
シャッタースピード（0 120、0 121）
シャッタースピードロックマーク
（0 618）
プログラムシフトマーク（0 120）
撮影モード（0 119）
ピント表示（0 116）
測光モード（0 437）
サイレントモード（0 711）
手ブレ補正（0 444）
AE-Lマーク（0 127）
AWB-Lマーク（0 598）
FVロックマーク（0 382）
タイムラプス動画撮影設定マーク
（0 468）
インターバルタイマー設定マーク
（0 458）
tマーク（0 85）
カードなしマーク（0 80、0 781）
メモリーカード高温注意表示（0 81）
温度上昇警告
FLICKERアイコン（0 433）

24
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ヘッドホン音量（0 519）
ゼブラ表示（0 650）
ピクチャーコントロール（0 169）
階調モード（0 189）
画像サイズ/フレームレート（0 190）
撮像範囲（0 197）
動画記録ファイル形式（0 187）
ハイレゾズームマーク（0 205）
ハイレゾズーム倍率（0 205）
動画記録残り時間（0 90）

1
2
3
4
5
6
7
8

動画記録先（0 490）
動画記録時間（0 90）
タイムコード（0 520）
ハイレゾズーム倍率表示バー（0 205）
音声レベルインジケーター（0 514）
マイク感度（0 514）
電子手ブレ補正マーク（0 513）
外部記録制御（0 278）
録画中マーク（0 90）
動画記録禁止マーク（0 91）
録画中赤枠（0 658）

9
10
11
12
13
14
15
16
17

動画モードの場合
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表示パネル
静止画モードの場合

4 51 23 76 8
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撮影モード（0 119）
プログラムシフトマーク（0 120）
シャッタースピードロックマーク
（0 618）
シャッタースピード（0 120、0 121）
露出補正値（0 129）
調光補正量（0 381）
AE・フラッシュブラケティング撮影コマ
数（0 159）
WBブラケティング撮影コマ数（0 163）
インターバルタイマー撮影残り回数表示
（0 460）
フォーカスシフト撮影残り回数（0 478）
ログ取得表示（0 179）
残り露光時間（0 566）
露出補正マーク（0 129）
AE・フラッシュブラケティングマーク
（0 159）
WBブラケティングマーク（0 163）
ADLブラケティングマーク（0 165）
HDRマーク（0 454）
多重露出マーク（0 447）
絞り値ロックマーク（0 618）
絞り値（0 120、0 121）
AE・フラッシュブラケティング補正ステ
ップ（0 159）
WBブラケティング補正ステップ
（0 163）
ADLブラケティング撮影コマ数（0 165）
インターバルタイマー撮影コマ数
（0 460）
フォーカスシフト撮影残りコマ数表示
（0 478）
衛星受信状態マーク（0 180）
Wi-Fi通信マーク（0 288、0 298、
0 326）
Bluetoothマーク（0 735）
PC接続中マーク（0 828）

1
2
3
4

5
6

7
8

バッテリー残量表示（0 79）
USB給電中表示（0 721）
インジケーター
露出（0 122）
露出補正（0 129）
AE・フラッシュブラケティング
（0 159）
WBブラケティング（0 163）
ADLブラケティング（0 165）

ISO感度（0 138）
記録可能コマ数（0 80、0 857）
ホワイトバランスプリセットマニュアル
データ取得モード表示（0 153）
長時間露出経過時間（0 124）
長秒時ノイズ低減残り処理時間（0 428）
カメラコントロールモード表示（0 828）
ISO感度マーク（0 138）
ISO AUTOマーク（0 140）
レリーズモード（0 131）
連続撮影可能コマ数（0 131）
「ハイスピードフレームキャプチャー +」
連続撮影コマ数（0 134）
インターバルタイマー設定マーク
（0 460）
タイムラプス動画撮影設定マーク
（0 470）
フォーカスシフト撮影設定マーク
（0 478）
メモリーカードマーク（スロット 2）
（0 415）
メモリーカードマーク（スロット 1）
（0 415）
AFエリアモード（0 105）
フォーカスモード（0 103）
撮影メニュー設定表示（0 407）
調光補正マーク（0 381）

9
10
11

12
13

14
15

16
17
18
19
20
21
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動画の露出補正値（0 129）
画像サイズ/フレームレート（0 190）

1
2

動画記録可能時間（0 490）3

動画モードの場合

3

2

1

791 画像モニター/ファインダー/表示パネルの表示



使用できるスピードライト

ニコンクリエイティブライティングシステム（CLS）
について
ニコンクリエイティブライティングシステム（CLS）はニコンのスピードライトとカメラのデータ通信
方式を改良したシステムで、さまざまな機能を提供します。

ニコンクリエイティブライティングシステム対応スピ
ードライトとの組み合わせで使用できる機能

スピードライト 0

SB-5000 0 793

SB-910/SB-900/SB-800 0 795

SB-700 0 797

SB-600 0 799

SB-500 0 801

SB-R200 0 803

SB-400 0 805

SB-300 0 807

SU-800 0 809

792 使用できるスピードライト



SB-5000
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 41

スタンダード i‑TTL調光 42

qA 絞り連動外部自動調光 4

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 4

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

793 使用できるスピードライト



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 4

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA 絞り連動外部自動調光 4

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 43

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

電波制御アドバンストワイヤレスライティング 44

発光色温度情報伝達（フラッシュ） 4

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ 45

FVロック 46

赤目軽減発光 4

794 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 4

ユニファイドフラッシュコントロール 4

カメラからのスピードライトファームアップ 4

スポット測光時は設定できません。
スピードライト側でも設定できます。
qAと Aの選択は、マスターフラッシュの設定に準じます。
使用できる機能は、光制御アドバンストワイヤレスライティングのリモートフラッシュと同じで
す。
発光モードが i-TTL、qA、A、GN、Mの場合のみ動作します。
発光モードが i-TTL、「モニター発光あり」のqAまたは「モニター発光あり」の Aの場合のみ動
作します。

SB-910/SB-900/SB-800
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 41

スタンダード i‑TTL調光 42

qA 絞り連動外部自動調光 43

A 外部自動調光 43

GN 距離優先マニュアル発光 4

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

795 使用できるスピードライト

1
2
3
4

5
6



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 4

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA 絞り連動外部自動調光 4

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 44

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） 4

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ 45

FVロック 46

赤目軽減発光 4

796 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 4

ユニファイドフラッシュコントロール —

カメラからのスピードライトファームアップ 47

スポット測光時は設定できません。
スピードライト側でも設定できます。
qAと Aの選択は、スピードライトのカスタム設定で行います。
qAと Aの選択は、マスターフラッシュの設定に準じます。
発光モードが i-TTL、qA、A、GN、Mの場合のみ動作します。
発光モードが i-TTL、「モニター発光あり」のqAまたは「モニター発光あり」の Aの場合のみ動
作します。
SB-910と SB-900のみカメラからのスピードライトファームアップが可能です。

SB-700
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 41

スタンダード i‑TTL調光 4

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 4

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ —

797 使用できるスピードライト

1
2
3
4
5
6

7



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 4

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ —

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） 4

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ 42

FVロック 43

赤目軽減発光 4

798 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 4

ユニファイドフラッシュコントロール —

カメラからのスピードライトファームアップ 4

スポット測光時は設定できません。
発光モードが i-TTL、GN、Mの場合のみ動作します。
発光モードが i-TTLの場合のみ動作します。

SB-600
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 41

スタンダード i‑TTL調光 42

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ —

799 使用できるスピードライト

1
2
3



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 —

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） 4

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ 43

FVロック 44

赤目軽減発光 4

800 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 4

ユニファイドフラッシュコントロール —

カメラからのスピードライトファームアップ —

スポット測光時は設定できません。
スピードライト側でも設定できます。
発光モードが i-TTL、Mの場合のみ動作します。
発光モードが i-TTLの場合のみ動作します。

SB-500
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 41

スタンダード i‑TTL調光 4

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 —

M マニュアル発光 42

RPT リピーティングフラッシュ —

801 使用できるスピードライト

1
2
3
4



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 42

i-TTL i-TTL調光 42

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 42

RPT リピーティングフラッシュ —

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ 4

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） 4

発光色温度情報伝達（LEDライト） 4

オート FPハイスピードシンクロ 43

FVロック 44

赤目軽減発光 4

802 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 4

ユニファイドフラッシュコントロール 4

カメラからのスピードライトファームアップ 4

スポット測光時は設定できません。
カメラの［フラッシュ発光］で設定できます。
発光モードが i-TTL、Mの場合のみ動作します。
発光モードが i-TTLの場合のみ動作します。

SB-R200
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 —

スタンダード i‑TTL調光 —

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

803 使用できるスピードライト

1
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4



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 —

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 4

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 4

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 —

M マニュアル発光 4

RPT リピーティングフラッシュ —

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） —

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ 41

FVロック 42

赤目軽減発光 —

804 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 4

ユニファイドフラッシュコントロール —

カメラからのスピードライトファームアップ —

発光モードが i-TTL、Mの場合のみ動作します。
発光モードが i-TTLの場合のみ動作します。

SB-400
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 41

スタンダード i‑TTL調光 4

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 —

M マニュアル発光 42

RPT リピーティングフラッシュ —

805 使用できるスピードライト

1
2



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 —

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） 4

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ —

FVロック 43

赤目軽減発光 4

806 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 —

ユニファイドフラッシュコントロール 4

カメラからのスピードライトファームアップ —

スポット測光時は設定できません。
カメラの［フラッシュ発光］で設定できます。
発光モードが i-TTLの場合のみ動作します。

SB-300
使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 41

スタンダード i‑TTL調光 4

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 —

M マニュアル発光 42

RPT リピーティングフラッシュ —

807 使用できるスピードライト

1
2
3



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 —

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） 4

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ —

FVロック 43

赤目軽減発光 —

808 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 —

ユニファイドフラッシュコントロール 4

カメラからのスピードライトファームアップ 4

スポット測光時は設定できません。
カメラの［フラッシュ発光］で設定できます。
発光モードが i-TTLの場合のみ動作します。

SU-800について
ワイヤレススピードライトコマンダー SU-800は、ワイヤレスで SB‑5000、SB-910、SB-900、SB-800、
SB-700、SB-600、SB-500、SB-R200を制御するコマンダーです。スピードライトを 3つのグループに
分けて光制御できます。SU-800には発光機能はありません。

使用できる機能

1灯

 

i-TTL
i-TTL-BL調光 —

スタンダード i‑TTL調光 —

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

GN 距離優先マニュアル発光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

809 使用できるスピードライト

1
2
3



使用できる機能

光制御アドバンストワイヤレスライティング

 

マスターフラッシュ

 

リモートフラッシュへの発光指示 4

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール 41

qA 絞り連動外部自動調光 —

A 外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

リモートフラッシュ

 

i-TTL i-TTL調光 —

［A : B］ クイックワイヤレスコントロール —

qA/A 絞り連動外部自動調光/外部自動調光 —

M マニュアル発光 —

RPT リピーティングフラッシュ —

電波制御アドバンストワイヤレスライティング —

発光色温度情報伝達（フラッシュ） —

発光色温度情報伝達（LEDライト） —

オート FPハイスピードシンクロ 42

FVロック 43

赤目軽減発光 —

810 使用できるスピードライト



使用できる機能

カメラ起動モデリング発光 4

ユニファイドフラッシュコントロール —

カメラからのスピードライトファームアップ —

クローズアップ撮影時のみ設定できます。
リモートフラッシュの発光モードが RPTの場合は動作しません。
リモートフラッシュの発光モードが i-TTL、「モニター発光あり」のqAの場合のみ動作します。

811 使用できるスピードライト

1
2
3



スピードライト使用時のご注意とヒント
スピードライトをお使いになる前に、必ず各スピードライトの説明書も併せてご覧ください。

ニコンクリエイティブライティングシステム対応のスピードライトの説明書にカメラ分類表が記載
されている場合は、ニコンクリエイティブライティングシステム対応デジタル一眼レフに該当する
箇所をお読みください。なお、このカメラは SB-80DX、SB-28DX、SB-50DXの説明書に記載のデジ
タル一眼レフカメラには該当しません。
ニコンクリエイティブライティングシステム対応スピードライト使用時には、i‑TTLや外部自動調光
モードにおいて、フル発光でも露出不足になる可能性のある場合に、発光直後に c（レディーライ
ト）が約 3秒間点滅して露出アンダー警告を行います。
i-TTLモード時の ISO 感度連動範囲は ISO 64～12800相当です。
ISO感度を 12800よりも増感した場合には、距離や絞り値によっては適正な発光量にならない場合
があります。
撮影モードが Pの場合、下表の絞り値よりも絞りを開くことはできません。

ISO感度と開放側の限界絞り（F）

100 200 400 800 1600 3200 6400 12800

4 5 5.6 7.1 8 10 11 13

制御される絞り値よりも開放絞りが暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。

スピードライト SB-5000、SB-910、SB-900、SB-800、SB-700、SB‑600、SB‑500、SB-400の使用時
に、フラッシュモードが赤目軽減、赤目軽減スローシンクロモードの場合は、スピードライト側で
赤目軽減発光が行われます。
パワーアシストパック SD-8Aまたは SD-9をカメラに固定した状態でフラッシュ撮影をすると、筋
状のノイズが写り込むことがあります。その場合は、ISO感度を下げるか、SD-8Aまたは SD-9をカ
メラから離してお使いください。
AF補助光の照射条件が満たされると、カメラの AF補助光を自動的に照射します。スピードライト
の AF補助光は照射されません。
i-TTLモード時に、調光コード SC-17、SC-28、SC-29を使用してカメラからスピードライトを離し
て撮影する場合、スタンダード i-TTL調光以外では適正露出を得られない場合があります。この場
合は、スタンダード i-TTL調光に切り換えて撮影してください。また、あらかじめテスト撮影を行
ってください。
i-TTL モード時に、発光面に内蔵パネルまたは付属のバウンスアダプター以外の部材（拡散板など）
を装着しないでください。カメラ内の演算に誤差が生じ、適正露出とならない場合があります。
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D スピードライトを使用した撮影の制限について
次の場合など、スピードライトとは同時に使用できない機能や設定があります。
サイレントモード
動画撮影
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
HDR合成

D 別売スピードライトの FVロックについて
別売のスピードライトの発光モードが TTL、「モニター発光あり」のqAまたは「モニター発光あ
り」の Aのいずれかにセットされている場合は、FVロックを行えます（別売スピードライトの発光
モードについては、スピードライトの説明書をご覧ください）。
増灯時に FVロックを使用する場合は、主灯（マスターフラッシュ）または補助灯（リモート）グ
ループのうち、少なくとも 1グループの発光モードを TTL、qAまたは Aのいずれかにセットして
ください。

D その他のスピードライトとの組み合わせで使用できる機能
次のスピードライトを使用する場合、外部自動調光（A）あるいはマニュアル発光撮影となります。装
着レンズによって機能が変わることはありません。

スピードライト 使用できる機能

SB-80DX、SB-28DX、SB-28、
SB-26、SB-25、SB-24

外部自動調光、マニュアル発光、マルチフラッシュ、後幕シン
クロ 1

SB-50DX、SB-23、SB-29、
SB-21B、SB-29S マニュアル発光、後幕シンクロ 1

SB-30、SB-27※2、SB-22S、
SB-22、SB-20、SB-16B、SB-15 外部自動調光、マニュアル発光、後幕シンクロ 1

カメラ側のフラッシュモードで設定してください。
このカメラと SB-27を組み合わせると自動的に TTLモードになりますが、TTLモードでは使えま
せん。SB-27を Aモードに設定し直してください。
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D スピードライトの FVロック時の測光エリアについて
スピードライトを使用した FVロック時の測光エリアは次のようになります。

1灯撮影時

発光モード 測光エリア

i-TTLモード 画面中央 6 mm相当

絞り連動外部自動調光（qA） スピードライトの外部測光エリア

増灯撮影時

発光モード 測光エリア

i-TTLモード 全画面

絞り連動外部自動調光（qA）
スピードライトの外部測光エリア

外部自動調光（A）

D 別売スピードライトの調光補正について
i-TTL調光時および絞り連動外部自動調光（qA）時に、静止画撮影メニュー［フラッシュ調光補正］
で設定した調光補正と、スピードライト本体または静止画撮影メニュー［フラッシュ発光］で設定し
た調光補正を同時に行う場合、両方の補正値を加算します。

ヒント：モデリング発光について
別売のニコンクリエイティブライティングシステム対応スピードライト装着時には、カスタムメニ
ュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で［プレビュー］を割り当てたボタンを押すとモデリング
発光が行われます。
アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時には、使用する全てのスピードライトのモデリ
ング発光が行われ、照射光の効果を簡単に確認できます。
照射光による影の効果は、撮影画面よりも被写体を見て確認することをおすすめします。
プレビュー時にモデリング発光を行わないようにするには、カスタムメニュー e5［モデリング発
光］を［OFF］に設定してください。

ヒント：スタジオ用フラッシュを使う場合
カスタムメニュー d9［ビューモード設定（静止画 Lv）］を［見やすさを重視］に設定すると、撮影画
面が見やすい色味や明るさで表示され、構図の確認などがしやすくなります。
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使用できるアクセサリー
このカメラには撮影領域を拡げるさまざまなアクセサリーが用意されています。

D 使用できるアクセサリーについて
国または地域によって、販売していないまたは販売が終了している場合があります。
アクセサリーの最新情報は、当社ホームページやカタログなどでご確認ください。

●電源
Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d：ニコンデジタルカメラ Z 9用のバッテリーです。

EN-EL18dの代わりに EN-EL18c/EN-EL18b/EN-EL18a/EN-EL18も使えます。ただし、EN-EL18d
を使用したときよりも撮影可能コマ数（電池寿命）が減少します（0 859）。

バッテリーチャージャーMH‑33：Li-ionリチャージャブルバッテリー EN‑EL18d用のチャージャ
ーです。本体充電 ACアダプター EH-7Pを接続して、バッテリーを充電できます。
本体充電 ACアダプター EH-7P：バッテリーを挿入したカメラ本体に接続して、バッテリーを充
電できます。
カメラの電源が ONの場合は充電できません。
EN-EL18a/EN-EL18を使用している場合は、本体充電 ACアダプターでの充電はできません。
セットアップメニュー［USB給電］が［ON］の場合、カメラに給電できます。詳しくは「USB
給電」（0 721）をご覧ください。

パワーコネクター EP-6a、ACアダプター EH-6d※：ACアダプターを使用すると、長時間カメラ
を使用するときに安定して電源を供給できます。
このカメラは、カメラ本体と ACアダプターを接続するためにパワーコネクター EP-6aが必要
です。カメラとパワーコネクター、ACアダプターを接続する方法については、「カメラとパワ
ーコネクター、ACアダプターの接続方法」（0 826）をご覧ください。
EH-6dの代わりに ACアダプター EH-6c/EH-6b/EH-6a/EH-6も使えます。
日本国内専用電源コード（AC 100V対応）付属。日本国外でお使いになるには、別売の電源コ
ードが必要です。
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●フィルター
フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、ニュートラルカラー NCをお使いください。
逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影する場合は、フィルターによって画像上にゴー
ストが発生するおそれがあります。このような場合は、フィルターを外して撮影することをおす
すめします。
露出倍数のかかるフィルター（Y44、Y48、Y52、O56、R60、X0、X1、C-PL（円偏光フィルター）、
ND2S、ND4S、ND4、ND8S、ND8、ND400、A2、A12、B2、B8、B12）を使用する場合、マル
チパターン測光の効果が得られない場合があります。その場合、測光モードを［中央部重点測
光］に切り換えて撮影することをおすすめします。詳しくは、各フィルターの説明書をご覧くだ
さい。
特殊フィルターなどを使用する場合は、オートフォーカスやピント表示（I）が行えないことが
ありますのでご注意ください。

● 10ピンターミナルに接続するアクセサリー
10ピンターミナルに次のアクセサリーを接続することにより、遠隔撮影や無人撮影などができま
す。

使用しない場合は、必ず 10ピンターミナルにキャップをしてください。ゴミ等が入ると、誤作動の
原因となることがあります。

リモートコードMC‑22、MC‑22A（長さ：約 1 m）：コード先端にある端子（青、黄、黒）に特
殊装置を接続すると、音や信号による遠隔操作が可能です。
リモートコードMC‑30、MC‑30A（長さ：約 80 cm）：カメラブレを避けたいときや、カメラか
ら離れてレリーズ操作をしたいときに便利です。
リモートコードMC‑36、MC‑36A（長さ：約 85 cm）：一定間隔で撮影するインターバルタイマ
ー機能を備えたリモート撮影用コードです。
延長コードMC‑21、MC‑21A（長さ：約 3 m）：MC‑20、MC‑22、MC‑22A、MC‑23、MC‑23A、
MC‑25、MC‑25A、MC‑30、MC‑30A、MC‑36、MC‑36A、ML‑3に併用できる延長コードです
（MC‑21またはMC‑21Aを 2本以上接続して使用することはできません）。
接続コードMC‑23、MC‑23A（長さ：約 40 cm）：10ピンターミナルを装備するカメラを 2台同
時に作動させるための接続コードです。
変換コードMC‑25、MC‑25A（長さ：約 20 cm）：2ピンターミナル用のラジオコントロールセ
ットMW‑2や、インターバロメーターMT‑2、ルミコントロールセットML‑2などを、10ピンタ
ーミナルに接続するための変換コードです。
WR用変換アダプター WR‑A10：ワイヤレスリモートコントローラー WR‑R10を 10ピンターミ
ナル装備のカメラに装着するためのアダプターです。
ルミコントロールセットML‑3：最大で約 8m離れたところから、信号（赤外パルス光）による
遠隔操作ができます。
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● USBケーブル
USBケーブル UC-E24：カメラ側が Type-C、USB機器側が Type-Aの USBケーブルです。
USBケーブル UC-E25：両端が Type-Cの USBケーブルです。

●アクセサリーシューカバー
アクセサリーシューカバー BS-1：スピードライトを取り付けるアクセサリーシューを保護するため
のカバーです。

●ボディーキャップ
ボディーキャップ BF-N1：レンズを取り外したカメラボディーに取り付けることにより、ゴミやほ
こりの付着を防ぎ、カメラ内部を保護します。

●ファインダー用アクセサリー
接眼目当て DK-33：このカメラに標準で装着されている接眼目当てです。接眼目当て取り外しボタ
ン（q）を押しながら、接眼目当てを矢印（w）の方向に回すと取り外せます。

取り付ける場合はカメラの指標（e）と接眼目当ての裏にある指標（r）を合わせ、カチッと音が
するまで接眼目当てを矢印（t）の方向に回します。
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●スピードライト
スピードライト SB-5000/SB-910/SB-900/SB-800/SB-700/SB-600/SB‑500/SB-400/
SB-300/SB-R200：カメラに装着してフラッシュ撮影できます。お使いのスピードライトによっ
ては、カメラから離れた位置にあるスピードライト（リモートフラッシュ）をワイヤレスで制御
して、増灯撮影することもできます。
スピードライトの装着方法については、お使いになる各スピードライトの説明書をご覧くださ
い。
スピードライトの詳しい使い方や機能については、「フラッシュ撮影の方法」（0 373）、「増灯
撮影とは」（0 384）、「使用できるスピードライト」（0 792）をご覧ください。

ワイヤレススピードライトコマンダー SU-800：ワイヤレスで SB-5000、SB‑910、SB-900、
SB-800、SB-700、SB-600、SB-500、SB-R200を制御するコマンダーです。スピードライトを 3
つのグループに分けて光制御できます。SU‑800には発光機能はありません。

●マウントアダプター
マウントアダプター FTZ II/FTZ：Fマウント用の NIKKORレンズを Zマウントのレンズ交換式デジ
タルカメラに取り付けるためのアダプターです。

マウントアダプターのカメラへの取り付け方と取り外し方、マウントアダプターのお手入れと取
り扱い上のご注意については、マウントアダプターの説明書をご覧ください。
マウントアダプターをカメラに装着したときに、バージョンアップを促す警告メッセージがカ
メラに表示された場合は、最新版にバージョンアップしてください。ファームウェアのバージ
ョンアップ方法については、当社のホームページでご確認ください。

マウントアダプター FTZを装着している場合、縦位置撮影用のグリップとの間隔が狭いため、縦
位置撮影時にグリップが使いにくくなります。

●外部マイク
ステレオマイクロホンME-1：ステレオマイクロホンME-1を外部マイク入力端子に接続すると、
ステレオ録音ができます。また、動画記録中にオートフォーカスでピント合わせをしたときに生
じるレンズの動作音などが録音されるのを軽減できます。
ワイヤレスマイクロホンME-W1：Bluetooth無線通信技術を搭載したワイヤレスマイクロホンで
す。カメラの動画撮影時に離れた場所の音声を収音できます。
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●ワイヤレスリモートコントローラー
ワイヤレスリモートコントローラーWR-R11a/WR-R10/WR-T10

WR-R11aを 10ピンターミナルに取り付けるか、WR-R10を 10ピンターミナルに接続した
WR用変換アダプターWR-A10に取り付けると、ワイヤレスリモートコントローラーWR-T10
からの操作で無線での遠隔撮影を行えます。
WR-R11a/WR-R10を使用して、電波制御に対応したスピードライトを制御することもできま
す。

ワイヤレスリモートコントローラーWR-1：WR-1は、他のWR-1やWR-R11a/WR‑R10または
WR-T10と組み合わせて、送信機または受信機として使います。WR-R11a/WR-R10または受信機
に設定したWR-1をカメラの 10ピンターミナルに取り付けると、送信機に設定したWR-1から
の操作で、遠隔撮影したりカメラの設定を変更したりすることができます。WR-1のファームウ
ェアは Ver1.0.4以降の最新版にバージョンアップしてください。

WR-R10と組み合わせてワイヤレスリモートコントローラーをお使いいただく場合は、WR-
R10のファームウェアを Ver.3.0以降にバージョンアップしてください。ファームウェアのバ
ージョンアップ方法については、当社のホームページでご確認ください。WR-R10のファーム
ウェアを Ver.2.0以前から Ver.3.0以降にバージョンアップする場合は、ニコンサービス機関に
お問い合わせください。

●リモートグリップ
リモートグリップMC-N10：MC-N10をカメラに接続すると、撮影や設定変更などの操作をMC-
N10で行うことができます。MC-N10は、市販の撮影用機器に取り付けるためのロゼットを備えて
います。MC-N10を ARRI互換のロゼットアダプターが付いている撮影用機器に固定すると、被写体
の動きに合わせてパンニングしながらピントを合わせたり、カメラに触れることなく手元で露出や
ホワイトバランスを調整したりできます。
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D バッテリーの充電方法について
本製品で使用可能なバッテリーを充電できる機器は次の通りです。

バッテリー
バッテリーチャージャー

本体充電 ACアダプター
MH‑33 MH-26a

EN-EL18d 4 — 4

EN-EL18c 4 4 4

EN-EL18b 4 4 4

EN-EL18a — 4 —

EN-EL18 — 4 —

D アクセサリーシューカバーの取り付けおよび取り外し方
アクセサリーシューカバー BS-1を取り付けるには、カバーを図のようにカメラのアクセサリーシュー
に差し込みます。取り外すときは、カメラをしっかりと支えて、カバー全体を親指で押さえながら矢
印の方向にスライドさせます。

820 使用できるアクセサリー



USBケーブルを使用する場合 HDMIケーブルと USBケーブル
を同時に使用する場合

D HDMI/USBケーブルクリップについて
付属の HDMI/USBケーブルクリップを取り付けると、カメラから HDMIケーブルや USBケーブルが不
用意に外れることを防ぐことができます（ケーブルによっては使用できない場合があります）。

ここでは USBケーブルを使って説明しています。HDMIケーブルをお使いの場合、HDMI/USBケー
ブルクリップのもう一方の穴に通してください。
HDMI/USBケーブルクリップを使用するときは、画像モニターを収納してください。
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メモリーカードカバーを取り外したあとは、メモリーカードカバ
ー着脱ラッチを下げないようにご注意ください。ラッチを下げる
と、カメラにメモリーカードカバーを取り付けることができませ
ん。

2

1

内蓋
外蓋

1
2

D メモリーカードカバーについて
メモリーカードカバーは取り外しが可能です。
メモリーカードカバーを開き、メモリーカードカバー着脱ラッチを矢印の方向にロックされるまで
押し上げると（q）、メモリーカードカバーを取り外せます（w）。

メモリーカードカバー着脱ラッチを下げると、内蓋がスライドすることがあります。内蓋がスライ
ドした状態では、メモリーカードカバーは取り付けることができません。内蓋がスライドした場合、
メモリーカードカバーロックを押し下げて（q）、外蓋と内蓋を元の位置に戻してください（w）。
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メモリーカードカバーの上軸をカメラ本体の上の穴に差し入れ
ます（q）。

取り付けは次の手順で行います。

バネ用の穴（w）にメモリーカードカバーのバネの先端（e）を差し込みます。

メモリーカードカバーの下軸がカメラ本体の下の穴に合うように位置を合わせ（r）、メモリー
カードカバー着脱ラッチをカチッと音がするまで押し下げて元の位置に戻します（t）。
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バッテリーチャージャーMH‑33のキャリブレーショ
ンについて
バッテリーチャージャーMH‑33は、バッテリー容量を正確に表示できるかどうか検査し、調整するキ
ャリブレーション機能を装備しています。

キャリブレーションの必要性と進行状況は、図のランプの点灯状況で確認できます。

CHARGE %

CALIBRATION

6h

4h

2h

100

80

50

1

2

3

表示ランプ
CAL表示ランプ
キャリブレーションボタン

CAL 表示ランプが点滅している場合は、MH‑33に装着したバッテリーにキャリブレーションの必要が
あることを示しています。
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キャリブレーションを行うには、キャリブレーションボタンを約 1 秒押してください。キャリブレー
ション中は、表示ランプと CAL表示ランプが赤色で点灯します。キャリブレーションに必要な時間は、
次の表の通りです。

 
キャリブレーションに必要な時間

約 2時間以内 約 2～4時間 約 4～6時間 約 6時間以上

表示ランプ

2h I 消灯 K 点灯 K 点灯 K 点灯

4h I 消灯 I 消灯 K 点灯 K 点灯

6h I 消灯 I 消灯 I 消灯 K 点灯

CAL表示ランプ K 点灯 K 点灯 K 点灯 K 点灯

CAL表示ランプが点滅しても、必ずしもキャリブレーションボタンを押してバッテリーのキャリブレ
ーションを行う必要はありません。また、キャリブレーションは途中で中断することもできます。

CAL 表示ランプの点滅時にキャリブレーションボタンを押さなかった場合は、約 10 秒後に通常の
充電を開始します。
途中でキャリブレーションを中断する場合は、もう一度キャリブレーションボタンを押します。測
定が中断され、充電が開始されます。

キャリブレーションが完了すると、CAL表示ランプおよび全ての表示ランプが消灯し、充電を開始し
ます。
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バッテリー室カバー BL-7を取り外す
バッテリー着脱ノブを引き起こしてから A方向に回し（q）、
バッテリー室カバーを取り外します（w）。

ACアダプターの接続コードをパワーコネクターのコード通
し口に奥まで差し込みます（q）。

ACアダプターの DCプラグをパワーコネクターの DCプラ
グコネクターに差し込みます（w）。

カメラにパワーコネクターを入れる

パワーコネクターは図で示されている向きで奥までしっかり
と入れてください。

カメラとパワーコネクター、ACアダプターの接続方法
カメラとパワーコネクター、ACアダプターを接続する前に、カメラ本体の電源が OFFになっているこ
とを確認してください。

パワーコネクター EP-6aに ACアダプター EH‑6dを接続する

826 使用できるアクセサリー
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パワーコネクター着脱ノブをロックする

パワーコネクター着脱ノブを図のように回してから（q）、凹みに倒して収納します（w）。

カメラの操作中にパワーコネクターが外れないように、パワーコネクター着脱ノブがしっか
りとロックされていることをご確認ください。
パワーコネクターと ACアダプターの使用時には、表示パネルのバッテリー残量表示が消え
ます。

827 使用できるアクセサリー
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ソフトウェア/アプリケーション
このカメラで使用できるニコン純正ソフトウェアは次の通りです。詳しくは当社ホームページでご確
認ください。

●パソコン用ソフトウェア
パソコン用ソフトウェアは、ニコンダウンロードセンターからダウンロードできます。ソフトウェ
アの最新情報や動作環境を確認し、必ず最新版をインストールしてください。

https://downloadcenter.nikonimglib.com/

Camera Control Pro 2（有料）：パソコンからカメラを操作して静止画や動画を撮影したり、撮
影した画像を直接ハードディスクなどへ保存したりできる、カメラコントロール用ソフトウェア
です。
NX Tether：パソコンとカメラを接続して撮影する「テザー撮影」ができるソフトウェアです。
パソコンの画面上から露出やホワイトバランスなどのカメラの設定をリモート操作で変更する
こともできます。
NX Studio※：ニコンデジタルカメラで撮影した静止画や動画の閲覧と編集を 行うソフトウェア
です。ニコン独自の RAW（NEF/NRW）ファイルを調整した り、JPEG または TIFF 形式のファイ
ルに変換（RAW現像）することができます。 RAW画像だけでなく、ニコン製デジタルカメラで
撮影した JPEG、TIFFの画像に ついても明るさやコントラスト、トーンカーブなどの豊富な機能
を使った調整 ができます。
最新のバージョンではない場合、カメラの画像が転送できないことや、RAW画像が開けない
ことがあります。

Wireless Transmitter Utility：カメラをネットワークに接続する場合に必要なアプリケーション
です。カメラとパソコンを無線 LANまたは有線 LAN接続し、Wireless Transmitter Utilityを使用
してペアリングすると、画像の転送ができるようになります。
Webcam Utility：USBケーブルでカメラとパソコンを接続してWebカメラとして利用すること
が可能になるモジュールです。Web会議ソフトウェアで外部カメラを選択すると「Webcam
Utility」と表示されます。選択することで Webカメラとして活用することが可能です。対応カメ
ラや使用方法、動作環境、ご使用時の注意については、ニコンダウンロードセンターのWebcam
Utilityページをご確認ください。
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●スマートフォン用アプリ
アプリは Apple App Store®または Google PlayTMでダウンロードできます。それぞれのアプリの最
新情報については当社ホームページでご確認ください。

SnapBridge：カメラとスマートフォンを無線接続すると、画像や動画をスマートフォンへ送信
できます。
NX MobileAir（アプリ内課金あり）：カメラで撮影した画像を USBケーブルで有線接続したスマ
ートフォンにインポートし、スマートフォンから FTPサーバーに無線送信できます。
国や地域によって、使用できる機能や対応 OSが異なる場合があります。

829 ソフトウェア/アプリケーション
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カメラのお手入れについて

カメラを長期間保管するときは
長期間カメラを使用しないときは、必ずバッテリーを取り出してください。バッテリーを取り出す前
には、カメラの電源が OFFになっていることを確認してください。

カメラを保管するときは、下記の場所は避けてください。
換気の悪い場所や湿度が 60％を超える場所
テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺
温度が 50℃以上、または－20℃以下の場所

クリーニングについて
クリーニングする部分によって方法が異なります。次の方法で行ってください。
クリーニングするときは、アルコールやシンナーなど揮発性の薬品はお使いにならないでください。

カメラ本体
ほこりや糸くずをブロアーで払い、柔らかい乾いた布で軽く拭きます。海辺でカメラを使用した後は、
真水で湿らせた布で砂や塩を軽く拭き取り、よく乾かします。

ご注意：カメラ内部にゴミ、ほこりや砂などが入り込むと故障の原因となります。この場合、当社の
保証の対象外となりますのでご注意ください。

レンズ・ファインダー
レンズ面は傷つきやすいので、ほこりや糸くずをブロアーで払います。スプレー缶タイプのブロアー
は、缶を傾けずにお使いください（中の液体が気化されずに吹き出し、レンズやファインダーを傷つ
けることがあります）。指紋や油脂などの汚れは、柔らかい布にレンズクリーナーを少量付けて、レン
ズ面を傷つけないように注意して拭きます。

画像モニター
ほこりや糸くずをブロアーで払います。指紋や油脂などの汚れは、表面を柔らかい布かセーム革で軽
く拭き取ります。強く拭くと、破損や故障の原因となることがありますのでご注意ください。
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効果的にゴミをふるい落とせるように、正位置（カメラを横位置
で構えるときの向き）にしてください。

セットアップメニュー［イメージセンサークリーニング］を選
び、［実行］を選んでJボタンを押すと、イメージセンサークリ
ーニングが開始されます。
イメージセンサークリーニング実行中は、カメラの操作はできま
せん。バッテリーや ACアダプターを取り外さないでください。
クリーニングが完了すると、セットアップメニュー画面に戻りま
す。

撮像素子のお手入れについて
レンズを取り付けるときなどに、撮像素子の前面にゴミやほこりが付くと、画像に影が写り込むこと
があります。イメージセンサークリーニングを作動させると、撮像素子前面のゴミをふるい落とすこ
とができます。

イメージセンサークリーニングは、メニューから操作する方法と、電源の OFF時に自動的に行う方法
があります。イメージセンサークリーニングでゴミやほこりを取りきれないときは、ニコンサービス
機関にクリーニングをお申し付けくださることをおすすめします。

メニューから操作する
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［イメージセンサークリーニング］画面で［電源スイッチに連
動］を選ぶ

［電源スイッチに連動］を選んでマルチセレクターの2を押す
と、［電源スイッチに連動］画面が表示されます。

イメージセンサークリーニングの方法を選ぶ

Jボタンを押して設定します。

電源 OFF時にイメージセンサークリーニングする
項目 内容

6 ［電源 OFFで実行］ 電源 OFFと同時にイメージセンサークリーニングが作動します。

［実行しない］ 電源を OFFにしてもイメージセンサークリーニングは作動しません。

D イメージセンサークリーニングについてのご注意
電源スイッチに連動してイメージセンサークリーニングが作動しているときにカメラを操作する
と、イメージセンサークリーニングは中断します。
イメージセンサークリーニングを連続して行うと、内部の回路を保護するため、一時的に作動しな
くなる場合があります。少し時間をおくと再び作動するようになります。
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カメラの内部に光が当たるようにカメラを持ち、ゴミやほこり
が付いていないかどうかを点検する

ゴミやほこりが付いていない場合は、手順 4にお進みくださ
い。

撮像素子前面に付いたゴミやほこりをブロアーで払う

ブラシの付いていないブロアーをお使いください。ブラシで
撮像素子の表面に傷が付くことがあります。
ブロアーで取り除けない汚れがある場合は、ニコンサービス
機関にクリーニングをお申し付けください。絶対に、手でこ
すったり、布で拭き取ったりしないでください。

撮像素子前面をブロアーで掃除する
イメージセンサークリーニングでゴミやほこりを取りきれないときは、撮像素子前面を次の手順でク
リーニングできます。ただし、カメラ内部の撮像素子は非常に傷つきやすいため、ニコンサービス機
関にクリーニングをお申し付けくださることをおすすめします。

セットアップメニュー［電源 OFF時のセンサーシールド］を［閉じない］に設定してください。

カメラの電源を OFFにしてからレンズを取り外す

レンズまたは付属のボディーキャップを付ける

833 カメラのお手入れについて
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D 撮像素子前面に付着するゴミなどについて
撮像素子前面には、カメラからレンズまたはボディーキャップを取り外した際に外部からカメラ内に
入ったゴミや、まれにカメラ内部の潤滑剤や細粉などが付着することがあり、撮影条件によっては撮
像素子前面に付着したゴミや潤滑剤、細粉などが撮影画像に写り込む場合があります。カメラ内への
ゴミの侵入を防止するため、ほこりの多い場所でのレンズ交換やボディーキャップの着脱は避け、カ
メラ本体のマウント部およびレンズのマウント部、ボディーキャップのゴミを除去してからカメラに
取り付けてください。レンズを外してカメラを保管するときは、必ず付属のボディーキャップを装着
してください。撮像素子前面に付着したゴミなどをイメージセンサークリーニング（0 831）で取り
除ききれないときは、「撮像素子前面をブロアーで掃除する」（0 833）の手順でクリーニングしてい
ただくか、ニコンサービス機関にクリーニングをお申し付けください。なお、ゴミの写り込みは、画
像加工アプリケーションなどで修正できます。

D 定期点検、オーバーホールのおすすめ
カメラは精密機械ですので、1～2年に 1度は定期点検を、3～5年に 1度はオーバーホールすることを
おすすめします（有料）。
特に業務用にお使いの場合は、早めに点検整備を受けてください。
より安心してご愛用いただけるよう、お使いのレンズやスピードライトなども併せて点検依頼され
ることをおすすめします。
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カメラとバッテリーの使用上のご注意

カメラの取り扱い上のご注意
●強いショックを与えない
カメラやレンズを落としたり、ぶつけたりしないようにご注意ください。強い衝撃や振動を加える
と、破損したり精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。

●水にぬらさない
カメラは水にぬらさないようにご注意ください。カメラ内部に水滴が入ったりすると部品がさびつ
いてしまい、修理費用が高額になるだけでなく、修理不能になることがあります。

●急激な温度変化を与えない
カメラを寒い場所から暖かい場所、または暖かい場所から寒い場所に持ち込むと、カメラ内外に水
滴が生じて故障の原因となります。温度差のある場所にカメラを持ち込むときは、あらかじめカメ
ラをバッグやポリエチレン袋などに入れて密閉してください。カメラが周囲の温度になじんだら、
袋から取り出してお使いください。

●強い電波や磁気の発生する場所で撮影しない
強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲や、静電気が発生する環境では、記録データが消滅
したり、撮影画像へのノイズ混入等、カメラが正常に機能しないことがあります。

●太陽に向けて撮影または放置しない
太陽などの高輝度被写体に向けて直接撮影したり、放置したりしないでください。過度の光照射は
撮像素子の褪色、焼き付き、破損を起こすおそれがあります。また、その際撮影された画像に、真
っ白くにじみが生じることがあります。

●カメラやレンズにクレジットカードなどの磁気製品を近づけない
記録内容が壊れることがあります。
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撮像素子を押さえたり、突いたり、ブロアーなどで強く吹くなど
は、絶対にしないでください。傷や破損などの原因となります。

●レーザー光などの光線について
レーザー光などの強い光線がレンズに向けて照射されると、撮像素子が破損を起こすおそれがあり
ます。

●カメラ本体のお手入れについて
カメラ本体のお手入れの際は、ブロアーでゴミやほこりを軽く吹き払ってから、乾いた柔らかい布
で軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔な布で塩分を
拭き取ってから、乾いた柔らかい布で軽く拭いて乾かしてください。まれに、ブラシなどで表示パ
ネルを拭いた場合に、静電気で表示パネルが点灯したり、黒く変色したりすることがありますが、
故障ではありません。しばらくすると元に戻ります。

●レンズやファインダーのお手入れについて
レンズやファインダーは傷が付きやすいので、ゴミやほこりが付いているときは、ブロアーで軽く
吹き払う程度にしてください。なお、スプレー缶タイプのブロアーの場合、スプレー缶を傾けずに
お使いください（中の液体が気化されずに吹き出し、レンズやファインダーを傷つける場合があり
ます）。レンズに万一指紋などが付いてしまった場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズクリーナ
ーを少量湿らせて、軽く拭き取ってください。

●撮像素子に触れない

●撮像素子の手入れ方法について
撮像素子のクリーニングの方法については「撮像素子のお手入れについて」（0 831）と「撮像素子
前面をブロアーで掃除する」（0 833）をご覧ください。

836 カメラとバッテリーの使用上のご注意



セットアップメニュー［電源 OFF時のセンサーシールド］を［閉
じる］に設定すると、カメラの電源 OFF時に撮像素子の前にある
センサーシールドが閉じます。センサーシールドを押さえたり、
突くなどは絶対にしないでください。傷や破損などの原因となり
ます。

●センサーシールドに触れない

●レンズの信号接点について
レンズの信号接点を汚さないようにご注意ください。指などが触れないようにご注意ください。

●風通しのよい場所に保管する
カビや故障などを防ぐため、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管してください。防虫
剤のあるところ、磁気を発生する器具のそば、高温となる夏季の車内、使用しているストーブの前
などにカメラを置かないでください。故障の原因になります。

●長期間使用しないときは、バッテリーを取り出し、乾燥剤と一緒に保管する
カメラを長期間使用しないときは、バッテリーの液もれなどからカメラを保護するために、必ずカ
メラからバッテリーを取り出しておいてください。保管する際は、カメラをポリエチレン袋などに
乾燥剤と一緒に入れておくとより安全です。ただし、皮ケースをポリエチレン袋に入れると、変質
することがありますので避けてください。バッテリーは高温、多湿となる場所を避けて保管してく
ださい。乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸うと効力がなくなるので、ときどき交換してください。
カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることがあるので、月に一
度を目安にバッテリーを入れ、カメラを操作することをおすすめします。

●バッテリーや ACアダプターを取り外すときは、必ずカメラの電源を OFFにする
カメラの電源が ONの状態で、バッテリーを取り出したり、ACアダプターを取り外すと、故障の原
因となります。特に撮影中や記録データの削除中に前記の操作は行わないでください。

837 カメラとバッテリーの使用上のご注意



●画像モニターとファインダーについて
画像モニター（ファインダー含む）は、非常に精密度の高い技術で作られており、99.99%以上の
有効ドットがありますが、0.01%以下でドット抜けするものがあります。そのため、常時点灯（白、
赤、青、緑）あるいは非点灯（黒）の画素が一部存在することがありますが、故障ではありませ
ん。また、記録される画像には影響ありません。あらかじめご了承ください。
屋外では日差しの加減で画像モニターが見えにくい場合があります。
画像モニター表面を強くこすったり、強く押したりしないでください。画像モニターの故障やト
ラブルの原因になります。もしゴミやほこり等が付着した場合は、ブロアーで吹き払ってくださ
い。汚れがひどいときは、柔らかい布やセーム革等で軽く拭き取ってください。万一、画像モニ
ターが破損した場合、ガラスの破片などでケガをするおそれがあるので充分ご注意ください。中
の液晶が皮膚や目に付着したり、口に入ったりしないよう、充分ご注意ください。
ファインダーを見ながら撮影をしている場合に、次のいずれかの症状を感じた時は、使用をや
め、回復するまで休んでください。
吐き気・目の痛み、目の疲れ
めまい・頭痛・首の痛み、肩こり
気分が悪い・手と目の感覚のずれ
乗り物酔いの症状

連続撮影時に、撮影画面が素早く点灯と消灯を繰りかえすことがあります。このとき、撮影画面
を見続けることで体調不良などの症状が起きるおそれがあります。その場合は使用をやめ、回復
するまで休んでください。

●線状のノイズについて
逆光撮影や輝度の高い光源に向けて撮影する場合、まれに撮影した画像上に線状のノイズが発生す
ることがあります。
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バッテリーの使用上のご注意
●使用上のご注意

バッテリーの使用方法を誤ると液もれにより製品が腐食したり、バッテリーが破裂したりするお
それがあります。次の使用上の注意をお守りください。
バッテリーはカメラの電源を OFFにしてから入れる。
バッテリーを長時間使用した後は、バッテリーが発熱していることがあるので注意する。
バッテリーの端子は、汚さないように注意する。
必ず指定のバッテリーを使う。
バッテリーを火の中に投入したり、ショートさせたり、分解したりしない。
カメラやチャージャーから取り外したバッテリーには、必ず端子カバーを付ける。

カメラの使用直後など、バッテリーの温度が高くなっている場合は、温度が下がるのを待ってか
ら充電してください。バッテリー内部の温度が高い状態では、充電ができなかったり、または不
完全な充電になるばかりでなく、バッテリーの性能が劣化する原因になります。
しばらく使わない場合は、カメラから取り外し、涼しいところで保管してください。周囲の温度
が 15℃～25℃くらいの乾燥したところをおすすめします。暑いところや極端に寒いところは避
けてください。
長期間保管する場合は、少なくとも 1年に一回、50％程度まで充電してください。フル充電はし
ないでください。残量のない状態から 50%程度まで充電するために必要な時間の目安は、フル充
電するときの約半分です。
使用しないときは必ずバッテリーをカメラやチャージャーから取り外してください。付けたまま
にしておくと、電源が切れていても微少電流が流れていますので、過放電になり使えなくなるお
それがあります。
バッテリーは－10℃～40℃の範囲を超える場所ではお使いにならないでください。バッテリーの
性能が劣化したり、故障の原因となります。周囲の温度が 5℃～35℃の室内で充電してくださ
い。バッテリーの温度が 0℃以下、60℃以上のときは、充電をしません。
バッテリーの温度が 0℃～15℃、45℃～60℃のときは、充電できる容量が少なくなる、または充
電時間が長くなることがあります。
一般的な電池特性として、周囲の温度が下がるにつれ、バッテリーに充電できる容量は少なくな
ります。新品のバッテリーでも、約 5℃以下の低温で充電した場合、セットアップメニューの［電
池チェック］で劣化度が「1」と表示されることがありますが、約 20℃以上で再充電すると劣化
度の表示は「0」に戻ります。
一般的な電池特性として、周囲の温度が下がるにつれ、使用できるバッテリー容量は少なくなり
ます。このカメラでは、温度変化に対して使用できる容量も的確にバッテリー残量として表示し
ます。そのため、充分に充電したバッテリーでも、充電したときよりも温度が低くなると、充電
直後から残量が減り始めた表示になることがあります。
カメラの使用後は、バッテリーが熱くなっていることがあります。バッテリーを取り出す際はご
注意ください。

●撮影前にバッテリーをあらかじめ充電する
撮影前にバッテリーを充電してください。付属のバッテリーは、ご購入時にはフル充電されていま
せん。

839 カメラとバッテリーの使用上のご注意
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不要になった充電式電池は、接点部をビニールテープなどで絶縁しリサイ
クル協力店へお持ちください。

詳しくは一般社団法人 JBRCホームページ（https://www.jbrc.com）をご覧
ください。

●予備バッテリーを用意する
撮影の際は、充電された予備のバッテリーをご用意ください。特に、海外の地域によってはバッテ
リーの入手が困難な場合があるので、ご注意ください。

●低温時にはフル充電したバッテリーを使用し、予備のバッテリーを用意する
低温時に消耗したバッテリーを使用すると、カメラが作動しないことがあります。低温時にはフル
充電したバッテリーを使用し、保温した予備のバッテリーを用意して暖めながら交互に使用してく
ださい。低温のために一時的に性能が低下して使えなかったバッテリーでも、常温に戻ると使える
ことがあります。

●バッテリーの残量について
電池残量がなくなったバッテリーをカメラに入れたまま、何度も電源の ON/OFFを繰り返すと、
バッテリーの寿命に影響をおよぼすおそれがあります。電池残量がなくなったバッテリーは、充
電してお使いください。
充分に充電したにもかかわらず、室温での使用状態でバッテリーの使用時間が極端に短くなって
きた場合は、バッテリーの寿命です。新しいリチャージャブルバッテリーをお求めください。

●充電が完了したバッテリーを、続けて再充電しない
バッテリー性能が劣化します。

●小型充電式電池のリサイクル

数字の有無と数値は、電池によって異なります。

840 カメラとバッテリーの使用上のご注意
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チャージャーの使用上のご注意
充電中にチャージャーをゆすったり、充電中のバッテリーに触れたりすると、振動や静電気の影響
により、きわめてまれではありますが、未充電にもかかわらず充電完了表示になる場合があります。
このような場合にはバッテリーを取り外し、再度セットして充電を再開してください。
チャージャーの端子をショートさせないでください。発熱、破損の原因となります。
チャージャーを使用しないときは、本体充電 ACアダプターまたは電源プラグをコンセントから抜
いてください。
バッテリーチャージャーMH‑33に対応していないバッテリーは、バッテリーチャージャーMH‑33
で充電しないでください。
落下などによる破損で内部が露出していたり、内部から異音がするような場合は、使用しないでく
ださい。
製品に表示されている記号の意味は下記の通りです。
p DC（直流）

本体充電 ACアダプターの使用上のご注意
本体充電 ACアダプターを使用して充電する場合は、バッテリー着脱ノブをロックした状態で行っ
てください。
充電中にカメラをゆすったり、充電中のバッテリーに触れたりすると、振動や静電気の影響により、
きわめてまれではありますが、未充電にもかかわらず充電完了表示になる場合があります。このよ
うな場合にはカメラを取り外し、再度セットして充電を再開してください。
本体充電 ACアダプターの端子をショートさせないでください。発熱、破損の原因となります。
本体充電 ACアダプターを使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。
落下などによる破損で内部が露出していたり、内部から異音がするような場合は、使用しないでく
ださい。
製品に表示されている記号の意味は下記の通りです。
m AC（交流）、p DC（直流）、q クラスⅡ機器（二重絶縁構造）
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主な仕様

ニコンデジタルカメラ Z 9
型式

型式 レンズ交換式デジタルカメラ

レンズマウント ニコン Zマウント

使用レンズ

使用レンズ
Zマウント用 NIKKORレンズ
Fマウント用 NIKKORレンズ（マウントアダプターが必要、一部
機能制限あり）

有効画素数

有効画素数 4571万画素

撮像素子

方式 35.9×23.9 mmサイズ CMOSセンサー（ニコン FXフォーマット）

総画素数 5237万画素

ダスト低減機能 イメージセンサークリーニング、イメージダストオフデータ取得
（NX Studioが必要）
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記録形式

記録画素数

撮像範囲［FX（36×24）］の場合：
8256×5504ピクセル（サイズ L：45.4 M）
6192×4128ピクセル（サイズM：25.6 M）
4128×2752ピクセル（サイズ S：11.4 M）

撮像範囲［DX（24×16）］の場合：
5392×3592ピクセル（サイズ L：19.4 M）
4032×2688ピクセル（サイズM：10.8 M）
2688×1792ピクセル（サイズ S：4.8 M）

撮像範囲［1:1（24×24）］の場合：
5504×5504ピクセル（サイズ L：30.3 M）
4128×4128ピクセル（サイズM：17.0 M）
2752×2752ピクセル（サイズ S：7.6 M）

撮像範囲［16:9（36×20）］の場合：
8256×4640ピクセル（サイズ L：38.3 M）
6192×3480ピクセル（サイズM：21.5 M）
4128×2320ピクセル（サイズ S：9.6 M）

ファイル形式（画質モード）

NEF（RAW）：RAW 14ビット（ロスレス圧縮、高効率 m、高効
率）
JPEG：JPEG-Baseline準拠、圧縮率（約）：FINE（1/4）、NORMAL
（1/8）、BASIC（1/16）サイズ優先または画質優先選択可能
NEF（RAW）+JPEG：RAWと JPEGの同時記録可能

ピクチャーコントロールシ
ステム

オート、スタンダード、ニュートラル、ビビッド、モノクローム、
ポートレート、風景、フラット、Creative Picture Control（ドリー
ム、モーニング、ポップ、サンデー、ソンバー、ドラマ、サイレン
ス、ブリーチ、メランコリック、ピュア、デニム、トイ、セピア、
ブルー、レッド、ピンク、チャコール、グラファイト、バイナリ
ー、カーボン）、いずれも調整可能、カスタムピクチャーコントロ
ール登録可能

記録媒体 CFexpress カード（Type B）、XQDカード

ダブルスロット メモリーカードの順次記録、バックアップ記録、RAW＋ JPEG分割
記録、JPEG+JPEG分割記録ならびにカード間コピー可能

対応規格 DCF 2.0、Exif 2.32
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ファインダー

ファインダー
電子ビューファインダー、1.27cm/0.5型 Quad-VGA OLED、約 369
万ドット、明るさ調整可能（オート、マニュアル 18段階）、カラー
カスタマイズ可能、高フレームレート表示可能

視野率 上下左右とも約 100%（対実画面）

倍率 約 0.8倍 （50mmレンズ使用時、∞、－1.0 m－1のとき）

アイポイント 接眼レンズ最後尾から 23mm（－1.0 m－1のとき）

視度調節範囲 －4～＋ 3 m－1

アイセンサー ファインダー表示と画像モニター表示の自動切り換え

画像モニター

画像モニター
チルト式 8cm/3.2型 TFT液晶モニター（タッチパネル）、約 210万
ドット、視野角 170°、視野率約 100%、 明るさ調整可能（マニュア
ル 15段階）、カラーカスタマイズ可能、縦横チルト可能

シャッター

型式 電子シャッター、電子シャッター音あり、センサーシールド

シャッタースピード 1/32000～30秒（ステップ幅：1/3、1/2、1ステップに変更可能、
撮影モードMでは 900秒まで延長可能）、Bulb、Time

フラッシュ同調シャッター
スピード

1/250秒または 1/200秒以下の低速シャッタースピードで同調
（1/200～1/250秒はガイドナンバーが減少）。1/8000秒までのシャ
ッタースピードでオート FPハイスピードシンクロ可能
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レリーズ機能

レリーズモード 1コマ撮影、低速連続撮影、高速連続撮影、ハイスピードフレーム
キャプチャー +（プリキャプチャ機能あり）、セルフタイマー撮影

連続撮影速度

低速連続撮影：約 1～10コマ/秒
高速連続撮影：約 10～20コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C30）：約 30コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C60）：約 60コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C120）：約 120コマ/秒
ニコン試験条件での最大撮影速度

セルフタイマー 作動時間：2、5、10、20秒、撮影コマ数：1～9コマ、連続撮影間
隔：0.5、1、2、3秒

845 主な仕様

※



露出制御

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード

マルチパターン測光
中央部重点測光：標準（ 12mm相当）、小さめ（ 8mm相当）、
画面全体の平均に変更可能、中央部重点度約 75%
スポット測光：約 4 mm相当を測光、フォーカスポイントに連
動して測光位置可動
ハイライト重点測光

測光範囲 －3～17 EV
ISO 100、f/2.0レンズ使用時、温度 20℃

撮影モード P：プログラムオート（プログラムシフト可能）、S：シャッター優
先オート、 A：絞り優先オート、M：マニュアル

露出補正 範囲：±5段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

AEロック 輝度値ロック方式

ISO感度（推奨露光指数）

ISO 64～25600（ステップ幅：1/3、1ステップに変更可能）、ISO 64
に対し約 0.3、0.7、1段（ISO 32相当）の減感、ISO 25600に対し
約 0.3、0.7、 1段、2段（ISO 102400相当）の増感、感度自動制御
が可能

アクティブ D-ライティング オート、より強め 2、より強め 1、強め、標準、弱め、しない

多重露出 加算、加算平均、比較明合成、比較暗合成

その他の機能 HDR合成、静止画フリッカー低減、高周波フリッカー低減
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オートフォーカス

方式 ハイブリッド AF（位相差 AF/コントラスト AF）、AF補助光付

検出範囲
－7～19 EV（スターライトビュー有効時：－9～19 EV）
静止画モード、シングル AFサーボ（AF-S）、ISO 100、f/1.2レン
ズ使用時、温度 20℃

レンズサーボ

オートフォーカス：シングル AFサーボ（AF-S）またはコンティ
ニュアス AFサーボ（AF-C）、フルタイム AF（AF-F）（動画モー
ドのみ）、予測駆動フォーカスあり
マニュアルフォーカス（M）：フォーカスエイド可能

フォーカスポイント 493点
静止画モード、撮像範囲 FX、シングルポイント AF時

AFエリアモード

ピンポイント AF（静止画モードのみ）、シングルポイント AF、ダイ
ナミック AF（S、M、L、静止画モードのみ）、ワイドエリア AF（S、
L、C1、C2）、オートエリア AF、3D-トラッキング（静止画モードの
み）、ターゲット追尾（動画モードのみ）

フォーカスロック サブセレクターの中央押し、またはシングル AFサーボ（AF‑S）時
にシャッターボタン半押し

手ブレ補正機能

ボディー内手ブレ補正 イメージセンサーシフト方式 5軸補正

レンズ内手ブレ補正 レンズシフト方式（VRレンズ使用時）

847 主な仕様

※

※



フラッシュ

調光方式
TTL調光制御：i-TTL-BL調光（マルチパターン測光、中央部重点測
光またはハイライト重点測光）、スタンダード i-TTL調光（スポット
測光）可能

フラッシュモード 先幕シンクロ、スローシンクロ、後幕シンクロ、赤目軽減、赤目軽
減スローシンクロ、発光禁止

調光補正 範囲：－3～+1段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

レディーライト 別売スピードライト使用時に充電完了で点灯、フル発光による露出
不足警告時は点滅

アクセサリーシュー ホットシュー（ISO 518）：シンクロ接点、通信接点、セーフティー
ロック機構（ロック穴）付

ニコンクリエイティブライ
ティングシステム

i-TTL調光、電波制御アドバンストワイヤレスライティング、光制
御アドバンストワイヤレスライティング、モデリング発光、FVロ
ック、発光色温度情報伝達、オート FPハイスピードシンクロ、ユ
ニファイドフラッシュコントロール

シンクロターミナル シンクロターミナル（ISO 519）（外れ防止ネジ付）

ホワイトバランス

ホワイトバランス
オート（3種）、自然光オート、晴天、曇天、晴天日陰、電球、蛍光
灯（3種）、フラッシュ、色温度設定（2500K～10000K）、プリセッ
トマニュアル（6件登録可）、全て微調整可能

ブラケティング

ブラケティング
AE・フラッシュブラケティング、AEブラケティング、フラッシュ
ブラケティング、ホワイトバランスブラケティング、アクティブ D-
ライティングブラケティング
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動画機能

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード マルチパターン測光、中央部重点測光、ハイライト重点測光

記録画素数/フレームレート

7680×4320（8K UHD）：30p/25p/24p
3840×2160（4K UHD）：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
1920×1080：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
120p：119.88fps、100p：100fps、60p：59.94fps、50p：50fps、
30p：29.97fps、25p：25fps、24p：23.976fps

記録画素数/フレームレート
（RAW動画）

8256×4644：60p/50p/30p/25p/24p
5392×3032：60p/50p/30p/25p/24p
4128×2322：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
3840×2160：120p/100p/60p/50p
120p：119.88fps、100p：100fps、60p：59.94fps、50p：50fps、
30p：29.97fps、25p：25fps、24p：23.976fps

ファイル形式 NEV、MOV、MP4

映像圧縮方式 N-RAW（12bit）、Apple ProRes RAW HQ（12bit）、Apple ProRes 422
HQ（10bit）、H.265/HEVC（8bit/10bit）、H.264/AVC（8bit）

音声記録方式
リニア PCM（48KHz 24bit、動画記録ファイル形式が NEVまたは
MOVの場合）、AAC（48KHz 16bit、動画記録ファイル形式がMP4
の場合）

録音装置 内蔵ステレオマイク、外部マイク使用可能、マイク感度設定可能、
アッテネーター機能

露出補正 範囲：±3段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

ISO感度（推奨露光指数）

撮影モードM：ISO 64～25600（ステップ幅：1/6、1/3、1ステ
ップに変更可能）、ISO 25600に対し約 0.3、0.7、1 段、2 段（ISO
102400 相当）の増感、感度自動制御（ISO 64～Hi 2.0）が可能、
制御上限感度が設定可能
撮影モード P、S、A：感度自動制御（ISO 64～Hi 2.0）、制御上限
感度が設定可能

849 主な仕様
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動画機能

アクティブ D-ライティング より強め、強め、標準、弱め、しない

その他の機能

タイムラプス動画、電子手ブレ補正、タイムコード、動画 Log（N-
Log）、HDR（HLG）動画、ウェーブフォーム表示、動画撮影中の赤
枠表示、動画記録中の拡大表示（50%、100%、200%）、シャッタス
ピード延長機能（撮影モードM時）、RAW動画記録時の再生用動
画（プロキシー動画）同時記録、オーバーサンプリングモードあ
り、iメニュー動画撮影情報、ハイレゾズーム

再生機能

再生機能

1コマ再生、サムネイル（約 4、9、72分割）、拡大再生、拡大再生
中のトリミング、動画再生、スライドショー、ヒストグラム表示、
ハイライト表示、撮影情報表示、位置情報表示、撮影画像の自動回
転、レーティング、フィルター再生、音声メモ入力/再生、IPTCプ
リセット添付/表示、連続撮影グループ先頭への画像送り、連続撮
影画像のグループ再生表示、動画再生時の一括フレーム保存、比較
動合成
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インターフェース

USB Type-C端子（SuperSpeed USB）（標準装備された USBポートへの
接続を推奨）

HDMI出力 HDMI端子（Type A）

外部マイク入力 ステレオミニジャック（ 3.5mm）、プラグインパワーマイク対応

ヘッドホン出力 ステレオミニジャック（ 3.5 mm）

10ピンターミナル あり（別売リモートコードMC-30A/MC-36Aなど使用可能）

有線 LAN

RJ-45コネクター
準拠規格：IEEE802.3ab（1000BASE-T）/IEEE802.3u（100BASE-
TX）/IEEE802.3（10BASE-T）
データ転送速度（規格値※）：1000/100/10Mbps（自動認識）
ポート：1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T兼用ポート（AUTO-
MDIX）
表示の数値は、規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送
速度を示すものではありません。

Wi-Fi（無線 LAN）・Bluetooth

Wi-Fi

準拠規格：IEEE802.11b/g/n/a/ac
周波数範囲（中心周波数）：2412～2472 MHz（13ch）、5180～
5700 MHz
出力（EIRP）：

2.4 GHz：8.4 dBm
5 GHz：9.0 dBm

認証方式：オープンシステム、WPA2-PSK、WPA3-SAE

Bluetooth

通信方式：Bluetooth標準規格 Ver.5.0
周波数範囲（中心周波数）：

Bluetooth：2402～2480 MHz
Bluetooth Low Energy：2402～2480 MHz

出力（EIRP）：
Bluetooth：2.9 dBm
Bluetooth Low Energy：1.4 dBm

通信距離（見通し）
約 10 m※

電波干渉がない場合。通信距離は遮蔽物や電波状態などにより影
響されます。
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位置情報機能

対応衛星 GPS衛星（アメリカ）、GLONASS衛星（ロシア）、準天頂衛星みち
びき（日本）

取得情報 緯度、経度、標高、UTC（協定世界時）

時刻合わせ 位置情報機能で取得した日時情報でカメラの日時合わせ可能

ログ NMEAフォーマット準拠

ログ取得間隔 15、30秒、1、2、5分

ログ取得時間 6、12、24時間

ログの消去 可能

電源

使用電池

Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d ※ 1個使用
EN-EL18dの代わりに EN-EL18c/EN-EL18b/EN-EL18a/EN‑EL18
も使えます。ただし、EN-EL18dを使用したときよりも撮影可能
コマ数（電池寿命）が減少します。本体充電 ACアダプター EH-7P
を使用した充電は EN-EL18d/EN‑EL18c/EN-EL18b使用時のみ可
能。

本体充電 ACアダプター 本体充電 ACアダプター EH-7P

ACアダプター ACアダプター EH-6d（パワーコネクター EP-6aと組み合わせて使
用）（別売）

三脚ネジ穴

三脚ネジ穴 0.635cm（1/4型、ISO 1222）
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寸法・質量

寸法（W×H×D） 約 149×149.5×90.5 mm

質量 約 1340 g（バッテリーおよびメモリーカードを含む、ボディーキャ
ップ、アクセサリーシューカバーを除く）、約 1160 g（本体のみ）

動作環境

温度 －10℃～40℃

湿度 85％以下（結露しないこと）

仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、CIPA（カメラ映像機器工業会）規格またはガイドラ
インに準拠しています。
仕様中のデータは、フル充電バッテリー使用時のものです。
カメラに表示されるサンプル画像、および本書記載の画像やイラストは、機能を説明するためのイ
メージです。
製品の外観・仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。本書の誤りな
どについての補償はご容赦ください。
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バッテリーチャージャーMH‑33
電源 DC 5V/9V、3A/3A

充電出力 DC 12.6 V、1.6 A

適応充電池 Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d/EN-EL18c/EN-EL18b

充電時間 約 4時間（EN-EL18c/EN-EL18bの場合は約 3時間）
残量のない状態からの充電時間（周囲温度 25℃）

使用温度 0℃～40℃

寸法（W×H×D） 約 87 × 25 × 86.5 mm（突起部除く）

質量 約 101 g

製品に表示されている記号の意味は下記の通りです。
p DC（直流）

本体充電 ACアダプター EH-7P
電源 AC 100–240 V、50/60 Hz、MAX 0.5 A

定格入力容量 40–50VA

定格出力 DC 5.0 V、3.0 A

適応充電池 Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d/EN-EL18c/EN-EL18b

使用温度 0℃～40℃

寸法（W×H×D） 約 65.5×26.5×58.5 mm

質量 約 135 g

製品に表示されている記号の意味は下記の通りです。
m AC（交流）、p DC（直流）、q クラスⅡ機器（二重絶縁構造）
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Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d
形式 リチウムイオン充電池

定格容量 10.8 V、3300 mAh

使用温度 －10℃～40℃（Z 9使用時）

寸法（W×H×D） 約 56.5×27×82.5 mm

質量 約 175 g（端子カバーを除く）

D カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄するときのご注意
メモリーカード内のデータはカメラやパソコンで初期化または削除しただけでは、完全には削除され
ません。譲渡/廃棄した後に市販のデータ修復ソフトなどを使ってデータが復元され、重要なデータが
流出してしまう可能性があります。メモリーカード内のデータはお客様の責任において管理してくだ
さい。

メモリーカードを譲渡/廃棄する際は、市販のデータ削除専用ソフトなどを使ってデータを完全に削除
するか、初期化後にメモリーカードがいっぱいになるまで、空や地面などの画像で置き換えることを
おすすめします。メモリーカードを物理的に破壊して廃棄する場合は、周囲の状況やケガなどに充分
ご注意ください。

本製品を譲渡/廃棄する際は、使用者によって本製品内に登録または設定された、無線 LAN接続設定な
どの個人情報を含む内容を、カメラのセットアップメニュー［カメラの初期化］を行って削除してく
ださい。

D このカメラの準拠規格
Design rule for Camera File system（DCF） Version 2.0：各社のデジタルカメラで記録された画
像ファイルを相互に利用し合うための記録形式です。
Exif Version 2.32：（Exif ＝ Exchangeable image file format for digital still cameras）：デジタルカメ
ラとプリンターの連携を強化し、高品質なプリント出力を簡単に得ることを目指した規格です。こ
の規格に対応したプリンターをお使いになると、撮影時のカメラ情報を活かして最適なプリント出
力を得ることができます。詳しくはプリンターの使用説明書をご覧ください。
HDMI（High-Definition Multimedia Interface）：家庭用電化製品および AV機器用のマルチメディ
アインターフェース規格です。1本のケーブルをつなぐだけで、画像、音声、制御信号を HDMI対
応機器に送信できます。
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使用できるメモリーカード
CFexpressカード（Type B）および XQDカードが使用できます。
「ハイスピードフレームキャプチャー +」で撮影を行うには、最大 250MB/s以上の転送速度を持つ
CFexpressカードまたは XQDカードをおすすめします。
動画の撮影および再生には、最大 45MB/s（300倍速）以上の転送速度を持つ CFexpressカードまた
は XQDカードをおすすめします。画像サイズが大きい動画やフレームレートが高い動画の撮影およ
び再生には、最大 250MB/s以上の転送速度を持つ CFexpressカードまたは XQDカードをおすすめ
します。転送速度が遅いカードでは、動画の記録および再生が途中で終了することがあります。
カードリーダーなどをお使いの場合は、お使いのメモリーカードに対応していることをご確認くだ
さい。
メモリーカードの機能、動作の詳細、動作保証などについては、各カードメーカーにお問い合わせ
ください。
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記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数
画質モード（0 99）、画像サイズ（0 101）の組み合わせによって、［撮像範囲設定］が［FX（36×
24）］の場合に 325GBのメモリーカードに記録できるコマ数、および連続撮影できるコマ数は、次の
ようになります 1。ただし、カードの種類や撮影条件によって、コマ数は増減することがあります。

画質モード 画像サ
イズ

1コマあたりのフ
ァイルサイズ 記録可能コマ数 2 連続撮影可能コマ数 2、3

RAW（ロスレス圧
縮 RAW） — 約 55.1 MB 3600コマ 79コマ

RAW（高効率 m） — 約 33.0 MB 8500コマ 685コマ

RAW（高効率） — 約 22.0 MB 12100コマ 1000コマ以上

FINE4

L 約 24.1 MB 10400コマ

1000コマ以上M 約 14.3 MB 17700コマ

S 約 7.0 MB 35400コマ

NORMAL4

L 約 12.2 MB 20600コマ

1000コマ以上M 約 7.2 MB 34400コマ

S 約 3.6 MB 68800コマ

BASIC4

L 約 5.3 MB 39900コマ

1000コマ以上M 約 3.4 MB 65200コマ

S 約 1.9 MB 123000コマ

装着レンズ NIKKOR Z 50mm f/1.8 S、メモリーカード ProGrade Digital COBALT 1700R 325GBを使
用した場合（2021年 9月現在）
撮影条件により、記録可能コマ数と連続撮影可能コマ数は増減することがあります。
ISO感度が ISO 100の場合の、連続撮影速度を維持して撮影できるコマ数です。次のような場合な
どには、連続撮影可能コマ数は減少します。
［画質モード］で画質を優先した（［m］が付いた）項目に設定して JPEG画像を撮影した場合
［自動ゆがみ補正］を［ON］に設定した場合
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1コマあたりのファイルサイズおよび記録可能コマ数は、［画質モード］でサイズを優先した（［m］
が付いていない）項目に設定されている場合です。画質を優先した（［m］が付いた）項目に設定
した場合、記録可能コマ数や連続撮影可能コマ数は減少します。
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撮影可能コマ数（電池寿命）について
フル充電した Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d1 使用時の電池寿命は次の通りです 2。電
池寿命は、バッテリーの充電状態、撮影間隔やメニュー画面からの設定条件などの使用環境によって
異なります。

静止画モード（1コマ撮影）：撮影可能コマ数 3

モニターモード［ファインダーのみ］時：
セットアップメニュー［パワーセーブ（静止画モード）］が［ON］の場合：約 740枚
セットアップメニュー［パワーセーブ（静止画モード）］が［OFF］の場合：約 700枚

モニターモード［モニターのみ］時：
セットアップメニュー［パワーセーブ（静止画モード）］が［ON］の場合：約 770枚
セットアップメニュー［パワーセーブ（静止画モード）］が［OFF］の場合：約 740枚

静止画モード（連続撮影）：撮影可能コマ数 4

約 5310枚

動画モード：動画撮影可能時間 5

モニターモード［ファインダーのみ］時：約 170分
モニターモード［モニターのみ］時：約 170分

次の場合などは、バッテリーの消耗が早くなります。
シャッターボタンの半押しを続けた場合
オートフォーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合
RAWを含む画質モードで撮影した場合
低速シャッタースピードで撮影した場合
BluetoothおよびWi-Fi（無線 LAN）機能を使用した場合
内蔵の位置情報機能を使用した場合
アクセサリーを装着して使用した場合
レンズ使用時にズーム操作を繰り返した場合
低温環境で撮影した場合
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Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18dの性能を最大限に発揮させるため、次のことに注意して
ください。
バッテリーの端子を汚さないでください。端子が汚れていると、充分な性能が発揮できません。
充電が完了したバッテリーは、なるべく早いうちにお使いください。使用しないまま放置している
と、自己放電によって、バッテリー残量が減ってしまいます。

EN-EL18dの代わりに EN-EL18c/EN-EL18b/EN-EL18a/EN-EL18も使えます。ただし、EN-EL18dを
使用したときよりも、撮影可能コマ数（電池寿命）が減少します。
メモリーカード SONY CEB-G128、温度 23（±2）℃の場合。
CIPA（カメラ映像機器工業会）規格準拠。初期設定条件で 30秒間隔ごとに撮影する。装着レンズ
NIKKOR Z 24–70mm f/4 S。
当社試験条件準拠。画質モード NORMAL、画像サイズ L、シャッタースピード 1/250秒、シャッ
ターの半押しを 3秒間持続後、撮影レンズを無限遠から至近間を 3往復フォーカシング動作させ
6回連続レリーズした後、ファインダーを 5秒間点灯させ、消灯後半押しタイマーがオフになるま
で放置。以後同じ動作を繰り返す。装着レンズ NIKKOR Z 70–200mm f/2.8 VR S。モニターモード
［ファインダーのみ］。
電池寿命測定方法を定めた CIPA規格による実撮影電池寿命。装着レンズ NIKKOR Z 24–70mm f/4
S。カメラは初期設定状態。

1回の動画撮影で記録可能な最長時間は 125分です。
カメラが熱くなった場合、連続撮影時間内やカードに空き容量があるときでも動画撮影が終了
することがあります。

860 撮影可能コマ数（電池寿命）について

1

2
3

4

5



商標およびソフトウェアの著作権とライセン
スについて

CFexpressは米国およびその他の国における CompactFlash Associationの商標です。
NVM Expressは NVM Express Inc.の商標または登録商標です。
XQDはソニー株式会社の商標です。
Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
Apple®、App Store®、Appleロゴ、iPhone®、iPad®、Mac、macOSは米国およびその他の国々で
登録された、Apple Inc.の商標です。
iPhoneの商標は、アイホン株式会社（https://www.aiphone.co.jp/）のライセンスに基づき使用して
います。
Androidと Google Playおよび Google Playロゴは、Google LLCの商標です。Androidロボットは、
Googleが作成および提供している作品から複製または変更したものであり、Creative Commons 3.0
Attributionライセンスに記載された条件に従って使用しています。
IOSの商標は、米国およびその他の国における Ciscoのライセンスに基づき使用しています。
HDMI、HDMIロゴ、および High-Definition Multimedia Interfaceは、HDMI Licensing LLCの商標ま
たは登録商標です。

Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標であり、株式会社
ニコンはこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。
Wi-FiおよびWi-Fiロゴは、Wi-Fi Allianceの商標または登録商標です。
Powered by intoPIX technology.

その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。
Use of the Made for Apple badge means that an accessory has been designed to connect
specifically to the Apple products identified in the badge, and has been certified by the developer
to meet Apple performance standards. Apple is not responsible for the operation of this device or
its compliance with safety and regulatory standards. Please note that the use of this accessory with
an Apple product may affect wireless performance.
This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit.
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D FreeType License（FreeType2）
本製品のソフトウェアの著作権の一部は、© 2012 The FreeType Project（https://www.freetype.org）の
ものです。すべての権利はその所有者に帰属します。

D MIT License（HarfBuzz）
本製品のソフトウェアの著作権の一部は、© 2018 The HarfBuzz Project（https://www.freedesktop.org/
wiki/Software/HarfBuzz）のものです。すべての権利はその所有者に帰属します。
IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER BE LIABLE TO ANY PARTY FOR DIRECT, INDIRECT,
SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE
AND ITS DOCUMENTATION, EVEN IF THE COPYRIGHT HOLDER HAS BEEN ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. THE COPYRIGHT HOLDER SPECIFICALLY DISCLAIMS ANY
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE SOFTWARE PROVIDED HEREUNDER IS ON AN "AS
IS" BASIS, AND THE COPYRIGHT HOLDER HAS NO OBLIGATION TO PROVIDE MAINTENANCE,
SUPPORT, UPDATES, ENHANCEMENTS, OR MODIFICATIONS.
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D Unicode® Character Database License（Unicode® Character Database）
本製品のソフトウェアは、オープンソースソフトウェア（Unicode® Character Database）を利用して
います。本オープンソースソフトウェアのライセンス条件は以下のとおりです。

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE

Copyright © 1991-2020 Unicode, Inc. All rights reserved.

Distributed under the Terms of Use in
https://www.unicode.org/copyright.html.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of the Unicode data files
and any associated documentation (the "Data Files") or Unicode software and any associated
documentation (the "Software") to deal in the Data Files or Software without restriction, including
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, and/or sell copies of the
Data Files or Software, and to permit persons to whom the Data Files or Software are furnished to do
so, provided that either

this copyright and permission notice appear with all copies of the Data Files or Software, or
this copyright and permission notice appear in associated Documentation.

THE DATA FILES AND SOFTWARE ARE PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS.IN NO
EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR HOLDERS INCLUDED IN THIS NOTICE BE LIABLE FOR ANY
CLAIM, OR ANY SPECIAL INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR ANY DAMAGES WHATSOEVER
RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,
NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR
PERFORMANCE OF THE DATA FILES OR SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of a copyright holder shall not be used in advertising or
otherwise to promote the sale, use or other dealings in these Data Files or Software without prior
written authorization of the copyright holder.
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D AVC Patent Portfolio Licenseに関するお知らせ
本製品は、お客様が個人使用かつ非営利目的で次の行為を行うために使用される場合に限り、AVC
Patent Portfolio Licenseに基づきライセンスされているものです。

AVC規格に従い動画をエンコードすること（以下、エンコードしたものを AVCビデオといい
ます）
個人利用かつ非営利目的の消費者によりエンコードされた AVCビデオ、または AVCビデオ
を供給することについてライセンスを受けている供給者から入手した AVCビデオをデコー
ドすること

上記以外の使用については、黙示のライセンスを含め、いかなるライセンスも許諾されていません。

詳細情報につきましては、MPEG LA, LLCから取得することができます。

https://www.mpegla.com をご参照ください。

D BSD License（NVM Express Driver）
本カメラの NVM Express制御部分に含まれるオープンソースソフトウェアに適用されるライセンス条
件は下記 URLをご覧ください。

https://imaging.nikon.com/support/pdf/LicenseNVMe.pdf

D 上記以外のオープンソースソフトウェアについて
上記以外のオープンソースソフトウェアに適用されるライセンス条件は下記 URLをご覧ください。

https://imaging.nikon.com/oss/en/index.htm
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https://imaging.nikon.com/support/pdf/LicenseNVMe.pdf
https://imaging.nikon.com/oss/en/index.htm


位置情報機能（GPS/GLONASS）についての
ご注意

●位置情報記録機能とログ取得について
セットアップメニュー［位置情報（内蔵）］>［位置情報記録］を［ON］にしているときやログ
取得中は、カメラの電源を OFFにした後も位置情報記録機能やログ取得機能が作動します。
位置情報を記録した静止画や動画などから、個人を特定できることがあります。位置情報を記録
した静止画、動画、ログファイルの、他人への譲渡やインターネットなど複数の人が閲覧できる
環境への掲載にはご注意ください。「カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄するときのご注意」
（0 855）も必ずお読みください。

●計測機能について
本製品はカメラです。航法機器や計測機器として使わないでください。

本製品が計測する情報は、あくまでも目安です。航空機、車、人などの航法用途、および測量用
途には使わないでください。

●海外でお使いの場合
位置情報機能付きカメラを旅行などで外国に持ち込む前に、使用規制の有無を旅行代理店や大使
館などでお確かめください。たとえば、中国では、政府の許可なしに位置情報の収集はできませ
ん。［位置情報記録］を［OFF］にしてご使用ください。
中国および中国の周辺国の国境付近では、位置情報機能が正常に機能しない場合があります
（2021年 10月現在）。

865 位置情報機能（GPS/GLONASS）についてのご注
意



Wi-Fi（無線 LAN）機能：2.4DS2/OF1
本製品の使用周波数は 2.4 GHz 帯、変調方式は DS-SS、OFDM、
与干渉距離は約 10mです。

Bluetooth機能：2.4FH2/XX1
本製品の使用周波数は 2.4 GHz帯、変調方式は FH-SS、その他
の方式、与干渉距離は約 10mです。

Wi-Fi（無線 LAN）機能/Bluetooth機能につ
いて

●電波に係わるご注意
本製品はWi-Fi（無線 LAN）および Bluetooth機能を搭載しています。国や地域によって、法律
によりWi-Fi（無線 LAN）および Bluetooth機能が使用できない場合があります。無線機能のご
使用については、国や地域の法律をご確認の上、従ってください。
この機器は、電波法に基づく認証を受けており、機器に添付されている以外の証明ラベルは次の
通りです。

ご使用時の注意
5GHzの周波数帯においては、5.2GHz/5.3GHz/5.6GHz帯（W52/W53/W56）の 3種類の帯域を
使用することができます。5.2GHz/5.3GHz帯無線 LAN（W52/W53）の屋外使用は電波法で禁
止されています。

本製品は、「電波法」に基づく技術基準適合認証を受けた無線設備を内蔵し、証明ラベルは無線
設備上に表示しているか、画面で確認ができます。
以下の行為は法令で罰せられることがあります。
無線設備のある製品の分解/改造
無線設備のある製品から証明ラベルをはがす

本製品の使用周波数帯は、以下の機器や無線設備と同じです。
電子レンジなどの産業・科学・医療用機器
工場の製造ライン等の移動体識別用の
q 構内無線局（免許を要する無線局）
w 特定小電力無線局（免許を要しない無線局）
アマチュア無線局（免許を要する無線局）

これらの無線設備の近くでは、電波干渉で通信速度の低下、通信距離の短縮、通信の途絶が双方
に生じることがあります。
本製品で電波干渉を起こさないよう、以下にご注意ください。
使用周波数帯が同じ無線設備が近くにないか、事前に確認する
万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に電波干渉を生じたら、Wi-Fiアクセスポイント
のチャンネル番号を変更して使用周波数を変える

866 Wi-Fi（無線 LAN）機能/Bluetooth機能について
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その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して電波干
渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、本書に記載のニコンカスタマー
サポートセンターへお問い合わせください。
データの送受信は、第三者に傍受される危険性にご留意ください。データ送受信による情報漏洩
には、当社は一切の責任を負いません。
本製品は、電子レンジなどの電気製品、AV機器、OA機器などの電磁波や磁気の発生源の周辺で
使わないでください。
雑音が増大したり、通信が途絶したりします。
AV機器、OA機器などの受信障害の原因になります。

●本製品の使用上のご注意
本製品は、Wi-Fi（無線 LAN）および Bluetooth機器としてお使いください。
Wi-Fiおよび Bluetooth機器以外としての使用による損害は、当社では一切の責任を負いません。
医療機器や人命に直接的または間接的に係わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には
使わないでください。
Wi-Fiおよび Bluetooth機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途で
は、使用システムの安全設計や故障に対する適切な処置をしてください。

●セキュリティーについて
本製品は電波を利用して情報を交換するため、電波の届く範囲で自由に無線接続が可能であると
いう利点がありますが、セキュリティーに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が
発生する可能性があります。
情報の漏洩：悪意ある第三者が電波を故意に傍受し、IDやパスワードなどの個人情報が漏洩
する可能性があります。
不正アクセス：悪意ある第三者が無断でネットワークにアクセスして、なりすまし、情報の改
ざんなどの行為を行う可能性があります。また、本製品にセキュリティーを設定したにもかか
わらず、Wi-Fiおよび Bluetoothの仕様上、特殊な方法によりセキュリティーが破られること
もありますので、ご理解の上ご使用ください。

スマートフォンに使用権限のないネットワークが表示されても、接続しないでください。接続す
ると、不正アクセスとみなされるおそれがあります。使用権限のあるネットワークだけをお使い
ください。

●本製品の輸出、持ち出しに係わるご注意
本製品は米国輸出管理規則 Export Administration Regulations（EAR）を含む米国法の対象です。EAR
の輸出規制国（キューバ、イラン、北朝鮮、スーダン、シリア：変更される可能性があります）以
外への輸出や持ち出しは、米国政府の許可は不要です。

867 Wi-Fi（無線 LAN）機能/Bluetooth機能について
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●個人情報の管理および免責事項
使用者によって本製品内に登録または設定された、Wi-Fi（無線 LAN）接続設定等の個人情報を
含む情報は、誤操作、静電気の影響、事故、故障、修理、その他の取り扱いで変化、消失する場
合があります。必要な内容は、お客様の責任において控えを必ずおとりください。当社の責によ
らない内容の変化、消失、それらに起因する直接または間接の損害および逸失利益には、当社は
一切の責任を負いません。
本製品を譲渡/廃棄するときは、使用者によって本製品内に登録または設定された、Wi-Fi接続設
定等の個人情報を含む内容を、セットアップメニュー［カメラの初期化］で工場出荷時の設定に
リセットしてください。
本製品の盗難や紛失などで、第三者による不正使用の被害が発生しても、当社は一切の責任を負
いません。

D 認証情報の表示
セットアップメニューの［認証情報］では、このカメラが取得している認証情報の一部を確認できま
す。

Z 9 Model Name: N2014
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ファームウェアバージョンアップによる
変更内容（C:4.00）
ファームウェアバージョン（C:4.00）による
機能の追加・変更について

Z 9「活用ガイド」の内容は、ファームウェアのバージョンが C:3.00であることを前提に説明していま
す（最新の活用ガイドはダウンロードセンターからダウンロードできます）。お使いのカメラのファー
ムウェアが C:4.00の場合、この章の内容が追加または変更されています。合わせてお読みください。

ファームウェアバージョンについて
カメラのファームウェアバージョン確認およびバージョンアップは、セットアップメニュー［ファー
ムウェアバージョン］で行えます。

カメラのファームウェアをバージョンアップするには、パソコンをお使いになる方法とスマートフ
ォンをお使いになる方法があります。
パソコンをお使いの場合：ニコンダウンロードセンターで新しいバージョンのファームウェアが
あるか確認できます。バージョンアップの手順については、ファームウェアのダウンロードペー
ジをご覧ください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/
スマートフォンをお使いの場合：SnapBridgeアプリでカメラとスマートフォンをペアリング済み
の場合、カメラの新しいファームウェアがあるとアプリにお知らせが表示され、スマートフォン
経由でファームウェアをカメラ内のメモリーカードに転送できます。バージョンアップの手順に
ついては、SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。お知らせが表示されるタイミングは、ニ
コンダウンロードセンターで公開されるタイミングと異なる場合があります。

869 ファームウェアバージョン（C:4.00）による機能
の追加・変更について
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ファームウェア（C: 4.00）による変更点一覧
カメラのファームウェアを C:4.00にバージョンアップすると、次の機能に変更があります。詳しくは
各参照先をご覧ください。ファームウェア C:4.00でのメニューおよび初期設定については「ファーム
ウェア C:4.00でのメニュー・初期設定一覧」（0 931）をご覧ください。

静止画撮影関連
オートブラケティング撮影時のステップ幅追加（0 872）
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影のプリキャプチャー時間の変更（0 873）
静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］で JPEG+JPEG分割記録時にサイズ Lを追加（0 874）
静止画撮影メニューに［オートキャプチャー］が追加（0 875）

動画撮影関連
動画撮影メニューに［オートキャプチャー］が追加（0 875）
N-Log動画撮影時の ISO感度に低感度が追加（0 893）
ハイレゾズーム速度の設定内容の変更（0 894）
スローモーション動画機能の追加（0 895）

再生関連
再生時の iメニュー項目［送信指定（PC）］、［送信指定（FTP）］の機能変更（0 897）
再生時の iメニュー項目に［優先送信指定（PC）］と［優先送信指定（FTP）］が追加（0 898）

操作関連
パワーズームレンズの操作に対応（0 899）
カスタムメニュー d6に［露出ディレーモード］が追加（0 901）
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加
（0 902）
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］に機能追加（0 904）
セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］の機能変更（0 906）
IPTCプリセットの「Category」で登録可能な文字数の変更（0 907）
シャッター音の種類と音量が変更可能（0 908）

870 ファームウェア（C: 4.00）による変更点一覧



表示関連
［ファインダー表示サイズ］が動画モードにも対応（0 909）
マニュアルフォーカス撮影時に表示されるフォーカス距離指標に距離表示機能が追加（0 910）

ネットワーク関連
ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］の機能変更と機能追加（0 911）
連動レリーズモードの設定方法の変更（0 912）
ネットワークメニュー［カメラと接続］に［著作権情報の上書き］が追加（0 930）

871 ファームウェア（C: 4.00）による変更点一覧



オートブラケティング撮影時のステップ幅追
加
静止画撮影メニュー［オートブラケティング］>［オートブラケティングのセット］を［AE・フラッ
シュブラケティング］、［AEブラケティング］、または［フラッシュブラケティング］に設定している
場合に、選べる補正ステップ数が増えました。

カスタムメニュー b2［露出設定ステップ幅］の設定が 1/3段の場合、補正ステップに 1.3、1.7、
2.3、2.7が追加されました。
カスタムメニュー b2［露出設定ステップ幅］の設定が 1/2段の場合、補正ステップに 1.5、2.5が追
加されました。
補正ステップを 2.0よりも大きい値に設定した場合、撮影コマ数は最大 5枚です。

ヒント：インターバルタイマー撮影時の AEブラケティングについて
静止画撮影メニュー［インターバルタイマー撮影］>［オプション］>［AEブラケティング］>［補正
ステップ］でも補正ステップが追加されています。

872 オートブラケティング撮影時のステップ幅追加



カスタムメニュー d4［プリキャプチャー記録設定］>［プリ記録
時間］を［なし］以外に設定してシャッターボタンを半押しする
と、撮影画面のYアイコンに緑色のIが表示されます。シャッ
ターボタンを押してから約 300秒経過しても全押ししなかった
場合、IがCに変更されてプリキャプチャー機能がキャンセル
されます。Cが表示された後に全押ししても、さかのぼっての
記録はされません。
カメラの設定によっては、300秒よりも前にプリキャプチャー機
能がキャンセルされることがあります。
プリキャプチャー機能がキャンセルされる約 30秒前からYア
イコンが点滅します。

「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
のプリキャプチャー時間の変更

「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時にプリキャプチャー機能を使用する場合に、プリキャ
プチャー機能がキャンセルされるまでの時間が 30秒から 300秒に延長されました。

873 「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影の
プリキャプチャー時間の変更



静止画撮影メニュー［スロット 2の機能］で［JPEG+JPEG分割記
録］を選んだ場合のスロット 2に記録する画像サイズに、［サイズ
L］が追加されました。画像サイズは［JPEG+JPEG分割記録］を選
んで2を押すと設定できます。

静止画撮影メニュー［スロット 2 の機能］で
JPEG+JPEG分割記録時にサイズ Lを追加

874 静止画撮影メニュー［スロット 2 の機能］で
JPEG+JPEG分割記録時にサイズ Lを追加



静止画撮影メニューと動画撮影メニューに
［オートキャプチャー］が追加
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［ オートキャプチャー］が追加されました。被写体の動く
方向、被写体を検出するかどうか、被写体を認識する遠近の範囲を設定し、設定した条件でカメラが
被写体を認識すると自動で連続撮影または動画記録を行います。撮影者が不在でも自動で撮影する、
無人撮影を補助する機能です。

項目 内容

［開始］

オートキャプチャー設定画面が表示され、オートキャプチャー撮影
を行う条件を設定できます。設定確認画面で想定したとおりに被写
体が認識できているかどうかを確認後、動画撮影ボタンを押すとオ
ートキャプチャー撮影を開始します。

［ユーザープリセットの選択］

オートキャプチャー撮影の設定を、［ユーザープリセット 1］～
［ユーザープリセット 5］まで登録できます。プリセットを選ん
で2を押すと、設定の確認、プリセット名の編集、プリセット
のコピーを行えます。
［設定確認］：ユーザープリセットの内容を一覧で確認できま
す。
［名前編集］：プリセット名を編集できます。19文字まで入力
できます。
［コピー］：コピー先を選んでJボタンを押すと、現在のプリ
セットの内容をコピーできます。

すでにオートキャプチャー撮影の設定が登録されているプリセ
ットがある場合、プリセットを選んでから［開始］を実行する
と、すぐにオートキャプチャー撮影を始めることができます。

875 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
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［キャプチャー条件］
［詳細条件：モーション］
［詳細条件：被写体検出］

1
2
3

［詳細条件：距離］
［有効エリアの設定］
［撮影時間設定］

4
5
6

オートキャプチャー設定画面について
静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［オートキャプチャー］で［開始］を選ぶと表示されま
す。項目を選んでJボタンを押すと、それぞれの項目の詳細設定画面が表示されます。

1 2

4 5

3

6

項目 内容

［キャプチャー条件］

オートキャプチャー撮影を行う条件を設定できます。
［モーション］：設定した方向に被写体が移動した場合に自動で撮
影したい場合にオンMにします。
［被写体検出］：設定した被写体を検出した場合に自動で撮影した
い場合にオンMにします。
［距離］：設定した距離の範囲に被写体が存在している間、自動で
撮影したい場合にオンMにします。

条件を複数選択すると、全ての条件を満たした場合のみ撮影します。

［詳細条件：モーション］
［キャプチャー条件］で［モーション］をオンMにしている場合に有効
になります。撮影の対象となる被写体の移動方向やサイズ、どのくらい
の速さで移動したら撮影対象とするかを設定します（0 885）。

［詳細条件：被写体検出］
［キャプチャー条件］で［被写体検出］をオンMにしている場合に有効
になります。撮影の対象となる被写体の種類と、被写体のサイズを設定
します（0 888）。

876 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
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項目 内容

［詳細条件：距離］
［キャプチャー条件］で［距離］をオンMにしている場合に有効になり
ます。撮影の対象となる被写体までの距離の範囲を設定します
（0 890）。設定した範囲内に被写体が存在する間、撮影を行います。

［有効エリアの設定］

AFエリアモードが［オートエリア AF］の場合、被写体を判別するエリ
アの有効/無効を切り換えられます。有効に設定したエリアに撮影条件
を満たす被写体が存在する場合、撮影を行います。画角内にある障害物
など、被写体判別を行う必要がない部分を無効にしておくことでより正
確に被写体を捉えられます。

［撮影時間設定］

［撮影時間の指定］と［撮影後の待機時間］を設定できます。
［撮影時間の指定］：撮影条件を満たす被写体をカメラが認識したとき
に、撮影する時間を選べます。撮影開始後に被写体が認識されなくな
っても、設定した時間分の撮影を行います。
カメラの設定によっては、設定した時間分の撮影ができない場合
があります。

［撮影後の待機時間］：1回の撮影後の最低待機時間を選べます。前回
の撮影終了後、設定した時間内に被写体が認識されても、設定した時
間が経過するまでは撮影を開始しません。

877 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加

-



静止画/動画セレクターで静止画モードまたは動画モードに切
り換える

静止画モードで撮影する場合は、レリーズモードを［低速連続
撮影］、［高速連続撮影］、［C30］または［C120］に設定する
動画モードで撮影する場合は手順 4に進んでください。
1コマ撮影およびセルフタイマー撮影に設定している場合、
オートキャプチャー撮影を開始すると一時的に高速連続撮
影に切り換わります。

オートキャプチャー撮影の撮影方法
D オートキャプチャー撮影を開始する前に
撮影中のバッテリー切れを防ぐため、充分に充電されたバッテリー、付属の本体充電 ACアダプター、
または別売のパワーコネクターと ACアダプターをお使いください。

三脚などを使ってカメラを固定する

撮影する構図を決めてカメラを固定してください。

ヒント：オートキャプチャー撮影時の画角について
オートキャプチャー撮影に慣れるまでは、画角を広めに取ることをおすすめします。

［C60］を選んでいる場合、［C120］に変更されます。
レリーズモードを低速連続撮影または高速連続撮影に設定している場合は、連続撮影速度を
設定してください。

878 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［オートキャプチ
ャー］を選んで2を押す

［ユーザープリセットの選択］で設定の登録先を選んでJボタ
ンを押す

［ユーザープリセット 1］～［ユーザープリセット 5］からオー
トキャプチャー撮影設定の登録先を選びます。

［開始］を選んでJボタンを押す

オートキャプチャー設定画面が表示されます。

ピント位置を設定する

AFエリアモードを設定し、被写体が現れると想定される位置にフォーカスポイントを合わせま
す。
オートフォーカスで撮影する場合、オートキャプチャー撮影時のフォーカスモードは一時的
に AF-Cになります。
AFエリアモードを［オートエリア AF］に設定した場合、高速連続撮影時の連続撮影速度を
20コマ/秒を選んでいても、15コマ/秒に低下します。
マニュアルフォーカスで撮影する場合、レンズのフォーカスモード切り換えスイッチを［M］
に設定し、手動でピント位置を調節してください。フォーカスモード切り換えスイッチがな
いレンズを装着している場合、マニュアルフォーカス撮影はできません。

879 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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［キャプチャー条件］を選んでJボタンを押す

オートキャプチャー撮影を行う条件を選びます。項目を選んでJボタンを押すとオンMと
オフ Uを切り換えられます。
Xボタンを押すと、設定を決定してオートキャプチャー設定画面に戻ります。

［キャプチャー条件］で選んだ条件によって詳細な設定を行う

［モーション］をオンMにしている場合は、「［キャプチャー条件］で［モーション］をオン
にしている場合」（0 885）をご覧ください。
［被写体検出］をオンMにしている場合は、「［キャプチャー条件］で［被写体検出］をオン
にしている場合」（0 888）をご覧ください。
［距離］をオンMにしている場合は、「［キャプチャー条件］で［距離］をオンにしている場
合」（0 890）をご覧ください。
［キャプチャー条件］は複数の項目をオンMにできますが、オートキャプチャー撮影に慣れ
るまでは 1つにしておくことをおすすめします。

880 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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［有効エリアの設定］を選んでJボタンを押す

AFエリアモードが［オートエリア AF］の場合に、被写体を判別するエリアの有効/無効を切
り換えられます。他の AFエリアモードを選んでいる場合は設定できません。手順 11に進ん
でください。
画角内にある障害物など、被写体判別を行う必要がない部分を無効にしておくことでより正
確に被写体を捉えられます。
Jボタンを押すとポイントが赤色（無効）になり、被写体を判別する範囲の対象外になりま
す。もう一度Jボタンを押すと透明（有効）に戻ります。
Xボタンを押すと全てのポイントを有効にします。
W（Q）ボタンを押すと全てのポイントを無効にします。
画像モニターをタッチすると、3×3のグリッドごとに有効/無効を切り換えられます。
iボタンを押すと設定を決定してオートキャプチャー設定画面に戻ります。

D 無効に設定したエリアについて
［キャプチャー条件］は有効にしたエリアの周辺でのみ判別されます。たとえば［モーション］
をオンMにしている場合、無効に設定したエリアで動きがあってもカメラは被写体を判別しま
せん。

881 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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iボタンを押す

設定確認画面が表示されます。
設定確認画面の左上に、［キャプチャー条件］でオンMにし
た項目名が表示されます。

想定したとおりに被写体を認識しているかどうかを確認する

設定した条件を満たす被写体をカメラが認識すると、被写体
に合わせて設定確認画面に緑色の枠が表示されます。
AFエリアモードの設定が［オートエリア AF］以外の場合、
フォーカスポイントを移動できます。
AFエリアモードの設定が［ワイドエリア AF（C1）］または
［ワイドエリア AF（C2）］の場合、フォーカスモードボタン
を押しながらマルチセレクターの1342を押すと AFエ
リアのサイズを変更できます。
設定確認画面でフォーカスモードボタンを押しながらサブ
コマンドダイヤルを回すと、AFエリアモードを変更できま
す。
想定したとおりに緑色の枠が表示されない場合は、iボタン
を押して手順 9～10に戻って設定をやり直してください。

［撮影時間設定］を選んでJボタンを押す

［撮影時間の指定］で 1回の撮影時間を 1秒～30分および［OFF］（制限なし）から選べま
す。［OFF］以外に設定すると、撮影開始後に被写体が認識されなくなっても、設定した時間
分の撮影を行います。
［撮影後の待機時間］で 1回の撮影後の最低待機時間を 0秒～30分から選べます。
Jボタンを押すと設定を決定してオートキャプチャー設定確認画面に戻ります。

882 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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オートキャプチャー撮影を開始する

設定確認画面で動画撮影ボタンを押すと、オートキャプチャ
ー撮影が開始します。
設定した条件を満たす被写体をカメラが認識している間、自
動で撮影を行います。
［キャプチャー条件］で複数の項目を選択している場合、す
べての条件を満たした被写体を認識した場合のみ撮影を行
います。
カメラの操作をしないまま約 3分間経過すると、省電力のた
め撮影画面が消灯しますがオートキャプチャー撮影は継続
しています。DISPボタンを押すか、シャッターボタンを半
押しすると撮影画面が点灯します。

883 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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表示パネルに A-CAPが点滅します。

撮影画面にXアイコンが点滅します。

D オートキャプチャー撮影の待機状態について

ヒント：プリキャプチャー機能を使用する
レリーズモードで［C30］または［C120］を選んでいる場合、カスタムメニュー d4［プリキャプチャ
ー記録設定］の設定を使用できます。

ヒント：サイレントモードで撮影する
セットアップメニュー［サイレントモード］を［ON］に設定すると、サイレントモードで撮影できま
す。

884 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加



オートキャプチャー設定画面で［詳細条件：モーション］を選
んでJボタンを押す

モーション設定画面が表示されます。

W（Q）ボタンを押して被写体の移動方向を設定する

方向設定画面が表示されます。
被写体が動く方向を選び、Jボタンを押してオンMとオフ
Uを切り換えます。
Xボタンを押すと、設定を決定してモーション設定画面に戻
ります。

［キャプチャー条件］で［モーション］をオンにしている場合
撮影の対象となる被写体の移動方向やサイズ、どのくらいの速さで移動したら撮影対象とするかを設
定できます。

885 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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メインコマンドダイヤルを回して［Speed］を［1］～［5］の
間で設定します。値が大きいほど速い動きの被写体のみ撮影
し、値が小さいほど動きの遅い被写体でも撮影します。

メインコマンドダイヤルを回して被写体のスピードを設定する

ヒント：サイズとスピードの設定値について
モーション設定画面では、［Subject Size］および［Speed］の設定に合わせて、撮影対象と
認識した被写体に緑色の枠が表示されます。
［Speed］は被写体が画角内の左端から右端までを横断する速さに応じて値を設定してくださ
い。目安となる秒数は次のとおりです。被写体の動きが速すぎると認識しない場合がありま
す。
［1］：約 5秒以下
［2］：約 4秒以下
［3］：約 3秒以下
［4］：約 2秒以下
［5］：約 1秒以下

［Subject Size］および［Speed］をそれぞれ［1］に設定すると、さまざまな大きさや動く速
度の被写体を撮影対象と認識しやすくなります。最初は小さい値に設定し、モーション設定
画面に表示される緑色の枠の確認や試し撮りを繰り返し行って、適切に被写体が認識される
ように徐々に数値を大きく調整していくことをおすすめします。

886 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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サブコマンドダイヤルを回して［Subject Size］を［1］～［5］
の間で設定します。値が大きいほどサイズの大きな被写体のみ
撮影し、値が小さいほどサイズの小さな被写体でも撮影しま
す。

［Subject Size］の各設定値のサイズ（指標となるポイントの
数）は次のとおりです。
［1］：4個分以上
［2］：8個分以上
［3］：14個分以上
［4］：24個分以上
［5］：34個分以上

-
-
-
-
- 被写体に対して 14個のポイ

ントが反応している例

サブコマンドダイヤルを回して被写体のサイズを設定する

ヒント：サイズの設定値について
モーション設定画面では、［Subject Size］および［Speed］の設定に合わせて、撮影対象と
認識した被写体に緑色の枠が表示されます。

iボタンを押す

設定を決定してオートキャプチャー設定画面に戻ります。

887 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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オートキャプチャー設定画面で［詳細条件：被写体検出］を選
んでJボタンを押す

被写体検出設定画面が表示されます。

W（Q）ボタンを押して被写体検出対象を設定する

オート、人物、動物、乗り物から選びます。
Jボタンを押すと、設定を決定して被写体検出設定画面に戻
ります。

［キャプチャー条件］で［被写体検出］をオンにしている場合
撮影の対象となる被写体の種類とサイズを設定できます。

888 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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［Subject Size］を［1］～［5］の間で設定します。値が大きい
ほどサイズの大きな被写体のみ撮影し、値が小さいほどサイズ
の小さな被写体でも撮影します。

各設定値のサイズ（画角に対する割合）は次のとおりです。
［1］：2.5%以上
［2］：5%以上
［3］：10%以上
［4］：15%以上
［5］：20%以上

-
-
-
-
-

被写体が 20%のサイズを検出
している例

メインコマンドダイヤルを回して被写体のサイズを設定する

ヒント：サイズの設定値について
被写体検出設定画面では、［Subject Size］の設定に合わせて、撮影対象と認識した被写体に
緑色の枠が表示されます。

［Subject Size］を［1］に設定すると、さまざまな大きさの被写体を撮影対象と認識しやす
くなります。最初は小さい値に設定し、被写体検出設定画面に表示される緑色の枠の確認や
試し撮りを繰り返し行って、適切に被写体が認識されるように徐々に数値を大きく調整して
いくことをおすすめします。

iボタンを押す

設定を決定してオートキャプチャー設定画面に戻ります。

D 被写体検出についてのご注意
オートまたは人物を検出対象に選んでいる場合、被写体がカメラの方を向いていなくても、カメラが
人物を認識した場合は自動でオートキャプチャー撮影を行います。

889 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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オートキャプチャー設定画面で［詳細条件：距離］を選んでJ
ボタンを押す

距離設定画面が表示されます。
距離設定画面にフォーカス指標ポイントが表示されます。

フォーカス指標ポイント

カメラが被写体を認識する範囲の最も近い位置にある被写体
にフォーカス指標ポイントを合わせて AF-ONボタンを押す
と、距離が設定されて［Near］に値が表示されます。メイン
コマンドダイヤルを回すと値を微調整できます。

カメラが被写体を認識する範囲の最も遠い位置にある被写体
にフォーカス指標ポイントを合わせてシャッターボタンを半
押しすると、距離が設定されて［Far］に値が表示されます。
サブコマンドダイヤルを回すと値を微調整できます。

［キャプチャー条件］で［距離］をオンにしている場合
カメラが被写体を認識する最も近い距離と最も遠い距離を設定します。設定した範囲内に被写体が存
在する間、オートキャプチャー撮影を行います。

D ［詳細条件：距離］について
［詳細条件：距離］は、NIKKOR Zレンズを装着時に使用できる機能です。NIKKOR Zレンズ以外のレン
ズを装着している場合、動作しない場合があります。

カメラが被写体を認識する最も手前と最も奥の距離を設定する

890 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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ヒント：［Near］および［Far］の値の微調整について
NIKKOR Z 58mm f/0.95 S Noct以外のニコン製 Zマウントレンズを装着している場合のみ微
調整できます。

ヒント：［Near］および［Far］の表示について
［Near］および［Far］の調整値の単位はメートルのみです。セットアップメニュー［距離表
示単位の設定］で［フィート（ft）］を選んでもフィート表示されません。

iボタンを押す

設定を決定してオートキャプチャー設定画面に戻ります。

オートキャプチャー撮影を一時停止/終了するには
動画撮影ボタンを押すとオートキャプチャー撮影を一時停止して設定確認画面に戻ります。再度動
画撮影ボタンを押すとオートキャプチャー撮影を再開します。
O（Q）ボタンを押すとオートキャプチャー撮影を終了して撮影画面に戻ります。

D オートキャプチャー撮影についてのご注意
撮像範囲は［FX（36×24）］に固定されます。DXレンズを装着している場合、オートキャプチャー
撮影はできません。
撮影待機中のピント位置は次のとおりです。
［キャプチャー条件］で［距離］をオンMにしている場合：［Far］に設定した位置
［キャプチャー条件］で［距離］をオフ Uにしている場合：オートキャプチャー撮影開始時の位
置

画角内に複数の被写体が存在する場合、［有効エリアの設定］で設定した有効範囲内の被写体を認識
しないことがあります。
降雪および降雨時は、被写体を認識する機能が低下する場合があります。降雪や陽炎などの気象現
象により自動撮影されることがあります。

D オートキャプチャー撮影中の操作について
オートキャプチャー撮影中は DISPボタン、動画撮影ボタンおよび O（Q）ボタン以外の操作が無効
になります。設定を変更したい場合は、一度オートキャプチャー撮影を終了してください。

891 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加
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D オートキャプチャー撮影の制限について
次の場合など、オートキャプチャー撮影とは同時に使用できない機能や設定があります。
長時間露出（バルブまたはタイム）撮影
セルフタイマー撮影
オートブラケティング撮影
多重露出撮影
HDR合成
インターバルタイマー撮影
タイムラプス動画撮影
フォーカスシフト撮影
電子手ブレ補正

892 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［オー
トキャプチャー］が追加



N-Log動画撮影時の ISO感度に低感度が追
加
動画の階調モードを［N-Log］に設定している場合に、動画撮影メニュー［ISO感度設定］>［Mモー
ド時の ISO感度］で設定できる ISO感度に低感度（Lo 0.3～Lo 2.0）が追加されました。ISO 800から
約 0.3段（ISO 640相当）～約 2段（ISO 200相当）の範囲での減感ができます。

D ISO感度を低感度にした場合のご注意
低感度で撮影した動画は、ハイライトの情報が減少するため最大出力レベルが低下します。ゼブラ表
示をする場合、カスタムメニュー g13［ゼブラ表示］>［高輝度検出の範囲］の設定を低めに設定して
ください。Lo 1.0までの場合は［230］、Lo 2.0の場合は［200］程度に設定することをおすすめしま
す。

893 N-Log動画撮影時の ISO感度に低感度が追加



マルチセレクターの42を押して調整できます。
+にすると速く、－にすると遅くなります。

ハイレゾズーム速度の設定内容の変更
カスタムメニュー g8［ハイレゾズーム速度］で設定できるハイレゾズームの速度が、–5～+5の 11段
階で設定できるようになりました。

894 ハイレゾズーム速度の設定内容の変更



スローモーション動画機能の追加
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］で［H.264 8-bit（MP4）］を選んでいる場合、動画撮影
メニュー［画像サイズ/フレームレート］で［1920×1080 30p 4倍スロー］、［1920×1080 25p 4倍ス
ロー］、［1920×1080 24p 5倍スロー］を選べるようになりました。スローモーション動画を撮影でき
ます。

例えば［1920×1080 30p 4倍スロー］の場合、120pのフレームレートで読み出した画像を 30pの
動画として記録します。約 10秒間撮影した動画は、約 40秒かけて再生されます。スポーツでのボ
ールのインパクトの瞬間など、一瞬の出来事をゆっくりと見ることができます。

音声は記録されません。
［撮像範囲設定］を［DX］に設定するか DXレンズを装着すると、FXフォーマットの焦点距離の約
2.3倍に相当する画角になります。
カスタムメニュー g11［シャッタースピード延長（M モード）］は無効になります。
画像を読み出すときのフレームレートと、動画を記録および再生するときのフレームレートは次の
通りです。

画像サイズ/フレームレート 画像を読み出すときのフレ
ームレート※

動画を記録・再生するときのフ
レームレート※

［1920×1080 30p 4倍スロー］ 120p 30p

［1920×1080 25p 4倍スロー］ 100p 25p

［1920×1080 24p 5倍スロー］ 120p 24p

120p：119.88コマ/秒（fps）、100p：100コマ/秒、30p：29.97コマ/秒、25p：25コマ/秒、
24p：23.976コマ/秒

最大ビットレートは 36Mbpsです。
最長記録時間は約 3分です。

895 スローモーション動画機能の追加

※



D スローモーション動画撮影時のご注意
次の機能など、スローモーション動画撮影中は使用できなくなる機能があります。
フリッカー低減
電子手ブレ補正
タイムコード出力

HDMI出力時は、［1920×1080 30p 4倍スロー］、［1920×1080 25p 4倍スロー］、［1920×1080 24p
5倍スロー］を選んでいてもスローモーションになりません。

896 スローモーション動画機能の追加

-
-
-



再生時の iメニュー［送信指定（PC）］および［送信指定（FTP）］
の機能が変更されました。

再生時の iメニュー項目［送信指定（PC）］、
［送信指定（FTP）］の機能変更

カメラをパソコンまたは FTPサーバーと接続している場合にのみ表示されます。
ファームウェアバージョンが C:3.xx以前では、［送信指定（PC）］または［送信指定（FTP）］を選ぶ
と優先送信設定マーク（s）が付加されてすぐに送信が始まりましたが、ファームウェアバージョ
ンが C:4.00からは送信設定マーク（W）が付加されます。すでに送信予定の画像がある場合、送
信予定の最後に追加されます。

897 再生時の iメニュー項目［送信指定（PC）］、［送
信指定（FTP）］の機能変更



再生時の iメニューに［優先送信指定（PC）］と［優先送信指定
（FTP）］が追加されました。

再生時の iメニュー項目に［優先送信指定
（PC）］と［優先送信指定（FTP）］が追加

カメラをパソコンまたは FTPサーバーと接続している場合にのみ表示されます。
送信したい画像を選んで iボタンを押し、［優先送信指定（PC）］または［優先送信指定（FTP）］を
選んでJボタンを押すと、優先送信設定マーク（s）が付加されてすぐに送信が始まります。す
でに送信予定の画像がある場合でも、優先送信指定された画像を割り込んで送信します。

898 再生時の iメニュー項目に［優先送信指定（PC）］
と［優先送信指定（FTP）］が追加



パワーズームレンズの操作に対応
パワーズームレンズの操作に対応しました。パワーズームレンズを装着した場合に、レンズのズーム
リングを回す以外にも、カメラのボタン操作で電動ズーミング（パワーズーム）が可能です。

カスタムメニュー f12として［パワーズームのボタン
操作（PZレンズ）］が追加
パワーズームレンズを装着して静止画を撮影する場合に、XボタンおよびW（Q）ボタンを押してパ
ワーズームするかどうかを設定できます。

項目 内容

［x/wボタンの使用］
［ON］に設定すると、XボタンおよびW（Q）ボタンを押してズーミング
を行えます。

［パワーズーム速度］ ボタン操作でパワーズームするときの、ズーミングの速度を設定できま
す。

カスタムメニュー g9として［パワーズームのボタン
操作（PZレンズ）］が追加
パワーズームレンズを装着して動画を撮影する場合に、XボタンおよびW（Q）ボタンを押してパワ
ーズームするかどうかを設定できます。

項目 内容

［x/wボタンの使
用］

［ON］に設定すると、XボタンおよびW（Q）ボタンを押してズーミングを
行えます。

［パワーズーム速度］

ボタン操作でパワーズームするときの、動画記録待機中および動画記録中の
ズーミングの速度をそれぞれ設定できます。
動画記録中にズーミングを行うと、レンズの動作音が記録されることが
あります。音が気になる場合は、ズーミングの速度を低速に設定するこ
とをおすすめします。

899 パワーズームレンズの操作に対応



［ON］に設定すると、パワーズームレンズを装着してカメラの電源
を OFFにして再度 ONにした場合も、ズーム位置を電源 OFFの前
と同じ位置に保持できます。ただし、カメラの電源を ONにしてか
ら操作ができるようになるまで時間がかかることがあります。

パワーズームレンズを装着した場合、撮影画面に焦点距離が表示さ
れます。

ヒント：カスタムボタンにパワーズームを割り当てる
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］にもパワーズ
ームの機能が追加されています。Fn1および Fn2ボタンにパワーズームの機能を割り当てられます
（0 902）。

セットアップメニュー［ズーム位置の記憶（PZレン
ズ）］が追加

焦点距離の表示

900 パワーズームレンズの操作に対応



カスタムメニュー d6に［露出ディレーモー
ド］が追加
カスタムメニュー d6として［露出ディレーモード］が追加されました。カメラブレを最小限に抑えた
い場合に、シャッターボタンを押してから約 0.2～3秒後にシャッターがきれるように変更できます。

901 カスタムメニュー d6に［露出ディレーモード］
が追加



カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］または g2
［カスタムボタンの機能］の機能を割り当てるボタンを選ぶ画面で
設定をリセットできます。
リセットしたいボタンを選んで O（Q）を押し、確認画面で［は
い］を選んでJボタンを押すと、選んだボタンの設定をリセッ
トして初期設定に戻します。
任意のボタンを選んで約 3秒間 O（Q）を長押しし、確認画面
で［はい］を選んでJボタンを押すと、全てのボタンの設定を
リセットして初期設定に戻します。

カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能
（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機
能追加
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］および g2［カスタムボタンの機能］に、機能
を割り当てられるボタンの種類と割り当てられる機能が追加されました。また、ボタンの割り当てを
リセットできるようになりました。

設定をリセットする機能の追加

機能を割り当てられるボタンの追加
機能を割り当てられるボタンとして、次の項目が追加されました。
p［WBボタン］
q［再生ボタン］
u［フラッシュモードボタン］
s［BKTボタン］

902 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



f2［カスタムボタンの機能（撮影）］に追加された機能
項目 内容

z ［瞳の切り換え］ カメラが人物や動物の瞳を検出している場合にボタンを押す
と、フォーカスポイントを合わせる瞳の左右を切り換えます。

Y ［パワーズーム（望遠側）］
パワーズームレンズを装着している場合、ボタンを押している
間は望遠側にズーミングします。［Fn2ボタン］が［パワーズー
ム（広角側）］のときは、自動的にこの項目が選ばれます。

Z ［パワーズーム（広角側）］
パワーズームレンズを装着している場合、ボタンを押している
間は広角側にズーミングします。［Fn1ボタン］が［パワーズー
ム（望遠側）］のときは、自動的にこの項目が選ばれます。

z ［露出ディレーモード］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、露出ディレー
モードの設定を変更できます。

g2［カスタムボタンの機能］に追加された機能
項目 内容

z ［瞳の切り換え］ カメラが人物や動物の瞳を検出している場合にボタンを押す
と、フォーカスポイントを合わせる瞳の左右を切り換えます。

Y ［パワーズーム（望遠側）］
パワーズームレンズを装着している場合、ボタンを押している
間は望遠側にズーミングします。［Fn2ボタン］が［パワーズー
ム（広角側）］のときは、自動的にこの項目が選ばれます。

Z ［パワーズーム（広角側）］
パワーズームレンズを装着している場合、ボタンを押している
間は広角側にズーミングします。［Fn1ボタン］が［パワーズー
ム（望遠側）］のときは、自動的にこの項目が選ばれます。

903 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］の機能を割
り当てるボタンを選ぶ画面で設定をリセットできます。
リセットしたいボタンを選んで O（Q）を押し、確認画面で［は
い］を選んでJボタンを押すと、選んだボタンの設定をリセッ
トして初期設定に戻します。
任意のボタンを選んで約 3秒間 O（Q）を長押しし、確認画面
で［はい］を選んでJボタンを押すと、全てのボタンの設定を
リセットして初期設定に戻します。

カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能
（再生）］に機能追加
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］に割り当てられる機能が追加されました。ま
た、拡大再生時の画像送りの動作を設定できるようになりました。ボタンの割り当てをリセットする
ことも可能です。

設定をリセットする機能の追加

機能を割り当てられるボタンの追加
機能を割り当てられるボタンとして、次の項目が追加されました。
q［再生ボタン］
r［BKTボタン］
t［フラッシュモードボタン］
3［レンズの Fn2ボタン］
S［レンズの Fnボタン］

904 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



追加された機能
項目 内容

O ［削除］ ボタンを押すと、削除確認画面が表示されます。もう一度ボタンを押す
と、表示中の画像を削除して、再生画面に戻ります。

［画像送り時の拡大位置］

再生画像の拡大表示中にメインコマンドダイヤルおよびサブコマンド
ダイヤルを回して画像送りをする場合に、表示範囲の位置を変更するか
どうか設定できます。
［位置を継続］：現在表示している表示範囲の位置で次の静止画を表示
します。
［ピント位置優先］：再生する静止画の撮影時のフォーカスポイントを
中心にして拡大表示します。

905 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］の［焦点距離
（mm）］および［開放絞り値］で、任意の値を入力できるように
なりました。

［レンズ No.］の［1］～［20］に登録したレンズの名称を登録で
きるようになりました。［レンズ名］を選んで2を押すと、最大
36文字まで入力できます。
登録したレンズ名は、撮影した画像の Exif情報に記録されま
す。

-

セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］
の機能変更

906 セットアップメニュー［レンズ情報手動設定］の
機能変更



IPTCプリセットの「Category」で登録可能な
文字数の変更
カメラで IPTCプリセットを作成または編集する場合に、「Category」で登録できる最大文字数が 3文
字から 256文字に変更されました。

907 IPTCプリセットの「Category」で登録可能な文
字数の変更



シャッター音の種類と音量が変更可能
セットアップメニュー［電子音］のメニュー構成が変更されました。電子シャッターの音量を他の電
子音と分けて設定することができます。また、電子シャッター音の種類を選べるようになりました。

項目 内容

［電子シャッター音］ ［ON］に設定すると、シャッターを切ったときに電子シャッター音が鳴りま
す。

［音量］ 電子シャッター音の音量を 5段階で設定できます。

［音の選択］ 電子シャッター音の種類を 5種類の中から選べます。

［ビープ音］

ファームウェアバージョン C:3.xx以前の［電子音設定］の機能です。［有
効］または［タッチ音無効］に設定すると、次の場合に電子音（ビープ
音）が鳴ります。
セルフタイマー作動中
インターバルタイマー撮影、タイムラプス動画撮影、およびフォーカ
スシフト撮影終了時
静止画モードでオートフォーカスのピントが合ったとき（ただし、フ
ォーカスモードが AF-Cのとき、およびカスタムメニュー a2［AF-Sモ
ード時の優先］が［レリーズ］の場合は、電子音は鳴りません）
タッチパネル操作時（ただし、［タッチ音無効］に設定している場合は
電子音は鳴りません）

［無効］に設定している場合は電子音は鳴りません。

［音量］ ビープ音の音量を 3段階で設定できます。

［音の高さ］ ビープ音の音の高さを［高音］と［低音］から選べます。

908 シャッター音の種類と音量が変更可能

-
-

-

-



［ファインダー表示サイズ］が動画モードにも
対応
セットアップメニュー［ファインダー表示サイズ（静止画 Lv）］の設定が、静止画モードだけでなく動
画モードにも対応しました。それに伴い、メニュー名も［ファインダー表示サイズ］に変更されまし
た。ファインダーを見ながら撮影や再生する場合に、ファインダーの表示倍率を［標準］または［小
さめ］から選べます。

909 ［ファインダー表示サイズ］が動画モードにも対
応



マニュアルフォーカスで撮影する場合に表示されるフォーカス距
離指標に、カメラからピントが合う位置までの距離が表示されるよ
うになりました。

距離を表示する単位は、セットアップメニューに追加された［距
離表示単位の設定］で［メートル（m）］または［フィート（ft）］
から選べます。

マニュアルフォーカス撮影時に表示されるフ
ォーカス距離指標に距離表示機能が追加

表示される距離表示は目安です。使用するレンズによっては、実際の距離と異なる場合があります。

910 マニュアルフォーカス撮影時に表示されるフォ
ーカス距離指標に距離表示機能が追加



ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］>［接続設定］>［メ
モリーカードを使用］>［メモリーカードにコピー］で保存できる
接続設定が 1件から 99件に増えました。

［メモリーカードにコピー］を選んで2を押し、メモリーカード
に接続設定を選んで2を押します。コピー先（1～99）を選んで
Jボタンを押すと、選んだ接続設定がメモリーカードにコピーさ
れます。

ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］
の機能変更と機能追加
ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］に機能変更および新規機能の追加があります。

メモリーカードに保存できる FTPサーバーとの接続
設定が 99件まで増加

接続エラー時に自動で再接続する機能の追加
ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］>［オプション］に［接続維持の優先］が追加されまし
た。［ON］に設定すると、無線エラー、TCP/IPエラー、または FTPエラーが発生してネットワーク接
続ができなかった場合に、約 15秒後に再度ネットワーク接続処理を行います。接続処理はカメラがネ
ットワークに接続されるまで繰り返し行なわれます。
［ON］に設定すると、カスタムメニュー c3［パワーオフ時間］>［半押しタイマー］の設定にかか
わらず、半押しタイマーはオフになりません。バッテリーの消耗が早くなります。

911 ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］の
機能変更と機能追加



ネットワークメニュー［カメラと接続］で［接続設定］を選
び、マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

連動レリーズモードの設定方法の変更
ネットワークメニュー［カメラと接続］に［グループ設定］が追加されました。連動レリーズを行う
場合に、グループを作成して各グループごとにリモートカメラを設定できます。グループを切り換え
ると、マスターカメラから制御するリモートカメラも切り換わります。
［グループ設定］が追加されたことで、連動レリーズモードの設定方法が変更になりました。活用ガ
イド「他のカメラとの接続」>「連動レリーズモードを使用する」をこの項目の内容に読み替えて
ください。
リモートカメラはグループごとに登録します。ファームウェアバージョン C:3.xx以前は［カメラと
接続］にあった［リモートカメラリスト］は、ネットワークメニュー［カメラと接続］>［グルー
プ設定］>［（グループ表示名）］>［リモートカメラリスト］に移動しています。

連動レリーズ用の接続設定を作成して撮影する
連動レリーズを行うための接続設定を新規に作成します。撮影した画像はそれぞれのカメラのメモリ
ーカードに記録されます。連動レリーズモードで撮影する全てのカメラで、同様の設定を行ってくだ
さい。

無線 LANで接続する
無線 LAN接続用の接続設定を作成します。

912 連動レリーズモードの設定方法の変更
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接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［カメラと接続］>［接続設定］に一覧で表
示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。任意の接続設定名を入力して Xボタンを
押すと、接続設定名を決定します。

913 連動レリーズモードの設定方法の変更

3



［Wi-Fi接続先を検索］を選び、Jボタンを押す

手順 4で Xボタンを押すと、SSIDや暗号キーを入力せずに無
線 LANアクセスポイントに接続できます。Jボタンを押して
接続方法を選んでください。

カメラの周辺にある無線 LANアクセスポイントを検索して、検出した接続先の SSIDを表示し
ます。

D ［簡単接続］で接続する

接続方法 内容

［WPSプッシュボタン方式］

無線 LANアクセスポイントにWPSプッシュボタンがある
場合に使用できます。WPSプッシュボタンを押した後にカ
メラのJボタンを押すと、無線 LANアクセスポイントに
接続できます。

［WPS PINコード方式］

カメラに PINコードが表示されます。パソコンを使用して
無線 LANアクセスポイントに PINコードを入力します。無
線 LANアクセスポイントに PINコードを入力する方法に
ついては、お使いの無線 LANアクセスポイントの使用説明
書をご覧ください。

接続が完了したら、手順 7に進んでください。

914 連動レリーズモードの設定方法の変更
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接続先の SSIDを選ぶ

無線 LANアクセスポイントが SSIDを非公開に設定している場
合、検出された SSID一覧に SSID名が表示されません。

接続先の SSIDを選んでJボタンを押します。
検出された SSIDの周波数帯をアイコンで確認できます。
暗号ありの SSIDには hが表示されます。暗号あり hの SSIDを選んだ場合は、暗号キーの設
定画面が表示されます。暗号なしの接続先を選んだ場合は手順 7へお進みください。
Xボタンを押すと無線接続先を再検索します。

D SSIDが非公開に設定されている場合

非公開の SSIDに接続したい場合、空欄になっている項目を選択してJボタンを押してくだ
さい。続いてJボタンを押すと、SSID入力画面になります。
接続したい SSID名を入力し、Xボタンを押してください。もう一度 Xボタンを押すと、暗
号キーの設定画面が表示されます。

915 連動レリーズモードの設定方法の変更
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暗号キーを入力する

無線 LANアクセスポイントの暗号キーについては、無線 LAN
アクセスポイントの使用説明書などをご覧ください。

もう一度 Xボタンを押すと、接続を開始します。接続に成功
すると、図のような画面が数秒間表示されます。

Jボタンを押して、無線 LANアクセスポイントで使用している暗号キーを入力します。

Xボタンを押して、暗号キーの入力を完了します。

916 連動レリーズモードの設定方法の変更
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IPアドレスの設定方法を選んで設定する

IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

設定方法 内容

［自動取得］

カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアド
レス設定完了画面が表示されます。
この後の手順でリモートカメラの IPアドレスを入力する必要があるた
め、リモートカメラに設定するカメラでは IPアドレスを控えておくこと
をおすすめします。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボ
タンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定
すると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。
無線接続が開始され、カメラがアクセスポイントに接続されると、接続設定名が表示されま
す。

917 連動レリーズモードの設定方法の変更
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［マスター/リモート選択］を選んで2を押す

マスターカメラで［グループ設定］を選んで2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

カメラをマスターカメラにするか、リモートカメラにするかを設定できます。

［マスターカメラ］：マスターカメラに設定したカメラのレリーズボタンを押すと、連動して
リモートカメラのシャッターがきれます。マスターカメラは 1台のみ設定してください。複
数のカメラをマスターカメラに設定した場合、最初にネットワークに接続したカメラがマス
ターカメラとして使用できます。
［リモートカメラ］：マスターカメラのレリーズに連動してシャッターがきれます。

連動レリーズを行う全てのカメラで手順 1から 8を繰り返す
リモートカメラに設定するカメラは手順 8で［リモートカメラ］を選んでください。

918 連動レリーズモードの設定方法の変更
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グループの表示名を入力する

リモートカメラを登録するグループの表示名を設定します。
表示名は 32文字まで入力できます。
Xボタンを押して決定します。

［グループ名］を選んで2を押し、グループ名を設定する

連動レリーズを行うカメラのグループ名を設定できます。グル
ープ名は 8文字まで入力できます。

マスターカメラで設定したグループ名をリモートカメラにも
設定してください。グループ名の設定はネットワークメニュー
［カメラと接続］>［グループ名］で行えます。

［リモートカメラリスト］を選んで2を押す

グループ設定内で使用するリモートカメラを登録します。リモ
ートカメラは［01］～［16］まで最大 16台登録できます。

D リモートカメラに［グループ名］を設定する

919 連動レリーズモードの設定方法の変更
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リモートカメラの登録先を選んで2を押す

リモートカメラの設定画面が表示されます。

［アドレス］を選んで2を押す

IP アドレス入力画面が表示されます。

リモートカメラの IPアドレスを入力する

リモートカメラの IPアドレスは、それぞれのカメラのネットワ
ークメニュー［カメラと接続］>［接続設定］で連動レリーズ
用の接続設定を選んで2を押し、［TCP/IP］を選ぶと確認でき
ます。

手順 7で取得または設定したリモートカメラの IPアドレスを入力します。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、リモートカメラがマスターカメラに登録されてカメラ同士が接続されま
す。

ヒント：リモートカメラの IPアドレスを確認する

920 連動レリーズモードの設定方法の変更
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マスターカメラに接続済みのリモートカメラの台数と、接続
していないリモートカメラの台数が表示されます。

マスターカメラの撮影画面にkアイコンと接続済みのリ
モートカメラの台数が表示されます。

マスターカメラのレリーズボタンを押すと、連動してリモート
カメラが動作します。

すべてのリモートカメラの登録を行う

無線接続している場合、接続している SSIDの周波数帯が表示されます。

D 接続エラーが発生している場合
接続エラーが発生しているリモートカメラがある場合、台数表示が赤く変化し、接続できて
いないリモートカメラの台数が表示されます。

撮影する

921 連動レリーズモードの設定方法の変更
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ネットワークメニュー［有線 LAN］を［ON］に設定する

ネットワークメニュー［カメラと接続］で［接続設定］を選
び、マルチセレクターの2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

有線 LANで接続する
有線 LAN接続用の接続設定を作成します。カメラの有線 LAN接続端子にイーサネットケーブルを差し
込んでください。ケーブルは無理な力を加えず、端子に真っ直ぐに差し込んでください。イーサネッ
トケーブルの反対側の端子は、ルーターに接続してください。

922 連動レリーズモードの設定方法の変更
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接続設定名を入力する

IPアドレスの設定方法を選んで設定する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、IPアドレスの設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［カメラと接続］>［接続設定］に一覧で表
示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。任意の接続設定名を入力して Xボタンを
押すと、接続設定名を決定します。

IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

設定方法 内容

［自動取得］

カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアド
レス設定完了画面が表示されます。
この後の手順でリモートカメラの IPアドレスを入力する必要があるた
め、リモートカメラに設定するカメラでは IPアドレスを控えておくこと
をおすすめします。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボ
タンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定
すると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押します。
接続が開始されます。カメラがネットワークに接続されると、接続設定名が表示されます。

923 連動レリーズモードの設定方法の変更
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［マスター/リモート選択］を選んで2を押す

マスターカメラで［グループ設定］を選んで2を押す

［新規追加］を選び、Jボタンを押す

カメラをマスターカメラにするか、リモートカメラにするかを設定できます。

［マスターカメラ］：マスターカメラに設定したカメラのレリーズボタンを押すと、連動して
リモートカメラのシャッターがきれます。マスターカメラは 1台のみ設定してください。複
数のカメラをマスターカメラに設定した場合、最初にネットワークに接続したカメラがマス
ターカメラとして使用できます。
［リモートカメラ］：マスターカメラのレリーズに連動してシャッターがきれます。

連動レリーズを行う全てのカメラで手順 1から 6を繰り返す
リモートカメラに設定するカメラは手順 6で［リモートカメラ］を選んでください。

924 連動レリーズモードの設定方法の変更
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グループの表示名を入力する

リモートカメラを登録するグループの表示名を設定します。
表示名は 32文字まで入力できます。
Xボタンを押して決定します。

［グループ名］を選んで2を押し、グループ名を設定する

連動レリーズを行うカメラのグループ名を設定できます。グル
ープ名は 8文字まで入力できます。

マスターカメラで設定したグループ名をリモートカメラにも
設定してください。グループ名の設定はネットワークメニュー
［カメラと接続］>［グループ名］で行えます。

［リモートカメラリスト］を選んで2を押す

グループ設定内で使用するリモートカメラを登録します。リモ
ートカメラは［01］～［16］まで最大 16台登録できます。

リモートカメラの登録先を選んで2を押す

リモートカメラの設定画面が表示されます。

D リモートカメラに［グループ名］を設定する

925 連動レリーズモードの設定方法の変更
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［アドレス］を選んで2を押す

IP アドレス入力画面が表示されます。

リモートカメラの IPアドレスを入力する

リモートカメラの IPアドレスは、それぞれのカメラのネットワ
ークメニュー［カメラと接続］>［接続設定］で連動レリーズ
用の接続設定を選んで2を押し、［TCP/IP］を選ぶと確認でき
ます。

手順 5で取得または設定したリモートカメラの IPアドレスを入力します。

メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、リモートカメラがマスターカメラに登録されてカメラ同士が接続されま
す。

ヒント：リモートカメラの IPアドレスを確認する

926 連動レリーズモードの設定方法の変更
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マスターカメラに接続済みのリモートカメラの台数と、接続
していないリモートカメラの台数が表示されます。

マスターカメラの撮影画面にkアイコンと接続済みのリ
モートカメラの台数が表示されます。

マスターカメラのレリーズボタンを押すと、連動してリモート
カメラが動作します。

すべてのリモートカメラの登録を行う

D 接続エラーが発生している場合
接続エラーが発生しているリモートカメラがある場合、台数表示が赤く変化し、接続できて
いないリモートカメラの台数が表示されます。

撮影する

927 連動レリーズモードの設定方法の変更
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マスターカメラでネットワークメニュー［カメラと接続］>［グル
ープ設定］>［（グループ表示名）］>［リモートカメラリスト］を選
んで2を押すと、リモートカメラの状態を確認できます。

リモートカメラを選んで2を押すと、選んだリモートカメラの設
定をマスターカメラから変更できます。

ヒント：一時的に連動レリーズをオフにするには
ネットワークメニュー［カメラと接続］>［連動レリーズ］を［OFF］に設定すると、カメラの接続を
維持したまま連動レリーズ機能をオフにできます。

ヒント：リモートカメラの状態を確認する

リモートカメラの個体は IPアドレスで判別できます。
リモートカメラの接続状況が表示されています。
［Connected］：正しく接続されています。
［Busy］：他のマスターカメラがリモートカメラを制御しています。
［Error］：次のいずれかの状態になっています。

リモートカメラの半押しタイマーがオフ
リモートカメラの電源が OFF
マスターカメラとリモートカメラのグループ名が異なる
IPアドレスが間違っている

［OFF］：次のいずれかの状態になっています。
リモートカメラが未登録
［リモートカメラと接続］が[OFF]

［Connected］と表示されているリモートカメラを選んで2を押すと、FTP送信残数、FTP接続状
態、バッテリー残量、撮影可能枚数を確認できます。
一度連動レリーズを行うと、各リモートカメラの最後の撮影時刻が表示されます。

［リモートカメラと接続］を［OFF］に設定すると、リモートカメラとの接続を一時的に解除でき
ます。
［連動レリーズ］を［OFF］に設定すると、マスターカメラからリモートカメラの連動レリーズを
一時的にオフにできます。
［アドレス］を選んで2を押すと、リモートカメラの IPアドレスを指定できます。IPアドレス設
定後、［リモートカメラと接続］を［ON］にするとリモートカメラに接続できます。指定した IP
アドレスのリモートカメラが存在しない場合、接続できません。

928 連動レリーズモードの設定方法の変更
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ヒント：グループ設定をメモリーカードに保存する
ネットワークメニュー［カメラと接続］>［グループ設定］>［メモリーカードを使用］>［メモリー
カードにコピー］選んで2を押し、メモリーカードにコピーしたいグループ設定を選んで2を押しま
す。コピー先（1～99）を選んでJボタンを押すと、選んだグループ設定がメモリーカードにコピー
されます。保存したグループ設定は［カメラに登録］で登録できます。

929 連動レリーズモードの設定方法の変更



ネットワークメニュー［カメラと接続］に［著
作権情報の上書き］が追加
ネットワークメニュー［ カメラと接続］に［ 著作権情報の上書き］が追加されました。実行すると、
現在接続しているグループ内のリモートカメラの著作権情報を、マスターカメラに設定されている著
作権情報に上書きします。

930 ネットワークメニュー［カメラと接続］に［著作
権情報の上書き］が追加



ファームウェア C:4.00でのメニュー・初期設
定一覧
ファームウェアを C:4.00にバージョンアップした場合のメニューおよび初期設定は次の通りです。

静止画撮影メニュー
［撮影メニューの管理］：A
［撮影メニューの拡張］：OFF
［記録フォルダー設定］
［フォルダーグループ名変更］：NCZ_9
［フォルダー番号指定］：100
［既存フォルダーから選択］：—

［ファイル名設定］：DSC
［スロット 2の機能］：順次記録
［撮像範囲］
［撮像範囲設定］：FX（36×24）
［DXクロップ警告表示］：OFF

［画質モード］：NORMAL
［画像サイズ設定］
［画像サイズ］：サイズ L
［画像サイズ（DX）の適用］：OFF
［画像サイズ（DX）］：サイズ L

［RAW記録］：高効率 m
［ISO感度設定］
［ISO感度］：100
［感度自動制御］：ON
［制御上限感度］：25600
［c使用時の制御上限感度］：フラッシュなしの設定と同じ
［低速限界設定］：オート

［ホワイトバランス］：オート：白を優先する
［ピクチャーコントロール］：オート
［カスタムピクチャーコントロール］：—
［色空間］：sRGB
［アクティブ D-ライティング］：しない
［長秒時ノイズ低減］：OFF
［高感度ノイズ低減］：標準
［ヴィネットコントロール］：標準
［回折補正］：ON
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［自動ゆがみ補正］：ON
［静止画フリッカー低減］：OFF
［高周波フリッカー低減］：しない
［測光モード］：マルチパターン測光
［フラッシュ発光］
［発光モード］：TTL調光
［ワイヤレス設定］：しない
［増灯発光モード］：グループ発光

［フォーカスモード］：シングル AF
［AFエリアモード］：シングルポイント AF
［AF時の被写体検出設定］：オート
［手ブレ補正］：スポーツ
［オートブラケティング］
［オートブラケティングのセット］：AE・フラッシュブラケティング
［コマ数］：0
［補正ステップ］：1.0

［多重露出］
［多重露出モード］：しない
［コマ数］：2
［合成モード］：加算平均
［合成前の画像を保存（RAW）］：ON
［確認撮影］：ON
［1コマ目の画像（RAW）の指定］：—

［HDR合成］
［HDRモード］：しない
［HDR強度］：オート
［合成前の画像を保存（RAW）］：OFF

［インターバルタイマー撮影］
［開始日時の設定］：即時
［撮影間隔］：1分
［撮影回数×1回のコマ数］：0001×1
［露出平滑化］：ON
［撮影間隔優先］：OFF
［撮影間隔毎の AF駆動］：OFF
［オプション］：しない
［撮影開始時の記録フォルダー］
［新規フォルダー作成］：U
［ファイル番号リセット］：U

［タイムラプス動画］
［撮影間隔］：5秒
［撮影時間］：25分
［露出平滑化］：ON
［撮像範囲設定］：FX
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［動画記録ファイル形式］：H.265 8-bit（MOV）
［画像サイズ/フレームレート］：3840×2160 30p
［撮影間隔優先］：OFF
［撮影間隔毎の AF駆動］：OFF
［動画記録先］：スロット 1

［フォーカスシフト撮影］
［撮影回数］：100
［フォーカスステップ幅］：5
［待機時間］：0
［露出固定］：ON
［フォーカス位置の自動リセット］：OFF
［撮影開始時の記録フォルダー］
［新規フォルダー作成］：U
［ファイル番号リセット］：U

［オートキャプチャー］
［ユーザープリセットの選択］：P-1

動画撮影メニュー
［撮影メニューの管理］：A
［撮影メニューの拡張］：OFF
［記録フォルダー設定］
［フォルダーグループ名変更］：NCZ_9
［フォルダー番号指定］：100
［既存フォルダーから選択］：—

［ファイル名設定］：DSC
［動画記録先］：スロット 1
［動画記録ファイル形式］：H.265 8-bit（MOV）
［画像サイズ/フレームレート］：3840×2160 30p
［動画の画質（N-RAW）］：高画質
［撮像範囲］
［撮像範囲設定］：FX
［DXクロップ警告表示］：OFF

［オーバーサンプリングの拡張］：OFF
［ISO感度設定］
［制御上限感度］：25600
［Mモード時の感度自動制御］：ON
［Mモード時の ISO感度］：100

［ホワイトバランス］：静止画の設定と同じ
［ピクチャーコントロール］：静止画の設定と同じ
［カスタムピクチャーコントロール］：—
［HLG画質調整］
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［クイックシャープ］：0
［コントラスト］：0
［色の濃さ（彩度）］：0
［色合い（色相）］：0

［アクティブ D-ライティング］：しない
［高感度ノイズ低減］：標準
［ヴィネットコントロール］：標準
［回折補正］：ON
［自動ゆがみ補正］：ON
［動画フリッカー低減］：オート
［高周波フリッカー低減］：しない
［測光モード］：マルチパターン測光
［フォーカスモード］：フルタイム AF
［AFエリアモード］：シングルポイント AF
［AF時の被写体検出設定］
［被写体検出］：オート
［被写体未検出時の AF駆動］：ON

［手ブレ補正］：静止画の設定と同じ
［電子手ブレ補正］：OFF
［マイク感度］：オート
［アッテネーター］：OFF
［録音帯域］：広帯域
［風切り音低減］：OFF
［マイク端子のプラグインパワー］：ON
［ヘッドホン音量］：15
［タイムコード］
［タイムコード記録］：しない
［カウントアップ方式］：レックラン
［タイムコードの起点］：—
［ドロップフレーム］：ON

［外部記録制御（HDMI）］：OFF
［ハイレゾズーム］：OFF
［オートキャプチャー］
［ユーザープリセットの選択］：P-1

カスタムメニュー
［カスタムメニューの管理］：A
a［フォーカス］

a1［AF-Cモード時の優先］：レリーズ
a2［AF-Sモード時の優先］：フォーカス
a3［AFロックオン］
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［横切りへの反応］：3
［被写体の動き］：スムーズ

a4［AF点数］：全点
a5［縦/横位置フォーカスポイント切換］：しない
a6［半押し AFレンズ駆動］：する
a7［フォーカスポイントの引き継ぎ］：オート
a8［AFエリアモードの限定］
［ピンポイント AF］：M
［シングルポイント AF］：L（固定）
［ダイナミック AF（S）］：M
［ダイナミック AF（M）］：M
［ダイナミック AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（S）］：M
［ワイドエリア AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（C1）］：M
［ワイドエリア AF（C2）］：M
［3D-トラッキング］：M
［オートエリア AF］：M

a9［フォーカスモードの制限］：制限しない
a10［フォーカスポイント循環選択］：OFF
a11［フォーカスポイント表示］
［マニュアルフォーカス時の表示］：ON
［ダイナミック AF時のアシスト表示］：ON
［AF-Cモード時の合焦表示］：OFF
［3D-トラッキング時の表示色］：白

a12［内蔵 AF補助光の照射設定］：ON
a13［フォーカスピーキング］
［フォーカスピーキング表示］：OFF
［フォーカスピーキングの感度］：2（標準）
［フォーカスピーキングの表示色］：赤

a14［フォーカスポイントの移動速度］：標準
a15［AF設定時のフォーカスリング操作］：ON

b［露出・測光］
b1［ISO感度設定ステップ幅］：1/3段
b2［露出設定ステップ幅］：設定 1/3 段 （補正 1/3 段）
b3［露出補正簡易設定］：しない
b4［マルチパターン測光の顔検出］：ON
b5［中央部重点測光範囲］：標準
b6［基準露出レベルの調節］
［マルチパターン測光］：0
［中央部重点測光］：0
［スポット測光］：0
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［ハイライト重点測光］：0
b7［絞り値変化時の露出維持］：しない

c［AEロック・タイマー］
c1［シャッターボタン AEロック］：しない
c2［セルフタイマー］
［時間］：10秒
［撮影コマ数］：1
［連続撮影間隔］：0.5秒

c3［パワーオフ時間］
［画像の再生］：10秒
［メニュー表示］：1分
［撮影直後の画像確認］：4秒
［半押しタイマー］：30秒

d［撮影・記録・表示］
d1［連続撮影速度］
［高速連続撮影］：20コマ/秒
［低速連続撮影］：5コマ/秒

d2［連続撮影コマ数］：∞
d3［レリーズモードの限定］
［1コマ撮影］：L（固定）
［低速連続撮影］：M
［高速連続撮影］：M
［C30］：M
［C60］：M
［C120］：M
［セルフタイマー］：M

d4［プリキャプチャー記録設定］
［プリ記録時間］：なし
［レリーズ後記録時間］：最大

d5［連動レリーズモード設定］：連動する
d6［露出ディレーモード］：しない
d7［Mモード時のシャッタースピード延長］：OFF
d8［撮像範囲設定の限定］
［FX（36×24）］：L（固定）
［DX（24×16）］：M
［1:1（24×24）］：M
［16:9（36×20）］：M

d9［連番モード］：する
d10 ［ビューモード設定（静止画 Lv）］：撮影設定を優先
［撮影設定を優先］：フラッシュ使用時を含まない
［見やすさを重視］：オート

d11［スターライトビュー（静止画 Lv）］：OFF
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d12［赤色画面表示］
［表示モードの選択］：しない
［赤色画面表示の明るさ］：0

d13［イルミネーター点灯］：OFF
d14［連続撮影中の表示］：ON
d15 ［撮影タイミング表示］
［表示 Typeの設定］：Type B
［TypeA自動切り換え秒時］：1/6秒

d16［画面枠表示］：ON
d17［ガイドラインの種類］：3×3
d18［水準器の種類］：Type A
d19［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M
［画面 5］：M

d20［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M

d21［ファインダーの高フレームレート表示］：OFF
e［フラッシュ・BKT撮影］

e1［フラッシュ撮影同調速度］：1/200秒
e2［フラッシュ時シャッタースピード制限］：1/60秒
e3［フラッシュ使用時の露出補正］：全体を補正
e4［c使用時の感度自動制御］：被写体と背景
e5［モデリング発光］：ON
e6［BKT変化要素（Mモード）］：フラッシュ・ シャッタースピード
e7［BKTの順序］：［0］→［－］→［+］
e8［フラッシュ連続撮影時の優先］：調光精度優先

f［操作］
f1［iメニューのカスタマイズ］：ピクチャーコントロール、ホワイトバランス、画質モード、
画像サイズ、AFエリアモード/被写体検出、フォーカスモード、測光モード、手ブレ補正、撮影
メニュー切り換え、カスタムボタンの機能（撮影）、機内モード、メモリーカード情報表示
f2［カスタムボタンの機能（撮影）］
［Fn1ボタン］：撮影メニュー切り換え
［Fn2ボタン］：撮像範囲選択
［Fn3ボタン］：ライブビュー情報表示の消灯
［縦位置 Fnボタン］：露出補正
［縦位置 ISO感度ボタン］：ISO感度
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［AF-ONボタン］：AF-ON
［プロテクト/Fn4ボタン］：ピクチャーコントロール
［DISPボタン］：ライブビュー情報表示の切り換え
［サブセレクター中央］：AE-L/AF-L
［OKボタン］：フォーカスポイント中央リセット
［音声ボタン］：設定しない
［QUALボタン］：画質モード/画像サイズ
［WBボタン］：ホワイトバランス
［再生ボタン］：再生
［縦位置マルチセレクター中央］：AE-L/AF-L
［縦位置 AF-ONボタン］：AF-ONボタンと同じ
［動画撮影ボタン］：設定しない
［露出補正ボタン］：露出補正
［ISO感度ボタン］：ISO感度
［コマンドダイヤル］
［露出設定］：P：3--/yP*、S：3--/yTv、A：3Av/y--、M：3Av/yTv
［フォーカスモード/AFエリアモード設定］：3t/ys
［拡大表示中のサブコマンドダイヤル］：露出設定

［フラッシュモードボタン］：フラッシュモード/調光補正
［BKTボタン］：オートブラケティング
［レンズの Fnボタン］：AE-L/AF-L
［レンズの Fn2ボタン］：AF-ON
［レンズの Fnリング（左回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズの Fnリング（右回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズのメモリーセットボタン］：フォーカス位置の登録
［レンズのコントロールリング］：（装着するレンズにより異なります）

f3［カスタムボタンの機能（再生）］
［Fn1ボタン］：設定しない
［Fn2ボタン］：設定しない
［Fn3ボタン］：設定しない
［縦位置 Fnボタン］：設定しない
［プロテクト/Fn4ボタン］：プロテクト
［DISPボタン］：情報表示の切り換え
［音声ボタン］：音声メモ
［OKボタン］：拡大画面との切り換え
［WBボタン］：送信指定（PC）
［QUALボタン］：レーティング
［縦位置マルチセレクター］：入れ換えしない
［再生ボタン］：撮影に戻る
［メインコマンドダイヤル］
［画像送り］：1コマ
［動画再生］：10フレーム
［画像送り時の拡大位置］：位置を継続
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［サブコマンドダイヤル］
［画像送り］：1コマ
［動画再生］：10秒
［画像送り時の拡大位置］：位置を継続

［動画撮影ボタン］：設定しない
［BKTボタン］：設定しない
［フラッシュモードボタン］：設定しない
［レンズの Fn2ボタン］：設定しない
［レンズの Fnボタン］：設定しない

f4［操作のロック］
［シャッタースピードのロック］：OFF
［絞り値のロック］：OFF
［フォーカスポイントのロック］：OFF

f5［コマンドダイヤル回転方向の変更］
［露出補正の設定時］：U
［シャッタースピード/絞り値 設定時］：U

f6［ボタンのホールド設定］：OFF
f7［インジケーターの＋/－方向］：
f8［フォーカス回転方向の変更］：OFF
f9［フォーカスリングの角度設定］：ノンリニア
f10［コントロールリングの感度］：敏感
f11［フォーカス/コントロールリング入れ換え］：OFF
f12［パワーズームのボタン操作（PZレンズ）］
［x/wボタンの使用］：OFF
［パワーズーム速度］：+3

f13［1コマ再生時のフリック操作］
［上にフリック］：設定しない
［下にフリック］：設定しない
［1コマ送りの操作方向］：左V右

f14［サブセレクター中央を優先］：ON
g［動画］

g1［iメニューのカスタマイズ］：ピクチャーコントロール、ホワイトバランス、画像サイズ/フ
レームレート、マイク感度、AFエリアモード/被写体検出、フォーカスモード、電子手ブレ補正、
手ブレ補正、撮影メニュー切り換え、カスタムボタンの機能、機内モード、動画記録先
g2［カスタムボタンの機能］
［Fn1ボタン］：撮影メニュー切り換え
［Fn2ボタン］：撮像範囲選択
［Fn3ボタン］：ライブビュー情報表示の消灯
［縦位置 Fnボタン］：露出補正
［縦位置 ISO感度ボタン］：ISO感度
［フォーカスモードボタン］：フォーカスモード/AFエリアモード
［プロテクト/Fn4ボタン］：ピクチャーコントロール
［AF-ONボタン］：AF-ON
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［サブセレクター中央］：AE-L/AF-L
［DISPボタン］：ライブビュー情報表示の切り換え
［音声ボタン］：マイク感度
［OKボタン］：フォーカスポイント中央リセット
［WBボタン］：ホワイトバランス
［QUALボタン］：設定しない
［縦位置マルチセレクター中央］：AE-L/AF-L
［再生ボタン］：再生
［動画撮影ボタン］：動画撮影
［縦位置 AF-ONボタン］：AF-ONボタンと同じ
［ISO感度ボタン］：ISO感度
［露出補正ボタン］：露出補正
［シャッターボタン］：設定しない
［コマンドダイヤル］
［露出設定］：A：3Av/y--、M：3Av/yTv
［フォーカスモード/AFエリアモード設定］：3t/ys
［拡大表示中のサブコマンドダイヤル］：露出設定

［フラッシュモードボタン］：設定しない
［BKTボタン］：設定しない
［レンズの Fnボタン］：AE-L/AF-L
［レンズの Fn2ボタン］：AF-ON
［レンズの Fnリング（左回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズの Fnリング（右回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズのメモリーセットボタン］：フォーカス位置の登録
［レンズのコントロールリング］：（装着するレンズにより異なります）

g3［操作のロック］
［シャッタースピードのロック］：OFF
［絞り値のロック］：OFF
［フォーカスポイントのロック］：OFF

g4［AFエリアモードの限定］
［シングルポイント AF］：L（固定）
［ワイドエリア AF（S）］：M
［ワイドエリア AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（C1）］：M
［ワイドエリア AF（C2）］：M
［ターゲット追尾 AF］：M
［オートエリア AF］：M

g5［フォーカスモードの制限］：制限しない
g6［AF速度］：0
［作動条件］：常時有効

g7［AF追従感度］：4
g8 ［ハイレゾズーム速度］：0
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g9［パワーズームのボタン操作（PZレンズ）］
［x/wボタンの使用］：OFF
［パワーズーム速度］
［動画記録待機中］：+3
［動画記録中］：0

g10［ISO感度ステップ幅拡張（Mモード）］：しない
g11［シャッタースピード延長（Mモード）］：OFF
g12［ビューアシスト］：OFF
g13［ゼブラ表示］
［ゼブラ表示の検出モード］：しない
［ゼブラ表示のパターン］：パターン 1
［高輝度検出の範囲］：250
［中間輝度検出の範囲］：基準値：160、範囲：±10

g14［ゼブラ表示の検出モード制限］：制限しない
g15［ガイドラインの種類］：3×3
g16［輝度情報の種類］：ヒストグラム
g17［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M

g18［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M

g19［動画撮影中の赤枠表示］：ON

再生メニュー
［削除］：—
［再生フォルダー設定］：全てのフォルダー
［再生画面設定］
［フォーカスポイント］：U
［グループの先頭表示］：U
［露出情報］：U
［ハイライト］：U
［RGBヒストグラム］：U
［撮影情報］：U
［統合表示］：U
［画像のみ］：M
［ファイル情報］：U
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［撮影基本情報］：M
［フラッシュ情報］：M
［ピクチャーコントロール/HLG情報］：M
［撮影情報その他］：M
［著作権情報］：M
［位置情報］：M
［IPTC情報］：M

［Wスロット同時削除の設定］：する（選択肢あり）
［分割記録時の再生スロット］：スロット 1
［フィルター再生の条件設定］
［プロテクト］：U
［画像の種類］：U
［レーティング］：U
［送信指定（PC）］：U
［送信指定（FTP）］：U
［音声メモ］：U
［画像編集済み］：U

［グループ再生の設定］
［サブセレクターで先頭画像表示］：ON
［自動連続再生］：OFF
［サムネイルのグループ表示］：OFF

［撮影直後の画像確認］：しない
［削除後の次再生画像］：後ろのコマ
［連続撮影後の再生画像］：最後の画像
［画像の自動回転］：ON
［画像コピー］：—

セットアップメニュー
［カードの初期化（フォーマット）］：—
［言語（Language）］：（国や地域により異なります）
［タイムゾーンと日時］
［タイムゾーン］：（国や地域により異なります）
［日時の設定］：—
［日付の表示順］：（国や地域により異なります）
［夏時間の設定］：OFF

［モニターの明るさ］：0
［モニターのカラーカスタマイズ］：A-B: 0、G-M: 0
［ファインダーの明るさ］：オート
［ファインダーのカラーカスタマイズ］：A-B: 0、G-M: 0
［ファインダー表示サイズ］：標準
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［モニターモードの限定］
［自動表示切り換え］：M
［ファインダーのみ］：M
［モニターのみ］：M
［ファインダー優先 1］：M
［ファインダー優先 2］：M

［画面情報の自動回転］：ON
［AF微調節の設定］
［AF微調節の適用］：OFF
［レンズの調節と登録］：—
［未登録レンズの調節］：—
［登録済みレンズリスト］：—
［装着レンズの調節値を選択］：—

［レンズ情報手動設定］
［レンズ No.］：1
［焦点距離（mm）］：– –
［開放絞り値］：– –
［レンズ名］：– –

［距離表示単位の設定］：メートル（m）
［フォーカス位置の記憶］：OFF
［ズーム位置の記憶（PZレンズ）］：OFF
［自動電源 OFF温度］：標準
［電源 OFF時のセンサーシールド］：閉じない
［イメージセンサークリーニング］
［電源スイッチに連動］：電源 OFFで実行

［イメージダストオフデータ取得］：—
［ピクセルマッピング］：—
［画像コメント］
［コメント添付］：OFF

［著作権情報］
［著作権情報添付］：OFF

［IPTC］
［編集と登録］：—
［削除］：—
［撮影時自動付加］：しない
［メモリーカードを使用］：—

［音声メモの設定］
［録音の操作］：押し続けている間録音
［音声の出力（再生）］：スピーカー/ヘッドホン

［電子音］
［電子シャッター音］：ON
［音量］：3
［音の選択］：Type A
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［ビープ音］：無効
［音量］：2
［音の高さ］：低音

［サイレントモード］：OFF
［タッチ操作］
［タッチ操作の設定］：有効
［グローブモード］：OFF

［HDMI］
［出力解像度］：オート
［出力レンジ］：オート
［出力映像への情報表示］：ON
［出力中のカメラ側表示］：ON

［USB接続時の優先］：画像転送優先
［位置情報（内蔵）］
［位置情報記録］：OFF
［半押しタイマー］：ON
［衛星による日時合わせ］：OFF
［ログ取得］：—
［ログリスト］：—
［情報表示］：—

［リモコン（WR）設定］
［LEDランプの点灯］：ON
［リンクモード］：ペアリング

［リモコン（WR）の Fnボタンの機能］：設定しない
［認証情報］：—
［電池チェック］：—
［USB給電］：ON
［パワーセーブ（静止画モード）］：OFF
［カードなし時レリーズ］：レリーズ許可
［メニュー設定の保存と読み込み］：—
［カメラの初期化］：—
［ファームウェアバージョン］：—

ネットワークメニュー
［機内モード］：OFF
［有線 LAN］：OFF
［スマートフォンと接続］
［ペアリング（Bluetooth）］
［Bluetooth通信機能］：OFF

［送信指定］
［撮影後自動送信指定］：ON
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［Wi-Fi接続］：—
［電源 OFF中の通信］：ON
［位置情報（スマートフォン）］：—

［PCと接続］
［接続設定］：—
［動作モードの選択］：PC画像送信モード
［オプション］
［撮影後自動送信］：OFF
［送信後ファイル削除］：OFF
［RAW+JPEG送信設定］：RAW+JPEG
［JPEG+JPEG送信設定］：スロット 1
［RAW動画送信設定］：RAW動画+MP4
［フォルダー送信］：—
［全送信マーク解除］：—

［FTPサーバーと接続］
［接続設定］：—
［オプション］
［撮影後自動送信］：OFF
［送信後ファイル削除］：OFF
［RAW+JPEG送信設定］：RAW+JPEG
［JPEG+JPEG送信設定］：スロット 1
［RAW動画送信設定］：RAW動画+MP4
［同名ファイルの上書き］：OFF
［未送信画像プロテクト］：OFF
［送信記録の保存］：OFF
［フォルダー送信］：—
［全送信マーク解除］：—
［接続維持の優先］：OFF
［ルート証明書の管理］：—

［カメラと接続］
［連動レリーズ］：ON
［接続設定］：—
［マスター/リモート選択］：マスターカメラ
［グループ設定］：—
［グループ名］：—
［日時を同期］：—
［著作権情報の上書き］：—

［ATOMOS AirGlu BT設定］
［ATOMOS AirGlu BTと接続］：OFF
［ATOMOS AirGlu BTの登録］：—
［ATOMOS AirGlu BTの解除］：—
［カメラ名］：NCZ9

［USB］：MTP/PTP
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［LANからの起動］：OFF
［接続先の周波数帯選択］：（国や地域により異なります）
［MACアドレス］：—
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マイメニュー/最近設定した項目
［マイメニュー登録］：—
［登録項目の削除］：—
［登録項目の順序変更］：—
［このタブの機能変更］：マイメニュー
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ファームウェア C:4.00での主な仕様
ファームウェアを C:4.00にバージョンアップした場合の主な仕様は次の通りです。

型式

型式 レンズ交換式デジタルカメラ

レンズマウント ニコン Zマウント

使用レンズ

使用レンズ
Zマウント用 NIKKORレンズ
Fマウント用 NIKKORレンズ（マウントアダプターが必要、一部
機能制限あり）

有効画素数

有効画素数 4571万画素

撮像素子

方式 35.9×23.9 mmサイズ CMOSセンサー（ニコン FXフォーマット）

総画素数 5237万画素

ダスト低減機能 イメージセンサークリーニング、イメージダストオフデータ取得
（NX Studioが必要）
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記録形式

記録画素数

撮像範囲［FX（36×24）］の場合：
8256×5504ピクセル（サイズ L：45.4 M）
6192×4128ピクセル（サイズM：25.6 M）
4128×2752ピクセル（サイズ S：11.4 M）

撮像範囲［DX（24×16）］の場合：
5392×3592ピクセル（サイズ L：19.4 M）
4032×2688ピクセル（サイズM：10.8 M）
2688×1792ピクセル（サイズ S：4.8 M）

撮像範囲［1:1（24×24）］の場合：
5504×5504ピクセル（サイズ L：30.3 M）
4128×4128ピクセル（サイズM：17.0 M）
2752×2752ピクセル（サイズ S：7.6 M）

撮像範囲［16:9（36×20）］の場合：
8256×4640ピクセル（サイズ L：38.3 M）
6192×3480ピクセル（サイズM：21.5 M）
4128×2320ピクセル（サイズ S：9.6 M）

ファイル形式（画質モード）

NEF（RAW）：RAW 14ビット（ロスレス圧縮、高効率 m、高効
率）
JPEG：JPEG-Baseline準拠、圧縮率（約）：FINE（1/4）、NORMAL
（1/8）、BASIC（1/16）サイズ優先または画質優先選択可能
NEF（RAW）+JPEG：RAWと JPEGの同時記録可能

ピクチャーコントロールシ
ステム

オート、スタンダード、ニュートラル、ビビッド、モノクローム、
ポートレート、風景、フラット、Creative Picture Control（ドリー
ム、モーニング、ポップ、サンデー、ソンバー、ドラマ、サイレン
ス、ブリーチ、メランコリック、ピュア、デニム、トイ、セピア、
ブルー、レッド、ピンク、チャコール、グラファイト、バイナリ
ー、カーボン）、いずれも調整可能、カスタムピクチャーコントロ
ール登録可能

記録媒体 CFexpress カード（Type B）、XQDカード

ダブルスロット メモリーカードの順次記録、バックアップ記録、RAW＋ JPEG分割
記録、JPEG+JPEG分割記録ならびにカード間コピー可能

対応規格 DCF 2.0、Exif 2.32
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ファインダー

ファインダー
電子ビューファインダー、1.27cm/0.5型 Quad-VGA OLED、約 369
万ドット、明るさ調整可能（オート、マニュアル 18段階）、カラー
カスタマイズ可能、高フレームレート表示可能

視野率 上下左右とも約 100%（対実画面）

倍率 約 0.8倍 （50mmレンズ使用時、∞、－1.0 m－1のとき）

アイポイント 接眼レンズ最後尾から 23mm（－1.0 m－1のとき）

視度調節範囲 －4～＋ 3 m－1

アイセンサー ファインダー表示と画像モニター表示の自動切り換え

画像モニター

画像モニター
チルト式 8cm/3.2型 TFT液晶モニター（タッチパネル）、約 210万
ドット、視野角 170°、視野率約 100%、 明るさ調整可能（マニュア
ル 15段階）、カラーカスタマイズ可能、縦横チルト可能

シャッター

型式 電子シャッター、電子シャッター音あり、センサーシールド

シャッタースピード 1/32000～30秒（ステップ幅：1/3、1/2、1ステップに変更可能、
撮影モードMでは 900秒まで延長可能）、Bulb、Time

フラッシュ同調シャッター
スピード

1/250秒または 1/200秒以下の低速シャッタースピードで同調
（1/200～1/250秒はガイドナンバーが減少）。1/8000秒までのシャ
ッタースピードでオート FPハイスピードシンクロ可能
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レリーズ機能

レリーズモード
1コマ撮影、低速連続撮影、高速連続撮影、ハイスピードフレーム
キャプチャー +（プリキャプチャー機能あり）、セルフタイマー撮
影

連続撮影速度

低速連続撮影：約 1～10コマ/秒
高速連続撮影：約 10～20コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C30）：約 30コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C60）：約 60コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C120）：約 120コマ/秒
ニコン試験条件での最大撮影速度

セルフタイマー 作動時間：2、5、10、20秒、撮影コマ数：1～9コマ、連続撮影間
隔：0.5、1、2、3秒

951 ファームウェア C:4.00での主な仕様

※



露出制御

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード

マルチパターン測光
中央部重点測光：標準（ 12mm相当）、小さめ（ 8mm相当）、
画面全体の平均に変更可能、中央部重点度約 75%
スポット測光：約 4 mm相当を測光、フォーカスポイントに連
動して測光位置可動
ハイライト重点測光

測光範囲 －3～17 EV
ISO 100、f/2.0レンズ使用時、温度 20℃

撮影モード P：プログラムオート（プログラムシフト可能）、S：シャッター優
先オート、 A：絞り優先オート、M：マニュアル

露出補正 範囲：±5段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

AEロック 輝度値ロック方式

ISO感度（推奨露光指数）

ISO 64～25600（ステップ幅：1/3、1ステップに変更可能）、ISO 64
に対し約 0.3、0.7、1段（ISO 32相当）の減感、ISO 25600に対し
約 0.3、0.7、 1段、2段（ISO 102400相当）の増感、感度自動制御
が可能

アクティブ D-ライティング オート、より強め 2、より強め 1、強め、標準、弱め、しない

多重露出 加算、加算平均、比較明合成、比較暗合成

その他の機能 HDR合成、静止画フリッカー低減、高周波フリッカー低減
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オートフォーカス

方式 ハイブリッド AF（位相差 AF/コントラスト AF）、AF補助光付

検出範囲
－7～19 EV（スターライトビュー有効時：－9～19 EV）
静止画モード、シングル AFサーボ（AF-S）、ISO 100、f/1.2レン
ズ使用時、温度 20℃

レンズサーボ

オートフォーカス：シングル AFサーボ（AF-S）またはコンティ
ニュアス AFサーボ（AF-C）、フルタイム AF（AF-F）（動画モー
ドのみ）、予測駆動フォーカスあり
マニュアルフォーカス（M）：フォーカスエイド可能

フォーカスポイント 493点
静止画モード、撮像範囲 FX、シングルポイント AF時

AFエリアモード

ピンポイント AF（静止画モードのみ）、シングルポイント AF、ダイ
ナミック AF（S、M、L、静止画モードのみ）、ワイドエリア AF（S、
L、C1、C2）、オートエリア AF、3D-トラッキング（静止画モードの
み）、ターゲット追尾（動画モードのみ）

フォーカスロック サブセレクターの中央押し、またはシングル AFサーボ（AF‑S）時
にシャッターボタン半押し

手ブレ補正機能

ボディー内手ブレ補正 イメージセンサーシフト方式 5軸補正

レンズ内手ブレ補正 レンズシフト方式（VRレンズ使用時）
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フラッシュ

調光方式
TTL調光制御：i-TTL-BL調光（マルチパターン測光、中央部重点測
光またはハイライト重点測光）、スタンダード i-TTL調光（スポット
測光）可能

フラッシュモード 先幕シンクロ、スローシンクロ、後幕シンクロ、赤目軽減、赤目軽
減スローシンクロ、発光禁止

調光補正 範囲：－3～+1段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

レディーライト 別売スピードライト使用時に充電完了で点灯、フル発光による露出
不足警告時は点滅

アクセサリーシュー ホットシュー（ISO 518）：シンクロ接点、通信接点、セーフティー
ロック機構（ロック穴）付

ニコンクリエイティブライ
ティングシステム

i-TTL調光、電波制御アドバンストワイヤレスライティング、光制
御アドバンストワイヤレスライティング、モデリング発光、FVロ
ック、発光色温度情報伝達、オート FPハイスピードシンクロ、ユ
ニファイドフラッシュコントロール

シンクロターミナル シンクロターミナル（ISO 519）（外れ防止ネジ付）

ホワイトバランス

ホワイトバランス
オート（3種）、自然光オート、晴天、曇天、晴天日陰、電球、蛍光
灯（3種）、フラッシュ、色温度設定（2500K～10000K）、プリセッ
トマニュアル（6件登録可）、全て微調整可能

ブラケティング

ブラケティング
AE・フラッシュブラケティング、AEブラケティング、フラッシュ
ブラケティング、ホワイトバランスブラケティング、アクティブ D-
ライティングブラケティング

静止画のその他の機能

静止画のその他の機能 ヴィネットコントロール、回折補正、自動ゆがみ補正、インターバ
ルタイマー撮影、フォーカスシフト撮影、オートキャプチャー
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動画機能

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード マルチパターン測光、中央部重点測光、ハイライト重点測光

記録画素数/フレームレート

7680×4320（8K UHD）：30p/25p/24p
3840×2160（4K UHD）：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
1920×1080：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
1920×1080スロー：30p（4倍）/25p（4倍）/24p（5倍）
120p：119.88fps、100p：100fps、60p：59.94fps、50p：50fps、
30p：29.97fps、25p：25fps、24p：23.976fps

記録画素数/フレームレート
（RAW動画）

8256×4644：60p/50p/30p/25p/24p
5392×3032：60p/50p/30p/25p/24p
4128×2322：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
3840×2160：120p/100p/60p/50p
120p：119.88fps、100p：100fps、60p：59.94fps、50p：50fps、
30p：29.97fps、25p：25fps、24p：23.976fps

ファイル形式 NEV、MOV、MP4

映像圧縮方式 N-RAW（12bit）、Apple ProRes RAW HQ（12bit）、Apple ProRes 422
HQ（10bit）、H.265/HEVC（8bit/10bit）、H.264/AVC（8bit）

音声記録方式
リニア PCM（48KHz 24bit、動画記録ファイル形式が NEVまたは
MOVの場合）、AAC（48KHz 16bit、動画記録ファイル形式がMP4
の場合）

録音装置 内蔵ステレオマイク、外部マイク使用可能、マイク感度設定可能、
アッテネーター機能

露出補正 範囲：±3段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

ISO感度（推奨露光指数）

撮影モードM：ISO 64～25600（ステップ幅：1/6、1/3、1ステ
ップに変更可能）、ISO 25600に対し約 0.3、0.7、1 段、2 段（ISO
102400 相当）の増感、感度自動制御（ISO 64～Hi 2.0）が可能、
制御上限感度が設定可能
撮影モード P、S、A：感度自動制御（ISO 64～Hi 2.0）、制御上限
感度が設定可能

アクティブ D-ライティング より強め、強め、標準、弱め、しない
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動画機能

動画のその他の機能

タイムラプス動画、電子手ブレ補正、タイムコード、動画 Log（N-
Log）、HDR（HLG）動画、ウェーブフォーム表示、動画撮影中の赤
枠表示、動画記録中の拡大表示（50%、100%、200%）、シャッター
スピード延長機能（撮影モードM時）、RAW動画記録時の再生用
動画（プロキシー動画）同時記録、オーバーサンプリングモードあ
り、iメニュー動画撮影情報、ハイレゾズーム、オートキャプチャ
ー

再生機能

再生機能

1コマ再生、サムネイル（約 4、9、72分割）、拡大再生、拡大再生
中のトリミング、動画再生、スライドショー、ヒストグラム表示、
ハイライト表示、撮影情報表示、位置情報表示、撮影画像の自動回
転、レーティング、フィルター再生、音声メモ入力/再生、IPTCプ
リセット添付/表示、連続撮影グループ先頭への画像送り、連続撮
影画像のグループ再生表示、動画再生時の一括フレーム保存、比較
動合成
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インターフェース

USB Type-C端子（SuperSpeed USB）（標準装備された USBポートへの
接続を推奨）

HDMI出力 HDMI端子（Type A）

外部マイク入力 ステレオミニジャック（ 3.5mm）、プラグインパワーマイク対応

ヘッドホン出力 ステレオミニジャック（ 3.5 mm）

10ピンターミナル あり（別売リモートコードMC-30A/MC-36Aなど使用可能）

有線 LAN

RJ-45コネクター
準拠規格：IEEE802.3ab（1000BASE-T）/IEEE802.3u（100BASE-
TX）/IEEE802.3（10BASE-T）
データ転送速度（規格値※）：1000/100/10Mbps（自動認識）
ポート：1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T兼用ポート（AUTO-
MDIX）
表示の数値は、規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送
速度を示すものではありません。

Wi-Fi（無線 LAN）・Bluetooth

Wi-Fi

準拠規格：IEEE802.11b/g/n/a/ac
周波数範囲（中心周波数）：2412～2472 MHz（13ch）、5180～
5700 MHz
出力（EIRP）：

2.4 GHz：8.4 dBm
5 GHz：9.0 dBm

認証方式：オープンシステム、WPA2-PSK、WPA3-SAE

Bluetooth

通信方式：Bluetooth標準規格 Ver.5.0
周波数範囲（中心周波数）：

Bluetooth：2402～2480 MHz
Bluetooth Low Energy：2402～2480 MHz

出力（EIRP）：
Bluetooth：2.9 dBm
Bluetooth Low Energy：1.4 dBm

通信距離（見通し）
約 10 m※

電波干渉がない場合。通信距離は遮蔽物や電波状態などにより影
響されます。

957 ファームウェア C:4.00での主な仕様

※

-
-

-
-

-
-

※



位置情報機能

対応衛星 GPS衛星（アメリカ）、GLONASS衛星（ロシア）、準天頂衛星みち
びき（日本）

取得情報 緯度、経度、標高、UTC（協定世界時）

時刻合わせ 位置情報機能で取得した日時情報でカメラの日時合わせ可能

ログ NMEAフォーマット準拠

ログ取得間隔 15、30秒、1、2、5分

ログ取得時間 6、12、24時間

ログの消去 可能

電源

使用電池

Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d ※ 1個使用
EN-EL18dの代わりに EN-EL18c/EN-EL18b/EN-EL18a/EN‑EL18
も使えます。ただし、EN-EL18dを使用したときよりも撮影可能
コマ数（電池寿命）が減少します。本体充電 ACアダプター EH-7P
を使用した充電は EN-EL18d/EN‑EL18c/EN-EL18b使用時のみ可
能。

本体充電 ACアダプター 本体充電 ACアダプター EH-7P

ACアダプター ACアダプター EH-6d（パワーコネクター EP-6aと組み合わせて使
用）（別売）

三脚ネジ穴

三脚ネジ穴 0.635cm（1/4型、ISO 1222）
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寸法・質量

寸法（W×H×D） 約 149×149.5×90.5 mm

質量 約 1340 g（バッテリーおよびメモリーカードを含む、ボディーキャ
ップ、アクセサリーシューカバーを除く）、約 1160 g（本体のみ）

動作環境

温度 －10℃～40℃

湿度 85％以下（結露しないこと）

仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、CIPA（カメラ映像機器工業会）規格またはガイドラ
インに準拠しています。
仕様中のデータは、フル充電バッテリー使用時のものです。
カメラに表示されるサンプル画像、および本書記載の画像やイラストは、機能を説明するためのイ
メージです。
製品の外観・仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。本書の誤りな
どについての補償はご容赦ください。
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ファームウェアバージョンアップによる
変更内容（C:4.10）
ファームウェアバージョン（C:4.10）による
機能の追加・変更について
お使いのカメラのファームウェアが C:4.10の場合、C:4.00の機能に加えてこの章の内容も追加されて
います。C:4.00の章（0 869）と合わせてお読みください。
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静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［AF時の被写体検出
設定］でオートフォーカス使用時に優先してフォーカスを合わせる
被写体として［鳥］と［飛行機］が追加されました。
動画撮影メニューの場合、［AF時の被写体検出設定］>［被写体
検出］で設定します。静止画モードと動画モードでそれぞれ異な
る被写体を設定できます。

［鳥］に設定した場合、カメラが鳥の顔を検出すると顔にフォー
カスポイントが表示されます。瞳を検出できるときは、左右どち
らかの瞳にフォーカスポイントが表示されます。顔または瞳が検
出できなかった場合、鳥の全身を検出してフォーカスポイントが
表示されます。

［飛行機］に設定した場合、飛行機を検出すると機体にフォーカ
スポイントが表示されます。大きさにより機体全体、機首部分、
コクピットの 3 種類を検出します。

優先してフォーカスを合わせる被写体として
［鳥］と［飛行機］が追加

961 優先してフォーカスを合わせる被写体として
［鳥］と［飛行機］が追加



D 鳥 AFについてのご注意
次のような場合は、正常に検出できないことがありますので、ご注意ください。
顔が画面に対して大きい/小さい場合
顔が明るすぎる/暗すぎる場合
羽毛などで目や顔が隠れている場合
瞳と周辺部位の色が近い場合
鳥の動きが大きすぎる場合

鳥以外でも、類似した動物や物体に枠が表示されることがあります。鳥以外の検出が目立つ場合、
AFエリアモードをより狭い設定に変更すると改善されることがあります。
蛍光灯や水銀灯などの光源下では、静止画撮影時にちらつき（フリッカー現象）が通常よりも発生
しやすくなります。
静止画撮影メニュー［静止画フリッカー低減］を［ON］にするとフリッカー現象の影響を低減
できます。
フリッカー現象が発生していない場合は静止画撮影メニュー［静止画フリッカー低減］を［OFF］
にしておくことをおすすめします。

AF補助光が鳥の瞳に悪影響をおよぼす可能性があるため、カスタムメニュー a12［内蔵 AF補助光
の照射設定］を［OFF］に設定してください。
静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［オートキャプチャー］で被写体検出を行う場合の対
象として、鳥は設定できません。鳥を撮影する場合、被写体対象をオートまたは動物に設定してく
ださい。

D 飛行機 AFについてのご注意
次のような場合は、正常に検出できないことがありますので、ご注意ください。
被写体が画面に対して大きい/小さい場合
被写体が明るすぎる/暗すぎる場合
被写体が部分的に隠れている場合
被写体と周辺の色が近い場合
被写体の動きが大きすぎる場合

被写体の色、形状によっては検出できない場合があります。また、飛行機以外に枠が表示されるこ
とがあります。
静止画撮影メニューまたは動画撮影メニュー［オートキャプチャー］で被写体検出を行う場合の対
象として、飛行機は設定できません。飛行機を撮影する場合、被写体対象をオートまたは乗り物に
設定してください。

962 優先してフォーカスを合わせる被写体として
［鳥］と［飛行機］が追加

-
-
-
-
-

-

-

-
-
-
-
-



ファームウェアバージョンアップによる
変更内容（C:5.00）
ファームウェアバージョン（C:5.00）による
機能の追加・変更について

Z 9「活用ガイド」の内容は、ファームウェアのバージョンが C:3.00であることを前提に説明していま
す（最新の活用ガイドはダウンロードセンターからダウンロードできます）。
お使いのカメラのファームウェアが C:4.00および C:4.10の場合、「Z 9活用ガイド（ファームウェア
バージョン 4.00/4.10補足説明書）」の内容が追加または変更されています。補足説明書はダウンロ
ードセンターからダウンロードできます。
お使いのカメラのファームウェアが C:5.00の場合、この章の内容が追加または変更されています。

ファームウェアバージョンについて
カメラのファームウェアバージョン確認およびバージョンアップは、セットアップメニュー［ファー
ムウェアバージョン］で行えます。

カメラのファームウェアをバージョンアップするには、パソコンをお使いになる方法とスマートフ
ォンをお使いになる方法があります。
パソコンをお使いの場合：ニコンダウンロードセンターで新しいバージョンのファームウェアが
あるか確認できます。バージョンアップの手順については、ファームウェアのダウンロードペー
ジをご覧ください。
https://downloadcenter.nikonimglib.com/
スマートフォンをお使いの場合：SnapBridgeアプリでカメラとスマートフォンをペアリング済み
の場合、カメラの新しいファームウェアがあるとアプリにお知らせが表示され、スマートフォン
経由でファームウェアをカメラ内のメモリーカードに転送できます。バージョンアップの手順に
ついては、SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。お知らせが表示されるタイミングは、ニ
コンダウンロードセンターで公開されるタイミングと異なる場合があります。
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ファームウェア（C:5.00）による変更点一覧
カメラのファームウェアを C:5.00にバージョンアップすると、次の機能に変更があります。詳しくは
各参照先をご覧ください。ファームウェア C:5.00でのメニューおよび初期設定については「ファーム
ウェア C:5.00でのメニュー・初期設定一覧」（0 1016）をご覧ください。

静止画撮影関連
ピクチャーコントロールに［リッチトーンポートレート］が追加（0 966）
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影に C15が追加（0 967）
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時の画質を設定する機能が追加（0 968）
静止画撮影メニューにノイズ低減処理の種類を選ぶ［高感度ノイズ処理モード］が追加（0 969）
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［美肌効果］が追加（0 970）
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［人物印象調整］が追加（0 971）
高周波フリッカー低減機能に周波数設定モードが追加（0 973）
オートキャプチャー撮影機能の変更と追加（0 978）
Profoto A10を AF補助光として使用可能（0 982）

動画撮影関連
ピクチャーコントロールに［リッチトーンポートレート］が追加（0 966）
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［美肌効果］が追加（0 970）
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［人物印象調整］が追加（0 971）
オートキャプチャー撮影機能の変更と追加（0 978）
ハイレゾズーム機能の変更（0 983）
外部レコーダーに記録する動画のファイル名にカメラでのファイル名を含める機能が追加（0 984）

再生関連
動画再生時の iメニュー項目に［再生の速度］が追加（0 985）
再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編集機能のカスタマイズ］が追加（0 986）
再生メニュー［グループ再生の設定］に［自動連続再生の設定］が追加（0 987）
再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追加（0 988）

964 ファームウェア（C:5.00）による変更点一覧



操作関連
静止画モードと動画モードで個別に撮影モードを設定可能（0 989）
カスタムメニュー a11［フォーカスポイント表示］に［フォーカスポイントの太さ］が追加
（0 990）
カスタムメニュー a14として［MF時の絞り開放 Lv］が追加（0 991）
カスタムメニュー d19 と g17 として［半押し拡大解除（MF）］が追加（0 992）
カスタムメニュー f1/g1［iメニューのカスタマイズ］に機能追加（0 993）
撮影機能の呼び出し中に露出補正とホワイトバランスの設定の変更が可能（0 994）
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加
（0 995）
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］に機能追加（0 996）
セットアップメニュー［カード初期化（フォーマット）］での物理フォーマット方法の変更
（0 1000）

表示関連
撮影画面の表示が最大 400%まで拡大可能（0 1002）
メモリーカード高温注意の表示位置の変更（0 1003）

ネットワーク関連
スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi接続（ステーションモード）］が追加（0 1004）
FTP接続設定で FTPのポート番号の指定が可能（0 1013）
ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］に［送信時の HEIF変換］が追加（0 1014）
リモートグリップMC-N10と AirGluアクセサリーの併用が可能（0 1015）

965 ファームウェア（C:5.00）による変更点一覧



静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［ピクチャーコントロー
ル］に4［リッチトーンポートレート］が追加されました。白飛
びを抑えながら人物の肌のディテールを表現し、［ポートレート］
よりもメリハリのある画像になります。撮影した画像を調整、加工
する場合にも適しています。

ピクチャーコントロールに［リッチトーンポ
ートレート］が追加

静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［カスタムピクチャーコントロール］にも［リッチトー
ンポートレート］が追加されています。好みに合わせて調整して、「カスタムピクチャーコントロー
ル」として登録できます。
［リッチトーンポートレート］を選んでいる場合の調整項目は次の通りです。
［クイックシャープ］
［輪郭強調］
［ミドルレンジシャープ］
［明瞭度］

［コントラスト］
［明るさ］
［色の濃さ（彩度）］
［色合い（色相）］

966 ピクチャーコントロールに［リッチトーンポート
レート］が追加

-
-
-
-

-
-
-
-



レリーズモードダイヤルをcに合わせ、cボタンを押しながら
メインコマンドダイヤルを回して［C15］を選ぶと連続撮影を行
えます。
撮影する画像の設定は次のようになります。
シャッタースピード：1/32000～1/60秒
［撮像範囲］：［FX（36×24）］または［DX（24×16）］
［画像サイズ］：［サイズ L］固定
プリキャプチャー機能も使用できます。

-
-
-

「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
に C15が追加

「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影に 15コマ/秒で連続撮影を行える［C15］が追加されま
した。

967 「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影に
C15が追加



静止画撮影メニュー［画質モード］のメニュー名が［画質モード設
定］に変更され、「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時
の画質をその他のレリーズモード時の画質と別に設定できるよう
になりました。

「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
時の画質を設定する機能が追加

項目 内容

［画質モード］
レリーズモードを［1コマ撮影］、［低速連続撮影］、［高速連続撮影］、［セ
ルフタイマー 撮影］に設定した場合の画質を設定できます。ファームウェ
アバージョン C:4.xx 以前の［画質モード］の機能です。

［画質モード（HSFC）］
レリーズモードを［C15］～［C120］に設定した場合の画質を設定できま
す。
画質は［FINE］または［NORMAL］から選べます。

次の場合、現在設定されているレリーズモードが［C15］～［C120］の場合は［画質モード（HSFC）］、
それ以外のレリーズモードの場合は［画質モード］の設定を変更します。
Tボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回した場合
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で［画質モード/画像サイズ］を割り当てた
ボタンを押しながらメインコマンドダイヤルを回した場合
撮影時の iメニュー［画質モード］で設定を変更する場合

968 「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影時
の画質を設定する機能が追加



静止画撮影メニューに［高感度ノイズ処理モード］が追加されまし
た。［高感度ノイズ低減］を行う場合の処理方法を選べます。

撮影した画像に適用した処理方法は、再生画面の撮影情報にある
［撮影情報その他］ページに表示されます。
撮影情報の［撮影情報その他］ページを表示するには、再生メニ
ュー［再生画面設定］で［撮影情報］および［撮影情報その他］
のチェックボックスをオンM にしてください。

静止画撮影メニューにノイズ低減処理の種類
を選ぶ［高感度ノイズ処理モード］が追加

項目 内容

［Type A］ 従来のノイズ低減処理を行います。

［Type B］ ノイズの見え方を変更したノイズ低減処理を行います。

ヒント：RAW現像について
再生時の iメニュー［画像編集］>［RAW 現像（表示画像）］または［RAW 現像（複数画像）］の現
像項目にも［高感度ノイズ処理モード］が追加されています。

969 静止画撮影メニューにノイズ低減処理の種類を
選ぶ［高感度ノイズ処理モード］が追加



静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［美肌効果］が追加され
ました。カメラが人物の顔を検出した場合、肌がなめらかになるよ
うに自動で補正します。

静止画撮影メニューと動画撮影メニューに
［美肌効果］が追加

項目 内容

［静止画の設定と同じ］
（動画撮影メニューのみ） 静止画モード時と同じ設定になります。

［強め］ 効果が強い順に、［強め］、［標準］、［弱め］になります。
美肌効果は最大 3人まで適用されます。
カメラが複数の人物を検出した場合は被写体にグレーの枠が表示さ
れます。［AFエリアモード］の設定が［オートエリア AF］の場合、
カメラが選んでいるフォーカスポイントにHおよびFが表示され
ます。マルチセレクターの42を押して美肌効果を適用したい人物
を選ぶことができます。

［標準］

［弱め］

［しない］ 美肌効果を設定しません。

D 静止画撮影時の美肌効果の制限について
次の場合など、美肌効果とは同時に使用できない機能や設定があります。
「ハイスピードフレームキャプチャー +」撮影
多重露出撮影
HDR合成

D 動画撮影時の美肌効果の制限について
次の場合、美肌効果は機能しません。
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［N-RAW 12-bit（NEV）］または［ProRes RAW HQ
12-bit（MOV）］に設定している場合
動画撮影メニュー［動画記録ファイル形式］を［ProRes 422 HQ 10-bit（MOV）］または［H.265
10-bit（MOV）］に設定して、階調モードで［N-Log］を選んでいる場合

970 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［美肌
効果］が追加



静止画撮影メニューで［人物印象調整］を選ぶ

調整モードの登録先を［モード 1］～［モード 3］から選んで
マルチセレクターの2を押す

選んだ調整モードの調整画面が表示されます。

色相と明るさを調整する

42でM（マゼンタ）および Y（イエロー）方向の色相を調
整します。M（マゼンタ）方向に調整するとマゼンタが強く
なり、Y（イエロー）方向に調整するとイエローが強くなり
ます。
13で明るさを調整します。＋方向に調整すると明るくな
り、－方向に調整すると暗くなります。
調整値は、座標の右側に表示されます。
O（Q）ボタンを押すと初期設定に戻ります。

静止画撮影メニューと動画撮影メニューに
［人物印象調整］が追加
静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［人物印象調整］が追加されました。人物の色相と明るさ
を 2軸で調整して［モード 1］、［モード 2］、［モード 3］として個別に登録し、撮影時に選んで適用で
きます。

調整モードの登録方法

971 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［人物
印象調整］が追加

1

2

3



調整値を決定する

Jボタンを押して調整値を決定すると、メニューに戻ります。
調整した調整モードには、アスタリスク（U）が表示されます。
別の調整モードを登録する場合は、手順 1～4を繰り返してください。

登録した調整モードの適用方法
静止画撮影メニュー［人物印象調整］で［モード 1］～［モード 3］を選ぶと、選んだ調整モードに登
録されている調整値が撮影時に適用されます。

D 人物印象調整の制限について
［ピクチャーコントロール］が［モノクローム］または［Creative Picture Control］の場合、［人物印
象調整］が無効になります。

ヒント：被写体を確認しながら調整するには
カスタムメニュー f1［iメニューのカスタマイズ］で［人物印象調整］を割り当てて iメニューで実
行すると、メインコマンドダイヤルで調整モードを選んでから、被写体を見ながらマルチセレクター
で色相と明るさを調整できます。

ヒント：RAW現像について
再生時の iメニュー［画像編集］>［RAW 現像（表示画像）］または［RAW 現像（複数画像）］の現
像項目にも［人物印象調整］が追加されています。

972 静止画撮影メニューと動画撮影メニューに［人物
印象調整］が追加

4



カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で任意
のボタンに［高周波フリッカー低減］を割り当てる

［高周波フリッカー低減］を割り当てたカスタムボタンを長押
しする

周波数設定モードになります。

高周波フリッカー低減機能に周波数設定モー
ドが追加
静止画モードの高周波フリッカー低減機能に周波数設定モードが追加され、光源の周波数を設定でき
るようになりました。フリッカー現象が低減される周波数を、光源に合わせて選べます。
周波数を設定すると、撮影時に選べるシャッタースピードの値が設定した周波数の周期の整数倍に
固定されます。フリッカー低減の効果を維持したまま、シャッタースピードの変更が可能です。
LED照明や高周波 LEDディスプレイは製品によって周波数が異なるため、製品に合わせた周波数を
複数登録しておけば、状況に応じて切り換えて撮影を行えます。
周波数は［PRE1］（7680Hz）～［PRE4］（1920Hz）の 4通りが用意されています。周波数の調整も
可能です。
周波数を設定した場合、シャッタースピードは 1/（周波数）秒よりも低速にしてください。

周波数の切り換え方法
周波数はあらかじめ 4通り登録されています。カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］
で任意のボタンに［高周波フリッカー低減］を割り当てると、撮影画面を見ながら周波数を切り換え
られます。

973 高周波フリッカー低減機能に周波数設定モード
が追加

1

2



周波数を切り換える

サブコマンドダイヤルを回すと［PRE1］、［PRE2］、［PRE3］、
［PRE4］、［OFF］を切り換えられます。
［PRE1］～［PRE4］には次の周波数があらかじめ設定され
ています。光源の照明や高周波 LEDディスプレイに合わせ
て、フリッカー現象が低減される周波数を選んでください。
［PRE1］：7680Hz
［PRE2］：3840Hz
［PRE3］：2880Hz
［PRE4］：1920Hz

［PRE1］～［PRE4］のどれを選んでもフリッカー現象が低
減されない場合は、周波数を調整してください（0 975）。
［OFF］に設定すると、ファームウェアバージョン C:4.xxと
同じ動作になります。
周波数設定モードでシャッターボタンを押しても撮影はで
きません。

-
-
-
-

Jボタンを押して周波数設定モードを終了する

周波数設定モードを終了すると、撮影画面に戻って撮影が可能になります。

D 高周波フリッカー低減のご注意
周波数を設定しても、撮影画面の表示と撮影画像ではフリッカー現象の表れ方が異なることがあり
ます。
周波数を設定してフリッカー現象が低減しても、シャッタースピードを変更するとフリッカー現象
が現れることがあります。
試し撮りをして、ちらつきや LEDの縞が最も低減される周波数またはシャッタースピードに設定す
ることをおすすめします。

974 高周波フリッカー低減機能に周波数設定モード
が追加

3

4



［高周波フリッカー低減］を割り当てたカスタムボタンを長押
しして周波数設定モードにする

［PRE1］～［PRE4］の中から周波数を調整したい項目に切り換
える

DISPボタンを押す

周波数を入力する

42を押して桁を選び、13を押して数値を決定します。
周波数の値は 30～9999Hzの間で調整可能です。

周波数の値を調整する
［PRE1］～［PRE4］の周波数の値は調整可能です。

975 高周波フリッカー低減機能に周波数設定モード
が追加

1

2

3

4



DISPボタンまたはJボタンを押す
DISPボタンを押すと、周波数を決定して周波数設定モード
に戻ります。
Jボタンを押すと、周波数を決定して周波数設定モードを終
了して撮影画面に戻ります。

静止画撮影メニュー［高周波フリッカー低減］選んでマルチセ
レクターの2を押す

［する（高分解能シャッター設定）］を選んでマルチセレクター
の2を押す

現在選ばれている周波数の設定が表示されています。

［PRE1］～［PRE4］または［設定しない］から周波数を選ぶ
Jボタンを押すと、周波数を決定してメニューに戻ります。

静止画撮影メニューで設定する
周波数は静止画撮影メニュー［高周波フリッカー低減］でも設定できます。

976 高周波フリッカー低減機能に周波数設定モード
が追加

5

1

2

3



静止画撮影メニュー［高周波フリッカー低減］>［する（高分解能
シャッター設定）］で［PRE1］～［PRE4］を選んでマルチセレクタ
ーの2を押すと、周波数を調整できます。
42を押して桁を選び、13を押して数値を決定します。
周波数の値は 30～9999Hzの間で調整可能です。
Jボタンを押すと、周波数を決定してメニューに戻ります。

静止画撮影メニュー［高周波フリッカー低減］>［する（高分解能
シャッター設定）］で［PRE1］～［PRE4］の全ての値をリセットで
きます。
O（Q）ボタンを押し、［はい］を選んでJボタンを押すと周波
数をリセットして初期設定に戻します。

D 静止画撮影メニュー［高周波フリッカー低減］で周波数を調整する

D 調整した周波数をリセットする

977 高周波フリッカー低減機能に周波数設定モード
が追加



オートキャプチャー撮影機能の変更と追加
静止画撮影メニューと動画撮影メニューの［オートキャプチャー］に、機能の変更および追加があり
ます。

カメラでのマニュアルフォーカス設定に対応
マニュアルフォーカスで撮影する場合、ファームウェアバージョン C:4.xx ではレンズのフォーカスモ
ード切り換えスイッチを［M］に設定する必要がありましたが、C:5.00からはカメラでフォーカスモ
ードをマニュアルフォーカスに設定するだけで撮影できるようになりました。
マニュアルフォーカス時に［キャプチャー条件］で［距離］をオフにしている場合、被写体を判別
するエリアの有効/無効を［有効エリアの設定］で切り換えられるようになりました。

D ［キャプチャー条件］で［距離］をオンに設定している場合のご注意
マニュアルフォーカス時の AF-ONボタンおよびシャッターボタンでの距離設定は、ボタンを押し
た時点でのピント位置に設定されます。ボタンを押す前にフォーカスリングまたはコントロールリ
ングを回してピント位置を調整してください。
ピントが大きく外れて被写体がボケている状態では、被写体までの距離を認識する精度が下がるこ
とがあります。

撮像範囲 DXに対応
ファームウェアバージョン C:4.xxではオートキャプチャー撮影時の撮像範囲は FXに固定されました
が、C:5.00からは撮像範囲 DXにも対応しました。
静止画モードの場合、撮像範囲を［1:1（24×24）］または［16:9（36×20）］に設定しているときは
オートキャプチャー撮影は使用できません。

レリーズモード［C15］および［C60］に対応
ファームウェアバージョン C:5.00で追加された［C15］も使用できます。
ファームウェアバージョン C:4.xxでは［C60］を選ぶと［C120］に変更されましたが、C:5.00から
は［C60］にも対応しました。

978 オートキャプチャー撮影機能の変更と追加



［Speed］が［最小速度］に変更されました。
［Subject Size］が［最小サイズ］に変更されました。

［Subject Size］が［最小サイズ］に変更されました。

［Near］が［最小距離］に変更されました。
［Far］が［最大距離］に変更されました。

設定画面の表示と項目名の変更
一部の設定画面の表示と項目名が変更されました。

モーション設定画面

被写体検出設定画面

距離設定画面

979 オートキャプチャー撮影機能の変更と追加



［最小距離］と［最大距離］は、数字が白で表示される値の範囲内
に設定することをおすすめします。黄色で表示されている値に設
定すると、被写体までの距離を認識する精度が下がることがあり
ます。

［詳細条件：被写体検出］で被写体検出を行う場合の対象として、
飛行機が追加されました。

［詳細条件：距離］で設定できる範囲が拡大
ファームウェアバージョン C:4.xxでは、カメラが被写体を認識する範囲として設定できる値は焦点距
離によって異なりました。C:5.00からは焦点距離にかかわらず、0.1～999mの範囲を設定できるよう
になりました。
メインコマンドダイヤルを回すと［最小距離］の値を、サブコマンドダイヤルを回すと［最大距離］
の値を調整できます。

被写体検出対象に飛行機が追加

980 オートキャプチャー撮影機能の変更と追加



オートキャプチャー撮影を開始し、設定した条件を満たす被写体を
カメラが認識していない間は、撮影画面の周囲に黄色の枠が表示さ
れます。オートキャプチャー撮影の撮影待機中であることが判別し
やすくなります。
カメラが被写体を認識して撮影を行っている間は、撮影画面の周
囲に赤い枠が表示されます。

［開始日時指定］の追加
設定確認画面でg（Fn4）ボタンを押すと、オートキャプチャー撮影を開始する日時を設定できるよ
うになりました。設定した日時に、設定した時間分だけオートキャプチャー撮影を実行します。

項目 内容

［開始日時指定］ ［する］を選ぶと、設定した日時に、設定した時間の長さで撮影を行います。

［開始日時］ 撮影を開始する日、時間、分を指定できます。

［実行時間］
オートキャプチャー撮影する時間の長さを［指定しない］、［1時間］、［2時間］、
［3時間］から設定できます。［指定しない］を選ぶと、手動でオートキャプチャ
ー撮影を終了するまでオートキャプチャー撮影を行います。

オートキャプチャー撮影実行時に黄色の枠が表示

981 オートキャプチャー撮影機能の変更と追加



Profoto A10を AF補助光として使用可能
Profoto社の Profoto A10（オンカメラ・フラッシュライト）をカメラに装着している場合、Profoto A10
の LED定常光を AF補助光として使用できるようになりました。AF補助光を照射する設定にした
Profoto A10を装着した場合、カメラのカスタムメニュー a12［内蔵 AF補助光の照射設定］の設定に
かかわらず、Profoto A10が照射されます。

Profoto A10が AF補助光を照射する設定にしていない場合は、a12の設定に従ってカメラの AF補
助光が動作します。
Profoto A10を AF補助光として使用する場合、Profoto A10のファームウェアを最新版にする必要
があります。Profoto A10のファームアップ方法および使用方法は Profoto A10の説明書をご覧くだ
さい。

982 Profoto A10を AF補助光として使用可能



動画撮影メニュー［ハイレゾズーム］を［ON］に設定している場
合、ピントが合ったときに撮影画面に表示される AFエリアフレー
ムの色が変更されました。ファームウェアバージョン C:4.xx以前は
AFエリアフレームが赤色で表示されましたが、C:5.00からは緑色で
表示されます。

ハイレゾズーム機能の変更
動画のハイレゾズーム機能に変更があります。

合焦表示の色が変更

サブセレクターでの操作が可能
ハイレゾズームのズーミング操作がマルチセレクターの42 だけでなく、サブセレクターを左右に倒
すことでもできるようになりました。

983 ハイレゾズーム機能の変更



外部レコーダーに記録する動画のファイル名
にカメラでのファイル名を含める機能が追加

Atomos社の外部レコーダーを接続してカメラのメモリーカードと外部レコーダーの両方に動画を記
録する場合に、外部レコーダーに記録するファイル名の一部にカメラのメモリーカードに記録する動
画のファイル名が入るようになりました。両方の動画ファイルに共通の文字列が入ることで、動画編
集時にファイルの紐づけがしやすくなります。

カメラにメモリーカードが挿入され、動画撮影メニュー［外部記録制御（HDMI）］が［ON］に設
定されている状態で動画記録を開始すると、カードに記録される動画のファイル名が外部レコーダ
ーに送信されます。
拡張子は外部レコーダーに送信されません。
ファイル名の送信に対応している Atomos社の外部レコーダーは次の通りです（2024年 3月現在）。

Ninja（2023年発売モデル）
Ninja Ultra
Ninja V
Ninja V+
Shogun（2023年発売モデル）
Shogun Ultra
Shogun Connect

製品によっては販売が終了している場合があります。対応製品の詳細は Atomos社にお問い合わ
せください。
製品によっては ATOMOS OSのアップグレードや、レコーダーの有償アクティベーションが必要
となる場合があります。詳細は Atomos社にお問い合わせください。
外部レコーダーの設定方法や記録されるファイル名の詳細については、外部レコーダーの説明書
などでご確認ください。

984 外部レコーダーに記録する動画のファイル名に
カメラでのファイル名を含める機能が追加

-
-
-
-
-
-
-

※

※

※



動画再生時の iメニュー項目に［再生の速度］
が追加
動画再生の iメニュー項目に［再生の速度］が追加されました。動画の再生速度を［等倍再生］、［1/2
再生］、［1/4再生］から選べます。［1/2再生］または［1/4再生］を選ぶと、1/2倍または 1/4倍の速
度でスロー再生されます。また、動画一時停止時の iメニューにも［再生の速度］が追加され、動画
再生の途中からでも再生速度を変更できます。

ヒント：メインコマンドダイヤル/サブコマンドダイヤルで再生速度を変更する
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］にも［再生の速度］が追加されています。メイ
ンコマンドダイヤルおよびサブコマンドダイヤルに割り当てると動画再生時にコマンドダイヤルを回
して再生速度を変更できます（0 999）。

ヒント：再生速度の変更について
iメニューで再生速度を変更した場合、変更した再生速度は全ての動画再生時に適用されます。
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］のコマンドダイヤルに［再生の速度］を割り
当てて再生速度を変更した場合、変更した再生速度は現在再生している動画にのみ適用されます。

985 動画再生時の iメニュー項目に［再生の速度］が
追加



再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編集機能のカスタマイ
ズ］が追加されました。［画像編集］に表示する画像編集項目を設
定できます。
項目を選んでマルチセレクターの2を押すと、オンMとオフ U

を切り換えられます。チェックボックスをオンMにした項目の
み、［画像編集］に表示されます。
Jボタンを押すと、設定を完了します。

再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編
集機能のカスタマイズ］が追加

986 再生時の iメニュー［画像編集］に［画像編集機
能のカスタマイズ］が追加



再生メニュー［グループ再生の設定］に［自動連続再生の設定］が
追加されました。［自動連続再生］を［ON］に設定しているとき
の、連続撮影グループの再生方法を設定できます。

再生メニュー［グループ再生の設定］に［自
動連続再生の設定］が追加

項目 内容

［ループ再生］ ［ON］に設定すると、表示している連続撮影グループを繰り返し再生
します。

［再生開始までの待機時間］
連続撮影グループ先頭の画像を表示してから、自動連続再生を開始す
るまでの時間を［通常］、［長い］、［短い］、［すぐに再生］から選べま
す。

［自動連続再生の速度］

自動連続再生の再生速度を設定できます。
［5コマ/秒］、［15コマ/秒］、［30コマ/秒］：設定した速度で再生し
ます。
［現在のレリーズモードに連動する］：現在設定しているレリーズモ
ードによって再生速度が変更されます。

1コマ撮影、セルフタイマー撮影：約 3コマ/秒
低速連続撮影：約 5コマ/秒
高速連続撮影、［C15］：約 10コマ/秒
［C30］、［C60］、［C120］：約 30コマ/秒

987 再生メニュー［グループ再生の設定］に［自動連
続再生の設定］が追加

-
-
-
-



［ON］に設定すると、撮影時のカメラの縦横位置情報が画像に記
録されます。カメラやパソコンで再生するときに、記録した縦横
位置情報を利用して画像が自動的に回転表示されます。

［OFF］に設定すると、画像に縦横位置情報は記録されません。そ
のため、再生時に画像は自動回転されず、常に横位置で表示され
ます。

再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追
加
再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追加されました。

D 縦横位置情報記録についてのご注意
カメラを上向きまたは下向きにして撮影したり流し撮りすると、縦横位置情報が正しく得られない場
合があります。

D 再生メニュー［画像の自動回転］について
［画像の自動回転］を［OFF］に設定している場合、［縦横位置情報の記録］の［ON］/［OFF］にか
かわらず画像をカメラで再生するときは、常に横位置で表示されます。
［画像の自動回転］を［ON］に設定していても、［縦横位置情報の記録］が［OFF］の場合、再生時
に画像は自動回転されずに、常に横位置で表示されます。

988 再生メニューに［縦横位置情報の記録］が追加



静止画モードと動画モードで個別に撮影モー
ドを設定可能
静止画撮影メニューおよび動画撮影メニューの［撮影メニューの拡張］を［ON］に設定した場合に、
静止画モードと動画モードで個別に撮影モードを設定できるようになりました。
ファームウェアのバージョンアップ直後は、撮影メニュー「A」～「D」の撮影モードがすべて Pに
設定されています。

989 静止画モードと動画モードで個別に撮影モード
を設定可能



カスタムメニュー a11［フォーカスポイント
表示］に［フォーカスポイントの太さ］が追
加
カスタムメニュー a11［フォーカスポイント表示］に［フォーカスポイントの太さ］が追加されまし
た。フォーカスポイントの枠線の太さを［1］～［3］の 3段階から選べます。

990 カスタムメニュー a11［フォーカスポイント表
示］に［フォーカスポイントの太さ］が追加



カスタムメニュー a14として［MF時の絞り
開放 Lv］が追加
カスタムメニュー a14として［MF時の絞り開放 Lv］が追加されました。［する］に設定すると、フォ
ーカスモードがMFの場合は常に開放絞りでファインダーや画像モニターの撮影画面を表示します。
シャッターボタンを全押しすると、設定した絞り値に絞り込まれてから撮影します。

D ［MF時の絞り開放 Lv］を［する］に設定している場合のご注意
MF時は絞り値の設定にかかわらず常にレンズが開放絞りになります。太陽など強い光源にカメラ
を向けないようにご注意ください。内部の部品が破損するおそれがあります。
シャッターのきれるタイミングが少し遅れることがあります。
連続撮影速度が遅くなることがあります。
次のときに撮影画面にちらつきが発生することがあります。
シャッターをきる前後
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で［プレビュー］を割り当てたボタンを
押したとき
オートフォーカスとマニュアルフォーカスを切り換えたとき

オートフォーカス時にレンズのフォーカスリングを回してマニュアルフォーカスに切り換えた場合
は開放絞りになりません。

991 カスタムメニュー a14として［MF時の絞り開放
Lv］が追加

-
-

-



カスタムメニュー d19 と g17として［半押し
拡大解除（MF）］が追加
カスタムメニューの d19と g17として［半押し拡大解除（MF）］が追加されました。［ON］に設定す
ると、フォーカスモードをマニュアルフォーカスに設定して拡大表示している場合に、シャッターボ
タンを半押しして拡大表示を解除できます。

992 カスタムメニュー d19 と g17として［半押し拡
大解除（MF）］が追加



カスタムメニュー f1/g1［iメニューのカス
タマイズ］に機能追加
カスタムメニュー f1および g1［iメニューのカスタマイズ］で iメニューに割り当てられる機能と
して以下のメニューが追加されました。
［美肌効果］
［人物印象調整］
［オートキャプチャー］

993 カスタムメニュー f1/g1［iメニューのカスタマ
イズ］に機能追加



撮影機能の呼び出し中に露出補正とホワイト
バランスの設定の変更が可能
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］で［撮影機能の呼び出し（ホールド）］を割り
当てたボタンを 1回押して撮影機能の設定を呼び出している間に、露出補正とホワイトバランスの設
定を変更できるようになりました。
露出補正を行うには、Eボタンまたは露出補正を割り当てたカスタムボタンを押しながらコマンド
ダイヤルを回します。［撮影機能の呼び出し（ホールド）］の設定登録画面で［露出補正］をオンM

にしている場合、再度呼び出しを行った場合も変更した値が保持されています。
ホワイトバランスの設定を変更するには、Uボタンまたはホワイトバランスを割り当てたカスタ
ムボタンを押しながらコマンドダイヤルを回します。［撮影機能の呼び出し（ホールド）］の設定登
録画面で［ホワイトバランス］をオンMにしている場合、再度呼び出しを行った場合も変更した値
が保持されています。

994 撮影機能の呼び出し中に露出補正とホワイトバ
ランスの設定の変更が可能



カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能
（撮影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機
能追加
カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮影）］および g2［カスタムボタンの機能］に割り当
てられる機能が追加されました。

項目 内容

r ［AFエリアモード循環選択］

ボタンを押すたびに AF エリアモードが切り替わります。
［AF エリアモード循環選択］を選んで2を押すと、切り換
え可能な AFエリアモードを選べます。
項目を選んでJボタンを押すかマルチセレクターの2を
押すと、オンMとオフ Uを切り換えられます。チェックボ
ックスをオンMにした項目のみ、ボタンを押したときに切
り換えられます。

h ［美肌効果］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、美肌効果の設
定を変更できます。

i ［人物印象調整］ ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、調整モードを
切り換えられます。

f2［カスタムボタンの機能（撮影）］には、機能を割り当てられるボタンとしてu［フォーカスモー
ドボタン］も追加されました。

995 カスタムメニュー f2［カスタムボタンの機能（撮
影）］と g2［カスタムボタンの機能］に機能追加



カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能
（再生）］に機能追加
カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再生）］に機能を割り当てられるボタンの種類と割り当
てられる機能が追加されました。

機能を割り当てられるボタンの追加
機能を割り当てられるボタンとして、次の項目が追加されました。
E［露出補正ボタン］
F［ISO感度ボタン］

996 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



追加された機能
ボタンに割り当てられる機能やコマンドダイヤルに設定できる機能が追加されました。

ボタンに割り当てられる機能
項目 内容

7 ［RAW現像（表示画像）］

ボタンを押すと、設定している画像編集の編集画面を表示しま
す。

e ［RAW現像（複数画像）］

k ［トリミング］

8 ［リサイズ（表示画像）］

f ［リサイズ（複数画像）］

i ［D-ライティング］

Z ［傾き補正］

a ［ゆがみ補正］

e ［アオリ効果］

l ［モノトーン］

g ［加算合成］

h ［比較明合成］

i ［比較暗合成］

j ［比較動合成］

997 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



［メインコマンドダイヤル］/［サブコマンドダイヤル］に設定
できる機能

項目 内容

［画像送り時の拡大位置］

再生画像の拡大表示中にメインコマンドダイヤルおよびサブコマンド
ダイヤルを回して画像送りをする場合に、表示範囲の位置を変更するか
どうか設定できます。
［位置を継続］：現在表示している表示範囲の位置で次の静止画を表示
します。
［ピント位置優先］：再生する静止画の撮影時のフォーカスポイントを
中心にして拡大表示します。
［ピント位置優先（顔検出）］：再生する静止画の撮影時のフォーカス
ポイントを中心にして拡大表示します。ただし、再生する静止画に人
物の顔が検出された場合、その位置を中心にして拡大表示します。

［拡大再生中の顔送り］

［ON］に設定すると、再生画像の拡大表示中に複数の人物の顔が検出さ
れた場合、サブコマンドダイヤルを回して画像内の人物の顔を切り換え
ることができます。
［サブコマンドダイヤル］のみ設定できます。

998 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



［メインコマンドダイヤル］/［サブコマンドダイヤル］>［画像
送り］に追加された機能

項目 内容

［FTP送信済み］ FTPに送信した画像だけをコマ送りして表示します。

［PC送信済み］ PCに送信した画像だけをコマ送りして表示します。

［メインコマンドダイヤル］/［サブコマンドダイヤル］>［動画
再生］に追加された機能
項目 内容

［再生の速度］ 動画の再生速度を切り換えます。速度は等倍、1/2倍スロー、1/4倍スローに切り
換えます。

999 カスタムメニュー f3［カスタムボタンの機能（再
生）］に機能追加



セットアップメニュー［カードの初期化（フォーマット）］を
選んでマルチセレクターの2を押す

［スロット 1］または［スロット 2］を選んでマルチセレクター
の2を押す

選択肢が表示されたら O（Q）ボタンを押す

セットアップメニュー［カードの初期化（フ
ォーマット）］での物理フォーマット方法の変
更
物理フォーマットに対応した CFexpress カードをお使いの場合に、セットアップメニュー［カードの
初期化（フォーマット）］での物理フォーマット方法が変更になりました。

1000 セットアップメニュー［カードの初期化（フォ
ーマット）］での物理フォーマット方法の変更

1

2

3



［はい］を選んでJボタンを押す

1001 セットアップメニュー［カードの初期化（フォ
ーマット）］での物理フォーマット方法の変更

4



撮影画面の表示が最大 400%まで拡大可能
ファームウェアバージョンが C:4.xx以前では撮影画面の拡大表示は最大 200％まででしたが、C:5.00か
らは最大 400％まで拡大できるようになりました。Xボタンを押すごとに拡大率が上がり、W（Q）ボ
タンを押すごとに拡大率が下がります。

1002 撮影画面の表示が最大 400%まで拡大可能



ファームウェア C:4.xx以前 C:5.00以降

メモリーカード高温注意表示の位置が変更
動画記録中にメモリーカードが高温になった場合に表示される、メモリーカード高温注意表示の位置
が変更になりました。

1003 メモリーカード高温注意表示の位置が変更



「Wi-Fiステーションモード」および「Wi-Fiアクセスポ
イントモード」で接続するためには、対応した
SnapBridgeアプリが必要です。SnapBridgeは最新のバ
ージョンをお使いください。
カメラとスマートフォンのそれぞれで操作を行います。
SnapBridgeアプリのヘルプもあわせてご覧ください。

スマートフォンとの無線接続方法として
［Wi-Fi接続（ステーションモード）］が追加
カメラとスマートフォンを無線 LANで接続する方法として、無線 LANアクセスポイントを経由する
「Wi-Fiステーションモード」が追加されました。カメラとスマートフォンを直接接続する現在の方法
は、「Wi-Fiアクセスポイントモード」に名称が変更されました。

ヒント：NX MobileAirについて
Wi-Fiステーションモードには NX MobileAirアプリも対応しています。NX MobileAirアプリとカメラ
の接続方法や操作方法については、NX MobileAirアプリのヘルプをご覧ください。

既存のネットワークに接続する（Wi-Fiステーション
モード）
ご自宅などにすでに構築されているネットワークの、無線 LANアクセスポイントを経由してカメラと
スマートフォンを接続します。カメラと無線接続中でも、スマートフォンはインターネットを使用で
きます。

D Wi-Fiステーションモードで接続する場合
ルーターを越えて別のネットワークに接続することはできません。同じネットワーク内のスマートフ
ォンとのみ接続できます。

1004 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加



カメラ：ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>
［Wi-Fi接続（ステーションモード）］で［新規追加］を選び、
Jボタンを押す

カメラ：接続設定名を入力する

変更しない場合は、そのまま Xボタンを押すと、接続方法
の設定画面が表示されます。
設定した接続設定名は、ネットワークメニュー［スマートフ
ォンと接続］>［Wi-Fi接続（ステーションモード）］に一覧
で表示されます。
接続設定名を変更するには、Jボタンを押します。

1005 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

1

2



カメラ：［Wi-Fi接続先を検索］を選び、Jボタンを押す
カメラの周辺にある無線 LANアクセスポイントを検索して、検
出した接続先の SSIDを表示します。

手順 3で Xボタンを押すと、SSIDや暗号キーを入力せずに無
線 LANアクセスポイントに接続できます。接続方法を選んで
Jボタンを押してください。接続が完了したら、手順 6に進ん
でください。

D ［簡単接続］で接続する

接続方法 内容

［WPSプッシュボタン方式］

無線 LANアクセスポイントにWPSプッシュボタンがある場
合に使用できます。WPSプッシュボタンを押した後にカメラ
のJボタンを押すと、無線 LANアクセスポイントに接続でき
ます。

［WPS PINコード方式］

カメラに PINコードが表示されます。パソコンを使用して無
線 LANアクセスポイントに PINコードを入力します。無線
LANアクセスポイントに PINコードを入力する方法について
は、お使いの無線 LANアクセスポイントの使用説明書をご覧
ください。

1006 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

3



カメラ：接続先の SSIDを選ぶ
接続先の SSIDを選んでJボタンを押します。
検出された SSIDの周波数帯をアイコンで確認できます。
暗号ありの SSIDには hが表示されます。暗号あり hの
SSIDを選んだ場合は、暗号キーの設定画面が表示されます。
暗号なしの接続先を選んだ場合は手順 6へお進みください。
Xボタンを押すと無線接続先を再検索します。

無線 LANアクセスポイントが SSIDを非公開に設定している場
合、検出された SSID一覧に SSID名が表示されません。

非公開の SSIDに接続したい場合、空欄になっている項目を
選択してJボタンを押してください。続いてJボタンを押
すと、SSID入力画面になります。
接続したい SSID名を入力し、Xボタンを押してください。
もう一度 Xボタンを押すと、暗号キーの設定画面が表示さ
れます。

D SSIDが非公開に設定されている場合

1007 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

4



カメラ：暗号キーを入力する

Jボタンを押して、無線 LANアクセスポイントで使用して
いる暗号キーを入力します。

無線 LANアクセスポイントの暗号キーについては、無線
LANアクセスポイントの使用説明書などをご覧ください。
Xボタンを押して、暗号キーの入力を完了します。

もう一度 Xボタンを押すと、接続を開始します。接続に成
功すると、図のような画面が数秒間表示されます。

1008 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

5



カメラ：IPアドレスの設定方法を選んで設定する
IPアドレスの設定方法を選んでJボタンを押します。

カメラ：スマートフォンとのWi-Fi接続を開始する
カメラに図のような画面が表示されたら、スマートフォンで
SnapBridgeアプリを起動してください。

設定方法 内容

［自動取得］ カメラが自動で IPアドレスを取得します。IPアドレスを取得すると IPアドレ
ス設定完了画面が表示されます。

［手動設定］

IPアドレス、サブネットマスクを手動で入力します。
Jボタンを押すと、IPアドレス入力画面が表示されます。
メインコマンドダイヤルを回して、変更したい桁を選びます。
42を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定します。
Xボタンを押すと、IPアドレス設定完了画面が表示されます。再度 Xボタ
ンを押すと、サブネットマスク入力画面が表示されます。
サブネットマスクは13を押して数値を変更し、Jボタンを押して決定す
ると、IPアドレス設定完了画面が表示されます。

カメラ：IPアドレス設定完了画面が表示されたらJボタンを押す

スマートフォン：SnapBridgeアプリを起動し、 タブの ボタンをタップして［Wi-Fiステ
ーションモード接続］を選ぶ

SnapBridgeアプリをダウンロード後に初めて起動する場合は、アプリの紹介画面にある［カメ
ラと接続する］をタップします。

1009 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加
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カメラ/スマートフォン：Wi-Fi接続を完了する
カメラに図のような画面が表示されたらJボタンを押して
ください。

カメラの画像モニターには接続完了のメッセージが表示され
ます。

スマートフォン：カメラ名を選ぶ

手順 8でカメラに表示されているカメラ名を選びます。

スマートフォンとカメラのWi-Fi接続が完了すると、スマートフォンにWi-Fiステーション
モード画面が表示されます。

カメラとスマートフォンのWi-Fi接続は完了しました。

接続後の操作方法などは SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。

1010 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

10
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カメラ：ネットワークメニュー［スマートフォンと接続］>
［Wi‑Fi接続（アクセスポイントモード）］で［Wi-Fi接続を開
始］を選んでJボタンを押す

SSIDとパスワードが表示されます。

スマートフォンと直接接続する（Wi-Fiアクセスポイ
ントモード）
カメラとスマートフォンを直接Wi-Fi 接続します。カメラをアクセスポイントとして使用するため、野
外など無線 LAN 環境がない場合でも無線接続ができ、複雑な設定も不要です。カメラと接続中は、ス
マートフォンはインターネットを使用できません。

スマートフォン：SnapBridgeアプリを起動し、 タブの ボタンをタップして［Wi-Fiアク
セスポイントモード接続］を選ぶ

SnapBridgeアプリをダウンロード後に初めて起動する場合は、アプリの紹介画面にある［カメ
ラと接続する］をタップします。カメラのカテゴリー選択画面が表示されたら、接続するカメ
ラのカテゴリーをタップし、次に表示される接続方法の選択画面でWi-Fi接続をタップしてくだ
さい。

カメラ/スマートフォン：カメラ操作の説明画面が表示されたら、カメラの電源を ONにする
この時点ではまだアプリの操作を行わないでください。

1011 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

1

2

3



カメラの画像モニターには接続完了のメッセージが表示され
ます。

スマートフォン：アプリ画面の指示に従ってスマートフォンを操作し、Wi-Fi接続する
iOSの場合、設定アプリが表示されます。［< 設定］をタップして［設定］画面へ移動し、画
面上部の［Wi-Fi］をタップして、Wi‑Fi接続の操作を行ってください。

Wi-Fi接続画面では、手順 3でカメラに表示されている SSIDを選び、パスワードを入力して
ください。

スマートフォン：手順 4で OSの設定を完了したら、手動で SnapBridgeアプリに戻る
スマートフォンとカメラのWi-Fi接続が完了すると、スマートフォンにWi-Fiモード画面が
表示されます。

カメラとスマートフォンのWi-Fi接続は完了しました。

接続後の操作方法などは SnapBridgeアプリのヘルプをご覧ください。

Wi-Fiステーションモード／Wi-Fiアクセスポイント
モードの解除方法
SnapBridgeアプリの タブで ボタンをタップして、Wi-Fi接続を解除してください。表示が に切
り替わったら、 ボタンをタップして［Wi-Fiステーションモードの解除］または［解除］をタップ
します。

1012 スマートフォンとの無線接続方法として［Wi-Fi
接続（ステーションモード）］が追加

4
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ネットワークメニュー［FTPサーバーと接続］で接続ウィザードを
使用して FTPサーバーへの接続設定を行う場合に、ポート番号を指
定できるようになりました。FTPサーバーのアドレス入力後、X ボ
タンを押すとカメラが FTP サーバーに接続します。接続に成功した
場合、ポート番号を入力する画面が表示されます。
値は 0～65535の間で設定できます。
入力後、J ボタンを押すとログイン方法の選択画面が表示されま
す。

FTP接続設定で FTPのポート番号の指定が
可能

1013 FTP接続設定で FTPのポート番号の指定が可能



ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］
に［送信時の HEIF変換］が追加
ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］>［オプション］に［送信時の HEIF変換］が追加され
ました。
設定できる項目は［高圧縮］、［中圧縮］、［低圧縮］、［しない］です。［しない］以外に設定すると、
撮影した RAW画像または JPEG画像を設定した圧縮率で HEIF画像に変換して FTPサーバーに送信
します。
変換した HEIF画像は、メモリーカード内には保存されません。

1014 ネットワークメニュー［FTP サーバーと接続］
に［送信時の HEIF変換］が追加



リモートグリップMC-N10と AirGluアクセ
サリーの併用が可能
ファームウェアバージョン C:4.xx以前ではリモートグリップMC-N10をカメラに接続すると
Bluetoothの機能が全て使用できなくなりますが、C:5.00からは Atomos社の AirGluアクセサリー
UltraSync BLUEを Bluetoothで接続して使用できるようになりました。

1015 リモートグリップMC-N10と AirGluアクセサ
リーの併用が可能



ファームウェア C:5.00でのメニュー・初期設
定一覧
ファームウェアを C:5.00にバージョンアップした場合のメニューおよび初期設定は次の通りです。

静止画撮影メニュー
［撮影メニューの管理］：A
［撮影メニューの拡張］：OFF
［記録フォルダー設定］
［フォルダーグループ名変更］：NCZ_9
［フォルダー番号指定］：100
［既存フォルダーから選択］：—

［ファイル名設定］：DSC
［スロット 2の機能］：順次記録
［撮像範囲］
［撮像範囲設定］：FX（36×24）
［DXクロップ警告表示］：OFF

［画質モード設定］
［画質モード］：NORMAL
［画質モード（HSFC）］：NORMAL

［画像サイズ設定］
［画像サイズ］：サイズ L
［画像サイズ（DX）の適用］：OFF
［画像サイズ（DX）］：サイズ L

［RAW記録］：高効率 m
［ISO感度設定］
［ISO感度］：100
［感度自動制御］：ON
［制御上限感度］：25600
［c使用時の制御上限感度］：フラッシュなしの設定と同じ
［低速限界設定］：オート

［ホワイトバランス］：オート：白を優先する
［ピクチャーコントロール］：オート
［カスタムピクチャーコントロール］：—
［色空間］：sRGB
［アクティブ D-ライティング］：しない
［長秒時ノイズ低減］：OFF
［高感度ノイズ処理モード］：Type A

1016 ファームウェア C:5.00でのメニュー・初期設定
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［高感度ノイズ低減］：標準
［ヴィネットコントロール］：標準
［回折補正］：ON
［自動ゆがみ補正］：ON
［美肌効果］：しない
［人物印象調整］：しない
［静止画フリッカー低減］：OFF
［高周波フリッカー低減］：しない
［測光モード］：マルチパターン測光
［フラッシュ発光］
［発光モード］：TTL調光
［ワイヤレス設定］：しない
［増灯発光モード］：グループ発光

［フォーカスモード］：シングル AF
［AFエリアモード］：シングルポイント AF
［AF時の被写体検出設定］：オート
［手ブレ補正］：スポーツ
［オートブラケティング］
［オートブラケティングのセット］：AE・フラッシュブラケティング
［コマ数］：0
［補正ステップ］：1.0

［多重露出］
［多重露出モード］：しない
［コマ数］：2
［合成モード］：加算平均
［合成前の画像を保存（RAW）］：ON
［確認撮影］：ON
［1コマ目の画像（RAW）の指定］：—

［HDR合成］
［HDRモード］：しない
［HDR強度］：オート
［合成前の画像を保存（RAW）］：OFF

［インターバルタイマー撮影］
［開始日時の設定］：即時
［撮影間隔］：1分
［撮影回数×1回のコマ数］：0001×1
［露出平滑化］：ON
［撮影間隔優先］：OFF
［撮影間隔毎の AF駆動］：OFF
［オプション］：しない
［撮影開始時の記録フォルダー］
［新規フォルダー作成］：U
［ファイル番号リセット］：U

1017 ファームウェア C:5.00でのメニュー・初期設定
一覧
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［タイムラプス動画］
［撮影間隔］：5秒
［撮影時間］：25分
［露出平滑化］：ON
［撮像範囲設定］：FX
［動画記録ファイル形式］：H.265 8-bit（MOV）
［画像サイズ/フレームレート］：3840×2160 30p
［撮影間隔優先］：OFF
［撮影間隔毎の AF駆動］：OFF
［動画記録先］：スロット 1

［フォーカスシフト撮影］
［撮影回数］：100
［フォーカスステップ幅］：5
［待機時間］：0
［露出固定］：ON
［フォーカス位置の自動リセット］：OFF
［撮影開始時の記録フォルダー］
［新規フォルダー作成］：U
［ファイル番号リセット］：U

［オートキャプチャー］
［ユーザープリセットの選択］：P-1

動画撮影メニュー
［撮影メニューの管理］：A
［撮影メニューの拡張］：OFF
［記録フォルダー設定］
［フォルダーグループ名変更］：NCZ_9
［フォルダー番号指定］：100
［既存フォルダーから選択］：—

［ファイル名設定］：DSC
［動画記録先］：スロット 1
［動画記録ファイル形式］：H.265 8-bit（MOV）
［画像サイズ/フレームレート］：3840×2160 30p
［動画の画質（N-RAW）］：高画質
［撮像範囲］
［撮像範囲設定］：FX
［DXクロップ警告表示］：OFF

［オーバーサンプリングの拡張］：OFF
［ISO感度設定］
［制御上限感度］：25600
［Mモード時の感度自動制御］：ON
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［Mモード時の ISO感度］：100
［ホワイトバランス］：静止画の設定と同じ
［ピクチャーコントロール］：静止画の設定と同じ
［カスタムピクチャーコントロール］：—
［HLG画質調整］
［クイックシャープ］：0
［コントラスト］：0
［色の濃さ（彩度）］：0
［色合い（色相）］：0

［アクティブ D-ライティング］：しない
［高感度ノイズ低減］：標準
［ヴィネットコントロール］：標準
［回折補正］：ON
［自動ゆがみ補正］：ON
［美肌効果］：静止画の設定と同じ
［人物印象調整］：しない
［動画フリッカー低減］：オート
［高周波フリッカー低減］：しない
［測光モード］：マルチパターン測光
［フォーカスモード］：フルタイム AF
［AFエリアモード］：シングルポイント AF
［AF時の被写体検出設定］
［被写体検出］：オート
［被写体未検出時の AF駆動］：ON

［手ブレ補正］：静止画の設定と同じ
［電子手ブレ補正］：OFF
［マイク感度］：オート
［アッテネーター］：OFF
［録音帯域］：広帯域
［風切り音低減］：OFF
［マイク端子のプラグインパワー］：ON
［ヘッドホン音量］：15
［タイムコード］
［タイムコード記録］：しない
［カウントアップ方式］：レックラン
［タイムコードの起点］：—
［ドロップフレーム］：ON

［外部記録制御（HDMI）］：OFF
［ハイレゾズーム］：OFF
［オートキャプチャー］
［ユーザープリセットの選択］：P-1
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カスタムメニュー
［カスタムメニューの管理］：A
a［フォーカス］

a1［AF-Cモード時の優先］：レリーズ
a2［AF-Sモード時の優先］：フォーカス
a3［AFロックオン］
［横切りへの反応］：3
［被写体の動き］：スムーズ

a4［AF点数］：全点
a5［縦/横位置フォーカスポイント切換］：しない
a6［半押し AFレンズ駆動］：する
a7［フォーカスポイントの引き継ぎ］：オート
a8［AFエリアモードの限定］
［ピンポイント AF］：M
［シングルポイント AF］：L（固定）
［ダイナミック AF（S）］：M
［ダイナミック AF（M）］：M
［ダイナミック AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（S）］：M
［ワイドエリア AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（C1）］：M
［ワイドエリア AF（C2）］：M
［3D-トラッキング］：M
［オートエリア AF］：M

a9［フォーカスモードの制限］：制限しない
a10［フォーカスポイント循環選択］：OFF
a11［フォーカスポイント表示］
［マニュアルフォーカス時の表示］：ON
［ダイナミック AF時のアシスト表示］：ON
［AF-Cモード時の合焦表示］：OFF
［3D-トラッキング時の表示色］：白
［フォーカスポイントの太さ］：1

a12［内蔵 AF補助光の照射設定］：ON
a13［フォーカスピーキング］
［フォーカスピーキング表示］：OFF
［フォーカスピーキングの感度］：2（標準）
［フォーカスピーキングの表示色］：赤

a14［MF時の絞り開放 Lv］：しない
a15［フォーカスポイントの移動速度］：標準
a16［AF設定時のフォーカスリング操作］：ON
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b［露出・測光］
b1［ISO感度設定ステップ幅］：1/3段
b2［露出設定ステップ幅］：設定 1/3 段 （補正 1/3 段）
b3［露出補正簡易設定］：しない
b4［マルチパターン測光の顔検出］：ON
b5［中央部重点測光範囲］：標準
b6［基準露出レベルの調節］
［マルチパターン測光］：0
［中央部重点測光］：0
［スポット測光］：0
［ハイライト重点測光］：0

b7［絞り値変化時の露出維持］：しない
c［AEロック・タイマー］

c1［シャッターボタン AEロック］：しない
c2［セルフタイマー］
［時間］：10秒
［撮影コマ数］：1
［連続撮影間隔］：0.5秒

c3［パワーオフ時間］
［画像の再生］：10秒
［メニュー表示］：1分
［撮影直後の画像確認］：4秒
［半押しタイマー］：30秒

d［撮影・記録・表示］
d1［連続撮影速度］
［高速連続撮影］：20コマ/秒
［低速連続撮影］：5コマ/秒

d2［連続撮影コマ数］：∞
d3［レリーズモードの限定］
［1コマ撮影］：L（固定）
［低速連続撮影］：M
［高速連続撮影］：M
［C30］：M
［C60］：M
［C120］：M
［セルフタイマー］：M

d4［プリキャプチャー記録設定］
［プリ記録時間］：なし
［レリーズ後記録時間］：最大

d5［連動レリーズモード設定］：連動する
d6［露出ディレーモード］：しない
d7［Mモード時のシャッタースピード延長］：OFF
d8［撮像範囲設定の限定］
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［FX（36×24）］：L（固定）
［DX（24×16）］：M
［1:1（24×24）］：M
［16:9（36×20）］：M

d9［連番モード］：する
d10 ［ビューモード設定（静止画 Lv）］：撮影設定を優先
［撮影設定を優先］：フラッシュ使用時を含まない
［見やすさを重視］：オート

d11［スターライトビュー（静止画 Lv）］：OFF
d12［赤色画面表示］
［表示モードの選択］：しない
［赤色画面表示の明るさ］：0

d13［イルミネーター点灯］：OFF
d14［連続撮影中の表示］：ON
d15 ［撮影タイミング表示］
［表示 Typeの設定］：Type B
［TypeA自動切り換え秒時］：1/6秒

d16［画面枠表示］：ON
d17［ガイドラインの種類］：3×3
d18［水準器の種類］：Type A
d19［半押し拡大解除（MF）］：OFF
d20［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M
［画面 5］：M

d21［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M

d22［ファインダーの高フレームレート表示］：OFF
e［フラッシュ・BKT撮影］

e1［フラッシュ撮影同調速度］：1/200秒
e2［フラッシュ時シャッタースピード制限］：1/60秒
e3［フラッシュ使用時の露出補正］：全体を補正
e4［c使用時の感度自動制御］：被写体と背景
e5［モデリング発光］：ON
e6［BKT変化要素（Mモード）］：フラッシュ・ シャッタースピード
e7［BKTの順序］：［0］→［－］→［+］
e8［フラッシュ連続撮影時の優先］：調光精度優先
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f［操作］
f1［iメニューのカスタマイズ］：ピクチャーコントロール、ホワイトバランス、画質モード、
画像サイズ、AFエリアモード/被写体検出、フォーカスモード、測光モード、手ブレ補正、撮影
メニュー切り換え、カスタムボタンの機能（撮影）、機内モード、メモリーカード情報表示
f2［カスタムボタンの機能（撮影）］
［Fn1ボタン］：撮影メニュー切り換え
［Fn2ボタン］：撮像範囲選択
［Fn3ボタン］：ライブビュー情報表示の消灯
［縦位置 Fnボタン］：露出補正
［縦位置 ISO感度ボタン］：ISO感度
［フォーカスモードボタン］：フォーカスモード/AFエリアモード
［プロテクト/Fn4ボタン］：ピクチャーコントロール
［AF-ONボタン］：AF-ON
［サブセレクター中央］：AE-L/AF-L
［DISPボタン］：ライブビュー情報表示の切り換え
［音声ボタン］：設定しない
［OKボタン］：フォーカスポイント中央リセット
［WBボタン］：ホワイトバランス
［QUALボタン］：画質モード/画像サイズ
［縦位置マルチセレクター中央］：AE-L/AF-L
［再生ボタン］：再生
［動画撮影ボタン］：設定しない
［縦位置 AF-ONボタン］：AF-ONボタンと同じ
［ISO感度ボタン］：ISO感度
［露出補正ボタン］：露出補正
［フラッシュモードボタン］：フラッシュモード/調光補正
［コマンドダイヤル］
［露出設定］：P：3--/yP*、S：3--/yTv、A：3Av/y--、M：3Av/yTv
［フォーカスモード/AFエリアモード設定］：3t/ys
［拡大表示中のサブコマンドダイヤル］：露出設定

［レンズの Fnボタン］：AE-L/AF-L
［BKTボタン］：オートブラケティング
［レンズの Fnリング（左回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズの Fn2ボタン］：AF-ON
［レンズのメモリーセットボタン］：フォーカス位置の登録
［レンズの Fnリング（右回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズのコントロールリング］：（装着するレンズにより異なります）

f3［カスタムボタンの機能（再生）］
［Fn1ボタン］：設定しない
［Fn2ボタン］：設定しない
［Fn3ボタン］：設定しない
［縦位置 Fnボタン］：設定しない
［プロテクト/Fn4ボタン］：プロテクト
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［DISPボタン］：情報表示の切り換え
［音声ボタン］：音声メモ
［OKボタン］：拡大画面との切り換え
［WBボタン］：送信指定（PC）
［QUALボタン］：レーティング
［縦位置マルチセレクター］：入れ換えしない
［再生ボタン］：撮影に戻る
［メインコマンドダイヤル］
［画像送り］：1コマ
［動画再生］：10フレーム
［画像送り時の拡大位置］：位置を継続

［サブコマンドダイヤル］
［画像送り］：1コマ
［動画再生］：10秒
［画像送り時の拡大位置］：位置を継続
［拡大再生中の顔送り］：ON

［動画撮影ボタン］：設定しない
［露出補正ボタン］：設定しない
［ISO感度ボタン］：設定しない
［BKTボタン］：設定しない
［フラッシュモードボタン］：設定しない
［レンズの Fn2ボタン］：設定しない
［レンズの Fnボタン］：設定しない

f4［操作のロック］
［シャッタースピードのロック］：OFF
［絞り値のロック］：OFF
［フォーカスポイントのロック］：OFF

f5［コマンドダイヤル回転方向の変更］
［露出補正の設定時］：U
［シャッタースピード/絞り値 設定時］：U

f6［ボタンのホールド設定］：OFF
f7［インジケーターの＋/－方向］：
f8［フォーカス回転方向の変更］：OFF
f9［フォーカスリングの角度設定］：ノンリニア
f10［コントロールリングの感度］：敏感
f11［フォーカス/コントロールリング入れ換え］：OFF
f12［パワーズームのボタン操作（PZレンズ）］
［x/wボタンの使用］：OFF
［パワーズーム速度］：+3

f13［1コマ再生時のフリック操作］
［上にフリック］：設定しない
［下にフリック］：設定しない
［1コマ送りの操作方向］：左V右
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f14［サブセレクター中央を優先］：ON
g［動画］

g1［iメニューのカスタマイズ］：ピクチャーコントロール、ホワイトバランス、画像サイズ/フ
レームレート、マイク感度、AFエリアモード/被写体検出、フォーカスモード、電子手ブレ補正、
手ブレ補正、撮影メニュー切り換え、カスタムボタンの機能、機内モード、動画記録先
g2［カスタムボタンの機能］
［Fn1ボタン］：撮影メニュー切り換え
［Fn2ボタン］：撮像範囲選択
［Fn3ボタン］：ライブビュー情報表示の消灯
［縦位置 Fnボタン］：露出補正
［縦位置 ISO感度ボタン］：ISO感度
［フォーカスモードボタン］：フォーカスモード/AFエリアモード
［プロテクト/Fn4ボタン］：ピクチャーコントロール
［AF-ONボタン］：AF-ON
［サブセレクター中央］：AE-L/AF-L
［DISPボタン］：ライブビュー情報表示の切り換え
［音声ボタン］：マイク感度
［OKボタン］：フォーカスポイント中央リセット
［WBボタン］：ホワイトバランス
［QUALボタン］：設定しない
［縦位置マルチセレクター中央］：AE-L/AF-L
［再生ボタン］：再生
［動画撮影ボタン］：動画撮影
［縦位置 AF-ONボタン］：AF-ONボタンと同じ
［ISO感度ボタン］：ISO感度
［露出補正ボタン］：露出補正
［シャッターボタン］：設定しない
［コマンドダイヤル］
［露出設定］：A：3Av/y--、M：3Av/yTv
［フォーカスモード/AFエリアモード設定］：3t/ys
［拡大表示中のサブコマンドダイヤル］：露出設定

［フラッシュモードボタン］：設定しない
［BKTボタン］：設定しない
［レンズの Fnボタン］：AE-L/AF-L
［レンズの Fn2ボタン］：AF-ON
［レンズの Fnリング（左回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズの Fnリング（右回し）］：フォーカス位置の呼び出し
［レンズのメモリーセットボタン］：フォーカス位置の登録
［レンズのコントロールリング］：（装着するレンズにより異なります）

g3［操作のロック］
［シャッタースピードのロック］：OFF
［絞り値のロック］：OFF
［フォーカスポイントのロック］：OFF
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g4［AFエリアモードの限定］
［シングルポイント AF］：L（固定）
［ワイドエリア AF（S）］：M
［ワイドエリア AF（L）］：M
［ワイドエリア AF（C1）］：M
［ワイドエリア AF（C2）］：M
［ターゲット追尾 AF］：M
［オートエリア AF］：M

g5［フォーカスモードの制限］：制限しない
g6［AF速度］：0
［作動条件］：常時有効

g7［AF追従感度］：4
g8 ［ハイレゾズーム速度］：0
g9［パワーズームのボタン操作（PZレンズ）］
［x/wボタンの使用］：OFF
［パワーズーム速度］
［動画記録待機中］：+3
［動画記録中］：0

g10［ISO感度ステップ幅拡張（Mモード）］：しない
g11［シャッタースピード延長（Mモード）］：OFF
g12［ビューアシスト］：OFF
g13［ゼブラ表示］
［ゼブラ表示の検出モード］：しない
［ゼブラ表示のパターン］：パターン 1
［高輝度検出の範囲］：250
［中間輝度検出の範囲］：基準値：160、範囲：±10

g14［ゼブラ表示の検出モード制限］：制限しない
g15［ガイドラインの種類］：3×3
g16［輝度情報の種類］：ヒストグラム
g17［半押し拡大解除（MF）］：OFF
g18［撮影画面カスタマイズ（画像モニター）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M
［画面 4］：M

g19［撮影画面カスタマイズ（ファインダー）］
［画面 1］：L（固定）
［画面 2］：M
［画面 3］：M

g20［動画撮影中の赤枠表示］：ON
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再生メニュー
［削除］：—
［再生フォルダー設定］：全てのフォルダー
［再生画面設定］
［フォーカスポイント］：U
［グループの先頭表示］：U
［露出情報］：U
［ハイライト］：U
［RGBヒストグラム］：U
［撮影情報］：U
［統合表示］：U
［画像のみ］：M
［ファイル情報］：U
［撮影基本情報］：M
［フラッシュ情報］：M
［ピクチャーコントロール/HLG情報］：M
［撮影情報その他］：M
［著作権情報］：M
［位置情報］：M
［IPTC情報］：M

［Wスロット同時削除の設定］：する（選択肢あり）
［分割記録時の再生スロット］：スロット 1
［フィルター再生の条件設定］
［プロテクト］：U
［画像の種類］：U
［レーティング］：U
［送信指定（PC）］：U
［送信指定（FTP）］：U
［音声メモ］：U
［画像編集済み］：U

［グループ再生の設定］
［サブセレクターで先頭画像表示］：ON
［自動連続再生］：OFF
［自動連続再生の設定］
［ループ再生］：OFF
［再生開始までの待機時間］：通常
［自動連続再生の速度］：30コマ/秒

［サムネイルのグループ表示］：OFF
［撮影直後の画像確認］：しない
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［削除後の次再生画像］：後ろのコマ
［連続撮影後の再生画像］：最後の画像
［縦横位置情報の記録］：ON
［画像の自動回転］：ON
［画像コピー］：—

セットアップメニュー
［カードの初期化（フォーマット）］：—
［言語（Language）］：（国や地域により異なります）
［タイムゾーンと日時］
［タイムゾーン］：（国や地域により異なります）
［日時の設定］：—
［日付の表示順］：（国や地域により異なります）
［夏時間の設定］：OFF

［モニターの明るさ］：0
［モニターのカラーカスタマイズ］：A-B: 0、G-M: 0
［ファインダーの明るさ］：オート
［ファインダーのカラーカスタマイズ］：A-B: 0、G-M: 0
［ファインダー表示サイズ］：標準
［モニターモードの限定］
［自動表示切り換え］：M
［ファインダーのみ］：M
［モニターのみ］：M
［ファインダー優先 1］：M
［ファインダー優先 2］：M

［画面情報の自動回転］：ON
［AF微調節の設定］
［AF微調節の適用］：OFF
［レンズの調節と登録］：—
［未登録レンズの調節］：—
［登録済みレンズリスト］：—
［装着レンズの調節値を選択］：—

［レンズ情報手動設定］
［レンズ No.］：1
［焦点距離（mm）］：– –
［開放絞り値］：– –
［レンズ名］：– –

［距離表示単位の設定］：メートル（m）
［フォーカス位置の記憶］：OFF
［ズーム位置の記憶（PZレンズ）］：OFF
［自動電源 OFF温度］：標準
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［電源 OFF時のセンサーシールド］：閉じない
［イメージセンサークリーニング］
［電源スイッチに連動］：電源 OFFで実行

［イメージダストオフデータ取得］：—
［ピクセルマッピング］：—
［画像コメント］
［コメント添付］：OFF

［著作権情報］
［著作権情報添付］：OFF

［IPTC］
［編集と登録］：—
［削除］：—
［撮影時自動付加］：しない
［メモリーカードを使用］：—

［音声メモの設定］
［録音の操作］：押し続けている間録音
［音声の出力（再生）］：スピーカー/ヘッドホン

［電子音］
［電子シャッター音］：ON
［音量］：3
［音の選択］：Type A
［ビープ音］：無効
［音量］：2
［音の高さ］：低音

［サイレントモード］：OFF
［タッチ操作］
［タッチ操作の設定］：有効
［グローブモード］：OFF

［HDMI］
［出力解像度］：オート
［出力レンジ］：オート
［出力映像への情報表示］：ON
［出力中のカメラ側表示］：ON

［USB接続時の優先］：画像転送優先
［位置情報（内蔵）］
［位置情報記録］：OFF
［半押しタイマー］：ON
［衛星による日時合わせ］：OFF
［ログ取得］：—
［ログリスト］：—
［情報表示］：—

［リモコン（WR）設定］
［LEDランプの点灯］：ON
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［リンクモード］：ペアリング
［リモコン（WR）の Fnボタンの機能］：設定しない
［認証情報］：—
［電池チェック］：—
［USB給電］：ON
［パワーセーブ（静止画モード）］：OFF
［カードなし時レリーズ］：レリーズ許可
［メニュー設定の保存と読み込み］：—
［カメラの初期化］：—
［ファームウェアバージョン］：—

ネットワークメニュー
［機内モード］：OFF
［有線 LAN］：OFF
［スマートフォンと接続］
［ペアリング（Bluetooth）］
［Bluetooth通信機能］：OFF

［送信指定］
［撮影後自動送信指定］：ON

［Wi-Fi接続（アクセスポイントモード）］：—
［Wi-Fi接続（ステーションモード）］：—
［電源 OFF中の通信］：ON
［位置情報（スマートフォン）］：—

［PCと接続］
［接続設定］：—
［動作モードの選択］：PC画像送信モード
［オプション］
［撮影後自動送信］：OFF
［送信後ファイル削除］：OFF
［RAW+JPEG送信設定］：RAW+JPEG
［JPEG+JPEG送信設定］：スロット 1
［RAW動画送信設定］：RAW動画+MP4
［フォルダー送信］：—
［全送信マーク解除］：—

［FTPサーバーと接続］
［接続設定］：—
［オプション］
［撮影後自動送信］：OFF
［送信後ファイル削除］：OFF
［RAW+JPEG送信設定］：RAW+JPEG
［JPEG+JPEG送信設定］：スロット 1
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［RAW動画送信設定］：RAW動画+MP4
［同名ファイルの上書き］：OFF
［未送信画像プロテクト］：OFF
［送信記録の保存］：OFF
［送信時の HEIF変換］：しない
［フォルダー送信］：—
［全送信マーク解除］：—
［接続維持の優先］：OFF
［ルート証明書の管理］：—

［カメラと接続］
［連動レリーズ］：ON
［接続設定］：—
［マスター/リモート選択］：マスターカメラ
［グループ設定］：—
［グループ名］：—
［日時を同期］：—
［著作権情報の上書き］：—

［ATOMOS AirGlu BT設定］
［ATOMOS AirGlu BTと接続］：OFF
［ATOMOS AirGlu BTの登録］：—
［ATOMOS AirGlu BTの解除］：—
［カメラ名］：NCZ9

［USB］：MTP/PTP
［LANからの起動］：OFF
［接続先の周波数帯選択］：（国や地域により異なります）
［MACアドレス］：—

マイメニュー/最近設定した項目
［マイメニュー登録］：—
［登録項目の削除］：—
［登録項目の順序変更］：—
［このタブの機能変更］：マイメニュー
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ファームウェア C:5.00での主な仕様
ファームウェアを C:5.00にバージョンアップした場合の主な仕様は次の通りです。

型式

型式 レンズ交換式デジタルカメラ

レンズマウント ニコン Zマウント

使用レンズ

使用レンズ
Zマウント用 NIKKORレンズ
Fマウント用 NIKKORレンズ（マウントアダプターが必要、一部
機能制限あり）

有効画素数

有効画素数 4571万画素

撮像素子

方式 35.9×23.9 mmサイズ CMOSセンサー（ニコン FXフォーマット）

総画素数 5237万画素

ダスト低減機能 イメージセンサークリーニング、イメージダストオフデータ取得
（NX Studioが必要）
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記録形式

記録画素数

撮像範囲［FX（36×24）］の場合：
8256×5504ピクセル（サイズ L：45.4 M）
6192×4128ピクセル（サイズM：25.6 M）
4128×2752ピクセル（サイズ S：11.4 M）

撮像範囲［DX（24×16）］の場合：
5392×3592ピクセル（サイズ L：19.4 M）
4032×2688ピクセル（サイズM：10.8 M）
2688×1792ピクセル（サイズ S：4.8 M）

撮像範囲［1:1（24×24）］の場合：
5504×5504ピクセル（サイズ L：30.3 M）
4128×4128ピクセル（サイズM：17.0 M）
2752×2752ピクセル（サイズ S：7.6 M）

撮像範囲［16:9（36×20）］の場合：
8256×4640ピクセル（サイズ L：38.3 M）
6192×3480ピクセル（サイズM：21.5 M）
4128×2320ピクセル（サイズ S：9.6 M）

ファイル形式（画質モード）

NEF（RAW）：RAW 14ビット（ロスレス圧縮、高効率 m、高効
率）
JPEG：JPEG-Baseline準拠、圧縮率（約）：FINE（1/4）、NORMAL
（1/8）、BASIC（1/16）サイズ優先または画質優先選択可能
NEF（RAW）+JPEG：RAWと JPEGの同時記録可能

ピクチャーコントロールシ
ステム

オート、スタンダード、ニュートラル、ビビッド、モノクローム、
ポートレート、リッチトーンポートレート、風景、フラット、Creative
Picture Control（ドリーム、モーニング、ポップ、サンデー、ソン
バー、ドラマ、サイレンス、ブリーチ、メランコリック、ピュア、
デニム、トイ、セピア、ブルー、レッド、ピンク、チャコール、グ
ラファイト、バイナリー、カーボン）、いずれも調整可能、カスタ
ムピクチャーコントロール登録可能

記録媒体 CFexpress カード（Type B）、XQDカード

ダブルスロット メモリーカードの順次記録、バックアップ記録、RAW＋ JPEG分割
記録、JPEG+JPEG分割記録ならびにカード間コピー可能

対応規格 DCF 2.0、Exif 2.32
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ファインダー

ファインダー
電子ビューファインダー、1.27cm/0.5型 Quad-VGA OLED、約 369
万ドット、明るさ調整可能（オート、マニュアル 18段階）、カラー
カスタマイズ可能、高フレームレート表示可能

視野率 上下左右とも約 100%（対実画面）

倍率 約 0.8倍 （50mmレンズ使用時、∞、－1.0 m－1のとき）

アイポイント 接眼レンズ最後尾から 23mm（－1.0 m－1のとき）

視度調節範囲 －4～＋ 3 m－1

アイセンサー ファインダー表示と画像モニター表示の自動切り換え

画像モニター

画像モニター
チルト式 8cm/3.2型 TFT液晶モニター（タッチパネル）、約 210万
ドット、視野角 170°、視野率約 100%、 明るさ調整可能（マニュア
ル 15段階）、カラーカスタマイズ可能、縦横チルト可能

シャッター

型式 電子シャッター、電子シャッター音あり、センサーシールド

シャッタースピード 1/32000～30秒（ステップ幅：1/3、1/2、1ステップに変更可能、
撮影モードMでは 900秒まで延長可能）、Bulb、Time

フラッシュ同調シャッター
スピード

1/250秒または 1/200秒以下の低速シャッタースピードで同調
（1/200～1/250秒はガイドナンバーが減少）。1/8000秒までのシャ
ッタースピードでオート FPハイスピードシンクロ可能
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レリーズ機能

レリーズモード
1コマ撮影、低速連続撮影、高速連続撮影、ハイスピードフレーム
キャプチャー +（プリキャプチャー機能あり）、セルフタイマー撮
影

連続撮影速度

低速連続撮影：約 1～10コマ/秒
高速連続撮影：約 10～20コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C15）：約 15コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C30）：約 30コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C60）：約 60コマ/秒
ハイスピードフレームキャプチャー +（C120）：約 120コマ/秒
ニコン試験条件での最大撮影速度

セルフタイマー 作動時間：2、5、10、20秒、撮影コマ数：1～9コマ、連続撮影間
隔：0.5、1、2、3秒
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露出制御

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード

マルチパターン測光
中央部重点測光：標準（ 12mm相当）、小さめ（ 8mm相当）、
画面全体の平均に変更可能、中央部重点度約 75%
スポット測光：約 4 mm相当を測光、フォーカスポイントに連
動して測光位置可動
ハイライト重点測光

測光範囲 －3～17 EV
ISO 100、f/2.0レンズ使用時、温度 20℃

撮影モード P：プログラムオート（プログラムシフト可能）、S：シャッター優
先オート、 A：絞り優先オート、M：マニュアル

露出補正 範囲：±5段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

AEロック 輝度値ロック方式

ISO感度（推奨露光指数）

ISO 64～25600（ステップ幅：1/3、1ステップに変更可能）、ISO 64
に対し約 0.3、0.7、1段（ISO 32相当）の減感、ISO 25600に対し
約 0.3、0.7、 1段、2段（ISO 102400相当）の増感、感度自動制御
が可能

アクティブ D-ライティング オート、より強め 2、より強め 1、強め、標準、弱め、しない

多重露出 加算、加算平均、比較明合成、比較暗合成

その他の機能 HDR合成、静止画フリッカー低減、高周波フリッカー低減
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オートフォーカス

方式 ハイブリッド AF（位相差 AF/コントラスト AF）、AF補助光付

検出範囲
－7～19 EV（スターライトビュー有効時：－9～19 EV）
静止画モード、シングル AFサーボ（AF-S）、ISO 100、f/1.2レン
ズ使用時、温度 20℃

レンズサーボ

オートフォーカス：シングル AFサーボ（AF-S）またはコンティ
ニュアス AFサーボ（AF-C）、フルタイム AF（AF-F）（動画モー
ドのみ）、予測駆動フォーカスあり
マニュアルフォーカス（M）：フォーカスエイド可能

フォーカスポイント 493点
静止画モード、撮像範囲 FX、シングルポイント AF時

AFエリアモード

ピンポイント AF（静止画モードのみ）、シングルポイント AF、ダイ
ナミック AF（S、M、L、静止画モードのみ）、ワイドエリア AF（S、
L、C1、C2）、オートエリア AF、3D-トラッキング（静止画モードの
み）、ターゲット追尾（動画モードのみ）

フォーカスロック サブセレクターの中央押し、またはシングル AFサーボ（AF‑S）時
にシャッターボタン半押し

手ブレ補正機能

ボディー内手ブレ補正 イメージセンサーシフト方式 5軸補正

レンズ内手ブレ補正 レンズシフト方式（VRレンズ使用時）
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フラッシュ

調光方式
TTL調光制御：i-TTL-BL調光（マルチパターン測光、中央部重点測
光またはハイライト重点測光）、スタンダード i-TTL調光（スポット
測光）可能

フラッシュモード 先幕シンクロ、スローシンクロ、後幕シンクロ、赤目軽減、赤目軽
減スローシンクロ、発光禁止

調光補正 範囲：－3～+1段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

レディーライト 別売スピードライト使用時に充電完了で点灯、フル発光による露出
不足警告時は点滅

アクセサリーシュー ホットシュー（ISO 518）：シンクロ接点、通信接点、セーフティー
ロック機構（ロック穴）付

ニコンクリエイティブライ
ティングシステム

i-TTL調光、電波制御アドバンストワイヤレスライティング、光制
御アドバンストワイヤレスライティング、モデリング発光、FVロ
ック、発光色温度情報伝達、オート FPハイスピードシンクロ、ユ
ニファイドフラッシュコントロール

シンクロターミナル シンクロターミナル（ISO 519）（外れ防止ネジ付）

ホワイトバランス

ホワイトバランス
オート（3種）、自然光オート、晴天、曇天、晴天日陰、電球、蛍光
灯（3種）、フラッシュ、色温度設定（2500K～10000K）、プリセッ
トマニュアル（6件登録可）、全て微調整可能

ブラケティング

ブラケティング
AE・フラッシュブラケティング、AEブラケティング、フラッシュ
ブラケティング、ホワイトバランスブラケティング、アクティブ D-
ライティングブラケティング
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静止画のその他の機能

静止画のその他の機能
ヴィネットコントロール、回折補正、自動ゆがみ補正、美肌効果、
人物印象調整、インターバルタイマー撮影、フォーカスシフト撮
影、オートキャプチャー

動画機能

測光方式 撮像素子による TTL測光方式

測光モード マルチパターン測光、中央部重点測光、ハイライト重点測光

記録画素数/フレームレート

7680×4320（8K UHD）：30p/25p/24p
3840×2160（4K UHD）：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
1920×1080：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
1920×1080スロー：30p（4倍）/25p（4倍）/24p（5倍）
120p：119.88fps、100p：100fps、60p：59.94fps、50p：50fps、
30p：29.97fps、25p：25fps、24p：23.976fps

記録画素数/フレームレート
（RAW動画）

8256×4644：60p/50p/30p/25p/24p
5392×3032：60p/50p/30p/25p/24p
4128×2322：120p/100p/60p/50p/30p/25p/24p
3840×2160：120p/100p/60p/50p
120p：119.88fps、100p：100fps、60p：59.94fps、50p：50fps、
30p：29.97fps、25p：25fps、24p：23.976fps

ファイル形式 NEV、MOV、MP4

映像圧縮方式 N-RAW（12bit）、Apple ProRes RAW HQ（12bit）、Apple ProRes 422
HQ（10bit）、H.265/HEVC（8bit/10bit）、H.264/AVC（8bit）

音声記録方式
リニア PCM（48KHz 24bit、動画記録ファイル形式が NEVまたは
MOVの場合）、AAC（48KHz 16bit、動画記録ファイル形式がMP4
の場合）
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動画機能

録音装置 内蔵ステレオマイク、外部マイク使用可能、マイク感度設定可能、
アッテネーター機能

露出補正 範囲：±3段、補正ステップ：1/3、1/2ステップに変更可能

ISO感度（推奨露光指数）

撮影モードM：ISO 64～25600（ステップ幅：1/6、1/3、1ステ
ップに変更可能）、ISO 25600に対し約 0.3、0.7、1 段、2 段（ISO
102400 相当）の増感、感度自動制御（ISO 64～Hi 2.0）が可能、
制御上限感度が設定可能
撮影モード P、S、A：感度自動制御（ISO 64～Hi 2.0）、制御上限
感度が設定可能

アクティブ D-ライティング より強め、強め、標準、弱め、しない

動画のその他の機能

タイムラプス動画、電子手ブレ補正、タイムコード、動画 Log（N-
Log）、HDR（HLG）動画、ウェーブフォーム表示、動画撮影中の赤
枠表示、動画記録中の拡大表示（50%、100%、200%、400%）、シ
ャッタースピード延長機能（撮影モードM時）、RAW動画記録時
の再生用動画（プロキシー動画）同時記録、オーバーサンプリング
モードあり、iメニュー動画撮影情報、ハイレゾズーム、オートキ
ャプチャー

再生機能

再生機能

1コマ再生、サムネイル（約 4、9、72分割）、拡大再生、拡大再生
中のトリミング、動画再生、スライドショー、ヒストグラム表示、
ハイライト表示、撮影情報表示、位置情報表示、撮影画像の自動回
転、レーティング、フィルター再生、音声メモ入力/再生、IPTCプ
リセット添付/表示、連続撮影グループ先頭への画像送り、連続撮
影画像のグループ再生表示、動画再生時の一括フレーム保存、比較
動合成
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インターフェース

USB Type-C端子（SuperSpeed USB）（標準装備された USBポートへの
接続を推奨）

HDMI出力 HDMI端子（Type A）

外部マイク入力 ステレオミニジャック（ 3.5mm）、プラグインパワーマイク対応

ヘッドホン出力 ステレオミニジャック（ 3.5 mm）

10ピンターミナル あり（別売リモートコードMC-30A/MC-36Aなど使用可能）

有線 LAN

RJ-45コネクター
準拠規格：IEEE802.3ab（1000BASE-T）/IEEE802.3u（100BASE-
TX）/IEEE802.3（10BASE-T）
データ転送速度（規格値※）：1000/100/10Mbps（自動認識）
ポート：1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T兼用ポート（AUTO-
MDIX）
表示の数値は、規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送
速度を示すものではありません。
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Wi-Fi（無線 LAN）・Bluetooth

Wi-Fi

準拠規格：IEEE802.11b/g/n/a/ac
周波数範囲（中心周波数）：2412～2472 MHz（13ch）、5180～
5700 MHz
出力（EIRP）：

2.4 GHz：8.4 dBm
5 GHz：9.0 dBm

認証方式：オープンシステム、WPA2-PSK、WPA3-SAE

Bluetooth

通信方式：Bluetooth標準規格 Ver.5.0
周波数範囲（中心周波数）：

Bluetooth：2402～2480 MHz
Bluetooth Low Energy：2402～2480 MHz

出力（EIRP）：
Bluetooth：2.9 dBm
Bluetooth Low Energy：1.4 dBm

通信距離（見通し）
約 10 m※

電波干渉がない場合。通信距離は遮蔽物や電波状態などにより影
響されます。
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位置情報機能

対応衛星 GPS衛星（アメリカ）、GLONASS衛星（ロシア）、準天頂衛星みち
びき（日本）

取得情報 緯度、経度、標高、UTC（協定世界時）

時刻合わせ 位置情報機能で取得した日時情報でカメラの日時合わせ可能

ログ NMEAフォーマット準拠

ログ取得間隔 15、30秒、1、2、5分

ログ取得時間 6、12、24時間

ログの消去 可能

電源

使用電池

Li-ionリチャージャブルバッテリー EN-EL18d ※ 1個使用
EN-EL18dの代わりに EN-EL18c/EN-EL18b/EN-EL18a/EN‑EL18
も使えます。ただし、EN-EL18dを使用したときよりも撮影可能
コマ数（電池寿命）が減少します。本体充電 ACアダプター EH-7P
を使用した充電は EN-EL18d/EN‑EL18c/EN-EL18b使用時のみ可
能。

本体充電 ACアダプター 本体充電 ACアダプター EH-7P

ACアダプター ACアダプター EH-6d（パワーコネクター EP-6aと組み合わせて使
用）（別売）

三脚ネジ穴

三脚ネジ穴 0.635cm（1/4型、ISO 1222）
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寸法・質量

寸法（W×H×D） 約 149×149.5×90.5 mm

質量 約 1340 g（バッテリーおよびメモリーカードを含む、ボディーキャ
ップ、アクセサリーシューカバーを除く）、約 1160 g（本体のみ）

動作環境

温度 －10℃～40℃

湿度 85％以下（結露しないこと）

仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、CIPA（カメラ映像機器工業会）規格またはガイドラ
インに準拠しています。
仕様中のデータは、フル充電バッテリー使用時のものです。
カメラに表示されるサンプル画像、および本書記載の画像やイラストは、機能を説明するためのイ
メージです。
製品の外観・仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。本書の誤りな
どについての補償はご容赦ください。
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索引

索引

マーク・英数字
P（プログラムオート）（0 119）
S（シャッター優先オート）（0 119）
A（絞り優先オート）（0 119）
M（マニュアル）（0 119）
U（1コマ撮影）（0 131）
V（低速連続撮影）（0 131）
W（高速連続撮影）（0 131）
E（セルフタイマー撮影）（0 131、0 136）
c（クイック設定ポジション）（0 131、0 133）
3（ピンポイント AF）（0 105）
d（シングルポイント AF）（0 105）
d（ダイナミック AF（S））（0 106）
e（ダイナミック AF（M））（0 106）
f（ダイナミック AF（L））（0 106）
f（ワイドエリア AF（S））（0 106）
g（ワイドエリア AF（L））（0 106）
8（ワイドエリア AF（C1））（0 107）
9（ワイドエリア AF（C2））（0 107）
u（3D-トラッキング）（0 107）
n（ターゲット追尾 AF）（0 107）
h（オートエリア AF）（0 107）
L（マルチパターン測光）（0 437）
M（中央部重点測光）（0 437）
N（スポット測光）（0 437）
t（ハイライト重点測光）（0 437）
iボタン（0 66）
iメニュー（0 66）
O（Q）ボタン（0 96）
cボタン（0 133）
cボタン（0 379）
Eボタン（0 119）
bボタン（0 273）
g（Fn4）ボタン（0 169、0 230）

d（ヘルプあり表示）（0 64）
iメニューのカスタマイズ（0 71、0 595、
0 629、0 993）
c使用時の感度自動制御（0 590）
1:1（24×24）（撮像範囲）（0 98）
16:9（36×20）（撮像範囲）（0 98）
1920×1080 24p 5倍スロー（0 895）
1920×1080 25p 4倍スロー（0 895）
1920×1080 30p 4倍スロー（0 895）
1コマ再生時のフリック操作（0 626）
1コマ撮影（0 131）
1コマ表示（0 207）
3D-トラッキング（0 107）
ACアダプター（0 826）
ADLブラケティング（オートブラケティングのセ
ット）（0 165）
AE-Lマーク（0 127）
AE・フラッシュブラケティング（オートブラケテ
ィングのセット）（0 158、0 872）
AEブラケティング（オートブラケティングのセ
ット）（0 159、0 872）
AE ロック（0 127）
AF-C（コンティニュアス AF）（0 103）
AF-Cモード時の優先（0 533）
AF-F（フルタイム AF）（0 104）
AF-ONボタン（0 115）
AF-S（シングル AF）（0 103）
AF-Sモード時の優先（0 534）
AFエリアモード（0 105）
AFエリアモードの限定（0 541、0 642）
AF時の被写体検出設定（0 109、0 511、
0 961）
AF設定時のフォーカスリング操作（0 549）
AF速度（0 644）
AF追従感度（0 645）
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AF点数（0 536）
AF微調節の設定（0 691）
AFロックオン（0 535）
ATOMOS AirGlu BT設定（0 751）
BKTの順序（0 593）
BKT変化要素（Mモード）（0 592）
BKTボタン（0 159、0 163、0 166）
Bluetooth（0 285）
Bulb（バルブ撮影）（0 119）
C15（0 967）
C30（0 134）
C60（0 134）
C120（0 134）
Camera Control Pro 2（0 322）
Creative Picture Control（クリエイティブピクチ
ャーコントロール）（0 170）
DISPボタン（0 45、0 49、0 209）
DX（24×16）（撮像範囲）（0 98）
DXフォーマット（0 97）
D-ライティング（0 255）
FTPサーバーと接続（0 349、0 743、0 911）
FVロック（0 382）
FX（36×24）（撮像範囲）（0 98）
FXフォーマット（0 97）
HDMI（0 276、0 713）
HDR合成（0 453）
Hi（ISO感度）（0 138）
HLG（0 202）
HLG画質調整（0 500）
HLG動画（0 202）
IPTC（0 704）
IPTCプリセット（0 907）
S（Q）ボタン（0 138）
ISO感度（0 138）
ISO感度ステップ幅拡張（Mモード）（0 647）
ISO感度設定（0 421、0 496）
ISO感度のステップ幅（0 550）
JPEG+JPEG分割記録（スロット 2の機能）
（0 415、0 874）
LANからの起動（0 754）
Li-ionリチャージャブルバッテリー（0 73）
Lo（ISO感度）（0 138）

Log撮影（0 204）
MACアドレス（0 756）
Gボタン（0 60）
MF（マニュアルフォーカス）（0 104、0 116）
MF時の絞り開放 Lv（0 991）
Iボタン（0 119）
Mモード時の ISO感度（0 893）
Mモード時のシャッタースピード延長（0 566）
N-Log（0 204、0 893）
N-RAW 12-bit（NEV）（0 187）
NX Studio（0 293）
PCと接続（0 738）
ProRes RAW HQ 12-bit（MOV）（0 187）
Tボタン（0 99、0 101）
RAW+JPEG分割記録（スロット 2の機能）
（0 415）
RAW記録（0 420）
RAW現像（0 245）
RGBヒストグラム（0 212、0 654）
SnapBridge（0 284）
Time（タイム撮影）（0 119）
UltraSync BLUE（0 751）
USB（0 753）
USB給電（0 721）
USBケーブル（0 27）
USB接続時の優先（0 714）
WBブラケティング（オートブラケティングのセ
ット）（0 163）
Uボタン（0 142）
Wi-Fiアクセスポイントモード（0 1004）
Wi-Fiステーションモード（0 1004）
Wi-Fi接続（0 736）
Wi-Fiモード（0 288）
Wireless Transmitter Utility（0 298）
WPS PINコード方式（0 305、0 335、0 359）
WPSプッシュボタン方式（0 305、0 335、
0 359）
WR-R10（0 385、0 716）
WR-R11a（0 385、0 716）
Wスロット同時削除の設定（0 665）
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ア
アオリ効果（0 257）
赤色画面表示（0 573）
赤目軽減発光（0 379）
明るさ（ピクチャーコントロール）（0 172）
アクセスポイントモード（0 298、0 326）
アクティブ D-ライティング（0 426、0 501）
アッテネーター（0 515）
後幕発光（0 380）
暗号キー（0 307、0 337、0 361）
位置情報（スマートフォン）（0 737）
位置情報（内蔵）（0 179、0 715）
位置情報機能（0 179）
一灯撮影（0 373）
イメージセンサークリーニング（0 698、
0 831）
イメージダストオフデータ取得（0 699）
イルミネーター（0 41、0 574）
イルミネーター点灯（0 574）
色合い（色相）（ピクチャーコントロール）
（0 172）
色温度（0 145、0 150）
色温度設定（ホワイトバランス）（0 143）
色空間（0 425）
色の濃さ（彩度）（ピクチャーコントロール）
（0 172）
色の濃淡（ピクチャーコントロール）（0 172）
インジケーターの＋/－方向（0 621）
インターバルタイマー撮影（0 458）
インフラストラクチャーモード（0 303、
0 333）
ヴィネットコントロール（0 430、0 503）
ウェーブフォームモニター（0 654）
オート（ピクチャーコントロール）（0 169）
オート（ホワイトバランス）（0 142）
オートエリア AF（0 107）
オートキャプチャー（0 875、0 978）
オートキャプチャー設定画面（0 875）
オートブラケティング（0 158、0 872）
オーバーサンプリングの拡張（0 495）
音声メモ（0 273）
音声メモの設定（0 709）

温度上昇警告（0 696）

カ
カードなし時レリーズ（0 724）
カードの初期化（フォーマット）（0 680、
0 1000）
回折補正（0 431、0 504）
ガイドラインの種類（0 578、0 653）
外部記録制御（HDMI）（0 522）
外部レコーダー（0 278）
拡大表示（0 228）
風切り音低減（0 517）
加算合成（0 259）
画質モード（0 99、0 968）
画質モード（HSFC）（0 968）
画質モード設定（0 968）
カスタムピクチャーコントロール（0 175）
カスタムボタンの機能（0 632、0 902）
カスタムボタンの機能（再生）（0 613、0 904、
0 995、0 996）
カスタムボタンの機能（撮影）（0 598、0 902、
0 995）
カスタムメニュー（0 524）
カスタムメニューの管理（0 532）
画像コピー（0 673）
画像コメント（0 702）
画像サイズ（0 101）
画像サイズ/フレームレート（0 190）
画像サイズ設定（0 101）
画像情報（0 209）
画像の自動回転（0 672）
画像編集（0 242）
画像編集機能のカスタマイズ（0 986）
画像を選択して削除（0 239）
傾き補正（0 255）
カメラコントロールモード（0 322）
カメラと接続（0 749、0 910、0 912、
0 930）
カメラの初期化（0 729）
画面情報の自動回転（0 690）
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画面枠表示（0 577）
簡易トリミング（0 222）
簡単接続（0 305、0 335、0 359）
感度自動制御（0 138）
感度自動制御機能（0 140）
基準露出レベルの調節（0 555）
輝度情報の種類（0 654）
機内モード（0 733）
キャリブレーション（0 824）
距離基準マーク（0 118）
記録可能コマ数（0 857）
記録フォルダー設定（0 410）
クイックシャープ（ピクチャーコントロール）
（0 172）
クイック設定ポジション（0 131、0 133）
クイックフォーマット（0 680）
グループ再生の設定（0 668）
グループ設定（0 912）
蛍光灯（ホワイトバランス）（0 143）
言語（Language）（0 682）
高感度（Hi）（0 138）
高感度ノイズ処理モード（0 969）
高感度ノイズ低減（0 429、0 502）
高周波フリッカー低減（0 435、0 507、
0 973）
高速連続撮影（0 131）
コマンドダイヤル回転方向の変更（0 619）
コンティニュアス AF（0 103）
コントラスト（ピクチャーコントロール）
（0 172）
コントロールリング（0 116）
コントロールリングの感度（0 624）

サ
最近設定した項目（0 763）
再生画面設定（0 663）
再生の速度（0 985）
再生フォルダー設定（0 662）
再生メニュー（0 659）
サイレントモード（0 711）

削除（0 96、0 237、0 661）
削除候補画像を一括削除（0 240）
削除後の次再生画像（0 670）
撮影画面カスタマイズ（画像モニター）（0 582、
0 655）
撮影画面カスタマイズ（ファインダー）（0 584、
0 657）
撮影機能の呼び出し（ホールド）（0 994）
撮影後自動送信（0 318、0 349）
撮影情報（0 214）
撮影タイミング表示（0 576）
撮影直後の画像確認（0 669）
撮影メニューの拡張（0 409、0 989）
撮影メニューの管理（0 407）
撮影モード（0 119）
撮像範囲（0 97、0 197）
撮像範囲設定（0 98）
撮像範囲設定の限定（0 567）
サブセレクター（0 111、0 127）
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サムネイル表示（0 207）
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自動電源 OFF温度（0 696）
自動ゆがみ補正（0 432、0 505）
自動連続再生の設定（0 987）
視度調節ノブ（0 53）
絞り値（0 120、0 121）
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絞り優先オート（0 120）
シャッタースピード（0 120、0 121）
シャッタースピード延長（Mモード）（0 648）
シャッターボタン AEロック（0 557）
シャッター優先オート（0 120）
順次記録（スロット 2の機能）（0 415）
シングル AF（0 103）
シングルポイント AF（0 105）
人物印象調整（0 971）
水準器の種類（0 579）
ズーム位置の記憶（PZレンズ）（0 900）
スターライトビュー（静止画 Lv）（0 572）
スタンダード（ピクチャーコントロール）
（0 169）

1048 索引



スポット測光（0 437）
スマートフォンと接続（0 735）
スライドショー（0 235）
スローシャッター（0 380）
スローモーション動画（0 895）
スロット 2の機能（0 415、0 874）
静止画/動画セレクター（0 86、0 90）
静止画撮影メニュー（0 404）
静止画フリッカー低減（0 433）
晴天（ホワイトバランス）（0 143）
晴天日陰（ホワイトバランス）（0 143）
セキュリティースロット（0 42）
接続先の周波数帯選択（0 755）
接続設定（FTPサーバーと接続）（0 743）
接続設定（PCと接続）（0 738）
セットアップメニュー（0 677）
ゼブラ表示（0 650）
ゼブラ表示の検出モード制限（0 652）
セルフタイマー（0 558）
セルフタイマー 撮影（0 131、0 136）
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全画像を削除（0 241）
操作のロック（0 618、0 641）
送信指定（0 233）
送信指定（FTP）（0 349、0 897）
送信指定（PC）（0 317、0 897）
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送信時の HEIF変換（0 1014）
増灯撮影（0 384）
測光モード（0 437）
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ターゲット追尾 AF（0 107）
ダイナミック AF（L）（0 106）
ダイナミック AF（M）（0 106）
ダイナミック AF（S）（0 106）
タイムコード（0 520）
タイム撮影（長時間露出）（0 124）
タイムゾーンと日時（0 84、0 683）
タイムラプス動画（0 468）

多重露出（0 446）
タッチシャッター（0 112）
タッチ操作（0 712）
タッチパネル（0 54）
縦横位置情報の記録（0 988）
縦/横位置フォーカスポイント切換（0 537）
チャージャー（0 73）
中央部重点測光（0 437）
中央部重点測光範囲（0 554）
調光補正（0 381）
長時間露出（0 124）
調色（ピクチャーコントロール）（0 172）
長秒時ノイズ低減（0 428）
著作権情報（0 703）
著作権情報の上書き（0 930）
ツーボタンリセット（0 182）
通常発光（0 379）
低感度（Lo）（0 138）
低速連続撮影（0 131）
適用度（ピクチャーコントロール）（0 172）
手ブレ補正（0 444）
電球（ホワイトバランス）（0 143）
電源 OFF時のセンサーシールド（0 697）
電源 OFF中の通信（0 737）
電子音（0 710、0 908）
電子手ブレ補正（0 513）
電池チェック（0 720）
動画記録先（0 490）
動画記録ファイル形式（0 187）
動画撮影中の赤枠表示（0 658）
動画撮影ボタン（0 90）
動画撮影メニュー（0 484）
動画の画質（N-RAW）（0 187、0 493）
動画フリッカー低減（0 506）
動画編集（0 266）
統合表示（0 219）
トリミング（0 250）
曇天（ホワイトバランス）（0 143）
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内蔵 AF補助光の照射設定（0 546）
内蔵マイク（音声メモ用）（0 273）
内蔵マイク（動画用）（0 90）
日時を同期（0 372）
ニュートラル（ピクチャーコントロール）
（0 169）
認証情報（0 719）
ネットワークメニュー（0 731）

ハ
ハイスピードフレームキャプチャー +（0 131、
0 563、0 873、0 967）
ハイライト重点測光（0 437）
ハイライト表示（0 212）
ハイレゾズーム（0 205、0 523、0 983）
ハイレゾズーム速度（0 646、0 894）
バックアップ記録（スロット 2の機能）（0 415）
発光禁止（0 380）
発光モード（0 377）
バッテリー（0 73、0 77）
バッテリーチャージャー（0 73）
バルブ撮影（長時間露出）（0 124）
パワーオフ時間（0 79、0 559）
パワーコネクター（0 826）
パワーズームのボタン操作（PZレンズ）
（0 899）
パワーセーブ（静止画モード）（0 723）
半押し（シャッターボタン）（0 86）
半押し AFレンズ駆動（0 539）
半押し拡大解除（MF）（0 992）
半押しタイマー（0 79）
比較暗合成（0 261）
比較動合成（0 264）
比較明合成（0 261）
ピクセルマッピング（0 701）
ピクチャーコントロール（0 169、0 966）
日付と時刻を設定する（0 84）
日付を選択して削除（0 240）
美肌効果（0 970）

ビビッド（ピクチャーコントロール）（0 169）
ビューアシスト（0 649）
ビューモード設定（静止画 Lv）（0 570）
標準表示（0 210）
ピント表示（0 117）
ピンポイント AF（0 105）
ファームウェアバージョン（0 730、0 869、
0 963）
ファイル情報（0 221）
ファイル名設定（0 414、0 489）
ファインダーの明るさ（0 686）
ファインダーのカラーカスタマイズ（0 687）
ファインダーの高フレームレート表示（0 585）
ファインダー表示サイズ（静止画 Lv）（0 688、
0 909）
フィルター効果（ピクチャーコントロール）
（0 172）
フィルター再生（0 234）
フィルター再生の条件設定（0 234、0 667）
風景（ピクチャーコントロール）（0 169）
フォーカス/コントロールリング入れ換え
（0 625）
フォーカス位置の記憶（0 695）
フォーカス位置の登録（0 610）
フォーカス位置の呼び出し（0 610）
フォーカス回転方向の変更（0 622）
フォーカスシフト撮影（0 477）
フォーカスピーキング（0 118、0 547）
フォーカスポイント（0 111）
フォーカスポイント循環選択（0 543）
フォーカスポイントの移動速度（0 548）
フォーカスポイントの太さ（0 990）
フォーカスポイントの引き継ぎ（0 540）
フォーカスポイント表示（0 544）
フォーカスモード（0 103、0 116）
フォーカスモードの制限（0 542、0 643）
フォーカスリング（0 116）
フォーカスリングの角度設定（0 623）
フォーカスロック（0 114）
物理フォーマット（0 680、0 1000）
ブラケティング（0 159、0 163、0 165）
フラッシュ（ホワイトバランス）（0 143）
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フラッシュ撮影（0 373）
フラッシュ撮影同調速度（0 586）
フラッシュ時シャッタースピード制限（0 588）
フラッシュ使用時の露出補正（0 589）
フラッシュ増灯撮影（0 384）
フラッシュ調光補正（0 381）
フラッシュ発光（0 438）
フラッシュブラケティング（オートブラケティン
グのセット）（0 159、0 872）
フラッシュモード（0 379）
フラッシュ連続撮影時の優先（0 594）
フラット（ピクチャーコントロール）（0 170）
フランジバック（0 118）
プリキャプチャー記録設定（0 563、0 873）
プリセットマニュアル（ホワイトバランス）
（0 143、0 153）
フルタイム AF（0 104）
フレームレート（0 190）
プログラムオート（0 120）
プロテクト（0 230）
分割記録時の再生スロット（0 666）
ペアリング（Bluetooth）（0 735）
ヘッドホン音量（0 519）
ポートレート（ピクチャーコントロール）
（0 169）
ボタンのホールド設定（0 620）
ホワイトバランス（0 142）
本体充電 ACアダプター（0 75）

マ
マイク感度（0 514）
マイク端子のプラグインパワー（0 518）
マイメニュー（0 758）
マニュアル（撮影モード）（0 119）
マニュアルフォーカス（0 104、0 116）
マルチパターン測光（0 437）
マルチパターン測光の顔検出（0 553）
ミドルレンジシャープ（ピクチャーコントロー
ル）（0 172）
ミレッド（0 149）

無線 LAN接続（0 297、0 325）
明瞭度（ピクチャーコントロール）（0 172）
メニュー設定の保存と読み込み（0 725）
メモリーカード（0 80、0 856）
メモリーリコール（0 610）
モデリング発光（0 591）
モニターの明るさ（0 684）
モニターのカラーカスタマイズ（0 685）
モニターモードの限定（0 689）
モノクローム（ピクチャーコントロール）
（0 169）
モノトーン（0 258）

ヤ
有線 LAN（0 734）
有線 LAN接続（0 297、0 325）
優先送信指定（FTP）（0 898）
優先送信指定（PC）（0 898）
ゆがみ補正（0 256）

ラ
リサイズ（0 251）
リセット（0 182、0 408、0 532）
リッチトーンポートレート（0 966）
リモコン（WR）設定（0 716）
リモコン（WR）の Fnボタンの機能（0 718）
輪郭強調（ピクチャーコントロール）（0 172）
レーティング（0 232）
レリーズモード（0 131）
レリーズモードの限定（0 562）
レンズ情報手動設定（0 694、0 906）
レンズの取り付け（0 82）
レンズの取り外し（0 82）
連続撮影（0 131）
連続撮影後の再生画像（0 671）
連続撮影コマ数（0 561）
連続撮影速度（0 560）
連続撮影中の表示（0 575）
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連動レリーズモード（0 358、0 912）
連動レリーズモード設定（0 565）
連番モード（0 568）
録音帯域（0 516）
露出（0 127、0 129、0 158）
露出インジケーター（0 122）
露出情報（0 211）
露出設定ステップ幅（0 551）
露出ディレーモード（0 901）
露出補正（0 129）

露出補正簡易設定（0 552）

ワ
ワイドエリア AF（C1）（0 107）
ワイドエリア AF（C2）（0 107）
ワイドエリア AF（L）（0 106）
ワイドエリア AF（S）（0 106）
ワイヤレストランスミッターユーティリティー
（0 298）
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ニコンイメージング会員「製品登録」のご案内

ニコンイメージングサポートページのご案内

ニコンでは製品を安全に、安心してご使用いただくため「製品登録」へのご協力をお願い
しております。ご登録いただいた製品に関するファームアップ情報や重要なお知らせなど
をメールでご案内いたします。ニコンイメージング会員登録および製品登録は以下ニコン
ホームページからお手続きください。

ニコンイメージング会員のご案内
https://www.nikon-image.com/enjoy/membership/about/

https://www.nikon-image.com/support/

最新の製品テクニカル情報や、ソフトウェアのアップデート情報をご覧
いただけます。製品をより有効にご利用いただくために、定期的なアク
セスをおすすめします。
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